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概要概要

本ガイドでは、Red Hat Enterprise Linux 7 インストールプログラム (Anaconda) の起動方法、およ
び AMD64/Intel 64 システム、64 ビット ARM システム、64 ビット IBM Power Systems サー
バー、および IBM Z サーバーへの Red Hat Enterprise Linux 7 のインストール方法について解説し
ています。また、キックスタート インストール、PXE インストール、VNC 経由のインストールな
ど高度なインストール方法についても触れています。最後に、インストール後に行う一般的な作業
やインストール関連のトラブルシューティングについて説明しています。 Red Hat Enterprise
Linux Atomic Host のインストール方法についての詳細は、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host
インストールと設定ガイドを参照してください。
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第1章 はじめに
Anaconda と呼ばれるインストールユーティリティーで Red Hat Enterprise Linux をインストールでき
ます。多くの場合、「対話型インストール」 に記載の手順に従うだけで、Anaconda のグラフィカルイ
ンターフェイスを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。

高度な要件を必要とするユーザーは、各種のシステム上でグラフィカルインタフェースを使用してイン
ストールの多くの要素を設定して、Red Hat Enterprise Linux をインストールすることもできます。
ローカルインターフェイスのないシステムでは、インストールは完全にリモートからアクセスできま
す。キックスタートキックスタート ファイルを使用してインストールを自動化したり、対話なしでインストールしたり
できます。

1.1. グラフィカルインストール

Red Hat Enterprise Linux インストーラーである Anaconda は、簡単なグラフィカルの手法で Red Hat
Enterprise Linux をインストールできます。このグラフィカルインストールインターフェイスにはヘル
プシステムが組み込まれており、Linux をインストールしたことがなくても、ほとんどのインストール
を実行できます。ただし、Anaconda を使うと、必要に応じて高度なインストールオプションを使用す
ることもできます。

Anaconda は、その並立的な性質上、他のオペレーティングシステムのインストールプログラムとは異
なります。ほとんどのインストーラーは、最初に言語の選択、次にネットワークの設定、それからイン
ストールタイプ、パーティション設定、といったように、リニア形式で進められます。ある時点ですす
める方向は通常、1 つのみです。

Anaconda のグラフィカルインターフェイスでは、最初に選択する必要があるものは言語とロケールの
みで、次に中央画面が表示され、任意の順序でインストールの各種オプションを設定できます。ある設
定を先に完了してからでないと設定できない箇所もあります。たとえば、ネットワークの場所からイン
ストールする場合には、ネットワークを設定してからしか、インストールするパッケージを選択できま
せん。Anaconda のほとんどのオプションは、任意の順序で設定できます。ネットワークの初期化や
ディスクの検出などのバックグラウンドタスクが原因で特定オプションの設定ができない場合に、これ
らの完了を待っている間に別の関係ないオプションを設定することができます。

特に、カスタムのパーティション設定プロセスは他の Linux ディストリビューションとは非常に異なり
ます。これらの違いについては、各画面のサブセクションで説明します。

お使いのハードウェアやインストールを開始するメディアタイプによっては、自動で設定される画面も
いくつかあります。その場合でも、検出された設定は変更することが可能です。自動設定されず、イン
ストール前にユーザーの作業が必要となる画面には、感嘆符が付いています。実際のインストールプロ
セスを開始するには、これらの設定を完了する必要があります。

インストールはテキストモードでも実行できますが、カスタムパーティション設定を含む特定のオプ
ションは使用できません。「テキストモードでのインストール」 を参照してください。IBM Power シ
ステムもしくは IBM Z をご使用の場合はそれぞれ 「テキストモードでのインストール」 と 「テキスト
モードでのインストール」 を参照してください。

1.2. リモートインストール

Red Hat Enterprise Linux は、グラフィカルインターフェイスをリモートで使用してインストールでき
ます。ヘッドレスシステムの場合、Connect Mode を使用して完全にリモートでグラフィカルインス
トールを実行できます。ディスプレイとキーボードがあるものの、グラフィカルインタフェースを使用
できないシステムでは、Direct Mode を使用すると容易にセットアップができます。詳細は、25章VNC
の使用 を参照してください。

第第1章章 はじめにはじめに
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1.3. 自動インストール

Kickstart ファイルを使用すると、Anaconda によるインストールを自動化できます。Kickstart ファイ
ルは、インストールのあらゆる側面の設定に使用可能で、ユーザーの介入なしに、Red Hat Enterprise
Linux の複数インスタンスのインストールを簡単に自動化できます。

ほとんどの場合、「自動インストール」 に記載の手順に従うだけで、Kickstart ファイルの作成と設定
ができます。このファイルを使用すると、任意の数の Red Hat Enterprise Linux を非対話形式でインス
トールできます。

Kickstart ファイルは、オンラインの 『Kickstart Generator』 ツールでグラフィカルインターフェイス
を使用して選択したないようをもとに自動的に作成することも、テキストエディターで最初から記述す
ることもできます。詳細は、「キックスタートファイルの作成」 を参照してください。

Kickstart ファイルは、Red Hat Enterprise Linux の各種ユーティリティーを使用して簡単にメンテナー
ンスおよび更新できます。詳細は、「キックスタートファイルの維持」 を参照してください。

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド
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第2章 RED HAT ENTERPRISE LINUX のダウンロード
Red Hat サブスクリプションをお持ちの場合は、Red Hat カスタマーポータルから Red Hat Enterprise
Linux 7 インストール DVD の ISO イメージファイル をダウンロードできます。サブスクリプションを
お持ちでない方は、サブスクリプションをご購入頂くか https://access.redhat.com/downloads/ のソフ
トウェアおよびダウンロードセンターで無料の評価版サブスクリプションを入手してください。

AMD64 および Intel 64 (x86_64)、ARM (Aarch64)、ならびに IBM Power Systems (ppc64) のアーキテ
クチャーで使用できるインストールメディアには、2 つの基本タイプがあります。

バイナリーバイナリー DVD

完全なインストールイメージ。これはインストールプログラムを起動して全インストール工程を実
施します。パッケージ用の追加リポジトリーを用意する必要はありません。

注記注記

バイナリー DVD は IBM Z でもご利用頂くことができます。SCSI DVD ドライブを
使ってインストールプログラムを起動する場合に使用できます。また、インストール
ソースとして使用することもできます。

boot.iso

最小限の起動イメージ。これは、インストールプログラムを起動しますがパッケージ用の追加リポ
ジトリーにアクセスする必要があります。Red Hat ではこのようなリポジトリーは提供しておら
ず、完全インストール ISO イメージを使用して作成する必要があります。

注記注記

IBM Java ランタイム環境や追加の仮想化ドライバーなどの追加パッケージが含まれる補
助 DVD イメージを利用することもできます。ただし、これについては本ガイドの範囲を
超えます。

既にサブスクリプションまたは評価版サブスクリプションをお持ちの場合は、以下の手順に従って Red
Hat Enterprise Linux Red Hat Enterprise Linux 7 の ISO イメージファイルを取得します。

手順手順2.1 Red Hat Enterprise Linux ISO イメージのダウンロードイメージのダウンロード

1. カスタマーポータルの https://access.redhat.com/home にアクセスします。ログインしていな
い場合はページ右側の ログインログイン をクリックします。プロンプトに従いアカウント認証情報を入
力します。

2. ページ上部の DOWNLOADS をクリックします。

3. Red Hat Enterprise Linux をクリックします。

4. Product Variant、Architecture がインストールターゲットに適した選択になっているか確認し
ます。デフォルトでは Red Hat Enterprise Linux Server と x86_64 を選択します。どれを選
択してよいのか分からない場合は、http://www.redhat.com/en/technologies/linux-
platforms/enterprise-linux を参照してください。また、各バリアントで利用可能なパッケージ
一覧は、Red Hat Enterprise Linux 7 パッケージマニフェストで確認できます。

5. 利用可能なダウンロード一覧が表示されます。特に、最小限のブートブート ISOイメージと完全イン
ストール用 バイナリーバイナリー DVD ISO イメージが表示されます。これが上記で説明したメディアで
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す。事前設定済みの仮想マシンイメージなど、これ以外のイメージが表示される場合もありま
す。これについては本ガイドの対象外になります。

6. 使用するイメージファイルを選択します。カスタマーポータルからダウンロードする方法は、2
通りあります。

Web ブラウザーを使ってイメージ名をクリックし、コンピューターにそのイメージをダウ
ンロードします。

イメージ名を右クリックして リンクのリンクの URL をコピーをコピー などのメニューアイテムをクリック
します (メニューアイテムの表示はブラウザーによって異なる)。この操作で、ファイルの
URL がクリップボードにコピーされ、別のアプリケーションを使ってファイルをコン
ピューターにダウンロードできるようになります。インターネット接続が不安定な場合に
はこの方法が役に立ちます (接続不安定のため中断されブラウザーでファイル全体をダウン
ロードできず、またダウンロードリンクに含まれている認証キーの有効期間が短いため中
断されたダウンロードプロセスの再開試行が失敗してしまうような場合)。curl などの特殊
アプリケーションを使用するとカスタマーポータルからのダウンロードなど中断されたプ
ロセスを再開することができます。つまり、ファイル全体を再度ダウンロードする必要が
なく時間や回線容量を節約することができます。

手順手順2.2 curl を使用したインストールメディアのダウンロードを使用したインストールメディアのダウンロード

1. root で以下のコマンドを実行して、curl パッケージがインストールされていることを
確認します。

# yum install curl

ご使用の Linux ディストリビューションでは yum を使用していない、または Linux 自
体をまったく使用していないなどの場合は curl web site で最適となるソフトウェア
パッケージをダウンロードしてください。

2. ターミナルウィンドウを開きダウンロード先となるディレクトリーに移動します。次の
コマンドを入力します。

$ curl -o filename.iso 'copied_link_location'

filename.iso には rhel-server-7.0-x86_64-dvd.iso などカスタマーポータルで表示され
る ISO イメージの名前を入力します。カスタマーポータル内のダウンロードリンクに
は curl でダウンロードしたファイル名にも使用する追加文字が含まれているため入力
には注意してください。次のパラメーターの一重引用符は付けたまま
copied_link_location にはカスタマーポータルからコピーしたリンクを入力します。上
記のコマンドをコピーした場合にはもう一度コピーします。Linux ではウィンドウ内で
中央ボタンをクリックするか、Shift+Insert を押すとクリップボードの内容をターミナ
ルウィンドウに貼り付けることができます。最後のパラメーターの後ろに別の一重引用
符を付けて、Enter を押してコマンドを実行し、ISO イメージの転送を開始します。一
重引用符を使用するのはダウンロードリンクに特殊な文字が含まれていた場合など、特
殊文字が誤って解釈されないようにするためです。

例例2.1 curl でのでの ISO イメージのダウンロードイメージのダウンロード

curl コマンドラインの例を示します。

$ curl -o rhel-server-7.0-x86_64-dvd.iso 
'https://access.cdn.redhat.com//content/origin/files/sha256/85/85a...46c/rhel-
server-7.0-x86_64-dvd.iso?_auth_=141...7bf'
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実際のダウンロードリンクには複雑な識別子が含まれるため非常に長い記述になる
点に注意してください。

3. 転送の完了前にインターネット接続が中断された場合はカスタマーポータル内のダウン
ロードページを更新し、必要であればログインし直します。新しいダウンロードリンク
をコピーし、以前と同じ基本的な curl コマンドラインパラメーターを使用しますが、
必ず新しいダウンロードリンクを使用するように -C - を追加し、既にダウンロードし
たファイルのサイズに基づいて続行すべき場所を自動的に決定するように curl に指示
します。

例例2.2 中断されたダウンロードの再開中断されたダウンロードの再開

選択した ISO イメージが一部しかダウンロードされていない場合に使用する curl コ
マンドラインの例を示します。

$ curl -o rhel-server-7.0-x86_64-dvd.iso 
'https://access.cdn.redhat.com//content/origin/files/sha256/85/85a...46c/rhel-
server-7.0-x86_64-dvd.iso?_auth_=141...963' -C -

7. 必要に応じて、sha256sum などのチェックサムユーティリティーを使用して、ダウンロード完
了後にイメージファイルの整合性を検証できます。Download Red Hat Enterprise Linux ページ
にあるダウンロードにはすべて、以下の参照用チェックサムが含まれます。

$ sha256sum rhel-server-7.0-x86_64-dvd.iso
   85a...46c rhel-server-7.0-x86_64-dvd.iso

Microsoft Windows や Mac OS X 向けにも同様のツールがあります。また、インストールの開
始時にインストールプログラムを使用してメディアの検証もできます。詳細は「起動メディア
の検証」を参照してください。

カスタマーポータルから ISO イメージファイルをダウンロードすると、以下が可能になります。

「インストール CD または DVD の作成」  の説明に従って、CD または DVD に書き込む。

イメージファイルを使って起動可能な USB ドライブを作成する (「USB インストールメディア
の作成」を参照)。

ネットワークインストールできるようにこれをサーバーに配置する。具体的な方法は 「インス
トールソース - ネットワーク」 を参照してください。

イメージファイルをハードドライブに配置して、そのドライブをインストールソースとして使
用する。詳細は、「インストールソース - ハードドライブ」  を参照してください。

ネットワーク経由でインストールシステムを起動できるよう、イメージファイル使って
Preboot Execution Environment  (PXE) サーバーを準備します。手順については 24章ネット
ワークからのインストールの準備 を参照してください。
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第3章 メディアの作成
本章では、2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロードの手順に従って入手した ISO イメージファイル
を使って、DVD や USB フラッシュドライブなどの起動可能な物理メディアを作成する方法について解
説しています。メディアの作成後、そのメディアを使ってインストールプログラムを起動し、インス
トールを開始します。以下の手順は、物理的な起動メディアを使用して 64 ビット AMD、Intel、もしく
は ARM システムまたは IBM Power Systems サーバーに Red Hat Enterprise Linux をインストールする
場合に限り適用されます。IBM Z サーバーに Red Hat Enterprise Linux をインストールする方法は、16
章IBM Z でのインストールの起動 を参照してください。Preboot Execution Environment  (PXE) サー
バーを設定してネットワーク経由で PXE ベースのインストールを行う方法については、24章ネット
ワークからのインストールの準備を参照してください。

注記注記

デフォルトでは、インストールメデイアで inst.stage2= 起動オプションが使用され、特
定のラベル (たとえば inst.stage2=hd:LABEL=RHEL7\x20Server.x86_64) に設定されま
す。ランタイムイメージを含むファイルシステムのデフォルトラベルを修正するか、イ
ンストールシステムの起動にカスタマイズした手順を使用する場合は、このオプション
を正しい値に設定する必要があります。詳細は インストールソースの指定 を参照してく
ださい。

3.1. インストール CD または DVD の作成

インストール CD または DVD の作成は、ご使用のコンピューター上にあるディスク書き込みソフト
ウェアや CD/DVD バーナーを使用します。ISO イメージファイルから光学ディスクを作成する手順
は、インストールしているオペレーティングシステムやディスク書き込みソフトウェアなどによって、
コンピューターごとに大きく異なります。ISO イメージファイルの CD または DVD への書き込み方の
詳しい手順は各ソフトウェアのドキュメントを参照してください。

注記注記

最小限の起動メディアと完全インストール用のメディアは、いずれも光学ディスク (CD
および DVD) を使用して作成することができます。ただし、完全インストール用の ISO
イメージはサイズが非常に大きいため (4 GB から 4.5 GB)、DVD のみが使用可能となり
ます。最小限の起動用 ISO の場合、サイズはほぼ 300 MB になるため、CD または DVD
のいずれかに書き込むことができます。

まず搭載されているディスク書き込みソフトウェアでイメージファイルをディスクに書き込みことがで
きるかどうか確認してください。ほとんどのソフトウェアで行うことができるはずですが、例外となる
ソフトウェアも存在します。特に、Windows XP と Windows Vista に搭載されているディスク書き込み
機能では DVD への書き込みはできません。また、Windows XP および Windows Vista より旧式の
Windows オペレーティングシステムの場合はディスクへの書き込み機能がデフォルトでは搭載されてい
ません。つまり、Windows 7 より旧式の Windows オペレーティングシステムがインストールされてい
る場合にはディスクを書き込むソフトウェアが別途必要になります。コンピューターにすでにいる可能
性のある Windows 用の一般的なディスク書き込みソフトウェアの例には、Nero Burning ROM と
Roxio Creator などがあります。Brasero や K3b など、Linux の最も広く使用されているディスク書き
込みソフトウェアにも、ISO イメージファイルからディスクを書き込む機能が組み込まれています。

一部のコンピューターでは、ISO ファイルからのディスク書き込み機能がファイルブラウザー内のコン
テキストメニューに一体化されていることがあります。たとえば、GNOME デスクトップを実行する
Linux または UNIX オペレーティングシステムを備えたコンピューターで ISO ファイルを右クリックし
ると、Nautilus ファイルブラウザーには Write to disk のオプションが表示されます。
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3.2. USB インストールメディアの作成

CD や DVD ではなく、USB ドライブまたは SD カードで起動可能なメディアを作成し、64 ビット
AMD、Intel、または ARM システムに Red Hat Enterprise Linux をインストールすることもできます。
Linux システム上で作成するのか Windows システム上で作成するのかにより、作成手順が異なります。
最小限の起動メディア、完全インストール用のメディアはいずれも同じ手順で作成できます。USB ドラ
イブを使用する場合はその容量に注意してください。イメージ全体を収納できる十分な容量、つまり最
小限の起動メディアであればおよそ 450 MB、完全インストール用のメディアであれば 4.8 GB の容量
の USB ドライブが必要になります。

3.2.1. Linux での USB インストールメディアの作成

次の手順では、Linux システムを使用していること、また2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロー
ドで説明されているように適切な ISO イメージをすでにダウンロードしていることを前提としていま
す。ほとんどの Linux ディストリビューションでは、特に追加のパッケージをインストールしなくても
記載の手順で正しく動作します。

警告警告

この手順を実行すると、すべて破棄されます。USB フラッシュドライブ上のデータ
は、警告なしで破棄されます。このため、正しいドライブを指定していること、ま
たドライブに、保存の必要があるデータが含まれていないことを必ず確認しておい
てください。

多くの Linux ディストリビューションでは、ライブ USB メディアを作成する独自のツールが含まれて
います (Fedora では liveusb-creator、Ubunto などは usb-creator)。こうしたツールの説明については
本ガイドの範疇を超えてしまうため、ここでは説明していません。次の手順に従うと、ほとんどの
Linux システムで USB メディアを作成することができます。

手順手順3.1 Linux でのでの USB メディアの作成メディアの作成

1. USB フラッシュドライブをシステムに接続し、dmesg コマンドを実行します。最近のイベン
トの詳細を示すログが表示されます。このログの末尾の方に、今 USB を挿入したことを示す
メッセージが表示されているのを確認します。以下にメッセージの例を示します。

[ 170.171135] sd 5:0:0:0: [sdb] Attached SCSI removable disk

接続デバイスの名前を書き留めておきます（上記の例では sdb ）。

2. root としてログインします。

$ su -

プロンプトに従い root パスワードを入力します。

3. デバイスがマウントされていないことを確認します。まず、findmnt device コマンドと前の手
順で確認したデバイス名を使用します。たとえば、デバイス名が sdb の場合は、次のコマンド
を使用します。
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# findmnt /dev/sdb

コマンドから何も出力されなければ次の手順に進むことができます。何らかの出力がある場合
は、デバイスが自動的にマウントされたことを示しているため、次に進む前にそのデバイスを
アンマウントしておく必要があります。出力の例は、以下のようになります。

# findmnt /dev/sdb
TARGET   SOURCE   FSTYPE  OPTIONS
/mnt/iso /dev/sdb iso9660 ro,relatime

TARGET 列に注意してください。次に umount target コマンドを使用して、デバイスをアンマ
ウントします。

# umount /mnt/iso

4. dd コマンドを使用して、インストール ISO イメージを USB デバイスに直接書き込みます。

# dd if=/image_directory/image.iso of=/dev/device bs=blocksize

/image_directory/image.iso をダウンロードした ISO イメージファイルへのフルパスに置き換
え、device を、その前に dmesg コマンドで報告されるデバイス名に、blocksize は、書き込み
プロセスを迅速化するために妥当なブロックサイズ（例： 512k）に置き換えます。bs パラ
メーターはオプションですが、プロセスを大幅に高速化できます。

重要重要

デバイス上の パーティションパーティション 名（例：  /dev/sda1）ではなく、デバイス名
（例：/dev/sda）として出力を指定してください。

たとえば、ISO イメージが /home/testuser/Downloads/rhel-server-7-x86_64-boot.iso にあ
り、検出されたデバイス名が sdb の場合、コマンドは以下のようになります。

# dd if=/home/testuser/Downloads/rhel-server-7-x86_64-boot.iso of=/dev/sdb bs=512k

5. dd がデバイスへのイメージの書き込みを終了するのを待ちます。進捗バーが表示されないこと
に注意してください。# プロンプトが再度表示されるとデータ転送が完了します。プロンプト
が表示されたら、root アカウントからログアウトし、USB ドライブを取り外します。

これで USB ドライブを起動デバイスとして使用する準備が整いました。AMD、Intel、および ARM シ
ステムの場合は7章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムでのインストールの起動、IBM
Power Systems サーバーの場合は12章IBM Power Systems でのインストールの起動をお読みください。

注記注記

IBM Power Systems サーバーで仮想化以外のインストール (ベアメタルインストールと
も呼ばれる) を行うには、inst.stage2= 起動オプションを指定する必要がありま
す。inst.stage2= 起動オプションの詳細は、 「ブートメニューによるインストールシス
テムの設定」 を参照してください。

3.2.2. Windows での USB インストールメディアの作成

Windows で起動可能な USB メディアを作成する手順は使用するツールによって異なります。ISO イ
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メージを USB ドライブに書き込むことができるユーティリティーは数多くあります。Red Hat は、か
ら https://github.com/FedoraQt/MediaWriter/releases ダウンロードできる Fedora Media Writer の使
用を推奨します。

注記注記

Fedora Media Writer はコミュニティー製品であるため、Red Hat のサポート対象外とな
ります。ツールに関する問題は、https://github.com/FedoraQt/MediaWriter/issues から
報告できます。

重要重要

Windows の Explorer または同様のファイルマネージャーを使った USB ドライブへの
ISO イメージファイルの転送は正しく動作しないため、そのデバイスからは起動できま
せん。

手順手順3.2 Windows でのでの USB メディアの作成メディアの作成

1. Fedora Media Writer をダウンロードしてインストールします。

2. メディアの作成に使用する Red Hat Enterprise Linux ISO イメージをダウンロードします。(ISO
イメージの取得方法については 2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロード  を参照してくださ
い。)

3. 起動可能なメディアの作成に使用する USB ドライブを挿入します。

4. Fedora Media Writer を開きます。

5. メインウィンドウで Custom Image をクリックし、ダウンロードした Red Hat Enterprise
Linux ISO イメージを選択します。

6. ドロップダウンメニューから使用するドライブを選択します。ドライブが表示されない場合
は、USB ドライブが接続されていることを確認し、Fedora Media Writer を再起動します。

7. Write to disk をクリックします。起動メディアの作成プロセスが開始されます。プロセスが完
了するまでドライブを抜かないでください。ISO イメージのサイズと USB ドライブの書き込み
速度によって、イメージの書き込みは数分かかる場合があります。

図図3.1 Fedora Media Writer
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図図3.1 Fedora Media Writer

[D]

8. 作成プロセスが完了し、Complete! メッセージが表示されたら、システムの通知エリアの 安全安全
な削除ハードウェアな削除ハードウェア アイコンを使用して USB ドライブをアンマウントします。

これで USB ドライブを起動デバイスとして使用する準備が整いました。AMD、Intel、および ARM シ
ステムの場合は7章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムでのインストールの起動、IBM
Power Systems サーバーの場合は12章IBM Power Systems でのインストールの起動をお読みください。

3.2.3. Mac OS X での USB インストールメディアの作成

この手順では、dd コマンドラインツールを使用して、インストールイメージを USB フラッシュドライ
ブに書き込みます。手順によっては sudo コマンドを使用します。このコマンドは、パスワードを必要
とする管理者アカウントでログインした場合のみ使用できることに注意してください。

警告警告

この手順を実行すると、USB フラッシュドライブ上にあるデータはすべて削除され
ます。

手順手順3.3 Mac OS X でのでの USB メディアの作成メディアの作成

1. USB フラッシュドライブをシステムに接続し、diskutil list コマンドでデバイスパスを特定し
ます。デバイスパスの形式は /dev/disk 番号で、番号で、number はディスクの数になります。ディス
ク番号は、0 から始まります。デバイス 0 は通常、OS X リカバリーディスクになり、ディスク
1 はご自分のメインの OS X インストールになります。以下の例では、disk2 です。

$ diskutil list
/dev/disk0
#:                       TYPE NAME                    SIZE       IDENTIFIER
0:      GUID_partition_scheme                        *500.3 GB   disk0
1:                        EFI EFI                     209.7 MB   disk0s1
2:          Apple_CoreStorage                         400.0 GB   disk0s2
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3:                 Apple_Boot Recovery HD             650.0 MB   disk0s3
4:          Apple_CoreStorage                         98.8 GB    disk0s4
5:                 Apple_Boot Recovery HD             650.0 MB   disk0s5
/dev/disk1
#:                       TYPE NAME                    SIZE       IDENTIFIER
0:                  Apple_HFS YosemiteHD             *399.6 GB   disk1
Logical Volume on disk0s1
8A142795-8036-48DF-9FC5-84506DFBB7B2
Unlocked Encrypted
/dev/disk2
#:                       TYPE NAME                    SIZE       IDENTIFIER
0:     FDisk_partition_scheme                        *8.0 GB     disk2
1:               Windows_NTFS SanDisk USB             8.0 GB     disk2s1

USB フラッシュドライブを特定するには、NAME、TYPE、および SIZE 列を、フラッシュドラ
イブに関する内容と比較します。たとえば、NAME は Finder のフラッシュドライブのタイト
ルと同じである必要があります。これらの値をフラッシュドライブの情報パネル内の値と比較
することもできます。ドライブアイコンを右クリックし、Get Info を選択します。

2. diskutil unmountDisk コマンドを使用して、フラッシュドライブのファイルシステムボリュー
ムをアンマウントします。

$ diskutil unmountDisk /dev/disknumber
     Unmount of all volumes on disknumber was successful

これを実行すると、デスクトップからフラッシュドライブのアイコンが消えます。消えない場
合は、間違ったディスクを指定した可能性があります。システムディスクを誤ってアンマウン
トしようとすると、failed to unmount エラーが発生します。

3. dd コマンドを sudo コマンドのパラメーターとして使用し、ISO イメージをフラッシュドライ
ブに書き込みます。

$ sudo dd if=/path/to/image.iso of=/dev/rdisknumber bs=1m>

注記注記

Mac OS X は、各ストレージデバイスにブロック(/dev/disk*)とキャラクターデバ
イス(/dev/rdisk*)ファイルの両方を提供します。/dev/rdisk番号番号 キャラクターデ
バイスにイメージを書き込む方が、/dev/disk番号番号 ブロックデバイスよりも高速
です。

例例3.1 ISO イメージのディスクへの書き込みイメージのディスクへの書き込み

/Users/user_name/Downloads/rhel-server-7-x86_64-boot.iso ファイルを /dev/rdisk2 デ
バイスに書き込むには、以下を実行します。

$ sudo dd if=/Users/user_name/Downloads/rhel-server-7-x86_64-boot.iso of=/dev/rdisk2

4. コマンドが完了するまで待機します。進捗バーは表示されませんが、実行中の操作の状態を確
認するには、ターミナルで Ctrl+t を押します。

load: 1.02  cmd: dd 3668 uninterruptible 0.00u 1.91s
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112+0 records in
111+0 records out
116391936 bytes transferred in 114.834860 secs (1013559 bytes/sec)

5. データ送信の速度は、USB ポートとフラッシュドライブの速度に依存します。プロンプトが再
度表示されたら、データ転送が完了しています。これでフラッシュドライブを取り外すことが
できます。

これでフラッシュドライブを起動デバイスとして使用する準備が整いました。AMD64 および Intel 64
のシステムの場合は7章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムでのインストールの起動、IBM
Power Systems サーバーの場合は12章IBM Power Systems でのインストールの起動をお読みください。

3.3. インストールソースの準備

2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロードで説明されているように、Red Hat Enterprise Linux には最
小限の起動用イメージと完全インストール用イメージ (別名: バイナリー DVD) の 2 種類のメディアタイ
プがあります。バイナリー DVD をダウンロードしてから DVD-ROM または USB ドライブを作成した場
合、このメディアにはシステムのインストールに必要なすべてのアイテムが含まれているため、直ちに
インストールを開始することができます。

しかし、最小限の起動用イメージを使用してインストールする場合には、インストールソースを別途に
設定する必要があります。最小限の起動用イメージには、システムを起動してインストールを開始する
ために必要なインストールプログラム自体しか含まれておらず、システムにインストールするソフト
ウェアパッケージは含まれていません。

このため、インストールソースとして完全インストール用の DVD ISO イメージを使用することができ
ます。提供元が Red Hat 以外のソフトウェアを必要とする場合には、追加リポジトリーを設定して イイ
ンストールの終了後ンストールの終了後 にインストールを行ってください。インストール済みシステムで追加の Yum リポ
ジトリーを設定する方法は Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイド  を参照してください。

インストールソースは以下のいずれでも構いません。

DVD: バイナリー DVD ISO イメージを DVD に書き込み、インストールプログラムがこのディス
クからパッケージをインストールするように設定できます。

ハードドライブハードドライブ: バイナリー DVD ISO イメージをハードドライブに配置し、そこからパッケー
ジをインストールできます。

ネットワークの場所ネットワークの場所: バイナリー DVD ISO イメージまたは インストールツリー （バイナリー
DVD ISO イメージから抽出したコンテンツ）をインストールシステムからアクセス可能なネッ
トワーク上の場所にコピーし、以下のプロトコルを使用してネットワーク経由でインストール
を実行できます。

NFS: バイナリー DVD ISO イメージは、ネットワークファイルシステム (NFS)共有に配置さ
れます。

HTTPS、HTTP、または FTP: インストールツリーは、HTTP、HTTPS、または FTP 経由
でアクセス可能なネットワーク上の場所に配置されます。

最小限の起動メディアから起動する場合は、追加のインストールソースを常に設定しておく必要があり
ます。完全インストール用バイナリー DVD から起動する場合は、別のインストールソースを設定する
ことも可能ですが、必要性はありません。バイナリー DVD ISO イメージ自体にシステムのインストー
ルに必要なパッケージがすべて収納されているため、インストールプログラムはバイナリー DVD を
ソースとして自動的に認識します。

インストールソースは以下のいずれかの方法で指定します。
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インストールプログラムのグラフィカルインターフェイス：グラフィカルインストールを開始
して任意の言語を選択すると、インストールの 概要概要 画面が表示されます。インストールソースインストールソース 
画面に移動し画面に移動し、設定するソースを選択します。詳細は、次を参照してください。

64 ビット AMD、Intel、および ARM システムの場合は「インストールソース」を参照して
ください。

IBM Power Systems サーバーの場合は「インストールソース」を参照してください。

IBM Z の場合は「インストールソース」を参照してください。

起動オプションを使って指定する: インストールプログラムが開始する前に、カスタムの起動オ
プションを使って指定することができます。以下のいずれかのオプションで使用するインス
トールソースを指定します。詳細は、「ブートメニューによるインストールシステムの設定」
の inst.repo= オプションを参照してください。

キックスタートファイルの使用：キックスタートファイルで install コマンドを使用し、インス
トールソースを指定できます。install キックスタートコマンドの詳細は 「キックスタートのコ
マンドとオプション」、キックスタートインストール全般の詳細は 27章キックスタートを使っ
たインストール を参照してください。

3.3.1. インストールソース - DVD

バイナリーの DVD ISO イメージを DVD に書き込み、起動は別のドライブから行い (USB フラッシュド
ライブにある最小限の起動用 ISO で起動)、パッケージのインストールはこのディスクから行うようイ
ンストールプログラムを設定することができます。この手順は、起動可能な光学メディアの作成と同じ
です。詳細はを 「インストール CD または DVD の作成」  参照してください。

DVD をインストールソースとして使用する場合、インストールの開始時に DVD がドライブに挿入され
ていることを確認してください。Anaconda インストールプログラムは、インストール開始後に挿入さ
れたメディアを検出できません。

3.3.2. インストールソース - ハードドライブ

ハードドライブのインストールではバイナリーインストール DVD の ISO イメージを使用します。ハー
ドドライブをインストールソースとして使用する場合は、バイナリー DVD ISO イメージをドライブに
転送し、そのハードドライブをインストールするシステムに接続します。次に、Anaconda インストー
ルプログラムを起動します。

USB フラッシュドライブを含め、インストールプログラムにアクセスできるハードドライブならいずれ
の種類のハードドライブでも構いません。ハードドライブ内でバイナリー ISO イメージを配置するディ
レクトリー、またイメージに付ける名前に制限はありません。ただし、ISO イメージをドライブのトッ
プレベルのディレクトリーに配置させたときそのディレクトリーに複数のイメージが存在している場
合、またはドライブのトップレベルのディレクトリーにイメージを配置しない場合には、使用するイ
メージを指定する必要があります。これは、起動オプション、キックスタートファイルのエントリー、
またはグラフィカルインストール時に インストールソースインストールソース 画面で手動で行うことができます。

ハードドライブをインストールソースとして使用する制限は、ハードドライブのバイナリー DVD ISO
イメージが、Anaconda がマウントできるファイルシステムのパーティションに置く必要があることで
す。これらのファイルシステムは、xfs、ext2、ext3、ext4、および vfat (FAT32)です。Microsoft
Windows システムでは、ハードドライブのフォーマットに使用されるデフォルトのファイルシステムが
NTFS であり、exFAT ファイルシステムも利用できますが、いずれのファイルシステムもインストール
時にマウントできません。Microsoft Windows でインストールソースとして使用するハードドライブま
たは USB ドライブを作成する場合は、必ず FAT32 としてフォーマットしてください。

重要重要

第第3章章 メディアの作成メディアの作成

19



重要重要

FAT32 ファイルシステムは、4 GiB を超えるファイルをサポートしません。一部の Red
Hat Enterprise Linux 7 インストールメディアでは、このサイズよりも大きい場合もあ
り、このファイルシステムでは、ドライブにメディアをコピーできません。

インストールソースにハードドライブや USB フラッシュドライブを使用する場合、インストールを開
始する時点でシステムに接続されていることを確認してください。インストール開始後に挿入されたメ
ディアはインストールプログラムでは検出されません。

3.3.3. インストールソース - ネットワーク

インストールソースをネットワーク上に配置することで、物理インストールメディアを挿入したり取り
出したりする必要なく、1 つのインストールソースから複数のシステムへのインストールを行うことが
できるようになります。ネットワークベースのインストールは、特にネットワークからのインストール
プログラムの起動も可能な TFTP サーバーと併用する場合に便利です。この方法を使用すると、物理メ
ディアを一切作成する必要がなくなるので、同時に複数のシステムに Red Hat Enterprise Linux を簡単
にデプロイできます。TFTP サーバーの設定に関する詳細情報は、24章ネットワークからのインストー
ルの準備 を参照してください。

3.3.3.1. NFS サーバーへのインストールソースの配置サーバーへのインストールソースの配置

NFS インストール方法では、ネットワークファイルネットワークファイル システムサーバーの エクスポートされたディレク
トリー に配置された Red Hat Enterprise Linux バイナリー DVD の ISO イメージを使用します。この
ディレクトリー は、インストールシステムが読み取りできる必要があります。NFS ベースのインス
トールを実行する場合は、NFS ホストとして動作する別のシステムを用意する必要があります。

NFS サーバーの詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイドを参照してください。

以下の手順は基本的な概要のみを説明しています。実際の NFS サーバーの設定手順はシステムのアー
キテクチャー、オペレーティングシステム、パッケージマネージャー、サービスマネージャー、および
その他の各要素によって異なります。Red Hat Enterprise Linux 7 システムの場合、手順は記載されてい
る手順と全く同じになります。Red Hat Enterprise Linux の旧リリースでインストールソースを作成する
方法については、該当するリリースの『インストールガイド』を参照してください。

手順手順3.4 NFS を使用したインストールの準備を使用したインストールの準備

1. root で以下のコマンドを実行して、nfs-utils パッケージをインストールします。

# yum install nfs-utils

2. 完全な Red Hat Enterprise Linux 7 バイナリー DVD ISO イメージを、NFS サーバーの適切な
ディレクトリーにコピーします。たとえば、この目的のディレクトリー /rhel7-install/ を作成
し、ここに ISO イメージを保存できます。

3. テキストエディターで /etc/exports ファイルを開き、以下の構文の行を追加します。

/exported_directory/ clients

/exported_directory/ を ISO イメージが格納されているディレクトリーの完全パスで置き換え
ます。クライアント の代わりに、この NFS サーバーからインストールするコンピューターの
ホスト名または IP アドレス、すべてのコンピューターが ISO イメージにアクセスできるサブ
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ネットワーク、または NFS サーバーへのネットワークアクセスのあるコンピューターが ISO イ
メージを使用できるようにする場合はアスタリスク記号(*)を使用します。このフィールドの形
式に関する詳細は、man ページの exports (5) を参照してください。

以下は、/rhel7-install/ ディレクトリーを、すべてのクライアントに対して読み取り専用として
使用できるようにする基本設定です。

/rhel7-install *

4. 設定が完了したら、/etc/exports ファイルを保存してテキストエディターを終了します。

5. nfs サービスを起動します。

# systemctl start nfs.service

/etc/exports ファイルを変更する前にサービスがすでに実行されていた場合は、代わりに次の
コマンドを実行して、実行中の NFS サーバーが設定を再読み込みするようにします。

# systemctl reload nfs.service

上記の手順を完了すると、NFS 経由で ISO イメージにアクセスでき、インストールソースとして使用
できるようになります。

インストール前またはインストール中にインストールソースを設定する場合は、nfs: プロトコル、サー
バーのホスト名または IP アドレス、コロン記号(:)、および ISO イメージを保持するディレクトリーを
使用します。たとえば、サーバーのホスト名が myserver.example.com で、ISO イメージを /rhel7-
install/ に保存している場合は、インストールソースとして nfs:myserver.example.com:/rhel7-install/
を指定します。

3.3.3.2. HTTP、、HTTPS、または、または FTP サーバーへのインストールソースの配置サーバーへのインストールソースの配置

このインストール方法では、インストールツリー（バイナリー DVD ISO イメージから抽出したコンテ
ンツと有効な .treeinfo ファイルを含むディレクトリー）を使用したネットワークベースのインストー
ルが可能になります。インストールソースには、HTTP、HTTPS、または FTP 経由でアクセスしま
す。

HTTP サーバーおよび FTP サーバーの詳細はRed Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照
してください。

以下の手順は基本的な概要のみを説明しています。実際の FTP サーバーの設定手順はシステムのアー
キテクチャー、オペレーティングシステム、パッケージマネージャー、サービスマネージャーおよびそ
の他の各要素によって異なります。Red Hat Enterprise Linux 7 システムの場合、手順は記載されている
手順と全く同じになります。Red Hat Enterprise Linux の旧リリースでインストールソースを作成する方
法については、該当するリリースの『インストールガイド』を参照してください。

手順手順3.5 HTTP またはまたは HTTPS を使用したインストールの準備を使用したインストールの準備

1. root で以下のコマンドを実行して、httpd パッケージをインストールします。

# yum install httpd

HTTPS サーバーには追加の設定が必要です。詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム
管理者のガイドのSSL サーバーのセットアップセクションを参照してください。ただし、ほと
んどのケースでは HTTPS は必要ありません。これは、インストールソースとインストーラー
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間で機密データは送信されず、HTTP で十分です。

警告警告

Apache Web サーバー設定で SSL セキュリティーが有効になっている場合
は、TLSv1 プロトコルのみを有効にし、SSLv2 および SSLv3 を無効にし
てください。POODLE SSL 脆弱性 (CVE-2014-3566) の影響を受けないよ
うにするためです。詳しくは https://access.redhat.com/solutions/1232413
を参照してください。

重要重要

HTTPS を使用し、サーバーが自己署名証明書を使用している場合
は、noverifyssl オプションを指定してインストーラーを起動する必要がありま
す。

2. 完全な Red Hat Enterprise Linux 7 バイナリー DVD ISO イメージを HTTP(S) サーバーにコピー
します。

3. mount コマンドを使用してバイナリー DVD ISO イメージを適切なディレクトリーに マウントマウント
します。

# mount -o loop,ro -t iso9660 /image_directory/image.iso /mount_point/

ここでは /image_directory/image.iso をバイナリー DVD ISO イメージに、 /mount_point/ を
ISO イメージのコンテンツを表示するディレクトリーへのパスに置き換えます。たとえ
ば、/mnt/rhel7-install/ ディレクトリーを作成し、これを mount コマンドのパラメーターとし
て使用できます。

4. マウントされたイメージから HTTP サーバーのルートにファイルをコピーします。

# cp -r /mnt/rhel7-install/ /var/www/html/

このコマンドにより、イメージのコンテンツが格納された /var/www/html/rhel7-install/ ディレ
クトリーが作成されます。

5. httpd サービスを起動します。

# systemctl start httpd.service

上記の手順を完了すると、インストールツリーへのアクセスが可能になり、インストールソースとして
使用できるようになります。

インストール前またはインストール中にインストールソースを設定する場合は、http:/ / または https://
をプロトコル、サーバーのホスト名または IP アドレス、および ISO イメージからのファイルを保存し
たディレクトリー(HTTP サーバーのルートとの関連)を使用します。たとえば、HTTP を使用し、サー
バーのホスト名が myserver.example.com で、イメージのファイルが /var/www/html/rhel7-install/ に
コピーされている場合は、http://myserver.example.com/rhel7-install/ をインストールソースとして指
定します。
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手順手順3.6 FTP を使用したインストールの準備を使用したインストールの準備

1. root で以下のコマンドを実行して、vsftpd パッケージをインストールします。

# yum install vsftpd

2. 必要に応じて、テキストエディターで /etc/vsftpd/vsftpd.conf 設定ファイルを開き、変更する
オプションを編集します。利用可能なオプションは、vsftpd.conf (5) の man ページを参照して
ください。この手順の残りの部分では、デフォルトのオプションを使用していると仮定してい
ます。この手順を行う場合は、FTP サーバーの匿名ユーザーにファイルのダウンロードを許可
しておく必要があります。

警告警告

vsftpd.conf ファイルで SSL/TLS セキュリティーを設定している場合
は、TLSv1 プロトコルのみを有効にし、SSLv2 および SSLv3 を無効にし
てください。POODLE SSL 脆弱性 (CVE-2014-3566) の影響を受けないよ
うにするためです。詳しくは https://access.redhat.com/solutions/1234773
を参照してください。

3. 完全な Red Hat Enterprise Linux 7 バイナリー DVD ISO イメージを FTP サーバーにコピーしま
す。

4. mount コマンドを使用してバイナリー DVD ISO イメージを適切なディレクトリーに マウントマウント
します。

# mount -o loop,ro -t iso9660 /image_directory/image.iso /mount_point

ここでは /image_directory/image.iso はバイナリー DVD ISO イメージに、 /mount_point は ISO
イメージのコンテンツを表示するディレクトリーへのパスに置き換えます。たとえ
ば、/mnt/rhel7-install/ ディレクトリーを作成し、これを mount コマンドのパラメーターとし
て使用できます。

5. マウントされたイメージから、FTP サーバーのルートにファイルをコピーします。

# cp -r /mnt/rhel7-install/ /var/ftp/

このコマンドにより、イメージのコンテンツが格納された /var/ftp/rhel7-install/ ディレクト
リーが作成されます。

6. vsftpd サービスを開始します。

# systemctl start vsftpd.service

/etc/vsftpd/vsftpd.conf ファイルを変更する前にサービスがすでに実行されていた場合は、
サービスを再起動して編集したファイルが読み込まれます。再起動する場合は、次のコマンド
を使用します。

# systemctl restart vsftpd.service

上記の手順を完了すると、インストールツリーへのアクセスが可能になり、インストールソースとして
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上記の手順を完了すると、インストールツリーへのアクセスが可能になり、インストールソースとして
使用できるようになります。

インストール前またはインストール中にインストールソースを設定する場合は、ftp:// をプロトコル、
サーバーのホスト名または IP アドレス、ISO イメージからのファイルを保存したディレクトリー(FTP
サーバーのルートと相対的)を使用します。たとえば、サーバーのホスト名が myserver.example.com
で、イメージからファイルを /var/ftp/rhel7-install/ にコピーした場
合、ftp://myserver.example.com/rhel7-install/ をインストールソースとして指定します。

3.3.3.3. ネットワークベースのインストールを行う場合のファイアウォール設定の事項ネットワークベースのインストールを行う場合のファイアウォール設定の事項

ネットワークベースのインストールソースを使用する場合、インストール先のサーバーがリモートのイ
ンストールソースにアクセスできるようにファイアウォールを設定してください。以下の表では、ネッ
トワークベースのインストールのタイプごとに、開く必要のあるポートを示します。

表表3.1 ネットワークプロトコルが使用するポートネットワークプロトコルが使用するポート

使用プロトコル使用プロトコル 開放するポート開放するポート

FTP 21

HTTP 80

HTTPS 443

NFS 2049, 111, 20048

TFTP 69

特定のファイアウォールポートを開く方法については、Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイ
ドを参照してください。
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パート I. AMD64、INTEL 64、および ARM 64 - インストールと起
動

『Red Hat Enterprise Linux インストールガイド』 のこのパートでは、64 ビット AMD、Intel および
ARM システムへの Red Hat Enterprise Linux 7 のインストールと、基本的なトラブルシューティングに
ついて説明します。高度なインストールオプションは、パートIV「高度なインストールオプション」 を
参照してください。

パートパート I. AMD64、、INTEL 64、および、および ARM 64 - インストールと起動インストールと起動
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第4章 クイックインストールガイド

4.1. 対話型インストール

このセクションは、インストール用 USB ドライブを作成してそこから起動した後に Red Hat Enterprise
Linux をインストールして登録する簡単な手順について説明します。

前提条件: インストール USB ドライブを作成して、起動します。詳細は、次を参照してください。

3章メディアの作成.

7章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムでのインストールの起動 .

インストール USB ドライブを起動したら、以下を実行します。

1. 起動メニューで Install Red Hat Enterprise Linux を選択し、Enter を押します。

2. Anaconda の後に、Red Hat Enterprise Linux インストーラーが起動し、言語およびリージョン
を選択し、Continue をクリックします。

3. インストールの概要インストールの概要 は、設定オプションを設定する中央画面です。
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個別のオプションは、好きな順序で表示して修正できます。ある設定オプションが自動で適切
に設定されている場合は、なにもする必要はありません。アイテムに感嘆符が付いている場合
は、インストール開始前にこれらの設定を完了する必要があります。

注記注記

インストールの開始インストールの開始 ボタンをクリックすると、ディスクには書き込まれませ
ん。

4. Date & Time を選択します。

a. ご自分の地域とタイムゾーン内で一番近い都市を選択します。

b. 完了完了 をクリックしをクリックし て インストールの概要インストールの概要 に戻ります。

5. キーボードレイアウト を 選択し選択し ます。

a. + ボタンおよび - ボタンを使用してキーボードレイアウトを追加および削除します。

b. 複数のキーボードレイアウトを有効にする場合は、必要に応じてレイアウトをリストの一
番上に移動し、デフォルトとして設定します。
        

c. 完了完了 をクリックしをクリックし て インストールの概要インストールの概要 に戻ります。
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6. Installation Destination を選択します。

a. ターゲットディスクを選択します。選択したターゲットの横にチェックマークが表示され
ます。

選択したディスクは自動でパーティション設定されます。

b. 完了完了 をクリックしをクリックし て インストールの概要インストールの概要 に戻ります。

7. Network およびおよび Hostname を選択します。

a. 右上にある Ethernet スライディングスイッチをクリックして、ネットワーク設定を有効に
します。

b. 必要に応じて、デバイスを選択し、Configure をクリックしてネットワークインターフェ
イス設定を更新します。

c. 完了完了 をクリックしをクリックし て インストールの概要インストールの概要 に戻ります。
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注記注記

Anaconda は、ネットワーク設定を即座に適用します。これは、セットアップ中
とインストール後に使用されます。

8. インストールの概要インストールの概要 画面で画面で インストールインストール の開始 を クリッククリック します。

9. インストールが開始され、設定設定 画面が表示されます。
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インストール中に以下の手順を実行します。

a. Root パスワードパスワード を選択します。

i. root ユーザーのパスワードを入力し、確認します。

ii. 完了完了 をクリックしをクリックし て 設定設定 画面に戻ります。

b. User Creation を選択します。

i. ユーザーのフルネームを入力します。

ii. オプションで、自動生成されたユーザー名を更新します。

iii. パスワードを設定して、確認します。

iv. 必要に応じて、Make this user administrator のチェックボックスにチェックを入れま
す。これにより、ユーザーが wheel グループに追加され、このアカウントが追加設定
なしで sudo を使用できるようになります。

v. 完了完了 をクリックしをクリックし て 設定設定 画面に戻ります。
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c. インストールが完了するまで待ってから、Reboot をクリックします。

10. インストール済みシステムが起動したら、以下の手順を実行します。

Server with GUI ベース環境を使用してサーバーをインストールした場合は、初期設定初期設定 アア
プリケーションがプリケーションが 自動的に起動します。

1. ライセンス同意書に同意します。

2. システムを登録します。

詳細は 30章初期設定 (Initial Setup) を参照してください。

インストール中にその他のベース環境を選択した場合は、以下を実行します。

1. root ユーザーとしてシステムにログインします。

2. システムを登録し、サブスクリプションを自動的にアタッチします。

# subscription-manager register --auto-attach \
--username=user_name --password=password

4.2. 自動インストール

本セクションでは、インストール USB ドライブにキックスタートファイルを追加して、Red Hat
Enterprise Linux を自動でインストールして登録する方法について説明します。以下の手順を使用する
と、複数のマシンに Red Hat Enterprise Linux をデプロイできます。

USB 起動メディアの生成起動メディアの生成

1. キックスタートファイルにインストールを記録します。

a. Red Hat Enterprise Linux を手動で一度インストールします。詳細は 「対話型インストー
ル」 を参照してください。

b. インストールされたシステムを起動します。インストール時に、Anaconda は 
/root/anaconda-ks.cfg ファイルの設定を含むキックスタートファイルを作成しました。

2. Red Hat Enterprise Linux インストール DVD ISO ファイルを /tmp/ ディレクトリーにダウンロー
ドします。

3. インストール ISO ファイルを /mnt/ ディレクトリーにマウントします。以下に例を示します。
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# mount -o loop /tmp/rhel-server-7.3-x86_64-dvd.iso /mnt/

4. 作業ディレクトリーを作成し、そのディレクトリーに DVD コンテンツをコピーします。以下に
例を示します。

# mkdir /root/rhel-install/
# shopt -s dotglob
# cp -avRf /mnt/* /root/rhel-install/

5. ISO ファイルをアンマウントします。

# umount /mnt/

6. インストール中に生成されたキックスタートファイルを作業ディレクトリーにコピーします。

# cp /root/anaconda-ks.cfg /root/rhel-install/

7. インストール後に Red Hat Enterprise Linux を自動的に登録し、サブスクリプションをアタッチ
するには、以下を /root/rhel-install/anaconda-ks.cfg ファイルに追加します。

%post
subscription-manager register --auto-attach --username=user_name --password=password
%end

8. インストール DVD ボリューム名を表示させます。

# isoinfo -d -i rhel-server-7.3-x86_64-dvd.iso | grep "Volume id" | \
sed -e 's/Volume id: //' -e 's/ /\\x20/g'
RHEL-7.3\x20Server.x86_64

9. キックスタートファイルを使用するブート /root/rhel-install/isolinux/isolinux.cfg ファイルに
新しいメニューエントリーを追加します。以下に例を示します。

#######################################
label kickstart
menu label ^Kickstart Installation of RHEL7.3
kernel vmlinuz

append initrd=initrd.img inst.stage2=hd:LABEL=RHEL-7.3\x20Server.x86_64 
inst.ks=hd:LABEL=RHEL-7.3\x20Server.x86_64:/anaconda-ks.cfg
#######################################

注記注記

inst.stage2=hd:LABEL= オプションおよび inst.ks=hd:LABEL= オプション
は、直前の手順で取得した DVD ボリューム名に設定します。

10. 作業ディレクトリーから /root/rhel-ks.iso ファイルを作成する前に、USB UEFI ブートまたはブートまたは
CDROM UEFI ブートブート に対して以下の手順を実行します。

USB UEFI boot については、以下の手順に従います。
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1. ボリュームをマウントします。

# mount /root/rhel-install/images/efiboot.img /mnt/

2. /mnt/EFI/BOOT/grub.cfg ファイルを編集します。

3. 新しいメニューエントリーを追加します。

#######################################
'Kickstart Installation of RHEL-7.3' --class fedora --class gnu-linux --class gnu --class 
os {
        linuxefi /images/pxeboot/vmlinuz inst.stage2=hd:LABEL=RHEL-
7.3\x20Server.x86_64 inst.ks=hd:LABEL=RHEL-7.3\x20Server.x86_64:/anaconda-
ks.cfg
        initrdefi /images/pxeboot/initrd.img
}
#######################################

4. ボリュームをアンマウントします。

 # umount /mnt

CDROM UEFI boot については、以下の手順に従います。

1. /root/rhel-install/EFI/BOOT/grub.cfg ファイルを編集します。

2. 新しいメニューエントリーをファイルに追加します。

#######################################
'Kickstart Installation of RHEL-7.3' --class fedora --class gnu-linux --class gnu --class 
os {
        linuxefi /images/pxeboot/vmlinuz inst.stage2=hd:LABEL=RHEL-
7.3\x20Server.x86_64 inst.ks=hd:LABEL=RHEL-7.3\x20Server.x86_64:/anaconda-
ks.cfg
        initrdefi /images/pxeboot/initrd.img
}
#######################################

11. 作業ディレクトリーから /root/rhel-ks.iso ファイルを作成します。

# mkisofs -untranslated-filenames -volid "RHEL-7.3 Server.x86_64" -J -joliet-long -rational-
rock -translation-table -input-charset utf-8 -b isolinux/isolinux.bin -c isolinux/boot.cat -no-
emul-boot -boot-load-size 4 -boot-info-table -eltorito-alt-boot -e images/efiboot.img -no-emul-
boot -o /root/rhel-ks.iso -graft-points /root/rhel-install/

注記注記

-V オプションを、前のステップで取得した DVD ボリューム名に設定し、文字列
の \x20 をスペースに置き換えます。

12. mkisofs コマンドで作成した ISO イメージをブート可能にします。
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# isohybrid --uefi /root/rhel-ks.iso

13. インストール USB ドライブを作成します。詳細は 「Linux での USB インストールメディアの
作成」 を参照してください。

キックスタートファイルを使用したキックスタートファイルを使用した Red Hat Enterprise Linux のインストールのインストール

1. インストール USB ドライブを起動します。7章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムで
のインストールの起動 を参照してください。

2. 「自動インストール」 で作成したキックスタート設定でエントリーを選択します。
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第5章 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムへのインス
トールプラン

本章では、インストールする上で決定しておく必要のある各種の事項について説明しています。

5.1. アップグレードまたはインストールの選択

現在のシステムを Red Hat Enterprise Linux の次のメジャーバージョンにアップグレードする方法は 2
通りあります。以下の説明をよくお読みの上、ご使用のシステムに適した方法をご利用ください。

クリーンインストールクリーンインストール

クリーンインストールとは、システムの全データのバックアップ、ディスクパーティションの
フォーマット化、インストールメディアからの Red Hat Enterprise Linux のインストール、最後に
ユーザーのデータ復元の順で行う方法です。

注記注記

これは、Red Hat Enterprise Linux のメジャーバージョン間でアップグレードを行う場
合は、この方法を推奨しています。

インプレースアップグレードインプレースアップグレード

インプレースアップグレードとは、旧バージョンを残したままシステムをアップグレードする方法
です。ご使用のシステムで使用できる移行ユーティリティーをインストールして、他のソフトウェ
アと同様に稼働させておく必要があります。Red Hat Enterprise Linux では、Preupgrade Assistant
は現在のシステムを評価し、アップグレード中またはアップグレード後に発生する可能性のある問
題を特定します。また、システムに対し若干の修正および変更も行われます。Red Hat Upgrade
Tool ユーティリティーはパッケージをダウンロードし、実際のアップグレードを実行します。イン
プレースアップグレードにはかなりのトラブルシューティングやプラニングが必要になるため、ほ
かに選択がない場合に限り使用するようにしてください。Preupgrade Assistant の詳細は、29章現
在のシステムのアップグレード を参照してください。

警告警告

システムのクローンとなるバックアップコピーでのテストを行わないまま実稼
働中のシステムにインプレースアップグレードを適用することは絶対に避けて
ください。

5.2. ハードウェアの互換性について

Red Hat Enterprise Linux 7 は、過去 2 年以内に出荷された大半のハードウェアと互換性があります。
ハードウェアの互換性は、古いシステムをお使いの場合やシステムをカスタマイズした場合にとりわけ
重要になります。ハードウェアの仕様はほぼ毎日変更されるため、すべてのシステムの互換性を確認す
ることが推奨されます。

対応しているハードウェアの最新一覧
は、https://access.redhat.com/ecosystem/search/#/category/Server にある 『Red Hat Hardware
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Compatibility List』 で確認できます。システム要件の一般的な情報については、Red Hat Enterprise
Linux テクノロジーの機能と制限も参照してください。

5.3. インストール先として対応しているターゲット

インストールターゲットは、Red Hat Enterprise Linux を格納し、システムを起動するストレージデバイ
スです。Red Hat Enterprise Linux は、AMD、Intel および ARM のシステムの以下のインストールター
ゲットに対応しています。

SCSI、SATA、SAS などの標準的な内部インターフェイスで接続するストレージ

BIOS/ファームウェアの RAID デバイス

nd_pmem ドライバーで対応している Intel64 および AMD64 アーキテクチャー上のセクター
モードの NVDIMM デバイス。

ファイバーチャネルのホストバスアダプターおよびマルチパスのデバイス。製造元が提供して
いるドライバーが必要な場合があります。

Xen 仮想マシンの Intel のプロセッサーの Xen ブロックデバイス

KVM 仮想マシンの Intel のプロセッサーの VirtIO ブロックデバイス

Red Hat では USB ドライブや SD メモリーカードへのインストールはサポートしていません。サード
パーティーによる仮想化技術のサポートについては、https://hardware.redhat.com でオンラインの
『Red Hat Hardware Compatibility List』 (Red Hat ハードウェア互換性一覧) を参照してください。

5.4. システム仕様一覧

インストールプログラムは自動的にコンピューターのハードウェアを検出してインストールするため、
通常はシステムに関する詳細を入力する必要はありません。ただし、特定のタイプのインストールを実
行する際には、ハードウェアの詳細を把握しておくことが重要です。このため、インストールのタイプ
により、インストールに備えて以下のようなシステムの仕様を記録しておくことをお勧めします。

パーティションのレイアウトをカスタマイズする予定の場合は、以下の詳細をメモしておきま
す。

システムに接続されているハードドライブのモデル番号、サイズ、種類、およびインタ
フェース。たとえば、SATA0 上には Seagate 製 ST3320613AS (320 GB)、SATA1 上には
Western Digital WD7500AAKS (750 GB) です。こうすることで、パーティション設定の段
階で該当するハードドライブが識別できるようになります。

Red Hat Enterprise Linux を既存のシステム上に追加のオペレーティングシステムとしてインス
トールしている場合は、以下を記録しておきます。

システムで使用するパーティションについての情報。これには、ファイルシステムのタイ
プ、デバイスのノード名、ファイルシステムのラベル、およびサイズが含まれます。これ
により、パーティション設定のプロセス中に特定のパーティションを識別できるようにな
ります。オペレーティングシステムによってパーティションとドライブの特定方法は異な
ることから、別のオペレーティングシステムが Unix であったとしても、Red Hat
Enterprise Linux は異なるデバイス名でレポートする可能性があることに留意してくださ
い。この情報は、通常 mount コマンドおよび blkid コマンドを実行して確認で
き、/etc/fstab ファイルにあります。

すでに他のオペレーティングシステムをインストールしている場合、Red Hat
Enterprise Linux 7 のインストールプログラムはそのオペレーティングシステムを自動検出
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して起動するよう設定します。他のオペレーティングシステムが正しく検出されない場合
は手作業で設定できます。詳細は、「ブートローダーのインストール」 を参照してくださ
い。

ローカルのハードドライブ上にあるイメージからのインストールを予定している場合は、以下
をメモしておきます。

該当のイメージを格納しているハードドライブとディレクトリー

ネットワーク上の場所からのインストールを予定している場合は、以下をメモしておきます。

システム上のネットワークアダプターの製造元とモデル番号 (たとえば、Netgear 社製の
GA311 など)。ネットワークを手動で設定する場合にアダプターを特定できるようになりま
す。

IP、DHCP、および BOOTP のアドレス

ネットマスク

ゲートウェイの IP アドレス

1 つ以上のネームサーバーの IP アドレス (DNS)

FTP サーバー、HTTP (web) サーバー、HTTPS (web) サーバー、または NFS サーバー上に
あるインストールソースの場所

上記のネットワークに関する要件や用語が不明な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせ
ください。

iSCSI ターゲットにインストールを予定している場合は、以下をメモしておきます。

iSCSI ターゲットの場所ネットワークによっては、CHAP ユーザー名とパスワードと、リ
バース CHAP ユーザー名とパスワードが必要になる場合があります。

使用コンピューターがドメインの一部である場合は、以下をメモしておきます。

ドメイン名が DHCP サーバーにより提供されることを確認してください。提供されない場
合は、インストール中にドメイン名を手動で入力する必要があります。

5.5. ディスク領域およびメモリーに関する要件

Red Hat Enterprise Linux など、最近のオペレーティングシステムは ディスクパーティション を使用し
ます。Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、ディスクパーティションを操作する必要が
ある場合があります。詳細は、付録A ディスクパーティションの概要 を参照してください。

お使いのシステム上に別のオペレーティングシステムがインストールされている場合は、そのオペレー
ティングシステムが使用するディスク領域は、 Red Hat Enterprise Linux が使用するものとは別にする
必要があります。

注記注記

AMD64/Intel 64 および ARM システムの場合は、少なくとも 2 つのパーティション(/ お
よび swap)を Red Hat Enterprise Linux 専用にする必要があります。

Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、パーティションが分割されていないディスク領域
か、削除できるパーティション内に、最低 10 GiB の容量が必要です。パーティションおよびディスク
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領域の推奨事項については、「推奨されるパーティション設定スキーム」 で説明している推奨のパー
ティション設定サイズを参照してください。

Red Hat Enterprise Linux には、少なくとも以下のメモリー容量が必要です。

インストールタイプインストールタイプ 必要最小限の必要最小限の RAM サイズサイズ

ローカルメディアによるインストール (USB, DVD) 768 MiB

NFS ネットワークインストール 768 MiB

HTTP、HTTPS、または FTP ネットワークインス
トール

1.5 GiB

注記注記

本セクションに記載した値より少ないメモリーでも、インストールを実施することは可
能です。ただし、正確な要件は、環境や実際のインストールパスに大きく依存し、新し
いリリースごとでも変わります。したがって、特定のユースケースに必要な最小限の
RAM を正確に把握するためには、さまざまな設定でテストを行い、新しいリリースごと
に定期的に再テストする必要があります。

キックスタートファイルを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合には、手動イン
ストールと同じ最小メモリー要件があります。ただし、使用するキックスタートファイルで、新たなメ
モリーを必要とするコマンドやデータを RAM ディスクに書き込むコマンドを実行する場合は、追加の
RAM が必要になることもあります。

Red Hat Enterprise Linux 7 の最小要件および技術的制限については、Red Hat カスタマーポータル
の『Red Hat Enterprise Linux technology capabilities and limits 』の記事を参照してください。

5.6. RAID と他のディスクデバイス

Red Hat Enterprise Linux の使用時に、特別な注意を必要とするストレージ技術があります。一般的に
は、こうした技術の設定方法、Red Hat Enterprise Linux からの可視性、またこのストレージ技術に対す
るサポートのメジャーバージョン間での変更などを理解することが重要になります。

5.6.1. ハードウェア RAID

RAID (Redundant Array of Independent Disks) を使用すると、複数のドライブで設定される 1 つのグルー
プまたはアレイを単一のデバイスとして動作させることができます。インストールを開始する前に、コ
ンピューターのメインボードで提供される RAID 機能をすべて設定するか、またはコントローラーカー
ドを接続しておいてください。アクティブな RAID アレイは、それぞれ Red Hat Enterprise Linux 内で 1
つのドライブとして表示されます。

5.6.2. ソフトウェア RAID

システムに複数のハードドライブが搭載されている場合は、Red Hat Enterprise Linux インストールプロ
グラムを使用して、複数のドライブを 1 つの Linux ソフトウェア RAID アレイとして動作させることが
できます。ソフトウェア RAID アレイを使用すると、RAID 機能は専用のハードウェアではなく、オペ
レーティングシステムによって制御されることになります。機能の詳細は「手動パーティション設
定」で説明しています。

注記注記
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注記注記

以前から存在している RAID アレイのメンバーデバイスがすべてパーティション設定され
ていないディスクまたはドライブの場合、インストーラーはアレイ自体をディスクとし
て扱い、アレイを削除する方法は提供しません。

5.6.3. USB ディスク

インストール後に外付け USB ストレージを接続して設定できます。こうしたデバイスのほとんどは
カーネルでの認識後に使用できるようになります。

一部の USB ドライブはインストールプログラムで認識されないことがあります。インストール時にこ
のような USB ドライブの設定がどうしても必要な場合以外、問題が発生するのを避けるため取り外し
ておいてください。

5.6.4. NVDIMM デバイス

不揮発性デュアルインラインメモリーモジュール (NVDIMM) デバイスをストレージとして使用するに
は、次の条件を満たす必要があります。

Red Hat Enterprise Linux のバージョンが 7.6 以降である。

システムのアーキテクチャーが Intel 64 または AMD64 である。

デバイスが、セクターモードに設定されている。Anaconda で、NVDIMM デバイスをこのモー
ドに再設定できます。

nd_pmem ドライバーがデバイスをサポートしている。

さらに以下の条件が満たされる場合には、NVDIMM デバイスからの起動が可能です。

システムが UEFI を使用している。

システムで使用可能なファームウェアまたは UEFI ドライバーがデバイスをサポートしている。
UEFI ドライバーは、デバイス自体のオプション ROM から読み込むことができます。

デバイスが名前空間で利用可能である。

ブート中に高性能な NVDIMM デバイスを利用するには、/boot ディレクトリーおよび  /boot /efi ディ
レクトリーをデバイスに配置します。詳細は、「手動パーティション設定」 を参照してください。起動
時には NVDIMM デバイスの Execute-in-place (XIP) 機能はサポートされません。カーネルは従来どおり
メモリーに読み込まれる点に注意してください。

5.6.5. Intel の BIOS RAID に関する注意点

Red Hat Enterprise Linux 7 は、Intel BIOS RAID セットへのインストールに mdraid を使用します。BIOS
RAID セットは起動プロセスで自動検出されるため、デバイスノードパスが起動するたびに変わる可能
性があります。このため、/etc/fstab、/etc/crypttab、またはデバイスノードパスでデバイスを参照する
その他の設定ファイルにローカルな変更を加えると、Red Hat Enterprise Linux 7 では機能しない可能性
があります。したがって、デバイスノードパス( /dev/sdaなど)を、ファイルシステムのラベルまたはデ
バイスの UUID に置き換える必要があります。ファイルシステムラベルとデバイスの UUID は、blkid コ
マンドを使用すると確認できます。

5.6.6. Intel BIOS iSCSI Remote Boot に関する注意点

Intel iSCSI Remote Boot を使用してインストールする場合は、接続されているすべての iSCSI ストレー
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Intel iSCSI Remote Boot を使用してインストールする場合は、接続されているすべての iSCSI ストレー
ジデバイスを無効にする必要があります。無効にしないとインストールは成功しますが、インストール
したシステムが起動しなくなります。

5.7. インストーラーの起動方法の選択

各種方法で、Red Hat Enterprise Linux 7 インストールプログラムを起動できます。インストールメディ
アにより選択する方法が異なります。

DVD や USB フラッシュドライブなどのリムーバブルメディアからの起動を可能にするため、ご使用の
システムのファームウェア (UEFI の BIOS) の設定を変更する必要がある可能性があります。詳細は
「物理メディアからの起動」 を参照してください。

注記注記

インストールメディアは、キックスタートファイルの %post セクションの実行時にな
ど、インストール全体で引き続きマウントされる必要があります。

完全インストール完全インストール DVD またはまたは USB ドライブドライブ

完全インストール DVD または ISO イメージから起動メディアを作成できます。この場合には、DVD
または USB ドライブ は、起動デバイスとソフトウェアパッケージのインストールソース両方のロー
ルを果たすため、このドライブ 1 つでインストールをすべて完了できます。完全インストール向けに
DVD または USB ドライブの作成方法については3章メディアの作成を参照してください。

最小限の起動最小限の起動 CD、、DVD またはまたは USB フラッシュドライブフラッシュドライブ

最小限のブート CD、DVD、または USB フラッシュドライブは、システムの起動とインストールの
開始に必要なデータだけが含まれる、小さい ISO イメージを使用して作成されます。この起動メ
ディアを使用する場合には、パッケージをインストールする追加のインストールソースが必要にな
ります。ブート CD、DVD、および USB フラッシュドライブを作成する方法は、「USB インストー
ルメディアの作成」 を参照してください。

PXE サーバーサーバー

PXE (preboot execution environment) サーバーを使用すると、インストールプログラムをネット
ワーク経由で起動させることができます。システムを起動したら、ローカルのハードドライブや
ネットワーク上の場所など、別途用意したインストールソースを使ってインストールを完了させま
す。PXE サーバーの詳細は24章ネットワークからのインストールの準備を参照してください。

5.8. キックスタートを使用したインストールの自動化

Red Hat Enterprise Linux 7 では、キックスタートファイル を使用してインストールプロセスを部分的ま
たは完全に自動化する方法を提供します。キックスタートファイルには、システムで使用するタイム
ゾーン、ドライブのパーティション設定、インストールするパッケージなど、通常、インストールプロ
グラムで入力が求められる質問すべてに対する答えが含まれています。このため、インストール開始時
にキックスタートファイルが用意されていると、ユーザーによる作業をを必要とせずに、すべてまたは
一部を自動インストールできるようになります。これは、Red Hat Enterprise Linux を多数のシステムに
一度にデプロイする場合などに特に便利です。

インストールを自動化する以外にも、キックスタートファイルを使用すると、ソフトウェア選択の幅を
広げることができます。グラフィカルインストールインターフェイスで Red Hat Enterprise Linux を手
動でインストールする場合には、ソフトウェアの選択肢は、事前定義されている環境とアドオンに限定
されます。キックスタートファイルを使用すると、パッケージを個別にインストールしたり、除外した
りできます。
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キックスタートファイルを作成してインストールを自動化する方法は、27章キックスタートを使ったイ
ンストール を参照してください。

5.9. UEFI セキュアブートによるベータリリースの使用

注記注記

本セクションでは、Red Hat Enterprise Linux 7 のベータリリースについてのみのみ 説明しま
す。

UEFI セキュアブートのテクノロジーでは、オペレーティングシステムのカーネルが起動可能となるに
は、認識済みの秘密鍵で署名されている必要があります。Red Hat Enterprise Linux 7 のベータリリース
ではすべて、カーネルは Red Hat Beta 固有の秘密鍵で署名されています。これはベータ以外の一般公
開リリースのカーネル署名に使用されている一般的な Red Hat 鍵とは異なるものです。

ベータの秘密鍵はハードウェアが認識しない可能性が高いので、Red Hat Enterprise Linux 7 のベータリ
リースが起動できないことになります。UEFI セキュアブートを有効にしてベータリリースを使用する
には、Machine Owner Key  (MOK) 機能を使用してシステムに Red Hat ベータ公開鍵を追加する必要が
あります。

Red Hat ベータの鍵は以下の手順でシステムに追加します。

手順手順5.1 UEFI セキュアブート用のカスタム秘密鍵の追加セキュアブート用のカスタム秘密鍵の追加

1. まず、システムで UEFI セキュアブートを無効にし、通常どおりに Red Hat Enterprise Linux 7
をインストールします。

2. インストールが完了したら、システムを再起動します。セキュアブートはこの時点ではまだ無
効にしていてください。システムを再起動してログインし、該当する場合は 30章初期設定
(Initial Setup) に記載どおりに、初期設定画面に移動します。

3. 初回起動が完了して初期設定を行った後に、まだインストールされていない場合は kernel-doc
パッケージをインストールします。

# yum install kernel-doc

このパッケージは、/usr/share/doc/kernel-keys/ kernel-version /kernel-signing-ca.cer にあ
る Red Hat CA 公開鍵を含む証明書ファイルを提供します。kernel-version は、プラットフォー
ムアーキテクチャーの接尾辞のないカーネルバージョンの文字列です（例： 3.10.0-686.el7
）。

4. 以下のコマンドを実行し、公開鍵をシステムの Machine Owner Key (MOK) リストに登録しま
す。

# kr=$(uname -r)
# mokutil --import /usr/share/doc/kernel-keys/${kr%.$(uname -p)}/kernel-signing-ca.cer

プロンプトが表示されたら、任意のパスワードを入力します。

注記注記

パスワードは忘れないようにしてください。この手順の完了に必要となる上、イ
ンポートされた鍵が不要になった場合に、その削除に必要となります。
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5. もう一度システムを再起動します。起動中に、保留となっていた鍵の登録要求を完了させるか
どうか聞かれます。yes を選択し、前の手順で mokutil コマンドを使用して設定したパスワー
ドを入力します。パスワードを入力するとシステムがもう一度再起動し、鍵がシステムの
ファームウェアにインポートされます。今回の再起動またはこれ以降の再起動時に、セキュア
ブートを有効にできます。

警告警告

インポートしたベータ公開鍵が不要になったら、これを削除します。

最新 (一般公開) リリースの Red Hat Enterprise Linux 7 または異なるオペレーティ
ングシステムをインストールする場合は、インポートした鍵を削除してください。
この公開鍵をインポートした だけだけ の場合は、以下のコマンドで MOK をリセットで
きます。

# mokutil --reset

次回の再起動後に、ファームウェアにより削除の確認および鍵のインポート時に作
成したパスワードが求められます。正しいパスワードを入力すると MOK から鍵が
削除され、システムは元の状態に復元されます。
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第6章 AMD64 および INTEL 64 システムへのインストール中にお
けるドライバー更新

ほとんどの場合、Red Hat Enterprise Linux にはシステムを設定するデバイスのドライバーがすでに含ま
れています。しかし、かなり最近にリリースされたハードウェアが搭載されている場合、そのハード
ウェア用のドライバーはまだ含まれていない可能性があります。新しいデバイスのサポートを提供する
ドライバー更新は Red Hat やハードウェアの製造元から、RPM パッケージ が含まれる ドライバーディ
スク の形で入手することができる場合があります。通常、ドライバーディスクは ISO イメージファイ
ル としてダウンロードできます。

重要重要

ドライバーの更新は、そのドライバーがないとインストールを正常に完了できない場合
に限定してください。常に、カーネルに含まれるドライバーを、他の方法で提供される
ドライバーよりも優先させてください。

インストールプロセス中に新しいハードウェアが必要になることはほぼありません。たとえば、ローカ
ルのハードドライブへのインストールに DVD を使用する場合は、ネットワークカード用のドライバー
がなくてもインストールは成功します。このような場合、インストールを完了してから、新しいハード
ウェアのサポートを追加します。サポート追加に関する詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管
理者のガイド を参照してください。

他の状況では、インストールプロセスでデバイスのドライバーを追加して特定の設定に対応する必要が
ある場合があります。たとえば、ネットワークデバイス用のドライバーやストレージのアダプターカー
ドなどをインストールして、インストールプログラムがシステムで使用するストレージデバイスにアク
セスできるようにする場合などです。インストール中にこうしたサポートを追加するには、次のいずれ
かの方法でドライバーディスクを使用します。

1. インストールプログラムがアクセスできる場所に直接ドライバーディスクの ISO イメージファ
イルを配置します (ローカルのハードドライブ、USB フラッシュドライブ、CD、DVD など)。

2. イメージファイルからドライバーディスクを作成します (CD、DVD、USB フラッシュドライブ
など)。ISO イメージファイルの CD/DVD への書き込み方法などについては「インストール CD
または DVD の作成」 でインストールディスクの作り方を、USB ドライブへの書き込み方法に
関しては 「USB インストールメディアの作成」  を参照してください。

Red Hat、ハードウェアの製造元、または信頼できるサードパーティーなどによってインストール中の
ドライバー更新が必要であることが明示されている場合には、本章で説明している方法の中から 1 つ選
択し、検証してからインストールを実行するようにしてください。逆に、お使いのシステムでドライ
バーの更新が必要かどうかが不明な場合には、ドライバーは更新しないでください。システム上に対象
外のドライバーが存在すると、サポートが複雑になる可能性があります。

警告警告

ドライバー更新ディスクは、必要に応じて競合するカーネルドライバーを無効にす
る場合があります。この方法でカーネルモジュールをアンロードすると、インス
トールエラーが発生することがあります。

6.1. インストール中にドライバーを更新する場合の制約
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Secure Boot テクノロジーが有効になっている UEFI システムの場合、読み込むドライバーはすべて有
効な証明書で署名されている必要があります。署名がないドライバーはシステムが拒否します。Red
Hat が提供するすべてのドライバーは、Red Hat の秘密鍵のいずれかで署名され、カーネル内の対応す
る Red Hat 公開鍵によって認証されます。他のドライバー (Red Hat Enterprise Linux インストール DVD
では提供していないドライバーなど) を読み込む場合は、署名されていることを確認してください。

カスタムドライバーの署名についてはRed Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドのカーネルモ
ジュールでの作業の章をご覧ください。

6.2. インストール中にドライバーを更新するための準備

ハードウェア用のドライバー更新が必要で、その更新が利用可能になっている場合、通常、Red Hat や
ハードウェアの製造元など信頼できるサードパーティーから ISO 形式のイメージファイルが提供されま
す。ISO イメージを取得したら、ドライバー更新の実行に使用する方法を決める必要があります。

次のような方法があります。

ドライバーの自動更新ドライバーの自動更新

インストールを開始すると、Anaconda インストールプログラムは接続されているすべてのスト
レージデバイスの検出を試みます。インストールの開始時に OEMDRV というラベルの付いたスト
レージデバイスがある場合、Anaconda は常にドライバー更新ディスクとして扱い、そこに存在す
るドライバーを読み込みます。

アシスト付きのドライバー更新アシスト付きのドライバー更新

インストールを開始するときに、inst.dd 起動オプションを指定できます。パラメーターを指定せず
にこのオプションを使用すると、Anaconda はシステムに接続されているすべてのストレージデバ
イスの一覧を表示し、ドライバー更新を含むデバイスを選択するよう求められます。

手動によるドライバー更新手動によるドライバー更新

inst.dd=location 起動オプションは、インストールの開始時に指定しますが、location は、ドライ
バー更新ディスクまたは ISO イメージのパスになります。このオプションを指定すると、Anaconda
は、指定した場所にあるドライバー更新を読み込もうとします。手動のドライバー更新では、ロー
カルで利用可能なストレージデバイスまたはネットワークの場所( HTTP、HTTPS、または FTP
サーバー)のいずれかを指定できます。

注記注記

inst.dd=location と inst.dd の両方を同時に使用することも可能です。ただし、この場合
は Anaconda の機能は、使用する 場所 のタイプによって異なります。デバイスの場
合、Anaconda は指定されたデバイスから更新するドライバーを選択するように要求
し、追加のデバイスを提供します。location がネットワークの場所の場合、Anaconda は
ドライバー更新を含むデバイスを選択し、指定したネットワークの場所からドライバー
を更新するよう要求します。

ドライバーの自動更新方法を使用する場合は、OEMDRV というラベルが付いたストレージデバイスを
作成する必要があります。また、インストールシステムに物理的に接続されている必要があります。ア
シスト付き方法を使用するには、OEMDRV 以外の任意のラベルを使用して、任意のローカルストレー
ジデバイスを使用できます。手動で行う場合は、別のラベルでローカルストレージを使用するか、イン
ストールするシステムからアクセスが可能なネットワーク上の場所を使用することもできます。

重要重要
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重要重要

ネットワーク経由でドライバーの更新を読み込むときは、ip= オプションを使用してネッ
トワークを初期化します。詳細は 「ブートメニューによるインストールシステムの設
定」 を参照してください。

6.2.1. ドライバー更新用の ISO ファイルをローカルのストレージデバイスで使用するた
めの準備

ハードドライブや USB フラッシュドライブなど、ローカルのストレージデバイスを使用して ISO ファ
イルを提供する場合は、デバイスに適切なラベルを付けることでインストールプログラムがデバイスを
自動的に認識するようにできます。これができない場合に限り、以下のように手動でドライバー更新を
インストールしてください。

インストールプログラムがドライバーディスクを自動的に認識できるようにするには、スト
レージデバイスのボリュームラベルを OEMDRV にする必要があります。また、ISO イメージ
自体をコピーするのではなく、その内容をストレージデバイスのルートディレクトリーに抽出
します。「ドライバーの自動更新」 を参照してください。手動インストールの場合、OEMDRV
というラベルの付いたデバイスからのドライバーのインストールが常に推奨され、推奨される
ことに注意してください。

手動インストールでは、ストレージデバイスに ISO イメージを単一ファイルとしてコピーする
だけです。ファイル名は便利ですが、ファイル名の拡張子は変更しないでください。これは 
.iso のままにします（例： dd.iso ）。インストール時にドライバーの更新を手動で選択する方
法は、「手動によるドライバー更新」 を参照してください。

6.2.2. ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスク (CD または DVD) の準備

CD または DVD にドライバー更新用ディスクを作成することができます。イメージファイルをディスク
へ書き込む方法は 「インストール CD または DVD の作成」  を参照してください。

ドライバー更新用ディスクの CD または DVD を作成したら、システムにディスクを挿入し、ファイル
マネージャーで表示して、そのディスクが正常に作成されたか確認します。rhdd3 という名前のファイ
ルが 1 つ表示されるはずです。これは、ドライバーディスクの説明が含まれる署名ファイルと、rpms
という名前のディレクトリーです。このディレクトリーには、さまざまなアーキテクチャー用のドライ
バーを持つ RPM パッケージが含まれます。

末尾が .iso のファイルが 1 つしかない場合は、ディスクが正しく作成されていないため、再試行する必
要があります。GNOME 以外の Linux デスクトップを使用する場合、また は別のオペレーティングシスは別のオペレーティングシス
テムを使用している場合は、イメージテムを使用している場合は、イメージ の書き込み のようなオプションを選択してください。

6.3. インストール中のドライバー更新

インストールプロセスの冒頭で、以下のいずれかの方法でドライバーを更新します。

ドライバー更新の検出と実行をインストールプログラムで自動的に行う

ドライバー更新の検索プロンプトをインストールプログラムが表示する

ドライバー更新用のイメージまたは RPM パッケージへのパスを手動で指定する

重要重要
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重要重要

ドライバー更新ディスクは、必ず標準のディスクパーティションに配置してください。
ドライバー更新を行うインストールの初期段階では、RAID や LVM ボリュームなどの高
度なストレージにはアクセスできない場合があります。

6.3.1. ドライバーの自動更新

インストールプログラムがドライバー更新ディスクを自動的に認識させるには、インストールプロセス
を開始する前に、OEMDRV ボリュームラベルの付いたブロックデバイスをコンピューターに接続しま
す。

注記注記

Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降では、OEMDRV ブロックデバイスを使用して、キック
スタートファイルを自動的に読み込むこともできます。このファイルは ks.cfg という名
前にし、読み込むデバイスのルートに置く必要があります。キックスタートインストー
ルの詳細は、27章キックスタートを使ったインストール を参照してください。

インストールが開始すると、インストールプログラムはシステムに接続している全ストレージを検出し
ます。OEMDRV というラベルが付いたストレージデバイスが見つかると、ドライバー更新ディスクと
して扱われ、このデバイスからドライバーの更新を読み込もうとします。読み込むドライバーの選択を
求めるプロンプトが表示されます。

図図6.1 ドライバーの選択ドライバーの選択

[D]

数字キーを使ってドライバー間を移動します。準備ができたら、c を押して選択したドライバーをイン
ストールし、Anaconda グラフィカルユーザーインターフェイスに進みます。

6.3.2. アシスト付きのドライバー更新

インストール時にドライバーをインストールするのに、常に OEMDRV ボリュームラベルが付いたブ
ロックデバイスを使用することが推奨されます。ただし、そのようなデバイスが検出されず、inst.dd
オプションが起動コマンドラインに指定されている場合には、インストールプログラムは対話モードで
ドライバーディスクを検索できます。最初のステップでは、Anaconda が ISO ファイルをスキャンする
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ローカルのディスクパーティションをリストから選択します。次に、検出された ISO ファイルの中から
更新用のファイルを選択します。最後にドライバーを選択します (複数可)。以下の図では、テキスト
ユーザーインターフェイスでこのプロセスを強調表示しています。

図図6.2 対話式のドライバー選択対話式のドライバー選択

[D]

注記注記

ISO イメージファイルを抽出して CD または DVD に書き込んだが、メディアに 
OEMDRV ボリュームラベルがない場合は、引数なしで inst.dd オプションを使用してデ
バイスを選択するか、インストールプログラムに以下の起動オプションを使用してメ
ディアをスキャンしてドライバーを探します。

inst.dd=/dev/sr0

数字キーでドライバー間を移動します。準備ができたら、c を押して選択したドライバーをインストー
ルし、Anaconda グラフィカルユーザーインターフェイスに進みます。

6.3.3. 手動によるドライバー更新
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手動でドライバーをインストールする場合は、ドライバーを格納する ISO イメージを USB フラッシュ
ドライブや Web サーバーなどアクセスできる場所に配置し、コンピューターに接続しておきます。
Welcome 画面で Tab を押して起動コマンドラインを表示し、それに inst.dd= のの場所場所 を追加しま
す。location は、ドライバー更新ディスクへのパスになります。

図図6.3 ドライバー更新へのパスの指定ドライバー更新へのパスの指定

[D]

通常、イメージファイルは Web サーバー (http://server.example.com/dd.iso など) または USB フラッ
シュドライブ (/dev/sdb1 など) に置きます。ドライバー更新を含む RPM パッケージ
(http://server.example.com/dd.rpm など) を指定することもできます。

準備ができたら、Enter を押して起動コマンドを実行します。すると、選択したドライバーが読み込ま
れ、インストールプロセスが正常に進みます。

6.3.4. ブラックリストへのドライバーの登録

正常に動作しないドライバーが原因でインストール時にシステムを起動できない場合があります。この
ような場合、起動コマンドラインをカスタマイズしてそのドライバーを無効にすることができます (ブ
ラックリストに登録する)。ブートメニューで Tab キーを押してブートコマンドラインを表示します。
次に modprobe.blacklist=driver_name を追加します。driver_name の部分に無効にするドライバー名
を入力します。以下に例を示します。

modprobe.blacklist=ahci

起動オプション modprobe.blacklist= を使用してインストール時にブラックリストに登録されたドライ
バーは、インストール済みシステムで無効になり、/etc/modprobe.d/anaconda-blacklist.conf ファイ
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ルに表示されることに注意してください。ドライバーをブラックリストに登録する方法とその他の起動
オプションについては、23章起動オプションを参照してください。
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第7章 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムでのインス
トールの起動

Red Hat Enterprise Linux は、ハードディスクに保存されている ISO イメージから、または 
NFS、FTP、HTTP、または HTTPS メソッドを使用してネットワークからインストールできます。完
全インストール用 DVD から起動してインストールする方法が最も簡単な方法になります。これ以外の
インストール方法の場合、いくつか別途にセットアップが必要にはなりますが、それぞれ異なる利点が
あります。たとえば、Red Hat Enterprise Linux を大量のマシンに同時にインストールする場合は、PXE
サーバーから起動し、ネットワーク上の共有の場所に配置したソースからのインストールが最適な方法
になります。

以下の表では、メディアごとに使用できる起動方法と推奨インストール方法について要約しています。

表表7.1 起動方法とインストールソース起動方法とインストールソース

起動方法起動方法 インストールソースインストールソース

完全インストール用メディア (DVD または USB) インストールも起動した完全インストール用メディ
ア自体を使用します

最小限の起動メディア (CD または USB) インストールは、ネットワーク上もしくはハードド
ライブ上に配置しておいた完全インストール用 DVD
ISO イメージ、またはこのイメージから抽出したイ
ンストールツリーを使用します

ネットワーク起動 (PXE) インストールは、ネットワーク上に配置しておいた
完全インストール用 DVD ISO イメージ、またはこの
イメージから抽出したインストールツリーを使用し
ます

起動用 CD-ROM の作成方法、起動またはインストール用 USB フラッシュドライブの準備などについて
「USB インストールメディアの作成」  を参照してください。

本章では、以下のトピックについて説明します。

「物理メディアからの起動」 では、物理メディア (Red Hat Enterprise Linux DVD、起動用 CD-
ROM、USB フラッシュドライブ) を使ってインストールプログラムを起動する方法について説
明しています。

「PXE を使ったネットワークからの起動」 では、PXE を使用してインストールプログラムを起
動する方法を説明します。

「ブートメニュー」 には、起動メニューの情報が含まれています。

7.1. インストールプログラムの起動

インストールプログラムを起動するには、まずインストールに必要なリソースがすべて揃っていること
を確認します。5章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムへのインストールプランの指示どおり
に手順を実行している場合は、インストールの開始準備が整っているはずです。開始準備が整っている
ことを確認したら、Red Hat Enterprise Linux DVD または作成した起動メディアを使ってインストール
プログラムを起動します。

重要重要
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重要重要

起動中にマウスを何回もクリックするなどの過剰な入力があると、インストーラーがイ
ンストールプロセスでキーボード入力を無視する原因になる場合があります。

注記注記

時折、インストール中に ドライバー更新 を必要とするハードウェアコンポーネントがあ
ります。ドライバー更新により、インストールプログラムでは対応していないハード
ウェアに対応できるようになります。詳細は、6章AMD64 および Intel 64 システムへの
インストール中におけるドライバー更新 を参照してください。

7.1.1. 物理メディアからの起動

Red Hat Enterprise Linux DVD、または最小限の起動メディアからインストールプログラムを起動するに
は、以下の手順に従います。

手順手順7.1 物理メディアからのインストールプログラムの起動物理メディアからのインストールプログラムの起動

1. インストールに必要のないドライブはすべて取り外します。詳細は、「USB ディスク」  を参照
してください。

2. コンピューターシステムの電源を入れます。

3. コンピューターにメディアを挿入します。

4. 起動メディアが挿入された状態でコンピューターの電源をオフにします。

5. コンピューターシステムの電源を入れます。メディアから起動するため特定のキーやキーの組
み合わせを押さなければならなかったり、メディアから起動するようシステムの BIOS (Basic
Input/Output System) を設定しなければならない場合があります。詳細は、システムに同梱さ
れているドキュメントをご覧ください。

しばらくすると、各種の起動オプションの詳細が記載された起動画面が表示されます。最初の 1 分以内
に操作を行わない場合には、インストールプログラムが自動的に開始されます。この画面に表示される
オプションの説明は、「ブートメニュー」 を参照してください。

7.1.2. PXE を使ったネットワークからの起動

起動方法 PXE、適切に設定された TFTP サーバー、および PXE に対応するコンピューターのネット
ワークインターフェイスが必要です。PXE サーバーの設定方法は 24章ネットワークからのインストー
ルの準備 を参照してください。

ネットワークインターフェイスから起動するようコンピューターを設定します。このオプションは
BIOS にあり、Network Boot または Boot Services のラベルが付けられる場合があります。また、正
しいネットワークインターフェイスから最初に起動するよう BIOS が設定されていることを確認しま
す。BIOS システムの中には、起動デバイスとしてネットワークインタフェースが指定されているにも
かかわらず、PXE 規格に対応していないものがあります。詳細はハードウェアのドキュメントをご覧く
ださい。PXE の起動を正しく有効にすると、他のメディアがなくても Red Hat Enterprise Linux インス
トールシステムを起動できます。

次の手順に従い PXE サーバーからインストールプログラムを起動します。Ethernet など物理的なネッ
トワーク接続を使用する必要があるので注意してください。ワイヤレス接続では正しく動作しません。

手順手順7.2 PXE を使ってネットワークからインストールプログラムを起動するを使ってネットワークからインストールプログラムを起動する
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1. ネットワークケーブルが接続されていることを確認します。コンピューターの電源がオンに
なっていない場合でも、ネットワークソケットのリンクインジケーターのライトがオンになっ
ているはずです。

2. コンピューターのスイッチをオンにします。

3. ハードウェアによって PXE サーバーに接続する前にネットワーク設定と診断情報が表示される
場合があります。接続すると、PXE サーバーの設定に応じたメニューが表示されます。目的の
オプションに該当する数字キーを押します。どのオプションを選択したらよいかわからない場
合はサーバーの管理者に問い合わせてください。

これでインストールプログラムが正常に起動し、起動画面が表示されます。この画面には各種の起動オ
プションの詳細が表示されます。最初の 1 分以内に操作を行わない場合には、インストールプログラム
が自動的に開始されます。この画面に表示されるオプションの説明は、「ブートメニュー」 を参照して
ください。

7.2. ブートメニュー

システムがブートメディアの読み込みを完了すると、GRUB2 (GRand Unified Bootloader、バージョン
2)を使用してブートメニューが表示されます。起動メニューには、インストールプログラムを起動する
以外に、複数のオプションがあります。60 秒以内に何のキーも押さなければデフォルトの起動オプ
ションが実行されます (白色で強調表示されているオプション)。デフォルトを選択するには、タイマー
がなくなるまで待機するか、Enter を押します。

図図7.1 起動画面起動画面

[D]

デフォルト以外のオプションを選択するには、キーボードの矢印キーを使用して、正しいオプションが
強調表示されたら Enter を押します。

特定のメニューエントリーの起動オプションをカスタマイズするには、以下を実行します。

BIOS ベースのシステムでは、Tab キーを押してコマンドラインにカスタムの起動オプションを
追加する方法が推奨されます。また、Esc キーを押して boot: プロンプトにアクセスすること
もできますが、必要な起動オプションは事前設定されません。その場合は、その他の起動オプ
ションを使用する前に、必ず linux オプションを指定する必要があります。

UEFI ベースのシステムの場合は e キーを押して、コマンドラインにカスタムの起動オプション
を追加します。準備ができたら、Ctrl+X を押して変更されたオプションを起動します。

追加の起動オプションは 23章起動オプション を参照してください。

起動メニューのオプションは、以下のようになります。

Install Red Hat Enterprise Linux 7.0

グラフィカルなインストールプログラムを使用してコンピューターシステムに Red Hat Enterprise
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グラフィカルなインストールプログラムを使用してコンピューターシステムに Red Hat Enterprise
Linux をインストールする場合にはこの選択肢を実行します。

Test this media & install Red Hat Enterprise Linux 7.0

このオプションがデフォルトです。インストールプログラムを開始する前に、インストールメディ
アの整合性をチェックするユーティリティーが起動します。

Troubleshooting &gt ;

この項目は別のメニューとなっており、さまざまなインストールの問題を解決する場合に役立ちま
す。強調表示された場合は、Enter を押してその内容を表示します。

図図7.2 トラブルシューティングメニュートラブルシューティングメニュー

[D]

Install Red Hat Enterprise Linux 7.0 in basic graphics mode

このオプションを使用すると、インストールプログラムがお使いのビデオカードに適したドライ
バーを読み込むことができない場合でも、グラフィカルモードで Red Hat Enterprise Linux をインス
トールできます。Install Red Hat Enterprise Linux 7.0 オプションの使用時に画面が廃止または空
白になる場合は、コンピューターを再起動してこのオプションを試してください。

Rescue a Red Hat Enterprise Linux system

正常に起動できないインストール済みの Red Hat Enterprise Linux システムの問題を修復する場合に
このオプションを選択します。このレスキュー環境には、こうした多様な問題を修復するための
ユーティリティープログラムが用意されています。
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Run a memory test

システムでメモリーテストを実行するオプションです。詳細は、「メモリー (RAM) テストモードの
読み込み」 を参照してください。

Boot from local drive

インストールが完了した 1 番目のディスクからシステムを起動するオプションです。誤ってインス
トールディスクから起動してしまった場合は、このオプションを使用するとインストールプログラ
ムを起動させず直ちにハードディスクから起動できます。
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第8章 ANACONDA を使用したインストール
本章では、Anaconda インストーラーを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする手順を
説明します。本章の大部分では、グラフィカルユーザーインタフェースを使用したインストールを説明
しています。グラフィカルディスプレイのないシステムではテキストモードが利用できますが、この
モードは特定の機能 (カスタマイズのパーティション設定ができないなど) に制限があります。

お使いのシステムにグラフィカルモードを使用する機能がない場合は、以下が可能です。

27章キックスタートを使ったインストール の説明に従って、キックスタートを使用してインス
トールを自動化する。

VNC (Virtual Network Computing) プロトコルを使用して、グラフィカルディスプレイのある別
のコンピューターからインストールシステムにリモートで接続して、グラフィカルインストー
ルを実行する。25章VNC の使用を参照してください。

8.1. ANACONDA の概要

Red Hat Enterprise Linux インストーラーである Anaconda は、その並列性があるため、他のほとんど
のオペレーティングシステムのインストールプログラムとは異なります。ほとんどのインストーラー
は、最初に言語の選択、次にネットワークの設定、それからインストールタイプ、パーティション設
定、といったように、決まったパスで進められます。ある時点ですすめる方向は通常、1 つのみです。

Anaconda では、最初に言語とロケールのみを選択するだけで、中央画面が表示され、任意の順序でイ
ンストールのほとんどの側面を設定できます。これはインストールのすべての部分に該当するわけでは
ありません。たとえば、ネットワークからインストールする場合は、インストールするパッケージが選
択可能となる前にネットワークを設定する必要があります。

お使いのハードウェアやインストールを開始するメディアタイプによっては、自動で設定される画面も
いくつかあります。その場合でも、検出された設定は変更することが可能です。自動設定されず、イン
ストール前にユーザーの作業が必要となる画面には、感嘆符が付いています。実際のインストールプロ
セスを開始するには、これらの設定を完了する必要があります。

中央の画面では、他にも違いがあります。特に、カスタムのパーティション設定プロセスは他の Linux
ディストリビューションとは非常に異なります。これらの違いについては、各画面のサブセクションで
説明します。

8.2. インストール中のコンソールとロギング

以下のセクションでは、インストール中にログと対話式のシェルにアクセスする方法を説明していま
す。これは問題解決に役立ちますが、ほとんどの場合では必要ないはずです。

8.2.1. コンソールへのアクセス

Red Hat Enterprise Linux インストーラーは、tmux ターミナルマルチプレクサーを使用して、メインイ
ンターフェイスに加えて使用できる複数のウィンドウを表示および制御します。これらのウィンドウは
それぞれ目的が異なるため、インストール中に問題のトラブルシューティングに使用できるいくつかの
異なるログを表示します。ウィンドウの 1 つは、起動オプションまたはキックスタートコマンドを使用
して明示的に無効になっていない限り、root 権限のある対話式シェルプロンプトを提供します。

注記注記

一般的に、インストール関連の問題を診断する必要がなければ、デフォルトのグラフィ
カルインストール環境から、他の環境に移動する必要はありません。
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端末マルチプレクサーは、仮想コンソール 1 で実行しています。グラフィカルインストール環境から
tmux に切り替えるには、Ctrl+Alt+F1 を押します。仮想コンソール 6 で実行されるメインのインス
トールインターフェイスに戻るには、Ctrl+Alt+F6 を押します。

注記注記

テキストモードのインストールを選択すると、仮想コンソール 1 (tmux)で起動し、コン
ソール 6 に切り替えると、グラフィカルインターフェイスではなくシェルプロンプトが
開きます。

tmux を実行しているコンソールには、利用可能な画面が 5 つあります。その内容と、それらへのアク
セスに使用するキーボードショートカットを以下の表に示します。キーボードショートカットは 2 部分
であることに注意してください。まず Ctrl+b を押してから両方のキーを解放し、使用するウィンドウ
の番号キーを押します。

また、Ctrlb n と   b p を使用して、それぞれ次または前の tmux 画面に切り替えることもできます。

表表8.1 利用可能な利用可能な tmux ウィンドウウィンドウ

ショートカッショートカッ
トト

内容内容

Ctrl+b 1 メインのインストールプログラム画面。テキストベースのプロンプト (テキストモードのイ
ンストール中もしくは VNC Direct モードを使用の場合) とデバッグ情報があります。

Ctrl+b 2 root 権限を持つインタラクティブなシェルプロンプト。

Ctrl+B 3 インストールログ - /tmp/anaconda.log に保存されているメッセージを表示します。

Ctrl+B 4 ストレージログ - /tmp/storage.log に保存されているカーネルおよびシステムサービスか
らのストレージデバイスに関連するメッセージを表示します。

Ctrl+B 5 プログラムログ - /tmp/program.log に保存されている他のシステムユーティリティーから
のメッセージを表示します。

Anaconda は、tmux ウィンドウに診断情報を表示するだけでなく、インストールシステムから転送で
きるいくつかのログファイルも生成します。これらのログについては 表9.1「インストール中に生成さ
れるログファイル」 を、インストールシステムからの転送方法は、9章64 ビット AMD、Intel、および
ARM システムでのインストールに関連するトラブルシューティングを参照してください。

8.2.2. スクリーンショットの保存

グラフィカルインストール時に Shift+Print Screen を押すと、現在の画面をキャプチャできます。これ
らのスクリーンショットは、/tmp/anaconda-screenshots/ に保存されます。

また、キックスタートファイルで autostep --autoscreenshot コマンドを使用して、インストールの各
ステップを自動的にキャプチャーし、保存することができます。詳細は 「キックスタートのコマンドと
オプション」 を参照してください。

8.3. テキストモードでのインストール

テキストモードによるインストールでは、Red Hat Enterprise Linux のインストールに対話式で、グラ
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フィカルではないインターフェイスを使用します。これはグラフィカル機能のないシステムでは便利で
すが、テキストベースのインストールを開始する前に、常に利用可能な別の方法を検討してください。
テキストモードでは、インストール中の選択肢の数に限りがあります。

重要重要

Red Hat では、Red Hat Enterprise Linux のインストールにはグラフィカルインターフェ
イスの使用を推奨します。グラフィカルな表示がないシステムに Red Hat Enterprise
Linux をインストールする場合は、VNC 接続によるインストールを検討してくださ
い。25章VNC の使用 を参照してください。テキストモードでのインストールプログラム
では、VNC ベースのインストールが可能であることを検出すると、テキストモードでの
インストールの確認を求めるプロンプトが表示されます。

システムにグラフィカルディスプレイがあるが、グラフィカルインストールが失敗する
場合は、inst.xdriver=vesa オプションを使用して起動してみてください - を参照してく
ださい。23章起動オプション .

または、キックスタートを使ったインストールも検討してください。詳細は、27章キッ
クスタートを使ったインストール を参照してください。

図図8.1 テキストモードでのインストールテキストモードでのインストール

[D]

テキストモードでのインストールは、グラフィカルインストールと同様のパターンになります。決まっ
た 1 つの方法ではなく、メインのステータス画面を使用して多くの設定を好きな順序で設定することが
できます。自動またはユーザーによって設定済みの画面には x のマークが付けられ、インストールを開
始する前に注意が必要な画面には ! のマークが付けられています。利用可能なコマンドは、利用可能な
オプション一覧の下に表示されます。

注記注記

関連するバックグラウンドタスクが実行されている場合、特定のメニュー項目が一時的
に利用できなくなったり、処理中処理中... ラベルが表示されたりすることがあります。テキス
トメニュー項目の現在のステータスに更新するには、テキストモードプロンプトで r オ
プションを使用します。
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テキストモード画面の下部には、5 つのメニューオプションを表示する緑色のバーがあります。これら
のオプションは、tmux ターミナルマルチプレクサーのさまざまな画面を表します。デフォルトでは、
画面 1 から開始し、キーボードショートカットを使用して、ログと対話型コマンドプロンプトを含む他
の画面に切り替えることができます。利用可能な画面やそれらへの切り替えに使用するショートカット
については、「コンソールへのアクセス」 を参照してください。

対話式テキストモードでのインストールには以下のような制限があります。

インストーラーは常に言語には英語を、キーボードには US English のキーボードレイアウトを
使用します。言語とキーボードレイアウトは設定可能ですが、これはインストールされるシス
テムに適用されるもので、インストール自体には適用されません。

高度なストレージメソッド (LVM、software RAID、FCoE、zFCP、および iSCSI) の設定はでき
ません。

カスタムのパーティション設定はできません。自動パーティション設定のいずれかを使用する
必要があります。また、ブートローダーのインストール場所を設定することもできません。

インストールするパッケージアドオンを選択することはできません。Yum パッケージマネー
ジャーを使用して、インストールが完了した後に追加する必要があります。

テキストモードのインストールを開始するには、起動メニューの起動コマンドラインまたは PXE サー
バー設定で inst.text 起動オプションを使用してインストールを起動します。起動オプションの使用お
よび起動に関する情報は、7章64 ビット AMD、Intel、および ARM システムでのインストールの起動 を
参照してください。

8.4. グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストール

Red Hat Enterprise Linux の手動でのインストールでは、グラフィカルインターフェイスが推奨の方法に
なります。カスタムのパーティション設定や高度なストレージ設定を含むすべての設定に対して完全な
制御ができ、英語以外の多くの言語にローカライズされているので、インストール全体を別の言語で実
行できます。ローカルメディア (CD、DVD または USB フラッシュドライブ) からシステムを起動する
と、グラフィカルモードがデフォルトで使用されます。

図図8.2 インストール概要インストール概要 画面画面
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図図8.2 インストール概要インストール概要 画面画面

[D]

以下のセクションでは、インストールプロセスで使用可能な各画面について説明しています。インス
トーラーには並立的な性質があるため、ほとんどの画面は表示されている順序で完了する必要はないこ
とに留意してください。

グラフィカルインターフェイスの各画面には、ヘルプヘルプ ボタンがあります。このボタンをクリックする
と、Yelp ヘルプブラウザーが開き、現在の画面に関連する 『Red Hat Enterprise Linux インストールガ
イド』 のセクションが表示されます。

また、キーボードを使ってグラフィカルインストーラーを制御することもできます。以下の表では、利
用可能なショートカットを示しています。

表表8.2 グラフィカルインストーラーでのキーボードショートカットグラフィカルインストーラーでのキーボードショートカット

ショートカットキーショートカットキー 用途用途

タブタブとと+シフトタブシフトタブ 表示画面上でアクティブな要素 (ボタン、チェックボックスなど) の間を移動しま
す。

上下上下_ リストをスクロールします。

左左 と 右右 ツールバーとテーブルエントリーを左右にスクロールします。
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スペーススペース と エンターエンター 選択肢からハイライト表示したアイテムを選択または削除し、ドロップダウンメ
ニューを展開、折りたたみます。

ショートカットキーショートカットキー 用途用途

さらに、各画面の要素をそれぞれのショートカットで切り替えることもできます。これらのショート
カットは、Alt キーを押したままにすると強調表示 (下線) されます。その要素を切り替えるに
は、Alt+X を押します。X は ハイライトされた文字です。

使用中のキーボードレイアウトは、画面右上に表示されます。デフォルトでは、レイアウトは 1 つだけ
設定されています。キーボードレイアウトキーボードレイアウト 画面で複数のレイアウトを設定した場合 (「キーボードの設
定」)、レイアウトインジケーターをクリックしてそれらを切り替えることができます。

8.5. ようこその画面と言語設定

インストールプログラムの最初の画面は 、、Red Hat Enterprise Linux へようこそへようこそ 画面です。ここ
で、Anaconda が残りのインストールで使用する言語を選択します。この選択内容が、後に変更しない
限り、インストール済みシステムのデフォルトになります。左側のパネルで、選択した言語 (英語英語 など)
を選択します。次に、右側のパネルで地域固有のロケールを選択できます (例: English (United 
States))。

注記注記

1 つの言語が一覧の上部に事前に設定されます。この時点でネットワークアクセスが設定
されている場合 (たとえば、ローカルメディアではなくネットワークサーバーから起動し
た場合)、事前に選択された言語は、GeoIP モジュールを使用した自動位置検出に基づい
て決定されます。

また、下図で示すように、検索ボックスに任意の言語を入力することもできます。

選択したら、続行続行 ボタンをクリックして、インストールの概要インストールの概要 画面に進みます。

図図8.3 言語設定言語設定
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図図8.3 言語設定言語設定

[D]

続行続行 ボタンをクリックすると、サポートされていないハードウェアダイアログが表示される場合があり
ます。これは、カーネルがサポートしていないハードウェアを使用している場合に発生します。

8.6. インストールの概要画面

インストールの概要インストールの概要 画面は、インストールをセットアップするための中心的な場所です。

図図8.4 インストール概要インストール概要 画面画面
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図図8.4 インストール概要インストール概要 画面画面

[D]

Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムでは、画面が次々と表示されるのではなく、ユーザー
が選択する順番でインストールを設定できます。

マウスを使って、設定するインストールセクションのメニューアイテムを選択します。セクションの設
定が完了したら、またはそのセクションを後で完了する場合は、画面の左上隅にある 完了完了 ボタンをク
リックします。

警告シンボルのマークが付いたセクションのみが必須です。画面の下部の注で警告されているように、
これらをインストールを開始する前に選択する必要があります。残りのセクションはオプションです。
各セクションのタイトルの下には、現在の設定の概要が示されます。これを参考にして、該当セクショ
ンの設定が必要かどうかを決めることができます。

必要なセクションがすべて完了したら、インストールの開始インストールの開始 ボタンをクリックします。「インストール
の開始」 も併せて参照してください。

インストールをキャンセルするには、終了終了 ボタンをクリックします。

注記注記

バックグラウンドで関連タスクが実行されている間は、特定のメニューアイテムが一時
的に使用できなくなることがあります。

キックスタートオプションまたはブートコマンドラインオプションを使用してネットワーク上のインス
トールリポジトリーを指定したが、インストールの開始時にネットワークが利用できない場合、インス
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トールプログラムはネットワーク接続を設定するための設定画面を表示します。インストールの概要インストールの概要 画
面を表示する前に。

図図8.5 ネットワークが検出されない場合のネットワーク設定画面ネットワークが検出されない場合のネットワーク設定画面

[D]

インストール DVD もしくはローカルでアクセス可能なメディアからインストールするため、インス
トールの完了にネットワークアクセスは必要ないことが明らかな場合はこのステップを省略しても構い
ません。しかし、ネットワークインストール (「インストールソース」を参照) や高度なストレージデバ
イスの設定 (「ストレージデバイス」を参照) を行う場合にはネットワーク接続が必要になります。イン
ストールプログラムでネットワークを設定する方法は、「ネットワークとホスト名」 を参照してくださ
い。

8.7. 日付と時刻

タイムゾーン、日付、およびオプションでネットワーク時間の設定を設定するには、インストールの概インストールの概
要要 画面で 日付と時刻日付と時刻 を選択します。

タイムゾーンを選択するには、3 つの方法があります。

マウスを使って対話式マップをクリックして特定の都市を選択します。選択した都市を示す赤
いピンが表示されます。

画面上部の 地域地域 と 都市の都市の ドロップダウンメニューをスクロールして、タイムゾーンを選択す
ることもできます。

地域地域 ドロップダウンメニューの下部にある その他その他 を選択し、次のメニューで GMT/UTC に調
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地域地域 ドロップダウンメニューの下部にある その他その他 を選択し、次のメニューで GMT/UTC に調
整されたタイムゾーン (例: GMT+1) を選択します。

ご自分の都市が地図またはドロップダウンメニューに表示されない場合には、同じタイムゾーンの最も
近い主要都市を選択してください。または、キックスタートファイルを使用することもできます。これ
により、グラフィカルインターフェイスでは使用できない追加のタイムゾーンを指定できます。の 
timezone コマンドを参照してください。 timezone （必須） 詳細については。

注記注記

表示される都市や地域の一覧は Time Zone Database (tzdata) パブリックドメインのもの
を使用しています。このドメインは Internet Assigned Numbers Authority (IANA) で管理
されています。Red Hat は、このデータベースに都市や地域を追加することはできませ
ん。詳細は、http://www.iana.org/time-zones の公式の Web サイトを参照してくださ
い。

システムクロックの精度を維持するために NTP (Network Time Protocol) を使用する予定であっても、
タイムゾーンを指定してください。

ネットワークに接続している場合は、Network Time スイッチが有効になります。NTP を使用して日付
と時刻を設定するには、Network Time スイッチを ON のの  位置のままにし、設定アイコンをクリックし
て、Red Hat Enterprise Linux が使用する NTP サーバーを選択します。日付と時刻を手動で設定するに
は、スイッチを オフのオフの 位置に動かします。システムクロックにより選択タイムゾーンに応じた正しい
日付と時刻が画面下部に表示されるはずです。表示された時刻が正しくない場合は手動で調整してくだ
さい。

インストール時に NTP サーバーが利用できない場合があります。このような場合はネットワーク時間
を有効にしても自動設定は行われません。サーバーが利用できるようになると日付と時刻が更新されま
す。

選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後にタイムゾーンの設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンド
ウの 日付と時刻日付と時刻 セクションにアクセスします。

8.8. 言語サポート

追加のロケールおよび言語方言のサポートをインストールするには、インストールの概要インストールの概要 画面から 言言
語サポート語サポート を選択します。

インストールする追加の言語サポートをマウスで選びます。左側のパネルで、Español などの言語を選
択します。次に、右側のパネルで地域固有のロケールを選択できます (例: Español (コスタリカコスタリカ))。言語
とロケールはどちらも複数選択が可能です。選択された言語は左側のパネルで太字で強調表示されま
す。

図図8.6 言語サポートの設定言語サポートの設定
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図図8.6 言語サポートの設定言語サポートの設定

[D]

選択が完了したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後に言語サポートの設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンド
ウの 地域と言語地域と言語 セクションにアクセスしてください。

8.9. キーボードの設定

システムに複数のキーボードレイアウトを追加するには、インストールの概要インストールの概要 画面から キーボードキーボード を
選択します。保存されたレイアウトは、インストールプログラムで即座に利用可能となり、画面右上に
常時表示されるキーボードアイコンを使って切り替えることができます。

初めは、ようこその画面で選択された言語のみが左のペインにキーボードレイアウトとして表示されま
す。当初のレイアウトを置き換えたり、または新たなレイアウトを追加することができます。ただし、
選択した言語が ASCII 文字を使用しない場合、暗号化されたディスクパーティションや root ユーザー
のパスワードを正しく設定できるよう ASCII 文字を使用するキーボードレイアウトを追加する必要があ
ります。

図図8.7 キーボードの設定キーボードの設定
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図図8.7 キーボードの設定キーボードの設定

[D]

追加のレイアウトを追加するには、+ ボタンをクリックしてリストから選択し、追加追加 をクリックしま
す。レイアウトを削除するには、レイアウトを選択して - ボタンをクリックします。矢印ボタンを使っ
てレイアウトの優先順位を調整します。キーボードレイアウトの視覚的プレビューを表示するには、レ
イアウトを選択してからキーボードのボタンをクリックします。

レイアウトを試すには、マウスで右側のテキストボックス内をクリックします。テキストを入力してみ
て、選択した機能が正常に機能するか確認します。

追加したレイアウトを試す場合は、画面上部の言語セレクターをクリックしてそのレイアウトに切り替
えます。ただし、レイアウト切り替え用のキーの組み合わせを設定しておくことが推奨されます。右側
の オプションオプション ボタンをクリックして レイアウト切り替えオプションレイアウト切り替えオプション ダイアログを開き、チェックボッ
クスをオンにしてリストから組み合わせを選択します。組み合わせは オプションオプション ボタンの上に表示さ
れます。この組み合わせはインストール中およびインストール後のシステムの両方に適用されるため、
インストール後に使用できるようここで組み合わせを設定しておく必要があります。また、レイアウト
の切り替えには、複数の組み合わせを選択することもできます。

重要重要

ロシアロシア 語などのラテン文字を受け入れることができないレイアウトを使用する場合、
Red Hat は 英語英語 (米国米国) レイアウトを追加し、キーボードの組み合わせを設定して 2 つの
レイアウトを切り替えることを推奨します。ラテン文字を含まないレイアウトのみを選
択した場合、インストールプロセスの後半で有効な root パスワードおよびユーザー認証
情報を入力できない可能性があります。これにより、インストールを完了できない可能
性があります。

選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後にキーボード設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンドウの
キーボードキーボード セクションにアクセスします。

8.10. セキュリティーポリシー

セキュリティーポリシーセキュリティーポリシー スポークを使用すると、Security Content Automation Protocol (SCAP) 標準で
定義された制限と推奨事項 (コンプライアンスポリシー) に従って、インストールされたシステムを設定
できます。この機能はアドオンが提供するもので、これは Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降デフォルト
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で有効になっています。有効にすると、この機能の提供に必要なパッケージが自動的にインストールさ
れます。ただし、デフォルトではポリシーが強制されることがなく、明確に設定されている場合を除い
て、インストール時およびインストール後にチェックが行われません。

背景情報、実用的な例、その他のリソースなど、設定コンプライアンスおよび脆弱性スキャンに関する
情報はRed Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

重要重要

セキュリティーポリシーの適用はすべてのシステムで必要なわけではありません。この
ウィンドウは、所定のポリシーの適用が業務規定や法令で義務付けられている場合にの
み使用してください。

セキュリティーポリシーをシステムに適用する場合は、選択したプロファイル内で定義される制限およ
び推奨事項を使用してインストールされます。また、パッケージ選択に openscap-scanner パッケージ
が追加され、コンプライアンスおよび脆弱性スキャンのインストール済みツールが提供されます。イン
ストールが終わると、システムは自動的にコンプライアンスを確認するためにスキャンされます。この
スキャンの結果は、インストールされたシステムの /root/openscap_data ディレクトリーに保存されま
す。

この画面で使用できる定義済みのポリシーは、SCAP Security Guide によって提供されます。利用可能
な各プロファイルについての詳細情報は、OpenSCAP Portal にあるリンクを参照してください。

HTTPS、HTTP または FTP サーバーから追加プロファイルを読み込むこともできます。

図図8.8 セキュリティーポリシー選択画面セキュリティーポリシー選択画面

[D]
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システムでセキュリティーポリシーの使用を設定するには、まず セキュリティーポリシーの適用セキュリティーポリシーの適用 ス
イッチを ON に設定して設定を有効にします。スイッチが オフのオフの 位置にある場合、この画面の残りの
コントロールは無効になります。

スイッチを使用してセキュリティーポリシーの設定を有効にした後、画面上部のウィンドウにリスト表
示されているプロファイルの 1 つを選択し、下の プロファイルの選択プロファイルの選択 をクリックします。プロファイ
ルが選択されたら、右側に緑色のチェックが表示され、下のフィールドに変更がインストール開始前に
加えられるかどうかが表示されます。

注記注記

デフォルトで使用可能となっているプロファイルは、インストール開始前に変更を適用
しません。ただし、下記のとおりにカスタムプロファイルを読み込むとインストール前
のアクションが必要になる場合があります。

カスタムプロファイルを使用するには、左上隅にある コンテンツの変更コンテンツの変更 ボタンをクリックします。こ
れで別の画面が開き、有効なセキュリティーコンテンツの URL を入力します。デフォルトのセキュリ
ティーコンテンツ選択画面に戻るには、左上隅にある Use SCAP Security Guide をクリックします。

カスタムプロファイルは 、、HTTP、HTTPS、または FTP サーバーからロードできます。プロトコル
(http:// など) を含む、コンテンツの完全なアドレスを使用します。カスタムプロファイルを読み込む前
に、ネットワーク接続がアクティブになっている必要があります (「ネットワークとホスト名」 で有効
にする)。コンテンツタイプはインストーラーが自動的に検出します。

プロファイルを選択した後、または画面を終了する場合は、左上隅にある 完了完了 をクリックしてに戻り
ます。「インストールの概要画面」 .

8.11. インストールソース

Red Hat Enterprise Linux のインストール元となるファイルまたは場所を指定するには、Installation 
Summary 画面から Installation Source を選択します。この画面では、DVD や ISO ファイルなどロー
カルで使用するインストールメディア、またはネットワーク上の場所のいずれかを選択することができ
ます。

図図8.9 インストールソースの画面インストールソースの画面
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図図8.9 インストールソースの画面インストールソースの画面

[D]

以下のオプションのいずれかを選択します。

自動検出したインストールメディア自動検出したインストールメディア

完全インストール用の DVD もしくは USB ドライブを使用してインストールを開始している場合
は、そのメディアが検出されメディアの基本的な情報がこのオプションに表示されます。確認確認 ボタ
ンをクリックして、メディアがインストールに適していることを確認します。この整合性テスト
は、起動メニューで Test this media & Install Red Hat Enterprise Linux をを 選択した場合、または 
rd.live.check 起動オプションを使用した場合に実行されるものと同じです。

ISO ファイルファイル

このオプションは、インストールプログラムで、ハードドライブがパーティションされており、マ
ウント可能なファイルシステムを備えてられていることを検出した場合に、表示されます。このオ
プションを選択し、Choose an ISO ボタンをクリックして、システム上のインストール ISO ファイ
ルの場所を参照します。次に、検証検証 をクリックして、ファイルがインストールに適していることを
確認します。

ネットワーク上ネットワーク上

ネットワークの場所を指定するには、このオプションを選択して、ドロップダウンメニューから以
下のオプションのいずれかを選びます。

http://

https://

ftp://

nfs

上記の選択肢をネットワークの場所の URL の開始部分として使用し、残りのアドレスをアドレス
ボックスに入力します。NFS を選択した場合は、NFS マウントオプションを指定する別のボックス
が表示されます。
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重要重要

NFS ベースのインストールソースを選択する場合は、ホスト名とパスを区切るコロン
(:) 文字を使用してアドレスを指定する必要があります。以下に例を示します。

server.example.com:/path/to/directory

HTTP または HTTPS ソースのプロキシーを設定するには、プロキシー設定プロキシー設定 ボタンをクリックしま
す。HTTP プロキシーを有効にするプロキシーを有効にする  をオンにして、プロキシープロキシー URL ボックスに URL を入力しま
す。プロキシーで認証が必要な場合は、認証を使用認証を使用 をオンにして、ユーザー名とパスワードを入力
します。Add をクリックします。

使用する HTTP もしくは HTTPS の URL がリポジトリーのミラーの一覧を参照する場合は、入力す
るフィールドの下のチェックボックスにチェックを入れます。

また、追加のリポジトリーを指定して、別のインストール環境やソフトウェアアドオンにアクセスする
こともできます。詳細は、「ソフトウェアの選択」 を参照してください。

リポジトリーを追加するには、+ ボタンをクリックします。リポジトリーを削除するには、- ボタンを
クリックします。矢印アイコンをクリックして、リポジトリーの前のリストに戻ります。つまり、現在
のエントリーを、インストールソースインストールソース 画面に入ったときに存在していたエントリーに置き換えます。リ
ポジトリーをアクティブ化または非アクティブ化するには、リストの各エントリーの 有効有効 列のチェッ
クボックスをクリックします。

画面の右側で追加したリポジトリーに名前を付け、ネットワーク上のプライマリーのリポジトリーを設
定したときと同じように設定することができます。

インストールソースを選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

8.12. ネットワークとホスト名

システムに不可欠なネットワーク機能を設定するには、Installation Summary 画面で Network & 
Hostname を選択します。

重要重要

インストール完了後に初めてシステムを起動すると、インストール中に設定したネット
ワークインターフェイスが作動します。ただし、Red Hat Enterprise Linux を DVD から
ローカルのハードドライブにインストールした場合など、一般的なインストールを行っ
た場合は、ネットワークインターフェイスの設定を求めるプロンプトは表示されませ
ん。

Red Hat Enterprise Linux をローカルのインストールソースからローカルのストレージデ
バイスにインストールする時に、システムの初回起動時にネットワークへのアクセスを
必要とする場合は、少なくとも 1 つのネットワークインターフェイスを手動で設定して
ください。また、設定を編集した場合は、起動後に自動で接続が行われるよう接続の設
定もしておく必要があります。

ローカルでアクセスできるインターフェイスはインストールプログラムにより自動的に検出されるた
め、手動での追加または削除はできません。検出されたインターフェイスは左側のペインに一覧表示さ
れます。一覧内のインターフェイスをクリックすると、右側にその詳細が表示されます。ネットワーク
インターフェイスをアクティブまたは非アクティブにするには、画面の右上隅にあるスイッチを ON ま
たは OFF に移動します。
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注記注記

em1 や wl3sp0 などの永続的な名前でネットワークデバイスを識別するために使用され
るネットワークデバイスの命名基準には、いくつかの種類があります。これらの標準に
ついては、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを参照してください。

図図8.10 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面

[D]

接続のリストの下にある ホスト名ホスト名 入力フィールドに、このコンピューターのホスト名を入力します。
ホスト名は、hostname.domainname 形式の fully-qualified domain name (FQDN) または hostname 形式
の short host name のいずれかを選択できます。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステ
ムにドメイン名を提供する DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)  サービスがあります。DHCP
サービスがこのマシンにドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定してくださ
い。値 localhost.localdomain はは、ターゲットシステムの特定の静的ホスト名が設定されていないこと
を意味し、インストールされたシステムの実際のホスト名は、ネットワーク設定のプロセス中に設定さ
れます (たとえば、DHCP または DNS を使用する NetworkManager によって)。

重要重要

ホスト名を手動で割り当てる場合は、委譲されていないドメイン名を使用しないでくだ
さい。使用すると、ネットワークリソースが使用できなくなる可能性があります。詳細
は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドで推奨している命名方法の実践例を
参照してください。

注記注記

インストールの完了後、システム 設定設定 ダイアログの ネットワークネットワーク セクションを使用し
て、ネットワーク設定を変更できます。

ネットワーク設定が完了したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

8.12.1. ネットワーク接続の編集

このセクションでは、インストール中に使用される一般的な有線接続の場合に最も重要となる設定につ
いてのみ説明します。ほとんどの場合、オプションの多くは変更する必要はなく、インストールされる
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システムにも引き継がれません。これ以外のネットワーク設定についてもほぼ同じですが、当然、特定
の設定パラメーターは異なります。インストール後のネットワーク設定については、Red Hat
Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを参照してください。

ネットワーク接続を手動で設定するには、画面の右下隅にある 設定設定 ボタンをクリックします。ダイア
ログが表示され、選択された接続の設定ができるようになります。表示される設定オプションは、有
線、無線、モバイルブロードバンド、VPN、DSL など接続タイプによって異なります。必要に応じて、
ネットワーク設定の詳細情報については、『ネットワークガイド』を参照してください。

インストール中に設定しておくと便利なネットワーク設定オプションを以下に示します。

システムが起動するたびに接続 を使用する場合は、このネットワークが利用可能になったら自を使用する場合は、このネットワークが利用可能になったら自
動的にこのネットワークに接続する動的にこのネットワークに接続する チェックボックスをオンにします。自動的に接続するネッ
トワークは、複数の接続を使用することができます。この設定は、インストールされるシステ
ムに引き継がれます。

図図8.11 ネットワーク自動接続機能ネットワーク自動接続機能

[D]

デフォルトでは、IPv4 パラメーターが DHCP サービスにより自動的に設定されます。同時に、
IPv6 設定は 自動自動 方式に設定されます。ほとんどの場合、この組み合わせが最適で通常は変更
する必要はありません。

図図8.12 IP プロトコル設定プロトコル設定
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図図8.12 IP プロトコル設定プロトコル設定

[D]

ネットワーク設定の編集が完了したら、保存保存 をクリックして新しい設定を保存します。インストール中
にすでに作動していたデバイスを再設定した場合、その新しい設定をインストール環境で使用するため
にはデバイスの再起動を行う必要があります。Network & Host Name 画面の ON/OFF スイッチを使用
して、デバイスを再起動します。

8.12.2. 高度なネットワークインターフェイス

高度なネットワークインターフェイスもインストールに使用できます。これには仮想ローカルエリア
ネットワーク (VLAN) と集約リンクを使用する 3 つの方法が含まれます。これらのインターフェイスに
ついては本ドキュメントの対象外となります。詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガ
イドを参照してください。

高度なネットワークインターフェイスを作成するには、ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名 画面の左下隅にある +
ボタンをクリックします。

図図8.13 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面
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図図8.13 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面

[D]

ダイアログが表示され、以下のオプションがドロップダウンメニューから選択できます。

Bond - NIC ( Network Interface Controller ) Bonding を表します。これは、複数のネットワーク
インターフェイスをまとめて単一の結合チャネルにバインドする方法です。

ブリッジブリッジ - 複数の個別のネットワークを 1 つの集約ネットワークに接続する方法である NIC ブ
リッジングを表します。

チームチーム - リンクを集約するための新しい実装である NIC チーミングを表し、パケットフローの
高速処理を実装するための小さなカーネルドライバーと、ユーザー空間で他のすべてを実行す
るためのさまざまなアプリケーションを提供するように設計されています。

VLAN - 相互に分離された複数の異なるブロードキャストドメインを作成する方法を表します。

図図8.14 高度なネットワークインターフェイスのダイアログ高度なネットワークインターフェイスのダイアログ

[D]

注記注記

ローカルでアクセスできるインターフェイスは有線、無線に関わらずインストールプロ
グラムにより自動的に検出されるため、上記の操作手順で手動による追加や削除はでき
ません。

オプションを選択して 追加追加 ボタンをクリックすると、新しいインターフェイスを設定するための別の
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ダイアログが表示されます。詳細な手順については、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを
参照してください。既存の高度なインターフェイスで設定を編集するには、画面の右下隅にある 設定設定
ボタンをクリックします。- ボタンをクリックして、手動で追加したインターフェイスを削除すること
もできます。

8.13. ソフトウェアの選択

インストールするパッケージを指定するには、Installation Summary 画面で Software Selection を選
択します。パッケージは ベース環境ベース環境 に応じてグループ化されています。これらの環境は、特定の目的
を持つ事前定義された一連のパッケージです。たとえば、仮想化ホスト仮想化ホスト 環境には、システム上で仮想マ
シンを実行するために必要な一連のソフトウェアパッケージが含まれています。インストール時に選択
できる環境は一つのみです。

各環境には、アドオンアドオン という形で追加パッケージが選択できるようになっています。アドオンは画面の
右側に表示され、環境を選び直すとアドオンの一覧も更新されます。アドオンは複数選択が可能です。

アドオン一覧は横線で上下に分割されています。

横線の 上上 に表示されるアドオンは、選択した環境に固有のものです。いずれかのアドオンを選
択してから環境の選択を変更すると、アドオンの選択は失われます。

横線の 下下 に表示されるアドオンは、すべての環境で同じものです。別の環境を選択し直して
も、ここでの選択は失われません。

図図8.15 サーバーインストールでのソフトウェア選択の例サーバーインストールでのソフトウェア選択の例

[D]

選択できるベース環境およびアドオンの種類は、インストールソースとして使用するインストール ISO
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選択できるベース環境およびアドオンの種類は、インストールソースとして使用するインストール ISO
イメージの種類によります。たとえば、サーバーサーバー バリアントはサーバー用に設計された環境を提供しま
すが、ワークステーションワークステーション バリアントには開発者ワークステーションとしてデプロイメントするための
いくつかの選択肢があります。

インストールプログラムでは各環境に含まれているパッケージは表示されません。特定の環境またはア
ドオンに含まれるパッケージを確認するには、repodata/*-comps- variant を参照してください。を参照してください。 イン
ストールソースとして使用している Red Hat Enterprise Linux インストール DVD の architecture .xml
ファイル。このファイルには、使用可能な環境 (<environment> タグでマーク) とアドオン (<group>
タグ) を記述した構造が含まれています。

重要重要

事前に定義された環境やアドオンを使用するとシステムをカスタマイズできますが、手
動でのインストールでは、インストールする個別パッケージを選択する方法はありませ
ん。どのパッケージをインストールする必要があるかわからない場合、Red Hat は 最小最小
インストールインストール 環境を選択することを推奨します。最小限のインストール最小限のインストール では、Red Hat
Enterprise Linux の基本バージョンと最小限の追加ソフトウェアのみをインストールしま
す。これにより、システムが脆弱性の影響を受ける可能性が大幅に減ります。システム
のインストールが完了し、初めてログインした後、Yum パッケージマネージャーを使用
して必要な追加ソフトウェアをインストールできます。Minimal install の詳細について
は、Red Hat Enterprise Linux 7 Security Guide の Installing the Minimum amount of
Packages Required セクションを参照してください。

代わりに、キックスタートファイルを使ってインストールを自動化することによりインストールパッ
ケージをより高度なレベルで管理することもできます。キックスタートファイルの %packages セク
ションで、環境、グループ、および個々のパッケージを指定できます。キックスタートファイルでイン
ストールするパッケージを選択する方法については 「パッケージの選択」 を参照してください。キッ
クスタートを使ってインストールを自動化する方法については27章キックスタートを使ったインストー
ルを参照してください。

インストールする環境とアドオンを選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻り
ます。

8.13.1. コアとなるネットワークサービス

すべての Red Hat Enterprise Linux インストールには、以下のネットワークサービスが含まれます。

rsyslog サービスによる集中ログ

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) による電子メール

NFS (Network File System) によるネットワークファイル共有

SSH (Secure SHell) によるリモートアクセス

mDNS (multicast DNS) によるリソースのアドバタイズ

Red Hat Enterprise Linux システムの自動化プロセスは、システム管理者へのレポートやメッセージの送
信に電子メールサービスを利用するものがあります。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷な
どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。

インストール後に電子メール、ファイル共有、ログ記録、印刷、リモートによるデスクトップへのアク
セスなどのサービスを提供するように Red Hat Enterprise Linux システムを設定できます。SSH サービ
スはデフォルトで有効になっています。また、NFS 共有サービスを有効にしなくても、NFS を使って
他のシステム上のファイルにアクセスすることもできます。
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8.14. インストール先

ディスクを選択し、Red Hat Enterprise Linux をインストールするストレージスペースを分割するに
は、Installation Summary 画面で Installation Destination を選択します。ディスクのパーティション
設定に慣れていない場合は、付録A ディスクパーティションの概要を参照してください。

警告警告

Red Hat では、システム上の全データを常にバックアップしておくことを推奨して
います。たとえば、デュアルブートシステムをアップグレードする、または作成す
る場合には、保存しておきたいストレージデバイスのデータはすべてバックアップ
をとってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全データを喪失してしま
う可能性があります。

重要重要

Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、このセクション
で説明しているデフォルトのパーティション設定スキームしか使用できません。インス
トールプログラムで自動的に追加や削除が行われるもの以外、パーティションやファイ
ルシステムの追加または削除はできません。

重要重要

特殊なケース特殊なケース

RAID カードを実装している場合、BIOS タイプは、RAID カードからの起動に対
応していない場合がある点に注意してください。このような場合、別のハードド
ライブなど、RAID アレイの外側のパーティションに /boot パーティションを作
成する必要があります。そのような RAID カードへのパーティション作成には、
内蔵ハードドライブを使用する必要があります。ソフトウェア RAID のセット
アップには 、、/boot パーティションも必要です。システムを自動的に分割するこ
とを選択した場合は、/boot パーティションを手動で編集する必要があります。
見る「手動パーティション設定」詳細については。

Red Hat Enterprise Linux ブートローダーを別のブートローダーから チェーン
ロードする ように設定するには、Installation Destination 画面から Full disk 
summary and bootloader リンクをクリックして手動でブートドライブを指定
する必要があります。起動ドライブを指定する方法は、「ブートローダーのイン
ストール」 を参照してください。

マルチパスストレージデバイスと非マルチパスのストレージデバイスの両方が使
用されているシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールすると、イン
ストールプログラムの自動パーティション設定レイアウトに、マルチパスのデバ
イスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグループが作成される可能
性があります。これはマルチパスストレージの目的に反することになります。イイ
ンストール先ンストール先 画面で、マルチパスデバイスのみ、または非マルチパスデバイス
のみを選択することを推奨します。もしくは、手動のパーティション設定を実行
してください。

図図8.16 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要
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図図8.16 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要

[D]

この画面では、ご使用のコンピューターでローカルの使用が可能なストレージデバイスを確認すること
ができます。ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックして、特殊なデバイスやネットワークデバイスを追加す
ることもできます。このデバイスの詳細は「ストレージデバイス」を参照してください。

画面上部のペインのアイコンをクリックして、Red Hat Enterprise Linux をインストールするディスクを
選択します。各ディスクには、ラベル、サイズ、使用可能な領域が示されています。この画面で選択し
なかったディスクについては一切変更されません。

ストレージデバイスのペインの下には、その他のストレージオプションその他のストレージオプション というラベルの付いた追加のコ
ントロールがあります。

パーティショニングパーティショニング セクションでは、ストレージデバイスのパーティション分割方法とボ
リュームの作成方法を選択できます。パーティションを手動で設定する、またはインストール
プログラムによる自動設定を選択することができます。

今まで使用したことがないストレージにクリーンインストールを実行する場合、またはスト
レージに保存されているデータは一切必要ない場合には、自動パーティション設定が推奨され
ます。この方法で続行するには、パーティショニングを自動的に設定するパーティショニングを自動的に設定する ラジオボタンのデ
フォルトの選択をそのままにしておきます。インストールプログラムは必要なパーティション
とボリュームをストレージスペースに作成します。

自動パーティショニングの場合、追加のスペースを利用可能にしたい追加のスペースを利用可能にしたい チェックボックスを選択
して、他のファイルシステムからこのインストールにスペースを再割り当てする方法を選択す
ることもできます。完了完了 をクリックすると、2 つのダイアログが表示されます。自動パーティ
ション設定を選択しているものの、推奨のパーティション設定でインストールを完了するのに
十分なストレージ領域がない場合には、以下のダイアログが表示されます。

図図8.17 インストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプションインストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプション
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図図8.17 インストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプションインストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプション

[D]

Red Hat Enterprise Linux ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 リンクをクリックできます。リンクをクリック
すると、ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 セクションに移動します。ここで、インストールするソフトウェ
アを変更したり、追加のストレージスペースを解放したりできます。

または、キャンセルしてディスクを追加キャンセルしてディスクを追加 をを クリックして インストール先インストール先 画面に戻り、スト
レージデバイスを追加するか、手動でパーティションを設定することを選択できま
す。Reclaim space をクリックして、既存のファイルシステムから一部のストレージスペース
を解放します。詳細は 「ディスク領域の獲得」 を参照してください。

十分な領域を確保できないと、別のダイアログが表示されます。この場合は、当初のストレー
ジ画面でディスクを追加するか、インストールを中止することになります。

手動セットアップ用に I will configure partitioning ラジオボタンを選択すると、Done をク
リックすると Manual Partitioning 画面が表示されます。詳細は 「手動パーティション設定」
を参照してください。

暗号化暗号化 セクションで、データを暗号化するデータを暗号化する チェックボックスをオンにして、/boot パーティ
ションを除くすべてのパーティションを暗号化できます。暗号化についての詳細はRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

画面の下部には、ブートローダーをインストールするディスクを設定するための フルディスクの概要フルディスクの概要 
とブートローダーとブートローダー ボタンがあります。

詳細は、「ブートローダーのインストール」 を参照してください。

選択が完了したら、完了完了 ボタンをクリックして 、インストールの概要、インストールの概要 画面に戻るか、手動パーティ手動パーティ
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選択が完了したら、完了完了 ボタンをクリックして 、インストールの概要、インストールの概要 画面に戻るか、手動パーティ手動パーティ
ション分割ション分割 画面に進みます。

8.14.1. ブートローダーのインストール

Red Hat Enterprise Linux は、ブートローダーとして GRUB2 (GRand Unified Bootloader バージョン 2)
を使用します。ブートローダーは、システムの起動時に実行し、制御をオペレーティングシステムに読
み込み、転送する最初のプログラムです。GRUB2 は互換性のあるオペレーティングシステムであれば
起動可能で、チェーンロード で未対応のオペレーティングシステムのブートローダーにも読み込んだ指
示を渡すことができます。

警告警告

GRUB 2 をインストールすると既存のブートローダーを上書きする可能性がありま
す。

Red Hat Enterprise Linux は、他のオペレーティングシステムがすでにインストールされていると、自動
検出して GRUB2 で起動できるように設定します。他のオペレーティングシステムが正しく検出されな
い場合は手作業で設定できます。

ブートローダーをインストールするデバイスを指定するには、インストール先インストール先 画面の下部にある フルフル
ディスクの概要とブートローダーディスクの概要とブートローダー リンクをクリックします。選択したディスク選択したディスク ダイアログが表示され
ます。ドライブを手動でパーティション分割する場合、手動パーティション分割手動パーティション分割 画面で 選択したスト選択したスト
レージデバイスをレージデバイスを クリックすると、このダイアログにアクセスできます。

図図8.18 選択したディスクの要約選択したディスクの要約
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図図8.18 選択したディスクの要約選択したディスクの要約

[D]

Boot 列で、緑色のチェックアイコンが、デバイスの 1 つを目的の起動デバイスとしてマークします。
起動デバイスを変更するには、リストからデバイスを選択し、起動デバイスとして設定起動デバイスとして設定 ボタンをクリッ
クして、代わりにそこにブートローダーをインストールします。

新しいブートローダーのインストールを拒否するには、マークされたデバイスを選択し、ブートローブートロー
ダーをインストールしないダーをインストールしない ボタンをクリックします。チェックマークアイコンが外れ、いずれのデバイ
スにも GRUB2 はインストールされなくなります。

警告警告

何らかの理由でブートローダーをインストールしない選択をした場合、直接システ
ムを起動することができなくなるため、市販のブートローダーアプリケーションな
ど別の起動方法を使用しなければならなくなります。ブートローダーをインストー
ルしない選択は、システムを起動させるための別の方法が確保されている場合に限
定してください。

8.14.1.1. MBR とと GPT に関する注意点に関する注意点

インストールプログラムによりルートファイルシステムのデバイスの マスターブートレコード (MBR)
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インストールプログラムによりルートファイルシステムのデバイスの マスターブートレコード (MBR)
または GUID パーティションテーブル (GPT) に GRUB2 がインストールされます。いずれを使用するか
は、次のような状況によって判断されます。

BIOS システム、およびシステム、および BIOS 互換性モードの互換性モードの UEFI システムシステム

ディスクが既にフォーマットされている場合、パーティションスキームは維持されます。

ディスクがフォーマットされていない場合、またはユーザーがディスクからすべてのパーティショ
ンを消去した場合、Anaconda はは 以下を使用します。

ディスクに 232 未満のセクターしかない場合、MBR を使用。一般的にディスクセクターは
512 バイトで、これは 2 TiB に当たります。

ディスクに 232 以上のセクターがある場合、GPT を使用。

注記注記

ブートコマンドラインに inst.gpt オプションを追加して、デフォルトの動作
をオーバーライドし、サイズが 2 32 セクター未満のディスクで GPT を使用
します。Anaconda をを 手動でオーバーライドして、サイズが 2 32 セクター以
上のディスクで MBR を使用することはできないことに注意してください。

ブートローダーが GPT を使用するディスクの BIOS システム上にインストールするには、BIOS
Boot (biosboot) パーティションを作成する必要があります。biosboot パーティションのサイズは 1
MiB にする必要があります。ただし、ブートローダーを含むディスクが MBR を使用している場合
は、biosboot パーティションは必要 ありませんありません。

UEFI システムシステム

UEFI のシステム上で使用できるのは GPT のみです。MBR があるフォーマット済みディスクにイン
ストールするには、まずディスクの再フォーマットが必要になります。

パーティショニングスキームに関係なく、EFI システムパーティション (/boot/efi) を作成する必要
があります。/boot/efi パーティションのサイズは少なくとも 50 MiB にする必要があります。推奨サ
イズは 200 MiB です。

注記注記

biosboot パーティションも efi パーティションも、LVM ボリュームに置くことはで
きません。このパーティションは標準の物理パーティションに格納してください。

8.14.2. パーティションの暗号化

データを暗号化するデータを暗号化する オプションを選択した場合、クリックして次の画面に進むと、インストールプログ
ラムは、システム上のパーティションを暗号化するためのパスフレーズの入力を求めます。

パーティションの暗号化は LUKS (Linux Unified Key Setup) を使用して行われます。詳細はRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

図図8.19 暗号化したパーティションのパスフレーズ入力暗号化したパーティションのパスフレーズ入力
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図図8.19 暗号化したパーティションのパスフレーズ入力暗号化したパーティションのパスフレーズ入力

[D]

パスフレーズが決まったらダイアログボックスの 2 つのフィールドに入力します。パスフレーズの設定
に使用するキーボードレイアウトは、後でパーティションのロック解除に使用するキーボードレイアウ
トと同じものを使用してください。言語レイアウトのアイコンで正しいレイアウトが選択されているこ
とを確認します。このパスフレーズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。パスフパスフ
レーズレーズ 入力フィールドで Tab キーキー  を押して、パスフレーズを再入力します。パスフレーズが脆弱すぎ
る場合はフィールドに警告アイコンが表示され、2 番目のフィールドに入力ができません。カーソルを
警告アイコンの上に持って行くと、パスフレーズの改善方法が分かります。

警告警告

このパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびそのパー
ティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなくなった
パスフレーズを復元する方法はありません。

キックスタートを使用したインストールを行っている場合は、インストール中に暗
号パスフレーズを保存してバックアップしておくことができます。ディスク暗号化
の詳細はRed Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

8.14.3. ディスク領域の獲得

インストール先インストール先 で選択したディスクに Red Hat Enterprise Linux をインストールするための十分なス
ペースがなく、インストールオプションインストールオプション ダイアログでスペース の再利用の再利用 を選択した場合、ディスク容ディスク容
量の再利用量の再利用 ダイアログが表示されます。
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警告警告

パーティションの縮小を選択していなければ、領域の確保によりそのパーティショ
ン上のデータはすべて消去されます。このため、保持しておく必要があるデータの
バックアップがすでに用意されていることを必ず確認してください。

図図8.20 既存ファイルシステムからのディスク領域の確保既存ファイルシステムからのディスク領域の確保

[D]

Red Hat Enterprise Linux を検出した既存のファイルシステムが、該当するディスクの一部として表に一
覧表示されます。Reclaimable Space 列には、このインストールに再割り当てできるスペースがリスト
表示されます。アクションアクション 列には、スペースを再利用するためにファイルシステムで実行されるアク
ションがリスト表示されます。

表の下にはボタンが 4 つあります。

保存保存 - ファイルシステムは変更されず、データは削除されません。これがデフォルト動作で
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保存保存 - ファイルシステムは変更されず、データは削除されません。これがデフォルト動作で
す。

削除削除 - ファイルシステムを完全に削除します。ファイルシステムが占めていた領域をすべてイ
ンストールで使用できるようにします。

縮小縮小 - ファイルシステムから空き領域を回復し、このインストールで使用できるようにしま
す。スライダーを使って選択したパーティションの新たなサイズを設定します。LVM または
RAID が使用されていない、サイズ変更可能なパーティションでしか使用できません。

すべて削除すべて削除/すべて保存すべて保存 - このボタンは右側にあり、デフォルトですべてのファイルシステムを
削除対象としてマークします。もう一度クリックすると、ラベル名が変わり、全ファイルシス
テムを確保するように再度マークされます。

マウスを使ってテーブル内のファイルシステムまたはディスク全体を選択したら、ボタンをクリックし
ます。アクションアクション 列のラベルが選択内容に合わせて変更され、テーブルの下に表示される 再利用する再利用する
選択済み選択済み 容量の合計がそれに応じて調整されます。この値の下にはインストールに必要となる領域サイ
ズが表示されます。このサイズはインストールの選択をしたパッケージの量に基づいています。

インストールを続行するのに十分なスペースが再利用されると、Reclaim Space ボタンが使用可能にな
ります。このボタンをクリックしてインストールの概要画面に戻り、インストールを続行します。

8.14.4. 手動パーティション設定

手動パーティション 設定設定 画面画面 は、I will configure partitioning オプションを選択した場合は、インス
トール先 から 完了完了 をクリックすると表示されます。各ディスクパーティションおよびマウントポイン
トの設定はこの画面で行います。ここで、Red Hat Enterprise Linux をインストールするファイルシステ
ムを定義します。

警告警告

Red Hat では、システム上の全データを常にバックアップしておくことを推奨して
います。たとえば、デュアルブートシステムをアップグレードする、または作成す
る場合には、保存しておきたいストレージデバイスのデータはすべてバックアップ
をとってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全データを喪失してしま
う可能性があります。

図図8.21 手動パーティション設定の画面手動パーティション設定の画面
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図図8.21 手動パーティション設定の画面手動パーティション設定の画面

[D]

Manual Partitioning 画面では、最初にマウントポイントの左側に 1 つのペインがあります。このペイ
ンは、マウントポイント作成についての情報以外は空であるか、インストールプログラムが検出した既
存のマウントポイントを表示します。これらのマウントポイントは、検出されたオペレーティングシス
テムのインストールごとにまとめられています。このため、パーティションがいくつかのインストール
で共有されている場合は、複数回表示されるファイルシステムもあります。選択されたストレージデバ
イスの合計領域と利用可能な領域がこのペインの下に表示されます。

システムに既存のファイルシステムがある場合には、インストールに十分な領域があることを確認して
ください。- ボタンを使用して、不要なパーティションを削除します。

注記注記

ディスクパーティションに関する推奨事項および補足情報は、付録A ディスクパーティ
ションの概要 と 「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。少
なくとも、適切なサイズのルートパーティションと、通常、システムの RAM のサイズに
応じた swap パーティションが必要です。

8.14.4.1. ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定

Red Hat Enterprise Linux のインストールには最低限必要なパーティションは 1 つですが、Red Hat は、
少なくとも /、/home、 / boot、および swap のパーティションまたはボリュームを使用することを推
奨します。必要に応じて、その他のパーティションやボリュームを作成することもできます。詳細は
「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。

注記注記
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注記注記

(特定のパーティションを特定のディスクに配置するなど) 特定のパーティションに要件
があり、他のパーティションにはそのような要件がない場合は、要件のあるパーティ
ションを先に作成します。

ファイルシステムの追加手順は 2 つに分かれます。まず、特定のパーティションスキームにマウントポ
イントを作成します。マウントポイントが左側のペインに表示されます。次に、右側のペインのオプ
ションを使ってこのマウントポイントをカスタマイズします。ここではマウントポイント、デバイスタ
イプやファイルシステムタイプ、ラベルなどを変更する、該当パーティションを暗号化するまたは再
フォーマットすることなどができます。

既存のファイルシステムがなく、インストールプログラムで必要なファイルシステムとそれらのマウン
トポイントを作成する場合は、左側のペインのドロップダウンメニューから任意のパーティション設定
スキームを選択します (Red Hat Enterprise Linux のデフォルトは LVM)。次に、ペインの上部にあるリ
ンクをクリックするとマウントポイントが自動的に作成されます。これにより、/boot パーティショ
ン、/ (root)ボリューム、および swap ボリュームが生成され、使用可能なストレージのサイズに比例し
ます。これらのファイルシステムが一般的なインストールで推奨されるファイルシステムになります。
ただし、必要に応じてファイルシステムとマウントポイントを追加することもできます。

または、ペインの下部にある + ボタンを使用して、個々のマウントポイントを作成します。これで 、、
新しいマウントポイントの追加新しいマウントポイントの追加 ダイアログが開きます。マウントポイントマウントポイント ドロップダウンメニューか
ら事前に設定したパスのいずれかを選択するか、独自のパスを入力します。たとえば、root パーティ
ションの場合は / を選択し、ブートパーティションには /boot を選択します。次に、ファイルシステム
のサイズを Desired Capacity テキストフィールドに入力します（例： 2GiB ）。フィールドを空白の
ままにしたり、利用可能な領域よりも大きいサイズを指定すると、残りの空の領域がすべて使用される
ことになります。これらの詳細を入力したら、マウントポイントの追加マウントポイントの追加 ボタンをクリックしてパーティ
ションを作成します。

注記注記

領域の割り当てに関する問題を回避するには、最初に /boot などの既知の固定サイズの
小さなパーティションを作成し、その後に残りのパーティションを作成して、インス
トールプログラムが残りの領域をそれらに割り当てられるようにします。

同様に、システムが置かれることになる複数のディスクがあり、これらのサイズが異な
り、また特定のパーティションが BIOS に検出される最初のディスク上で作成される必
要がある場合、そのパーティションを最初に作成するようにしてください。

左側のペインにあるドロップダウンメニューを使うと、手作業で作成する新しいマウントポイントに
パーティションスキームを設定することができます。利用可能なオプションは 、標準パーティショ、標準パーティショ
ンン、BTRFS、LVM、および LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング です。/boot パーティションは、このメニュー
で選択した値に関係なく、常に標準パーティションに配置されることに注意してください。

LVM 以外のマウントポイントを 1 つ配置するデバイスを変更するには、マウントポイントを選択し、右
側のペインの Modify... ボタンをクリックして、マウントポイントの設定マウントポイントの設定 ダイアログを開きます。1 つ
以上のデバイスを選択し、Select をを クリックします。ダイアログが閉じたら、手動パーティション手動パーティション 設
定 画面の右側にある 設定の 更新更新 ボタンをクリックしてこの設定を確定する必要がある点に注意してく
ださい。

図図8.22 マウントポイントの設定マウントポイントの設定
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図図8.22 マウントポイントの設定マウントポイントの設定

[D]

すべてのローカルディスクとパーティションに関する情報を更新するには、ツールバー のの Rescan ボタ
ン（円形の矢印アイコンを使用）をクリックします。この作業が必要になるのはインストールプログラ
ム以外で高度なパーティション設定を行った場合のみです。ディスクの再ディスクの再 スキャン ボタンをクリック
すると、インストールプログラムで以前に行った設定変更がすべて失われることに注意してください。

図図8.23 ディスクの再スキャンディスクの再スキャン

[D]

画面下部のリンクには、インストール先インストール先 で選択したストレージデバイスの数が表示されます( 「インス
トール先」を参照してください)。このリンクをクリックすると、選択したディスク選択したディスク ダイアログが開
き、ディスクに関する情報が確認されます。詳細は、「ブートローダーのインストール」 を参照してく
ださい。

パーティションまたはボリュームをカスタマイズする場合は、左側のペインでパーティションまたはボ
リュームを選択すると、右側にカスタム可能な詳細が表示されます。
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図図8.24 パーティションのカスタマイズパーティションのカスタマイズ

[D]

マウントポイントマウントポイント - ファイルシステムのマウントポイントを入力します。たとえば、ファイル
システムが root ファイルシステムの場合は / を入力し、/boot ファイルシステムの場合は /boot
を入力します。swap ファイルシステムの場合、マウントポイントは設定しないでください。
ファイルシステムタイプを swap に設定するだけで十分です。

必要な 容量：容量： ファイルシステムの必要なサイズを入力します。単位には KiB や GiB が使用で
きます。単位を指定しない場合は、MiB がデフォルトになります。

デバイスタイプデバイスタイプ - 標準パーティション、LVM、RAID、 LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング 、または 
BTRFS のいずれかの種類を選択します。パーティションまたはボリュームを 暗号暗号 化するに
は、隣接する 暗号化 ボックスにチェックを入れます。パスワードを設定するようプロンプトが
後で表示されます。RAID は、パーティションに 2 つ以上のディスクが選択されている場合に
のみ利用できます。このタイプを選択した場合は、RAID レベルレベル を設定することもできますを設定することもできます。
同様に、LVM を選択した場合は、ボリュームグループ を 指定できます指定できます。

ファイルシステムファイルシステム: ドロップダウンメニューで、このパーティションまたはボリュームに適した
ファイルシステムタイプを選択します。既存のパーティションをフォーマットする場合は、隣
接する Reformat ボックスにチェックを入れるか、データを維持するためにチェックを外しま
す。データをそのまま維持する場合は空白にしておきます。新規作成されたパーティションや
ボリュームは再フォーマットが必要で、この場合はチェックボックスのチェックを外すことは
できません。

label - パーティションにラベルを割り当てます。ラベルを使うと、個別のパーティションの認
識とアドレス指定が容易になります。
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名前名前: LVM または Btrfs ボリュームに名前を割り当てます。標準パーティションは作成時に自動
的に名前が付けられ、/home には sda1 という名前が割り当てられているなど、名前を編集で
きないことに注意してください。

ファイルシステムおよびデバイスタイプの詳細は、「ファイルシステムのタイプ」 を参照してくださ
い。

設定の更新設定の更新 ボタンをクリックして変更を保存し、カスタマイズする別のパーティションを選択します。
インストールの概要ページからインストールを開始するまで、実際には変更は適用されません。Reset 
All ボタンをクリックして、すべてのパーティションへの変更をすべて破棄し、最初からやり直しま
す。

すべてのファイルシステムとマウントポイントを作成してカスタマイズしたら、完了完了 ボタンをクリック
します。ファイルシステムの暗号化を選択した場合はパスフレーズの作成が求められます。次に、イン
ストールプログラムが受け取るストレージ関連の全アクションの概要を示すダイアログが表示されま
す。これにはパーティションおよびファイルシステムの作成、サイズ調整、削除が含まれます。すべて
の変更を確認し、Cancel & Return to Custom Partitioning をクリックして戻ることができます。変更
を確認するには、Accept Changes をクリックして Installation Summary ページに戻ります。追加のデ
バイスをパーティションに分割するには、インストール先インストール先 画面でデバイスを選択し、手動パーティショ手動パーティショ
ン設定ン設定 画面に戻り、本セクションで説明している追加のデバイスについてこの手順を繰り返します。

重要重要

/usr または /var のパーティションがルートボリュームとは別に設定されている場合、こ
のディレクトリーには重要なコンポーネントが含まれているため、起動プロセスが非常
に複雑になります。iSCSI ドライブや FCoE などの場所に配置してしまった場合には、シ
ステムが起動できなくなったり、電源オフや再起動の際に Device is busy のエラーでハ
ングしたりする可能性があります。

この制限は /usr または /var にのみ適用され、それらの下のディレクトリーには適用され
ません。たとえば、/var/www 用の別のパーティションは問題なく機能します。

8.14.4.1.1. ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ

Red Hat Enterprise Linux では、異なるデバイスタイプとファイルシステムを作成できます。各種のデバ
イスタイプおよびファイルシステムの種類とその使い方を以下に簡単に示します。

デバイスタイプデバイスタイプ

標準パーティション標準パーティション: 標準のパーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含める
ことも、ソフトウェア RAID または LVM 物理ボリューム用のコンテナーを提供することもでき
ます。

論理ボリューム論理ボリューム(LVM): LVM パーティションを作成すると、自動的に LVM 論理ボリュームが生
成されます。LVM は、物理ディスクを使用する場合にパフォーマンスを向上させることができ
ます。論理ボリュームを作成する方法は、「LVM 論理ボリュームの作成」 を参照してくださ
い。LVM に関する詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理を参
照してください。

LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング - シンプロビジョニングを使用すると、シンプールと呼ばれる空き
領域のストレージプールを管理できます。これは、アプリケーションで必要に応じて任意の数
のデバイスに割り当てることができます。シンプールは、ストレージ領域をコスト効率よく割
り当てる必要がある場合に、動的に拡張できます。LVM に関する詳細は、Red Hat
Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理を参照してください。
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警告警告

Anaconda は、オーバープロビジョニングの LVM シンプールをサポートし
ていません。

注記注記

インストーラーは、LVM シンプール論理ボリューム用に要求した領域の 20%
を、これを格納しているボリュームグループ内で自動的に確保します。これは、
シンプロビジョニングした論理ボリュームのデータボリュームやメタデータボ
リュームを拡張する場合に備えた安全対策です。

ソフトウェアソフトウェア RAID - 複数のソフトウェア RAID パーティションを作成すると、RAID デバイス
を作成できます。システム上の各ディスクに対して RAID パーティションを 1 つずつ割り当てま
す。RAID デバイスを作成するには、「ソフトウェア RAID の作成」  を参照してください。
RAID の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイドを参照してください。

ファイルシステムファイルシステム

XFS - XFS は、最大 16 EiB （約 160,000 GiB）のファイルシステム、最大 8 EiB （約 80,000
GiB）のファイル、および数十万のエントリーを含むディレクトリー構造をサポートする、非常
にスケーラブルで高パフォーマンスのファイルシステムです。XFS は、クラッシュからの回復
が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、XFS ファイルシステムは、マウント中
でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができます。このファイルシステム
はデフォルトで選択されており、強くお勧めします。以前使用された ext4 ファイルシステムか
ら XFS に共通のコマンドを変換する方法は、付録F ext4 と XFS コマンドの参照表  を参照して
ください。

Red Hat Enterprise Linux で XFS ファイルシステムで現在対応可能な最大サイズは、500 TiB で
す。

ext4: ext4 ファイルシステムは ext3 ファイルシステムをベースとし、多くの改善が行われてい
ます。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようになり、ディ
スク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクトリー内の
サブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、ジャーナリン
グがより強力になりました。

Red Hat Enterprise Linux で ext4 ファイルシステムで現在対応可能な最大サイズは、50 TiB で
す。

ext3 - ext3 ファイルシステムは ext2 ファイルシステムをベースとし、ジャーナリング機能とい
う大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用すると、クラッシュが
発生するたびに fsck ユーティリティーを実行してメタデータの整合性をチェックする必要がな
いため、クラッシュ後のファイルシステムの復元にかかる時間が短縮されます。

ext2: ext2 ファイルシステムは、通常のファイル、ディレクトリー、シンボリックリンクなど、
標準の Unix ファイルタイプをサポートします。最大 255 文字までの長いファイル名を割り当て
ることができます。

vfat: VFAT ファイルシステムは、FAT ファイルシステム上の Microsoft Windows の長いファイ
ル名と互換性のある Linux ファイルシステムです。
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swap - Swap パーティションは仮想メモリーをサポートするために使用されます。つまり、シ
ステムが処理しているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータが swap パーティショ
ンに書き込まれます。

BIOS ブート：BIOS システムで GUID パーティションテーブル(GPT)でデバイスを起動するた
めに必要な非常に小さなパーティションです。詳細は 「ブートローダーのインストール」 を参
照してください。

EFI システムパーティションシステムパーティション - UEFI システムで GUID パーティションテーブル(GPT)でデバイ
スを起動するために必要な小さなパーティション。詳細は 「ブートローダーのインストール」
を参照してください。

各ファイルシステムには、そのファイルシステムにより異なるサイズ制限があります。また、ファイル
システムごと個別のファイルを格納しています。対応している最大ファイルサイズおよび最大ファイル
システムサイズなどの一覧はカスタマーポータルの Red Hat Enterprise Linux technology capabilities and
limits のページをご覧ください (https://access.redhat.com/site/articles/rhel-limits)。

8.14.4.2. ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成

RAID (Redundant arrays of independent disks)  は、複数のディスクで設定されており、組み合わせてパ
フォーマンスを向上させます。また、一部の設定では、より高い耐障害性を得ることができます。各種
RAID の詳細は以下をご覧ください。

RAID デバイスの作成は 1 つのステップで終わり、必要に応じてディスクを追加または削除できます。
また、ディスクは必要に応じて追加や削除ができます。1 つの物理ディスクに 1 つの RAID パーティショ
ンが作成できるため、インストールプログラムで使用できるディスク数により利用できる RAID デバイ
スのレベルが確定されます。たとえば、システムに 2 つのハードドライブがある場合、RAID10 デバイ
スを作成することはできません。これには 4 つの別個のパーティションが必要になります。

図図8.25 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成 - デバイスタイプメニューデバイスタイプメニュー の展開の展開
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図図8.25 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成 - デバイスタイプメニューデバイスタイプメニュー の展開の展開

[D]

RAID 設定オプションはインストール用に複数のディスクを選択している場合にのみ、表示されます。
RAID デバイスの作成には少なくともディスクが 2 つ必要になります。

RAID デバイスの作成

1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従って、マウントポイントを作
成します。このマウントポイントを設定することで、RAID デバイスを設定していることになり
ます。

2. 左側のペインでパーティションを選択したまま、ペインの下にある設定ボタンを選択して、ママ
ウントポイントの設定ウントポイントの設定 ダイアログをダイアログを 開きます。RAID デバイスに含まれるディスクを選択
し、Select をクリックします。

3. デバイスタイプデバイスタイプ ドロップダウンメニューをクリックして、RAID を選択します。

4. ファイルシステム ドロップダウン メニューをメニューを クリックして、目的のファイルシステムタイプ
を選択します( 「ファイルシステムのタイプ」 を参照してください)。

5. RAID レベル ドロップダウンメニューをクリックして、目的の RAID レベルを選択します。

利用できる RAID レベルは以下のとおりです。

RAID0 - パフォーマンス（ストライプ）パフォーマンス（ストライプ）

データを複数のディスクに分散させます。RAID レベル 0 は、標準パーティションでのパ
フォーマンスを向上させます。複数のディスクを 1 つの大きな仮想デバイスにまとめること
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ができます。RAID レベル 0 には冗長性がなく、アレイ内の 1 ディスクに障害が発生すると
アレイ全体のデータが壊れる点に注意してください。RAID 0 には少なくとも 2 つの RAID
パーティションが必要です。

RAID1 - 冗長性（ミラーリング）冗長性（ミラーリング）

1 つのディスク上の全データを別のディスク (複数可) にミラーリングします。アレイ内のデ
バイスを増やすことで冗長レベルを強化します。RAID 1 には少なくとも 2 つの RAID パー
ティションが必要です。

RAID4 - エラー検出（解析）エラー検出（解析）

データを複数のディスクに分散す、アレイ内の 1 ディスクにパリティー情報を格納している
ため、アレイ内のいずれかのディスクに障害が発生した場合にアレイを保護します。すべて
のパリティー情報が 1 つのディスクに格納されるため、このディスクにアクセスすると、ア
レイのパフォーマンスにボトルネックが発生します。RAID 4 には少なくとも 3 つの RAID
パーティションが必要です。

RAID5: 分散エラー検出分散エラー検出

データおよびおよびパリティー情報を複数のディスクに分散させます。そのため、RAID レベル 5
は複数ディスクにデータを分散させパフォーマンスが向上する一方、パリティー情報もアレ
イ全体で分散されるため、RAID レベル 4 のようにパフォーマンスにボトルネックが発生し
ません。RAID 5 には少なくとも 3 つの RAID パーティションが必要です。

RAID6: 冗長冗長

RAID レベル 6 は RAID レベル 5 と似ていますが、パリティーデータが 1 セットではなく 2
セット格納されます。RAID 6 には少なくとも 4 つの RAID パーティションが必要です。

RAID10 : 冗長性（ミラー）冗長性（ミラー）  およびおよび 最適化されたパフォーマンス（ストライプ）最適化されたパフォーマンス（ストライプ）

RAID レベル 10 はネスト化した RAID または ハイブリッド RAID になります。ミラーリング
しているディスクセットに対してデータを分散させることで構築します。たとえば、4 つの
RAID パーティションで構築した RAID レベル 10 のアレイは、ストライプ化されたパーティ
ションをミラーリングする 2 組のペアで設定されます。RAID 10 には少なくとも 4 つの
RAID パーティションが必要です。

6. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
て インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

ディスク数が指定した RAID レベルで必要なディスク数より少ない場合、選択した設定に必要とされる
ディスク数を示すメッセージがウィンドウ下部に表示されます。

8.14.4.3. LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

論理ボリューム管理 (LVM) では、ハードドライブや LUN などのベースとなっている物理ストレージ領
域を論理的な観点から表示します。物理ストレージ上のパーティションは 物理ボリューム として表示
され、ボリュームグループ にグループ化することができます。各ボリュームグループは複数の 論理ボ
リューム に分割することができます。したがって、LVM 論理ボリュームは、複数の物理ディスクにま
たがることが可能なパーティションとして機能します。

LVM の詳細は、付録D LVM の理解 またはRed Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管
理を参照してください。LVM の設定はグラフィカルインストールプログラムでしかできないため注意
してください。

重要重要
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重要重要

テキストモードによるインストールの場合は、LVM を設定できません。LVM 設定をゼロ
から作成する必要がある場合は、Ctrl+Alt+F2 を押して別の仮想コンソールを使用
し、lvm コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るに
は、Ctrl+Alt+F1 を押します。

図図8.26 論理ボリュームの設定論理ボリュームの設定

[D]

論理ボリュームを作成して新規または既存のボリュームグループに追加するには、以下を実行します。

1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従い LVM ボリュームにマウン
トポイントを作成します。

2. デバイスタイプデバイスタイプ ドロップダウンメニューをクリックして、LVM を選択します。ボリュームグ
ループ ドロップダウンドロップダウン メニューが表示され、新たに作成されたボリュームグループ名が表示さ
れます。

3. 必要に応じて、メニューをクリックし、Create a new volume group を選択するか、Modify
をクリックして新たに作成したボリュームグループを設定します。Create a new volume 
group オプションと Modify ボタンの両方により、Configure Volume Group ダイアログが表
示され、論理ボリュームグループの名前を変更し、追加するディスクを選択できます。

注記注記
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注記注記

設定ダイアログではボリュームグループの物理エクステントのサイズは指定でき
ません。このサイズは、常にデフォルト値の 4 MiB に設定されます。別の物理エ
クステントのボリュームグループを作成する場合は、インタラクティブシェルに
切り替え、vgcreate コマンドを使用して手動で作成するか、volgroup --
pesize=size コマンドでキックスタートファイルを使用します。

図図8.27 LVM ボリュームグループのカスタマイズボリュームグループのカスタマイズ

[D]

利用可能な RAID レベルは、実際の RAID デバイスと同じです。詳細は、「ソフトウェア RAID
の作成」 を参照してください。またボリュームグループの暗号化に印を付けて、サイズポリ
シーを設定することもできます。利用可能なポリシーオプションは以下のようになります。

自動自動: ボリュームグループのサイズは自動で設定されるため、設定した論理ボリュームを格
納するのに十分な大きさになります。ボリュームグループに空の領域が必要ない場合に最
適です。

できるだけ大きくできるだけ大きく - 設定した論理ボリュームのサイズに関係なく、最大サイズのボリュー
ムグループが作成されます。これは、ほとんどのデータを LVM に保存する場合、または後
で既存の論理ボリュームのサイズを拡大する可能性がある場合、もしくはこのグループに
別の論理ボリュームを作成する必要がある場合などに最適です。

Fixed: このオプションでは、ボリュームグループのサイズを正確に設定できます。設定し
ている論理ボリュームが格納できるサイズにする必要があります。ボリュームグループに
設定する容量が正確に分かっている場合に便利です。
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グループを設定したら Save をクリックします。

4. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
て インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

警告警告

LVM ボリュームへの /boot パーティションの配置はサポートされていません。

8.14.4.4. 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

Red Hat は、以下のマウントポイントで、異なるファイルシステムを作成することを推奨します。

/boot

/ (root)

/home

swap

/boot パーティション：最小限パーティション：最小限 1 GiB のサイズを推奨しています。のサイズを推奨しています。

/boot にマウントするパーティションには、オペレーティングシステムのカーネルが含まれます。こ
れにより、ブートストラッププロセス中に使用されるファイルと共に Red Hat Enterprise Linux を起
動できます。大概のファームウェアには制限があるため、そのファームウェアを格納する小さい
パーティションを作成することが推奨されます。ほとんどの場合は、1 GiB の boot パーティション
で十分です。その他のマウントポイントとは異なり、LVM ボリュームを /boot に使用することはで
きません。/boot は別のディスクパーティションに配置する必要があります。

警告警告

通常、/boot パーティションはインストールプログラムにより自動的に作成され
ます。ただし、/ （ルート）パーティションが 2 TiB を超え、起動に(U) EFI を使
用している場合は、マシンを正常に起動するために 2 TiB 未満の別の /boot パー
ティションを作成する必要があります。

注記注記

RAID カードを実装している場合、BIOS タイプは、RAID カードからの起動に対応し
ていない場合がある点に注意してください。このような場合は、別のハードドライブ
など、RAID アレイ以外のパーティションに /boot パーティションを作成する必要が
あります。

root - 10 GiB のサイズを推奨しています。のサイズを推奨しています。

これは、/またはルートディレクトリーがある場所です。ルートディレクトリーは、ディレクトリー
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構造のトップレベルです。デフォルトでは、書き込み先のパスに別のファイルシステムがマウント
されていない限り、すべてのファイルがこのファイルシステムに書き込まれます（例： /boot また
は /home）。

root ファイルシステムが 5 GiB の場合は最小インストールが可能ですが、パッケージグループをい
くつでもインストールできるように、少なくとも 10 GiB を割り当てておくことが推奨されます。

重要重要

/ ディレクトリーと  / root ディレクトリーを混同しないようにしてください。/root
ディレクトリーは、root ユーザーのホームディレクトリーです。/root ディレクト
リーは、root ディレクトリーと区別するため、スラッシュルートスラッシュルート と呼ばれることが
あります。

/home: 最小限最小限 1 GiB のサイズを推奨しています。のサイズを推奨しています。

システムデータとユーザーデータを別々に保存するには、/home ディレクトリー専用のファイルシ
ステムを作成します。ファイルシステムのサイズはローカルで保存するデータ量やユーザー数など
を基に決定してください。こうすることで、ユーザーデータのファイルを消去せずに Red Hat
Enterprise Linux をアップグレードしたり、再インストールしたりできるようになります。自動パー
ティション設定を選択する場合は、/home ファイルシステムが作成されるように、インストールに
少なくとも 55GiB のディスク領域を確保することを推奨します。

swap パーティションパーティション(1 GB 以上のサイズを推奨以上のサイズを推奨)

仮想メモリーは、swap ファイルシステムによりサポートされています。つまり、システムが処理し
ているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータは swap ファイルシステムに書き込まれま
す。swap サイズはシステムメモリーのワークロードに依存するため、システムメモリーの合計では
ありません。したがって、システムメモリーサイズの合計とは等しくなりません。したがって、シ
ステムメモリーの作業負荷を判断するためには、システムで実行するアプリケーションの種類、お
よびそのアプリケーションにより生じる負荷を分析することが重要になります。アプリケーション
により生じる負荷に関するガイダンスはアプリケーション提供元または開発側より提供されている
はずです。

システムで swap 領域が不足すると、システムの RAM メモリーがすべて使用されるため、カーネル
がプロセスを終了します。swap 領域が大き過ぎても、割り当てられているストレージデバイスがア
イドル状態となり、リソース運用面では効率が悪くなります。また、swap 領域が大き過ぎるとメモ
リーリークに気付きにくくなる可能性があります。swap パーティションの最大サイズとその他の追
加情報は mkswap (8) の man ページを参照してください。

以下の表では、システムの RAM の容量別に推奨されるスワップパーティションのサイズと、システ
ムをハイバネートするのに十分なメモリーが必要かどうかを示しています。インストールプログラ
ムでシステムのパーティション設定を自動的に実行する場合、swap パーティションのサイズはこの
ガイドラインに沿って決められます。自動パーティション設定では、ハイバネートは使用しないこ
とを前提としています。このため、swap パーティションの上限が、ハードドライブの合計サイズの
最大 10% に制限され、インストーラーでは、128 GB 以上のサイズの swap パーティションが作成さ
れません。ハイバネートを行うために十分な swap 領域を設定する場合、もしくはシステムのスト
レージ領域の 10% 以上を swap パーティションに設定する場合、または 128 GB を超えるサイズにす
る場合は、パーティション設定のレイアウトを手動で編集する必要があります。

表表8.3 システムの推奨システムの推奨 swap 領域領域
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システム内のシステム内の RAM の容量の容量 推奨されるスワップ領域推奨されるスワップ領域 ハイバネートを許可する場合にハイバネートを許可する場合に
推奨される推奨される swap 領域領域

2 GB 未満 RAM 容量の 2 倍 RAM 容量の 3 倍

2 GB - 8 GB RAM 容量と同じ RAM 容量の 2 倍

8 GB - 64 GB 4GB から RAM 容量の半分まで RAM 容量の 1.5 倍

64 GB を超える場合 ワークロードによる (最小 4GB) ハイバネートは推奨されません

それぞれの範囲の境界線上になる場合は (システムの RAM が 2 GB、8 GB、64 GB などの場合)、
swap 領域の決定やハイバネートへの対応についての決定は適宜判断してください。システムリソー
スに余裕がある場合は、swap 領域を増やすとパフォーマンスが向上することがあります。

swap 領域を複数のストレージデバイスに分散させても、swap 領域のパフォーマンスが向上します
(高速ドライブやコントローラー、インターフェイスなどを備えたシステムで特に効果的)。

多くのシステムには、上述の最小限のパーティションおよびボリュームより多くのものがあります。
パーティション設定は、システム固有のニーズに応じて決定してください。詳細は、「パーティション
設定に関するアドバイス」 を参照してください。

注記注記

すぐに必要となるパーティションにのみストレージ容量を割り当ててください。必要に
応じて空き容量をいつでも割り当てることができます。ストレージ管理の柔軟な方法に
関する詳細は、付録D LVM の理解 を参照してください。

ご使用のコンピューターに最適なパーティション設定が分からない場合は、インストールプログラムで
提供されているデフォルトの自動パーティション設定のレイアウトをご利用ください。

8.14.4.4.1. パーティション設定に関するアドバイスパーティション設定に関するアドバイス

最適なパーティション設定は対象となる Linux システムの用途によって異なります。次のヒントを参考
にディスク領域を設定してください。

機密データを格納する可能性があるパーティションには暗号化を検討してください。暗号化を
行うと、権限を持たない人が物理ストレージデバイスにアクセスできても、暗号化したパー
ティションにあるデータにアクセスできなくなります。ほとんどの場合、少なくとも /home
パーティションを暗号化する必要があります。

システムにインストールされるカーネルは、それぞれ /boot パーティションに約 56 MB のパー
ティションを必要とします。

32 MB initramfs

14 MB kdump initramfs

3.5 MB のシステムマップ

6.6 MB vmlinuz

注記注記
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注記注記

レスキューモードの場合、initramfs および vmlinuz には 80 MB が必要です。

最も一般的な用途では、/boot のデフォルトのパーティションサイズである 1 GiB で十分です。
ただし、複数のカーネルリリースまたはエラータカーネルを保持する予定がある場合は、この
パーティションのサイズを増大させることが推奨されます。

/var ディレクトリーには、Apache Web サーバーなど、多数のアプリケーションのコンテンツ
が含まれています。また、ダウンロードした更新パッケージの一時的な保存にも使用されま
す。/var ディレクトリーを含むパーティションには、保留中の更新をダウンロードし、他のコ
ンテンツを保存するのに十分な領域があることを確認してください。

PackageKit 更新ソフトウェアはデフォルトで、更新されたパッケージを /var/cache/yum/ にダ
ウンロードします。/var 用に別のパーティションまたはボリュームを作成する場合は、ダウン
ロードしたパッケージの更新に対応するために、サイズが少なくとも 5 GB であることを確認
します。

/usr ディレクトリーには、Red Hat Enterprise Linux システムのほとんどのソフトウェアコンテ
ンツが含まれています。デフォルトのソフトウエア一式をインストールするには、少なくとも
5 GB の領域を割り当ててください。システムをソフトウェア開発用ワークステーションとして
使用する場合には、最低でも 10GB の領域を割り当てます。

/usr または /var のパーティションがルートボリュームとは別に設定されている場合、このディ
レクトリーには重要なコンポーネントが含まれているため、起動プロセスが非常に複雑になり
ます。iSCSI ドライブや FCoE などの場所に配置してしまった場合には、システムが起動できな
くなったり、電源オフや再起動の際に Device is busy のエラーでハングしたりする可能性があ
ります。

この制限は /usr または /var にのみ適用され、それらの下のディレクトリーには適用されませ
ん。たとえば、/var/www 用の別のパーティションは問題なく機能します。

LVM ボリュームグループ内の一部領域を未割り当てのまま残しておくことを検討してくださ
い。このように未割り当ての領域を残すことで、領域の要件が変化しても、他のボリュームか
らデータを削除してストエージを再割り当てることを避ける場合など、柔軟性が得られます。
また、パーティションに シンプロビジョニングシンプロビジョニング デバイスデバイス タイプを選択して、ボリュームに未
使用の領域を自動的に処理させることもできます。

サブディレクトリーを別々のパーティションに分離しておくと、現在のシステムに新規バー
ジョンの Red Hat Enterprise Linux をインストールする時に、そのサブディレクトリー内のコン
テンツを保持できます。たとえば、/var/lib/mysql/ で MySQL データベースを実行する場合
は、後で再インストールする必要がある場合には、そのディレクトリー用に別のパーティショ
ンを作成します。

GPT (GUID パーティションテーブル)を使用する BIOS システムには、1 MiB の biosboot パー
ティションを作成する必要があります。詳細は 「ブートローダーのインストール」 を参照して
ください。

UEFI システムには、EFI システムパーティションファイルシステムを含む /boot/efi/ のマウン
トポイントを持つ小さなパーティションが含まれている必要があります。推奨サイズは
200 MiB です。これは自動パーティションを設定する場合のデフォルト値です。

8.15. ストレージデバイス

さまざまなストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。「インストール
先」 で説明されているように、インストール先インストール先 のページ で、ローカルにアクセス可能な基本的なスト
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レージデバイスを確認できます。専用のストレージデバイスを追加するには、画面の 特殊特殊 なディスクなディスク 
およびネットワークディスクおよびネットワークディスク セクションのセクションの ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックします。

図図8.28 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要

[D]

注記注記

dmeventd デーモンによる LVM およびソフトウェア RAID デバイスの監視は、インス
トール時には実行されません。

8.15.1. ストレージデバイス選択の画面

ストレージデバイス選択画面には、Anaconda インストールプログラムがアクセスできるすべてのスト
レージデバイスが表示されます。

デバイスは、次のタブに分類されます。

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

同じシステムにある、複数の SCSI コントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数のパスか
らアクセスできるストレージデバイスです。

インストールプログラムで検出できるのは、16 文字または 32 文字の長さのシリアル番号を持つマル
チパスストレージデバイスのみです。

その他のその他の SAN デバイスデバイス

SAN (Storage Area Network) 上にあるデバイスです。
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NVDIMM デバイスデバイス

マシン上にある非揮発性デュアルインラインメモリーモジュール (NVDIMM) ストレージデバイスで
す。

図図8.29 タブを使ってグループ分けされている特殊ストレージデバイスの概要タブを使ってグループ分けされている特殊ストレージデバイスの概要

[D]

画面右下にボタンが表示されます。これらのボタンを使用して、新たなストレージデバイスを追加しま
す。以下のボタンが利用可能です。

iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加  - iSCSI デバイスの接続には を使用します。に進んでください。
「iSCSI パラメーターの設定」

FCoE SAN を追加を追加 - Fibre Channel Over Internet ストレージデバイスの設定に使用します。に進
んでください。 「FCoE パラメーターの設定」

NVDIMM の再設定の再設定 : NVDIMM デバイスをセクターモードに再設定します。に進んでください。
「NVDIMM デバイスの設定」

一覧の更新一覧の更新 - インストーラーの開始後にデバイスが追加されたときに、を使用して一覧を再読
み込みします。

概要ページには Search タブも含まれており、このタブでは、アクセスする World Wide Identifier
(WWID)またはポート、ターゲット、または 論理ユニット番号 (LUN)別にストレージデバイスをフィル
ターできます。

図図8.30 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ
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図図8.30 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ

[D]

Search タブには、ポート、ターゲット、LUN、または WWID での検索を選択する Search By ドロップ
ダウンメニューが含まれます。WWID または LUN で検索するには、対応する入力テキストフィールド
に値を入力する必要があります。検索 ボタンを クリッククリック して検索を開始します。

左側にチェックボックスが付いたデバイスが列ごとに表示されます。インストールプロセス中にそのデ
バイスを使用可能にする場合は、このチェックボックスをクリックします。インストールプロセスの後
半では、Red Hat Enterprise Linux のインストール先として、ここで選択したデバイスのいずれかを指定
することができます。また、インストール完了後のシステムの一部として、ここで選択したデバイスの
自動マウントを指定することができます。

ここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありません。
この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわけで
はありません。また、インストールしたシステムの一部を形成するために選択しないデバイスは、イン
ストール後に /etc/fstab ファイルを変更してシステムに追加できます。

重要重要

この画面で選択しなかったストレージデバイスはすべて Anaconda から完全に非表示に
なります。別のブートローダーから Red Hat Enterprise Linux ブートローダーを チェーン
ロード する場合は、この画面に表示されるすべてのデバイスを選択します。

インストール時に利用できるようにするストレージデバイスを選択したら、完了 を クリッククリック して イン
ストール先 画面に戻ります。

8.15.1.1. 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

高度なストレージデバイスを使用する場合は、インストール先 画面の右下で該当するボタンをクリック
して、SCSI over TCP/IP (iSCSI) ターゲット、Fibre Channel over Ethernet (FCoE) Storage Area Network
(SAN)、または非揮発性デュアルインラインメモリーモジュール (NVDIMM) デバイスを設定することが
できます。iSCSI の概要は、付録B iSCSI ディスク を参照してください。

図図8.31 高度なストレージオプション高度なストレージオプション
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図図8.31 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

[D]

8.15.1.1.1. iSCSI パラメーターの設定パラメーターの設定

Add iSCSI target... ボタンをクリックすると、iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加 ダイアログがダイアログが  表示されます。

図図8.32 iSCSI 検出詳細のダイアログ検出詳細のダイアログ
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図図8.32 iSCSI 検出詳細のダイアログ検出詳細のダイアログ

[D]

インストールに iSCSI ストレージデバイスを使用するには、Anaconda が iSCSI ターゲットとして 検出
し、それにアクセスするための iSCSI セッション を作成できる必要があります。検出、セッションの作
成それぞれで CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol) 認証用のユーザー名とパスワード
が必要になる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、iSCSI ターゲット側で
ターゲットの接続先となるシステムの iSCSI イニシエータを認証するよう設定することもできます (リ
バース CHAP)。CHAP とリバース CHAP を併用する場合は 相互 CHAP または 双方向 CHAP と呼ばれ
ます。相互 CHAP を使用すると、特に CHAP 認証とリバース CHAP 認証でユーザー名やパスワードが
異なる場合などに、iSCSI 接続に対する最大限の安全レベルを確保できます。

注記注記

iSCSI 検出と iSCSI ログインの手順を繰り返して、必要なすべての iSCSI ストレージの追
加を行います。ただし、初回の検出試行後は、iSCSI イニシエーターの名前の変更はでき
ません。iSCSI イニシエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直
す必要があります。

手順手順8.1 iSCSI の検出との検出と iSCSI セッションの開始セッションの開始

iSCSI ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加  ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報を
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iSCSI ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加  ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報を
Anaconda に提供します。

1. ターゲット IP アドレス フィールドに iSCSI ターゲットの IP アドレスを入力しアドレスを入力し ます。

2. iSCSI イニシエーター名 フィールドに iSCSI 修飾名修飾名 (IQN)形式で形式で iSCSI イニシエーターの名前イニシエーターの名前
を指定します。IQN エントリーには次を含めてください。

word . のの 文字列（ピリオドに注意）

日付コード (企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録された年
と月、記述の順序は年を表す 4 桁の数字、ダッシュ記号、月を表す 2 桁の数字、ピリオド
の順で設定。たとえば、2010 年 9 月を 2010-09 と 表します。表します。

企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名 (トップレベルのドメインを
先頭にして逆順で表す。たとえば、storage.example.com のサブドメインは 
com.example.storageと表現します。

コロン (:) と、ドメインまたはサブドメイン内でその iSCSI イニシエーターを固有に識別す
る文字列。例： :diskarrays-sn-a8675309

そのため、完全な IQN は次のようになり ます。ます。iqn.2010-
09.storage.example.com:diskarrays-sn-a8675309anaconda は、設定に役立つように、この
形式で iSCSI Initiator Name フィールドに名前を入力します。

IQN の詳細については、 http://tools.ietf.org/html/rfc3720#section-3.2.6 に記載の『RFC 3720
- Internet Small Computer Systems Interface (iSCSI)』の『3.2.6. iSCSI Names』のセクション
や、http://tools.ietf.org/html/rfc3721#section-1 に記載の『RFC 3721 - Internet Small
Computer Systems Interface (iSCSI) Naming and Discovery』の 『1. iSCSI Names and
Addresses』 のセクションを参照してください。

3. 認証タイプの検出認証タイプの検出 ドロップダウンドロップダウン メニューを使用して、iSCSI 検出に使用する認証タイプを指
定します。以下のタイプが使用できます。

証明書なし

CHAP 秘密鍵

CHAP 秘密鍵とリバースペア

4. 認証タイプに CHAP ペアペア を選択した場合は、CHAP ユーザー名 と CHAP パスワードパスワード 
フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名ターゲットのユーザー名  とパスワードを指定 しし ます。

認証タイプに CHAP ペアとリバースペアペアとリバースペア を選択した場合は、CHAP ユーザー名 と CHAP 
パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名ターゲットのユーザー名 とパスワードを入力します。ま
た、リバース CHAP ユーザー名 と Reverse CHAP パスワードパスワード の各フィールドに、の各フィールドに、iSCSI 
イニシエーターのユーザー名イニシエーターのユーザー名 とパスワードを指定します。
           

5. 必要に応じて、Bind targets to network interfaces というラベルが付いたボックスにチェック
を入れます。

6. Start Discovery ボタンをクリックします。Anaconda は指定した情報に基づいて iSCSI ター
ゲットを検出しようとします。検出に成功すると、ダイアログにターゲット上で検出された全
iSCSI ノードの一覧が表示されます。

7. 各ノードにはチェックボックスが付いています。インストールに使用するノードのチェック
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7. 各ノードにはチェックボックスが付いています。インストールに使用するノードのチェック
ボックスをクリックします。

図図8.33 検出された検出された iSCSI ノードを表示しているダイアログノードを表示しているダイアログ

[D]

8. Node login authentication type メニューは、手順 3 で説明されている Discovery 
Authentication Type メニューと同じオプションを提供します。ただし、認証タイプの検索に
認証情報を必要とした場合、検出したノードへのログインにも同じ認証情報を使用するのが一
般的です。これを行うには、追加の Use the credentials from discovery オプションを使用しま
す。適切な認証情報を指定すると、ログインログイン ボタンが利用可能になります。

9. ログインログイン をクリックして iSCSI セッションを開始します。

8.15.1.1.2. FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

FCoE SAN を追加を追加 ボタンをクリックすると、ボタンをクリックすると、FCoE ストレージデバイスを検出するようにネットワー
クインターフェイスを設定するダイアログが表示されます。

まず、NIC ドロップダウンメニューで FCoE スイッチに接続するネットワークインターフェイスを選択
し、FCoE ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックしてボタンをクリックして  SAN デバイスのネットワークをスキャンします。

図図8.34 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定
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図図8.34 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

[D]

追加オプションには、以下のものがあります。

DCB を使用するを使用する

Data Center Bridging (DCB) とは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続の効率
性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ
グのチェックボックスを使って、インストールプログラムによる DCB 認識を有効または無効にしま
す。このオプションは、ネットワークインターフェイスでホストベースの DCBX クライアントを必
要とする場合にのみ有効にします。ハードウェアの DCBX クライアントを実装するインターフェイ
ス上での設定の場合には、このチェックボックスは空のままにしておいてください。

自動自動 vlan の使用の使用

自動 VLAN では、VLAN 検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れると、
リンク設定が検証された後、FIP (FCoE Initiation Protocol) VLAN 検出プロトコルがイーサネットイ
ンタフェースで実行されます。まだ設定が行われていない場合には、検出された FCoE VLAN 全てに
対してネットワークインターフェイスが自動的に作成され、FCoE のインスタンスが VLAN インター
フェイス上に作成されます。このオプションはデフォルトで有効になっています。

検出された FCoE デバイスが、インストール先 画面の 他の他の SAN デバイスデバイス タブに表示されます。

8.15.1.1.3. NVDIMM デバイスの設定デバイスの設定

NVDIMM の再設定の再設定  ボタンをクリックして、選択した NVDIMM デバイスをセクターモードに再設定し、
インストール先として使用します。Sector size ドロップダウンリストには、サポートされるセクター
サイズの 512 および 4096 が含まれます。

Sector size ドロップダウンリストから、セクターサイズを選択し、Start Reconfiguration ボタンをク
リックします。

図図8.35 NVDIMM の再設定の再設定
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図図8.35 NVDIMM の再設定の再設定

[D]

警告警告

NVDIMM デバイスを再設定するプロセスにより、デバイスに格納されていたデータ
がすべて失われます。

デバイスが設定されたら、OK ボタンをクリックして、インストール先インストール先 画面に戻ります。

図図8.36 正常に再設定された正常に再設定された NVDIMM

[D]

セクターモードの NVDIMM デバイスは、インストール 先先 ウィンドウの NVDIMM Devices タブに表示
され、インストールに利用できます。
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8.16. KDUMP

この画面を使用して、このシステムで Kdump を使用するかどうかを選択します。kdump は、カーネル
クラッシュをダンプするメカニズムで、システムクラッシュが発生した場合は、クラッシュの原因を判
断するのに非常に重要な情報をキャプチャーします。

Kdump を有効にする場合は、一定量のシステムメモリーを予約する必要があります。このため、プロ
セスに利用可能なメモリー容量は少なくなります。

このシステムで Kdump を使用しない場合は、Enable kdump のチェックを外します。それ以外の場合
は、Kdump 用に確保するメモリー容量を設定します。インストーラーで自動的に保持する容量を決定
するか、手動で任意の容量を設定することができます。設定が適切であれば、完了完了 をクリックして設定
を保存し、前の画面に戻ります。

図図8.37 Kdump の有効化と設定の有効化と設定

[D]

8.17. インストールの開始

インストールの概要インストールの概要 画面の必要なセクションがすべて完了したら、メニュー画面の下部にある警告が表
示されなくなり、Begin Installation ボタンが利用可能になります。

図図8.38 インストールの準備完了インストールの準備完了
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図図8.38 インストールの準備完了インストールの準備完了

[D]

警告警告

インストールプロセスのこの時点までは、コンピューターに対して永続的となる変
更は行われていません。インストールの 開始開始 をクリックすると、インストールをクリックすると、インストール プ
ログラムがハードドライブの領域を割り当て、Red Hat Enterprise Linux をこの領域
に移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで
は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。

この時点までに行った選択のいずれかを変更するには、Installation Summary 画面の該当セクション
に戻ります。インストールを完全に取り消すには、Quit をクリックするか、コンピューターをオフにし
ます。この時点で電源を切る場合、ほとんどのコンピューターでは電源ボタンを数秒間、押し続けると
電源が切れます。

インストールのカスタマイズが完了し、インストールを続行する場合は、Begin Installation をクリッ
クします。

インストールの開始 を クリックしたら、インストールクリックしたら、インストール プロセスを完了させます。コンピューターの電
源を切ったり、リセットしたり、または停電になったりしてプロセスが中断されると、Red Hat
Enterprise Linux のインストールプロセスをやり直す、または別のオペレーティングシステムをインス
トールするまで、そのコンピューターは使用できなくなります。
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8.18. 設定のメニューと進捗状況の画面

Installation Summary 画面で Begin Installation をクリックすると、進捗画面が表示されます。Red
Hat Enterprise Linux は選択したパッケージをシステムに書き込む時にインストールの進捗を画面上で報
告します。

図図8.39 パッケージのインストールパッケージのインストール

[D]

参考までに、インストールの完全なログは、システムの再起動後に 
/var/log/anaconda/anaconda.packaging.log ファイルで確認できます。

パーティション設定中に 1 つ以上のパーティションを暗号化することを選択すると、インストールプロ
セスの初期に進捗バーを表示するダイアログウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、暗号化
が安全となるように十分なエントロピー (ランダムデータ) をインストーラーが収集していることを知ら
せます。256 ビットのエントロピーが収集されるか 10 分間経過すると、このウィンドウは表示されな
くなります。マウスを動かしたり、キーボードでランダムに入力すると、この収集プロセスが短縮され
ます。ウィンドウが消えるとインストールプロセスが続行されます。

図図8.40 暗号用のエントロピーの収集暗号用のエントロピーの収集

[D]

パッケージのインストール中は、より多くの設定が必要になります。インストールの進捗バーの上に
は、Root Password および User Creation メニュー項目があります。

Root Password 画面では、システムの root アカウントを設定します。このアカウントでは、重要なシ
ステム管理と管理タスクを実行できます。wheel グループメンバーシップを持つユーザーアカウントで
も、同じタスクを実行できます。インストール中にこのようなユーザーアカウントを作成する場合
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は、root パスワードの設定は必須ではありません。

ユーザーアカウントの作成はオプションのため、インストール後に行うことも可能ですが、この画面で
作成しておくことが推奨されます。ユーザーアカウントは通常の業務およびシステムへのアクセスに使
用します。システムへのアクセスは root アカウントではなく、常にユーザーアカウントでアクセスす
ることがベストプラクティスになります。

Root パスワードパスワード または ユーザーの 作成作成 画面へのアクセスを無効にでき画面へのアクセスを無効にでき ます。これを行うに
は、rootpw --lock コマンドまたは user --lock コマンドを含むキックスタートファイルを使用します。
これらのコマンドの詳細は、 「キックスタートのコマンドとオプション」 を参照してください。

8.18.1. Root パスワードの設定

root アカウントとパスワードの設定は、インストールにおける重要なステップです。root アカウント
(スーパーユーザーとも呼ぶ) は、パッケージのインストールや RPM パッケージ更新、ほとんどのシス
テムメンテナーンスの実行に使用されます。root アカウントを使用することにより、システム全体を完
全に制御することができるようになります。このため、root アカウントの使用は システムのメンテシステムのメンテ
ナーンスもしくは管理を行う場合に限るナーンスもしくは管理を行う場合に限る のが最適です。root ユーザーでログインするまたは root ユー
ザーに切り替える方法については、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照してくだ
さい。

図図8.41 Root パスワード画面パスワード画面

[D]

注記注記

インストール済みのシステムへの root 権限を確保するには、少なくとも 1 つの方法( root
アカウントを使用するか、管理者権限（ wheel グループのメンバー)を持つユーザーアカ
ウントを作成するか、またはその両方を設定する必要があります。

Root Password メニュー項目をクリックし、Root Password フィールドに新しいパスワードを入力し
ます。Red Hat Enterprise Linux では、セキュリティー上の理由から文字がアスタリスクで表示されま
す。確認確認 フィールドに同じパスワードを入力して、正しく設定されていることを確認フィールドに同じパスワードを入力して、正しく設定されていることを確認 します。root パ
スワードを設定したら、完了 を クリッククリック して ユーザー設定 画面に戻ります。

強固な root パスワードを作成する際の要件と推奨事項を以下に示します。

最低でも 8 文字の長さが 必要必要 である

数字、文字 (大文字と小文字)、記号を含めることができる

大文字と小文字を区別するため、これらの組み合わせを使用する

覚えやすいが他人からは簡単に推測できないものにする

ユーザーまたはユーザーが属する組織と関連のある単語や略語、数字、また辞書にある単語 (外
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ユーザーまたはユーザーが属する組織と関連のある単語や略語、数字、また辞書にある単語 (外
国語も含む) などは避ける

パスワードは書き留めない (書き留めておく必要がある場合は、安全な所に保管してください)

注記注記

インストール完了後に root パスワードを変更するには、root で passwd コマンドを実行
します。root パスワードを忘れた場合は、 「root パスワードのリセット」 にあるレス
キューモードを使用して新しい設定方法を参照してください。

8.18.2. ユーザーアカウントの作成

インストール時に通常の(root 以外の)ユーザーアカウントを作成するには、進捗画面 でで ユーザー設定ユーザー設定
をクリックします。Create User 画面が表示され、通常のユーザーアカウントを設定し、そのパラメー
ターを設定できるようになります。ユーザーの作成はインストール時に行うことを推奨していますが、
この作業はオプションとなるためインストール完了後に行うこともできます。

注記注記

インストール済みのシステムへの root 権限を確保するには、少なくとも 1 つの方法( root
アカウントを使用するか、管理者権限（ wheel グループのメンバー)を持つユーザーアカ
ウントを作成するか、またはその両方を設定する必要があります。

ユーザー作成画面を入力した後、ユーザーを作成したままにするには、すべてのフィールドを空のまま
にして、Done をクリックします。

図図8.42 ユーザーアカウント設定画面ユーザーアカウント設定画面

[D]

各フィールドにフルネームとユーザー名を入力します。システムのユーザー名は 32 文字以内の長さに
してください。空白を含めることはできません。新しいアカウントにはパスワードを設定することを強
く推奨します。

root 以外のユーザーにも強固なパスワードを設定する場合は「Root パスワードの設定」  に記載のガイ
ドラインに従います。

Advanced ボタンをクリックして、追加設定を含む新しいダイアログを開きます。

図図8.43 高度なユーザー設定高度なユーザー設定
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図図8.43 高度なユーザー設定高度なユーザー設定

[D]

デフォルトでは、各ユーザーにはユーザー名に対応するホームディレクトリーが作成されます。ほとん
どの場合、この設定を変更する必要はありません。

また、手動でチェックボックスを選択すると、新規ユーザーとそのデフォルトグループのシステム ID
番号を指定することができます。一般ユーザー ID の範囲は、1000 から始まります。ダイアログの下部
では、この新規ユーザーが所属することになる追加グループをコンマで区切った一覧形式で入力するこ
とができます。この新規グループがシステム内に作成されます。グループ ID をカスタマイズする場合
は、ID 番号を括弧で囲んで指定します。

注記注記

一般ユーザーとそのデフォルトグループの ID を 1000 ではなく 5000 から始まる範囲に
設定することを検討してください。これは、システムユーザーおよびグループ用に予約
されている範囲 0~999 が今後増え、通常のユーザーの ID と重複する可能性があるためで
す。

キックスタートでカスタム ID を指定してユーザーを作成する場合は、 user （任意） を
参照してください。

インストール後に UID と GID の下限を変更して、選択した UID と GID の範囲がユー
ザー作成時に自動的に適用されるようにする方法は、システム管理者のガイドのユー
ザーとグループの概要の章を参照してください。

ユーザーアカウントをカスタマイズしたら、変更の保存変更の保存 をクリックして ユーザー 設定設定 画面に画面に 戻りま
す。
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8.19. インストールの完了

おめでとうございます。Red Hat Enterprise Linux のインストールが完了しました。

再再 起動 ボタンをクリックしてシステムを再起動し、Red Hat Enterprise Linux の使用を開始します。再
起動時にインストールメディアが自動的に取り出されない場合は、忘れず取り出してください。

コンピューターの通常電源投入シーケンスが完了したら、Red Hat Enterprise Linux が読み込まれて起動
します。デフォルトでは、開始プロセスは進捗バーを表示しているグラフィカル画面の裏に隠れていま
す。最終的に、GUI ログイン画面（または X Window System がインストールされていない場合
は、login: プロンプトが表示されます）。

インストールプロセス中、システムに X Window System をインストールしている場合は、Red Hat
Enterprise Linux システムの初回の起動でシステムをセットアップするアプリケーションが起動されま
す。このアプリケーションを使用すると、システムの時刻と日付の設定、Red Hat Network へのマシン
の登録など、順を追って Red Hat Enterprise Linux の初期設定を行うことができます。

設定プロセスの詳細は 30章初期設定 (Initial Setup) を参照してください。インストール後の Red Hat
Enterprise Linux Atomic Host の手順、設定および更新については、Red Hat Enterprise Linux Atomic
Host スタートガイドを参照してください。
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第9章 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムでのインス
トールに関連するトラブルシューティング

本章では、一般的なインストール関連の問題とその解決法について説明していきます。

デバッグの目的で、Anaconda はインストールアクションを /tmp ディレクトリー内のファイルにログ
記録します。以下の表に各種のログファイルを示します。

表表9.1 インストール中に生成されるログファイルインストール中に生成されるログファイル

ログファイルログファイル 内容内容

/tmp/anaconda.log Anaconda に関する一般的なメッセージ

/tmp/program.log インストール中に実行されたすべての外部プログラム

/tmp/storage.log ストレージモジュールの詳細情報

/tmp/packaging.log yum パッケージおよび rpm パッケージのインストールメッセージ

/tmp/syslog ハードウェア関連のシステムメッセージ

インストールに失敗すると、これらのファイルからのメッセージは /tmp/anaconda-tb-identifier に統
合されます。identifier はランダムな文字列です。

インストールに成功すると、デフォルトでは、これらのファイルは /var/log/anaconda/ ディレクトリー
下のインストール済みシステムにコピーされます。ただし、インストールが失敗した場合、またはイン
ストールシステムの起動時に inst.nosave=all オプションまたは inst.nosave=logs オプションを使用
すると、ログはインストールプログラムの RAM ディスクにのみ存在します。つまり、ファイルは永久
的には保存されず、システムの電源を切ると失われることになります。永続的に保存するには、インス
トールプログラムを実行しているシステムで scp を使用してネットワーク上の別のシステムにこれらの
ファイルをコピーするか、マウントされたストレージデバイス(USB フラッシュドライブなど)にコピー
します。ネットワーク経由でログファイルを転送する方法を以下に示します。USB フラッシュドライブ
やその他のリムーバブルメディアを使用している場合は、以下の手順を開始する前のそれらのデータの
バックアップを作成するようにしてください。

手順手順9.1 ログファイルをログファイルを USB ドライブに転送するドライブに転送する

1. インストールするシステムで Ctrl+Alt+F2 を押してシェルプロンプトにアクセスします。イン
ストールプログラムの一時ファイルシステムへのアクセス権を持つ root アカウントでログイン
します。

2. USB フラッシュドライブをシステムに接続し、dmesg コマンドを実行します。最近のイベン
トの詳細を示すログが表示されます。このログの末尾の方に、今 USB を挿入したことを示す
メッセージが表示されているのを確認します。以下にメッセージの例を示します。

[ 170.171135] sd 5:0:0:0: [sdb] Attached SCSI removable disk

接続デバイスの名前を書き留めておきます（上記の例では sdb ）。

3. /mnt ディレクトリーに移動したら、USB ドライブのマウントターゲットとして機能する新しい
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3. /mnt ディレクトリーに移動したら、USB ドライブのマウントターゲットとして機能する新しい
ディレクトリーを作成します。ディレクトリーの名前は重要ではありません。この例では usb
という名前を使用します。

# mkdir usb

4. USB フラッシュドライブを、新たに作成したディレクトリーにマウントします。ドライブ全体
をマウントするのではなく、ドライブ上の一つのパーティションにマウントするのが一般的で
す。したがって、sdb の名前を使用しないでください。ログファイルを書き込むパーティショ
ンの名前を使用してください。この例では、sdb1 という名前を使用しています。

# mount /dev/sdb1 /mnt/usb

マウントしたデバイスにアクセスして内容を一覧表示し、その内容が期待どおりのものである
かを確認することで、正しいデバイスをマウントしているかがわかります。

# cd /mnt/usb

# ls

5. ログファイルを、マウントしたデバイスにコピーします。

# cp /tmp/*log /mnt/usb

6. USB フラッシュドライブのマウントを解除します。ターゲットがビジーであることを示すエ
ラーメッセージが表示される場合は、作業ディレクトリーをマウント外に変更します（例： 
/）。

# umount /mnt/usb

これでインストールによるログファイルが USB フラッシュドライブに保存されました。

手順手順9.2 ネットワークを介してログファイルを転送するネットワークを介してログファイルを転送する

1. インストールするシステムで Ctrl+Alt+F2 を押してシェルプロンプトにアクセスします。イン
ストールプログラムの一時ファイルシステムへのアクセス権を持つ root アカウントでログイン
します。

2. ログファイルが置かれている /tmp ディレクトリーに移動します。

# cd /tmp

3. scp コマンドを使用して、ネットワーク上の別のシステムにログファイルをコピーします。

# scp *log user@address:path

user には転送先システムで有効なユーザー名を入力します。address には転送先システムのア
ドレスまたはホスト名を入力します。path にはログファイルを保存するディレクトリーへのパ
スを入力します。たとえば、john として IP アドレスが 192.168.0.122 のシステムにログインし
て、ログファイルをそのシステムの /home/john/logs/ ディレクトリーに置く場合は、以下のよ
うな形式になります。
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# scp *log john@192.168.0.122:/home/john/logs/

初めてターゲットシステムに接続する際に、SSH クライアントにより、リモートシステムの
フィンガープリントが正しいことと、継続するかを尋ねられます。

The authenticity of host '192.168.0.122 (192.168.0.122)' can't be established.
ECDSA key fingerprint is a4:60:76:eb:b2:d0:aa:23:af:3d:59:5c:de:bb:c4:42.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

yes と 入力入力 し、Enter を押して続行します。プロンプトに従いパスワードを入力します。転送
先システムの指定ディレクトリーへのファイル転送が開始されます。

これでインストールによるログファイルが完全に転送先システムに保存され、後で確認できるようにな
ります。

9.1. インストール開始時の問題

9.1.1. UEFI セキュアブートが有効になっているとシステムが起動しない

Red Hat Enterprise Linux 7 のベータリリースでは、特別な公開鍵で署名されており、標準の UEFI セ
キュアブート実装で認識されません。そのため、セキュアブートテクノロジーが有効になっているとシ
ステムが起動しません。

この問題を解決するには、UEFI セキュアブートを無効にし、システムをインストールしてか
ら、Machine Owner Key  機能を使用してベータの公開鍵をインポートします。手順については 「UEFI
セキュアブートによるベータリリースの使用」 を参照してください。

9.1.2. グラフィカルインストールの起動に関連する問題

特定のビデオカードを搭載するシステムでグラフィカルなインストールプログラムを起動すると、問題
が発生することがあります。インストールプログラムがデフォルト設定を使用して実行しない場合は、
それより低い解像度モードでの実行を試みます。それでも動作が失敗する場合、インストールプログラ
ムはテキストモードによる実行を試行します。

ディスプレイに関する問題の解決策はいくつかありますが、そのほとんどはカスタムの起動オプション
を指定する必要があります。詳細は、「ブートメニューによるインストールシステムの設定」 を参照し
てください。

基本的なグラフィックモードを使用する基本的なグラフィックモードを使用する

基本的なグラフィックスドライバーを使用して、インストールの実行を試みることができます。こ
れを行うには、起動メニューで Troubleshooting > Install Red Hat Enterprise Linux in basic
graphics mode を選択するか、インストールプログラムの起動オプションを編集して、コマンドラ
インの末尾に inst.xdriver=vesa を追加します。

ディスプレイの解像度を手動で指定するディスプレイの解像度を手動で指定する

インストールプログラムが画面の解像度の検出に失敗した場合は、自動検出を無効にして手動で指
定できます。これを行うには、起動メニューに inst.resolution=x オプションを追加します。x は
ディスプレイの解像度( 1024x768など)に置き換えます。

代替のビデオドライバーを使用する代替のビデオドライバーを使用する

カスタムのビデオドライバーを設定し、インストールプログラムの自動検出を無効にすることもで
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カスタムのビデオドライバーを設定し、インストールプログラムの自動検出を無効にすることもで
きます。ドライバーを指定するには、inst.xdriver=x オプションを使用します。x は使用するデバイ
スドライバーに置き換えます（例： nouveau）。

注記注記

カスタムのビデオドライバーを指定すると問題が解決する場合は、anaconda コン
ポーネントで で https://bugzilla.redhat.com バグとして報告する必要がありま
す。Anaconda はハードウェアを自動的に検出し、適切なドライバーを介入せずに使
用することができます。

VNC を使用したインストールを行うを使用したインストールを行う

上記で説明したオプションがいずれも失敗する場合は、別のシステムと Virtual Network Computing
(VNC) プロトコルを使用して、ネットワーク経由でグラフィカルインストールにアクセスできま
す。VNC を使用したインストールの詳細は、25章VNC の使用 を参照してください。

9.1.3. シリアルコンソールが検出されない

シリアルコンソールを使ってテキストモードでインストールしようとすると、コンソールに何も出力さ
れないことがあります。これは、システムにグラフィックカードが搭載されているのにモニターが接続
されていない場合に発生します。Anaconda がグラフィックカードを検出すると、ディスプレイが接続
されていない場合でも、表示に使用しようとします。

シリアルコンソールでテキストベースのインストールを実行する場合は、inst.text および console= 起
動オプションを使用します。詳細は 23章起動オプション を参照してください。

9.2. インストール中の問題

9.2.1. ディスクが検出されない

インストール先インストール先 画面では、以下のエラーメッセージが下部に表示されます： No disks detected.コンコン
ピューターをシャットダウンしてから、少なくともひとつのディスクに接続を行ってからインストールピューターをシャットダウンしてから、少なくともひとつのディスクに接続を行ってからインストール
を再開してください。を再開してください。)

このメッセージは、Anaconda がインストールする書き込み可能なストレージデバイスを見つけなかっ
たことを示しています。このような場合、まずストレージデバイスが少なくとも 1 つはシステムに接続
されていることを確認します。

ご使用のシステムがハードウェア RAID コントローラーを使用している場合、そのコントローラーが正
しく設定され動作していることを確認してください。方法については、コントローラーの資料を参照し
てください。

1 つ以上の iSCSI デバイスにインストールを実行していて、システム上にローカルストレージがない場
合、必要なすべての LUN (論理ユニット番号) が適切な HBA (ホストバスアダプター) に示されているこ
とを確認してください。iSCSI の詳細は、付録B iSCSI ディスク を参照してください。

ストレージデバイスが接続され正しく設定されていることを確認してから、システムを再起動してイン
ストールを再実行したのにまだ同じメッセージが表示されてしまう場合、インストールプログラムがス
トレージの検出に失敗していることを示しています。多くの場合、インストールプログラムで認識され
ていない SCSI デバイスにインストールしようとすると、このようなメッセージがよく表示されます。

このような場合には、インストール開始前にドライバーを更新する必要があります。この問題を解決す
るドライバー更新が入手可能になっていないかハードウェア製造元の Web サイトを確認してくださ
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い。ドライバー更新に関する一般的な情報は、6章AMD64 および Intel 64 システムへのインストール中
におけるドライバー更新 を参照してください。

また、 https://hardware.redhat.com でオンラインの 『Red Hat Hardware Compatibility List』 (Red Hat
ハードウェア互換性一覧) を確認してください。

9.2.2. トレースバックメッセージの報告

グラフィカルインストールプログラムでエラーが発生すると、クラッシュレポートのダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスを使って、発生した問題に関する情報を Red Hat に送信す
ることができます。クラッシュレポートを送信するには、カスタマーポータルの認証情報を入力する必
要があります。カスタマーポータルのアカウントをお持ちでない場合
は、https://www.redhat.com/wapps/ugc/register.html で登録していただくことができます。自動クラッ
シュレポートの機能を利用する場合には、動作しているネットワーク接続も必要になります。

図図9.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス

[D]

ダイアログが表示されたら、問題を 報告する場合は報告する場合は バグバグ の報告 を選択するか、Quit を選択してイン
ストールを終了します。

必要に応じて、More Info をクリックして、エラーの原因を特定するのに役立つ詳細な出力を表示しま
す。デバッグに精通している場合は、Debug をクリックします。これにより、仮想ターミナル tty1 が
表示されます。ここでは、バグレポートを強化するより正確な情報をリクエストできます。tty1 からグ
ラフィカルインターフェイスに戻るには、continue コマンドを使用します。

図図9.2 クラッシュレポートのダイアログを展開した例クラッシュレポートのダイアログを展開した例
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図図9.2 クラッシュレポートのダイアログを展開した例クラッシュレポートのダイアログを展開した例

[D]

カスタマーポータルにバグを報告する場合は、次の手順に従ってください。

手順手順9.3 Red Hat カスタマーポータルにエラーを報告するカスタマーポータルにエラーを報告する

1. 表示されるメニューで、Report a bug to Red Hat Customer Portal を選択します。

2. Red Hat にバグを報告するには、まずカスタマーポータルの認証情報を入力する必要がありま
す。Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定  をクリックします。

図図9.3 カスタマーポータル認証情報カスタマーポータル認証情報

[D]

3. 新しいウィンドウが開き、カスタマーポータルのユーザー名とパスワードの入力が求められま
す。Red Hat カスタマーポータル認証情報を入力してください。

図図9.4 Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定
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図図9.4 Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定

[D]

ネットワーク設定で HTTP または HTTPS プロキシーを使用する必要がある場合
は、Advanced メニューを展開し、プロキシーサーバーのアドレスを入力して設定できます。

必要な認証情報をすべて入力したら、OK をクリックして続行します。

4. テキストフィールドがある新しいウィンドウが表示されます。ここに関連情報やコメントを入
力します。クラッシュレポートのダイアログが表示されるまでに行った動作を一つずつ入力
し、どのようにしたらエラーが再現できるかを説明してください。できるだけ具体的に、デ
バッグを行った場合はそのときに得られた情報も入力してください。ここに入力された情報は
カスタマーポータルで公開される可能性があるので注意してください。

エラーの原因が分からない場合は、ダイアログの下部にある I don't know this issue のラベルのラベル
が付いたが付いた ボックスにチェックを入れてください。

次に、Forward をクリックします。

図図9.5 問題の詳細を入力する問題の詳細を入力する
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図図9.5 問題の詳細を入力する問題の詳細を入力する

[D]

5. 次に、カスタマーポータルに送信する情報を再確認します。指定した説明は comment タブに
あります。他のタブには、システムのホスト名やインストール環境に関する詳細などが含まれ
ています。Red Hat に送信したくない情報は削除することができます。ただし、報告していた
だく内容が限られると、問題の調査に影響するため注意してください。

送信する情報の確認が終了したら Forward をクリックします。

図図9.6 送信データの再確認送信データの再確認

[D]
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6. 添付ファイルとしてバグ報告に含ませて送信するファイルの一覧を確認します。このファイル
には調査に役立つシステム関連情報が含まれています。特定のファイルを送信したくない場合
は、そのファイルの横にあるボックスのチェックマークを外します。問題を見つけるのに役立
つ追加のファイルを指定するには、Attach a file をクリックします。

送信するファイルを確認したら、I have review the data and agree with submitting it という
ラベルが付いたボックスにチェックを入れます。Forward をクリックして、レポートと添付
ファイルをカスタマーポータルに送信します。

図図9.7 送信ファイルの再確認送信ファイルの再確認

[D]

7. ダイアログが処理が完了したと報告されたら、Show log をクリックしてレポートプロセスの
詳細を表示するか、Close をクリックして最初のクラッシュレポートダイアログボックスに戻
ります。Quit をクリックしてインストールを終了します。

9.2.3. プレインストールログファイルの作成

インストール問題をデバッグするには、インストール前に inst.debug オプションを設定して環境から
ログファイルを作成することができます。これらのログファイルには、現行のストレージ設定などが含
まれます。

Red Hat Enterprise Linux インストール起動メニューでオプションを設定するには、以下を実行します。

1. Install Red Hat Enterprise Linux 7.3 エントリーを選択します。

2. Tab キーを押して、起動オプションを編集します。

3. オプションに inst.debug を追加します。以下に例を示します。

> vmlinuz ... inst.debug

詳細は23章起動オプションを参照してください。
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4. Enter を押して設定を開始します。

システムは、Anaconda が起動する前に、プレインストールのログファイルを /tmp/pre-anaconda-
logs/ ディレクトリーに保存します。このログファイルにアクセスするには、以下を実行します。

1. コンソールに切り替えます。「コンソールへのアクセス」 を参照してください。

2. /tmp/pre-anaconda-logs/ ディレクトリーに移動します。

# cd /tmp/pre-anaconda-logs/

9.3. インストール後の問題

9.3.1. RAID カードから起動できない

インストールの実行後、システムを正常に起動できない場合、再インストールと、システムのストレー
ジに異なるパーティション設定を実行する必要がある可能性があります。

BIOS によっては、RAID カードからの起動に対応していないため注意が必要です。インストールが完了
して初めてシステムを再起動すると、テキストベースの画面にブートローダーのプロンプト（例： 
grub>）が表示され、カーソルがすべて表示される可能性があります。この場合は、システムのパー
ティションを再設定し、/boot パーティションとブートローダーを RAID アレイの外に移動する必要が
あります。/boot パーティションとブートローダーは、同じドライブ上になければなりません。

このような変更が行われたら、インストールを完了し、システムを適切に起動できるはずです。パー
ティション設定の詳細は、「インストール先」 を参照してください。

9.3.2. グラフィカルな起動シーケンスに関する問題

インストール完了後に初めてシステムを再起動すると、グラフィカルな起動シーケンスの途中でシステ
ムが反応しなくなり、リセットが必要となることがあります。このような場合、ブートローダーは正常
に表示されますが、エントリーを選択してシステムを起動しようとするとシステムが停止してしまいま
す。ほとんどの場合、これはグラフィカルな起動のシーケンスに関する問題を示しています。この問題
を解決するには、グラフィカルな起動を無効にする必要があります。まずブートタイムの設定を一時的
に変更してから、そのあと永続的に変更します。

手順手順9.4 グラフィカルな起動を一時的に無効にするグラフィカルな起動を一時的に無効にする

1. コンピューターを起動してブートローダーメニューが表示されるまで待ちます。ブートロー
ダーのタイムアウト期間を 0 に設定すると、Esc キーを押すと、それにアクセスします。

2. ブートローダーメニューが表示されたら、カーソルキーを使用して起動するエントリーを強調
表示し、e キーを押してこのエントリーのオプションを編集します。

3. オプション一覧でカーネル行を探します。カーネル行は linux （または linux16 または 
linuxefiなど）で始まる行です。この行で、rhgb オプションを探して削除します。オプション
が隠れて見えないこともあります。カーソル移動キーを使って画面をスクロールしてみてくだ
さい。

4. F10 または Ctrl+X を押して、編集したオプションでシステムを起動します。

システムが正常に起動した場合は、通常通りにログインできます。このあと、グラフィカルな起動を永
続的に無効にする必要があります。永続的に無効にしておかないと、システムが起動する度に上述の手
順を繰り返さなければなりません。起動オプションを永続的に変更するには次の手順に従ってくださ
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い。

手順手順9.5 グラフィカルな起動を永続的に無効にするグラフィカルな起動を永続的に無効にする

1. su - コマンドを使用して root アカウントにログインします。

$ su -

2. grubby ツールを使用して、デフォルトの GRUB2 カーネルを検索します。

# grubby --default-kernel
/boot/vmlinuz-3.10.0-229.4.2.el7.x86_64

3. grubby ツールを使用して、GRUB2 設定で、最後の手順で特定されたデフォルトのカーネルか
ら rhgb 起動オプションを削除します。以下に例を示します。

# grubby --remove-args="rhgb" --update-kernel /boot/vmlinuz-3.10.0-229.4.2.el7.x86_64

この手順が完了したら、コンピューターを再起動できます。Red Hat Enterprise Linux はグラフィカルな
起動シーケンスを使用しなくなります。今後グラフィカルブートを有効にする場合は、同じ手順に従っ
て、--remove-args="rhgb" パラメーターを --args="rhgb" パラメーターに置き換えます。これによ
り、rhgb 起動オプションが GRUB2 設定のデフォルトカーネルに復元されます。

GRUB2 ブートローダーの使用方法 の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイド  を参
照してください。

9.3.3. グラフィカル環境での起動

X Window System をインストールしていても、システムにログインするとグラフィカルデスクトップ
環境が表示されない場合は、startx コマンドを使用して手動で起動できます。ただし、手動による起動
はその場限りで、次回からのログインプロセスを変更するわけではないことに注意してください。

グラフィカルログイン画面でログインできるようにシステムを設定するには、デフォルトの systemd
ターゲットを graphical.target に変更する必要があります。設定を終えたらコンピューターを再起動し
ます。システムが再起動すると、グラフィカルなログインプロンプトが表示されるようになります。

手順手順9.6 グラフィカルなログインをデフォルトとして設定するグラフィカルなログインをデフォルトとして設定する

1. シェルプロンプトを開きます。ユーザーアカウントにいる場合は、su - コマンドを入力して
root になります。

2. デフォルトのターゲットを graphical.target に変更します。次のコマンドを実行します。

# systemctl set-default graphical.target

これでグラフィカルログインがデフォルトで有効になります。次回の再起動からグラフィカルなログイ
ンプロンプトが表示されるようになります。この変更を元に戻し、テキストベースのログインプロンプ
トを引き続き使用する場合は、root で以下のコマンドを実行します。

# systemctl set-default multi-user.target

systemd のターゲットの詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照し  てくだ
さい。
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9.3.4. グラフィカルユーザーインターフェイスが表示されない

X ( X Window System)の起動に問題がある場合は、X がインストールされていない可能性があります。
インストール時に選択できるプリセットベース環境の一部( Minimal install、Web Server など)には、
グラフィカルインターフェイスを含めないでください。手動でインストールする必要があります。

X が必要な場合は、後で必要なパッケージをインストールできます。グラフィカルデスクトップ環境の
インストール方法は、https://access.redhat.com/site/solutions/5238 のナレッジベースの記事を参照し
てください。

9.3.5. ユーザーがログインすると X サーバーがクラッシュする

ユーザーのログイン時に X サーバーのクラッシュに問題がある場合は、1 つ以上のファイルシステムが
満杯になるか、ほぼ満杯になる可能性があります。原因がファイルシステムにあるかどうかを確認する
ため次のコマンドを実行します。

$ df -h

出力は、どのパーティションが満杯であるかを診断するのに役立ちます。ほとんどの場合、問題は 
/home パーティションにあります。以下は、df コマンドの出力例です。

Filesystem                                  Size  Used Avail Use% Mounted on
/dev/mapper/vg_rhel-root                     20G  6.0G   13G  32% /
devtmpfs                                    1.8G     0  1.8G   0% /dev
tmpfs                                       1.8G  2.7M  1.8G   1% /dev/shm
tmpfs                                       1.8G 1012K  1.8G   1% /run
tmpfs                                       1.8G     0  1.8G   0% /sys/fs/cgroup
tmpfs                                       1.8G  2.6M  1.8G   1% /tmp
/dev/sda1                                   976M  150M  760M  17% /boot
/dev/dm-4                                    90G   90G     0 100% /home

上記の例では、/home パーティションが満杯になり、クラッシュの原因になっていることがわかりま
す。不必要なファイルを削除して領域を解放します。ディスク領域の一部を解放したら、startx コマン
ドを使用して X を起動します。

df に関する詳細情報と、利用可能なオプション（この例では -h オプションなど）の詳細は、df (1) の
man ページを参照してください。

9.3.6. RAM が認識されませんか ?

カーネルがメモリー (RAM) すべてを認識しないことがあり、これが原因でシステムは実際にインス
トールされているメモリーより少ないメモリーしか使用しなくなります。free -m コマンドを使用する
と、使用されている RAM の容量を確認できます。表示されるメモリー合計が期待と異なる場合、少な
くとも 1 つのメモリーモジュールで障害が発生している可能性が高くなります。BIOS ベースのシステ
ムでは、Memtest86+ ユーティリティーを使用してシステムのメモリーをテストできます。詳細
は、「メモリー (RAM) テストモードの読み込み」  を参照してください。

注記注記
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注記注記

システム用に RAM としてメモリーの一部が予約され、メインシステムではその部分が使
用できなくなっているハードウェア設定があります。特に、統合型グラフィックカード
が搭載されているラップトップコンピューターなどは、GPU 用としてメモリーの一部が
予約されます。たとえば、4 GiB の RAM と統合型 Intel グラフィックカードを搭載して
いるラップトップでは、約 3.7 GiB しか使用可能なメモリーとして表示されません。

また、ほとんどの Red Hat Enterprise Linux システムでデフォルトで有効になっている
kdump クラッシュカーネルダンプメカニズムは、プライマリーカーネルがクラッシュし
た場合に使用されるセカンダリーカーネル用にメモリーの一部を確保します。ま
た、free コマンドを使用する場合、この予約メモリーは利用可能として表示されませ
ん。kdump とそのメモリー要件の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 カーネルクラッ
シュダンプガイド を参照してください。

メモリーに問題がないことを確認したら、mem= カーネルオプションを使用して手動でメモリーの容量
を設定できます。

手順手順9.7 メモリーを手作業で設定するメモリーを手作業で設定する

1. コンピューターを起動してブートローダーメニューが表示されるまで待ちます。ブートロー
ダーのタイムアウト期間を 0 に設定すると、Esc キーを押すと、それにアクセスします。

2. ブートローダーメニューが表示されたら、カーソルキーを使用して起動するエントリーを強調
表示し、e キーを押してこのエントリーのオプションを編集します。

3. オプション一覧でカーネル行を探します。カーネル行は linux （場合によっては linux16）で始
まります。以下のオプションをこの行の最後に追加します。

mem=xxM

xx の部分は実際の容量を MiB 単位で入力してください。

4. F10 または Ctrl+X を押して、編集したオプションでシステムを起動します。

5. システムの起動を待ってログインします。次に、コマンドラインを開き、free -m コマンドを再
度実行します。コマンドで表示される RAM の合計サイズが期待値と一致する場合
は、/etc/default/grub ファイルの GRUB_CMDLINE_LINUX で始まる行に以下を追加して、変
更を永続化します。

mem=xxM

xx の部分は実際の容量を MiB 単位で入力してください。

6. ファイルの更新、保存が終了したら、ブートローダー設定を更新して変更を反映させます。次
のコマンドを root 権限で実行します。

# grub2-mkconfig --output=/boot/grub2/grub.cfg

/etc/default/grub では、上記の例は以下のようになります。

GRUB_TIMEOUT=5
GRUB_DISTRIBUTOR="$(sed 's, release.*$,,g' /etc/system-release)"
GRUB_DEFAULT=saved
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GRUB_DISABLE_SUBMENU=true
GRUB_TERMINAL_OUTPUT="console"
GRUB_CMDLINE_LINUX="rd.lvm.lv=rhel/root vconsole.font=latarcyrheb-sun16 rd.lvm.lv=rhel/swap 
$([ -x /usr/sbin/rhcrashkernel.param ] && /usr/sbin/rhcrashkernel-param || :) vconsole.keymap=us 
rhgb quiet mem=1024M"
GRUB_DISABLE_RECOVERY="true"

GRUB2 ブートローダーの使用方法 の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイド  を参
照してください。

9.3.7. signal 11 エラーが表示される

セグメンテーション違反 と呼ばれる signal 11 エラーとは、割り当てられていないメモリーにプログラム
がアクセスを行ったという意味です。インストールされているソフトウェアプログラムのいずれかにバ
グがあったり、ハードウェアに障害があると signal 11 エラーが発生する場合があります。

インストール時に致命的なシグナル 11 エラーが発生した場合は、最初に最新のインストールイメージを
使用していることを確認し、Anaconda に検証して、それらが破損していないことを確認します。
signal 11 エラーの原因として不良インストールメディア (書き込みが不適切だったり、傷が付いている光
学ディスクなど) がよく見られます。インストールを行う前には、必ずインストールメディアの整合性
を確認することが推奨されます。

最新のインストールメディアを取得する方法は、2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロード  を参照し
てください。インストールを開始する前にメディアチェックを実行するには、起動メニューに 
rd.live.check 起動オプションを追加します。詳細は 「起動メディアの検証」 を参照してください。

メディアチェックではエラーは検出されず、それでもセグメンテーション違反を受け取る場合は、通
常、ハードウェア関連のエラーに遭遇していることを意味します。このような場合、システムのメモ
リー (RAM) に問題がある可能性がもっとも高いと言えます。これは、以前に同じコンピューターで別
のオペレーティングシステムをエラーなしで使用した場合でも、問題になる可能性があります。BIOS
ベースのシステムでは、インストールメディアに含まれる Memtest86+ メモリーテストモジュールを
使用して、システムのメモリーを完全にテストできます。詳細は 「メモリー (RAM) テストモードの読
み込み」 を参照してください。

これ以外に考えられる原因は、本書では扱いません。ハードウェアの製造元より提供されているドキュ
メントや『Red Hat Hardware Compatibility List (Red Hat ハードウェア互換性一覧)』
(https://hardware.redhat.com) などを参照してください。
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パート II. IBM POWER SYSTEMS - インストールと起動
『Red Hat Enterprise Linux インストールガイド』 のこのパートでは、IBM Power Systems サーバーへ
のインストールおよび基本的なトラブルシューティングについて説明します。IBM Power Systems サー
バーには、IBM PowerLinux サーバーならびに Linux を稼働する POWER7、POWER8、および POWER9
Power Systems サーバーが含まれます。高度なインストールオプションは、パートIV「高度なインス
トールオプション」 を参照してください。

重要重要

Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースでは、32 ビットおよび 64 ビットの Power
Systems サーバー（それぞれppc および ppc64 ）に対応していました。Red Hat
Enterprise Linux 7 は、64 ビットの Power Systems サーバー(ppc64)のみをサポートして
います。
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第10章 IBM POWER SYSTEMS へのインストールプラン
本章では、インストールする上で決定しておく必要のある各種の事項について説明しています。

10.1. アップグレードまたはインストールの選択

自動インプレースアップグレードがサポートされるようになりましたが、サポートは現在 AMD64 およ
び Intel 64 システムに限定されます。IBM Power Systems サーバーに以前の Red Hat Enterprise Linux
リリースのインストールが存在する場合は、クリーンインストールを実行して Red Hat Enterprise Linux
7 に移行する必要があります。クリーンインストールとは、システムの全データのバックアップ、ディ
スクパーティションのフォーマット化、インストールメディアからの Red Hat Enterprise Linux のイン
ストール、最後にユーザーのデータ復元の順で行う方法です。

10.2. ハードウェアの互換性について

Red Hat Enterprise Linux 7 (ビッグエンディアン) は、POWER7、POWER8、および POWER9 のプロ
セッサーシリーズを使用する IBM Power Systems サーバーと互換性があります。POWER6 およびそれ
以前のプロセッサーはサポートされなくなりました。

Red Hat Enterprise Linux では、IBM Power Systems 向けにリトルエンディアンバリアントも提供されま
す。このバリアントは現在 POWER8 および POWER9 プロセッサーとの互換性があり、Power 向け
Red Hat Enterprise Virtualization、PowerVM、および PowerNV (ベアメタル) 上での KVM ゲストとして
サポートされています。

対応しているハードウェアの最新一覧
は、https://access.redhat.com/ecosystem/search/#/category/Server にある 『Red Hat Hardware
Compatibility List』 で確認できます。システム要件の一般的な情報については、Red Hat Enterprise
Linux テクノロジーの機能と制限も参照してください。

10.3. IBM インストールツール

IBM Installation Toolkit は、IBM Power Systems への Linux のインストールを迅速化するオプションの
ユーティリティーで、特に Linux に精通していない方に役立ちます。IBM Installation Toolkit を使用し
て以下を行うことができます。[1]

仮想化していない IBM Power Systems サーバーで Linux のインストールと設定を行います。

論理パーティション (LPAR、仮想化サーバーとも呼ばれる) を設定済みのサーバーに Linux の
インストールと設定を行います。

新しい Linux システムまたは既にインストール済みの Linux システムに IBM サービスと生産性
ツールをインストールします。IBM サービスと生産性ツールには動的な論理パーティション
(DLPAR) ユーティリティーが含まれています。

IBM Power Systems サーバーでシステムのファームウェアレベルをアップグレードします。

既にインストール済みのシステムで診断またはメンテナーンスを行います。

LAMP サーバー (ソフトウェアスタック) とアプリケーションのデータを System x から System
p のシステムに移行します。LAMP サーバーはオープンソースソフトウェアのバンドルになり
ます。LAMP は、Linux、Apache HTTP Server、MySQL リレーショナルデータベース、PHP
（または Perl または Python）言語の頭文字です。

IBM Installation Toolkit for PowerLinux のドキュメントは、Linux Information Center (
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IBM Installation Toolkit for PowerLinux のドキュメントは、Linux Information Center (
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/topic/liaan/powerpack.htm)にあります。

PowerLinux サービスと生産性ツールはオプションのツールセットです。ハードウェアサービス診断支
援ツール、生産性ツール、インストール支援ツール、および POWER7、POWER6、POWER5、
POWER4 をベースとした IBM サーバーへの Linux OS インストール支援ツールなどが含まれています。

このサービスおよび生産性ツールに関するドキュメントは Linux Information Center でご覧ください
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/topic/liaau/liaauraskickoff.htm)。

10.4. IBM POWER SYSTEMS サーバーの準備

重要重要

実際のベースブートパラメーター が c00000 に設定されていることを確認してくださ
い。設定されていないと、以下のようなエラーが表示される可能性があります。

DEFAULT CATCH!, exception-handler=fff00300

IBM Power Systems サーバーでは、パーティション設定、仮想デバイス、ネイティブのデバイス、コン
ソールなどで多くのオプションが提供されています。

パーティション設定されていないシステムを使用する場合、インストール前のセットアップは必要あり
ません。HVSI シリアルコンソールを使用するシステムの場合には、コンソールを T2 シリアルポートに
接続します。

パーティション設定されたシステムを使用する場合、パーティション作成およびインストール開始の手
順はほぼ同じです。HMC でパーティションを作成し、CPU、メモリーのリソース、SCSI、イーサネッ
トのリソースなどを適宜割り当てます。仮想、ネイティブいずれでも構いません。HMC のパーティ
ション作成ウィザードを使用すると手順を追って作成することができます。

パーティションの作成方法については、IBM Systems Hardware Information Center が提供している
『Partitioning for Linux with an HMC』を参照してくださ
い。http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/powersys/v3r1m5/topic/iphbi_p5/iphbibook.pdf でご覧い
ただけます。

ネイティブではなく仮想の SCSI リソースを使用する場合には、まず先に仮想 SCSI によるパーティ
ションへのリンクを設定してから、仮想 SCSI 提供のパーティション自体を設定してください。HMC で
仮想 SCSI クライアントとサーバーのスロット間にリンクを作成します。仮想 SCSI サーバーは VIOS
(Virtual I/O Server) または IBM i のいずれで設定しても構いません。ご使用のモデルやオプションによ
ります。

Intel iSCSI Remote Boot を使用してインストールする場合は、接続されているすべての iSCSI ストレー
ジデバイスを無効にする必要があります。無効にしないとインストールは成功しますが、インストール
したシステムが起動しなくなります。

仮想デバイスの使用方法については、IBM Redbooks 資料のVirtualizing an Infrastructure with System
p and Linuxを参照してください。http://publib-b.boulder.ibm.com/abstracts/sg247499.html でご覧い
ただけます。

システムの設定が完了したら、HMC からアクティベートするか電源をオンにする必要があります。イ
ンストールの種類によっては、SMS が正しくインストールプログラムをブートするよう設定する必要
がある場合があります。
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10.5. インストール先として対応しているターゲット

インストールターゲットは、Red Hat Enterprise Linux を格納し、システムを起動するストレージデバイ
スです。Red Hat Enterprise Linux は、AMD64 および Intel 64 のシステム向けの、以下のインストール
ターゲットをサポートします。

SCSI、SATA、SAS などの標準的な内部インターフェイスで接続するストレージ

ファイバーチャネルのホストバスアダプターおよびマルチパスのデバイス。製造元が提供して
いるドライバーが必要な場合があります。

仮想化クライアントの LPAR 内の仮想 SCSI (vSCSI) を使用する場合は、Power Systems サー
バーへの仮想化インストールにも対応します

Red Hat では USB ドライブや SD メモリーカードへのインストールはサポートしていません。サード
パーティーによる仮想化技術のサポートについては、https://hardware.redhat.com でオンラインの
『Red Hat Hardware Compatibility List』 (Red Hat ハードウェア互換性一覧) を参照してください。

重要重要

IBM Power Systems サーバーでは、16GB の huge pages (大容量ページ) がシステムまた
はパーティションに割り当てられているのにカーネルコマンド行に huge page のパラ
メーターが含まれていないと、eHEA モジュールによる初期化が失敗します。このた
め、IBM eHEA イーサネットアダプターを使ってネットワークインストールを行う際は、
インストール時にシステムやパーティションに対して huge page を割り当てることはで
きません。代わりに large pages を使用してください。

10.6. システム仕様一覧

インストールプログラムは自動的にコンピューターのハードウェアを検出してインストールするため、
通常はシステムに関する詳細を入力する必要はありません。ただし、特定のタイプのインストールを実
行する際には、ハードウェアの詳細を把握しておくことが重要です。このため、インストールのタイプ
により、インストールに備えて以下のようなシステムの仕様を記録しておくことをお勧めします。

パーティションのレイアウトをカスタマイズする予定の場合は、以下の詳細をメモしておきま
す。

システムに接続されているハードドライブのモデル番号、サイズ、種類、およびインタ
フェース。たとえば、SATA0 上には Seagate 製 ST3320613AS (320 GB)、SATA1 上には
Western Digital WD7500AAKS (750 GB) です。こうすることで、パーティション設定の段
階で該当するハードドライブが識別できるようになります。

Red Hat Enterprise Linux を既存のシステム上に追加のオペレーティングシステムとしてインス
トールしている場合は、以下を記録しておきます。

システムで使用するパーティションについての情報。これには、ファイルシステムのタイ
プ、デバイスのノード名、ファイルシステムのラベル、およびサイズが含まれます。これ
により、パーティション設定のプロセス中に特定のパーティションを識別できるようにな
ります。オペレーティングシステムによってパーティションとドライブの特定方法は異な
ることから、別のオペレーティングシステムが Unix であったとしても、Red Hat
Enterprise Linux は異なるデバイス名でレポートする可能性があることに留意してくださ
い。この情報は、通常 mount コマンドおよび blkid コマンドを実行して確認で
き、/etc/fstab ファイルにあります。

すでに他のオペレーティングシステムをインストールしている場合、Red Hat
Enterprise Linux 7 のインストールプログラムはそのオペレーティングシステムを自動検出
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して起動するよう設定します。他のオペレーティングシステムが正しく検出されない場合
は手作業で設定できます。詳細は、「ブートローダーのインストール」 を参照してくださ
い。

ローカルのハードドライブ上にあるイメージからのインストールを予定している場合は、以下
をメモしておきます。

該当のイメージを格納しているハードドライブとディレクトリー

ネットワーク上の場所からのインストールを予定している場合は、以下をメモしておきます。

システム上のネットワークアダプターの製造元とモデル番号 (たとえば、Netgear 社製の
GA311 など)。ネットワークを手動で設定する場合にアダプターを特定できるようになりま
す。

IP、DHCP、および BOOTP のアドレス

ネットマスク

ゲートウェイの IP アドレス

1 つ以上のネームサーバーの IP アドレス (DNS)

FTP サーバー、HTTP (web) サーバー、HTTPS (web) サーバー、または NFS サーバー上に
あるインストールソースの場所

上記のネットワークに関する要件や用語が不明な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせ
ください。

iSCSI ターゲットにインストールを予定している場合は、以下をメモしておきます。

iSCSI ターゲットの場所ネットワークによっては、CHAP ユーザー名とパスワードと、リ
バース CHAP ユーザー名とパスワードが必要になる場合があります。

使用コンピューターがドメインの一部である場合は、以下をメモしておきます。

ドメイン名が DHCP サーバーにより提供されることを確認してください。提供されない場
合は、インストール中にドメイン名を手動で入力する必要があります。

10.7. ディスク領域およびメモリーに関する要件

Red Hat Enterprise Linux など、最新のオペレーティングシステムは ディスクパーティション を使用し
ます。Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、ディスクパーティションを操作する必要が
あります。ディスクパーティションの詳細は、付録A ディスクパーティションの概要 を参照してくださ
い。

Red Hat Enterprise Linux で使用されるディスク領域は、システムにインストールしている可能性のある
他のオペレーティングシステムで使用されるディスク領域とは別にしてください。

注記注記

IBM Power Systems サーバーの場合、少なくとも 3 つのパーティション(/、swap、およ
び PReP 起動パーティション)を Red Hat Enterprise Linux 専用にする必要があります。

Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、パーティションが分割されていないディスク領域
か、削除できるパーティション内に、最低 10 GiB の容量が必要です。パーティションおよびディスク
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領域の推奨事項については、「推奨されるパーティション設定スキーム」 で説明している推奨のパー
ティション設定サイズを参照してください。

Red Hat Enterprise Linux には、少なくとも以下のメモリー容量が必要です。

インストールタイプインストールタイプ 必要最小限の必要最小限の RAM サイズサイズ

ローカルメディアによるインストール (USB, DVD) 1,280 MiB

NFS ネットワークインストール 1,280 MiB

HTTP、HTTPS、または FTP ネットワークインス
トール

1,664 MiB

キックスタートファイルを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合には、手動イン
ストールと同じ最小メモリー要件があります。ただし、使用するキックスタートファイルで、新たなメ
モリーを必要とするコマンドやデータを RAM ディスクに書き込むコマンドを実行する場合は、追加の
RAM が必要になることもあります。

Red Hat Enterprise Linux 7 の最小要件および技術的制限については、Red Hat カスタマーポータル
の『Red Hat Enterprise Linux technology capabilities and limits 』の記事を参照してください。

10.8. RAID と他のディスクデバイス

Red Hat Enterprise Linux の使用時に、特別な注意を必要とするストレージ技術があります。一般的に
は、こうした技術の設定方法、Red Hat Enterprise Linux からの可視性、またこのストレージ技術に対す
るサポートのメジャーバージョン間での変更などを理解することが重要になります。

10.8.1. ハードウェア RAID

RAID (Redundant Array of Independent Disks) を使用すると、複数のドライブで設定される 1 つのグルー
プまたはアレイを単一のデバイスとして動作させることができます。インストールを開始する前に、コ
ンピューターのメインボードで提供される RAID 機能をすべて設定するか、またはコントローラーカー
ドを接続しておいてください。アクティブな RAID アレイは、それぞれ Red Hat Enterprise Linux 内で 1
つのドライブとして表示されます。

10.8.2. ソフトウェア RAID

システムに複数のハードドライブが搭載されている場合は、Red Hat Enterprise Linux インストールプロ
グラムを使用して、複数のドライブを 1 つの Linux ソフトウェア RAID アレイとして動作させることが
できます。ソフトウェア RAID アレイを使用すると、RAID 機能は専用のハードウェアではなく、オペ
レーティングシステムによって制御されることになります。機能の詳細は「手動パーティション設
定」で説明しています。

注記注記

以前から存在している RAID アレイのメンバーデバイスがすべてパーティション設定され
ていないディスクまたはドライブの場合、インストーラーはアレイ自体をディスクとし
て扱い、アレイを削除する方法は提供しません。

10.8.3. USB ディスク
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インストール後に外付け USB ストレージを接続して設定できます。こうしたデバイスのほとんどは
カーネルでの認識後に使用できるようになります。

一部の USB ドライブはインストールプログラムで認識されないことがあります。インストール時にこ
のような USB ドライブの設定がどうしても必要な場合以外、問題が発生するのを避けるため取り外し
ておいてください。

10.9. インストーラーの起動方法の選択

各種方法で、Red Hat Enterprise Linux 7 インストールプログラムを起動できます。インストールメディ
アにより選択する方法が異なります。

注記注記

インストールメディアは、キックスタートファイルの %post セクションの実行時にな
ど、インストール全体で引き続きマウントされる必要があります。

完全インストール完全インストール DVD またはまたは USB ドライブドライブ

完全インストール DVD または ISO イメージから起動メディアを作成できます。この場合には、DVD
または USB ドライブ は、起動デバイスとソフトウェアパッケージのインストールソース両方のロー
ルを果たすため、このドライブ 1 つでインストールをすべて完了できます。完全インストール向けに
DVD または USB ドライブの作成方法については3章メディアの作成を参照してください。

最小限の起動最小限の起動 CD、、DVD またはまたは USB フラッシュドライブフラッシュドライブ

最小限のブート CD、DVD、または USB フラッシュドライブは、システムの起動とインストールの
開始に必要なデータだけが含まれる、小さい ISO イメージを使用して作成されます。この起動メ
ディアを使用する場合には、パッケージをインストールする追加のインストールソースが必要にな
ります。ブート CD、DVD、および USB フラッシュドライブを作成する方法は、3章メディアの作成
を参照してください。

PXE サーバーサーバー

PXE (preboot execution environment) サーバーを使用すると、インストールプログラムをネット
ワーク経由で起動させることができます。システムを起動したら、ローカルのハードドライブや
ネットワーク上の場所など、別途用意したインストールソースを使ってインストールを完了させま
す。PXE サーバーの詳細は24章ネットワークからのインストールの準備を参照してください。

10.10. キックスタートを使用したインストールの自動化

Red Hat Enterprise Linux 7 では、キックスタートファイル を使用してインストールプロセスを部分的ま
たは完全に自動化する方法を提供します。キックスタートファイルには、システムで使用するタイム
ゾーン、ドライブのパーティション設定、インストールするパッケージなど、通常、インストールプロ
グラムで入力が求められる質問すべてに対する答えが含まれています。このため、インストール開始時
にキックスタートファイルが用意されていると、ユーザーによる作業をを必要とせずに、すべてまたは
一部を自動インストールできるようになります。これは、Red Hat Enterprise Linux を多数のシステムに
一度にデプロイする場合などに特に便利です。

インストールを自動化する以外にも、キックスタートファイルを使用すると、ソフトウェア選択の幅を
広げることができます。グラフィカルインストールインターフェイスで Red Hat Enterprise Linux を手
動でインストールする場合には、ソフトウェアの選択肢は、事前定義されている環境とアドオンに限定
されます。キックスタートファイルを使用すると、パッケージを個別にインストールしたり、除外した
りできます。
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キックスタートファイルを作成してインストールを自動化する方法は、27章キックスタートを使ったイ
ンストール を参照してください。

[1] このセクションは以前に IBM の Linux information for IBM systems リソースにて公開されていました
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?topic=%2Fliaay%2Ftools_overview.htm)
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第11章 IBM POWER SYSTEMS へのインストール中におけるドライ
バー更新

ほとんどの場合、Red Hat Enterprise Linux にはシステムを設定するデバイスのドライバーがすでに含ま
れています。しかし、かなり最近にリリースされたハードウェアが搭載されている場合、そのハード
ウェア用のドライバーはまだ含まれていない可能性があります。新しいデバイスのサポートを提供する
ドライバー更新は Red Hat やハードウェアの製造元から、RPM パッケージ が含まれる ドライバーディ
スク の形で入手することができる場合があります。通常、ドライバーディスクは ISO イメージファイ
ル としてダウンロードできます。

重要重要

ドライバーの更新は、そのドライバーがないとインストールを正常に完了できない場合
に限定してください。常に、カーネルに含まれるドライバーを、他の方法で提供される
ドライバーよりも優先させてください。

インストールプロセス中に新しいハードウェアが必要になることはほぼありません。たとえば、ローカ
ルのハードドライブへのインストールに DVD を使用する場合は、ネットワークカード用のドライバー
がなくてもインストールは成功します。このような場合、インストールを完了してから、新しいハード
ウェアのサポートを追加します。サポート追加に関する詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管
理者のガイド を参照してください。

他の状況では、インストールプロセスでデバイスのドライバーを追加して特定の設定に対応する必要が
ある場合があります。たとえば、ネットワークデバイス用のドライバーやストレージのアダプターカー
ドなどをインストールして、インストールプログラムがシステムで使用するストレージデバイスにアク
セスできるようにする場合などです。インストール中にこうしたサポートを追加するには、次のいずれ
かの方法でドライバーディスクを使用します。

1. インストールプログラムがアクセスできる場所に直接ドライバーディスクの ISO イメージファ
イルを配置します (ローカルのハードドライブ、USB フラッシュドライブ、CD、DVD など)。

2. イメージファイルからドライバーディスクを作成します (CD、DVD、USB フラッシュドライブ
など)。ISO イメージファイルの CD/DVD への書き込み方法などについては「インストール CD
または DVD の作成」 でインストールディスクの作り方を、USB ドライブへの書き込み方法に
関しては 「USB インストールメディアの作成」  を参照してください。

Red Hat、ハードウェアの製造元、または信頼できるサードパーティーなどによってインストール中の
ドライバー更新が必要であることが明示されている場合には、本章で説明している方法の中から 1 つ選
択し、検証してからインストールを実行するようにしてください。逆に、お使いのシステムでドライ
バーの更新が必要かどうかが不明な場合には、ドライバーは更新しないでください。システム上に対象
外のドライバーが存在すると、サポートが複雑になる可能性があります。

警告警告

ドライバー更新ディスクは、必要に応じて競合するカーネルドライバーを無効にす
る場合があります。この方法でカーネルモジュールをアンロードすると、インス
トールエラーが発生することがあります。

11.1. インストール中にドライバーを更新するための準備
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ハードウェア用のドライバー更新が必要で、その更新が利用可能になっている場合、通常、Red Hat や
ハードウェアの製造元など信頼できるサードパーティーから ISO 形式のイメージファイルが提供されま
す。ISO イメージを取得したら、ドライバー更新の実行に使用する方法を決める必要があります。

次のような方法があります。

ドライバーの自動更新ドライバーの自動更新

インストールを開始すると、Anaconda インストールプログラムは接続されているすべてのスト
レージデバイスの検出を試みます。インストールの開始時に OEMDRV というラベルの付いたスト
レージデバイスがある場合、Anaconda は常にドライバー更新ディスクとして扱い、そこに存在す
るドライバーを読み込みます。

アシスト付きのドライバー更新アシスト付きのドライバー更新

インストールを開始するときに、inst.dd 起動オプションを指定できます。パラメーターを指定せず
にこのオプションを使用すると、Anaconda はシステムに接続されているすべてのストレージデバ
イスの一覧を表示し、ドライバー更新を含むデバイスを選択するよう求められます。

手動によるドライバー更新手動によるドライバー更新

inst.dd=location 起動オプションは、インストールの開始時に指定しますが、location は、ドライ
バー更新ディスクまたは ISO イメージのパスになります。このオプションを指定すると、Anaconda
は、指定した場所にあるドライバー更新を読み込もうとします。手動のドライバー更新では、ロー
カルで利用可能なストレージデバイスまたはネットワークの場所( HTTP、HTTPS、または FTP
サーバー)のいずれかを指定できます。

注記注記

inst.dd=location と inst.dd の両方を同時に使用することも可能です。ただし、この場合
は Anaconda の機能は、使用する 場所 のタイプによって異なります。デバイスの場
合、Anaconda は指定されたデバイスから更新するドライバーを選択するように要求
し、追加のデバイスを提供します。location がネットワークの場所の場合、Anaconda は
ドライバー更新を含むデバイスを選択し、指定したネットワークの場所からドライバー
を更新するよう要求します。

ドライバーの自動更新方法を使用する場合は、OEMDRV というラベルが付いたストレージデバイスを
作成する必要があります。また、インストールシステムに物理的に接続されている必要があります。ア
シスト付き方法を使用するには、OEMDRV 以外の任意のラベルを使用して、任意のローカルストレー
ジデバイスを使用できます。手動で行う場合は、別のラベルでローカルストレージを使用するか、イン
ストールするシステムからアクセスが可能なネットワーク上の場所を使用することもできます。

重要重要

ネットワーク経由でドライバーの更新を読み込むときは、ip= オプションを使用してネッ
トワークを初期化します。詳細は 「ブートメニューによるインストールシステムの設
定」 を参照してください。

11.1.1. ドライバー更新用の ISO ファイルをローカルのストレージデバイスで使用するた
めの準備

ハードドライブや USB フラッシュドライブなど、ローカルのストレージデバイスを使用して ISO ファ
イルを提供する場合は、デバイスに適切なラベルを付けることでインストールプログラムがデバイスを
自動的に認識するようにできます。これができない場合に限り、以下のように手動でドライバー更新を
インストールしてください。
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インストールプログラムがドライバーディスクを自動的に認識できるようにするには、スト
レージデバイスのボリュームラベルを OEMDRV にする必要があります。また、ISO イメージ
自体をコピーするのではなく、その内容をストレージデバイスのルートディレクトリーに抽出
します。「ドライバーの自動更新」 を参照してください。手動インストールの場合、OEMDRV
というラベルの付いたデバイスからのドライバーのインストールが常に推奨され、推奨される
ことに注意してください。

手動インストールでは、ストレージデバイスに ISO イメージを単一ファイルとしてコピーする
だけです。ファイル名は便利ですが、ファイル名の拡張子は変更しないでください。これは 
.iso のままにします（例： dd.iso ）。インストール時にドライバーの更新を手動で選択する方
法は、「アシスト付きのドライバー更新」 を参照してください。

11.1.2. ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスク (CD または DVD) の準備

CD または DVD にドライバー更新用ディスクを作成することができます。イメージファイルをディスク
へ書き込む方法は 「インストール CD または DVD の作成」  を参照してください。

ドライバー更新用ディスクの CD または DVD を作成したら、システムにディスクを挿入し、ファイル
マネージャーで表示して、そのディスクが正常に作成されたか確認します。rhdd3 という名前のファイ
ルが 1 つ表示されるはずです。これは、ドライバーディスクの説明が含まれる署名ファイルと、rpms
という名前のディレクトリーです。このディレクトリーには、さまざまなアーキテクチャー用のドライ
バーを持つ RPM パッケージが含まれます。

末尾が .iso のファイルが 1 つしかない場合は、ディスクが正しく作成されていないため、再試行する必
要があります。GNOME 以外の Linux デスクトップを使用する場合、また は別のオペレーティングシスは別のオペレーティングシス
テムを使用している場合は、イメージテムを使用している場合は、イメージ の書き込み のようなオプションを選択してください。

11.2. インストール中のドライバー更新

インストールプロセスの冒頭で、以下のいずれかの方法でドライバーを更新します。

ドライバー更新の検出と実行をインストールプログラムで自動的に行う

ドライバー更新の検索プロンプトをインストールプログラムが表示する

ドライバー更新用のイメージまたは RPM パッケージへのパスを手動で指定する

重要重要

ドライバー更新ディスクは、必ず標準のディスクパーティションに配置してください。
ドライバー更新を行うインストールの初期段階では、RAID や LVM ボリュームなどの高
度なストレージにはアクセスできない場合があります。

11.2.1. ドライバーの自動更新

インストールプログラムがドライバー更新ディスクを自動的に認識させるには、インストールプロセス
を開始する前に、OEMDRV ボリュームラベルの付いたブロックデバイスをコンピューターに接続しま
す。

注記注記

Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降では、OEMDRV ブロックデバイスを使用して、キック
スタートファイルを自動的に読み込むこともできます。このファイルは ks.cfg という名
前にし、読み込むデバイスのルートに置く必要があります。キックスタートインストー
ルの詳細は、27章キックスタートを使ったインストール を参照してください。
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インストールが開始すると、インストールプログラムはシステムに接続している全ストレージを検出し
ます。OEMDRV というラベルが付いたストレージデバイスが見つかると、ドライバー更新ディスクと
して扱われ、このデバイスからドライバーの更新を読み込もうとします。読み込むドライバーの選択を
求めるプロンプトが表示されます。

図図11.1 ドライバーの選択ドライバーの選択

[D]

数字キーを使ってドライバー間を移動します。準備ができたら、c を押して選択したドライバーをイン
ストールし、Anaconda グラフィカルユーザーインターフェイスに進みます。

11.2.2. アシスト付きのドライバー更新

インストール時にドライバーをインストールするのに、常に OEMDRV ボリュームラベルが付いたブ
ロックデバイスを使用することが推奨されます。ただし、そのようなデバイスが検出されず、inst.dd
オプションが起動コマンドラインに指定されている場合には、インストールプログラムは対話モードで
ドライバーディスクを検索できます。最初のステップでは、Anaconda が ISO ファイルをスキャンする
ローカルのディスクパーティションをリストから選択します。次に、検出された ISO ファイルの中から
更新用のファイルを選択します。最後にドライバーを選択します (複数可)。以下の図では、テキスト
ユーザーインターフェイスでこのプロセスを強調表示しています。

図図11.2 対話式のドライバー選択対話式のドライバー選択
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図図11.2 対話式のドライバー選択対話式のドライバー選択

[D]

注記注記

ISO イメージファイルを抽出して CD または DVD に書き込んだが、メディアに 
OEMDRV ボリュームラベルがない場合は、引数なしで inst.dd オプションを使用してデ
バイスを選択するか、インストールプログラムに以下の起動オプションを使用してメ
ディアをスキャンしてドライバーを探します。

inst.dd=/dev/sr0

数字キーでドライバー間を移動します。準備ができたら、c を押して選択したドライバーをインストー
ルし、Anaconda グラフィカルユーザーインターフェイスに進みます。

11.2.3. 手動によるドライバー更新

手動でドライバーをインストールする場合は、ドライバーを格納する ISO イメージを USB フラッシュ
ドライブや Web サーバーなどアクセスできる場所に配置し、コンピューターに接続しておきます。
Welcome 画面で Tab を押して起動コマンドラインを表示し、それに inst.dd= のの場所場所 を追加しま
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す。location は、ドライバー更新ディスクへのパスになります。

図図11.3 ドライバー更新へのパスの指定ドライバー更新へのパスの指定

[D]

通常、イメージファイルは Web サーバー (http://server.example.com/dd.iso など) または USB フラッ
シュドライブ (/dev/sdb1 など) に置きます。ドライバー更新を含む RPM パッケージ
(http://server.example.com/dd.rpm など) を指定することもできます。

準備ができたら、Enter を押して起動コマンドを実行します。すると、選択したドライバーが読み込ま
れ、インストールプロセスが正常に進みます。

11.2.4. ブラックリストへのドライバーの登録

正常に動作しないドライバーが原因でインストール時にシステムを起動できない場合があります。この
ような場合、起動コマンドラインをカスタマイズしてそのドライバーを無効にすることができます (ブ
ラックリストに登録する)。ブートメニューで Tab キーを押してブートコマンドラインを表示します。
次に modprobe.blacklist=driver_name を追加します。driver_name の部分に無効にするドライバー名
を入力します。以下に例を示します。

modprobe.blacklist=ahci

起動オプション modprobe.blacklist= を使用してインストール時にブラックリストに登録されたドライ
バーは、インストール済みシステムで無効になり、/etc/modprobe.d/anaconda-blacklist.conf ファイ
ルに表示されることに注意してください。ドライバーをブラックリストに登録する方法とその他の起動
オプションについては、23章起動オプションを参照してください。
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第12章 IBM POWER SYSTEMS でのインストールの起動
DVD から IBM Power Systems サーバーを起動するには、System Management Services (SMS)メ
ニューでインストールブートデバイスを指定する必要があります。

System Management Services GUI に入るには、ブートプロセス中に chime サウンドを聞いた時に 1
キーを押します。これにより、このセクションに説明してあるグラフィカルインターフェイスと同様の
画面が立ち上がります。

テキストコンソールで、セルフテストでテスト済みのコンポーネントとともにバナーが表示された
ら、1 を押します。

図図12.1 システム管理サービスのコンソールシステム管理サービスのコンソール

[D]

SMS メニューで、Select Boot Options のオプションを選択します。そのメニューで、Select Install まま
たはたは Boot a Device を指定します。CD/DVD を選択し、バスタイプ（ほとんどの場合 SCSI）を選択し
ます。どのタイプか分からない場合は、すべてのデバイスを表示できます。これにより、ネットワーク
アダプターやハードドライブなど、ブートデバイスに使用できるすべてのバスがスキャンされます。

最後に、インストール DVD を収納しているデバイスを選択します。ブートメニューが読み込まれま
す。

重要重要
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重要重要

IBM Power Systems サーバーは主にテキストコンソールを使用するため、Anaconda は
自動的にグラフィカルインストールを開始しません。ただし、グラフィカルなインス
トールプログラムの方が機能やカスタマイズ性に優れているため、システムにグラフィ
カルなディスプレイが備わっている場合はグラフィカルインストールの使用をお勧めし
ます。

グラフィカルインストールを起動するには、inst.vnc 起動オプションを渡します (リモー
トアクセスの有効化 を参照)。

12.1. ブートメニュー

システムがブートメディアの読み込みを完了すると、GRUB2 (GRand Unified Bootloader、バージョン
2)を使用してブートメニューが表示されます。起動メニューには、インストールプログラムを起動する
以外に、複数のオプションがあります。60 秒以内に何のキーも押さなければデフォルトの起動オプ
ションが実行されます (白色で強調表示されているオプション)。デフォルトを選択するには、タイマー
がなくなるまで待機するか、Enter を押します。

図図12.2 起動画面起動画面

[D]

デフォルト以外のオプションを選択するには、キーボードの矢印キーを使用して、正しいオプションが
強調表示されたら Enter を押します。

特定のメニューエントリーの起動オプションをカスタマイズするには、e キーを押して、コマンドライ
ンにカスタムの起動オプションを追加します。準備ができたら、Ctrl+X を押して変更されたオプション
を起動します。

追加の起動オプションは 23章起動オプション を参照してください。

起動メニューのオプションは、以下のようになります。

Install Red Hat Enterprise Linux 7.0

グラフィカルなインストールプログラムを使用してコンピューターシステムに Red Hat Enterprise
Linux をインストールする場合にはこの選択肢を実行します。

Test this media & install Red Hat Enterprise Linux 7.0

このオプションがデフォルトです。インストールプログラムを開始する前に、インストールメディ
アの整合性をチェックするユーティリティーが起動します。

Troubleshooting &gt ;

この項目は別のメニューとなっており、さまざまなインストールの問題を解決する場合に役立ちま
す。強調表示された場合は、Enter を押してその内容を表示します。
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図図12.3 トラブルシューティングメニュートラブルシューティングメニュー

[D]

Install Red Hat Enterprise Linux 7.0 in basic graphics mode

このオプションを使用すると、インストールプログラムがお使いのビデオカードに適したドライ
バーを読み込むことができない場合でも、グラフィカルモードで Red Hat Enterprise Linux をインス
トールできます。Install Red Hat Enterprise Linux 7.0 オプションの使用時に画面が廃止または空
白になる場合は、コンピューターを再起動してこのオプションを試してください。

Rescue a Red Hat Enterprise Linux system

正常に起動できないインストール済みの Red Hat Enterprise Linux システムの問題を修復する場合に
このオプションを選択します。このレスキュー環境には、こうした多様な問題を修復するための
ユーティリティープログラムが用意されています。

Run a memory test

システムでメモリーテストを実行するオプションです。詳細は、「メモリー (RAM) テストモードの
読み込み」 を参照してください。

Boot from local drive

インストールが完了した 1 番目のディスクからシステムを起動するオプションです。誤ってインス
トールディスクから起動してしまった場合は、このオプションを使用するとインストールプログラ
ムを起動させず直ちにハードディスクから起動できます。
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12.2. 異なるソースからのインストール

Red Hat Enterprise Linux は、ハードディスクに格納している ISO イメージを使用するか、NFS、FTP、
HTTP、HTTPS メソッドを使用してネットワークからインストールできます。ハードディスクやネット
ワークサーバーからのデータ読み込みは DVD からの読み込みよりも高速なため、経験豊富なユーザー
はこれらの方法をよく使用します。

以下の表では、メディアごとに使用できる起動方法と推奨インストール方法について要約しています。

表表12.1 起動方法とインストールソース起動方法とインストールソース

起動方法起動方法 インストールソースインストールソース

完全インストール用メディア (DVD) インストールも起動した完全インストール用メディ
ア自体を使用します

最小限の起動メディア (CD または DVD) インストールは、ネットワーク上もしくはハードド
ライブ上に配置しておいた完全インストール用 DVD
ISO イメージ、またはこのイメージから抽出したイ
ンストールツリーを使用します

ネットワーク起動 インストールは、ネットワーク上に配置しておいた
完全インストール用 DVD ISO イメージ、またはこの
イメージから抽出したインストールツリーを使用し
ます

12.3. インストールサーバーを使ったネットワークからの起動

ネットワークブートの場合には、インストールサーバーをサポートするコンピューターにネットワーク
インターフェイス、正しく設定したサーバーが必要です。インストールサーバーの設定方法は「GRUB2
を使用した IBM Power Systems 向けのネットワークブートの設定」を参照してください。

SMS メニューで Select Boot Options を選択して Boot/Install Device を選択し、ネットワークイン
ターフェイスから起動するようにコンピューターを設定します。使用可能なデバイス一覧からネット
ワークデバイスを選択します。

インストールサーバーからの起動を正しく設定したら、 コンピューターは他にメディアがなくても Red
Hat Enterprise Linux インストールシステムを起動できるようになります。

サーバーからコンピューターを起動するには以下を実行します。

手順手順12.1 ネットワークからインストールプログラムを起動するネットワークからインストールプログラムを起動する

1. ネットワークケーブルが接続されていることを確認します。コンピューターの電源がオンに
なっていない場合でも、ネットワークソケットのリンクインジケーターのライトがオンになっ
ているはずです。

2. コンピューターのスイッチをオンにします。

3. ネットワーク設定と診断に関する情報は通常、コンピューターがサーバーに接続する前に表示
されます。ただし、これは使用しているハードウェアによって異なります。目的のオプション
に該当する数字キーを押します。目的のオプションに該当する数字キーを押します。どのオプ
ションを選択したらよいかわからない場合は、サーバー管理者に問い合わせてください。
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システムがネットワークインストールサーバーから起動しない場合は、適切なネットワークインター
フェイスが起動順序の 1 番目に設定されているか SMS を確認してください。詳細はハードウェアのド
キュメントをご覧ください。

重要重要

vmlinuz イメージおよび initrd.img イメージを使用して、ネットワーク経由でシステム
を起動します。ppc64.img イメージを使用してネットワーク経由で起動することはでき
ません。TFTP の場合は、ファイルが大きすぎます。
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第13章 ANACONDA を使用したインストール
本章では、Anaconda インストーラーを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする手順を
説明します。本章の大部分では、グラフィカルユーザーインタフェースを使用したインストールを説明
しています。グラフィカルディスプレイのないシステムではテキストモードが利用できますが、この
モードは特定の機能 (カスタマイズのパーティション設定ができないなど) に制限があります。

お使いのシステムにグラフィカルモードを使用する機能がない場合は、以下が可能です。

27章キックスタートを使ったインストール の説明に従って、キックスタートを使用してインス
トールを自動化する。

VNC (Virtual Network Computing) プロトコルを使用して、グラフィカルディスプレイのある別
のコンピューターからインストールシステムにリモートで接続して、グラフィカルインストー
ルを実行する。25章VNC の使用を参照してください。

13.1. ANACONDA の概要

Red Hat Enterprise Linux インストーラーである Anaconda は、その並列性があるため、他のほとんど
のオペレーティングシステムのインストールプログラムとは異なります。ほとんどのインストーラー
は、最初に言語の選択、次にネットワークの設定、それからインストールタイプ、パーティション設
定、といったように、決まったパスで進められます。ある時点ですすめる方向は通常、1 つのみです。

Anaconda では、最初に言語とロケールのみを選択するだけで、中央画面が表示され、任意の順序でイ
ンストールのほとんどの側面を設定できます。これはインストールのすべての部分に該当するわけでは
ありません。たとえば、ネットワークからインストールする場合は、インストールするパッケージが選
択可能となる前にネットワークを設定する必要があります。

お使いのハードウェアやインストールを開始するメディアタイプによっては、自動で設定される画面も
いくつかあります。その場合でも、検出された設定は変更することが可能です。自動設定されず、イン
ストール前にユーザーの作業が必要となる画面には、感嘆符が付いています。実際のインストールプロ
セスを開始するには、これらの設定を完了する必要があります。

中央の画面では、他にも違いがあります。特に、カスタムのパーティション設定プロセスは他の Linux
ディストリビューションとは非常に異なります。これらの違いについては、各画面のサブセクションで
説明します。

13.2. インストール中のコンソールとロギング

以下のセクションでは、インストール中にログと対話式のシェルにアクセスする方法を説明していま
す。これは問題解決に役立ちますが、ほとんどの場合では必要ないはずです。

13.2.1. コンソールへのアクセス

Red Hat Enterprise Linux インストーラーは、tmux ターミナルマルチプレクサーを使用して、メインイ
ンターフェイスに加えて使用できる複数のウィンドウを表示および制御します。これらのウィンドウは
それぞれ目的が異なるため、インストール中に問題のトラブルシューティングに使用できるいくつかの
異なるログを表示します。ウィンドウの 1 つは、起動オプションまたはキックスタートコマンドを使用
して明示的に無効になっていない限り、root 権限のある対話式シェルプロンプトを提供します。

注記注記

一般的に、インストール関連の問題を診断する必要がなければ、デフォルトのグラフィ
カルインストール環境から、他の環境に移動する必要はありません。

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

150



端末マルチプレクサーは、仮想コンソール 1 で実行しています。グラフィカルインストール環境から
tmux に切り替えるには、Ctrl+Alt+F1 を押します。仮想コンソール 6 で実行されるメインのインス
トールインターフェイスに戻るには、Ctrl+Alt+F6 を押します。

注記注記

テキストモードのインストールを選択すると、仮想コンソール 1 (tmux)で起動し、コン
ソール 6 に切り替えると、グラフィカルインターフェイスではなくシェルプロンプトが
開きます。

tmux を実行しているコンソールには、利用可能な画面が 5 つあります。その内容と、それらへのアク
セスに使用するキーボードショートカットを以下の表に示します。キーボードショートカットは 2 部分
であることに注意してください。まず Ctrl+b を押してから両方のキーを解放し、使用するウィンドウ
の番号キーを押します。

また、Ctrlb n と   b p を使用して、それぞれ次または前の tmux 画面に切り替えることもできます。

表表13.1 利用可能な利用可能な tmux ウィンドウウィンドウ

ショートカッショートカッ
トト

内容内容

Ctrl+b 1 メインのインストールプログラム画面。テキストベースのプロンプト (テキストモードのイ
ンストール中もしくは VNC Direct モードを使用の場合) とデバッグ情報があります。

Ctrl+b 2 root 権限を持つインタラクティブなシェルプロンプト。

Ctrl+B 3 インストールログ - /tmp/anaconda.log に保存されているメッセージを表示します。

Ctrl+B 4 ストレージログ - /tmp/storage.log に保存されているカーネルおよびシステムサービスか
らのストレージデバイスに関連するメッセージを表示します。

Ctrl+B 5 プログラムログ - /tmp/program.log に保存されている他のシステムユーティリティーから
のメッセージを表示します。

Anaconda は、tmux ウィンドウに診断情報を表示するだけでなく、インストールシステムから転送で
きるいくつかのログファイルも生成します。これらのログについては 表14.1「インストール中に生成さ
れるログファイル」 を、インストールシステムからの転送方法は、14章IBM Power Systems でのインス
トールに関するトラブルシューティングを参照してください。

13.2.2. スクリーンショットの保存

グラフィカルインストール時に Shift+Print Screen を押すと、現在の画面をキャプチャできます。これ
らのスクリーンショットは、/tmp/anaconda-screenshots/ に保存されます。

また、キックスタートファイルで autostep --autoscreenshot コマンドを使用して、インストールの各
ステップを自動的にキャプチャーし、保存することができます。詳細は 「キックスタートのコマンドと
オプション」 を参照してください。

13.3. テキストモードでのインストール

テキストモードによるインストールでは、Red Hat Enterprise Linux のインストールに対話式で、グラ
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フィカルではないインターフェイスを使用します。これはグラフィカル機能のないシステムでは便利で
すが、テキストベースのインストールを開始する前に、常に利用可能な別の方法を検討してください。
テキストモードでは、インストール中の選択肢の数に限りがあります。

重要重要

Red Hat では、Red Hat Enterprise Linux のインストールにはグラフィカルインターフェ
イスの使用を推奨します。グラフィカルな表示がないシステムに Red Hat Enterprise
Linux をインストールする場合は、VNC 接続によるインストールを検討してくださ
い。25章VNC の使用 を参照してください。テキストモードでのインストールプログラム
では、VNC ベースのインストールが可能であることを検出すると、テキストモードでの
インストールの確認を求めるプロンプトが表示されます。

システムにグラフィカルディスプレイがあり、グラフィカルインストールが失敗した場
合は、inst.xdriver=vesa オプションで起動してみてください。23章起動オプション を
参照してください。

または、キックスタートを使ったインストールも検討してください。詳細は、27章キッ
クスタートを使ったインストール を参照してください。

図図13.1 テキストモードでのインストールテキストモードでのインストール

[D]

テキストモードでのインストールは、グラフィカルインストールと同様のパターンになります。決まっ
た 1 つの方法ではなく、メインのステータス画面を使用して多くの設定を好きな順序で設定することが
できます。自動またはユーザーによってすでに設定されている画面は [x] とマークされ、インストール
を開始する前に注意が必要な画面には [!] のマークが付けられます。利用可能なコマンドは、利用可能
なオプション一覧の下に表示されます。

注記注記

関連するバックグラウンドタスクが実行されている場合、特定のメニューアイテムが一
時的に利用できなくなったり、Processing... ラベルを表示したりできます。テキストメ
ニューアイテムの現在のステータスを更新するには、テキストモードプロンプトで r オ
プションを使用します。
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テキストモード画面の下部には、5 つのメニューオプションを表示する緑色のバーがあります。これら
のオプションは、tmux ターミナルマルチプレクサーのさまざまな画面を表しています。デフォルトで
は画面 1 で開始し、キーボードショートカットを使用して、ログとインタラクティブなコマンドプロン
プトを含む他の画面に切り替えることができます。利用可能な画面やそれらへの切り替えに使用する
ショートカットについては、「コンソールへのアクセス」 を参照してください。

対話式テキストモードでのインストールには以下のような制限があります。

インストーラーは常に言語には英語を、キーボードには US English のキーボードレイアウトを
使用します。言語とキーボードレイアウトは設定可能ですが、これはインストールされるシス
テムに適用されるもので、インストール自体には適用されません。

高度なストレージメソッド (LVM、software RAID、FCoE、zFCP、および iSCSI) の設定はでき
ません。

カスタムのパーティション設定はできません。自動パーティション設定のいずれかを使用する
必要があります。また、ブートローダーのインストール場所を設定することもできません。

インストールするパッケージアドオンは選択できません。Yum パッケージマネージャーを使用
してインストールの完了後に追加する必要があります。

テキストモードのインストールを開始するには、起動メニューの起動コマンドラインまたは PXE サー
バー設定で inst.text 起動オプションを使用してインストールを起動します。起動オプションの使用お
よび起動に関する情報は、12章IBM Power Systems でのインストールの起動 を参照してください。

13.4. HMC VTERM の使用

HMC vterm はパーティション設定している IBM Power システム用のコンソールです。HMC のパーティ
ションを右クリックし、Open Terminal Window を選択してコンソールを開きます。一度にコンソー
ルへ接続できる vterm は 1 つのみです。パーティション設定しているシステム用のコンソールアクセス
は vterm 以外にはありません。このコンソールを指して 仮想コンソール仮想コンソール と呼ぶことがよくあります
が、「コンソールへのアクセス」 で説明している仮想コンソールとは異なります。

13.5. グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストール

Red Hat Enterprise Linux の手動でのインストールでは、グラフィカルインターフェイスが推奨の方法に
なります。カスタムのパーティション設定や高度なストレージ設定を含むすべての設定に対して完全な
制御ができ、英語以外の多くの言語にローカライズされているので、インストール全体を別の言語で実
行できます。ローカルメディア (CD、DVD または USB フラッシュドライブ) からシステムを起動する
と、グラフィカルモードがデフォルトで使用されます。

図図13.2 インストールの概要インストールの概要 画面画面
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図図13.2 インストールの概要インストールの概要 画面画面

[D]

以下のセクションでは、インストールプロセスで使用可能な各画面について説明しています。インス
トーラーには並立的な性質があるため、ほとんどの画面は表示されている順序で完了する必要はないこ
とに留意してください。

グラフィカルインターフェイスの各画面には Help ボタンがあります。このボタンをクリックする
と、Yelp ヘルプブラウザーが開き、現在の画面に関連する 『Red Hat Enterprise Linux インストールガ
イド』 のセクションが表示されます。

また、キーボードを使ってグラフィカルインストーラーを制御することもできます。以下の表では、利
用可能なショートカットを示しています。

表表13.2 グラフィカルインストーラーでのキーボードショートカットグラフィカルインストーラーでのキーボードショートカット

ショートカットキーショートカットキー 用途用途

Tab タブと Shift+タブタブ 表示画面上でアクティブな要素 (ボタン、チェックボックスなど) の間を移動しま
す。

Up および Down リストをスクロールします。

left およびおよび Right ツールバーとテーブルエントリーを左右にスクロールします。
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スペーススペース と Enter 選択肢からハイライト表示したアイテムを選択または削除し、ドロップダウンメ
ニューを展開、折りたたみます。

ショートカットキーショートカットキー 用途用途

さらに、各画面の要素をそれぞれのショートカットで切り替えることもできます。Alt キーを押すと、
これらのショートカットが強調表示されます（下線付き）。その要素を切り替えるには、Alt+X を押し
ます。X は強調表示された文字です。

使用中のキーボードレイアウトは、画面右上に表示されます。デフォルトでは、1 つのレイアウトのみ
が設定されます。キーボードキーボード レイアウト 画面で複数のレイアウトを設定した場合(「キーボードの設
定」)は、レイアウトインジケーター をクリックしてそれらのレイアウトを切り替えることができま
す。

13.6. ようこその画面と言語設定

インストールプログラムの最初の画面は、Red Hat Enterprise Linux へようこそへようこそ の画面です。ここで
は、Anaconda が残りのインストールに使用する言語を選択します。この選択内容が、後に変更しない
限り、インストール済みシステムのデフォルトになります。左側のパネルで、英語英語 など、任意の言語を
選択します。次に、右側のパネルで、English (United States) などの地域に固有のロケールを選択でき
ます。

注記注記

1 つの言語が一覧の上部に事前に設定されます。この時点でネットワークアクセスが設定
されている場合（たとえば、ローカルメディアではなくネットワークサーバーから起動
した場合など）、事前に選択した言語は GeoIP モジュールを使用した自動ロケーション
の検出に基づいて決定されます。

また、下図で示すように、検索ボックスに任意の言語を入力することもできます。

選択が完了したら、続行続行 ボタンをクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に進みます。

図図13.3 言語設定言語設定
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図図13.3 言語設定言語設定

[D]

Continue ボタンをクリックすると、サポートされていないハードウェアダイアログが表示される場合
があります。これは、カーネルがサポートしていないハードウェアを使用している場合に発生します。

13.7. インストールの概要画面

インストールの概要インストールの概要 画面は、インストールを設定するための中心となる画面です。

図図13.4 インストールの概要インストールの概要 画面画面
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図図13.4 インストールの概要インストールの概要 画面画面

[D]

Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムでは、画面が次々と表示されるのではなく、ユーザー
が選択する順番でインストールを設定できます。

マウスを使って、設定するインストールセクションのメニューアイテムを選択します。セクションの設
定が完了したら、またはこのセクションを後で行う場合は、画面の左上にある Done ボタンをクリック
します。

警告シンボルのマークが付いたセクションのみが必須です。画面の下部の注で警告されているように、
これらをインストールを開始する前に選択する必要があります。残りのセクションはオプションです。
各セクションのタイトルの下には、現在の設定の概要が示されます。これを参考にして、該当セクショ
ンの設定が必要かどうかを決めることができます。

必要なすべてのセクションが完了したら、Begin Installation ボタンをクリックします。「インストー
ルの開始」 も併せて参照してください。

インストールを取り消すには、Quit ボタンをクリックします。

注記注記

バックグラウンドで関連タスクが実行されている間は、特定のメニューアイテムが一時
的に使用できなくなることがあります。

キックスタートオプションまたは起動コマンドラインオプションを使用してネットワーク上にインス
トールリポジトリーを指定していても、インストール開始時にネットワークが利用できないと、インス
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トールプログラムにより、インストールの概要インストールの概要 画面を表示する前にネットワーク接続を設定する設定画
面が表示されます。

図図13.5 ネットワークが検出されない場合のネットワーク設定画面ネットワークが検出されない場合のネットワーク設定画面

[D]

インストール DVD もしくはローカルでアクセス可能なメディアからインストールするため、インス
トールの完了にネットワークアクセスは必要ないことが明らかな場合はこのステップを省略しても構い
ません。しかし、ネットワークインストール (「インストールソース」を参照) や高度なストレージデバ
イスの設定 (「ストレージデバイス」を参照) を行う場合にはネットワーク接続が必要になります。イン
ストールプログラムでネットワークを設定する方法は、「ネットワークとホスト名」 を参照してくださ
い。

13.8. 日付と時刻

タイムゾーン、日付、およびオプションでネットワーク時間を設定するには、タイムゾーン、日付、およびオプションでネットワーク時間を設定するには、インストールの概要インストールの概要 画面画面
でで 日付日付 と時刻 を選択します。

タイムゾーンを選択するには、3 つの方法があります。

マウスを使って対話式マップをクリックして特定の都市を選択します。選択した都市を示す赤
いピンが表示されます。

画面上部の 地域地域 と 都市の都市の ドロップダウンメニューをスクロールして、タイムゾーンを選択す
ることもできます。

地域地域 ドロップダウンメニューの下部にある その他その他 を選択し、次のメニューで GMT/UTC に調
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地域地域 ドロップダウンメニューの下部にある その他その他 を選択し、次のメニューで GMT/UTC に調
整されたタイムゾーン (例: GMT+1) を選択します。

ご自分の都市が地図またはドロップダウンメニューに表示されない場合には、同じタイムゾーンの最も
近い主要都市を選択してください。または、キックスタートファイルを使用することもできます。これ
により、グラフィカルインターフェイスでは使用できない追加のタイムゾーンを指定できます。の 
timezone コマンドを参照してください。 timezone （必須） 詳細については。

注記注記

表示される都市や地域の一覧は Time Zone Database (tzdata) パブリックドメインのもの
を使用しています。このドメインは Internet Assigned Numbers Authority (IANA) で管理
されています。Red Hat は、このデータベースに都市や地域を追加することはできませ
ん。詳細は、http://www.iana.org/time-zones の公式の Web サイトを参照してくださ
い。

システムクロックの精度を維持するために NTP (Network Time Protocol) を使用する予定であっても、
タイムゾーンを指定してください。

ネットワークに接続している場合は、Network Time スイッチが有効になります。NTP を使用して日付
と時刻を設定するには、Network Time スイッチを ON のの  位置のままにし、設定アイコンをクリックし
て、Red Hat Enterprise Linux が使用する NTP サーバーを選択します。日付と時刻を手動で設定するに
は、スイッチを オフのオフの 位置に動かします。システムクロックにより選択タイムゾーンに応じた正しい
日付と時刻が画面下部に表示されるはずです。表示された時刻が正しくない場合は手動で調整してくだ
さい。

インストール時に NTP サーバーが利用できない場合があります。このような場合はネットワーク時間
を有効にしても自動設定は行われません。サーバーが利用できるようになると日付と時刻が更新されま
す。

選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後にタイムゾーンの設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンド
ウの 日付と時刻日付と時刻 セクションにアクセスします。

13.9. 言語サポート

追加のロケールおよび言語方言のサポートをインストールするには、インストールの概要インストールの概要 画面から 言言
語サポート語サポート を選択します。

インストールする追加の言語サポートをマウスで選びます。左側のパネルで、Español などの言語を選
択します。次に、右側のパネルで地域固有のロケールを選択できます (例: Español (コスタリカコスタリカ))。言語
とロケールはどちらも複数選択が可能です。選択された言語は左側のパネルで太字で強調表示されま
す。

図図13.6 言語サポートの設定言語サポートの設定
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図図13.6 言語サポートの設定言語サポートの設定

[D]

選択が完了したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後に言語サポートの設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンド
ウの 地域と言語地域と言語 セクションにアクセスしてください。

13.10. キーボードの設定

システムに複数のキーボードレイアウトを追加するには、インストールの概要インストールの概要 画面から キーボードキーボード を
選択します。保存されたレイアウトは、インストールプログラムで即座に利用可能となり、画面右上に
常時表示されるキーボードアイコンを使って切り替えることができます。

初めは、ようこその画面で選択された言語のみが左のペインにキーボードレイアウトとして表示されま
す。当初のレイアウトを置き換えたり、または新たなレイアウトを追加することができます。ただし、
選択した言語が ASCII 文字を使用しない場合、暗号化されたディスクパーティションや root ユーザー
のパスワードを正しく設定できるよう ASCII 文字を使用するキーボードレイアウトを追加する必要があ
ります。

図図13.7 キーボードの設定キーボードの設定

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

160

ld-idm140163070629280.html


図図13.7 キーボードの設定キーボードの設定

[D]

追加のレイアウトを追加するには、+ ボタンをクリックしてリストから選択し、追加追加 をクリックしま
す。レイアウトを削除するには、レイアウトを選択して - ボタンをクリックします。矢印ボタンを使っ
てレイアウトの優先順位を調整します。キーボードレイアウトの視覚的プレビューを表示するには、レ
イアウトを選択してからキーボードのボタンをクリックします。

レイアウトを試すには、マウスで右側のテキストボックス内をクリックします。テキストを入力してみ
て、選択した機能が正常に機能するか確認します。

追加したレイアウトを試す場合は、画面上部の言語セレクターをクリックしてそのレイアウトに切り替
えます。ただし、レイアウト切り替え用のキーの組み合わせを設定しておくことが推奨されます。右側
の オプションオプション ボタンをクリックして レイアウト切り替えオプションレイアウト切り替えオプション ダイアログを開き、チェックボッ
クスをオンにしてリストから組み合わせを選択します。組み合わせは オプションオプション ボタンの上に表示さ
れます。この組み合わせはインストール中およびインストール後のシステムの両方に適用されるため、
インストール後に使用できるようここで組み合わせを設定しておく必要があります。また、レイアウト
の切り替えには、複数の組み合わせを選択することもできます。

重要重要

ロシアロシア 語などのラテン文字を受け入れることができないレイアウトを使用する場合、
Red Hat は 英語英語 (米国米国) レイアウトを追加し、キーボードの組み合わせを設定して 2 つの
レイアウトを切り替えることを推奨します。ラテン文字を含まないレイアウトのみを選
択した場合、インストールプロセスの後半で有効な root パスワードおよびユーザー認証
情報を入力できない可能性があります。これにより、インストールを完了できない可能
性があります。

選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後にキーボード設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンドウの
キーボードキーボード セクションにアクセスします。

13.11. セキュリティーポリシー

セキュリティーポリシーセキュリティーポリシー スポークを使用すると、Security Content Automation Protocol (SCAP) 標準で
定義された制限と推奨事項 (コンプライアンスポリシー) に従って、インストールされたシステムを設定
できます。この機能はアドオンが提供するもので、これは Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降デフォルト
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で有効になっています。有効にすると、この機能の提供に必要なパッケージが自動的にインストールさ
れます。ただし、デフォルトではポリシーが強制されることがなく、明確に設定されている場合を除い
て、インストール時およびインストール後にチェックが行われません。

Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドでは、バックグラウンド情報、実用的な例、および追
加リソースを含むセキュリティーコンプライアンスについての詳細情報を提供しています。

重要重要

セキュリティーポリシーの適用はすべてのシステムで必要なわけではありません。この
ウィンドウは、所定のポリシーの適用が業務規定や法令で義務付けられている場合にの
み使用してください。

セキュリティーポリシーをシステムに適用する場合は、選択したプロファイル内で定義される制限およ
び推奨事項を使用してインストールされます。また、パッケージ選択に openscap-scanner パッケージ
が追加され、コンプライアンスおよび脆弱性スキャンのインストール済みツールが提供されます。イン
ストールが終わると、システムは自動的にコンプライアンスを確認するためにスキャンされます。この
スキャンの結果は、インストールされたシステムの /root/openscap_data ディレクトリーに保存されま
す。

この画面で使用できる定義済みのポリシーは、SCAP Security Guide によって提供されます。利用可能
な各プロファイルについての詳細情報は、OpenSCAP Portal にあるリンクを参照してください。

HTTPS、HTTP または FTP サーバーから追加プロファイルを読み込むこともできます。

図図13.8 セキュリティーポリシー選択画面セキュリティーポリシー選択画面

[D]
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システムでセキュリティーポリシーの使用を設定するには、まず セキュリティーポリシーの適用セキュリティーポリシーの適用 ス
イッチを ON に設定して設定を有効にします。スイッチが オフのオフの 位置にある場合、この画面の残りの
コントロールは無効になります。

スイッチを使用してセキュリティーポリシーの設定を有効にした後、画面上部のウィンドウにリスト表
示されているプロファイルの 1 つを選択し、下の プロファイルの選択プロファイルの選択 をクリックします。プロファイ
ルが選択されたら、右側に緑色のチェックが表示され、下のフィールドに変更がインストール開始前に
加えられるかどうかが表示されます。

注記注記

デフォルトで使用可能となっているプロファイルは、インストール開始前に変更を適用
しません。ただし、下記のとおりにカスタムプロファイルを読み込むとインストール前
のアクションが必要になる場合があります。

カスタムプロファイルを使用するには、左上隅にある コンテンツの変更コンテンツの変更 ボタンをクリックします。こ
れで別の画面が開き、有効なセキュリティーコンテンツの URL を入力します。デフォルトのセキュリ
ティーコンテンツ選択画面に戻るには、左上隅にある Use SCAP Security Guide をクリックします。

カスタムプロファイルは 、、HTTP、HTTPS、または FTP サーバーからロードできます。プロトコル
(http:// など) を含む、コンテンツの完全なアドレスを使用します。カスタムプロファイルを読み込む前
に、ネットワーク接続がアクティブになっている必要があります (「ネットワークとホスト名」 で有効
にする)。コンテンツタイプはインストーラーが自動的に検出します。

プロファイルを選択した後、または画面を終了する場合は、左上隅にある 完了完了 をクリックしてに戻り
ます。「インストールの概要画面」 .

13.12. インストールソース

Red Hat Enterprise Linux のインストール元となるファイルまたは場所を指定するには、Installation 
Summary 画面から Installation Source を選択します。この画面では、DVD や ISO ファイルなどロー
カルで使用するインストールメディア、またはネットワーク上の場所のいずれかを選択することができ
ます。

図図13.9 インストールソースの画面インストールソースの画面
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図図13.9 インストールソースの画面インストールソースの画面

[D]

以下のオプションのいずれかを選択します。

自動検出したインストールメディア自動検出したインストールメディア

完全インストール用の DVD もしくは USB ドライブを使用してインストールを開始している場合
は、そのメディアが検出されメディアの基本的な情報がこのオプションに表示されます。確認確認 ボタ
ンをクリックして、メディアがインストールに適していることを確認します。この整合性テスト
は、起動メニューで Test this media & Install Red Hat Enterprise Linux をを 選択した場合、または 
rd.live.check 起動オプションを使用した場合に実行されるものと同じです。

ISO ファイルファイル

このオプションは、インストールプログラムで、ハードドライブがパーティションされており、マ
ウント可能なファイルシステムを備えてられていることを検出した場合に、表示されます。このオ
プションを選択し、Choose an ISO ボタンをクリックして、システム上のインストール ISO ファイ
ルの場所を参照します。次に、検証検証 をクリックして、ファイルがインストールに適していることを
確認します。

ネットワーク上ネットワーク上

ネットワークの場所を指定するには、このオプションを選択して、ドロップダウンメニューから以
下のオプションのいずれかを選びます。

http://

https://

ftp://

nfs

上記の選択肢をネットワークの場所の URL の開始部分として使用し、残りのアドレスをアドレス
ボックスに入力します。NFS を選択した場合は、NFS マウントオプションを指定する別のボックス
が表示されます。
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重要重要

NFS ベースのインストールソースを選択する場合は、ホスト名とパスを区切るコロン
(:) 文字を使用してアドレスを指定する必要があります。以下に例を示します。

server.example.com:/path/to/directory

HTTP または HTTPS ソースのプロキシーを設定するには、プロキシー設定プロキシー設定 ボタンをクリックしま
す。HTTP プロキシーを有効にするプロキシーを有効にする  をオンにして、プロキシープロキシー URL ボックスに URL を入力しま
す。プロキシーで認証が必要な場合は、認証を使用認証を使用 をオンにして、ユーザー名とパスワードを入力
します。Add をクリックします。

使用する HTTP もしくは HTTPS の URL がリポジトリーのミラーの一覧を参照する場合は、入力す
るフィールドの下のチェックボックスにチェックを入れます。

また、追加のリポジトリーを指定して、別のインストール環境やソフトウェアアドオンにアクセスする
こともできます。詳細は、「ソフトウェアの選択」 を参照してください。

リポジトリーを追加するには、+ ボタンをクリックします。リポジトリーを削除するには、- ボタンを
クリックします。矢印アイコンをクリックして、リポジトリーの前のリストに戻ります。つまり、現在
のエントリーを、インストールソースインストールソース 画面に入ったときに存在していたエントリーに置き換えます。リ
ポジトリーをアクティブ化または非アクティブ化するには、リストの各エントリーの 有効有効 列のチェッ
クボックスをクリックします。

画面の右側で追加したリポジトリーに名前を付け、ネットワーク上のプライマリーのリポジトリーを設
定したときと同じように設定することができます。

インストールソースを選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

13.13. ネットワークとホスト名

システムに不可欠なネットワーク機能を設定するには、Installation Summary 画面で Network & 
Hostname を選択します。

重要重要

インストール完了後に初めてシステムを起動すると、インストール中に設定したネット
ワークインターフェイスが作動します。ただし、Red Hat Enterprise Linux を DVD から
ローカルのハードドライブにインストールした場合など、一般的なインストールを行っ
た場合は、ネットワークインターフェイスの設定を求めるプロンプトは表示されませ
ん。

Red Hat Enterprise Linux をローカルのインストールソースからローカルのストレージデ
バイスにインストールする時に、システムの初回起動時にネットワークへのアクセスを
必要とする場合は、少なくとも 1 つのネットワークインターフェイスを手動で設定して
ください。また、設定を編集した場合は、起動後に自動で接続が行われるよう接続の設
定もしておく必要があります。

ローカルでアクセスできるインターフェイスはインストールプログラムにより自動的に検出されるた
め、手動での追加または削除はできません。検出されたインターフェイスは左側のペインに一覧表示さ
れます。一覧内のインターフェイスをクリックすると、右側にその詳細が表示されます。ネットワーク
インターフェイスをアクティブまたは非アクティブにするには、画面の右上隅にあるスイッチを ON ま
たは OFF に移動します。
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注記注記

em1 や wl3sp0 などの永続的な名前でネットワークデバイスを識別するために使用され
るネットワークデバイスの命名基準には、いくつかの種類があります。これらの標準に
ついては、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを参照してください。

図図13.10 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面

[D]

接続のリストの下にある ホスト名ホスト名 入力フィールドに、このコンピューターのホスト名を入力します。
ホスト名は、hostname.domainname 形式の fully-qualified domain name (FQDN) または hostname 形式
の short host name のいずれかを選択できます。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステ
ムにドメイン名を提供する DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)  サービスがあります。DHCP
サービスがこのマシンにドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定してくださ
い。値 localhost.localdomain はは、ターゲットシステムの特定の静的ホスト名が設定されていないこと
を意味し、インストールされたシステムの実際のホスト名は、ネットワーク設定のプロセス中に設定さ
れます (たとえば、DHCP または DNS を使用する NetworkManager によって)。

重要重要

ホスト名を手動で割り当てる場合は、委譲されていないドメイン名を使用しないでくだ
さい。使用すると、ネットワークリソースが使用できなくなる可能性があります。詳細
は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドで推奨している命名方法の実践例を
参照してください。

注記注記

インストールの完了後、システム 設定設定 ダイアログの ネットワークネットワーク セクションを使用し
て、ネットワーク設定を変更できます。

ネットワーク設定が完了したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

13.13.1. ネットワーク接続の編集

このセクションでは、インストール中に使用される一般的な有線接続の場合に最も重要となる設定につ
いてのみ説明します。ほとんどの場合、オプションの多くは変更する必要はなく、インストールされる

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

166

https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/Networking_Guide/ch-Consistent_Network_Device_Naming.html
ld-idm140163044984304.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/Networking_Guide/index.html


システムにも引き継がれません。これ以外のネットワーク設定についてもほぼ同じですが、当然、特定
の設定パラメーターは異なります。インストール後のネットワーク設定については、Red Hat
Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを参照してください。

ネットワーク接続を手動で設定するには、画面の右下隅にある 設定設定 ボタンをクリックします。ダイア
ログが表示され、選択された接続の設定ができるようになります。表示される設定オプションは、有
線、無線、モバイルブロードバンド、VPN、DSL など接続タイプによって異なります。必要に応じて、
ネットワーク設定の詳細情報については、『ネットワークガイド』を参照してください。

インストール中に設定しておくと便利なネットワーク設定オプションを以下に示します。

システムが起動するたびに接続 を使用する場合は、このネットワークが利用可能になったら自を使用する場合は、このネットワークが利用可能になったら自
動的にこのネットワークに接続する動的にこのネットワークに接続する チェックボックスをオンにします。自動的に接続するネッ
トワークは、複数の接続を使用することができます。この設定は、インストールされるシステ
ムに引き継がれます。

図図13.11 ネットワーク自動接続機能ネットワーク自動接続機能

[D]

デフォルトでは、IPv4 パラメーターが DHCP サービスにより自動的に設定されます。同時に、
IPv6 設定は 自動自動 方式に設定されます。ほとんどの場合、この組み合わせが最適で通常は変更
する必要はありません。

図図13.12 IP プロトコル設定プロトコル設定
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図図13.12 IP プロトコル設定プロトコル設定

[D]

ネットワーク設定の編集が完了したら、保存保存 をクリックして新しい設定を保存します。インストール中
にすでに作動していたデバイスを再設定した場合、その新しい設定をインストール環境で使用するため
にはデバイスの再起動を行う必要があります。Network & Host Name 画面の ON/OFF スイッチを使用
して、デバイスを再起動します。

13.13.2. 高度なネットワークインターフェイス

高度なネットワークインターフェイスもインストールに使用できます。これには仮想ローカルエリア
ネットワーク (VLAN) と集約リンクを使用する 3 つの方法が含まれます。これらのインターフェイスに
ついては本ドキュメントの対象外となります。詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガ
イドを参照してください。

高度なネットワークインターフェイスを作成するには、ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名 画面の左下隅にある +
ボタンをクリックします。

図図13.13 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面
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図図13.13 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面

[D]

ダイアログが表示され、以下のオプションがドロップダウンメニューから選択できます。

Bond - NIC ( Network Interface Controller ) Bonding を表します。これは、複数のネットワーク
インターフェイスをまとめて単一の結合チャネルにバインドする方法です。

ブリッジブリッジ - 複数の個別のネットワークを 1 つの集約ネットワークに接続する方法である NIC ブ
リッジングを表します。

チームチーム - リンクを集約するための新しい実装である NIC チーミングを表し、パケットフローの
高速処理を実装するための小さなカーネルドライバーと、ユーザー空間で他のすべてを実行す
るためのさまざまなアプリケーションを提供するように設計されています。

VLAN - 相互に分離された複数の異なるブロードキャストドメインを作成する方法を表します。

図図13.14 高度なネットワークインターフェイスのダイアログ高度なネットワークインターフェイスのダイアログ

[D]

注記注記

ローカルでアクセスできるインターフェイスは有線、無線に関わらずインストールプロ
グラムにより自動的に検出されるため、上記の操作手順で手動による追加や削除はでき
ません。

オプションを選択して 追加追加 ボタンをクリックすると、新しいインターフェイスを設定するための別の
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ダイアログが表示されます。詳細な手順については、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを
参照してください。既存の高度なインターフェイスで設定を編集するには、画面の右下隅にある 設定設定
ボタンをクリックします。- ボタンをクリックして、手動で追加したインターフェイスを削除すること
もできます。

13.14. ソフトウェアの選択

インストールするパッケージを指定するには、Installation Summary 画面で Software Selection を選
択します。パッケージは ベース環境ベース環境 に応じてグループ化されています。これらの環境は、特定の目的
を持つ事前定義された一連のパッケージです。たとえば、仮想化ホスト仮想化ホスト 環境には、システム上で仮想マ
シンを実行するために必要な一連のソフトウェアパッケージが含まれています。インストール時に選択
できる環境は一つのみです。

各環境には、アドオンアドオン という形で追加パッケージが選択できるようになっています。アドオンは画面の
右側に表示され、環境を選び直すとアドオンの一覧も更新されます。アドオンは複数選択が可能です。

アドオン一覧は横線で上下に分割されています。

横線の 上上 に表示されるアドオンは、選択した環境に固有のものです。いずれかのアドオンを選
択してから環境の選択を変更すると、アドオンの選択は失われます。

横線の 下下 に表示されるアドオンは、すべての環境で同じものです。別の環境を選択し直して
も、ここでの選択は失われません。

図図13.15 サーバーインストールでのソフトウェア選択の例サーバーインストールでのソフトウェア選択の例

[D]

選択できるベース環境およびアドオンの種類は、インストールソースとして使用するインストール ISO
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選択できるベース環境およびアドオンの種類は、インストールソースとして使用するインストール ISO
イメージの種類によります。たとえば、サーバーサーバー バリアントはサーバー用に設計された環境を提供しま
すが、ワークステーションワークステーション バリアントには開発者ワークステーションとしてデプロイメントするための
いくつかの選択肢があります。

インストールプログラムでは各環境に含まれているパッケージは表示されません。特定の環境またはア
ドオンに含まれるパッケージを確認するには、repodata/*-comps- variant を参照してください。を参照してください。 イン
ストールソースとして使用している Red Hat Enterprise Linux インストール DVD の architecture .xml
ファイル。このファイルには、使用可能な環境 (<environment> タグでマーク) とアドオン (<group>
タグ) を記述した構造が含まれています。

重要重要

事前に定義された環境やアドオンを使用するとシステムをカスタマイズできますが、手
動でのインストールでは、インストールする個別パッケージを選択する方法はありませ
ん。どのパッケージをインストールする必要があるかわからない場合、Red Hat は 最小最小
インストールインストール 環境を選択することを推奨します。最小限のインストール最小限のインストール では、Red Hat
Enterprise Linux の基本バージョンと最小限の追加ソフトウェアのみをインストールしま
す。これにより、システムが脆弱性の影響を受ける可能性が大幅に減ります。システム
のインストールが完了し、初めてログインした後、Yum パッケージマネージャーを使用
して必要な追加ソフトウェアをインストールできます。Minimal install の詳細について
は、Red Hat Enterprise Linux 7 Security Guide の Installing the Minimum amount of
Packages Required セクションを参照してください。

代わりに、キックスタートファイルを使ってインストールを自動化することによりインストールパッ
ケージをより高度なレベルで管理することもできます。キックスタートファイルの %packages セク
ションで、環境、グループ、および個々のパッケージを指定できます。キックスタートファイルでイン
ストールするパッケージを選択する方法については 「パッケージの選択」 を参照してください。キッ
クスタートを使ってインストールを自動化する方法については27章キックスタートを使ったインストー
ルを参照してください。

インストールする環境とアドオンを選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻り
ます。

13.14.1. コアとなるネットワークサービス

すべての Red Hat Enterprise Linux インストールには、以下のネットワークサービスが含まれます。

rsyslog サービスによる集中ログ

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) による電子メール

NFS (Network File System) によるネットワークファイル共有

SSH (Secure SHell) によるリモートアクセス

mDNS (multicast DNS) によるリソースのアドバタイズ

Red Hat Enterprise Linux システムの自動化プロセスは、システム管理者へのレポートやメッセージの送
信に電子メールサービスを利用するものがあります。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷な
どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。

インストール後に電子メール、ファイル共有、ログ記録、印刷、リモートによるデスクトップへのアク
セスなどのサービスを提供するように Red Hat Enterprise Linux システムを設定できます。SSH サービ
スはデフォルトで有効になっています。また、NFS 共有サービスを有効にしなくても、NFS を使って
他のシステム上のファイルにアクセスすることもできます。
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13.15. インストール先

ディスクを選択し、Red Hat Enterprise Linux をインストールするストレージスペースを分割するに
は、Installation Summary 画面で Installation Destination を選択します。ディスクのパーティション
設定に慣れていない場合は、付録A ディスクパーティションの概要を参照してください。

警告警告

Red Hat では、システム上の全データを常にバックアップしておくことを推奨して
います。たとえば、デュアルブートシステムをアップグレードする、または作成す
る場合には、保存しておきたいストレージデバイスのデータはすべてバックアップ
をとってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全データを喪失してしま
う可能性があります。

重要重要

Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、このセクション
で説明しているデフォルトのパーティション設定スキームしか使用できません。インス
トールプログラムで自動的に追加や削除が行われるもの以外、パーティションやファイ
ルシステムの追加または削除はできません。

重要重要

特殊なケース特殊なケース

RAID カードを実装している場合、BIOS タイプは、RAID カードからの起動に対
応していない場合がある点に注意してください。このような場合、別のハードド
ライブなど、RAID アレイの外側のパーティションに /boot パーティションを作
成する必要があります。そのような RAID カードへのパーティション作成には、
内蔵ハードドライブを使用する必要があります。ソフトウェア RAID のセット
アップには 、、/boot パーティションも必要です。システムを自動的に分割するこ
とを選択した場合は、/boot パーティションを手動で編集する必要があります。
見る「手動パーティション設定」詳細については。

マルチパスストレージデバイスと非マルチパスのストレージデバイスの両方が使
用されているシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールすると、イン
ストールプログラムの自動パーティション設定レイアウトに、マルチパスのデバ
イスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグループが作成される可能
性があります。これはマルチパスストレージの目的に反することになります。イイ
ンストール先ンストール先 画面で、マルチパスデバイスのみ、または非マルチパスデバイス
のみを選択することを推奨します。もしくは、手動のパーティション設定を実行
してください。

図図13.16 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要
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図図13.16 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要

[D]

この画面では、ご使用のコンピューターでローカルの使用が可能なストレージデバイスを確認すること
ができます。ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックして、特殊なデバイスやネットワークデバイスを追加す
ることもできます。このデバイスの詳細は「ストレージデバイス」を参照してください。

システムのパーティション分割に慣れていない場合は、パーティションを自動的に設定するパーティションを自動的に設定する ラジオボタ
ンのデフォルトの選択をそのままにして、インストールプログラムがストレージデバイスをパーティ
ション分割できるようにします。

ストレージデバイスのペインの下には、その他のストレージオプションその他のストレージオプション というラベルの付いた追加のコ
ントロールがあります。

パーティショニングパーティショニング セクションでは、ストレージデバイスのパーティション分割方法とボ
リュームの作成方法を選択できます。パーティションを手動で設定する、またはインストール
プログラムによる自動設定を選択することができます。

今まで使用したことがないストレージにクリーンインストールを実行する場合、またはスト
レージに保存されているデータは一切必要ない場合には、自動パーティション設定が推奨され
ます。この方法で続行するには、パーティショニングを自動的に設定するパーティショニングを自動的に設定する ラジオボタンのデ
フォルトの選択をそのままにしておきます。インストールプログラムは必要なパーティション
とボリュームをストレージスペースに作成します。

自動パーティショニングの場合、追加のスペースを利用可能にしたい追加のスペースを利用可能にしたい チェックボックスを選択
して、他のファイルシステムからこのインストールにスペースを再割り当てする方法を選択す
ることもできます。完了完了 をクリックすると、2 つのダイアログが表示されます。自動パーティ
ション設定を選択しているものの、推奨のパーティション設定でインストールを完了するのに
十分なストレージ領域がない場合には、以下のダイアログが表示されます。

図図13.17 インストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプションインストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプション

第第13章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

173

ld-idm140163068653344.html


図図13.17 インストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプションインストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプション

[D]

Red Hat Enterprise Linux ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 リンクをクリックできます。リンクをクリック
すると、ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 セクションに移動します。ここで、インストールするソフトウェ
アを変更したり、追加のストレージスペースを解放したりできます。

または、キャンセルしてディスクを追加キャンセルしてディスクを追加 をを クリックして インストール先インストール先 画面に戻ることもで
きます。この画面では、ストレージデバイスを追加したり、手動でパーティションを設定する
ことを選択したりできます。Reclaim space をクリックして、既存のファイルシステムから一
部のストレージスペースを解放します。詳細は 「ディスク領域の獲得」 を参照してください。

十分な領域を確保できないと、別のダイアログが表示されます。この場合は、当初のストレー
ジ画面でディスクを追加するか、インストールを中止することになります。

手動セットアップ用に I will configure partitioning ラジオボタンを選択すると、Done をク
リックすると Manual Partitioning 画面が表示されます。詳細は 「手動パーティション設定」
を参照してください。

暗号化暗号化 セクションで、データを暗号化するデータを暗号化する チェックボックスをオンにして、/boot パーティ
ションを除くすべてのパーティションを暗号化できます。暗号化についての詳細はRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

画面の下部には、ブートローダーをインストールするディスクを設定するための フルディスクの概要フルディスクの概要 
とブートローダーとブートローダー ボタンがあります。

詳細は、「ブートローダーのインストール」 を参照してください。

選択が完了したら、完了完了 ボタンをクリックして 、インストールの概要、インストールの概要 画面に戻るか、手動パーティ手動パーティ
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選択が完了したら、完了完了 ボタンをクリックして 、インストールの概要、インストールの概要 画面に戻るか、手動パーティ手動パーティ
ション分割ション分割 画面に進みます。

13.15.1. ブートローダーのインストール

Red Hat Enterprise Linux は、ブートローダーとして GRUB2 (GRand Unified Bootloader バージョン 2)
を使用します。ブートローダーは、システムの起動時に実行し、制御をオペレーティングシステムに読
み込み、転送する最初のプログラムです。GRUB2 は互換性のあるオペレーティングシステムであれば
起動可能で、チェーンロード で未対応のオペレーティングシステムのブートローダーにも読み込んだ指
示を渡すことができます。

警告警告

GRUB 2 をインストールすると既存のブートローダーを上書きする可能性がありま
す。

Red Hat Enterprise Linux は、他のオペレーティングシステムがすでにインストールされていると、自動
検出して GRUB2 で起動できるように設定します。他のオペレーティングシステムが正しく検出されな
い場合は手作業で設定できます。

ブートローダーをインストールするデバイスを指定するには、インストール先インストール先 画面の下部にある フルフル
ディスクの概要とブートローダーディスクの概要とブートローダー リンクをクリックします。選択したディスク選択したディスク ダイアログが表示され
ます。ドライブを手動でパーティション分割する場合、手動パーティション分割手動パーティション分割 画面で 選択したスト選択したスト
レージデバイスをレージデバイスを クリックすると、このダイアログにアクセスできます。

図図13.18 選択したディスクの要約選択したディスクの要約
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図図13.18 選択したディスクの要約選択したディスクの要約

[D]

Boot 列で、緑色のチェックアイコンが、デバイスの 1 つを目的の起動デバイスとしてマークします。
起動デバイスを変更するには、リストからデバイスを選択し、起動デバイスとして設定起動デバイスとして設定 ボタンをクリッ
クして、代わりにそこにブートローダーをインストールします。

新しいブートローダーのインストールを拒否するには、マークされたデバイスを選択し、ブートローブートロー
ダーをインストールしないダーをインストールしない ボタンをクリックします。チェックマークアイコンが外れ、いずれのデバイ
スにも GRUB2 はインストールされなくなります。

警告警告

何らかの理由でブートローダーをインストールしない選択をした場合、直接システ
ムを起動することができなくなるため、市販のブートローダーアプリケーションな
ど別の起動方法を使用しなければならなくなります。ブートローダーをインストー
ルしない選択は、システムを起動させるための別の方法が確保されている場合に限
定してください。

13.15.2. パーティションの暗号化

データを暗号化するデータを暗号化する オプションを選択した場合、クリックして次の画面に進むと、インストールプログ
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データを暗号化するデータを暗号化する オプションを選択した場合、クリックして次の画面に進むと、インストールプログ
ラムは、システム上のパーティションを暗号化するためのパスフレーズの入力を求めます。

パーティションの暗号化は LUKS (Linux Unified Key Setup) を使用して行われます。詳細はRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

図図13.19 暗号化したパーティションのパスフレーズ入力暗号化したパーティションのパスフレーズ入力

[D]

パスフレーズが決まったらダイアログボックスの 2 つのフィールドに入力します。パスフレーズの設定
に使用するキーボードレイアウトは、後でパーティションのロック解除に使用するキーボードレイアウ
トと同じものを使用してください。言語レイアウトのアイコンで正しいレイアウトが選択されているこ
とを確認します。このパスフレーズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。パスフパスフ
レーズレーズ 入力フィールドで Tab キーキー  を押して、パスフレーズを再入力します。パスフレーズが脆弱すぎ
る場合はフィールドに警告アイコンが表示され、2 番目のフィールドに入力ができません。カーソルを
警告アイコンの上に持って行くと、パスフレーズの改善方法が分かります。

警告警告

このパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびそのパー
ティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなくなった
パスフレーズを復元する方法はありません。

キックスタートを使用したインストールを行っている場合は、インストール中に暗
号パスフレーズを保存してバックアップしておくことができます。ディスク暗号化
の詳細はRed Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

13.15.3. ディスク領域の獲得

インストール先インストール先 で選択したディスクに Red Hat Enterprise Linux をインストールするための十分なス
ペースがなく、インストールオプションインストールオプション ダイアログでスペース の再利用の再利用 を選択した場合、ディスク容ディスク容
量の再利用量の再利用 ダイアログが表示されます。
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警告警告

パーティションの縮小を選択していなければ、領域の確保によりそのパーティショ
ン上のデータはすべて消去されます。このため、保持しておく必要があるデータの
バックアップがすでに用意されていることを必ず確認してください。

図図13.20 既存ファイルシステムからのディスク領域の確保既存ファイルシステムからのディスク領域の確保

[D]

Red Hat Enterprise Linux を検出した既存のファイルシステムが、該当するディスクの一部として表に一
覧表示されます。Reclaimable Space 列には、このインストールに再割り当てできるスペースがリスト
表示されます。アクションアクション 列には、スペースを再利用するためにファイルシステムで実行されるアク
ションがリスト表示されます。

表の下にはボタンが 4 つあります。

保存保存 - ファイルシステムは変更されず、データは削除されません。これがデフォルト動作で
す。

削除削除 - ファイルシステムを完全に削除します。ファイルシステムが占めていた領域をすべてイ
ンストールで使用できるようにします。

縮小縮小 - ファイルシステムから空き領域を回復し、このインストールで使用できるようにしま
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縮小縮小 - ファイルシステムから空き領域を回復し、このインストールで使用できるようにしま
す。スライダーを使って選択したパーティションの新たなサイズを設定します。LVM または
RAID が使用されていない、サイズ変更可能なパーティションでしか使用できません。

すべて削除すべて削除/すべて保存すべて保存 - このボタンは右側にあり、デフォルトですべてのファイルシステムを
削除対象としてマークします。もう一度クリックすると、ラベル名が変わり、全ファイルシス
テムを確保するように再度マークされます。

マウスを使ってテーブル内のファイルシステムまたはディスク全体を選択したら、ボタンをクリックし
ます。アクションアクション 列のラベルが選択内容に合わせて変更され、テーブルの下に表示される 再利用する再利用する
選択済み選択済み 容量の合計がそれに応じて調整されます。この値の下にはインストールに必要となる領域サイ
ズが表示されます。このサイズはインストールの選択をしたパッケージの量に基づいています。

インストールを続行するのに十分なスペースが再利用されると、Reclaim Space ボタンが使用可能にな
ります。このボタンをクリックしてインストールの概要画面に戻り、インストールを続行します。

13.15.4. 手動パーティション設定

I will configure partitioning オプションを選択した場合、Done from Installation Destination をクリッ
クすると、Manual Partitioning 画面が表示されます。各ディスクパーティションおよびマウントポイ
ントの設定はこの画面で行います。ここで、Red Hat Enterprise Linux をインストールするファイルシス
テムを定義します。

警告警告

Red Hat では、システム上の全データを常にバックアップしておくことを推奨して
います。たとえば、デュアルブートシステムをアップグレードする、または作成す
る場合には、保存しておきたいストレージデバイスのデータはすべてバックアップ
をとってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全データを喪失してしま
う可能性があります。

図図13.21 手動パーティション設定の画面手動パーティション設定の画面
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図図13.21 手動パーティション設定の画面手動パーティション設定の画面

[D]

手動パーティショニング手動パーティショニング 画面には、最初は左側にマウントポイント用の 1 つのペインがあります。この
ペインは、マウントポイント作成についての情報以外は空であるか、インストールプログラムが検出し
た既存のマウントポイントを表示します。これらのマウントポイントは、検出されたオペレーティング
システムのインストールごとにまとめられています。このため、パーティションがいくつかのインス
トールで共有されている場合は、複数回表示されるファイルシステムもあります。選択されたストレー
ジデバイスの合計領域と利用可能な領域がこのペインの下に表示されます。

システムに既存のファイルシステムがある場合には、インストールに十分な領域があることを確認して
ください。- ボタンを使用して、不要なパーティションを削除します。

注記注記

ディスクパーティションに関する推奨事項および補足情報は、付録A ディスクパーティ
ションの概要 と 「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。少
なくとも、適切なサイズのルートパーティションと、通常、システムの RAM のサイズに
応じた swap パーティションが必要です。

13.15.4.1. ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定

Red Hat Enterprise Linux のインストールには、PReP ブートパーティションとその他の 1 つのパーティ
ションが必要ですが、Red Hat では少なくとも 5 つのパーティションを推奨しています: 
PReP、/、/home、/boot、および swap。必要に応じて、他のパーティションやボリュームを作成する
こともできます。詳細は 「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。

注記注記

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

180

ld-idm140162924147264.html


注記注記

(特定のパーティションを特定のディスクに配置するなど) 特定のパーティションに要件
があり、他のパーティションにはそのような要件がない場合は、要件のあるパーティ
ションを先に作成します。

ファイルシステムの追加手順は 2 つに分かれます。まず、特定のパーティションスキームにマウントポ
イントを作成します。マウントポイントが左側のペインに表示されます。次に、右側のペインのオプ
ションを使ってこのマウントポイントをカスタマイズします。ここではマウントポイント、デバイスタ
イプやファイルシステムタイプ、ラベルなどを変更する、該当パーティションを暗号化するまたは再
フォーマットすることなどができます。

既存のファイルシステムがなく、インストールプログラムで必要なファイルシステムとそれらのマウン
トポイントを作成する場合は、左側のペインのドロップダウンメニューから任意のパーティション設定
スキームを選択します (Red Hat Enterprise Linux のデフォルトは LVM)。次に、ペインの上部にあるリ
ンクをクリックするとマウントポイントが自動的に作成されます。これにより、/boot パーティショ
ン、/ (ルート) ボリューム、および使用可能なストレージのサイズに比例するスワップボリュームが生
成されます。これらのファイルシステムが一般的なインストールで推奨されるファイルシステムになり
ます。ただし、必要に応じてファイルシステムとマウントポイントを追加することもできます。

または、ペインの下部にある + ボタンを使用して、個々のマウントポイントを作成します。新しいマウ新しいマウ
ントポイントの追加ントポイントの追加 ダイアログが開きます。マウントポイントマウントポイント ドロップダウンメニューからプリセッ
トパスのいずれかを選択するか、独自のパスを入力します。たとえば、ルートパーティションの場合は 
/ を選択し、ブートパーティションの場合は /boot をを 選択します。次に、必要な容量必要な容量 テキストフィール
ドにファイルシステムのサイズを入力します。たとえば、2GiB ですです。フィールドを空白のままにした
り、利用可能な領域よりも大きいサイズを指定すると、残りの空の領域がすべて使用されることになり
ます。これらの詳細を入力したら、マウントポイントの追加マウントポイントの追加 ボタンをクリックしてパーティションを作
成します。

注記注記

スペースの割り当てに関する問題を回避するには、まず /boot などの既知の固定サイズ
の小さなパーティションを作成し、次に残りのパーティションを作成して、インストー
ルプログラムが残りの容量をそれらに割り当てられるようにします。

同様に、システムが置かれることになる複数のディスクがあり、これらのサイズが異な
り、また特定のパーティションが BIOS に検出される最初のディスク上で作成される必
要がある場合、そのパーティションを最初に作成するようにしてください。

左側のペインにあるドロップダウンメニューを使うと、手作業で作成する新しいマウントポイントに
パーティションスキームを設定することができます。利用可能なオプションは、標準パーティショ標準パーティショ
ンン、BTRFS、LVM、および LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング です。このメニューで選択した値に関係な
く、/boot パーティションは常に標準パーティションに配置されることに注意してください。

単一の非 LVM マウントポイントを配置するデバイスを変更するには、マウントポイントを選択し、右
ペインの 変更変更... ボタンをクリックして マウントポイントの設定マウントポイントの設定 ダイアログを開きます。1 つ以上のデ
バイスを選択し、選択選択 をクリックします。ダイアログが閉じたら、手動パーティション分割手動パーティション分割 画面の右
側にある 設定の更新設定の更新 ボタンをクリックして、この設定を確認する必要があることに注意してくださ
い。

図図13.22 マウントポイントの設定マウントポイントの設定
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図図13.22 マウントポイントの設定マウントポイントの設定

[D]

すべてのローカルディスクとその上のパーティションに関する情報を更新するには、ツールバーの 再ス再ス
キャンキャン ボタン (円形の矢印アイコンが付いている) をクリックします。この作業が必要になるのはイン
ストールプログラム以外で高度なパーティション設定を行った場合のみです。ディスクの再スキャンディスクの再スキャン ボ
タンをクリックすると、インストールプログラムで以前に行ったすべての設定変更が失われることに注
意してください。

図図13.23 ディスクの再スキャンディスクの再スキャン

[D]

画面の下部に、インストール先インストール先 で選択されているストレージデバイスの数を示すリンクが表示されます
(インストール先を参照)。「インストール先」)。このリンクをクリックすると、選択したディスク選択したディスク ダ
イアログが開き、ディスクに関する情報を確認できます。詳細は、「ブートローダーのインストール」
を参照してください。

パーティションまたはボリュームをカスタマイズする場合は、左側のペインでパーティションまたはボ
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パーティションまたはボリュームをカスタマイズする場合は、左側のペインでパーティションまたはボ
リュームを選択すると、右側にカスタム可能な詳細が表示されます。

図図13.24 パーティションのカスタマイズパーティションのカスタマイズ

[D]

マウントポイントマウントポイント - ファイルシステムのマウントポイントを入力します。たとえば、ファイル
システムをルートファイルシステムにする場合は、次のように入力します。/ ;入力/boot/boot
ファイルシステム用など。スワップファイルシステムの場合、マウントポイントを設定しない
でください。ファイルシステムタイプを swap に設定するだけで十分です。

望ましい容量望ましい容量 - ファイルシステムの望ましいサイズを入力します。単位には KiB や GiB が使用
できます。単位を指定しない場合は、MiB がデフォルトになります。

デバイスタイプデバイスタイプ - 次のいずれかのタイプを選択します: Standard 
Partition、LVM、RAID、LVM Thin Provisioning、または BTRFS。隣接する 暗号化暗号化 ボックス
をオンにして、パーティションまたはボリュームを暗号化します。パスワードを設定するよう
プロンプトが後で表示されます。RAID は、は、 パーティショニング用に 2 つ以上のディスクが選
択されている場合にのみ使用できます。このタイプを選択すると、RAID レベルレベル も設定できま
す。同様に、LVM を選択すると、ボリュームグループボリュームグループ を指定できます。

ファイルシステムファイルシステム - ドロップダウンメニューで、このパーティションまたはボリュームに適し
たファイルシステムタイプを選択します。隣接する 再フォーマット再フォーマット ボックスをオンにして既存
のパーティションをフォーマットするか、オフのままにしてデータを保持します。データをそ
のまま維持する場合は空白にしておきます。新規作成されたパーティションやボリュームは再
フォーマットが必要で、この場合はチェックボックスのチェックを外すことはできません。

ラベルラベル - パーティションにラベルを割り当てます。ラベルを使うと、個別のパーティションの
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ラベルラベル - パーティションにラベルを割り当てます。ラベルを使うと、個別のパーティションの
認識とアドレス指定が容易になります。

名前名前 - LVM または Btrfs ボリュームに名前を割り当てます。標準パーティションは作成時に自
動的に名前が付けられ、/home に sda1 というという 名前が割り当てられるなど、名前を編集できな
いことに注意してください。

ファイルシステムおよびデバイスタイプの詳細は、「ファイルシステムのタイプ」 を参照してくださ
い。

設定の更新設定の更新 ボタンをクリックして変更を保存し、カスタマイズする別のパーティションを選択します。
インストールの概要ページからインストールを開始するまで、実際には変更は適用されません。すべてすべて
リセットリセット ボタンをクリックして、すべてのパーティションへのすべての変更を破棄し、最初からやり直
します。

すべてのファイルシステムとマウントポイントの作成とカスタマイズが完了したら、完了完了 ボタンをク
リックします。ファイルシステムの暗号化を選択した場合はパスフレーズの作成が求められます。次
に、インストールプログラムが受け取るストレージ関連の全アクションの概要を示すダイアログが表示
されます。これにはパーティションおよびファイルシステムの作成、サイズ調整、削除が含まれます。
すべての変更を確認し、キャンセルしてカスタムパーティショニングに戻るキャンセルしてカスタムパーティショニングに戻る をクリックして戻ることが
できます。変更を確認するには、Accept Changes をクリックして Installation Summary ページに戻り
ます。追加のデバイスをパーティション分割するには、インストール先インストール先 画面でデバイスを選択し、手動手動
パーティション分割パーティション分割 画面に戻り、追加のデバイスについてこのセクションで説明されている手順を繰り
返します。

重要重要

/usr または /var がが  ルートボリュームの残りの部分とは別に分割されている場合、これら
のディレクトリーには重要なコンポーネントが含まれているため、ブートプロセスはさ
らに複雑になります。これらのディレクトリーが iSCSI ドライブまたは FCoE の場所に
配置されている場合など、状況によっては、システムが起動できないか、電源オフまた
は再起動時に Device is busy エラーでハングすることがあります。

この制限は /usr または /var にのみ適用され、その下のディレクトリーには適用されませ
ん。たとえば、/var/www の別のパーティションは問題なく動作します。

13.15.4.1.1. ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ

Red Hat Enterprise Linux では、異なるデバイスタイプとファイルシステムを作成できます。各種のデバ
イスタイプおよびファイルシステムの種類とその使い方を以下に簡単に示します。

デバイスタイプデバイスタイプ

標準パーティション標準パーティション - 標準パーティションには、ファイルシステムまたはスワップスペースを
含めることができます。また、ソフトウェア RAID または LVM 物理ボリュームのコンテナーを
提供することもできます。

論理ボリューム論理ボリューム (LVM) - LVM パーティションを作成すると、LVM 論理ボリュームが自動的に生
成されます。LVM は、物理ディスクを使用する場合にパフォーマンスを向上させることができ
ます。論理ボリュームを作成する方法は、「LVM 論理ボリュームの作成」 を参照してくださ
い。LVM に関する詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理を参
照してください。

LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング - シンプロビジョニングを使用すると、シンプールと呼ばれる空き
領域のストレージプールを管理できます。このストレージプールは、アプリケーションが必要
とするときに任意の数のデバイスに割り当てることができます。シンプールは、ストレージ領
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域をコスト効率よく割り当てる必要がある場合に、動的に拡張できます。LVM に関する詳細
は、Red Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理を参照してください。

注記注記

インストーラーは、LVM シンプール論理ボリューム用に要求した領域の 20%
を、これを格納しているボリュームグループ内で自動的に確保します。これは、
シンプロビジョニングした論理ボリュームのデータボリュームやメタデータボ
リュームを拡張する場合に備えた安全対策です。

ソフトウェアソフトウェア RAID - 2 つ以上のソフトウェア RAID パーティションを作成すると、RAID デバイ
スを作成できます。システム上の各ディスクに対して RAID パーティションを 1 つずつ割り当て
ます。RAID デバイスを作成するには、「ソフトウェア RAID の作成」  を参照してください。
RAID の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイドを参照してください。

ファイルシステムファイルシステム

XFS - XFS は、最大 16 EiB （約 160,000 GiB）のファイルシステム、最大 8 EiB （約 80,000
GiB）のファイル、および数十万のエントリーを含むディレクトリー構造をサポートする、非常
にスケーラブルで高パフォーマンスのファイルシステムです。XFS は、クラッシュからの回復
が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、XFS ファイルシステムは、マウント中
でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができます。このファイルシステム
はデフォルトで選択されており、強くお勧めします。以前使用された ext4 ファイルシステムか
ら XFS に共通のコマンドを変換する方法は、付録F ext4 と XFS コマンドの参照表  を参照して
ください。

Red Hat Enterprise Linux で XFS ファイルシステムで現在対応可能な最大サイズは、500 TiB で
す。

ext4: ext4 ファイルシステムは ext3 ファイルシステムをベースとし、多くの改善が行われてい
ます。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようになり、ディ
スク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクトリー内の
サブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、ジャーナリン
グがより強力になりました。

Red Hat Enterprise Linux で ext4 ファイルシステムで現在対応可能な最大サイズは、50 TiB で
す。

ext3 - ext3 ファイルシステムは ext2 ファイルシステムをベースとし、ジャーナリング機能とい
う大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用すると、クラッシュが
発生するたびに fsck ユーティリティーを実行してメタデータの整合性をチェックする必要がな
いため、クラッシュ後のファイルシステムの復元にかかる時間が短縮されます。

ext2: ext2 ファイルシステムは、通常のファイル、ディレクトリー、シンボリックリンクなど、
標準の Unix ファイルタイプをサポートします。最大 255 文字までの長いファイル名を割り当て
ることができます。

vfat: VFAT ファイルシステムは、FAT ファイルシステム上の Microsoft Windows の長いファイ
ル名と互換性のある Linux ファイルシステムです。

swap - Swap パーティションは仮想メモリーをサポートするために使用されます。つまり、シ
ステムが処理しているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータが swap パーティショ
ンに書き込まれます。

PReP: この小さなブートパーティションは、ハードドライブの最初のパーティションにありま
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PReP: この小さなブートパーティションは、ハードドライブの最初のパーティションにありま
す。PReP 起動パーティションには GRUB2 ブートローダーが含まれ、その他の IBM Power
Systems サーバーが Red Hat Enterprise Linux を起動できるようにします。

各ファイルシステムには、そのファイルシステムにより異なるサイズ制限があります。また、ファイル
システムごと個別のファイルを格納しています。対応している最大ファイルサイズおよび最大ファイル
システムサイズなどの一覧はカスタマーポータルの Red Hat Enterprise Linux technology capabilities and
limits のページをご覧ください (https://access.redhat.com/site/articles/rhel-limits)。

13.15.4.2. ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成

RAID (Redundant arrays of independent disks)  は、複数のディスクで設定されており、組み合わせてパ
フォーマンスを向上させます。また、一部の設定では、より高い耐障害性を得ることができます。各種
RAID の詳細は以下をご覧ください。

RAID デバイスの作成は 1 つのステップで終わり、必要に応じてディスクを追加または削除できます。
また、ディスクは必要に応じて追加や削除ができます。1 つの物理ディスクに 1 つの RAID パーティショ
ンが作成できるため、インストールプログラムで使用できるディスク数により利用できる RAID デバイ
スのレベルが確定されます。たとえば、システムに 2 つのハードドライブがある場合、RAID10 デバイ
スを作成することはできません。これには 4 つの別個のパーティションが必要になります。

図図13.25 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成 - デバイスタイプメニューデバイスタイプメニュー の展開の展開

[D]

RAID 設定オプションはインストール用に複数のディスクを選択している場合にのみ、表示されます。
RAID デバイスの作成には少なくともディスクが 2 つ必要になります。

RAID デバイスの作成
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1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従って、マウントポイントを作
成します。このマウントポイントを設定することで、RAID デバイスを設定していることになり
ます。

2. 左側のペインでパーティションを選択したまま、ペインの下にある設定ボタンを選択して、ママ
ウントポイントの設定ウントポイントの設定 ダイアログをダイアログを 開きます。RAID デバイスに含まれるディスクを選択
し、Select をクリックします。

3. デバイスタイプデバイスタイプ ドロップダウンメニューをクリックして、RAID を選択します。

4. ファイルシステム ドロップダウン メニューをメニューを クリックして、目的のファイルシステムタイプ
を選択します( 「ファイルシステムのタイプ」 を参照してください)。

5. RAID レベル ドロップダウンメニューをクリックして、目的の RAID レベルを選択します。

利用できる RAID レベルは以下のとおりです。

RAID0 - パフォーマンス（ストライプ）パフォーマンス（ストライプ）

データを複数のディスクに分散させます。RAID レベル 0 は、標準パーティションでのパ
フォーマンスを向上させます。複数のディスクを 1 つの大きな仮想デバイスにまとめること
ができます。RAID レベル 0 には冗長性がなく、アレイ内の 1 ディスクに障害が発生すると
アレイ全体のデータが壊れる点に注意してください。RAID 0 には少なくとも 2 つの RAID
パーティションが必要です。

RAID1 - 冗長性（ミラーリング）冗長性（ミラーリング）

1 つのディスク上の全データを別のディスク (複数可) にミラーリングします。アレイ内のデ
バイスを増やすことで冗長レベルを強化します。RAID 1 には少なくとも 2 つの RAID パー
ティションが必要です。

RAID4 - エラー検出（解析）エラー検出（解析）

データを複数のディスクに分散す、アレイ内の 1 ディスクにパリティー情報を格納している
ため、アレイ内のいずれかのディスクに障害が発生した場合にアレイを保護します。すべて
のパリティー情報が 1 つのディスクに格納されるため、このディスクにアクセスすると、ア
レイのパフォーマンスにボトルネックが発生します。RAID 4 には少なくとも 3 つの RAID
パーティションが必要です。

RAID5: 分散エラー検出分散エラー検出

データおよびおよびパリティー情報を複数のディスクに分散させます。そのため、RAID レベル 5
は複数ディスクにデータを分散させパフォーマンスが向上する一方、パリティー情報もアレ
イ全体で分散されるため、RAID レベル 4 のようにパフォーマンスにボトルネックが発生し
ません。RAID 5 には少なくとも 3 つの RAID パーティションが必要です。

RAID6: 冗長冗長

RAID レベル 6 は RAID レベル 5 と似ていますが、パリティーデータが 1 セットではなく 2
セット格納されます。RAID 6 には少なくとも 4 つの RAID パーティションが必要です。

RAID10 : 冗長性（ミラー）冗長性（ミラー）  およびおよび 最適化されたパフォーマンス（ストライプ）最適化されたパフォーマンス（ストライプ）

RAID レベル 10 はネスト化した RAID または ハイブリッド RAID になります。ミラーリング
しているディスクセットに対してデータを分散させることで構築します。たとえば、4 つの
RAID パーティションで構築した RAID レベル 10 のアレイは、ストライプ化されたパーティ
ションをミラーリングする 2 組のペアで設定されます。RAID 10 には少なくとも 4 つの
RAID パーティションが必要です。
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6. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
て インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

ディスク数が指定した RAID レベルで必要なディスク数より少ない場合、選択した設定に必要とされる
ディスク数を示すメッセージがウィンドウ下部に表示されます。

13.15.4.3. LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

論理ボリューム管理 (LVM) では、ハードドライブや LUN などのベースとなっている物理ストレージ領
域を論理的な観点から表示します。物理ストレージ上のパーティションは 物理ボリューム として表示
され、ボリュームグループ にグループ化することができます。各ボリュームグループは複数の 論理ボ
リューム に分割することができます。したがって、LVM 論理ボリュームは、複数の物理ディスクにま
たがることが可能なパーティションとして機能します。

LVM の詳細は、付録D LVM の理解 またはRed Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管
理を参照してください。LVM の設定はグラフィカルインストールプログラムでしかできないため注意
してください。

重要重要

テキストモードによるインストールの場合は、LVM を設定できません。LVM 設定をゼロ
から作成する必要がある場合は、Ctrl+Alt+F2 を押して別の仮想コンソールを使用
し、lvm コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るに
は、Ctrl+Alt+F1 を押します。

図図13.26 論理ボリュームの設定論理ボリュームの設定
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図図13.26 論理ボリュームの設定論理ボリュームの設定

[D]

論理ボリュームを作成して新規または既存のボリュームグループに追加するには、以下を実行します。

1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従い LVM ボリュームにマウン
トポイントを作成します。

2. デバイスタイプデバイスタイプ ドロップダウンメニューをクリックして、LVM を選択します。ボリュームグ
ループ ドロップダウンドロップダウン メニューが表示され、新たに作成されたボリュームグループ名が表示さ
れます。

3. 必要に応じて、メニューをクリックし、Create a new volume group を選択するか、Modify
をクリックして新たに作成したボリュームグループを設定します。Create a new volume 
group オプションと Modify ボタンの両方により、Configure Volume Group ダイアログが表
示され、論理ボリュームグループの名前を変更し、追加するディスクを選択できます。

注記注記

設定ダイアログではボリュームグループの物理エクステントのサイズは指定でき
ません。このサイズは、常にデフォルト値の 4 MiB に設定されます。別の物理エ
クステントのボリュームグループを作成する場合は、インタラクティブシェルに
切り替え、vgcreate コマンドを使用して手動で作成するか、volgroup --
pesize=size コマンドでキックスタートファイルを使用します。

図図13.27 LVM ボリュームグループのカスタマイズボリュームグループのカスタマイズ
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図図13.27 LVM ボリュームグループのカスタマイズボリュームグループのカスタマイズ

[D]

利用可能な RAID レベルは、実際の RAID デバイスと同じです。詳細は、「ソフトウェア RAID
の作成」 を参照してください。またボリュームグループの暗号化に印を付けて、サイズポリ
シーを設定することもできます。利用可能なポリシーオプションは以下のようになります。

自動自動: ボリュームグループのサイズは自動で設定されるため、設定した論理ボリュームを格
納するのに十分な大きさになります。ボリュームグループに空の領域が必要ない場合に最
適です。

できるだけ大きくできるだけ大きく - 設定した論理ボリュームのサイズに関係なく、最大サイズのボリュー
ムグループが作成されます。これは、ほとんどのデータを LVM に保存する場合、または後
で既存の論理ボリュームのサイズを拡大する可能性がある場合、もしくはこのグループに
別の論理ボリュームを作成する必要がある場合などに最適です。

Fixed: このオプションでは、ボリュームグループのサイズを正確に設定できます。設定し
ている論理ボリュームが格納できるサイズにする必要があります。ボリュームグループに
設定する容量が正確に分かっている場合に便利です。

グループを設定したら Save をクリックします。

4. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
て インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。
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警告警告

LVM ボリュームへの /boot パーティションの配置はサポートされていません。

13.15.4.4. 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

特に必要がない限り、以下のパーティションを作成することをお勧めします。

PReP 起動パーティション起動パーティション: 4 MiB からから 8 MiB のサイズを推奨していますのサイズを推奨しています

ハードドライブの最初のパーティションには、PReP 起動パーティションが含まれているはずです。
これには、他の IBM Power Systems サーバーが Red Hat Enterprise Linux を起動できるようにする
GRUB2 ブートローダーが含まれます。

/boot パーティション：最小限パーティション：最小限 1 GiB のサイズを推奨しています。のサイズを推奨しています。

/boot にマウントするパーティションには、オペレーティングシステムのカーネルが含まれます。こ
れにより、ブートストラッププロセス中に使用されるファイルと共に Red Hat Enterprise Linux を起
動できます。大概のファームウェアには制限があるため、そのファームウェアを格納する小さい
パーティションを作成することが推奨されます。ほとんどの場合は、1 GiB の boot パーティション
で十分です。その他のマウントポイントとは異なり、LVM ボリュームを /boot に使用することはで
きません。/boot は別のディスクパーティションに配置する必要があります。

注記注記

RAID カードを実装している場合、BIOS タイプは、RAID カードからの起動に対応し
ていない場合がある点に注意してください。このような場合は、別のハードドライブ
など、RAID アレイ以外のパーティションに /boot パーティションを作成する必要が
あります。

警告警告

RAID カードを実装している場合は、Red Hat Enterprise Linux では IPR カード上
でのハードウェア RAID の設定に対応していないことに注意してください。イン
ストールの前にスタンドアロン診断 CD を起動して RAID アレイを作成してか
ら、その RAID アレイにインストールを実行します。

root - 10 GiB のサイズを推奨しています。のサイズを推奨しています。

これは、/またはルートディレクトリーがある場所です。ルートディレクトリーは、ディレクトリー
構造のトップレベルです。デフォルトでは、書き込み先のパスに別のファイルシステムがマウント
されていない限り、すべてのファイルがこのファイルシステムに書き込まれます（例： /boot また
は /home）。

root ファイルシステムが 5 GiB の場合は最小インストールが可能ですが、パッケージグループをい
くつでもインストールできるように、少なくとも 10 GiB を割り当てておくことが推奨されます。

重要重要
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重要重要

/ ディレクトリーと  / root ディレクトリーを混同しないようにしてください。/root
ディレクトリーは、root ユーザーのホームディレクトリーです。/root ディレクト
リーは、root ディレクトリーと区別するため、スラッシュルートスラッシュルート と呼ばれることが
あります。

/home: 最小限最小限 1 GiB のサイズを推奨しています。のサイズを推奨しています。

システムデータとユーザーデータを別々に保存するには、/home ディレクトリー専用のファイルシ
ステムを作成します。ファイルシステムのサイズはローカルで保存するデータ量やユーザー数など
を基に決定してください。こうすることで、ユーザーデータのファイルを消去せずに Red Hat
Enterprise Linux をアップグレードしたり、再インストールしたりできるようになります。自動パー
ティション設定を選択する場合は、/home ファイルシステムが作成されるように、インストールに
少なくとも 55GiB のディスク領域を確保することを推奨します。

swap パーティションパーティション(1 GB 以上のサイズを推奨以上のサイズを推奨)

仮想メモリーは、swap ファイルシステムによりサポートされています。つまり、システムが処理し
ているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータは swap ファイルシステムに書き込まれま
す。swap サイズはシステムメモリーのワークロードに依存するため、システムメモリーの合計では
ありません。したがって、システムメモリーサイズの合計とは等しくなりません。したがって、シ
ステムメモリーの作業負荷を判断するためには、システムで実行するアプリケーションの種類、お
よびそのアプリケーションにより生じる負荷を分析することが重要になります。アプリケーション
により生じる負荷に関するガイダンスはアプリケーション提供元または開発側より提供されている
はずです。

システムで swap 領域が不足すると、システムの RAM メモリーがすべて使用されるため、カーネル
がプロセスを終了します。swap 領域が大き過ぎても、割り当てられているストレージデバイスがア
イドル状態となり、リソース運用面では効率が悪くなります。また、swap 領域が大き過ぎるとメモ
リーリークに気付きにくくなる可能性があります。swap パーティションの最大サイズとその他の追
加情報は mkswap (8) の man ページを参照してください。

システムの RAM の容量別に推奨される swap サイズを以下の表に示します。インストールプログラ
ムでシステムのパーティション設定を自動的に実行する場合、swap パーティションのサイズはこの
ガイドラインに沿って決められます。自動パーティション設定では、swap パーティションの上限が
ハードドライブの合計サイズの最大 10% に制限されることを想定しており、128GB 以上のサイズの
swap パーティションは作成されません。システムのストレージ領域の 10% 以上を swap パーティ
ションに設定する場合、または 128GB 以上のサイズにする場合は、パーティション設定のレイアウ
トを手動で編集する必要があります。

表表13.3 システムの推奨システムの推奨 swap 領域領域

システム内のシステム内の RAM の容量の容量 推奨されるスワップ領域推奨されるスワップ領域 ハイバネートを許可する場合にハイバネートを許可する場合に
推奨される推奨される swap 領域領域

2 GB 未満 RAM 容量の 2 倍 RAM 容量の 3 倍

2 GB - 8 GB RAM 容量と同じ RAM 容量の 2 倍

8 GB - 64 GB 4GB から RAM 容量の半分まで RAM 容量の 1.5 倍

64 GB を超える場合 ワークロードによる (最小 4GB) ハイバネートは推奨されません
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上記の境界線上 (システムの RAM が 2 GB、8 GB、または 64 GB などの場合) になる場合は、swap
領域については任意に決定することができます。システムリソースに余裕がある場合は、swap 領域
を増やすとパフォーマンスが向上することがあります。

swap 領域を複数のストレージデバイスに分散させても、swap 領域のパフォーマンスが向上します
(高速ドライブやコントローラー、インターフェイスなどを備えたシステムで特に効果的)。

警告警告

PackageKit 更新ソフトウェアはデフォルトで、更新されたパッケージを 
/var/cache/yum/ にダウンロードします。/var 用に別のパーティションまたはボ
リュームを作成する場合は、ダウンロードしたパッケージの更新に対応するため
に、サイズが 3GB 以上であることを確認してください。

13.16. ストレージデバイス

さまざまなストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。「インストール
先」 で説明されているように、インストール先インストール先 のページ で、ローカルにアクセス可能な基本的なスト
レージデバイスを確認できます。専用のストレージデバイスを追加するには、画面の 特殊特殊 なディスクなディスク 
およびネットワークディスクおよびネットワークディスク セクションのセクションの ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックします。

図図13.28 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要

[D]
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13.16.1. ストレージデバイス選択の画面

ストレージデバイス選択画面には、Anaconda インストールプログラムがアクセスできるすべてのスト
レージデバイスが表示されます。

デバイスは、次のタブに分類されます。

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

同じシステムにある、複数の SCSI コントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数のパスか
らアクセスできるストレージデバイスです。

インストールプログラムで検出できるのは、16 文字または 32 文字の長さのシリアル番号を持つマル
チパスストレージデバイスのみです。

その他のその他の SAN デバイスデバイス

SAN (Storage Area Network) 上にあるデバイスです。

ファームウェアファームウェア RAID

ファームウェア RAID コントローラーに接続されているストレージデバイスです。

図図13.29 タブを使ってグループ分けされている特殊ストレージデバイスの概要タブを使ってグループ分けされている特殊ストレージデバイスの概要

[D]

画面右下にボタンが表示されます。これらのボタンを使用して、新たなストレージデバイスを追加しま
す。以下のボタンが利用可能です。

iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加  - iSCSI デバイスの接続には を使用します。に進んでください。
「iSCSI パラメーターの設定」

FCoE SAN を追加を追加 - Fibre Channel Over Internet ストレージデバイスの設定に使用します。に進
んでください。 「FCoE パラメーターの設定」

概要ページには Search タブも含まれており、このタブでは、アクセスする World Wide Identifier
(WWID)またはポート、ターゲット、または 論理ユニット番号 (LUN)別にストレージデバイスをフィル
ターできます。

図図13.30 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ
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図図13.30 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ

[D]

Search タブには、ポート、ターゲット、LUN、または WWID での検索を選択する Search By ドロップ
ダウンメニューが含まれます。WWID または LUN で検索するには、対応する入力テキストフィールド
に値を入力する必要があります。検索 ボタンを クリッククリック して検索を開始します。

左側にチェックボックスが付いたデバイスが列ごとに表示されます。インストールプロセス中にそのデ
バイスを使用可能にする場合は、このチェックボックスをクリックします。インストールプロセスの後
半では、Red Hat Enterprise Linux のインストール先として、ここで選択したデバイスのいずれかを指定
することができます。また、インストール完了後のシステムの一部として、ここで選択したデバイスの
自動マウントを指定することができます。

ここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありません。
この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわけで
はありません。また、インストールしたシステムの一部を形成するために選択しないデバイスは、イン
ストール後に /etc/fstab ファイルを変更してシステムに追加できます。

重要重要

この画面で選択しなかったストレージデバイスはすべて Anaconda から完全に非表示に
なります。別のブートローダーから Red Hat Enterprise Linux ブートローダーを チェーン
ロード する場合は、この画面に表示されるすべてのデバイスを選択します。

インストール時に利用できるようにするストレージデバイスを選択したら、完了 を クリッククリック して イン
ストール先 画面に戻ります。

13.16.1.1. 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

高度なストレージデバイスを使用する場合は、インストール先の画面の右下にあるボタンをクリックす
ると、iSCSI (SCSI over TCP/IP) ターゲットまたは FCoE (Fibre Channel over Ethernet) SAN (Storage
Area Network) を設定することができます。iSCSI の概要は、付録B iSCSI ディスク を参照してくださ
い。

図図13.31 高度なストレージオプション高度なストレージオプション
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図図13.31 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

[D]

13.16.1.1.1. iSCSI パラメーターの設定パラメーターの設定

Add iSCSI target... ボタンをクリックすると、iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加 ダイアログがダイアログが  表示されます。

図図13.32 iSCSI 検出詳細のダイアログ検出詳細のダイアログ
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図図13.32 iSCSI 検出詳細のダイアログ検出詳細のダイアログ

[D]

インストールに iSCSI ストレージデバイスを使用するには、Anaconda が iSCSI ターゲットとして 検出
し、それにアクセスするための iSCSI セッション を作成できる必要があります。検出、セッションの作
成それぞれで CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol) 認証用のユーザー名とパスワード
が必要になる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、iSCSI ターゲット側で
ターゲットの接続先となるシステムの iSCSI イニシエータを認証するよう設定することもできます (リ
バース CHAP)。CHAP とリバース CHAP を併用する場合は 相互 CHAP または 双方向 CHAP と呼ばれ
ます。相互 CHAP を使用すると、特に CHAP 認証とリバース CHAP 認証でユーザー名やパスワードが
異なる場合などに、iSCSI 接続に対する最大限の安全レベルを確保できます。

注記注記

iSCSI 検出と iSCSI ログインの手順を繰り返して、必要なすべての iSCSI ストレージの追
加を行います。ただし、初回の検出試行後は、iSCSI イニシエーターの名前の変更はでき
ません。iSCSI イニシエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直
す必要があります。

手順手順13.1 iSCSI の検出との検出と iSCSI セッションの開始セッションの開始

iSCSI ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加  ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報を
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iSCSI ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加  ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報を
Anaconda に提供します。

1. ターゲット IP アドレス フィールドに iSCSI ターゲットの IP アドレスを入力しアドレスを入力し ます。

2. iSCSI イニシエーター名 フィールドに iSCSI 修飾名修飾名 (IQN)形式で形式で iSCSI イニシエーターの名前イニシエーターの名前
を指定します。IQN エントリーには次を含めてください。

word . のの 文字列（ピリオドに注意）

日付コード (企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録された年
と月、記述の順序は年を表す 4 桁の数字、ダッシュ記号、月を表す 2 桁の数字、ピリオド
の順で設定。たとえば、2010 年 9 月を 2010-09 と 表します。表します。

企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名 (トップレベルのドメインを
先頭にして逆順で表す。たとえば、storage.example.com のサブドメインは 
com.example.storageと表現します。

コロン (:) と、ドメインまたはサブドメイン内でその iSCSI イニシエーターを固有に識別す
る文字列。例： :diskarrays-sn-a8675309

そのため、完全な IQN は次のようになり ます。ます。iqn.2010-
09.storage.example.com:diskarrays-sn-a8675309anaconda は、設定に役立つように、この
形式で iSCSI Initiator Name フィールドに名前を入力します。

IQN の詳細については、 http://tools.ietf.org/html/rfc3720#section-3.2.6 に記載の『RFC 3720
- Internet Small Computer Systems Interface (iSCSI)』の『3.2.6. iSCSI Names』のセクション
や、http://tools.ietf.org/html/rfc3721#section-1 に記載の『RFC 3721 - Internet Small
Computer Systems Interface (iSCSI) Naming and Discovery』の 『1. iSCSI Names and
Addresses』 のセクションを参照してください。

3. 認証タイプの検出認証タイプの検出 ドロップダウンドロップダウン メニューを使用して、iSCSI 検出に使用する認証タイプを指
定します。以下のタイプが使用できます。

証明書なし

CHAP 秘密鍵

CHAP 秘密鍵とリバースペア

4. 認証タイプに CHAP ペアペア を選択した場合は、CHAP ユーザー名 と CHAP パスワードパスワード 
フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名ターゲットのユーザー名  とパスワードを指定 しし ます。

認証タイプに CHAP ペアとリバースペアペアとリバースペア を選択した場合は、CHAP ユーザー名 と CHAP 
パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名ターゲットのユーザー名  とパスワードを入力します。ま
た、リバース CHAP ユーザー名 と Reverse CHAP パスワードパスワード の各フィールドに、の各フィールドに、iSCSI 
イニシエーターのユーザー名イニシエーターのユーザー名 とパスワードを指定します。
           

5. 必要に応じて、Bind targets to network interfaces というラベルが付いたボックスにチェック
を入れます。

6. Start Discovery ボタンをクリックします。Anaconda は指定した情報に基づいて iSCSI ター
ゲットを検出しようとします。検出に成功すると、ダイアログにターゲット上で検出された全
iSCSI ノードの一覧が表示されます。

7. 各ノードにはチェックボックスが付いています。インストールに使用するノードのチェック
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7. 各ノードにはチェックボックスが付いています。インストールに使用するノードのチェック
ボックスをクリックします。

図図13.33 検出された検出された iSCSI ノードを表示しているダイアログノードを表示しているダイアログ

[D]

8. Node login authentication type メニューは、手順 3 で説明されている Discovery 
Authentication Type メニューと同じオプションを提供します。ただし、認証タイプの検索に
認証情報を必要とした場合、検出したノードへのログインにも同じ認証情報を使用するのが一
般的です。これを行うには、追加の Use the credentials from discovery オプションを使用しま
す。適切な認証情報を指定すると、ログインログイン ボタンが利用可能になります。

9. ログインログイン をクリックして iSCSI セッションを開始します。

13.16.1.1.2. FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

FCoE SAN を追加を追加 ボタンをクリックすると、ボタンをクリックすると、FCoE ストレージデバイスを検出するようにネットワー
クインターフェイスを設定するダイアログが表示されます。

まず、NIC ドロップダウンメニューで FCoE スイッチに接続するネットワークインターフェイスを選択
し、FCoE ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックしてボタンをクリックして  SAN デバイスのネットワークをスキャンします。

図図13.34 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定
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図図13.34 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

[D]

追加オプションには、以下のものがあります。

DCB を使用するを使用する

Data Center Bridging (DCB) とは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続の効率
性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ
グのチェックボックスを使って、インストールプログラムによる DCB 認識を有効または無効にしま
す。このオプションは、ネットワークインターフェイスでホストベースの DCBX クライアントを必
要とする場合にのみ有効にします。ハードウェアの DCBX クライアントを実装するインターフェイ
ス上での設定の場合には、このチェックボックスは空のままにしておいてください。

自動自動 vlan の使用の使用

自動 VLAN では、VLAN 検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れると、
リンク設定が検証された後、FIP (FCoE Initiation Protocol) VLAN 検出プロトコルがイーサネットイ
ンタフェースで実行されます。まだ設定が行われていない場合には、検出された FCoE VLAN 全てに
対してネットワークインターフェイスが自動的に作成され、FCoE のインスタンスが VLAN インター
フェイス上に作成されます。このオプションはデフォルトで有効になっています。

検出された FCoE デバイスが、インストール先 画面の 他の他の SAN デバイスデバイス タブに表示されます。

13.17. KDUMP

この画面を使用して、このシステムで Kdump を使用するかどうかを選択します。kdump は、カーネル
クラッシュをダンプするメカニズムで、システムクラッシュが発生した場合は、クラッシュの原因を判
断するのに非常に重要な情報をキャプチャーします。

Kdump を有効にする場合は、一定量のシステムメモリーを予約する必要があります。このため、プロ
セスに利用可能なメモリー容量は少なくなります。

IBM Power System LPAR は、Kdump の代替ダンプキャプチャーメカニズムであるファームウェア支援
ダンプ(fadump)をサポートします。fadump では、カーネルの新しいコピーで読み込まれる完全にリ
セットされたシステムからダンプキャプチャーが行われます。特に、PCI デバイスおよび I/O デバイス
は再初期化され、クリーンで一貫性のある状態であるため、Kdump の代替手段になります。fadump
は Kdump に代わるものですが、fadump では Kdump を有効にする必要があります。この画面で
fadump を有効にすることができます。
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このシステムで Kdump を使用しない場合は、Enable kdump のチェックを外します。それ以外の場合
は、Kdump 用に確保するメモリー容量を設定します。インストーラーで自動的に保持する容量を決定
するか、手動で任意の容量を設定することができます。設定が適切であれば、完了完了 をクリックして設定
を保存し、前の画面に戻ります。

図図13.35 Kdump の有効化と設定の有効化と設定

[D]

13.18. インストールの開始

インストールの概要インストールの概要 画面の必要なセクションがすべて完了したら、メニュー画面の下部にある警告が表
示されなくなり、Begin Installation ボタンが利用可能になります。

図図13.36 インストールの準備完了インストールの準備完了
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図図13.36 インストールの準備完了インストールの準備完了

[D]

警告警告

インストールプロセスのこの時点までは、コンピューターに対して永続的となる変
更は行われていません。インストールの 開始開始 をクリックすると、インストールをクリックすると、インストール プ
ログラムがハードドライブの領域を割り当て、Red Hat Enterprise Linux をこの領域
に移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで
は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。

この時点までに行った選択のいずれかを変更するには、Installation Summary 画面の該当セクション
に戻ります。インストールを完全に取り消すには、Quit をクリックするか、コンピューターをオフにし
ます。この時点で電源を切る場合、ほとんどのコンピューターでは電源ボタンを数秒間、押し続けると
電源が切れます。

インストールのカスタマイズが完了し、インストールを続行する場合は、Begin Installation をクリッ
クします。

インストールの開始 を クリックしたら、インストールクリックしたら、インストール プロセスを完了させます。コンピューターの電
源を切ったり、リセットしたり、または停電になったりしてプロセスが中断されると、Red Hat
Enterprise Linux のインストールプロセスをやり直す、または別のオペレーティングシステムをインス
トールするまで、そのコンピューターは使用できなくなります。
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13.19. 設定のメニューと進捗状況の画面

Installation Summary 画面で Begin Installation をクリックすると、進捗画面が表示されます。Red
Hat Enterprise Linux は選択したパッケージをシステムに書き込む時にインストールの進捗を画面上で報
告します。

図図13.37 パッケージのインストールパッケージのインストール

[D]

参考までに、インストールの完全なログは、システムの再起動後に 
/var/log/anaconda/anaconda.packaging.log ファイルで確認できます。

パーティション設定中に 1 つ以上のパーティションを暗号化することを選択すると、インストールプロ
セスの初期に進捗バーを表示するダイアログウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、暗号化
が安全となるように十分なエントロピー (ランダムデータ) をインストーラーが収集していることを知ら
せます。256 ビットのエントロピーが収集されるか 10 分間経過すると、このウィンドウは表示されな
くなります。マウスを動かしたり、キーボードでランダムに入力すると、この収集プロセスが短縮され
ます。ウィンドウが消えるとインストールプロセスが続行されます。

図図13.38 暗号用のエントロピーの収集暗号用のエントロピーの収集

[D]

パッケージのインストール中は、より多くの設定が必要になります。インストールの進捗バーの上に
は、Root Password および User Creation メニュー項目があります。

Root Password 画面では、システムの root アカウントを設定します。このアカウントでは、重要なシ
ステム管理と管理タスクを実行できます。wheel グループメンバーシップを持つユーザーアカウントで
も、同じタスクを実行できます。インストール中にこのようなユーザーアカウントを作成する場合
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は、root パスワードの設定は必須ではありません。

ユーザーアカウントの作成はオプションのため、インストール後に行うことも可能ですが、この画面で
作成しておくことが推奨されます。ユーザーアカウントは通常の業務およびシステムへのアクセスに使
用します。システムへのアクセスは root アカウントではなく、常にユーザーアカウントでアクセスす
ることがベストプラクティスになります。

Root パスワードパスワード または ユーザーの 作成作成 画面へのアクセスを無効にでき画面へのアクセスを無効にでき ます。これを行うに
は、rootpw --lock コマンドまたは user --lock コマンドを含むキックスタートファイルを使用します。
これらのコマンドの詳細は、 「キックスタートのコマンドとオプション」 を参照してください。

13.19.1. Root パスワードの設定

root アカウントとパスワードの設定は、インストールにおける重要なステップです。root アカウント
(スーパーユーザーとも呼ぶ) は、パッケージのインストールや RPM パッケージ更新、ほとんどのシス
テムメンテナーンスの実行に使用されます。root アカウントを使用することにより、システム全体を完
全に制御することができるようになります。このため、root アカウントの使用は システムのメンテシステムのメンテ
ナーンスもしくは管理を行う場合に限るナーンスもしくは管理を行う場合に限る のが最適です。root ユーザーでログインするまたは root ユー
ザーに切り替える方法については、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照してくだ
さい。

図図13.39 Root パスワード画面パスワード画面

[D]

注記注記

インストール済みのシステムへの root 権限を確保するには、少なくとも 1 つの方法( root
アカウントを使用するか、管理者権限（ wheel グループのメンバー)を持つユーザーアカ
ウントを作成するか、またはその両方を設定する必要があります。

Root Password メニュー項目をクリックし、Root Password フィールドに新しいパスワードを入力し
ます。Red Hat Enterprise Linux では、セキュリティー上の理由から文字がアスタリスクで表示されま
す。確認確認 フィールドに同じパスワードを入力して、正しく設定されていることを確認フィールドに同じパスワードを入力して、正しく設定されていることを確認 します。root パ
スワードを設定したら、完了 を クリッククリック して ユーザー設定 画面に戻ります。

強固な root パスワードを作成する際の要件と推奨事項を以下に示します。

最低でも 8 文字の長さが 必要必要 である

数字、文字 (大文字と小文字)、記号を含めることができる

大文字と小文字を区別するため、これらの組み合わせを使用する

覚えやすいが他人からは簡単に推測できないものにする

ユーザーまたはユーザーが属する組織と関連のある単語や略語、数字、また辞書にある単語 (外
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ユーザーまたはユーザーが属する組織と関連のある単語や略語、数字、また辞書にある単語 (外
国語も含む) などは避ける

パスワードは書き留めない (書き留めておく必要がある場合は、安全な所に保管してください)

注記注記

インストール完了後に root パスワードを変更するには、root で passwd コマンドを実行
します。root パスワードを忘れた場合は、 「root パスワードのリセット」 にあるレス
キューモードを使用して新しい設定方法を参照してください。

13.19.2. ユーザーアカウントの作成

インストール時に通常の(root 以外の)ユーザーアカウントを作成するには、進捗画面 でで ユーザー設定ユーザー設定
をクリックします。Create User 画面が表示され、通常のユーザーアカウントを設定し、そのパラメー
ターを設定できるようになります。ユーザーの作成はインストール時に行うことを推奨していますが、
この作業はオプションとなるためインストール完了後に行うこともできます。

注記注記

インストール済みのシステムへの root 権限を確保するには、少なくとも 1 つの方法( root
アカウントを使用するか、管理者権限（ wheel グループのメンバー)を持つユーザーアカ
ウントを作成するか、またはその両方を設定する必要があります。

ユーザー作成画面を入力した後、ユーザーを作成したままにするには、すべてのフィールドを空のまま
にして、Done をクリックします。

図図13.40 ユーザーアカウント設定画面ユーザーアカウント設定画面

[D]

各フィールドにフルネームとユーザー名を入力します。システムのユーザー名は 32 文字以内の長さに
してください。空白を含めることはできません。新しいアカウントにはパスワードを設定することを強
く推奨します。

root 以外のユーザーにも強固なパスワードを設定する場合は「Root パスワードの設定」  に記載のガイ
ドラインに従います。

Advanced ボタンをクリックして、追加設定を含む新しいダイアログを開きます。

図図13.41 高度なユーザー設定高度なユーザー設定
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図図13.41 高度なユーザー設定高度なユーザー設定

[D]

デフォルトでは、各ユーザーにはユーザー名に対応するホームディレクトリーが作成されます。ほとん
どの場合、この設定を変更する必要はありません。

また、手動でチェックボックスを選択すると、新規ユーザーとそのデフォルトグループのシステム ID
番号を指定することができます。一般ユーザー ID の範囲は、1000 から始まります。ダイアログの下部
では、この新規ユーザーが所属することになる追加グループをコンマで区切った一覧形式で入力するこ
とができます。この新規グループがシステム内に作成されます。グループ ID をカスタマイズする場合
は、ID 番号を括弧で囲んで指定します。

注記注記

一般ユーザーとそのデフォルトグループの ID を 1000 ではなく 5000 から始まる範囲に
設定することを検討してください。これは、システムユーザーおよびグループ用に予約
されている範囲 0~999 が今後増え、通常のユーザーの ID と重複する可能性があるためで
す。

キックスタートでカスタム ID を指定してユーザーを作成する場合は、 user （任意） を
参照してください。

インストール後に UID と GID の下限を変更して、選択した UID と GID の範囲がユー
ザー作成時に自動的に適用されるようにする方法は、システム管理者のガイドのユー
ザーとグループの概要の章を参照してください。

ユーザーアカウントをカスタマイズしたら、変更の保存変更の保存 をクリックして ユーザー 設定設定 画面に画面に 戻りま
す。
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13.20. インストールの完了

おめでとうございます。Red Hat Enterprise Linux のインストールが完了しました。

再再 起動 ボタンをクリックしてシステムを再起動し、Red Hat Enterprise Linux の使用を開始します。再
起動時にインストールメディアが自動的に取り出されない場合は、忘れず取り出してください。

コンピューターの通常電源投入シーケンスが完了したら、Red Hat Enterprise Linux が読み込まれて起動
します。デフォルトでは、開始プロセスは進捗バーを表示しているグラフィカル画面の裏に隠れていま
す。最終的に、GUI ログイン画面（または X Window System がインストールされていない場合
は、login: プロンプトが表示されます）。

インストールプロセス中、システムに X Window System をインストールしている場合は、Red Hat
Enterprise Linux システムの初回の起動でシステムをセットアップするアプリケーションが起動されま
す。このアプリケーションを使用すると、システムの時刻と日付の設定、Red Hat Network へのマシン
の登録など、順を追って Red Hat Enterprise Linux の初期設定を行うことができます。

設定プロセスの詳細は 30章初期設定 (Initial Setup) を参照してください。
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第14章 IBM POWER SYSTEMS でのインストールに関するトラブ
ルシューティング

本章では、一般的なインストール関連の問題とその解決法について説明していきます。

デバッグの目的で、Anaconda はインストールアクションを /tmp ディレクトリー内のファイルにログ
記録します。以下の表に各種のログファイルを示します。

表表14.1 インストール中に生成されるログファイルインストール中に生成されるログファイル

ログファイルログファイル 内容内容

/tmp/anaconda.log Anaconda に関する一般的なメッセージ

/tmp/program.log インストール中に実行されたすべての外部プログラム

/tmp/storage.log ストレージモジュールの詳細情報

/tmp/packaging.log yum パッケージおよび rpm パッケージのインストールメッセージ

/tmp/syslog ハードウェア関連のシステムメッセージ

インストールに失敗すると、これらのファイルからのメッセージは /tmp/anaconda-tb-identifier に統
合されます。identifier はランダムな文字列です。

インストールに成功すると、デフォルトでは、これらのファイルは /var/log/anaconda/ ディレクトリー
下のインストール済みシステムにコピーされます。ただし、インストールが失敗した場合、またはイン
ストールシステムの起動時に inst.nosave=all オプションまたは inst.nosave=logs オプションを使用
すると、ログはインストールプログラムの RAM ディスクにのみ存在します。つまり、ファイルは永久
的には保存されず、システムの電源を切ると失われることになります。永続的に保存するには、インス
トールプログラムを実行しているシステムで scp を使用してネットワーク上の別のシステムにこれらの
ファイルをコピーするか、マウントされたストレージデバイス(USB フラッシュドライブなど)にコピー
します。ネットワーク経由でログファイルを転送する方法を以下に示します。

注記注記

以下の手順では、インストールシステムがネットワークにアクセスでき、ターゲットシ
ステムが ssh プロトコルでファイルを受信できるようにする必要があります。

手順手順14.1 ネットワークを介してログファイルを転送するネットワークを介してログファイルを転送する

1. インストールするシステムで Ctrl+Alt+F2 を押してシェルプロンプトにアクセスします。イン
ストールプログラムの一時ファイルシステムへのアクセス権を持つ root アカウントでログイン
します。

2. ログファイルが置かれている /tmp ディレクトリーに移動します。

# cd /tmp

3. scp コマンドを使用して、ネットワーク上の別のシステムにログファイルをコピーします。
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# scp *log user@address:path

user には転送先システムで有効なユーザー名を入力します。address には転送先システムのア
ドレスまたはホスト名を入力します。path にはログファイルを保存するディレクトリーへのパ
スを入力します。たとえば、john として IP アドレスが 192.168.0.122 のシステムにログインし
て、ログファイルをそのシステムの /home/john/logs/ ディレクトリーに置く場合は、以下のよ
うな形式になります。

# scp *log john@192.168.0.122:/home/john/logs/

初めてターゲットシステムに接続する際に、SSH クライアントにより、リモートシステムの
フィンガープリントが正しいことと、継続するかを尋ねられます。

The authenticity of host '192.168.0.122 (192.168.0.122)' can't be established.
ECDSA key fingerprint is a4:60:76:eb:b2:d0:aa:23:af:3d:59:5c:de:bb:c4:42.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

yes と 入力入力 し、Enter を押して続行します。プロンプトに従いパスワードを入力します。転送
先システムの指定ディレクトリーへのファイル転送が開始されます。

これでインストールによるログファイルが完全に転送先システムに保存され、後で確認できるようにな
ります。

14.1. インストール開始時の問題

14.1.1. グラフィカルインストールの起動に関連する問題

特定のビデオカードを搭載するシステムでグラフィカルなインストールプログラムを起動すると、問題
が発生することがあります。インストールプログラムがデフォルト設定を使用して実行しない場合は、
それより低い解像度モードでの実行を試みます。それでも動作が失敗する場合、インストールプログラ
ムはテキストモードによる実行を試行します。

ディスプレイに関する問題の解決策はいくつかありますが、そのほとんどはカスタムの起動オプション
を指定する必要があります。詳細は、「ブートメニューによるインストールシステムの設定」 を参照し
てください。

基本的なグラフィックモードを使用する基本的なグラフィックモードを使用する

基本的なグラフィックスドライバーを使用して、インストールの実行を試みることができます。こ
れを行うには、boot: プロンプトでインストールプログラムのオプションを編集し、コマンドライン
の最後に inst.xdriver=vesa を追加します。

ディスプレイの解像度を手動で指定するディスプレイの解像度を手動で指定する

インストールプログラムが画面の解像度の検出に失敗した場合は、自動検出を無効にして手動で指
定できます。これを行うには、起動メニューに inst.resolution=x オプションを追加します。x は
ディスプレイの解像度( 1024x768など)に置き換えます。

14.1.2. シリアルコンソールが検出されない

シリアルコンソールを使ってテキストモードでインストールしようとすると、コンソールに何も出力さ
れないことがあります。これは、システムにグラフィックカードが搭載されているのにモニターが接続
されていない場合に発生します。Anaconda がグラフィックカードを検出すると、ディスプレイが接続
されていない場合でも、表示に使用しようとします。
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シリアルコンソールでテキストベースのインストールを実行する場合は、inst.text および console= 起
動オプションを使用します。詳細は 23章起動オプション を参照してください。

14.2. インストール中の問題

14.2.1. ディスクが検出されない

インストール先インストール先 画面では、以下のエラーメッセージが下部に表示されます： No disks detected.コンコン
ピューターをシャットダウンしてから、少なくともひとつのディスクに接続を行ってからインストールピューターをシャットダウンしてから、少なくともひとつのディスクに接続を行ってからインストール
を再開してください。を再開してください。)

このメッセージは、Anaconda がインストールする書き込み可能なストレージデバイスを見つけなかっ
たことを示しています。このような場合、まずストレージデバイスが少なくとも 1 つはシステムに接続
されていることを確認します。

ご使用のシステムがハードウェア RAID コントローラーを使用している場合、そのコントローラーが正
しく設定され動作していることを確認してください。方法については、コントローラーの資料を参照し
てください。

1 つ以上の iSCSI デバイスにインストールを実行していて、システム上にローカルストレージがない場
合、必要なすべての LUN (論理ユニット番号) が適切な HBA (ホストバスアダプター) に示されているこ
とを確認してください。iSCSI の詳細は、付録B iSCSI ディスク を参照してください。

ストレージデバイスが接続され正しく設定されていることを確認してから、システムを再起動してイン
ストールを再実行したのにまだ同じメッセージが表示されてしまう場合、インストールプログラムがス
トレージの検出に失敗していることを示しています。多くの場合、インストールプログラムで認識され
ていない SCSI デバイスにインストールしようとすると、このようなメッセージがよく表示されます。

このような場合には、インストール開始前にドライバーを更新する必要があります。この問題を解決す
るドライバー更新が入手可能になっていないかハードウェア製造元の Web サイトを確認してくださ
い。ドライバー更新に関する一般的な情報は、11章IBM Power Systems へのインストール中におけるド
ライバー更新 を参照してください。

また、 https://hardware.redhat.com でオンラインの 『Red Hat Hardware Compatibility List』 (Red Hat
ハードウェア互換性一覧) を確認してください。

14.2.2. トレースバックメッセージの報告

グラフィカルインストールプログラムでエラーが発生すると、クラッシュレポートのダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスを使って、発生した問題に関する情報を Red Hat に送信す
ることができます。クラッシュレポートを送信するには、カスタマーポータルの認証情報を入力する必
要があります。カスタマーポータルのアカウントをお持ちでない場合
は、https://www.redhat.com/wapps/ugc/register.html で登録していただくことができます。自動クラッ
シュレポートの機能を利用する場合には、動作しているネットワーク接続も必要になります。

図図14.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス
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図図14.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス

[D]

ダイアログが表示されたら、問題を 報告する場合は報告する場合は バグバグ の報告 を選択するか、Quit を選択してイン
ストールを終了します。

必要に応じて、More Info をクリックして、エラーの原因を特定するのに役立つ詳細な出力を表示しま
す。デバッグに精通している場合は、Debug をクリックします。これにより、仮想ターミナル tty1 が
表示されます。ここでは、バグレポートを強化するより正確な情報をリクエストできます。tty1 からグ
ラフィカルインターフェイスに戻るには、continue コマンドを使用します。

図図14.2 クラッシュレポートのダイアログを展開した例クラッシュレポートのダイアログを展開した例

[D]

カスタマーポータルにバグを報告する場合は、次の手順に従ってください。
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手順手順14.2 Red Hat カスタマーポータルにエラーを報告するカスタマーポータルにエラーを報告する

1. 表示されるメニューで、Report a bug to Red Hat Customer Portal を選択します。

2. Red Hat にバグを報告するには、まずカスタマーポータルの認証情報を入力する必要がありま
す。Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定  をクリックします。

図図14.3 カスタマーポータル認証情報カスタマーポータル認証情報

[D]

3. 新しいウィンドウが開き、カスタマーポータルのユーザー名とパスワードの入力が求められま
す。Red Hat カスタマーポータル認証情報を入力してください。

図図14.4 Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定

[D]

ネットワーク設定で HTTP または HTTPS プロキシーを使用する必要がある場合
は、Advanced メニューを展開し、プロキシーサーバーのアドレスを入力して設定できます。

必要な認証情報をすべて入力したら、OK をクリックして続行します。
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4. テキストフィールドがある新しいウィンドウが表示されます。ここに関連情報やコメントを入
力します。クラッシュレポートのダイアログが表示されるまでに行った動作を一つずつ入力
し、どのようにしたらエラーが再現できるかを説明してください。できるだけ具体的に、デ
バッグを行った場合はそのときに得られた情報も入力してください。ここに入力された情報は
カスタマーポータルで公開される可能性があるので注意してください。

エラーの原因が分からない場合は、ダイアログの下部にある I don't know this issue のラベルのラベル
が付いたが付いた ボックスにチェックを入れてください。

次に、Forward をクリックします。

図図14.5 問題の詳細を入力する問題の詳細を入力する

[D]

5. 次に、カスタマーポータルに送信する情報を再確認します。指定した説明は comment タブに
あります。他のタブには、システムのホスト名やインストール環境に関する詳細などが含まれ
ています。Red Hat に送信したくない情報は削除することができます。ただし、報告していた
だく内容が限られると、問題の調査に影響するため注意してください。

送信する情報の確認が終了したら Forward をクリックします。

図図14.6 送信データの再確認送信データの再確認
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図図14.6 送信データの再確認送信データの再確認

[D]

6. 添付ファイルとしてバグ報告に含ませて送信するファイルの一覧を確認します。このファイル
には調査に役立つシステム関連情報が含まれています。特定のファイルを送信したくない場合
は、そのファイルの横にあるボックスのチェックマークを外します。問題を見つけるのに役立
つ追加のファイルを指定するには、Attach a file をクリックします。

送信するファイルを確認したら、I have review the data and agree with submitting it という
ラベルが付いたボックスにチェックを入れます。Forward をクリックして、レポートと添付
ファイルをカスタマーポータルに送信します。

図図14.7 送信ファイルの再確認送信ファイルの再確認
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図図14.7 送信ファイルの再確認送信ファイルの再確認

[D]

7. ダイアログが処理が完了したと報告されたら、Show log をクリックしてレポートプロセスの
詳細を表示するか、Close をクリックして最初のクラッシュレポートダイアログボックスに戻
ります。Quit をクリックしてインストールを終了します。

14.2.3. プレインストールログファイルの作成

インストール問題をデバッグするには、インストール前に inst.debug オプションを設定して環境から
ログファイルを作成することができます。これらのログファイルには、現行のストレージ設定などが含
まれます。

Red Hat Enterprise Linux インストール起動メニューでオプションを設定するには、以下を実行します。

1. Install Red Hat Enterprise Linux 7.3 エントリーを選択します。

2. Tab キーを押して、起動オプションを編集します。

3. オプションに inst.debug を追加します。以下に例を示します。

> vmlinuz ... inst.debug

詳細は23章起動オプションを参照してください。

4. Enter を押して設定を開始します。

システムは、Anaconda が起動する前に、プレインストールのログファイルを /tmp/pre-anaconda-
logs/ ディレクトリーに保存します。このログファイルにアクセスするには、以下を実行します。

1. コンソールに切り替えます。「コンソールへのアクセス」 を参照してください。

2. /tmp/pre-anaconda-logs/ ディレクトリーに移動します。
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# cd /tmp/pre-anaconda-logs/

14.2.4. IBM Power Systems ユーザー向けのパーティション作成に関するその他の問題

手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に必要
なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。

最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。

/ (root)パーティション

PReP Boot パーティション

/boot パーティション（ルートパーティションが LVM 論理ボリュームまたは Btrfs サブボ
リュームの場合のみ）

詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。

14.3. インストール後の問題

14.3.1. グラフィカルな起動シーケンスに関する問題

インストール完了後に初めてシステムを再起動すると、グラフィカルな起動シーケンスの途中でシステ
ムが反応しなくなり、リセットが必要となることがあります。このような場合、ブートローダーは正常
に表示されますが、エントリーを選択してシステムを起動しようとするとシステムが停止してしまいま
す。ほとんどの場合、これはグラフィカルな起動のシーケンスに関する問題を示しています。この問題
を解決するには、グラフィカルな起動を無効にする必要があります。まずブートタイムの設定を一時的
に変更してから、そのあと永続的に変更します。

手順手順14.3 グラフィカルな起動を一時的に無効にするグラフィカルな起動を一時的に無効にする

1. コンピューターを起動してブートローダーメニューが表示されるまで待ちます。ブートロー
ダーのタイムアウト期間を 0 に設定すると、Esc キーを押すと、それにアクセスします。

2. ブートローダーメニューが表示されたら、カーソルキーを使用して起動するエントリーを強調
表示し、e キーを押してこのエントリーのオプションを編集します。

3. オプション一覧でカーネル行を探します。カーネル行は linux というキーワードで始まりま
す。この行で、rhgb オプションを探して削除します。オプションが隠れて見えないこともあり
ます。カーソル移動キーを使って画面をスクロールしてみてください。

4. F10 または Ctrl+X を押して、編集したオプションでシステムを起動します。

システムが正常に起動した場合は、通常通りにログインできます。このあと、グラフィカルな起動を永
続的に無効にする必要があります。永続的に無効にしておかないと、システムが起動する度に上述の手
順を繰り返さなければなりません。起動オプションを永続的に変更するには次の手順に従ってくださ
い。

手順手順14.4 グラフィカルな起動を永続的に無効にするグラフィカルな起動を永続的に無効にする

1. su - コマンドを使用して root アカウントにログインします。

$ su -
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2. grubby ツールを使用して、デフォルトの GRUB2 カーネルを検索します。

# grubby --default-kernel
/boot/vmlinuz-3.10.0-229.4.2.el7.ppc64

3. grubby ツールを使用して、GRUB2 設定で、最後の手順で特定されたデフォルトのカーネルか
ら rhgb 起動オプションを削除します。以下に例を示します。

# grubby --remove-args="rhgb" --update-kernel /boot/vmlinuz-3.10.0-229.4.2.el7.ppc64

この手順が完了したら、コンピューターを再起動できます。Red Hat Enterprise Linux はグラフィカルな
起動シーケンスを使用しなくなります。今後グラフィカルブートを有効にする場合は、同じ手順に従っ
て、--remove-args="rhgb" パラメーターを --args="rhgb" パラメーターに置き換えます。これによ
り、rhgb 起動オプションが GRUB2 設定のデフォルトカーネルに復元されます。

GRUB2 ブートローダーの使用方法 の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイド  を参
照してください。

14.3.2. グラフィカル環境での起動

X Window System をインストールしていても、システムにログインするとグラフィカルデスクトップ
環境が表示されない場合は、startx コマンドを使用して手動で起動できます。ただし、手動による起動
はその場限りで、次回からのログインプロセスを変更するわけではないことに注意してください。

グラフィカルログイン画面でログインできるようにシステムを設定するには、デフォルトの systemd
ターゲットを graphical.target に変更する必要があります。設定を終えたらコンピューターを再起動し
ます。システムが再起動すると、グラフィカルなログインプロンプトが表示されるようになります。

手順手順14.5 グラフィカルなログインをデフォルトとして設定するグラフィカルなログインをデフォルトとして設定する

1. シェルプロンプトを開きます。ユーザーアカウントにいる場合は、su - コマンドを入力して
root になります。

2. デフォルトのターゲットを graphical.target に変更します。次のコマンドを実行します。

# systemctl set-default graphical.target

これでグラフィカルログインがデフォルトで有効になります。次回の再起動からグラフィカルなログイ
ンプロンプトが表示されるようになります。この変更を元に戻し、テキストベースのログインプロンプ
トを引き続き使用する場合は、root で以下のコマンドを実行します。

# systemctl set-default multi-user.target

systemd のターゲットの詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照し  てくだ
さい。

14.3.3. グラフィカルユーザーインターフェイスが表示されない

X ( X Window System)の起動に問題がある場合は、X がインストールされていない可能性があります。
インストール時に選択できるプリセットベース環境の一部( Minimal install、Web Server など)には、
グラフィカルインターフェイスを含めないでください。手動でインストールする必要があります。

X が必要な場合は、後で必要なパッケージをインストールできます。グラフィカルデスクトップ環境の
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X が必要な場合は、後で必要なパッケージをインストールできます。グラフィカルデスクトップ環境の
インストール方法は、https://access.redhat.com/site/solutions/5238 のナレッジベースの記事を参照し
てください。

14.3.4. ユーザーがログインすると X サーバーがクラッシュする

ユーザーのログイン時に X サーバーのクラッシュに問題がある場合は、1 つ以上のファイルシステムが
満杯になるか、ほぼ満杯になる可能性があります。原因がファイルシステムにあるかどうかを確認する
ため次のコマンドを実行します。

$ df -h

出力は、どのパーティションが満杯であるかを診断するのに役立ちます。ほとんどの場合、問題は 
/home パーティションにあります。以下は、df コマンドの出力例です。

Filesystem                                  Size  Used Avail Use% Mounted on
/dev/mapper/vg_rhel-root                     20G  6.0G   13G  32% /
devtmpfs                                    1.8G     0  1.8G   0% /dev
tmpfs                                       1.8G  2.7M  1.8G   1% /dev/shm
tmpfs                                       1.8G 1012K  1.8G   1% /run
tmpfs                                       1.8G     0  1.8G   0% /sys/fs/cgroup
tmpfs                                       1.8G  2.6M  1.8G   1% /tmp
/dev/sda1                                   976M  150M  760M  17% /boot
/dev/dm-4                                    90G   90G     0 100% /home

上記の例では、/home パーティションが満杯になり、クラッシュの原因になっていることがわかりま
す。不必要なファイルを削除して領域を解放します。ディスク領域の一部を解放したら、startx コマン
ドを使用して X を起動します。

df に関する詳細情報と、利用可能なオプション（この例では -h オプションなど）の詳細は、df (1) の
man ページを参照してください。

14.3.5. signal 11 エラーが表示される

セグメンテーション違反 と呼ばれる signal 11 エラーとは、割り当てられていないメモリーにプログラム
がアクセスを行ったという意味です。インストールされているソフトウェアプログラムのいずれかにバ
グがあったり、ハードウェアに障害があると signal 11 エラーが発生する場合があります。

インストール時に致命的なシグナル 11 エラーが発生した場合は、最初に最新のインストールイメージを
使用していることを確認し、Anaconda に検証して、それらが破損していないことを確認します。
signal 11 エラーの原因として不良インストールメディア (書き込みが不適切だったり、傷が付いている光
学ディスクなど) がよく見られます。インストールを行う前には、必ずインストールメディアの整合性
を確認することが推奨されます。

最新のインストールメディアを取得する方法は、2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロード  を参照し
てください。インストールを開始する前にメディアチェックを実行するには、起動メニューに 
rd.live.check 起動オプションを追加します。詳細は 「起動メディアの検証」 を参照してください。

これ以外に考えられる原因は、本書では扱いません。詳細は、ハードウェアの製造元のドキュメントを
参照してください。

14.3.6. ネットワークストレージ領域 (*NWSSTG) から起動 (IPL) できない

ネットワークストレージ領域(*NWSSTG)から IPL を試行する際に問題が発生した場合は、ほとんどの
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ネットワークストレージ領域(*NWSSTG)から IPL を試行する際に問題が発生した場合は、ほとんどの
場合 PReP パーティションがありません。このような場合には、システうを再インストールして、パー
ティションフェーズまたはキックスタートファイルでこのパーティションを作成するようにします。

14.3.7. GRUB2 next_entry 変数は、仮想化環境で予期しない動作をする可能性がある

SLOF ファームウェアを使用して仮想環境を起動する IBM Power System ユーザーは、システムの再起
動後に next_entry grub 環境変数を手動で設定解除する必要があります。SLOF ファームウェアはその
設計によりブロック書き込みをサポートしておらず、このためブートローダーは起動時にこの変数をク
リアすることができません。
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パート III. IBM Z アーキテクチャー - インストールと起動
ここでは、IBM Z での Red Hat Enterprise Linux の起動、または 初期プログラムロード (IPL) およびイン
ストールについて説明します。
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第15章 IBM Z へのインストールプラン

15.1. プレインストール

Red Hat Enterprise Linux 7 は、zEnterprise 196 以降の IBM メインフレームシステムで実行されます。

IBM Z へのインストールプロセスでは、ユーザーが IBM Z の操作に慣れていること、また 論理パーティ
ション (LPAR) および z/VM ゲスト仮想マシンをセットアップできることを前提としています。IBM Z
の詳細は http://www.ibm.com/systems/z を参照してください。

Red Hat Enterprise Linux を IBM Z にインストールする場合、Red Hat では、DASD (Direct Access
Storage Device) および FCP (ファイバーチャネルプロトコル) のストレージデバイスがサポートされま
す。

Red Hat Enterprise Linux のインストール前に、以下を決定する必要があります。

オペレーティングシステムを LPAR 上で稼働させるのか、z/VM ゲストの OS として稼働させる
のか選択します。

swap 領域が必要かどうか、また必要な場合はその大きさを決定します。z/VM が必要なスワッ
ピングを行えるように z/VM のゲスト仮想マシンに十分なメモリーを割り当てることは可能で
かつ推奨されますが、必要な RAM の大きさが予測困難な場合もあります。このような場合には
ケースバイケースで検討してください。「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照し
てください。

ネットワーク設定を決定します。IBM Z 向けの Red Hat Enterprise Linux 7 は、以下のネット
ワークデバイスに対応しています。

物理的および仮想の OSA (オープンシステムアダプター)

物理および仮想の HiperSockets

物理的な OSA 対応の LCS (LAN チャネルステーション)

以下のハードウェアが必要になります。

ディスク領域。DASD で必要なディスク容量を計算して、十分な容量を割り当てる必要があり
ます。[2] または SCSI[3] ディスクのパーティションを設定できます。サーバーのインストール
には最低 10 GB が必要です。すべてのパッケージをインストールする場合は 20 GB が必要で
す。アプリケーションデータにもディスク領域が必要です。インストール後に、DASD パー
ティションまたは SCSI パーティションを追加または削除できます。

新規インストールの Red Hat Enterprise Linux システム (Linux インスタンス) で使用するディス
ク領域と、お使いのシステムにインストールされているその他の OS で使用されるディスク領
域は、別にしておく必要があります。

ディスクおよびパーティション設定の詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」 を
参照してください。

RAM。Linux インスタンス用に 1 GB (推奨) を確保してください。調整を行うと、512 MB の
RAM でもインスタンスを稼働できる場合があります。

注記注記
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注記注記

SWAPGEN ユーティリティーを使用して FBA （固定ブロックアーキテクチャー）DASD
上のスワップ領域を初期化する場合は、FBAPART オプションを使用する必要がありま
す。

15.2. IBM Z へのインストール手順の概要

Red Hat Enterprise Linux の IBM Z へのインストールは、対話形式または無人モードで行うことが可能で
す。IBM Z へのインストールは通常、ローカルメディアからではなく、ネットワーク経由で行われると
いう点で他のアーキテクチャーと異なります。このインストールは、以下の 3 つの段階で設定されま
す。

1. インストールの起動インストールの起動
メインフレームに接続し、その後にインストールプログラムを含むメディアから IPL (initial
program load)、つまり起動を実行します。詳細は 16章IBM Z でのインストールの起動 を参照し
てください。

2. インストールシステムへの接続インストールシステムへの接続
ローカルマシンから、リモートの IBM Z システムに接続し、インストールプロセスを続行しま
す。詳細は 17章インストールシステムへの接続 を参照してください。

3. Anaconda
Anaconda インストールプログラムを使用してネットワークを設定し、言語サポート、インス
トールソース、インストールするソフトウェアパッケージを指定し、残りのインストールを実
行します。詳細は、18章Anaconda を使用したインストール を参照してください。

15.2.1. インストールの起動

メインフレームとの接続を確立したら、インストールプログラムを含むメディアから IPL (initial
program load)、つまり起動を実行する必要があります。本書では、IBM Z に Red Hat Enterprise Linux
をインストールする最も一般的な方法を説明します。一般的には、generic.prm ファイルのパラメー
ターとともに、カーネル(kernel.img)と初期 RAM ディスク(initrd.img)で設定される Linux インストー
ルシステムを起動することができます。さらに、initrd、カーネル、および generic.prm のファイル名と
メモリーアドレスを決定する generic.ins ファイルがロードされます。

本書では、Linux インストールシステムを インストールプログラム とも呼びます。

IPL プロセスを開始できる制御ポイントは、Linux を実行する環境によって異なります。Linux を z/VM
ゲストのオペレーティングシステムとして実行する場合は、ホストである z/VM の CP (コントロールプ
ログラム) が制御ポイントになります。Linux を LPAR モードで実行する場合は、メインフレームの SE
(サポートエレメント) または接続されている IBM Z の HMC (ハードウェア管理コンソール) が制御ポイ
ントになります。

以下の起動メディアは、Linux を z/VM 環境でゲストのオペレーティングシステムとして実行する場合
にのみ使用できます。

z/VM リーダー: 詳細は 「z/VM リーダーの使用」 を参照してください。

以下の起動メディアは、Linux を LPAR モードで実行する場合にのみ使用できます。

リモート FTP サーバー経由の SE または HMC - 詳細は 「FTP サーバーの使用」 を参照してく
ださい。

SE または HMC DVD: 詳細は 「FCP 接続の SCSI DVD ドライブ」  を参照してください。
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以下の起動メディアは、z/VM と LPAR の両方に使用できます。

DASD: z/VM で使用する場合は「設定済み DASD の使用」を、LPAR で使用する場合は「設定
済み DASD の使用」を参照してください。

FCP チャネルを使って接続している SCSI デバイス: z/VM で使用する場合は「設定済み FCP 接
続の SCSI ディスクの使用」を、LPAR で使用する場合は「設定済み FCP 接続の SCSI ディス
クの使用」を参照してください。

FCP 接続の SCSI DVD: z/VM で使用する場合は「FCP 接続の SCSI DVD ドライブ」を、LPAR
で使用する場合は「FCP 接続の SCSI DVD ドライブ」を参照してください。

DASD および FCP 接続の SCSI デバイス(SCSI DVD を除く)をブートメディアとして使用する場合
は、zipl ブートローダーを設定する必要があります。

15.2.2. インストールシステムへの接続

ローカルマシンから、リモートの IBM Z システムに接続し、インストールプロセスを続行します。詳細
は 17章インストールシステムへの接続 を参照してください。

15.2.3. Anaconda を使用したインストール

2 つ目のインストールフェーズでは、Anaconda インストールプログラムをグラフィカルモード、テキ
ストベースのモード、またはコマンドラインモードで使用します。

グラフィカルモードグラフィカルモード

グラフィカルなインストールは VNC クライアントを使います。マウスやキーボードを使って画面を
移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドへの入力を行ったりすることができま
す。VNC を使用してグラフィカルインストールを実行する方法は、25章VNC の使用 を参照してく
ださい。

テキストベースモードテキストベースモード

GUI のインターフェイス要素は一切提供されないため、すべての設定には対応していません。VNC
クライアントを使用できない場合に対話式のインストールを行うにはこのモードを使用します。テ
キストベースのインストールの詳細は、「テキストモードでのインストール」 を参照してくださ
い。

コマンドラインモードコマンドラインモード

これは、IBM Z に自動で非対話形式のインストールを行うためのモードです。インストールプログラ
ムで、キックスタートコマンドが無効な場合や、欠落している場合には、システムが再起動される
点に注意してください自動インストールの詳細は27章キックスタートを使ったインストールを参照
してください。

Red Hat Enterprise Linux 7 では、テキストベースのインストールはユーザー介入を最小限に抑えていま
す。FCP 接続の SCSI デバイスでのインストールや パーティションレイアウトのカスタマイズ、パッ
ケージアドオンの選択などの機能は、グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストールに限ら
れます。可能な限りグラフィカルインストールを使用してください。詳細は 18章Anaconda を使用した
インストール を参照してください。

[2] Direct Access Storage Devices (DASD) は、デバイスごとに最大 3 つのパーティションを許可するハードディス
クです。たとえば、dasda には、dasda1、dasda2、および dasda3 のパーティションを設定できます。
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[3] SCSI-over-Fibre Channel デバイスドライバー( zfcp デバイスドライバー)とスイッチを使用すると、ローカル
に接続された SCSI ドライブと同様に、IBM Z 上の Linux に SCSI LUN を提示できます。
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第16章 IBM Z でのインストールの起動
Anaconda インストールプログラムの初期プログラム起動(IPL)を実行する手順は、Red Hat Enterprise
Linux が実行される環境(z/VM または LPAR)によって異なります。

16.1. ブートパラメーターのカスタマイズ

インストールを開始する前に、ブートパラメーターを設定する必要があります。z/VM でインストール
する場合は、generic.prm ファイルで起動する前にこれらのパラメーターを設定する必要があります。
LPAR にインストールする場合、rd.cmdline パラメーターはデフォルトで ask に設定されます。つま
り、これらのブートパラメーターを入力できるプロンプトが表示されます。いずれの場合も、必須パラ
メーターは同じです。

注記注記

ネットワーク設定に対話式ユーティリティーを使用していた Red Hat Enterprise Linux 6
とは異なり、全ネットワーク設定は以下のパラメーターを使用して指定する必要があり
ます。これはパラメーターファイルの使用もしくはプロンプトで行います。

インストールソースインストールソース

インストールソースは常に設定される必要があります。inst.repo= オプションを使用して、インス
トール用のパッケージソースを指定します。詳細および構文については、インストールソースの指
定 を参照してください。

ネットワークデバイスネットワークデバイス

インストール中にネットワークアクセスが必要となる場合は、ネットワークを設定する必要があり
ます。ハードドライブなどのローカルメディアのみを使用して無人 (Kickstart ベース) のインストー
ルを行う場合は、ネットワーク設定を省略できます。

基本的なネットワーク設定には ip= オプション、および必要に応じて ネットワーク起動オプション
の一覧に挙げられたその他のオプションを使用してください。

また、rd.znet= カーネルオプションも使用します。このオプションは、ネットワークプロトコルタ
イプ、コンマ区切りのサブチャネルのリスト、およびオプションでコンマ区切りの sysfs パラメー
ターと値のペアを取ります。複数のネットワークデバイスをアクティベートするには、このパラ
メーターを複数回にわたり指定することができます。

以下に例を示します。

rd.znet=qeth,0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602,layer2=1,portname=foo

ストレージデバイスストレージデバイス

少なくとも 1 つのストレージデバイスが常に設定される必要があります

rd.dasd= オプションは、DASD (Direct Access Storage Device) アダプターデバイスバス識別子を取
ります。複数の DASD の場合は、パラメーターを複数回指定するか、バス ID のコンマ区切りリスト
を使用します。DASD の範囲を指定するには、最初と最後のバス ID を指定します。たとえば、以下
のようになります。

rd.dasd=0.0.0200 rd.dasd=0.0.0202(ro),0.0.0203(ro:failfast),0.0.0205-0.0.0207

rd.zfcp= オプションは、zFCP (SCSI over FCP) アダプターデバイスバス識別子、WWPN (world wide
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port name) 、FCP LUN を受け取ってデバイスを作動させます。複数の zFCP デバイスをアクティ
ベートするには、このパラメーターを複数回にわたり指定することができます。たとえば、以下の
ようになります。

rd.zfcp=0.0.4000,0x5005076300C213e9,0x5022000000000000

Kickstart のオプションのオプション

Kickstart ファイルを使用して自動インストールを行う場合は、inst.ks= オプションで Kickstart ファ
イルの場所を常に指定している必要があります。無人の完全自動キックスタートインストールで
は、inst.cmdline オプションを指定すると便利です。詳細は 「キックスタートを使ったインストー
ルのパラメーター」 を参照してください。

必須パラメーターをすべて含むカスタマイズされた generic.prm ファイルの例は、以下の例のようにな
ります。

例例16.1 カスタマイズカスタマイズ generic.prm ファイルファイル

ro ramdisk_size=40000 cio_ignore=all,!condev
inst.repo=http://example.com/path/to/repository
rd.znet=qeth,0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602,layer2=1,portno=0,portname=foo
ip=192.168.17.115::192.168.17.254:24:foobar.systemz.example.com:enccw0.0.0600:none
nameserver=192.168.17.1
rd.dasd=0.0.0200 rd.dasd=0.0.0202
rd.zfcp=0.0.4000,0x5005076300C213e9,0x5022000000000000
inst.ks=http://example.com/path/to/kickstart

インストール方法によっては、DVD または FTP サーバーのファイルシステムのインストールデータの
場所のマッピングがあり、データがコピーされるメモリーの場所を持つファイルが必要です。通常、こ
のファイルの名前は generic.ins で、初期 RAM ディスク、カーネルイメージ、パラメーターファイル
(generic.prm)のファイル名と各ファイルのメモリーの場所が含まれます。generic.ins の例は以下の例
のようになります。

例例16.2 generic.ins サンプルファイルサンプルファイル

images/kernel.img 0x00000000
images/initrd.img 0x02000000
images/genericdvd.prm 0x00010480
images/initrd.addrsize 0x00010408

有効な generic.ins ファイルは、インストーラーの起動に必要なその他すべてのファイルとともに Red
Hat により提供されます。このファイルは、たとえば、デフォルト以外のカーネルバージョンをデフォ
ルトからロードする場合にのみ変更します。

16.2. ハードドライブを使った IBM Z へのインストールに関する注意点

ハードドライブからインストールプログラムを起動する場合は、オプションとして同じディスクまたは
別のディスクに zipl ブートローダーをインストールできます。zipl はディスクごとに 1 つのブートレ
コードのみをサポートすることに注意してください。1 つのディスクに複数のパーティションを設ける
場合は、全パーティションが 1 つのブートレコードを共有します。
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インストールプログラムを起動できるようにハードドライブを準備するには、以下のコマンドを入力し
て zipl ブートローダーをハードドライブにインストールします。

# zipl -V -t /mnt/ -i /mnt/images/kernel.img -r /mnt/images/initrd.img -p /mnt/images/generic.prm

generic.prm 設定ファイルのブートパラメーターのカスタマイズに関する詳細は、「ブートパラメー
ターのカスタマイズ」 を参照してください。

16.3. Z/VM へのインストール

z/VM 環境にインストールする場合は、以下から起動できます。

z/VM 仮想リーダー

DASD または FCP 接続の SCSI デバイス( zipl ブートローダーを設定済み)

FCP 接続の SCSI DVD ドライブ

Linux インストールに選択した z/VM ゲストの仮想マシンにログオンします。Red Hat Enterprise Linux
の x3270 -text パッケージで利用可能な x3270 または c3270 端末エミュレーターを使用して、他の
Linux システムから z/VM にログインできます。または、IBM Z HMC (ハードウェア管理コンソール) の
IBM 3270 端末エミュレーターを使用することもできます。Microsoft Windows オペレーティングシステ
ム搭載のマシンから作業する場合には、Jolly Giant (http://www.jollygiant.com/) で SSL 対応 3270 エ
ミュレーターを使用できます。wc3270 と呼ばれる c3270 のフリーネイティブ Windows ポートもあり
ます。

注記注記

使用中の 3270 接続が割り込みを受け、それまでのセッションがまだアクティブなため
に再ログインができない場合は、z/VM ログイン画面で以下のコマンドを入力すると、そ
れまでのセッションを新規のセッションに置き換えることができます。

logon user here

user には z/VM ゲスト仮想マシンの名前を入れてください。RACF などの外部セキュリ
ティーマネージャーが使用されているかどうかによって、ログオンコマンドが異なる場
合があります。

ゲストで CMS (z/VM に同梱されているシングルユーザー用オペレーティングシステム)を実行していな
い場合は、以下のコマンドを入力してここで起動します。

cp ipl cms

インストールターゲットには、A ディスク (多くの場合デバイス番号は 0191) などの CMS ディスクを使
用しないようにしてください。CMS で使用されているディスクを確認するには、以下のクエリーを使
用します。

query disk

以下の CP (z/VM ハイパーバイザーである z/VM 制御プログラム) の query コマンドを使用すると、
z/VM ゲスト仮想マシンのデバイス設定を確認できます。

利用できるメインメモリーをクエリーします。IBM Z の用語では ストレージ と呼ばれていま
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利用できるメインメモリーをクエリーします。IBM Z の用語では ストレージ と呼ばれていま
す。IBM Z の用語では {0>storage<0} と呼ばれています。 ゲストには少なくとも 1 GB のメイン
メモリーが必要です。

cp query virtual storage

利用できるネットワークデバイスを以下のタイプ別にクエリーします。

osa

OSA - CHPID タイプ OSD、物理または仮想 (VSWITCH または GuestLAN)、いずれも QDIO
モード

hsi

HiperSockets - CHPID タイプ IQD、物理または仮想 (GuestLAN タイプ Hipers)

lcs

LCS - CHPID タイプ OSE

たとえば、上記のネットワークデバイスタイプをすべて問い合わせる場合は、次を実行しま
す。

cp query virtual osa

利用できる DASD をクエリーします。インストールターゲットとして使用できるのは、RW に
読み取り/書き込みモードのフラグが付いたもののみです。

cp query virtual dasd

利用できる FCP チャネルをクエリーします。

cp query virtual fcp

16.3.1. z/VM リーダーの使用

以下の手順に従って z/VM リーダーから起動します。

1. 必要に応じて、z/VM の TCP/IP ツールを含むデバイスを CMS ディスクの一覧に追加します。
以下に例を示します。

cp link tcpmaint 592 592
acc 592 fm

fm を FILEMODE 文字に置き換えます。

2. コマンドを実行します。

ftp host

host は、ブートイメージ(kernel.img および initrd.img)をホストする FTP サーバーのホスト名
または IP アドレスになります。
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3. ログインして以下のコマンドを実行します。既存の kernel.img ファイル、initrd.img ファイ
ル、generic.prm ファイル、または redhat.exec ファイルを上書きする場合は、(repl オプショ
ンを使用します)。

cd /location/of/install-tree/images/
ascii 
get generic.prm (repl 
get redhat.exec (repl 
locsite fix 80 
binary 
get kernel.img (repl 
get initrd.img (repl 
quit

4. 必要に応じて、CMS コマンド filelist を使用して受信したファイルとその形式を表示すること
により、ファイルが正しく転送されたかどうかを確認します。kernel.img および initrd.img に
は、Format 列の固定レコード長の形式が F で、Lrecl 列のレコード長が 80 であることが重要
です。以下に例を示します。

VMUSER FILELIST A0 V 169 Trunc=169 Size=6 Line=1 Col=1 Alt=0
Cmd Filename Filetype Fm Format Lrecl Records Blocks Date Time
REDHAT EXEC  B1 V 22 1  1 4/15/10 9:30:40
GENERIC PRM  B1 V 44 1 1 4/15/10 9:30:32
INITRD IMG  B1 F 80 118545 2316 4/15/10 9:30:25
KERNEL IMG  B1 F 80 74541 912 4/15/10 9:30:17

PF3 を押して filelist を終了し、CMS プロンプトに戻ります。

5. 必要に応じて、generic.prm 内の起動パラメーターをカスタマイズします。詳細は 「ブートパ
ラメーターのカスタマイズ」 を参照してください。

CMS 設定ファイルを使用して、ストレージデバイスおよびネットワークデバイスを設定する方
法もあります。このような場合は、CMSDASD= パラメーターおよび CMSCONFFILE= パラ
メーターを generic.prm に追加します。詳細は 「z/VM 設定ファイル」 を参照してください。

6. 最後に、REXX スクリプト redhat.exec を実行してインストールプログラムを起動します。

redhat

16.3.2. 設定済み DASD の使用

準備した DASD から起動し、Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを参照する zipl ブート
メニューエントリーを選択します。コマンドを次の形式で使用します。

cp ipl DASD_device_number loadparm boot_entry_number

DASD_device_number をブートデバイスのデバイス番号に置き換え、boot_entry_number を、このデバ
イスの zipl 設定メニューに置き換えます。以下に例を示します。

cp ipl eb1c loadparm 0

16.3.3. 設定済み FCP 接続の SCSI ディスクの使用
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設定済み FCP を接続した SCSI ディスクから起動するには、以下の手順を実行します。

1. FCP ストレージエリアネットワーク内に準備した SCSI ディスクにアクセスできるように z/VM
の SCSI ブートローダーを設定します。Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを参
照する準備済みの zipl ブートメニューエントリーを選択します。コマンドを次の形式で使用し
ます。

cp set loaddev portname WWPN lun LUN bootprog boot_entry_number

WWPN は、ストレージシステムのワールドワイドポート名に、LUN は、ディスクの論理ユニッ
ト番号に置き換えます。16 桁の 16 進数は、それぞれ 8 桁の 2 つのペアに分割する必要があり
ます。以下に例を示します。

cp set loaddev portname 50050763 050b073d lun 40204011 00000000 bootprog 0

2. 必要に応じて、次のコマンドで設定を確認します。

query loaddev

3. 以下のコマンドを使用して、ディスクを含むストレージシステムに接続している FCP デバイス
を起動します。

cp ipl FCP_device 

以下に例を示します。

cp ipl fc00

16.3.4. FCP 接続の SCSI DVD ドライブ

SCSI DVD ドライブを FCP-to-SCSI ブリッジに接続し、このブリッジを IBM Z の FCP アダプターに接
続する必要があります。FCP アダプターを設定して z/VM 環境で使用できるようにしておきます。

1. DVD ドライブに Red Hat Enterprise Linux for IBM Z DVD を挿入します。

2. FCP Storage Area Network の DVD ドライブにアクセスできるように z/VM の SCSI ブートロー
ダーを設定し、IBM Z DVD 用の Red Hat Enterprise Linux のブートエントリーに 1 を指定しま
す。コマンドを次の形式で使用します。

cp set loaddev portname WWPN lun FCP_LUN bootprog 1

WWPN は、FCP-to-SCSI ブリッジの WWPN に、FCP_LUN は、DVD ドライブの LUN に置き
換えます。16 桁の 16 進数は、それぞれ 8 桁の 2 つのペアに分割する必要があります。以下に
例を示します。

cp set loaddev portname 20010060 eb1c0103 lun 00010000 00000000 bootprog 1

3. 必要に応じて、次のコマンドで設定を確認します。

cp query loaddev

4. FCP-to-SCSI ブリッジに接続している FCP デバイスで IPL を行います。
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cp ipl FCP_device

以下に例を示します。

cp ipl fc00

16.4. LPAR へのインストール

LPAR (論理パーティション) 内にインストールする場合は以下から起動することができます。

FTP サーバー

DASD または FCP 接続の SCSI ドライブ( zipl ブートローダーを設定済み)

FCP 接続の SCSI DVD ドライブ

上記に共通する手順をまず実行します。

1. LPAR に新しいオペレーティングシステムをインストールするために十分な権限を持つユー
ザーとして、IBM Z の HMC (ハードウェア管理コンソール) または SE (サポートエレメント) に
ログインします。SYSPROG ユーザーが推奨されます。

2. イメージイメージ をを 選択し、インストールする LPAR を選択します。右側のフレームの矢印を使用し
て、CPC Recovery メニューに移動します。

3. Operating System Messages をダブルクリックして、Linux の起動メッセージが表示されるテ
キストコンソールを表示します。

インストールソースの手順に進みます。

注記注記

ここまでの手順を完了して、インストールソースに従って以下のいずれかの手順を終わ
らせると、インストールが開始されます。インストーラーは追加の起動パラメーターを
入力するようプロンプト表示します。必須のパラメーターについては、「ブートパラ
メーターのカスタマイズ」 で説明しています。

16.4.1. FTP サーバーの使用

1. Load from CD-ROM、、DVD、または、または Server をダブルクリックします。

2. 続いて表示されるダイアログボックスで、FTP Source を選択し、次の情報を入力します。

Host Computer - インストール元となる FTP サーバーのホスト名または IP アドレス( 
ftp.redhat.comなど)

User ID - FTP サーバーのユーザー名。または、匿名匿名 を指定します。

Password: パスワードanonymous としてログインする場合は、メールアドレスを使用し
ます。

account （オプション）（オプション） - このフィールドを空のままにします。

ファイルの場所（オプション）ファイルの場所（オプション） - Red Hat Enterprise Linux for IBM Z を保持する FTP サー
バーのディレクトリー（例： /rhel/s390x/ ）。
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3. Continue をクリックします。

4. 続いて表示されるダイアログで、generic.ins のデフォルト選択をそのままにして、Continue
をクリックします。

16.4.2. 設定済み DASD の使用

1. Load をダブルクリックします。

2. 続いて表示されるダイアログボックスで、Load type で Normal を選択します。

3. Load address （ロードアドレス）には、DASD のデバイス番号を入力します。

4. Load parameter には、Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを起動するために準
備した zipl ブートメニューエントリーに対応する番号を入力します。

5. OK ボタンをクリックします。

16.4.3. 設定済み FCP 接続の SCSI ディスクの使用

1. Load をダブルクリックします。

2. 続いて表示されるダイアログボックスで、Load type として SCSI を選択します。

3. Load address （ロードアドレス）には、SCSI ディスクに接続されている FCP チャネルのデバ
イス番号を入力します。

4. World wide port name には、ディスクを含むストレージシステムの WWPN を 16 桁の 16 進数
で入力します。

5. Logical unit number には、ディスクの LUN を 16 桁の 16 進数で入力します。

6. Boot program selector には、Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを起動するた
めに準備した zipl ブートメニューエントリーに対応する番号を入力します。

7. Boot record logical block address を 0 のままにし、Operating system specific load 
parameters を空のままにします。

8. OK ボタンをクリックします。

16.4.4. FCP 接続の SCSI DVD ドライブ

SCSI DVD ドライブ を FCP-to-SCSI ブリッジに接続し、このブリッジを IBM Z マシンの FCP アダプ
ターに接続する必要があります。FCP アダプターを設定し、LPAR で利用可能にしておく必要がありま
す。

1. DVD ドライブに Red Hat Enterprise Linux for IBM Z DVD を挿入します。

2. Load をダブルクリックします。

3. 続いて表示されるダイアログボックスで、Load type として SCSI を選択します。

4. Load address （ロードアドレス）には、FCP-to-SCSI ブリッジに接続されている FCP チャネ
ルのデバイス番号を入力します。

5. World wide port name には、FCP-to-SCSI ブリッジの WWPN を 16 桁の 16 進数で入力しま
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5. World wide port name には、FCP-to-SCSI ブリッジの WWPN を 16 桁の 16 進数で入力しま
す。

6. Logical unit number には、DVD ドライブの LUN を 16 桁の 16 進数で入力します。

7. Boot program selector には、数字 1 を入力し、Red Hat Enterprise Linux for IBM Z DVD の
ブートエントリーを選択します。

8. Boot record logical block address を 0 のままにし、Operating system specific load 
parameters を空のままにします。

9. OK ボタンをクリックします。

第第16章章 IBM Z でのインストールの起動でのインストールの起動

233



第17章 インストールシステムへの接続
Anaconda インストールプログラムの初期プログラムロード (IPL) が完了したら、ssh 接続を使用して、
ローカルマシンから IBM Z システムに接続します。

インストールプロセスを続行するには、インストールシステムに接続する必要があります。VNC モー
ドを使用して GUI ベースのインストールを実行するか、確立済みの接続を使用してテキストモードのイ
ンストールを実行します。

追加リソース:

GUI ベースのインストールの VNC およびさまざまな VNC モードのインストール方法は、25章VNC の
使用を参照してください。

17.1. VNC でリモート接続の設定

ローカルマシンから以下の手順を実行し、IBM Z システムとのリモート接続を設定します。

前提条件

IBM Z システムで最初のプログラムの起動が完了し、コマンドプロンプトに以下が表示されて
いる。

VNC アクセスをインストールシステムに限定する場合は、inst.vncpassword=PASSWORD
ブートパラメーターが設定されていることを確認してください。

1. コマンドプロンプトで、以下のコマンドを実行します。

$ssh install@my-z-system-domain-name

または

$ssh install@my-z-system-IP-address

2. inst.vnc パラメーターを設定したかどうかに応じて、ssh セッションに以下の出力が表示され
ます。

inst.vnc パラメーターが設定されている場合:

inst.vnc パラメーターが設定されていない場合:

 Starting installer, one moment...
        Please ssh install@my-z-system (system ip address) to begin the install.

Starting installer, one moment...
Please manually connect your vnc client to my-z-system:1 (system-ip-address:1) to begin the 
install.

Starting installer, one moment...
Graphical installation is not available. Starting text mode.
=============
Text mode provides a limited set of installation options. 
It does not offer custom partitioning for full control 
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inst.vnc パラメーターを設定した場合は、手順 5 に進みます。

3. 1 を入力して VNC を起動します。

4. inst.vncpassword= 起動オプションを設定しておらず、サーバー接続をセキュアに保つ場合
は、パスワードを入力します。

5. 新しいコマンドプロンプトから、VNC サーバーに接続します。

$vncviewer my-z-system-ip-address:display_number

接続にセキュリティー設定をした場合は、前の手順で入力したパスワー
ド、inst.vncpassword= 起動オプションに設定したパスワードを使用します。

RHEL インストーラーが VNC クライアントで起動している。

over the disk layout. Would you like to use VNC mode instead?
1) Start VNC
2) Use text mode
Please make your choice from above ['q' to quit | 'c' to continue | 'r' to refresh]:
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第18章 ANACONDA を使用したインストール
本章では、Anaconda インストーラーを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする手順を
説明します。本章の大部分では、グラフィカルユーザーインタフェースを使用したインストールを説明
しています。IBM Z の場合には、グラフィカルインターフェイスは、別のシステムから VNC プロトコ
ル経由でアクセスします。グラフィカルディスプレイのないシステムではテキストモードが利用できま
すが、このモードは特定の機能 (カスタマイズのパーティション設定ができないなど) に制限がありま
す。

グラフィカルインターフェイスで VNC モードが使用できない場合は、キックスタートを使った自動イ
ンストールを検討してください。キックスタートの詳細は27章キックスタートを使ったインストールを
参照してください。

18.1. ANACONDA の概要

Red Hat Enterprise Linux インストーラーである Anaconda は、その並列性があるため、他のほとんど
のオペレーティングシステムのインストールプログラムとは異なります。ほとんどのインストーラー
は、最初に言語の選択、次にネットワークの設定、それからインストールタイプ、パーティション設
定、といったように、決まったパスで進められます。ある時点ですすめる方向は通常、1 つのみです。

Anaconda では、最初に言語とロケールのみを選択するだけで、中央画面が表示され、任意の順序でイ
ンストールのほとんどの側面を設定できます。これはインストールのすべての部分に該当するわけでは
ありません。たとえば、ネットワークからインストールする場合は、インストールするパッケージが選
択可能となる前にネットワークを設定する必要があります。

お使いのハードウェアやインストールを開始するメディアタイプによっては、自動で設定される画面も
いくつかあります。その場合でも、検出された設定は変更することが可能です。自動設定されず、イン
ストール前にユーザーの作業が必要となる画面には、感嘆符が付いています。実際のインストールプロ
セスを開始するには、これらの設定を完了する必要があります。

中央の画面では、他にも違いがあります。特に、カスタムのパーティション設定プロセスは他の Linux
ディストリビューションとは非常に異なります。これらの違いについては、各画面のサブセクションで
説明します。

18.2. インストール中のコンソールとロギング

以下のセクションでは、インストール中にログと対話式のシェルにアクセスする方法を説明していま
す。これは問題解決に役立ちますが、ほとんどの場合では必要ないはずです。

18.2.1. コンソールへのアクセス

Red Hat Enterprise Linux インストーラーは、tmux ターミナルマルチプレクサーを使用して、メインイ
ンターフェイスに加えて使用できるいくつかのウィンドウを表示および制御します。これらのウィンド
ウはそれぞれ異なる目的を果たします。インストール中の問題のトラブルシューティングに使用できる
いくつかの異なるログが表示されます。ウィンドウの 1 つは、root 権限を持つインタラクティブなシェ
ルプロンプトを提供します。オプションまたはキックスタートコマンド。

注記注記

一般的に、インストール関連の問題を診断する必要がなければ、デフォルトのグラフィ
カルインストール環境から、他の環境に移動する必要はありません。

端末マルチプレクサーは、仮想コンソール 1 で実行しています。グラフィカルインストール環境から
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端末マルチプレクサーは、仮想コンソール 1 で実行しています。グラフィカルインストール環境から
tmux に切り替えるには、Ctrl+Alt+F1 を押します。仮想コンソール 6 で実行されるメインのインス
トールインターフェイスに戻るには、Ctrl+Alt+F6 を押します。

注記注記

テキストモードインストールを選択した場合、仮想コンソール 1 (tmux) で開始し、コン
ソール 6 に切り替えると、グラフィカルインターフェイスではなくシェルプロンプトが
開きます。

tmux を実行しているコンソールには 5 つの使用可能なウィンドウがあります。それらの内容は、それ
らにアクセスするために使用されるキーボードショートカットと共に、以下の表で説明されています。
キーボードショートカットは 2 つの部分に分かれていることに注意してください。最初に Ctrl+b を押
してから、両方のキーを放し、使用するウィンドウの数字キーを押します。

Ctrl+b n と Ctrl+b p を使用して、それぞれ次または前の tmux ウィンドウに切り替えることもできま
す。

表表18.1 利用可能な利用可能な tmux ウィンドウウィンドウ

ショートカッショートカッ
トト

内容内容

Ctrl+b 1 メインのインストールプログラム画面。テキストベースのプロンプト (テキストモードのイ
ンストール中もしくは VNC Direct モードを使用の場合) とデバッグ情報があります。

Ctrl+b 2 root 権限を持つ対話型シェルプロンプト。

Ctrl+b 3 インストールログ; /tmp/anaconda.log に保存されているメッセージを表示します。

Ctrl+b 4 ストレージログ; /tmp/storage.log に保存されている、カーネルおよびシステムサービスか
らのストレージデバイスに関連するメッセージを表示します。

Ctrl+b 5 プログラムログ; /tmp/program.log に保存されている、他のシステムユーティリティーか
らのメッセージを表示します。

Anaconda はは、tmux ウィンドウに診断情報を表示するだけでなく、インストールシステムから転送で
きるいくつかのログファイルも生成します。これらのログについては 表19.1「インストール中に生成さ
れるログファイル」 を、インストールシステムからの転送方法は、19章IBM Z でのインストールに関す
るトラブルシューティングを参照してください。

18.2.2. スクリーンショットの保存

グラフィカルインストール中はいつでも Shift+Print Screen キーキー  を押して、現在の画面をキャプ
チャーできます。これらのスクリーンショットは /tmp/anaconda-screenshots/ に保存されます。

さらに、Kickstart ファイルで autostep --autoscreenshot コマンドを使用して、インストールの各ス
テップを自動的にキャプチャーして保存することもできます。詳細は 「キックスタートのコマンドとオ
プション」 を参照してください。

18.3. 非対話形式のラインモードでのインストール
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inst.cmdline オプションがパラメーターファイルで起動オプションとして指定されている場合 (「キッ
クスタートを使ったインストールのパラメーター」) またはキックスタートファイルで cmdline オプ
ションが指定されている (を参照)27章キックスタートを使ったインストール)、Anaconda はは 非対話型
テキスト行モードで開始します。このモードでは、キックスタートファイルで必要な情報をすべて提供
する必要があります。インストールプログラムはユーザーの対話を許可し、必要なコマンドがない場合
に停止します。

18.4. テキストモードでのインストール

テキストモードによるインストールでは、Red Hat Enterprise Linux のインストールに対話式で、グラ
フィカルではないインターフェイスを使用します。これはグラフィカル機能のないシステムでは便利で
すが、テキストベースのインストールを開始する前に、常に利用可能な別の方法 (自動キックスタート
インストールや VNC によるグラフィカルユーザーインタフェースの使用など) を検討してください。テ
キストモードでは、インストール中の選択肢の数に限りがあります。

図図18.1 テキストモードでのインストールテキストモードでのインストール

[D]

テキストモードでのインストールは、グラフィカルインストールと同様のパターンになります。決まっ
た 1 つの方法ではなく、メインのステータス画面を使用して多くの設定を好きな順序で設定することが
できます。自動またはユーザーによって設定済みの画面には x のマークが付けられ、インストールを開
始する前に注意が必要な画面には ! のマークが付けられています。利用可能なコマンドは、利用可能な
オプション一覧の下に表示されます。

注記注記

関連するバックグラウンドタスクが実行されている場合、特定のメニュー項目が一時的
に利用できなくなったり、処理中処理中... ラベルが表示されたりすることがあります。テキス
トメニュー項目の現在のステータスに更新するには、テキストモードプロンプトで r オ
プションを使用します。

テキストモード画面の下部には、5 つのメニューオプションを表示する緑色のバーがあります。これら
のオプションは、tmux ターミナルマルチプレクサーのさまざまな画面を表します。デフォルトでは、
画面 1 から開始し、キーボードショートカットを使用して、ログと対話型コマンドプロンプトを含む他
の画面に切り替えることができます。利用可能な画面やそれらへの切り替えに使用するショートカット
については、「コンソールへのアクセス」 を参照してください。
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対話式テキストモードでのインストールには以下のような制限があります。

インストーラーは常に言語には英語を、キーボードには US English のキーボードレイアウトを
使用します。言語とキーボードレイアウトは設定可能ですが、これはインストールされるシス
テムに適用されるもので、インストール自体には適用されません。

高度なストレージメソッド (LVM、software RAID、FCoE、zFCP、および iSCSI) の設定はでき
ません。

カスタムのパーティション設定はできません。自動パーティション設定のいずれかを使用する
必要があります。また、ブートローダーのインストール場所を設定することもできません。

インストールするパッケージアドオンを選択することはできません。Yum パッケージマネー
ジャーを使用して、インストールが完了した後に追加する必要があります。

テキストモードのインストールを開始するには、パラメーターファイル (generic.prm) で使用される 
inst.text 起動オプションを使用してインストールを起動します。パラメーターファイルの詳細は、21
章IBM Z でのパラメーターと設定ファイル を参照してください。

18.5. グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストール

Red Hat Enterprise Linux の手動でのインストールでは、グラフィカルインターフェイスが推奨の方法に
なります。カスタムのパーティション設定や高度なストレージ設定を含むすべての設定に対して完全な
制御ができ、英語以外の多くの言語にローカライズされているので、インストール全体を別の言語で実
行できます。ローカルメディア (CD、DVD または USB フラッシュドライブ) からシステムを起動する
と、グラフィカルモードがデフォルトで使用されます。

図図18.2 インストール概要インストール概要 画面画面
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図図18.2 インストール概要インストール概要 画面画面

[D]

以下のセクションでは、インストールプロセスで使用可能な各画面について説明しています。インス
トーラーには並立的な性質があるため、ほとんどの画面は表示されている順序で完了する必要はないこ
とに留意してください。

グラフィカルインターフェイスの各画面には、ヘルプヘルプ ボタンがあります。このボタンをクリックする
と、Yelp ヘルプブラウザーが開き、現在の画面に関連する 『Red Hat Enterprise Linux インストールガ
イド』 のセクションが表示されます。

また、キーボードを使ってグラフィカルインストーラーを制御することもできます。以下の表では、利
用可能なショートカットを示しています。

表表18.2 グラフィカルインストーラーでのキーボードショートカットグラフィカルインストーラーでのキーボードショートカット

ショートカットキーショートカットキー 用途用途

タブタブとと+シフトタブシフトタブ 表示画面上でアクティブな要素 (ボタン、チェックボックスなど) の間を移動しま
す。

上下上下_ リストをスクロールします。

左左 と 右右 ツールバーとテーブルエントリーを左右にスクロールします。
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スペーススペース と エンターエンター 選択肢からハイライト表示したアイテムを選択または削除し、ドロップダウンメ
ニューを展開、折りたたみます。

ショートカットキーショートカットキー 用途用途

さらに、各画面の要素をそれぞれのショートカットで切り替えることもできます。これらのショート
カットは、Alt キーを押したままにすると強調表示 (下線) されます。その要素を切り替えるに
は、Alt+X を押します。X は ハイライトされた文字です。

使用中のキーボードレイアウトは、画面右上に表示されます。デフォルトでは、レイアウトは 1 つだけ
設定されています。キーボードレイアウトキーボードレイアウト 画面で複数のレイアウトを設定した場合 (「キーボードの設
定」)、レイアウトインジケーターをクリックしてそれらを切り替えることができます。

18.6. ようこその画面と言語設定

インストールプログラムの最初の画面は 、、Red Hat Enterprise Linux へようこそへようこそ 画面です。ここ
で、Anaconda が残りのインストールで使用する言語を選択します。この選択内容が、後に変更しない
限り、インストール済みシステムのデフォルトになります。左側のパネルで、選択した言語 (英語英語 など)
を選択します。次に、右側のパネルで地域固有のロケールを選択できます (例: English (United 
States))。

注記注記

1 つの言語が一覧の上部に事前に設定されます。この時点でネットワークアクセスが設定
されている場合 (たとえば、ローカルメディアではなくネットワークサーバーから起動し
た場合)、事前に選択された言語は、GeoIP モジュールを使用した自動位置検出に基づい
て決定されます。

また、下図で示すように、検索ボックスに任意の言語を入力することもできます。

選択したら、続行続行 ボタンをクリックして、インストールの概要インストールの概要 画面に進みます。

図図18.3 言語設定言語設定
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図図18.3 言語設定言語設定

[D]

続行続行 ボタンをクリックすると、サポートされていないハードウェアダイアログが表示される場合があり
ます。これは、カーネルがサポートしていないハードウェアを使用している場合に発生します。

18.7. インストールの概要画面

インストールの概要インストールの概要 画面は、インストールをセットアップするための中心的な場所です。

図図18.4 インストール概要インストール概要 画面画面
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図図18.4 インストール概要インストール概要 画面画面

[D]

Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムでは、画面が次々と表示されるのではなく、ユーザー
が選択する順番でインストールを設定できます。

マウスを使って、設定するインストールセクションのメニューアイテムを選択します。セクションの設
定が完了したら、またはそのセクションを後で完了する場合は、画面の左上隅にある 完了完了 ボタンをク
リックします。

警告シンボルのマークが付いたセクションのみが必須です。画面の下部の注で警告されているように、
これらをインストールを開始する前に選択する必要があります。残りのセクションはオプションです。
各セクションのタイトルの下には、現在の設定の概要が示されます。これを参考にして、該当セクショ
ンの設定が必要かどうかを決めることができます。

必要なセクションがすべて完了したら、インストールの開始インストールの開始 ボタンをクリックします。「インストール
の開始」 も併せて参照してください。

インストールをキャンセルするには、終了終了 ボタンをクリックします。

注記注記

バックグラウンドで関連タスクが実行されている間は、特定のメニューアイテムが一時
的に使用できなくなることがあります。

18.8. 日付と時刻
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タイムゾーン、日付、およびオプションでネットワーク時間の設定を設定するには、インストールの概インストールの概
要要 画面で 日付と時刻日付と時刻 を選択します。

タイムゾーンを選択するには、3 つの方法があります。

マウスを使って対話式マップをクリックして特定の都市を選択します。選択した都市を示す赤
いピンが表示されます。

画面上部の 地域地域 と 都市の都市の ドロップダウンメニューをスクロールして、タイムゾーンを選択す
ることもできます。

地域地域 ドロップダウンメニューの下部にある その他その他 を選択し、次のメニューで GMT/UTC に調
整されたタイムゾーン (例: GMT+1) を選択します。

ご自分の都市が地図またはドロップダウンメニューに表示されない場合には、同じタイムゾーンの最も
近い主要都市を選択してください。または、キックスタートファイルを使用することもできます。これ
により、グラフィカルインターフェイスでは使用できない追加のタイムゾーンを指定できます。の 
timezone コマンドを参照してください。 timezone （必須） 詳細については。

注記注記

表示される都市や地域の一覧は Time Zone Database (tzdata) パブリックドメインのもの
を使用しています。このドメインは Internet Assigned Numbers Authority (IANA) で管理
されています。Red Hat は、このデータベースに都市や地域を追加することはできませ
ん。詳細は、http://www.iana.org/time-zones の公式の Web サイトを参照してくださ
い。

システムクロックの精度を維持するために NTP (Network Time Protocol) を使用する予定であっても、
タイムゾーンを指定してください。

ネットワークに接続している場合は、Network Time スイッチが有効になります。NTP を使用して日付
と時刻を設定するには、Network Time スイッチを ON のの  位置のままにし、設定アイコンをクリックし
て、Red Hat Enterprise Linux が使用する NTP サーバーを選択します。日付と時刻を手動で設定するに
は、スイッチを オフのオフの 位置に動かします。システムクロックにより選択タイムゾーンに応じた正しい
日付と時刻が画面下部に表示されるはずです。表示された時刻が正しくない場合は手動で調整してくだ
さい。

インストール時に NTP サーバーが利用できない場合があります。このような場合はネットワーク時間
を有効にしても自動設定は行われません。サーバーが利用できるようになると日付と時刻が更新されま
す。

選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後にタイムゾーンの設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンド
ウの 日付と時刻日付と時刻 セクションにアクセスします。

18.9. 言語サポート

追加のロケールおよび言語方言のサポートをインストールするには、インストールの概要インストールの概要 画面から 言言
語サポート語サポート を選択します。

インストールする追加の言語サポートをマウスで選びます。左側のパネルで、Español などの言語を選
択します。次に、右側のパネルで地域固有のロケールを選択できます (例: Español (コスタリカコスタリカ))。言語
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とロケールはどちらも複数選択が可能です。選択された言語は左側のパネルで太字で強調表示されま
す。

図図18.5 言語サポートの設定言語サポートの設定

[D]

選択が完了したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後に言語サポートの設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンド
ウの 地域と言語地域と言語 セクションにアクセスしてください。

18.10. キーボードの設定

システムに複数のキーボードレイアウトを追加するには、インストールの概要インストールの概要 画面から キーボードキーボード を
選択します。保存されたレイアウトは、インストールプログラムで即座に利用可能となり、画面右上に
常時表示されるキーボードアイコンを使って切り替えることができます。

初めは、ようこその画面で選択された言語のみが左のペインにキーボードレイアウトとして表示されま
す。当初のレイアウトを置き換えたり、または新たなレイアウトを追加することができます。ただし、
選択した言語が ASCII 文字を使用しない場合、暗号化されたディスクパーティションや root ユーザー
のパスワードを正しく設定できるよう ASCII 文字を使用するキーボードレイアウトを追加する必要があ
ります。

図図18.6 キーボードの設定キーボードの設定
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図図18.6 キーボードの設定キーボードの設定

[D]

追加のレイアウトを追加するには、+ ボタンをクリックしてリストから選択し、追加追加 をクリックしま
す。レイアウトを削除するには、レイアウトを選択して - ボタンをクリックします。矢印ボタンを使っ
てレイアウトの優先順位を調整します。キーボードレイアウトの視覚的プレビューを表示するには、レ
イアウトを選択してからキーボードのボタンをクリックします。

レイアウトを試すには、マウスで右側のテキストボックス内をクリックします。テキストを入力してみ
て、選択した機能が正常に機能するか確認します。

追加したレイアウトを試す場合は、画面上部の言語セレクターをクリックしてそのレイアウトに切り替
えます。ただし、レイアウト切り替え用のキーの組み合わせを設定しておくことが推奨されます。右側
の オプションオプション ボタンをクリックして レイアウト切り替えオプションレイアウト切り替えオプション ダイアログを開き、チェックボッ
クスをオンにしてリストから組み合わせを選択します。組み合わせは オプションオプション ボタンの上に表示さ
れます。この組み合わせはインストール中およびインストール後のシステムの両方に適用されるため、
インストール後に使用できるようここで組み合わせを設定しておく必要があります。また、レイアウト
の切り替えには、複数の組み合わせを選択することもできます。

重要重要

ロシアロシア 語などのラテン文字を受け入れることができないレイアウトを使用する場合、
Red Hat は 英語英語 (米国米国) レイアウトを追加し、キーボードの組み合わせを設定して 2 つの
レイアウトを切り替えることを推奨します。ラテン文字を含まないレイアウトのみを選
択した場合、インストールプロセスの後半で有効な root パスワードおよびユーザー認証
情報を入力できない可能性があります。これにより、インストールを完了できない可能
性があります。

選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

注記注記

インストールの完了後にキーボード設定を変更するには、設定設定 ダイアログウィンドウの
キーボードキーボード セクションにアクセスします。

18.11. セキュリティーポリシー

セキュリティーポリシーセキュリティーポリシー スポークを使用すると、Security Content Automation Protocol (SCAP) 標準で
定義された制限と推奨事項 (コンプライアンスポリシー) に従って、インストールされたシステムを設定
できます。この機能はアドオンが提供するもので、これは Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降デフォルト
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で有効になっています。有効にすると、この機能の提供に必要なパッケージが自動的にインストールさ
れます。ただし、デフォルトではポリシーが強制されることがなく、明確に設定されている場合を除い
て、インストール時およびインストール後にチェックが行われません。

Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドでは、バックグラウンド情報、実用的な例、および追
加リソースを含むセキュリティーコンプライアンスについての詳細情報を提供しています。

重要重要

セキュリティーポリシーの適用はすべてのシステムで必要なわけではありません。この
ウィンドウは、所定のポリシーの適用が業務規定や法令で義務付けられている場合にの
み使用してください。

セキュリティーポリシーをシステムに適用する場合は、選択したプロファイル内で定義される制限およ
び推奨事項を使用してインストールされます。また、パッケージ選択に openscap-scanner パッケージ
が追加され、コンプライアンスおよび脆弱性スキャンのインストール済みツールが提供されます。イン
ストールが終わると、システムは自動的にコンプライアンスを確認するためにスキャンされます。この
スキャンの結果は、インストールされたシステムの /root/openscap_data ディレクトリーに保存されま
す。

この画面で使用できる定義済みのポリシーは、SCAP Security Guide によって提供されます。利用可能
な各プロファイルについての詳細情報は、OpenSCAP Portal にあるリンクを参照してください。

HTTPS、HTTP または FTP サーバーから追加プロファイルを読み込むこともできます。

図図18.7 セキュリティーポリシー選択画面セキュリティーポリシー選択画面

[D]
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システムでセキュリティーポリシーの使用を設定するには、まず セキュリティーポリシーの適用セキュリティーポリシーの適用 ス
イッチを ON に設定して設定を有効にします。スイッチが オフのオフの 位置にある場合、この画面の残りの
コントロールは無効になります。

スイッチを使用してセキュリティーポリシーの設定を有効にした後、画面上部のウィンドウにリスト表
示されているプロファイルの 1 つを選択し、下の プロファイルの選択プロファイルの選択 をクリックします。プロファイ
ルが選択されたら、右側に緑色のチェックが表示され、下のフィールドに変更がインストール開始前に
加えられるかどうかが表示されます。

注記注記

デフォルトで使用可能となっているプロファイルは、インストール開始前に変更を適用
しません。ただし、下記のとおりにカスタムプロファイルを読み込むとインストール前
のアクションが必要になる場合があります。

カスタムプロファイルを使用するには、左上隅にある コンテンツの変更コンテンツの変更 ボタンをクリックします。こ
れで別の画面が開き、有効なセキュリティーコンテンツの URL を入力します。デフォルトのセキュリ
ティーコンテンツ選択画面に戻るには、左上隅にある Use SCAP Security Guide をクリックします。

カスタムプロファイルは 、、HTTP、HTTPS、または FTP サーバーからロードできます。プロトコル
(http:// など) を含む、コンテンツの完全なアドレスを使用します。カスタムプロファイルを読み込む前
に、ネットワーク接続がアクティブになっている必要があります (「ネットワークとホスト名」 で有効
にする)。コンテンツタイプはインストーラーが自動的に検出します。

プロファイルを選択した後、または画面を終了する場合は、左上隅にある 完了完了 をクリックしてに戻り
ます。「インストールの概要画面」 .

18.12. インストールソース

Red Hat Enterprise Linux のインストール元となるファイルまたは場所を指定するには、Installation 
Summary 画面から Installation Source を選択します。この画面では、ISO ファイルなどローカルで使
用するインストールメディア、またはネットワーク上の場所のいずれかを選択することができます。

図図18.8 インストールソースの画面インストールソースの画面
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図図18.8 インストールソースの画面インストールソースの画面

[D]

以下のオプションのいずれかを選択します。

ISO ファイルファイル

このオプションは、インストールプログラムで、ハードドライブがパーティションされており、マ
ウント可能なファイルシステムを備えてられていることを検出した場合に、表示されます。このオ
プションを選択し、Choose an ISO ボタンをクリックして、システム上のインストール ISO ファイ
ルの場所を参照します。次に、検証検証 をクリックして、ファイルがインストールに適していることを
確認します。

ネットワーク上ネットワーク上

ネットワークの場所を指定するには、このオプションを選択して、ドロップダウンメニューから以
下のオプションのいずれかを選びます。

http://

https://

ftp://

nfs

上記の選択肢をネットワークの場所の URL の開始部分として使用し、残りのアドレスをアドレス
ボックスに入力します。NFS を選択した場合は、NFS マウントオプションを指定する別のボックス
が表示されます。

重要重要

NFS ベースのインストールソースを選択する場合は、ホスト名とパスを区切るコロン
(:) 文字を使用してアドレスを指定する必要があります。以下に例を示します。

server.example.com:/path/to/directory
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HTTP または HTTPS ソースのプロキシーを設定するには、プロキシー設定プロキシー設定 ボタンをクリックしま
す。HTTP プロキシーを有効にするプロキシーを有効にする  をオンにして、プロキシープロキシー URL ボックスに URL を入力しま
す。プロキシーで認証が必要な場合は、認証を使用認証を使用 をオンにして、ユーザー名とパスワードを入力
します。Add をクリックします。

使用する HTTP もしくは HTTPS の URL がリポジトリーのミラーの一覧を参照する場合は、入力す
るフィールドの下のチェックボックスにチェックを入れます。

また、追加のリポジトリーを指定して、別のインストール環境やソフトウェアアドオンにアクセスする
こともできます。詳細は、「ソフトウェアの選択」 を参照してください。

リポジトリーを追加するには、+ ボタンをクリックします。リポジトリーを削除するには、- ボタンを
クリックします。矢印アイコンをクリックして、リポジトリーの前のリストに戻ります。つまり、現在
のエントリーを、インストールソースインストールソース 画面に入ったときに存在していたエントリーに置き換えます。リ
ポジトリーをアクティブ化または非アクティブ化するには、リストの各エントリーの 有効有効 列のチェッ
クボックスをクリックします。

画面の右側で追加したリポジトリーに名前を付け、ネットワーク上のプライマリーのリポジトリーを設
定したときと同じように設定することができます。

インストールソースを選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

18.13. ネットワークとホスト名

システムに不可欠なネットワーク機能を設定するには、Installation Summary 画面で Network & 
Hostname を選択します。

ローカルでアクセスできるインターフェイスはインストールプログラムにより自動的に検出されるた
め、手動での追加または削除はできません。検出されたインターフェイスは左側のペインに一覧表示さ
れます。一覧内のインターフェイスをクリックすると、右側にその詳細が表示されます。ネットワーク
インターフェイスをアクティブまたは非アクティブにするには、画面の右上隅にあるスイッチを ON ま
たは OFF に移動します。

注記注記

em1 や wl3sp0 などの永続的な名前でネットワークデバイスを識別するために使用され
るネットワークデバイスの命名基準には、いくつかの種類があります。これらの標準に
ついては、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを参照してください。

図図18.9 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面
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図図18.9 ネットワークとホスト名の設定画面ネットワークとホスト名の設定画面

[D]

接続のリストの下にある ホスト名ホスト名 入力フィールドに、このコンピューターのホスト名を入力します。
ホスト名は、hostname.domainname 形式の fully-qualified domain name (FQDN) または hostname 形式
の short host name のいずれかを選択できます。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステ
ムにドメイン名を提供する DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)  サービスがあります。DHCP
サービスがこのマシンにドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定してくださ
い。値 localhost.localdomain はは、ターゲットシステムの特定の静的ホスト名が設定されていないこと
を意味し、インストールされたシステムの実際のホスト名は、ネットワーク設定のプロセス中に設定さ
れます (たとえば、DHCP または DNS を使用する NetworkManager によって)。

重要重要

ホスト名を手動で割り当てる場合は、委譲されていないドメイン名を使用しないでくだ
さい。使用すると、ネットワークリソースが使用できなくなる可能性があります。詳細
は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドで推奨している命名方法の実践例を
参照してください。

デフォルト設定の localhost.localdomain を、使用する各 Linux インスタントごとに一意のホスト名に変
更します。

ネットワーク設定が完了したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

18.13.1. ネットワーク接続の編集

IBM Z 上のすべてのネットワーク接続は、Network & Hostname 画面にリスト表示されます。デフォル
トでは、このリストには起動段階で設定された接続が含まれており、これは OSA、LCS、または
HiperSockets のいずれかになります。これらのインターフェイスタイプはすべて、enccw0.0.0a00 な
どの enccw device_id の形式の名前を使用します。IBM Z では、ネットワークサブチャンネルをあらか
じめグループ化してオンラインに設定する必要があるため、新しい接続を追加することができず、これ
は現在、起動段階でのみ行われている点に注意してください。詳細は 16章IBM Z でのインストールの起
動 を参照してください。

通常、初期の起動段階で設定されたネットワーク接続は、残りのインストール手順で変更する必要はあ
りません。ただし、既存の接続を変更する必要がある場合は、設定設定 ボタンをクリックします。以下で説
明するように、有線接続に適した一連のタブを含む NetworkManager ダイアログが表示されます。こ
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こではシステム用のネットワーク接続設定ができますが、すべてが IBM Z に関連する内容ではありませ
ん。

このセクションでは、インストール中に使用される一般的な有線接続の場合に最も重要となる設定につ
いてのみ説明します。ほとんどの場合、オプションの多くは変更する必要はなく、インストールされる
システムにも引き継がれません。これ以外のネットワーク設定についてもほぼ同じですが、当然、特定
の設定パラメーターは異なります。インストール後のネットワーク設定については、Red Hat
Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを参照してください。

ネットワーク接続を手動で設定するには、画面の右下隅にある 設定設定 ボタンをクリックします。ダイア
ログが表示され、選択された接続の設定ができるようになります。必要に応じて、ネットワーク設定の
詳細情報については、『ネットワークガイド』を参照してください。

インストール中に設定しておくと便利なネットワーク設定オプションを以下に示します。

システムが起動するたびに接続 を使用する場合は、このネットワークが利用可能になったら自を使用する場合は、このネットワークが利用可能になったら自
動的にこのネットワークに接続する動的にこのネットワークに接続する チェックボックスをオンにします。自動的に接続するネッ
トワークは、複数の接続を使用することができます。この設定は、インストールされるシステ
ムに引き継がれます。

図図18.10 ネットワーク自動接続機能ネットワーク自動接続機能

[D]

デフォルトでは、IPv4 パラメーターが DHCP サービスにより自動的に設定されます。同時に、
IPv6 設定は 自動自動 方式に設定されます。ほとんどの場合、この組み合わせが最適で通常は変更
する必要はありません。
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図図18.11 IP プロトコル設定プロトコル設定

[D]

ネットワーク設定の編集が完了したら、保存保存 をクリックして新しい設定を保存します。インストール中
にすでに作動していたデバイスを再設定した場合、その新しい設定をインストール環境で使用するため
にはデバイスの再起動を行う必要があります。Network & Host Name 画面の ON/OFF スイッチを使用
して、デバイスを再起動します。

18.13.2. 高度なネットワークインターフェイス

高度なネットワークインターフェイスもインストールに使用できます。これには仮想ローカルエリア
ネットワーク (VLAN) と集約リンクを使用する 3 つの方法が含まれます。これらのインターフェイスに
ついての詳細な説明は本ドキュメントの対象外となります。詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux 7
ネットワークガイドを参照してください。

高度なネットワークインターフェイスを作成するには、ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名 画面の左下隅にある +
ボタンをクリックします。

ダイアログが表示され、以下のオプションがドロップダウンメニューから選択できます。

Bond - NIC ( Network Interface Controller ) Bonding を表します。これは、複数のネットワーク
インターフェイスをまとめて単一の結合チャネルにバインドする方法です。

ブリッジブリッジ - 複数の個別のネットワークを 1 つの集約ネットワークに接続する方法である NIC ブ
リッジングを表します。

チームチーム - リンクを集約するための新しい実装である NIC チーミングを表し、パケットフローの
高速処理を実装するための小さなカーネルドライバーと、ユーザー空間で他のすべてを実行す
るためのさまざまなアプリケーションを提供するように設計されています。

VLAN - 相互に分離された複数の異なるブロードキャストドメインを作成する方法を表します。

図図18.12 高度なネットワークインターフェイスのダイアログ高度なネットワークインターフェイスのダイアログ
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図図18.12 高度なネットワークインターフェイスのダイアログ高度なネットワークインターフェイスのダイアログ

[D]

注記注記

ローカルでアクセスできるインターフェイスは有線、無線に関わらずインストールプロ
グラムにより自動的に検出されるため、上記の操作手順で手動による追加や削除はでき
ません。

オプションを選択して 追加追加 ボタンをクリックすると、新しいインターフェイスを設定するための別の
ダイアログが表示されます。詳細な手順については、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドを
参照してください。既存の高度なインターフェイスで設定を編集するには、画面の右下隅にある 設定設定
ボタンをクリックします。- ボタンをクリックして、手動で追加したインターフェイスを削除すること
もできます。

18.14. ソフトウェアの選択

インストールするパッケージを指定するには、Installation Summary 画面で Software Selection を選
択します。パッケージは ベース環境ベース環境 に応じてグループ化されています。これらの環境は、特定の目的
を持つ事前定義された一連のパッケージです。たとえば、仮想化ホスト仮想化ホスト 環境には、システム上で仮想マ
シンを実行するために必要な一連のソフトウェアパッケージが含まれています。インストール時に選択
できる環境は一つのみです。

各環境には、アドオンアドオン という形で追加パッケージが選択できるようになっています。アドオンは画面の
右側に表示され、環境を選び直すとアドオンの一覧も更新されます。アドオンは複数選択が可能です。

アドオン一覧は横線で上下に分割されています。

横線の 上上 に表示されるアドオンは、選択した環境に固有のものです。いずれかのアドオンを選
択してから環境の選択を変更すると、アドオンの選択は失われます。

横線の 下下 に表示されるアドオンは、すべての環境で同じものです。別の環境を選択し直して
も、ここでの選択は失われません。

図図18.13 サーバーインストールでのソフトウェア選択の例サーバーインストールでのソフトウェア選択の例
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図図18.13 サーバーインストールでのソフトウェア選択の例サーバーインストールでのソフトウェア選択の例

[D]

選択できるベース環境およびアドオンの種類は、インストールソースとして使用するインストール ISO
イメージの種類によります。たとえば、サーバーサーバー バリアントはサーバー用に設計された環境を提供しま
すが、ワークステーションワークステーション バリアントには開発者ワークステーションとしてデプロイメントするための
いくつかの選択肢があります。

インストールプログラムでは各環境に含まれているパッケージは表示されません。特定の環境またはア
ドオンに含まれるパッケージを確認するには、repodata/*-comps- variant を参照してください。を参照してください。 イン
ストールソースとして使用している Red Hat Enterprise Linux インストール DVD の architecture .xml
ファイル。このファイルには、使用可能な環境 (<environment> タグでマーク) とアドオン (<group>
タグ) を記述した構造が含まれています。

重要重要

事前に定義された環境やアドオンを使用するとシステムをカスタマイズできますが、手
動でのインストールでは、インストールする個別パッケージを選択する方法はありませ
ん。どのパッケージをインストールする必要があるかわからない場合、Red Hat は 最小最小
インストールインストール 環境を選択することを推奨します。最小限のインストール最小限のインストール では、Red Hat
Enterprise Linux の基本バージョンと最小限の追加ソフトウェアのみをインストールしま
す。これにより、システムが脆弱性の影響を受ける可能性が大幅に減ります。システム
のインストールが完了し、初めてログインした後、Yum パッケージマネージャーを使用
して必要な追加ソフトウェアをインストールできます。Minimal install の詳細について
は、Red Hat Enterprise Linux 7 Security Guide の Installing the Minimum amount of
Packages Required セクションを参照してください。
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代わりに、キックスタートファイルを使ってインストールを自動化することによりインストールパッ
ケージをより高度なレベルで管理することもできます。キックスタートファイルの %packages セク
ションで、環境、グループ、および個々のパッケージを指定できます。キックスタートファイルでイン
ストールするパッケージを選択する方法については 「パッケージの選択」 を参照してください。キッ
クスタートを使ってインストールを自動化する方法については27章キックスタートを使ったインストー
ルを参照してください。

インストールする環境とアドオンを選択したら、完了完了 をクリックして インストールの概要インストールの概要 画面に戻り
ます。

18.14.1. コアとなるネットワークサービス

すべての Red Hat Enterprise Linux インストールには、以下のネットワークサービスが含まれます。

rsyslog サービスによる集中ログ

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) による電子メール

NFS (Network File System) によるネットワークファイル共有

SSH (Secure SHell) によるリモートアクセス

mDNS (multicast DNS) によるリソースのアドバタイズ

Red Hat Enterprise Linux システムの自動化プロセスは、システム管理者へのレポートやメッセージの送
信に電子メールサービスを利用するものがあります。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷な
どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。

インストール後に電子メール、ファイル共有、ログ記録、印刷、リモートによるデスクトップへのアク
セスなどのサービスを提供するように Red Hat Enterprise Linux システムを設定できます。SSH サービ
スはデフォルトで有効になっています。また、NFS 共有サービスを有効にしなくても、NFS を使って
他のシステム上のファイルにアクセスすることもできます。

18.15. インストール先

ディスクを選択し、Red Hat Enterprise Linux をインストールするストレージスペースを分割するに
は、Installation Summary 画面で Installation Destination を選択します。ディスクのパーティション
設定に慣れていない場合は、付録A ディスクパーティションの概要を参照してください。

警告警告

Red Hat では、システム上の全データを常にバックアップしておくことを推奨して
います。たとえば、デュアルブートシステムをアップグレードする、または作成す
る場合には、保存しておきたいストレージデバイスのデータはすべてバックアップ
をとってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全データを喪失してしま
う可能性があります。

重要重要
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重要重要

Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、このセクション
で説明しているデフォルトのパーティション設定スキームしか使用できません。インス
トールプログラムで自動的に追加や削除が行われるもの以外、パーティションやファイ
ルシステムの追加または削除はできません。

図図18.14 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要

[D]

この画面では、ご使用のコンピューターでローカルの使用が可能なストレージデバイスを確認すること
ができます。ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックして、特殊なデバイスやネットワークデバイスを追加す
ることもできます。このデバイスの詳細は「ストレージデバイス」を参照してください。

警告警告

既知の問題により、HyperPAV エイリアスとして設定された DASD をインストール
後に自動的にシステムにアタッチすることはできません。これらのストレージデバ
イスはインストール中にこの画面で利用できますが、インストールが完了して再起
動しても、すぐにはアクセスできません。HyperPAV エイリアスデバイスを接続す
るには、次の説明に従ってシステムの /etc/dasd.conf 設定ファイルに手動で追加し
ます。「DASD のオンラインでの永続的な設定」  .

システムのパーティション分割に慣れていない場合は、パーティションを自動的に設定するパーティションを自動的に設定する ラジオボタ
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システムのパーティション分割に慣れていない場合は、パーティションを自動的に設定するパーティションを自動的に設定する ラジオボタ
ンのデフォルトの選択をそのままにして、インストールプログラムがストレージデバイスをパーティ
ション分割できるようにします。

ストレージデバイスのペインの下には、その他のストレージオプションその他のストレージオプション というラベルの付いた追加のコ
ントロールがあります。

パーティショニングパーティショニング セクションでは、ストレージデバイスのパーティション分割方法とボ
リュームの作成方法を選択できます。パーティションを手動で設定する、またはインストール
プログラムによる自動設定を選択することができます。

今まで使用したことがないストレージにクリーンインストールを実行する場合、またはスト
レージに保存されているデータは一切必要ない場合には、自動パーティション設定が推奨され
ます。この方法で続行するには、パーティショニングを自動的に設定するパーティショニングを自動的に設定する ラジオボタンのデ
フォルトの選択をそのままにしておきます。インストールプログラムは必要なパーティション
とボリュームをストレージスペースに作成します。

自動パーティショニングの場合、追加のスペースを利用可能にしたい追加のスペースを利用可能にしたい チェックボックスを選択
して、他のファイルシステムからこのインストールにスペースを再割り当てする方法を選択す
ることもできます。完了完了 をクリックすると、2 つのダイアログが表示されます。自動パーティ
ション設定を選択しているものの、推奨のパーティション設定でインストールを完了するのに
十分なストレージ領域がない場合には、以下のダイアログが表示されます。

図図18.15 インストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプションインストールオプションのダイアログ内の領域を確保するオプション

[D]

Red Hat Enterprise Linux ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 リンクをクリックできます。リンクをクリック
すると、ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 セクションに移動します。ここで、インストールするソフトウェ
アを変更したり、追加のストレージスペースを解放したりできます。
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または、キャンセルしてディスクを追加キャンセルしてディスクを追加 をを クリックして インストール先インストール先 画面に戻り、スト
レージデバイスを追加するか、手動でパーティションを設定することを選択できま
す。Reclaim space をクリックして、既存のファイルシステムから一部のストレージスペース
を解放します。詳細は 「ディスク領域の獲得」 を参照してください。

十分な領域を確保できないと、別のダイアログが表示されます。この場合は、当初のストレー
ジ画面でディスクを追加するか、インストールを中止することになります。

手動セットアップ用に I will configure partitioning ラジオボタンを選択すると、Done をク
リックすると Manual Partitioning 画面が表示されます。詳細は 「手動パーティション設定」
を参照してください。

暗号化暗号化 セクションで、データを暗号化するデータを暗号化する チェックボックスをオンにして、/boot パーティ
ションを除くすべてのパーティションを暗号化できます。暗号化についての詳細はRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

画面の下部には、ブートローダーをインストールするディスクを設定するための フルディスクの概要フルディスクの概要 
とブートローダーとブートローダー ボタンがあります。

選択が完了したら、完了完了 ボタンをクリックして 、インストールの概要、インストールの概要 画面に戻るか、手動パーティ手動パーティ
ション分割ション分割 画面に進みます。

重要重要

マルチパスストレージデバイスと非マルチパスのストレージデバイスの両方が使用され
ているシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールすると、インストールプログ
ラムの自動パーティション設定レイアウトに、マルチパスのデバイスと非マルチパスの
デバイスが混在するボリュームグループが作成される可能性があります。これはマルチ
パスストレージの目的に反することになります。

インストール先インストール先 画面で、マルチパスデバイスのみ、または非マルチパスデバイスのみを
選択することを推奨します。もしくは、手動のパーティション設定を実行してくださ
い。

18.15.1. パーティションの暗号化

データを暗号化するデータを暗号化する オプションを選択した場合、クリックして次の画面に進むと、インストールプログ
ラムは、システム上のパーティションを暗号化するためのパスフレーズの入力を求めます。

パーティションの暗号化は LUKS (Linux Unified Key Setup) を使用して行われます。詳細はRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

図図18.16 暗号化したパーティションのパスフレーズ入力暗号化したパーティションのパスフレーズ入力
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図図18.16 暗号化したパーティションのパスフレーズ入力暗号化したパーティションのパスフレーズ入力

[D]

パスフレーズが決まったらダイアログボックスの 2 つのフィールドに入力します。パスフレーズの設定
に使用するキーボードレイアウトは、後でパーティションのロック解除に使用するキーボードレイアウ
トと同じものを使用してください。言語レイアウトのアイコンで正しいレイアウトが選択されているこ
とを確認します。このパスフレーズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。パスフパスフ
レーズレーズ 入力フィールドで Tab キーキー  を押して、パスフレーズを再入力します。パスフレーズが脆弱すぎ
る場合はフィールドに警告アイコンが表示され、2 番目のフィールドに入力ができません。カーソルを
警告アイコンの上に持って行くと、パスフレーズの改善方法が分かります。

警告警告

このパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびそのパー
ティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなくなった
パスフレーズを復元する方法はありません。

キックスタートを使用したインストールを行っている場合は、インストール中に暗
号パスフレーズを保存してバックアップしておくことができます。ディスク暗号化
の詳細はRed Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドを参照してください。

18.15.2. ディスク領域の獲得

インストール先インストール先 で選択したディスクに Red Hat Enterprise Linux をインストールするための十分なス
ペースがなく、インストールオプションインストールオプション ダイアログでスペース の再利用の再利用 を選択した場合、ディスク容ディスク容
量の再利用量の再利用 ダイアログが表示されます。
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警告警告

パーティションの縮小を選択していなければ、領域の確保によりそのパーティショ
ン上のデータはすべて消去されます。このため、保持しておく必要があるデータの
バックアップがすでに用意されていることを必ず確認してください。

図図18.17 既存ファイルシステムからのディスク領域の確保既存ファイルシステムからのディスク領域の確保

[D]

Red Hat Enterprise Linux を検出した既存のファイルシステムが、該当するディスクの一部として表に一
覧表示されます。Reclaimable Space 列には、このインストールに再割り当てできるスペースがリスト
表示されます。アクションアクション 列には、スペースを再利用するためにファイルシステムで実行されるアク
ションがリスト表示されます。

表の下にはボタンが 4 つあります。

保存保存 - ファイルシステムは変更されず、データは削除されません。これがデフォルト動作で
す。

削除削除 - ファイルシステムを完全に削除します。ファイルシステムが占めていた領域をすべてイ
ンストールで使用できるようにします。

縮小縮小 - ファイルシステムから空き領域を回復し、このインストールで使用できるようにしま
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縮小縮小 - ファイルシステムから空き領域を回復し、このインストールで使用できるようにしま
す。スライダーを使って選択したパーティションの新たなサイズを設定します。LVM または
RAID が使用されていない、サイズ変更可能なパーティションでしか使用できません。

すべて削除すべて削除/すべて保存すべて保存 - このボタンは右側にあり、デフォルトですべてのファイルシステムを
削除対象としてマークします。もう一度クリックすると、ラベル名が変わり、全ファイルシス
テムを確保するように再度マークされます。

マウスを使ってテーブル内のファイルシステムまたはディスク全体を選択したら、ボタンをクリックし
ます。アクションアクション 列のラベルが選択内容に合わせて変更され、テーブルの下に表示される 再利用する再利用する
選択済み選択済み 容量の合計がそれに応じて調整されます。この値の下にはインストールに必要となる領域サイ
ズが表示されます。このサイズはインストールの選択をしたパッケージの量に基づいています。

インストールを続行するのに十分なスペースが再利用されると、Reclaim Space ボタンが使用可能にな
ります。このボタンをクリックしてインストールの概要画面に戻り、インストールを続行します。

18.15.3. 手動パーティション設定

I will configure partitioning オプションを選択した場合、Done from Installation Destination をクリッ
クすると、Manual Partitioning 画面が表示されます。各ディスクパーティションおよびマウントポイ
ントの設定はこの画面で行います。ここで、Red Hat Enterprise Linux をインストールするファイルシス
テムを定義します。

警告警告

Red Hat では、システム上の全データを常にバックアップしておくことを推奨して
います。たとえば、デュアルブートシステムをアップグレードする、または作成す
る場合には、保存しておきたいストレージデバイスのデータはすべてバックアップ
をとってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全データを喪失してしま
う可能性があります。

図図18.18 手動パーティション設定の画面手動パーティション設定の画面
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図図18.18 手動パーティション設定の画面手動パーティション設定の画面

[D]

手動パーティショニング手動パーティショニング 画面には、最初は左側にマウントポイント用の 1 つのペインがあります。この
ペインは、マウントポイント作成についての情報以外は空であるか、インストールプログラムが検出し
た既存のマウントポイントを表示します。これらのマウントポイントは、検出されたオペレーティング
システムのインストールごとにまとめられています。このため、パーティションがいくつかのインス
トールで共有されている場合は、複数回表示されるファイルシステムもあります。選択されたストレー
ジデバイスの合計領域と利用可能な領域がこのペインの下に表示されます。

システムに既存のファイルシステムがある場合には、インストールに十分な領域があることを確認して
ください。- ボタンを使用して、不要なパーティションを削除します。

注記注記

ディスクパーティションに関する推奨事項および補足情報は、付録A ディスクパーティ
ションの概要 と 「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。少
なくとも、適切なサイズのルートパーティションと、通常、システムの RAM のサイズに
応じた swap パーティションが必要です。

どのデバイスが /boot に関連付けられているかに注意してください。カーネルファイルとブートロー
ダーセクターは、このデバイスに関連付けられます。最初の DASD または SCSI LUN が使用され、その
デバイス番号がインストール後のシステムを再度 IPL ブートする時に使用されます。

18.15.3.1. ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定

Red Hat Enterprise Linux のインストールには最低限必要なパーティションは 1 つですが、Red Hat は、
少なくとも /、/home、 / boot、および swap のパーティションまたはボリュームを使用することを推
奨します。必要に応じて、その他のパーティションやボリュームを作成することもできます。詳細は
「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。
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注記注記

(特定のパーティションを特定のディスクに配置するなど) 特定のパーティションに要件
があり、他のパーティションにはそのような要件がない場合は、要件のあるパーティ
ションを先に作成します。

ファイルシステムの追加手順は 2 つに分かれます。まず、特定のパーティションスキームにマウントポ
イントを作成します。マウントポイントが左側のペインに表示されます。次に、右側のペインのオプ
ションを使ってこのマウントポイントをカスタマイズします。ここではマウントポイント、デバイスタ
イプやファイルシステムタイプ、ラベルなどを変更する、該当パーティションを暗号化するまたは再
フォーマットすることなどができます。

既存のファイルシステムがなく、インストールプログラムで必要なファイルシステムとそれらのマウン
トポイントを作成する場合は、左側のペインのドロップダウンメニューから任意のパーティション設定
スキームを選択します (Red Hat Enterprise Linux のデフォルトは LVM)。次に、ペインの上部にあるリ
ンクをクリックするとマウントポイントが自動的に作成されます。これにより、/boot パーティショ
ン、/ (root)ボリューム、および swap ボリュームが生成され、使用可能なストレージのサイズに比例し
ます。これらのファイルシステムが一般的なインストールで推奨されるファイルシステムになります。
ただし、必要に応じてファイルシステムとマウントポイントを追加することもできます。

または、ペインの下部にある + ボタンを使用して、個々のマウントポイントを作成します。これで 、、
新しいマウントポイントの追加新しいマウントポイントの追加 ダイアログが開きます。マウントポイントマウントポイント ドロップダウンメニューか
ら事前に設定したパスのいずれかを選択するか、独自のパスを入力します。たとえば、root パーティ
ションの場合は / を選択し、ブートパーティションには /boot を選択します。次に、ファイルシステム
のサイズを Desired Capacity テキストフィールドに入力します（例： 2GiB ）。フィールドを空白の
ままにしたり、利用可能な領域よりも大きいサイズを指定すると、残りの空の領域がすべて使用される
ことになります。これらの詳細を入力したら、マウントポイントの追加マウントポイントの追加 ボタンをクリックしてパーティ
ションを作成します。

注記注記

領域の割り当てに関する問題を回避するには、最初に /boot などの既知の固定サイズの
小さなパーティションを作成し、その後に残りのパーティションを作成して、インス
トールプログラムが残りの領域をそれらに割り当てられるようにします。

同様に、システムが置かれることになる複数のディスクがあり、これらのサイズが異な
り、また特定のパーティションが BIOS に検出される最初のディスク上で作成される必
要がある場合、そのパーティションを最初に作成するようにしてください。

左側のペインにあるドロップダウンメニューを使うと、手作業で作成する新しいマウントポイントに
パーティションスキームを設定することができます。利用可能なオプションは 、標準パーティショ、標準パーティショ
ンン、BTRFS、LVM、および LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング です。/boot パーティションは、このメニュー
で選択した値に関係なく、常に標準パーティションに配置されることに注意してください。

LVM 以外のマウントポイントを 1 つ配置するデバイスを変更するには、マウントポイントを選択し、右
側のペインの Modify... ボタンをクリックして、マウントポイントの設定マウントポイントの設定 ダイアログを開きます。1 つ
以上のデバイスを選択し、Select をを クリックします。ダイアログが閉じたら、手動パーティション手動パーティション 設
定 画面の右側にある 設定の 更新更新 ボタンをクリックしてこの設定を確定する必要がある点に注意してく
ださい。

図図18.19 マウントポイントの設定マウントポイントの設定
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図図18.19 マウントポイントの設定マウントポイントの設定

[D]

すべてのローカルディスクとパーティションに関する情報を更新するには、ツールバー のの Rescan ボタ
ン（円形の矢印アイコンを使用）をクリックします。この作業が必要になるのはインストールプログラ
ム以外で高度なパーティション設定を行った場合のみです。ディスクの再ディスクの再 スキャン ボタンをクリック
すると、インストールプログラムで以前に行った設定変更がすべて失われることに注意してください。

図図18.20 ディスクの再スキャンディスクの再スキャン

[D]

画面下部のリンクには、インストール先インストール先 で選択したストレージデバイスの数が表示されます( 「インス
トール先」を参照してください)。このリンクをクリックすると、選択したディスク選択したディスク ダイアログが開
き、ディスクに関する情報が確認されます。

パーティションまたはボリュームをカスタマイズする場合は、左側のペインでパーティションまたはボ
リュームを選択すると、右側にカスタム可能な詳細が表示されます。

図図18.21 パーティションのカスタマイズパーティションのカスタマイズ
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図図18.21 パーティションのカスタマイズパーティションのカスタマイズ

[D]

マウントポイントマウントポイント - ファイルシステムのマウントポイントを入力します。たとえば、ファイル
システムが root ファイルシステムの場合は / を入力し、/boot ファイルシステムの場合は /boot
を入力します。swap ファイルシステムの場合、マウントポイントは設定しないでください。
ファイルシステムタイプを swap に設定するだけで十分です。

必要な 容量：容量： ファイルシステムの必要なサイズを入力します。単位には KiB や GiB が使用で
きます。単位を指定しない場合は、MiB がデフォルトになります。

デバイスタイプデバイスタイプ - 標準パーティション、LVM、RAID、 LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング 、または 
BTRFS のいずれかの種類を選択します。パーティションまたはボリュームを 暗号暗号 化するに
は、隣接する 暗号化 ボックスにチェックを入れます。パスワードを設定するようプロンプトが
後で表示されます。RAID は、パーティションに 2 つ以上のディスクが選択されている場合に
のみ利用できます。このタイプを選択した場合は、RAID レベルレベル を設定することもできますを設定することもできます。
同様に、LVM を選択した場合は、ボリュームグループ を 指定できます指定できます。

ファイルシステムファイルシステム: ドロップダウンメニューで、このパーティションまたはボリュームに適した
ファイルシステムタイプを選択します。既存のパーティションをフォーマットする場合は、隣
接する Reformat ボックスにチェックを入れるか、データを維持するためにチェックを外しま
す。データをそのまま維持する場合は空白にしておきます。新規作成されたパーティションや
ボリュームは再フォーマットが必要で、この場合はチェックボックスのチェックを外すことは
できません。

label - パーティションにラベルを割り当てます。ラベルを使うと、個別のパーティションの認
識とアドレス指定が容易になります。
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名前名前: LVM または Btrfs ボリュームに名前を割り当てます。標準パーティションは作成時に自動
的に名前が付けられ、/home には sda1 という名前が割り当てられているなど、名前を編集で
きないことに注意してください。

ファイルシステムおよびデバイスタイプの詳細は、「ファイルシステムのタイプ」 を参照してくださ
い。

設定の更新設定の更新 ボタンをクリックして変更を保存し、カスタマイズする別のパーティションを選択します。
インストールの概要ページからインストールを開始するまで、実際には変更は適用されません。Reset 
All ボタンをクリックして、すべてのパーティションへの変更をすべて破棄し、最初からやり直しま
す。

すべてのファイルシステムとマウントポイントを作成してカスタマイズしたら、完了完了 ボタンをクリック
します。ファイルシステムの暗号化を選択した場合はパスフレーズの作成が求められます。次に、イン
ストールプログラムが受け取るストレージ関連の全アクションの概要を示すダイアログが表示されま
す。これにはパーティションおよびファイルシステムの作成、サイズ調整、削除が含まれます。すべて
の変更を確認し、Cancel & Return to Custom Partitioning をクリックして戻ることができます。変更
を確認するには、Accept Changes をクリックして Installation Summary ページに戻ります。追加のデ
バイスをパーティションに分割するには、インストール先インストール先 画面でデバイスを選択し、手動パーティショ手動パーティショ
ン設定ン設定 画面に戻り、本セクションで説明している追加のデバイスについてこの手順を繰り返します。

重要重要

/usr または /var のパーティションがルートボリュームとは別に設定されている場合、こ
のディレクトリーには重要なコンポーネントが含まれているため、起動プロセスが非常
に複雑になります。iSCSI ドライブや FCoE などの場所に配置してしまった場合には、シ
ステムが起動できなくなったり、電源オフや再起動の際に Device is busy のエラーでハ
ングしたりする可能性があります。

この制限は /usr または /var にのみ適用され、それらの下のディレクトリーには適用され
ません。たとえば、/var/www 用の別のパーティションは問題なく機能します。

18.15.3.1.1. ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ

Red Hat Enterprise Linux では、異なるデバイスタイプとファイルシステムを作成できます。各種のデバ
イスタイプおよびファイルシステムの種類とその使い方を以下に簡単に示します。

デバイスタイプデバイスタイプ

標準パーティション標準パーティション: 標準のパーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含める
ことも、ソフトウェア RAID または LVM 物理ボリューム用のコンテナーを提供することもでき
ます。

論理ボリューム論理ボリューム(LVM): LVM パーティションを作成すると、自動的に LVM 論理ボリュームが生
成されます。LVM は、物理ディスクを使用する場合にパフォーマンスを向上させることができ
ます。論理ボリュームを作成する方法は、「LVM 論理ボリュームの作成」 を参照してくださ
い。LVM に関する詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理を参
照してください。

LVM シンプロビジョニングシンプロビジョニング - シンプロビジョニングを使用すると、シンプールと呼ばれる空き
領域のストレージプールを管理できます。これは、アプリケーションで必要に応じて任意の数
のデバイスに割り当てることができます。シンプールは、ストレージ領域をコスト効率よく割
り当てる必要がある場合に、動的に拡張できます。LVM に関する詳細は、Red Hat
Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理を参照してください。

注記注記
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注記注記

インストーラーは、LVM シンプール論理ボリューム用に要求した領域の 20%
を、これを格納しているボリュームグループ内で自動的に確保します。これは、
シンプロビジョニングした論理ボリュームのデータボリュームやメタデータボ
リュームを拡張する場合に備えた安全対策です。

ソフトウェアソフトウェア RAID - 複数のソフトウェア RAID パーティションを作成すると、RAID デバイス
を作成できます。システム上の各ディスクに対して RAID パーティションを 1 つずつ割り当てま
す。RAID デバイスを作成するには、「ソフトウェア RAID の作成」  を参照してください。
RAID の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイドを参照してください。

ファイルシステムファイルシステム

XFS - XFS は、最大 16 EiB （約 160,000 GiB）のファイルシステム、最大 8 EiB （約 80,000
GiB）のファイル、および数十万のエントリーを含むディレクトリー構造をサポートする、非常
にスケーラブルで高パフォーマンスのファイルシステムです。XFS は、クラッシュからの回復
が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、XFS ファイルシステムは、マウント中
でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができます。このファイルシステム
はデフォルトで選択されており、強くお勧めします。以前使用された ext4 ファイルシステムか
ら XFS に共通のコマンドを変換する方法は、付録F ext4 と XFS コマンドの参照表  を参照して
ください。

Red Hat Enterprise Linux で XFS ファイルシステムで現在対応可能な最大サイズは、500 TiB で
す。

ext4: ext4 ファイルシステムは ext3 ファイルシステムをベースとし、多くの改善が行われてい
ます。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようになり、ディ
スク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクトリー内の
サブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、ジャーナリン
グがより強力になりました。

Red Hat Enterprise Linux で ext4 ファイルシステムで現在対応可能な最大サイズは、50 TiB で
す。

ext3 - ext3 ファイルシステムは ext2 ファイルシステムをベースとし、ジャーナリング機能とい
う大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用すると、クラッシュが
発生するたびに fsck ユーティリティーを実行してメタデータの整合性をチェックする必要がな
いため、クラッシュ後のファイルシステムの復元にかかる時間が短縮されます。

ext2: ext2 ファイルシステムは、通常のファイル、ディレクトリー、シンボリックリンクなど、
標準の Unix ファイルタイプをサポートします。最大 255 文字までの長いファイル名を割り当て
ることができます。

vfat: VFAT ファイルシステムは、FAT ファイルシステム上の Microsoft Windows の長いファイ
ル名と互換性のある Linux ファイルシステムです。

swap - Swap パーティションは仮想メモリーをサポートするために使用されます。つまり、シ
ステムが処理しているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータが swap パーティショ
ンに書き込まれます。

各ファイルシステムには、そのファイルシステムにより異なるサイズ制限があります。また、ファイル
システムごと個別のファイルを格納しています。対応している最大ファイルサイズおよび最大ファイル
システムサイズなどの一覧はカスタマーポータルの Red Hat Enterprise Linux technology capabilities and
limits のページをご覧ください (https://access.redhat.com/site/articles/rhel-limits)。
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18.15.3.2. ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成

注記注記

IBM Z では、ストレージサブシステムが RAID を透過的に使用します。手動でソフトウェ
ア RAID を設定する必要はありません。

RAID (Redundant arrays of independent disks)  は、複数のディスクで設定されており、組み合わせてパ
フォーマンスを向上させます。また、一部の設定では、より高い耐障害性を得ることができます。各種
RAID の詳細は以下をご覧ください。

RAID デバイスの作成は 1 つのステップで終わり、必要に応じてディスクを追加または削除できます。
また、ディスクは必要に応じて追加や削除ができます。1 つの物理ディスクに 1 つの RAID パーティショ
ンが作成できるため、インストールプログラムで使用できるディスク数により利用できる RAID デバイ
スのレベルが確定されます。たとえば、システムに 2 つのハードドライブがある場合、RAID10 デバイ
スを作成することはできません。これには 4 つの別個のパーティションが必要になります。

図図18.22 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成 - デバイスタイプメニューデバイスタイプメニュー の展開の展開

[D]

RAID 設定オプションはインストール用に複数のディスクを選択している場合にのみ、表示されます。
RAID デバイスの作成には少なくともディスクが 2 つ必要になります。

RAID デバイスの作成

1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従って、マウントポイントを作
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1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従って、マウントポイントを作
成します。このマウントポイントを設定することで、RAID デバイスを設定していることになり
ます。

2. 左側のペインでパーティションを選択したまま、ペインの下にある設定ボタンを選択して、ママ
ウントポイントの設定ウントポイントの設定 ダイアログをダイアログを 開きます。RAID デバイスに含まれるディスクを選択
し、Select をクリックします。

3. デバイスタイプデバイスタイプ ドロップダウンメニューをクリックして、RAID を選択します。

4. ファイルシステム ドロップダウン メニューをメニューを クリックして、目的のファイルシステムタイプ
を選択します( 「ファイルシステムのタイプ」 を参照してください)。

5. RAID レベル ドロップダウンメニューをクリックして、目的の RAID レベルを選択します。

利用できる RAID レベルは以下のとおりです。

RAID0 - パフォーマンス（ストライプ）パフォーマンス（ストライプ）

データを複数のディスクに分散させます。RAID レベル 0 は、標準パーティションでのパ
フォーマンスを向上させます。複数のディスクを 1 つの大きな仮想デバイスにまとめること
ができます。RAID レベル 0 には冗長性がなく、アレイ内の 1 ディスクに障害が発生すると
アレイ全体のデータが壊れる点に注意してください。RAID 0 には少なくとも 2 つの RAID
パーティションが必要です。

RAID1 - 冗長性（ミラーリング）冗長性（ミラーリング）

1 つのディスク上の全データを別のディスク (複数可) にミラーリングします。アレイ内のデ
バイスを増やすことで冗長レベルを強化します。RAID 1 には少なくとも 2 つの RAID パー
ティションが必要です。

RAID4 - エラー検出（解析）エラー検出（解析）

データを複数のディスクに分散す、アレイ内の 1 ディスクにパリティー情報を格納している
ため、アレイ内のいずれかのディスクに障害が発生した場合にアレイを保護します。すべて
のパリティー情報が 1 つのディスクに格納されるため、このディスクにアクセスすると、ア
レイのパフォーマンスにボトルネックが発生します。RAID 4 には少なくとも 3 つの RAID
パーティションが必要です。

RAID5: 分散エラー検出分散エラー検出

データおよびおよびパリティー情報を複数のディスクに分散させます。そのため、RAID レベル 5
は複数ディスクにデータを分散させパフォーマンスが向上する一方、パリティー情報もアレ
イ全体で分散されるため、RAID レベル 4 のようにパフォーマンスにボトルネックが発生し
ません。RAID 5 には少なくとも 3 つの RAID パーティションが必要です。

RAID6: 冗長冗長

RAID レベル 6 は RAID レベル 5 と似ていますが、パリティーデータが 1 セットではなく 2
セット格納されます。RAID 6 には少なくとも 4 つの RAID パーティションが必要です。

RAID10 : 冗長性（ミラー）冗長性（ミラー）  およびおよび 最適化されたパフォーマンス（ストライプ）最適化されたパフォーマンス（ストライプ）

RAID レベル 10 はネスト化した RAID または ハイブリッド RAID になります。ミラーリング
しているディスクセットに対してデータを分散させることで構築します。たとえば、4 つの
RAID パーティションで構築した RAID レベル 10 のアレイは、ストライプ化されたパーティ
ションをミラーリングする 2 組のペアで設定されます。RAID 10 には少なくとも 4 つの
RAID パーティションが必要です。

6. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
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6. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
て インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。

ディスク数が指定した RAID レベルで必要なディスク数より少ない場合、選択した設定に必要とされる
ディスク数を示すメッセージがウィンドウ下部に表示されます。

18.15.3.3. LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

論理ボリューム管理 (LVM) では、ハードドライブや LUN などのベースとなっている物理ストレージ領
域を論理的な観点から表示します。物理ストレージ上のパーティションは 物理ボリューム として表示
され、ボリュームグループ にグループ化することができます。各ボリュームグループは複数の 論理ボ
リューム に分割することができます。したがって、LVM 論理ボリュームは、複数の物理ディスクにま
たがることが可能なパーティションとして機能します。

LVM の詳細は、付録D LVM の理解 またはRed Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管
理を参照してください。LVM の設定はグラフィカルインストールプログラムでしかできないため注意
してください。

重要重要

テキストモードによるインストールの場合は、LVM を設定できません。LVM 設定をゼロ
から作成する必要がある場合は、Ctrl+Alt+F2 を押して別の仮想コンソールを使用
し、lvm コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るに
は、Ctrl+Alt+F1 を押します。

図図18.23 論理ボリュームの設定論理ボリュームの設定
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図図18.23 論理ボリュームの設定論理ボリュームの設定

[D]

論理ボリュームを作成して新規または既存のボリュームグループに追加するには、以下を実行します。

1. 「ファイルシステムの追加とパーティションの設定」 の説明に従い LVM ボリュームにマウン
トポイントを作成します。

2. デバイスタイプデバイスタイプ ドロップダウンメニューをクリックして、LVM を選択します。ボリュームグ
ループ ドロップダウンドロップダウン メニューが表示され、新たに作成されたボリュームグループ名が表示さ
れます。

3. 必要に応じて、メニューをクリックし、Create a new volume group を選択するか、Modify
をクリックして新たに作成したボリュームグループを設定します。Create a new volume 
group オプションと Modify ボタンの両方により、Configure Volume Group ダイアログが表
示され、論理ボリュームグループの名前を変更し、追加するディスクを選択できます。

注記注記

設定ダイアログではボリュームグループの物理エクステントのサイズは指定でき
ません。このサイズは、常にデフォルト値の 4 MiB に設定されます。別の物理エ
クステントのボリュームグループを作成する場合は、インタラクティブシェルに
切り替え、vgcreate コマンドを使用して手動で作成するか、volgroup --
pesize=size コマンドでキックスタートファイルを使用します。

図図18.24 LVM ボリュームグループのカスタマイズボリュームグループのカスタマイズ
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図図18.24 LVM ボリュームグループのカスタマイズボリュームグループのカスタマイズ

[D]

利用可能な RAID レベルは、実際の RAID デバイスと同じです。詳細は、「ソフトウェア RAID
の作成」 を参照してください。またボリュームグループの暗号化に印を付けて、サイズポリ
シーを設定することもできます。利用可能なポリシーオプションは以下のようになります。

自動自動: ボリュームグループのサイズは自動で設定されるため、設定した論理ボリュームを格
納するのに十分な大きさになります。ボリュームグループに空の領域が必要ない場合に最
適です。

できるだけ大きくできるだけ大きく - 設定した論理ボリュームのサイズに関係なく、最大サイズのボリュー
ムグループが作成されます。これは、ほとんどのデータを LVM に保存する場合、または後
で既存の論理ボリュームのサイズを拡大する可能性がある場合、もしくはこのグループに
別の論理ボリュームを作成する必要がある場合などに最適です。

Fixed: このオプションでは、ボリュームグループのサイズを正確に設定できます。設定し
ている論理ボリュームが格納できるサイズにする必要があります。ボリュームグループに
設定する容量が正確に分かっている場合に便利です。

グループを設定したら Save をクリックします。

4. 設定の 更新更新 をを クリックして変更を保存し、別のパーティションに進むか、完了 を クリッククリック し
て インストールの概要インストールの概要 画面に戻ります。
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警告警告

LVM ボリュームへの /boot パーティションの配置はサポートされていません。

18.15.3.4. 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

IBM Z にインストールする Linux に効率的な swap 領域を設定するのは複雑な作業になります。環境に
大きく依存するため、実際にシステムにかかる負荷に応じて調整を行ってください。

以下のようなドキュメントで詳細を確認してからインストールに関する決定を行ってください。

第 7 章IBM Redbooks 資料『Linux on IBM System z: Performance Measurement and Tuning』
の Linux スワップ [IBM Form Number SG24-6926-01],[ISBN 0738485586]
(http://www.redbooks.ibm.com/abstracts/sg246926.html から利用可能)

『Linux Performance when running under VM 』
(http://www.vm.ibm.com/perf/tips/linuxper.html)

18.16. ストレージデバイス

さまざまなストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。「インストール
先」 で説明されているように、インストール先インストール先 のページ で、ローカルにアクセス可能な基本的なスト
レージデバイスを確認できます。専用のストレージデバイスを追加するには、画面の 特殊特殊 なディスクなディスク 
およびネットワークディスクおよびネットワークディスク セクションのセクションの ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックします。

ハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続されている基
本的なストレージデバイスは、画面のローカルの 標準ディスク標準ディスク セクションセクション に表示されます。IBM Z の
場合、作動している DASD (Direct Access Storage Devices)  が表示されます。

警告警告

既知の問題により、HyperPAV エイリアスとして設定された DASD をインストール
後に自動的にシステムにアタッチすることはできません。これらのストレージデバ
イスはインストール中にこの画面で利用できますが、インストールが完了して再起
動しても、すぐにはアクセスできません。HyperPAV エイリアスデバイスをアタッ
チするには、「DASD のオンラインでの永続的な設定」  の説明に従って、システム
の /etc/dasd.conf 設定ファイルに手動で追加します。

図図18.25 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要
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図図18.25 ストレージ領域の概要ストレージ領域の概要

[D]

18.16.1. ストレージデバイス選択の画面

ストレージデバイス選択画面には、Anaconda インストールプログラムがアクセスできるすべてのスト
レージデバイスが表示されます。

デバイスは、次のタブに分類されます。

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

同じシステムにある、複数の SCSI コントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数のパスか
らアクセスできるストレージデバイスです。

重要重要

インストールプログラムで検出できるのは、16 文字または 32 文字の長さのシリアル
番号を持つマルチパスストレージデバイスのみです。

その他のその他の SAN デバイスデバイス

単独パスで接続の FCP LUN など、SAN (Storage Area Network) で利用できる他のデバイスです。

ファームウェアファームウェア RAID

ファームウェア RAID コントローラーに接続されているストレージデバイスです。このタブは、
IBM Z では該当しません。

System z デバイスデバイス

このタブには、zSeries Linux FCP (ファイバーチャネルプロトコル) ドライバーで接続された スト
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このタブには、zSeries Linux FCP (ファイバーチャネルプロトコル) ドライバーで接続された スト
レージデバイスもしくは LUN (論理ユニット) が含まれています。

図図18.26 タブを使ってグループ分けされている特殊ストレージデバイスの概要タブを使ってグループ分けされている特殊ストレージデバイスの概要

[D]

画面右下にボタンが表示されます。これらのボタンを使用して、新たなストレージデバイスを追加しま
す。以下のボタンが利用可能です。

Add ZFCP LUN - このボタンを押して zFCP ストレージデバイスを追加し、に進みます。
「FCP デバイス」

Add DASD - これを使用して DASD デバイスを追加し、続行します。 「DASD ストレージデバ
イス」

iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加  - iSCSI デバイスの接続には を使用します。に進んでください。
「iSCSI パラメーターの設定」

FCoE SAN を追加を追加 - Fibre Channel Over Internet ストレージデバイスの設定に使用します。に進
んでください。 「FCoE パラメーターの設定」

概要ページには Search タブも含まれており、このタブでは、アクセスする World Wide Identifier
(WWID)またはポート、ターゲット、または 論理ユニット番号 (LUN)別にストレージデバイスをフィル
ターできます。

図図18.27 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ
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図図18.27 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ

[D]

Search タブには、ポート、ターゲット、LUN、または WWID での検索を選択する Search By ドロップ
ダウンメニューが含まれます。WWID または LUN で検索するには、対応する入力テキストフィールド
に値を入力する必要があります。検索 ボタンを クリッククリック して検索を開始します。

左側にチェックボックスが付いたデバイスが列ごとに表示されます。インストールプロセス中にそのデ
バイスを使用可能にする場合は、このチェックボックスをクリックします。インストールプロセスの後
半では、Red Hat Enterprise Linux のインストール先として、ここで選択したデバイスのいずれかを指定
することができます。また、インストール完了後のシステムの一部として、ここで選択したデバイスの
自動マウントを指定することができます。

ここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありません。
この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわけで
はありません。また、インストールしたシステムの一部を形成するために選択しないデバイスは、イン
ストール後に /etc/fstab ファイルを変更してシステムに追加できます。

インストール時に利用できるようにするストレージデバイスを選択したら、完了 を クリッククリック して イン
ストール先 画面に戻ります。

18.16.1.1. DASD の低レベルフォーマットの低レベルフォーマット

DASD へのインストールの場合は、Compatible Disk Layout (CDL) フォーマットでの低レベルフォー
マットが推奨されます。ただし、CMS フォーマットの FBA DASD を使用することもできます。インス
トール 先先 画面で DASD を選択して 完了完了 をクリックすると、インストールプログラムがフォーマットさ
れていないディスクまたは互換性のないフォーマットディスクを検出し、以下のダイアログが表示され
ます。

図図18.28 DASD デバイスフォーマットのダイアログデバイスフォーマットのダイアログ
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図図18.28 DASD デバイスフォーマットのダイアログデバイスフォーマットのダイアログ

[D]

ダイアログでは、キャンセルキャンセル をクリックして インストール先インストール先 画面に戻り、ディスクの選択を編集でき
ます。選択が正しければ、dasdfmt を使用したフォーマットを使用したフォーマット  ボタンをクリックして、フォーマットさ
れていないすべての DASD で dasdfmt ユーティリティーを起動します。

フォーマットプロセスが完了したら、OK ボタンをクリックすると、DASD の一覧が更新される インスインス
トール先トール先 画面に戻ります。この後にインストール用のディスクを再度選択して、進みます。

フォーマットされていないオンライン DASD の低レベルのフォーマットを自動的に許可するには、キッ
クスタートコマンド zerombr を指定します。詳細は zerombr （オプション） を参照してください。

FBA DASD CMS ディスクレイアウトをターゲットとして IBM Z に Red Hat Enterprise Linux をインス
トールする場合には、使用可能なパーティションは 3 つのみです。インストーラーはまず msdos パー
ティションテーブルをターゲットの DASD に作成します。この表では、1 つの DASD デバイスで 3 つを
超えるパーティションを使用することはできません。パーティションを手動で作成するか、または 
autopart --nohome キックスタートオプションを使用して、インストーラーが別の /home/ パーティ
ションを作成しないようにします。ホームホーム ディレクトリーがない場合は、パーティションの数が 3 つ
に保たれます。

18.16.1.2. 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

高度なストレージデバイスを使用する場合は、インストール先の画面の右下にあるボタンをクリックし
て、iSCSI (SCSI over TCP/IP) ターゲットまたは zFCP (zSeries Fibre Channel Protocol) LUN (論理ユ
ニット) を設定します。iSCSI の概要は、付録B iSCSI ディスク を参照してください。

図図18.29 高度なストレージオプション高度なストレージオプション
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図図18.29 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

[D]

18.16.1.2.1. iSCSI パラメーターの設定パラメーターの設定

Add iSCSI target... ボタンをクリックすると、iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加 ダイアログがダイアログが  表示されます。

図図18.30 iSCSI 検出詳細のダイアログ検出詳細のダイアログ
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図図18.30 iSCSI 検出詳細のダイアログ検出詳細のダイアログ

[D]

インストールに iSCSI ストレージデバイスを使用するには、Anaconda が iSCSI ターゲットとして 検出
し、それにアクセスするための iSCSI セッション を作成できる必要があります。検出、セッションの作
成それぞれで CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol) 認証用のユーザー名とパスワード
が必要になる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、iSCSI ターゲット側で
ターゲットの接続先となるシステムの iSCSI イニシエータを認証するよう設定することもできます (リ
バース CHAP)。CHAP とリバース CHAP を併用する場合は 相互 CHAP または 双方向 CHAP と呼ばれ
ます。相互 CHAP を使用すると、特に CHAP 認証とリバース CHAP 認証でユーザー名やパスワードが
異なる場合などに、iSCSI 接続に対する最大限の安全レベルを確保できます。

注記注記

iSCSI 検出と iSCSI ログインの手順を繰り返して、必要なすべての iSCSI ストレージの追
加を行います。ただし、初回の検出試行後は、iSCSI イニシエーターの名前の変更はでき
ません。iSCSI イニシエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直
す必要があります。

手順手順18.1 iSCSI の検出との検出と iSCSI セッションの開始セッションの開始

iSCSI ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加  ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報を
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iSCSI ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加  ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報を
Anaconda に提供します。

1. ターゲット IP アドレス フィールドに iSCSI ターゲットの IP アドレスを入力しアドレスを入力し ます。

2. iSCSI イニシエーター名 フィールドに iSCSI 修飾名修飾名 (IQN)形式で形式で iSCSI イニシエーターの名前イニシエーターの名前
を指定します。IQN エントリーには次を含めてください。

word . のの 文字列（ピリオドに注意）

日付コード (企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録された年
と月、記述の順序は年を表す 4 桁の数字、ダッシュ記号、月を表す 2 桁の数字、ピリオド
の順で設定。たとえば、2010 年 9 月を 2010-09 と 表します。表します。

企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名 (トップレベルのドメインを
先頭にして逆順で表す。たとえば、storage.example.com のサブドメインは 
com.example.storageと表現します。

コロン (:) と、ドメインまたはサブドメイン内でその iSCSI イニシエーターを固有に識別す
る文字列。例： :diskarrays-sn-a8675309

そのため、完全な IQN は次のようになり ます。ます。iqn.2010-
09.storage.example.com:diskarrays-sn-a8675309anaconda は、設定に役立つように、この
形式で iSCSI Initiator Name フィールドに名前を入力します。

IQN の詳細については、 http://tools.ietf.org/html/rfc3720#section-3.2.6 に記載の『RFC 3720
- Internet Small Computer Systems Interface (iSCSI)』の『3.2.6. iSCSI Names』のセクション
や、http://tools.ietf.org/html/rfc3721#section-1 に記載の『RFC 3721 - Internet Small
Computer Systems Interface (iSCSI) Naming and Discovery』の 『1. iSCSI Names and
Addresses』 のセクションを参照してください。

3. 認証タイプの検出認証タイプの検出 ドロップダウンドロップダウン メニューを使用して、iSCSI 検出に使用する認証タイプを指
定します。以下のタイプが使用できます。

証明書なし

CHAP 秘密鍵

CHAP 秘密鍵とリバースペア

4. 認証タイプに CHAP ペアペア を選択した場合は、CHAP ユーザー名 と CHAP パスワードパスワード 
フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名ターゲットのユーザー名  とパスワードを指定 しし ます。

認証タイプに CHAP ペアとリバースペアペアとリバースペア を選択した場合は、CHAP ユーザー名 と CHAP 
パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名ターゲットのユーザー名  とパスワードを入力します。ま
た、リバース CHAP ユーザー名 と Reverse CHAP パスワードパスワード の各フィールドに、の各フィールドに、iSCSI 
イニシエーターのユーザー名イニシエーターのユーザー名 とパスワードを指定します。
           

5. 必要に応じて、Bind targets to network interfaces というラベルが付いたボックスにチェック
を入れます。

6. Start Discovery ボタンをクリックします。Anaconda は指定した情報に基づいて iSCSI ター
ゲットを検出しようとします。検出に成功すると、ダイアログにターゲット上で検出された全
iSCSI ノードの一覧が表示されます。

7. 各ノードにはチェックボックスが付いています。インストールに使用するノードのチェック
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7. 各ノードにはチェックボックスが付いています。インストールに使用するノードのチェック
ボックスをクリックします。

図図18.31 検出された検出された iSCSI ノードを表示しているダイアログノードを表示しているダイアログ

[D]

8. Node login authentication type メニューは、手順 3 で説明されている Discovery 
Authentication Type メニューと同じオプションを提供します。ただし、認証タイプの検索に
認証情報を必要とした場合、検出したノードへのログインにも同じ認証情報を使用するのが一
般的です。これを行うには、追加の Use the credentials from discovery オプションを使用しま
す。適切な認証情報を指定すると、ログインログイン ボタンが利用可能になります。

9. ログインログイン をクリックして iSCSI セッションを開始します。

18.16.1.2.2. DASD ストレージデバイスストレージデバイス

Installation Destination 画面の Add DASD ボタンをクリックすると、DASD (Direct Access Storage
Device)ストレージデバイスを追加するダイアログが表示されます。このダイアログでは、インストー
ル開始時には検出されなかった新たな DASD をアタッチすることができます。

図図18.32 DASD ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加
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図図18.32 DASD ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加

[D]

DASD ストレージターゲットの追加ストレージターゲットの追加 ダイアログでダイアログで は、0.0.0204 などのデバイス番号を指定するように
求められます。アタッチする DASD のデバイス番号を入力し、検出を開始検出を開始 をクリックします。

指定されたデバイス番号の DASD が見つかり、これがアタッチされていない場合は、ダイアログウィン
ドウが閉じて発見されたドライブが 「ストレージデバイス選択の画面」 のドライブ一覧に表示される
ようになります。ここでは、画面の左側にあるチェックボックスを使用して、どのドライブを利用可能
にするかを選択できます。これを行ったら、左上隅にある Done を押して 「インストール先」 に戻り
ます。画面の ローカルの標準ディスクローカルの標準ディスク セクションで、新しい DASD が選択できるようになります( 
DASD device 0.0.xxxxとマークされます)。

無効なデバイス番号を入力した場合、または指定したデバイス番号の DASD が既にシステムに割り当て
られている場合は、ダイアログウィンドウにエラーメッセージとその理由が表示され、別のデバイス番
号で再試行するように求められます。

18.16.1.2.3. FCP デバイスデバイス

ZFCP LUN を追加を追加 ボタンをクリックすると、ボタンをクリックすると、FCP (Fibre Channel Protocol)ストレージデバイスを追加
するダイアログが表示されます。

FCP デバイスは、IBM Z が DASD デバイスの代わりに、または DASD デバイスに加えて、SCSI デバイ
スを使用できるようにするものです。FCP デバイスは交換ファブリックスイッチを提供し、これにより
IBM Z システムが SCSI LUN を従来の DASD デバイスとして用いる使い方に加えて、ディスクデバイス
として使えるようにします。

IBM Z では、インストールプログラムが FCP LUN をアクティベートするために、いずれの FCP デバイ
スも手動で入力される必要があります。これは、Anaconda で対話的に行うか、パラメーターまたは
CMS 設定ファイル内で一意のパラメーターエントリーとして指定できます。ここで入力される値は、
設定されている各サイトに固有のものとなります。

注記注記

FCP デバイスの対話形式の作成は、グラフィカルモードでのみ可能です。テキストモードのイ
ンストールでは、FCP デバイスを対話形式で設定できません。

16 進法で小文字のみを使用してください。誤った値を入力して 検出を開始検出を開始 ボタンを押すと、
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16 進法で小文字のみを使用してください。誤った値を入力して 検出を開始検出を開始 ボタンを押すと、
インストールプログラムが警告を表示し、設定情報を編集し、検出の試行を再試行できます。

これらの値については、ハードウェアに添付のドキュメントを参照し、このシステムのネット
ワークを設定したシステム管理者に確認してください。

FCP SCSI デバイスを設定するには、16 ビットのデバイス番号、64 ビットの World Wide Port Number
(WWPN)、および、64 ビットの FCP LUN の識別子を入力します。検出を開始検出を開始 ボタンをクリックし
て、この情報を使用して FCP デバイスに接続します。

図図18.33 FCP デバイスの追加デバイスの追加

[D]

新たに追加されたデバイスは、インストール先 画面の System z Devices タブに表示されます。

重要重要

SCSI のみのインストールでは DASD がないことを示すために、DASD= をパラメーター
もしくは CMS 設定ファイルから削除してください。

18.16.1.2.4. FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

FCoE SAN を追加を追加 ボタンをクリックすると、ボタンをクリックすると、FCoE ストレージデバイスを検出するようにネットワー
クインターフェイスを設定するダイアログが表示されます。

まず、NIC ドロップダウンメニューで FCoE スイッチに接続するネットワークインターフェイスを選択
し、FCoE ディスクの追加ディスクの追加 ボタンをクリックしてボタンをクリックして  SAN デバイスのネットワークをスキャンします。

図図18.34 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

284

ld-idm140163051417456.html


図図18.34 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

[D]

追加オプションには、以下のものがあります。

DCB を使用するを使用する

Data Center Bridging (DCB) とは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続の効率
性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ
グのチェックボックスを使って、インストールプログラムによる DCB 認識を有効または無効にしま
す。このオプションは、ネットワークインターフェイスでホストベースの DCBX クライアントを必
要とする場合にのみ有効にします。ハードウェアの DCBX クライアントを実装するインターフェイ
ス上での設定の場合には、このチェックボックスは空のままにしておいてください。

自動自動 vlan の使用の使用

自動 VLAN では、VLAN 検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れると、
リンク設定が検証された後、FIP (FCoE Initiation Protocol) VLAN 検出プロトコルがイーサネットイ
ンタフェースで実行されます。まだ設定が行われていない場合には、検出された FCoE VLAN 全てに
対してネットワークインターフェイスが自動的に作成され、FCoE のインスタンスが VLAN インター
フェイス上に作成されます。このオプションはデフォルトで有効になっています。

検出された FCoE デバイスが、インストール先 画面の 他の他の SAN デバイスデバイス タブに表示されます。

18.17. KDUMP

この画面を使用して、このシステムで Kdump を使用するかどうかを選択します。kdump は、カーネル
クラッシュをダンプするメカニズムで、システムクラッシュが発生した場合は、クラッシュの原因を判
断するのに非常に重要な情報をキャプチャーします。

Kdump を有効にする場合は、一定量のシステムメモリーを予約する必要があります。このため、プロ
セスに利用可能なメモリー容量は少なくなります。

このシステムで Kdump を使用しない場合は、Enable kdump のチェックを外します。それ以外の場合
は、Kdump 用に確保するメモリー容量を設定します。インストーラーで自動的に保持する容量を決定
するか、手動で任意の容量を設定することができます。設定が適切であれば、完了完了 をクリックして設定
を保存し、前の画面に戻ります。

図図18.35 Kdump の有効化と設定の有効化と設定
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図図18.35 Kdump の有効化と設定の有効化と設定

[D]

18.18. インストールの開始

インストールの概要インストールの概要 画面の必要なセクションがすべて完了したら、メニュー画面の下部にある警告が表
示されなくなり、Begin Installation ボタンが利用可能になります。

図図18.36 インストールの準備完了インストールの準備完了
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図図18.36 インストールの準備完了インストールの準備完了

[D]

警告警告

インストールプロセスのこの時点までは、コンピューターに対して永続的となる変
更は行われていません。インストールの 開始開始 をクリックすると、インストールをクリックすると、インストール プ
ログラムがハードドライブの領域を割り当て、Red Hat Enterprise Linux をこの領域
に移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで
は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。

この時点までに行った選択のいずれかを変更するには、Installation Summary 画面の該当セクション
に戻ります。インストールを完全に取り消すには、Quit をクリックするか、コンピューターをオフにし
ます。この時点で電源を切る場合、ほとんどのコンピューターでは電源ボタンを数秒間、押し続けると
電源が切れます。

インストールのカスタマイズが完了し、インストールを続行する場合は、Begin Installation をクリッ
クします。

インストールの開始 を クリックしたら、インストールクリックしたら、インストール プロセスを完了させます。コンピューターの電
源を切ったり、リセットしたり、または停電になったりしてプロセスが中断されると、Red Hat
Enterprise Linux のインストールプロセスをやり直す、または別のオペレーティングシステムをインス
トールするまで、そのコンピューターは使用できなくなります。
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18.19. 設定のメニューと進捗状況の画面

Installation Summary 画面で Begin Installation をクリックすると、進捗画面が表示されます。Red
Hat Enterprise Linux は選択したパッケージをシステムに書き込む時にインストールの進捗を画面上で報
告します。

図図18.37 パッケージのインストールパッケージのインストール

[D]

参考までに、インストールの完全なログは、システムの再起動後に 
/var/log/anaconda/anaconda.packaging.log ファイルで確認できます。

パーティション設定中に 1 つ以上のパーティションを暗号化することを選択すると、インストールプロ
セスの初期に進捗バーを表示するダイアログウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、暗号化
が安全となるように十分なエントロピー (ランダムデータ) をインストーラーが収集していることを知ら
せます。256 ビットのエントロピーが収集されるか 10 分間経過すると、このウィンドウは表示されな
くなります。マウスを動かしたり、キーボードでランダムに入力すると、この収集プロセスが短縮され
ます。ウィンドウが消えるとインストールプロセスが続行されます。

図図18.38 暗号用のエントロピーの収集暗号用のエントロピーの収集

[D]

パッケージのインストール中は、より多くの設定が必要になります。インストールの進捗バーの上に
は、Root Password および User Creation メニュー項目があります。

Root Password 画面では、システムの root アカウントを設定します。このアカウントでは、重要なシ
ステム管理と管理タスクを実行できます。wheel グループメンバーシップを持つユーザーアカウントで
も、同じタスクを実行できます。インストール中にこのようなユーザーアカウントを作成する場合
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は、root パスワードの設定は必須ではありません。

ユーザーアカウントの作成はオプションのため、インストール後に行うことも可能ですが、この画面で
作成しておくことが推奨されます。ユーザーアカウントは通常の業務およびシステムへのアクセスに使
用します。システムへのアクセスは root アカウントではなく、常にユーザーアカウントでアクセスす
ることがベストプラクティスになります。

Root パスワードパスワード または ユーザーの 作成作成 画面へのアクセスを無効にでき画面へのアクセスを無効にでき ます。これを行うに
は、rootpw --lock コマンドまたは user --lock コマンドを含むキックスタートファイルを使用します。
これらのコマンドの詳細は、 「キックスタートのコマンドとオプション」 を参照してください。

18.19.1. Root パスワードの設定

root アカウントとパスワードの設定は、インストールにおける重要なステップです。root アカウント
(スーパーユーザーとも呼ぶ) は、パッケージのインストールや RPM パッケージ更新、ほとんどのシス
テムメンテナーンスの実行に使用されます。root アカウントを使用することにより、システム全体を完
全に制御することができるようになります。このため、root アカウントの使用は システムのメンテシステムのメンテ
ナーンスもしくは管理を行う場合に限るナーンスもしくは管理を行う場合に限る のが最適です。root ユーザーでログインするまたは root ユー
ザーに切り替える方法については、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照してくだ
さい。

図図18.39 Root パスワード画面パスワード画面

[D]

注記注記

インストール済みのシステムへの root 権限を確保するには、少なくとも 1 つの方法( root
アカウントを使用するか、管理者権限（ wheel グループのメンバー)を持つユーザーアカ
ウントを作成するか、またはその両方を設定する必要があります。

Root Password メニュー項目をクリックし、Root Password フィールドに新しいパスワードを入力し
ます。Red Hat Enterprise Linux では、セキュリティー上の理由から文字がアスタリスクで表示されま
す。確認確認 フィールドに同じパスワードを入力して、正しく設定されていることを確認フィールドに同じパスワードを入力して、正しく設定されていることを確認 します。root パ
スワードを設定したら、完了 を クリッククリック して ユーザー設定 画面に戻ります。

強固な root パスワードを作成する際の要件と推奨事項を以下に示します。

最低でも 8 文字の長さが 必要必要 である

数字、文字 (大文字と小文字)、記号を含めることができる

大文字と小文字を区別するため、これらの組み合わせを使用する

覚えやすいが他人からは簡単に推測できないものにする

ユーザーまたはユーザーが属する組織と関連のある単語や略語、数字、また辞書にある単語 (外
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ユーザーまたはユーザーが属する組織と関連のある単語や略語、数字、また辞書にある単語 (外
国語も含む) などは避ける

パスワードは書き留めない (書き留めておく必要がある場合は、安全な所に保管してください)

注記注記

インストール完了後に root パスワードを変更するには、root で passwd コマンドを実行
します。root パスワードを忘れた場合は、 「root パスワードのリセット」 にあるレス
キューモードを使用して新しい設定方法を参照してください。

18.19.2. ユーザーアカウントの作成

インストール時に通常の(root 以外の)ユーザーアカウントを作成するには、進捗画面 でで ユーザー設定ユーザー設定
をクリックします。Create User 画面が表示され、通常のユーザーアカウントを設定し、そのパラメー
ターを設定できるようになります。ユーザーの作成はインストール時に行うことを推奨していますが、
この作業はオプションとなるためインストール完了後に行うこともできます。

注記注記

インストール済みのシステムへの root 権限を確保するには、少なくとも 1 つの方法( root
アカウントを使用するか、管理者権限（ wheel グループのメンバー)を持つユーザーアカ
ウントを作成するか、またはその両方を設定する必要があります。

ユーザー作成画面を入力した後、ユーザーを作成したままにするには、すべてのフィールドを空のまま
にして、Done をクリックします。

図図18.40 ユーザーアカウント設定画面ユーザーアカウント設定画面

[D]

各フィールドにフルネームとユーザー名を入力します。システムのユーザー名は 32 文字以内の長さに
してください。空白を含めることはできません。新しいアカウントにはパスワードを設定することを強
く推奨します。

root 以外のユーザーにも強固なパスワードを設定する場合は「Root パスワードの設定」  に記載のガイ
ドラインに従います。

Advanced ボタンをクリックして、追加設定を含む新しいダイアログを開きます。

図図18.41 高度なユーザー設定高度なユーザー設定
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図図18.41 高度なユーザー設定高度なユーザー設定

[D]

デフォルトでは、各ユーザーにはユーザー名に対応するホームディレクトリーが作成されます。ほとん
どの場合、この設定を変更する必要はありません。

また、手動でチェックボックスを選択すると、新規ユーザーとそのデフォルトグループのシステム ID
番号を指定することができます。一般ユーザー ID の範囲は、1000 から始まります。ダイアログの下部
では、この新規ユーザーが所属することになる追加グループをコンマで区切った一覧形式で入力するこ
とができます。この新規グループがシステム内に作成されます。グループ ID をカスタマイズする場合
は、ID 番号を括弧で囲んで指定します。

注記注記

一般ユーザーとそのデフォルトグループの ID を 1000 ではなく 5000 から始まる範囲に
設定することを検討してください。これは、システムユーザーおよびグループ用に予約
されている範囲 0~999 が今後増え、通常のユーザーの ID と重複する可能性があるためで
す。

キックスタートでカスタム ID を指定してユーザーを作成する場合は、 user （任意） を
参照してください。

インストール後に UID と GID の下限を変更して、選択した UID と GID の範囲がユー
ザー作成時に自動的に適用されるようにする方法は、システム管理者のガイドのユー
ザーとグループの概要の章を参照してください。

ユーザーアカウントをカスタマイズしたら、変更の保存変更の保存 をクリックして ユーザー 設定設定 画面に画面に 戻りま
す。
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18.20. インストールの完了

おめでとうございます。Red Hat Enterprise Linux のインストールが完了しました。

インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。

インストールプログラムは、インストールが完了したシステムで自動的に再起動します。

インストールプログラムは、再起動されない場合には、IPL を行う (起動する) デバイスからの情報を表
示します。シャットダウンオプションを受け入れ、シャットダウン後に、Red Hat Enterprise Linux の 
/boot パーティションがインストールされている DASD または SCSI LUN から IPL を設定します。

18.20.1. z/VM 環境での起動 (IPL)

DASD から起動 (IPL) するには、3270 コンソール上の DASD デバイス 200 などを使用し、次のコマン
ドを実行します。

#cp i 200

自動パーティション設定（すべてのパーティションからデータを消去）が使用される環境では、最初に
アクティブ化された DASD は、通常 /boot パーティションがある場所です。

FCP LUN で /boot を使用すると、IPL に使用する FCP 接続のデバイスに WWPN および LUN を指定す
る必要があります。

FCP 接続のデバイスから起動 (IPL) するには、以下を実行します。

1. FCP 接続のデバイスに FCP ルーティング情報を提供します。たとえ
ば、0x50050763050B073D は WWPN、0x4020400100000000 は FCP LUN です。

#cp set loaddev portname 50050763 050B073D lun 40204001 00000000

2. FCP アダプター( FC00 など)を IPL します。

#cp ipl FC00

注記注記

仮想マシンで実行している Linux を停止せずに 3270 端末から切断するには、#cp logoff
の代わりに #cp disconnect を使用します。通常のログオン手順で仮想マシンを再接続
すると、CP コンソールの機能モード(CP READ)に置かれる可能性があります。その場
合は、仮想マシンの実行を再開するには、BEGIN コマンドを入力します。

18.20.2. LPAR 上での起動 (IPL)

LPAR ベースのインストールの場合、HMC で LPAR にロードコマンドを実行し、特定の DASD、または
/boot パーティションがある FCP アダプター、WWPN、および FCP LUN を指定します。

18.20.3. 再起動後のプロセス

インストールした Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムの自動再起動または手動の IPL
の後に、ssh を使用してシステムにログインできます。root としてログインできる場所は、3270 端末
または /etc/securetty に記載されているその他のターミナルデバイスからのものだけである点に注意し
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てください。

グラフィカル環境で初めて Red Hat Enterprise Linux システムを起動する場合は、初期初期 設定 を使用して
Red Hat Enterprise Linux の設定を確認できます。初期設定初期設定 では、最初に環境を設定して、Red Hat
Enterprise Linux システムをすぐに使い始めることができます。

設定プロセスの詳細は 30章初期設定 (Initial Setup) を参照してください。
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第19章 IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティング
本章では、一般的なインストール関連の問題とその解決法について説明していきます。

デバッグの目的で、Anaconda はインストールアクションを /tmp ディレクトリー内のファイルにログ
記録します。以下の表に各種のログファイルを示します。

表表19.1 インストール中に生成されるログファイルインストール中に生成されるログファイル

ログファイルログファイル 内容内容

/tmp/anaconda.log Anaconda に関する一般的なメッセージ

/tmp/program.log インストール中に実行されたすべての外部プログラム

/tmp/storage.log ストレージモジュールの詳細情報

/tmp/packaging.log yum パッケージおよび rpm パッケージのインストールメッセージ

/tmp/syslog ハードウェア関連のシステムメッセージ

インストールに失敗すると、これらのファイルからのメッセージは /tmp/anaconda-tb-identifier に統
合されます。identifier はランダムな文字列です。

インストールに成功すると、デフォルトでは、これらのファイルは /var/log/anaconda/ ディレクトリー
下のインストール済みシステムにコピーされます。ただし、インストールが失敗した場合、またはイン
ストールシステムの起動時に inst.nosave=all オプションまたは inst.nosave=logs オプションを使用
すると、ログはインストールプログラムの RAM ディスクにのみ存在します。つまり、ファイルは永久
的には保存されず、システムの電源を切ると失われることになります。永続的に保存するには、インス
トールプログラムを実行しているシステムで scp を使用してネットワーク上の別のシステムにこれらの
ファイルをコピーするか、マウントされたストレージデバイス(USB フラッシュドライブなど)にコピー
します。ネットワーク経由でログファイルを転送する方法を以下に示します。

注記注記

以下の手順では、インストールシステムがネットワークにアクセスでき、ターゲットシ
ステムが ssh プロトコルでファイルを受信できるようにする必要があります。

手順手順19.1 ネットワークを介してログファイルを転送するネットワークを介してログファイルを転送する

1. インストールしているシステムでシェルプロンプトにアクセスします。次の手順で行います。

インストールシステムの実行中の tmux セッションで、Ctrlb p と   b n を押すと、それぞ
れ前の端末または次の端末に切り替え、root シェルでターミナルを見つけます。

ssh でインストールシステムに接続します。

いずれの場合も、インストールシステムのシェルを root として使用できます。

2. ログファイルが置かれている /tmp ディレクトリーに移動します。

# cd /tmp
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3. scp コマンドを使用して、ネットワーク上の別のシステムにログファイルをコピーします。

# scp *log user@address:path

user には転送先システムで有効なユーザー名を入力します。address には転送先システムのア
ドレスまたはホスト名を入力します。path にはログファイルを保存するディレクトリーへのパ
スを入力します。たとえば、john として IP アドレスが 192.168.0.122 のシステムにログインし
て、ログファイルをそのシステムの /home/john/logs/ ディレクトリーに置く場合は、以下のよ
うな形式になります。

# scp *log john@192.168.0.122:/home/john/logs/

初めてターゲットシステムに接続する際に、SSH クライアントにより、リモートシステムの
フィンガープリントが正しいことと、継続するかを尋ねられます。

The authenticity of host '192.168.0.122 (192.168.0.122)' can't be established.
ECDSA key fingerprint is a4:60:76:eb:b2:d0:aa:23:af:3d:59:5c:de:bb:c4:42.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

yes と 入力入力 し、Enter を押して続行します。プロンプトに従いパスワードを入力します。転送
先システムの指定ディレクトリーへのファイル転送が開始されます。

これでインストールによるログファイルが完全に転送先システムに保存され、後で確認できるようにな
ります。

19.1. インストール中の問題

19.1.1. ディスクが検出されない

インストール先インストール先 画面では、以下のエラーメッセージが下部に表示されます： No disks detected.コンコン
ピューターをシャットダウンしてから、少なくともひとつのディスクに接続を行ってからインストールピューターをシャットダウンしてから、少なくともひとつのディスクに接続を行ってからインストール
を再開してください。を再開してください。)

このメッセージは通常、DASD (Direct Access Storage Device ) デバイスに問題があることを示します。
このエラーが発生した場合は、DASD=<disks > パラメーターをパラメーターファイルまたは CMS 設定
ファイル( disks はインストール用に予約された DASD の範囲)に追加し、インストールを再度開始しま
す。

また、CMS を使用して DASD をフォーマットするのではなく、Linux root シェル内で dasdfmt コマン
ドを使用して DASD をフォーマットするようにしてください。Anaconda は、まだフォーマットされて
いない DASD デバイスを自動的に検出し、デバイスのフォーマットを行うかどうかを尋ねます。

1 つ以上の iSCSI デバイスにインストールを実行していて、システム上にローカルストレージがない場
合、必要なすべての LUN (論理ユニット番号) が適切な HBA (ホストバスアダプター) に示されているこ
とを確認してください。iSCSI の詳細は、付録B iSCSI ディスク を参照してください。

19.1.2. トレースバックメッセージの報告

グラフィカルインストールプログラムでエラーが発生すると、クラッシュレポートのダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスを使って、発生した問題に関する情報を Red Hat に送信す
ることができます。クラッシュレポートを送信するには、カスタマーポータルの認証情報を入力する必
要があります。カスタマーポータルのアカウントをお持ちでない場合
は、https://www.redhat.com/wapps/ugc/register.html で登録していただくことができます。自動クラッ
シュレポートの機能を利用する場合には、動作しているネットワーク接続も必要になります。
図図19.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス
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図図19.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス

[D]

ダイアログが表示されたら、問題を 報告する場合は報告する場合は バグバグ の報告 を選択するか、Quit を選択してイン
ストールを終了します。

必要に応じて、More Info をクリックして、エラーの原因を特定するのに役立つ詳細な出力を表示しま
す。デバッグに精通している場合は、Debug をクリックします。これにより、仮想ターミナル tty1 が
表示されます。ここでは、バグレポートを強化するより正確な情報をリクエストできます。tty1 からグ
ラフィカルインターフェイスに戻るには、continue コマンドを使用します。

図図19.2 クラッシュレポートのダイアログを展開した例クラッシュレポートのダイアログを展開した例

[D]

カスタマーポータルにバグを報告する場合は、次の手順に従ってください。
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手順手順19.2 Red Hat カスタマーポータルにエラーを報告するカスタマーポータルにエラーを報告する

1. 表示されるメニューで、Report a bug to Red Hat Customer Portal を選択します。

2. Red Hat にバグを報告するには、まずカスタマーポータルの認証情報を入力する必要がありま
す。Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定  をクリックします。

図図19.3 カスタマーポータル認証情報カスタマーポータル認証情報

[D]

3. 新しいウィンドウが開き、カスタマーポータルのユーザー名とパスワードの入力が求められま
す。Red Hat カスタマーポータル認証情報を入力してください。

図図19.4 Red Hat カスタマーサポートの設定カスタマーサポートの設定

[D]

ネットワーク設定で HTTP または HTTPS プロキシーを使用する必要がある場合
は、Advanced メニューを展開し、プロキシーサーバーのアドレスを入力して設定できます。

必要な認証情報をすべて入力したら、OK をクリックして続行します。
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4. テキストフィールドがある新しいウィンドウが表示されます。ここに関連情報やコメントを入
力します。クラッシュレポートのダイアログが表示されるまでに行った動作を一つずつ入力
し、どのようにしたらエラーが再現できるかを説明してください。できるだけ具体的に、デ
バッグを行った場合はそのときに得られた情報も入力してください。ここに入力された情報は
カスタマーポータルで公開される可能性があるので注意してください。

エラーの原因が分からない場合は、ダイアログの下部にある I don't know this issue のラベルのラベル
が付いたが付いた ボックスにチェックを入れてください。

次に、Forward をクリックします。

図図19.5 問題の詳細を入力する問題の詳細を入力する

[D]

5. 次に、カスタマーポータルに送信する情報を再確認します。指定した説明は comment タブに
あります。他のタブには、システムのホスト名やインストール環境に関する詳細などが含まれ
ています。Red Hat に送信したくない情報は削除することができます。ただし、報告していた
だく内容が限られると、問題の調査に影響するため注意してください。

送信する情報の確認が終了したら Forward をクリックします。

図図19.6 送信データの再確認送信データの再確認
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図図19.6 送信データの再確認送信データの再確認

[D]

6. 添付ファイルとしてバグ報告に含ませて送信するファイルの一覧を確認します。このファイル
には調査に役立つシステム関連情報が含まれています。特定のファイルを送信したくない場合
は、そのファイルの横にあるボックスのチェックマークを外します。問題を見つけるのに役立
つ追加のファイルを指定するには、Attach a file をクリックします。

送信するファイルを確認したら、I have review the data and agree with submitting it という
ラベルが付いたボックスにチェックを入れます。Forward をクリックして、レポートと添付
ファイルをカスタマーポータルに送信します。

図図19.7 送信ファイルの再確認送信ファイルの再確認
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図図19.7 送信ファイルの再確認送信ファイルの再確認

[D]

7. ダイアログが処理が完了したと報告されたら、Show log をクリックしてレポートプロセスの
詳細を表示するか、Close をクリックして最初のクラッシュレポートダイアログボックスに戻
ります。Quit をクリックしてインストールを終了します。

19.1.3. プレインストールログファイルの作成

インストール問題をデバッグするには、インストール前に inst.debug オプションを設定して環境から
ログファイルを作成することができます。これらのログファイルには、現行のストレージ設定などが含
まれます。

Red Hat Enterprise Linux インストール起動メニューでオプションを設定するには、以下を実行します。

1. Install Red Hat Enterprise Linux 7.3 エントリーを選択します。

2. Tab キーを押して、起動オプションを編集します。

3. オプションに inst.debug を追加します。以下に例を示します。

> vmlinuz ... inst.debug

詳細は23章起動オプションを参照してください。

4. Enter を押して設定を開始します。

システムは、Anaconda が起動する前に、プレインストールのログファイルを /tmp/pre-anaconda-
logs/ ディレクトリーに保存します。このログファイルにアクセスするには、以下を実行します。

1. コンソールに切り替えます。「コンソールへのアクセス」 を参照してください。

2. /tmp/pre-anaconda-logs/ ディレクトリーに移動します。
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# cd /tmp/pre-anaconda-logs/

19.2. インストール後の問題

19.2.1. リモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

X Window System をインストールし、グラフィカルログインマネージャーを使用して Red Hat
Enterprise Linux システムにログインする場合は、XDMCP ( X Display Manager Control Protocol  )を有効
にします。このプロトコルにより、ユーザーはネットワーク接続したワークステーションや X11 ターミ
ナルなどの X 互換クライアントからデスクトップ環境にリモートでログインできるようになります。以
下の手順に従うと、XDMCP を有効にできます。

手順手順19.3 IBM Z 上で上で XDMCP を有効にするを有効にする

1. vi や nano などのプレーンテキストエディターで /etc/gdm/custom.conf 設定ファイルを開き
ます。

2. custom.conf ファイルで、[xdmcp] で始まるセクションを見つけます。このセクションに、以
下の行を追加します。

Enable=true

3. ファイルを保存して、テキストエディターを終了します。

4. X Window System を再起動します。これを行うには、システム全体を再起動するか、root で
以下のコマンドを使用して GNOME Display Manager を再起動します。

# systemctl restart gdm.service

再度ログインプロンプトが表示されるのを待ち、通常のユーザー名とパスワードを使ってログ
インします。

これで IBM Z サーバーが XDMCP 用に設定されました。クライアントワークステーションで X コマン
ドを使用してリモート X セッションを開始することで、別のワークステーション（クライアント）から
接続できます。以下に例を示します。

$ X :1 -query address

address は、リモート X11 サーバーのホスト名で置き換えます。このコマンドは、XDMCP を使用してリ
モート X11 サーバーに接続し、X11 サーバーシステムのディスプレイ :1 にリモートグラフィカルログイ
ン画面を表示します（通常は Ctrl-Alt-F8を押してアクセスできます）。

nested X11 サーバーを使用してリモートデスクトップセッションにアクセスすることもできます。これ
により、リモートデスクトップが現在の X11 セッションの画面として開きます。Xnest を使用すると、
ユーザーはローカルの X11 セッション内にネストされたリモートデスクトップを開くことができます。
たとえば、以下のコマンドを使用して Xnest を実行します。address は、リモート X11 サーバーのホス
ト名に置き換えます。

$ Xnest :1 -query address

XDMCP の詳細は、X Window System のドキュメント（）
http://www.x.org/releases/X11R7.6/doc/libXdmcp/xdmcp.html を参照してください。
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19.2.2. signal 11 エラーが表示される

セグメンテーション違反 と呼ばれる signal 11 エラーとは、割り当てられていないメモリーにプログラム
がアクセスを行ったという意味です。インストールされているソフトウェアプログラムのいずれかにバ
グがあったり、ハードウェアに障害があると signal 11 エラーが発生する場合があります。

インストール時に致命的なシグナル 11 エラーが発生した場合は、最初に最新のインストールイメージを
使用していることを確認し、Anaconda に検証して、それらが破損していないことを確認します。
signal 11 エラーの原因として不良インストールメディア (書き込みが不適切だったり、傷が付いている光
学ディスクなど) がよく見られます。インストールを行う前には、必ずインストールメディアの整合性
を確認することが推奨されます。

最新のインストールメディアを取得する方法は、2章Red Hat Enterprise Linux のダウンロード  を参照し
てください。インストールを開始する前にメディアチェックを実行するには、起動メニューに 
rd.live.check 起動オプションを追加します。詳細は 「起動メディアの検証」 を参照してください。

これ以外に考えられる原因は、本書では扱いません。詳細は、ハードウェアの製造元のドキュメントを
参照してください。
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第20章 IBM Z インスタンスでのインストール済み LINUX の設定
IBM Z 上の Linux に関する詳細情報は、22章IBM Z に関する参考文献に一覧表示されている資料を参照
してください。一般的なタスクの一部がここで説明されています。

20.1. DASD の追加

DASD (ダイレクトアクセスストレージデバイス) は、IBM Z で一般的に使用されるタイプのストレージ
です。このストレージデバイスの使用方法については、IBM Knowledge Center (http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/linuxonibm/com.ibm.linux.z.lgdd/lgdd_t_dasd_wrk.html) を参照し
てください。

DASD をオンラインに設定してフォーマットし、変更を永続化する方法の例を以下に示します。

注記注記

z/VM 環境下で実行する場合は、デバイスが Linux システムに接続またはリンクされてい
ることを確認してください。

CP ATTACH EB1C TO *

アクセス可能なミニディスクをリンクするには、以下のようなコマンドを実行します。

CP LINK RHEL7X 4B2E 4B2E MR
DASD 4B2E LINKED R/W

上記のコマンドについての詳細は『z/VM: CP Commands and Utilities Reference, SC24-
6175』を参照してください。

20.1.1. DASD のオンラインでの動的な設定

DASD をオンラインで設定するには、次の手順に従います。

1. cio_ignore ユーティリティーを使用して、無視するデバイスの一覧から DASD を削除し、
Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r device_number

device_number は DASD のデバイス番号で置き換えます。以下に例を示します。

# cio_ignore -r 4b2e

2. デバイスをオンラインに設定します。コマンドを次の形式で使用します。

# chccwdev -e device_number

device_number は DASD のデバイス番号で置き換えます。以下に例を示します。

# chccwdev -e 4b2e

または、sysfs 属性を使用してデバイスをオンラインに設定できます。
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1. cd コマンドを使用して、そのボリュームを表す /sys/ ディレクトリーに移動します。

# cd /sys/bus/ccw/drivers/dasd-eckd/0.0.4b2e/
# ls -l
total 0
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 availability
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 cmb_enable
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 cutype
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 detach_state
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 devtype
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 discipline
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 online
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 readonly
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 use_diag

2. デバイスがすでにオンラインになっているかを確認します。

# cat online
0

3. オンラインになっていない場合は、次のコマンドを実行してオンラインにします。

# echo 1 > online
# cat online
1

3. どのブロック devnode にアクセスしているかを確認します。

# ls -l
total 0
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 availability
lrwxrwxrwx  1 root root    0 Aug 25 17:07 block -> ../../../../block/dasdb
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 cmb_enable
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 cutype
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 detach_state
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 devtype
-r--r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 discipline
-rw-r--r--  1 root root    0 Aug 25 17:04 online
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 readonly
-rw-r--r--  1 root root 4096 Aug 25 17:04 use_diag

この例では、 /dev/dasdb としてデバイス 4B2E にアクセスしてます。

この命令では、現行セッションに DASD オンラインを設定しましたが、システムが再起動すると元に戻
ります。DASD オンラインを永続的に設定する場合は 「DASD のオンラインでの永続的な設定」  を参
照してください。DASD を使用する場合は、/dev/disk/by-path/ の下にある永続的なデバイスのシンボ
リックリンクを使用します。ストレージデバイスを連続的に参照する別の方法については、『Red Hat
Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイド』の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照して
ください。

20.1.2. 低レベルフォーマットによる新規 DASD の準備

ディスクがオンラインになったら、/root ディレクトリーに戻り、デバイスをローレベルフォーマット
します。DASD の有効期間中に必要なローレベルフォーマットは、この 1 回のみです。
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# cd /root
# dasdfmt -b 4096 -d cdl -p /dev/disk/by-path/ccw-0.0.4b2e
Drive Geometry: 10017 Cylinders * 15 Heads =  150255 Tracks

I am going to format the device /dev/disk/by-path/ccw-0.0.4b2e in the following way:
Device number of device : 0x4b2e
Labelling device        : yes
Disk label              : VOL1
Disk identifier         : 0X4B2E
Extent start (trk no)   : 0
Extent end (trk no)     : 150254
Compatible Disk Layout  : yes
Blocksize               : 4096

--->> ATTENTION! <<---
All data of that device will be lost.
Type "yes" to continue, no will leave the disk untouched: yes
cyl    97 of  3338 |#----------------------------------------------|   2%

進捗バーが最後まで到達し、フォーマットが完了すると、dasdfmt は以下の出力を出力します。

Rereading the partition table...
Exiting...

ここで、fdasd を使用して DASD にパーティションを設定します。DASD には最大 3 つの パーティショ
ンを作成できます。この例では、ディスク全体にまたがるパーティションを 1 つ作成します。

# fdasd -a /dev/disk/by-path/ccw-0.0.4b2e
auto-creating one partition for the whole disk...
writing volume label...
writing VTOC...
checking !
wrote NATIVE!
rereading partition table...

(ローレベルフォーマットを行った) DASD をオンラインにすると、Linux 環境下の他のディスクと同様
に使用できます。たとえば、/dev/disk/by-path/ccw-0.0.4b2e-part1 などのパーティションにファイル
システム、LVM 物理ボリューム、またはスワップ領域を作成できます。dasdfmt コマンドおよび 
fdasd コマンド以外には、絶対に DASD デバイス全体( dev/dasdb)を使用しないでください。DASD 全
体を使用する場合は、上記の fdasd の例のように、ドライブ全体にまたがるパーティションを 1 つ作成
します。

たとえば、/etc/fstab の既存のディスクエントリーを破損せずにディスクを後で追加するに
は、/dev/disk/by-path/ の下にある永続的なデバイスのシンボリックリンクを使用します。

20.1.3. DASD のオンラインでの永続的な設定

上記の手順では、実行中のシステムで DASD を動的にアクティベートする手順を説明しています。しか
し、そのような変更は永続的ではなく再起動後には維持されません。Linux システム内で DASD 設定の
変更を永続的にするには、DASD がルートファイルシステムに属するかどうかによります。root ファイ
ルシステムに必要な DASD は、ブートプロセスの初期段階で initramfs でアクティベートして、root
ファイルシステムをマウントできるようにする必要があります。

cio_ignore コマンドは、永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視リストからデ
バイスを手動で解放する必要はありません。
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20.1.3.1. ルートファイルシステムの一部であるルートファイルシステムの一部である DASD

ルートファイルシステムの一部である DASD を追加するために必要な唯一のファイルは /etc/zipl.conf
です。次に、zipl ブートローダーツールを実行します。initramfs を再作成する必要はありません。

起動プロセスの早い段階で DASD をアクティベートする起動オプションである rd.dasd= があります。
このオプションは、DASD (Direct Access Storage Device) アダプターデバイスバス識別子を取ります。
複数の DASD の場合は、パラメーターを複数回指定するか、バス ID のコンマ区切りリストを使用しま
す。DASD の範囲を指定するには、最初と最後のバス ID を指定します。

以下は、LVM ボリュームグループ vg_devel1 用に 2 つの DASD のパーティションにある物理ボリュー
ムを使用するシステム用の zipl.conf の例です。これには、root ファイルシステムの論理ボリューム 
lv_root が含まれています。

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/

[linux]
image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el7.s390x
ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el7.s390x.img
parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd.dasd=0.0.0200,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 
rd.dasd=0.0.0207,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0  rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root 
rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 SYSFONT=latarcyrheb-sun16 
KEYTABLE=us cio_ignore=all,!condev"

デバイスバス ID 0.0.202b の 3 番目の DASD のパーティションに、物理ボリュームをもう 1 つ追加する
とします。これを行うには、rd.dasd=0.0.202b を zipl.conf のブートカーネルのパラメーター行に追加
します。

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/

[linux]
image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el7.s390x
ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el7.s390x.img
parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd.dasd=0.0.0200,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 
rd.dasd=0.0.0207,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 rd.dasd=0.0.202b  
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!condev"

警告警告

/etc/zipl.conf のカーネルコマンドラインの長さが 896 バイトを超えないようにし
てください。これを超えてしまうとブートローダーを保存できず、インストールに
失敗します。
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zipl を実行して、次回の IPL に /etc/zipl.conf の変更を適用します。

# zipl -V
Using config file '/etc/zipl.conf'
Target device information
Device..........................: 5e:00
Partition.......................: 5e:01
Device name.....................: dasda
DASD device number..............: 0201
Type............................: disk partition
Disk layout.....................: ECKD/compatible disk layout
Geometry - heads................: 15
Geometry - sectors..............: 12
Geometry - cylinders............: 3308
Geometry - start................: 24
File system block size..........: 4096
Physical block size.............: 4096
Device size in physical blocks..: 595416
Building bootmap in '/boot/'
Building menu 'rh-automatic-menu'
Adding #1: IPL section 'linux' (default)
kernel image......: /boot/vmlinuz-2.6.32-19.el7.s390x
kernel parmline...: 'root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd.dasd=0.0.0200,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 
rd.dasd=0.0.0207,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 rd.dasd=0.0.202b 
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!condev'
initial ramdisk...: /boot/initramfs-2.6.32-19.el7.s390x.img
component address:
kernel image....: 0x00010000-0x00a70fff
parmline........: 0x00001000-0x00001fff
initial ramdisk.: 0x02000000-0x022d2fff
internal loader.: 0x0000a000-0x0000afff
Preparing boot device: dasda (0201).
Preparing boot menu
Interactive prompt......: enabled
Menu timeout............: 15 seconds
Default configuration...: 'linux'
Syncing disks...
Done.

20.1.3.2. ルートファイルシステムの一部ではないルートファイルシステムの一部ではない DASD

ルートファイルシステムの一部ではない DASD ( データディスク )は、/etc/dasd.conf ファイルで永続
的に設定されます。このファイルでは各行に 1 つの DASD が含まれています。各行は DASD のデバイス
バス ID で始まります。オプションとして各行は、空白またはタブ文字区切りでオプションを続けられ
ます。オプションは、キーと値が等号 (＝) で分けられたキーと値ペアで設定されています。

このキーは、DASD が持つことができる有効な sysfs 属性に対応します。値はキーの sysfs 属性に書き
込まれます。DASD がシステムに追加されると、/etc/dasd.conf 内のエントリーが udev によってアク
ティベートされ、設定されます。起動時に、システムに表示されるすべての DASD が追加され、udev
が発生します。

/etc/dasd.conf のコンテンツの例：

第第20章章 IBM Z インスタンスでのインストール済みインスタンスでのインストール済み LINUX の設定の設定

307



0.0.0207
0.0.0200 use_diag=1 readonly=1

/etc/dasd.conf の変更は、システムの再起動後か、システムの I/O 設定を変更して新規の DASD を動的
に追加（つまり、DASD は z/VM の下に接続）しないと有効になりません。または、/etc/dasd.conf
で、アクティブでなかった DASD に対して、以下のコマンドを実行して、新しいエントリーをアクティ
ベートできます。

1. cio_ignore ユーティリティーを使用して、無視するデバイスの一覧から DASD を削除し、
Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r device_number

以下に例を示します。

# cio_ignore -r 021a

2. デバイスの uevent 属性に書き込むことにより、アクティベーションをトリガーします。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/device-bus-ID/uevent

以下に例を示します。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.021a/uevent

20.2. FCP 接続の LUN (論理 ユニット) の追加

FCP LUN の追加方法の例を以下に示します。

注記注記

z/VM 下で実行している場合は、FCP アダプターが z/VM ゲストの仮想マシンに接続され
ていることを確認してください。実稼働環境でのマルチパス設定には、2 つの異なる物
理アダプター (CHPID) 上に少なくとも 2 つの FCP デバイスを配置することになりま
す。以下に例を示します。

CP ATTACH FC00 TO *
CP ATTACH FCD0 TO *

20.2.1. FCP LUN の動的なアクティベート

LUN をアクティベートするには以下の手順に従います。

1. cio_ignore ユーティリティーを使用して、無視するデバイスの一覧から FCP アダプターを削
除し、Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r device_number

device_number は、FCP アダプターのデバイス番号に置き換えます。以下に例を示します。

2. 以下のコマンドを使用して FCP アダプターデバイスをオンラインにします。
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# chccwdev -e fc00

3. zfcp デバイスドライバーの自動ポートスキャンで必要な WWPN が検出されたこと確認しま
す。

# ls -l /sys/bus/ccw/drivers/zfcp/0.0.fc00/
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x500507630040710b
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x50050763050b073d
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x500507630e060521
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x500507630e860521
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 availability
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 card_version
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 cmb_enable
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 cutype
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 devtype
lrwxrwxrwx.  1 root root    0 Apr 28 18:17 driver ->  ../../../../bus/ccw/drivers/zfcp
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 failed
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 hardware_version
drwxr-xr-x. 35 root root    0 Apr 28 18:17 host0
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 in_recovery
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 lic_version
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 modalias
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 online
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 peer_d_id
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 peer_wwnn
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 peer_wwpn
--w-------.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 port_remove
--w-------.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 port_rescan
drwxr-xr-x.  2 root root    0 Apr 28 18:19 power
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 status
lrwxrwxrwx.  1 root root    0 Apr 28 18:17 subsystem ->  ../../../../bus/ccw
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 uevent

4. LUN へのアクセスに使用するポート (WWPN) に FCP LUN を追加して FCP LUN をアクティ
ベートします。

# echo 0x4020400100000000 > 
/sys/bus/ccw/drivers/zfcp/0.0.fc00/0x50050763050b073d/unit_add

5. 割り当て済みの SCSI デバイス名を見つけます。

# lszfcp -DV
/sys/devices/css0/0.0.0015/0.0.fc00/0x50050763050b073d/0x4020400100000000
/sys/bus/ccw/drivers/zfcp/0.0.fc00/host0/rport-0:0-21/target0:0:21/0:0:21:1089355792

20.2.2. FCP LUN の永続的なアクティベート

上記では、実行中のシステムで FCP LUN を動的にアクティベートする手順を説明しています。しか
し、そのような変更は永続的ではなく再起動後には維持されません。Linux システムにおいて FCP 設定
の変更を永続化する方法は、FCP LUN がルートファイルシステムに属しているかどうかによって異な
ります。root ファイルシステムに必要なものは、ブートプロセスの初期段階で initramfs でアクティ
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ベートして、root ファイルシステムをマウントできるようにする必要があります。cio_ignore コマン
ドは、永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視リストからデバイスを手動で解放
する必要はありません。

20.2.2.1. ルートファイルシステムの一部であるルートファイルシステムの一部である FCP LUN

ルートファイルシステムの一部である FCP LUN を追加するために必要な唯一のファイル
は、/etc/zipl.conf の後に zipl ブートローダーツールを実行します。initramfs を再作成する必要はあり
ません。

Red Hat Enterprise Linux には、起動プロセスの早い段階で FCP LUN をアクティブにするパラメーター
である rd.zfcp= があります。この値は、デバイスバス ID を含むコンマ区切りのリスト、 0x で始まる
16 桁の 16 進数の WWPN、および 0x で始まり 16 桁の 16 桁の数字の右側にゼロを入れた FCP LUN で
す。

次の zipl.conf の例は、LVM ボリュームグループ vg_devel1 用に 2 つの FCP LUN のパーティションに
ある物理ボリュームを使用するシステム用で、root ファイルシステム用の論理ボリューム lv_root が含
まれています。分かりやすくするため、この例ではマルチパスなしの設定となっています。

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/

[linux]
image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el7.s390x
ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el7.s390x.img
parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a000000000
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a100000000
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!condev"

デバイスバス ID が 0.0.fc00、WWPN 0x5105074308c212e9、および FCP LUN
0x401040a300000000 の 3 番目の FCP LUN のパーティションに別の物理ボリュームを追加するに
は、rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a300000000 を zipl.conf のブートカーネルのパ
ラメーター行に追加します。以下に例を示します。

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/

[linux]
image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el7.s390x
ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el7.s390x.img
parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a000000000
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a100000000
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a300000000
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!condev"
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警告警告

/etc/zipl.conf のカーネルコマンドラインの長さが 896 バイトを超えないようにし
てください。これを超えてしまうとブートローダーを保存できず、インストールに
失敗します。

zipl を実行して、次回の IPL に /etc/zipl.conf の変更を適用します。

# zipl -V
Using config file '/etc/zipl.conf'
Target device information
Device..........................: 08:00
Partition.......................: 08:01
Device name.....................: sda
Device driver name..............: sd
Type............................: disk partition
Disk layout.....................: SCSI disk layout
Geometry - start................: 2048
File system block size..........: 4096
Physical block size.............: 512
Device size in physical blocks..: 10074112
Building bootmap in '/boot/'
Building menu 'rh-automatic-menu'
Adding #1: IPL section 'linux' (default)
kernel image......: /boot/vmlinuz-2.6.32-19.el7.s390x
kernel parmline...: 'root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a000000000 
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a100000000 
rd.zfcp=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a300000000 rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root 
rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 SYSFONT=latarcyrheb-sun16 
KEYTABLE=us cio_ignore=all,!condev'
initial ramdisk...: /boot/initramfs-2.6.32-19.el7.s390x.img
component address:
kernel image....: 0x00010000-0x007a21ff
parmline........: 0x00001000-0x000011ff
initial ramdisk.: 0x02000000-0x028f63ff
internal loader.: 0x0000a000-0x0000a3ff
Preparing boot device: sda.
Detected SCSI PCBIOS disk layout.
Writing SCSI master boot record.
Syncing disks...
Done.

20.2.2.2. ルートファイルシステムの一部ではないルートファイルシステムの一部ではない FCP LUN

データディスクなど、root ファイルシステムの一部ではない FCP LUN は、/etc/zfcp.conf ファイルで
永続的に設定されます。このファイルの各行には FCP LUN が含まれています。各行には、FCP アダプ
ターのデバイスバス ID、0x で始まる 16 桁の 16 桁の数字の WWPN、および 0x で始まり 16 桁の 16 桁
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の数字の右側にゼロが付く FCP LUN が、スペースまたはタブで区切られます。FCP アダプターがシス
テムに追加されると、/etc/zfcp.conf 内のエントリーが udev によってアクティベートされ、設定されま
す。起動時に、システムに表示される FCP アダプターがすべて追加され、udev がトリガーされます。

/etc/zfcp.conf のコンテンツの例：

0.0.fc00 0x5105074308c212e9 0x401040a000000000
0.0.fc00 0x5105074308c212e9 0x401040a100000000
0.0.fc00 0x5105074308c212e9 0x401040a300000000
0.0.fcd0 0x5105074308c2aee9 0x401040a000000000
0.0.fcd0 0x5105074308c2aee9 0x401040a100000000
0.0.fcd0 0x5105074308c2aee9 0x401040a300000000

/etc/zfcp.conf の変更は、システムの再起動後か、システムの I/O 設定を変更して新規の FCP チャネル
を動的に追加（たとえば、チャネルが z/VM の下に接続）された後にのみ有効になります。また
は、/etc/zfcp.conf で、アクティブでなかった FCP アダプター用に、以下のコマンドを実行して、新し
いエントリーをアクティベートできます。

1. cio_ignore ユーティリティーを使用して、無視するデバイスの一覧から FCP アダプターを削
除し、Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r device_number

device_number は、FCP アダプターのデバイス番号に置き換えます。以下に例を示します。

# cio_ignore -r fcfc

2. 次に変更をアクティベートする uevent を開始します。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/device-bus-ID/uevent

以下に例を示します。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.fcfc/uevent

20.3. ネットワークデバイスの追加

ネットワークデバイスドライバーモジュールは、udev により自動的に読み込まれます。

ネットワークインターフェイスは、動的または永続的に IBM Z 上で追加できます。

動的に追加する方法

1. デバイスドライバーを読み込みます。

2. 無視するデバイスの一覧からネットワークデバイスを削除します。

3. グループデバイスを作成します。

4. デバイスを設定します。

5. デバイスをオンラインに設定します。

永続的に追加する方法
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1. 設定スクリプトを作成します。

2. インターフェイスをアクティベートします。

以下のセクションでは、各 IBM Z ネットワークデバイスドライバーのタスクごとに基本情報を説明しま
す。「qeth デバイスの追加」 では、qeth デバイスを Red Hat Enterprise Linux の既存のインスタンスに
追加する方法を説明しています。「LCS デバイスの追加」 では、lcs デバイスを Red Hat Enterprise
Linux の既存のインスタンスに追加する方法を説明しています。

20.3.1. qeth デバイスの追加

qeth ネットワークデバイスドライバーは、IBM Z の OSA-Express 機能を QDIO モード、
HiperSockets、z/VM ゲスト LAN、および z/VM VSWITCH でサポートします。

qeth デバイスドライバーは、イーサネットおよび Hipersockets デバイスに同じインターフェイス名( 
enccwbus_ID )を割り当てます。バス ID は、チャネルサブシステム ID、サブチャンネルセット ID、お
よびデバイス番号（例： enccw0.0.0a00 ）で設定されています。

20.3.1.1. qeth デバイスの動的な追加デバイスの動的な追加

qeth デバイスを動的に追加するには、以下の手順に従います。

1. qeth デバイスドライバーモジュールが読み込まれているかどうかを確認します。以下の例は、
ロードされた qeth モジュールを示しています。

# lsmod | grep qeth
           qeth_l3                  127056  9
           qeth_l2                   73008  3
           ipv6                  492872  155ip6t_REJECT,nf_conntrack_ipv6,qeth_l3
           qeth                  115808  2 qeth_l3,qeth_l2
           qdio                   68240  1 qeth
           ccwgroup               12112  2 qeth

lsmod コマンドの出力で qeth モジュールが読み込まれていないことを示す場合
は、modprobe コマンドを実行してそれらを読み込みます。

# modprobe qeth

2. cio_ignore ユーティリティーを使用して無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルを
削除し、Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id

read_device_bus_id と write_device_bus_id、data_device_bus_id は、ネットワークデバイスを表
す 3 つのデバイスバス ID で置き換えます。たとえば、read_device_bus_id が 0.0.f500 の場
合、write_device_bus_id は 0.0.f501 で、data_device_bus_id は 0.0.f502 になります。

# cio_ignore -r 0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502

3. znetconf ユーティリティーを使用して、ネットワークデバイスの候補設定を識別し、一覧表示
します。

# znetconf -u
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Scanning for network devices...
Device IDs                 Type    Card Type      CHPID Drv.
------------------------------------------------------------
0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502 1731/01 OSA (QDIO)        00 qeth
0.0.f503,0.0.f504,0.0.f505 1731/01 OSA (QDIO)        01 qeth
0.0.0400,0.0.0401,0.0.0402 1731/05 HiperSockets      02 qeth

4. 使用する設定を選択し、znetconf を使用して設定を適用し、設定したグループデバイスをネッ
トワークデバイスとしてオンラインにします。

# znetconf -a f500
Scanning for network devices...
Successfully configured device 0.0.f500 (enccw0.0.f500)

5. 必要に応じて、オンラインに設定する前に、グループデバイスに設定されている引数を渡すこ
ともできます。

# znetconf -a f500 -o portname=myname
Scanning for network devices...
Successfully configured device 0.0.f500 (enccw0.0.f500)

これで、enccw0.0.f500 ネットワークインターフェイスの設定を継続できます。

または、sysfs 属性を使用して、以下のようにデバイスをオンラインに設定できます。

1. qeth グループデバイスを作成します。

# echo read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id > 
/sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/group

以下に例を示します。

# echo 0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502 > /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/group

2. 次に、読み込みチャネルを探して、qeth グループデバイスが正しく作成されていることを確認
します。

# ls /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500

必要なシステムや機能を設定する方法により、オプションで追加のパラメーターや機能を設定
できます。以下に例を示します。

portno

layer2

portname

3. オンライン sysfs 属性に 1 を書き込んでデバイスをオンラインにします。

# echo 1 > /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500/online

4. 次に、デバイスの状態を確認します。
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# cat /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500/online
           1

戻り値が 1 の場合は、デバイスがオンラインであることを示します。戻り値 0 はデバイスがオ
フラインであることを示します。

5. デバイスに割り当てられたインターフェイス名を見つけます。

# cat /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500/if_name
enccw0.0.f500

これで、enccw0.0.f500 ネットワークインターフェイスの設定を継続できます。

s390utils パッケージの以下のコマンドは、qeth デバイスの最も重要な設定を表示します。

# lsqeth enccw0.0.f500
Device name                     : enccw0.0.f500
-------------------------------------------------
card_type               : OSD_1000
cdev0                   : 0.0.f500
cdev1                   : 0.0.f501
cdev2                   : 0.0.f502
chpid                   : 76
online                  : 1
portname                : OSAPORT
portno                  : 0
state                   : UP (LAN ONLINE)
priority_queueing       : always queue 0
buffer_count            : 16
layer2                  : 1
isolation               : none

20.3.1.2. qeth デバイスの動的な削除デバイスの動的な削除

qeth デバイスを削除するには、znetconf ユーティリティーを使用します。以下に例を示します。

1. znetconf ユーティリティーを使用して、設定されたすべてのネットワークデバイスを表示しま
す。

# znetconf -c
Device IDs                 Type    Card Type      CHPID Drv. Name         State
--------------------------------------------------------------------------------------
0.0.8036,0.0.8037,0.0.8038 1731/05 HiperSockets      FB qeth hsi1         online
0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2 1731/01 OSD_1000          76 qeth enccw0.0.09a0      online
0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502 1731/01 GuestLAN QDIO     00 qeth enccw0.0.f500      online

2. 削除するネットワークデバイスを選択し、znetconf を実行してデバイスをオフラインに設定
し、ccw> グループデバイスのグループ化を解除します。

# znetconf -r f500
Remove network device 0.0.f500 (0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502)?
Warning: this may affect network connectivity!
Do you want to continue (y/n)?y
Successfully removed device 0.0.f500 (enccw0.0.f500)
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3. 削除の完了を確認します。

# znetconf -c
Device IDs                 Type    Card Type      CHPID Drv. Name         State
--------------------------------------------------------------------------------------
0.0.8036,0.0.8037,0.0.8038 1731/05 HiperSockets      FB qeth hsi1         online
0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2 1731/01 OSD_1000          76 qeth enccw0.0.09a0      online

20.3.1.3. qeth デバイスの永続的な追加デバイスの永続的な追加

新しい qeth デバイスを永続化するには、新しいインターフェイス用の設定ファイルを作成する必要が
あります。ネットワークインターフェイス設定ファイルは /etc/sysconfig/network-scripts/ ディレクト
リーに配置されます。

ネットワーク設定ファイルは、命名規則の ifcfg-device を使用します。device は、先に作成した qeth
グループデバイスの if_name ファイルで見つかった値（例： enccw0.0.09a0 ）です。cio_ignore コマ
ンドは、永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視リストからデバイスを手動で解
放する必要はありません。

同じタイプの別のデバイスの設定ファイルがすでにある場合は、それを新しい名前にコピーしてから編
集するのが一番簡単な方法です。

# cd /etc/sysconfig/network-scripts
# cp ifcfg-enccw0.0.09a0 ifcfg-enccw0.0.0600

ネットワークデバイスの ID を確認するには、lsqeth ユーティリティーを使用します。

# lsqeth -p
devices                    CHPID interface        cardtype       port chksum prio-q'ing rtr4 rtr6 lay'2 cnt
-------------------------- ----- ---------------- -------------- ---- ------ ---------- ---- ---- ----- -----
0.0.09a0/0.0.09a1/0.0.09a2 x00   enccw0.0.09a0    Virt.NIC QDIO  0    sw     always_q_2 n/a  n/a  1     
64
0.0.0600/0.0.0601/0.0.0602 x00   enccw0.0.0600    Virt.NIC QDIO  0    sw     always_q_2 n/a  n/a  1     
64

同様のデバイスをこれまでに定義していない場合は、新規のファイルを作成する必要があります。以下
の /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-0.0.09a0 の例をテンプレートとして使用します。

# IBM QETH
DEVICE=enccw0.0.09a0
BOOTPROTO=static
IPADDR=10.12.20.136
NETMASK=255.255.255.0
ONBOOT=yes
NETTYPE=qeth
SUBCHANNELS=0.0.09a0,0.0.09a1,0.0.09a2
PORTNAME=OSAPORT
OPTIONS='layer2=1 portno=0'
MACADDR=02:00:00:23:65:1a
TYPE=Ethernet

新しい ifcfg-0.0.0600 ファイルを以下のように編集します。
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1. DEVICE ステートメントを変更して、ccw グループの if_name ファイルの内容を反映します。

2. IPADDR ステートメントを変更して、新しいインターフェイスの IP アドレスを反映させます。

3. 必要に応じて NETMASK ステートメントを変更します。

4. 起動時に新しいインターフェイスをアクティブにする場合は、ONBOOT が yes に設定されて
いることを確認します。

5. SUBCHANNELS ステートメントが qeth デバイスのハードウェアアドレスと一致していること
を確認します。ID は小文字で指定する必要があることに注意してください。

6. PORTNAME ステートメントを修正するか、お使いの環境で必要でない場合は除外します。

7. OPTIONS パラメーターに、有効な sysfs 属性とその値を追加できます。現在、Red Hat
Enterprise Linux インストールプログラムでは、これを使用してレイヤーモード(layer2)と qeth
デバイスの関連ポート番号(portno)を設定します。

OSA デバイス用の qeth デバイスドライバーのデフォルトがレイヤー 2 モードになりました。
以前のデフォルトであるレイヤー 3 モードに依存する旧式の ifcfg 定義を引き続き使用するに
は、layer2=0 をを OPTIONS パラメーターに追加します。

/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-0.0.0600

# IBM QETH
DEVICE=enccw0.0.0600
BOOTPROTO=static
IPADDR=192.168.70.87
NETMASK=255.255.255.0
ONBOOT=yes
NETTYPE=qeth
SUBCHANNELS=0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602
PORTNAME=OSAPORT
OPTIONS='layer2=1 portno=0'
MACADDR=02:00:00:b3:84:ef
TYPE=Ethernet

ifcfg ファイルへの変更は、システムの再起動後か、システムの I/O 設定を変更(z/VM 下で接続など)を
変更することで、新しいネットワークデバイスチャネルの動的な追加後にのみ有効になります。また
は、以前はアクティブになっていなかったネットワークチャネルに対して、以下のコマンドを実行して 
ifcfg ファイルのアクティベーションを開始できます。

1. cio_ignore ユーティリティーを使用して無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルを
削除し、Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id

read_device_bus_id と write_device_bus_id、data_device_bus_id は、ネットワークデバイスを表
す 3 つのデバイスバス ID で置き換えます。たとえば、read_device_bus_id が 0.0.0600 の場
合、write_device_bus_id は 0.0.0601 で、data_device_bus_id は 0.0.0602 になります。

#  cio_ignore -r 0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602

2. 次に変更をアクティベートする uevent を開始します。
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# echo add > /sys/bus/ccw/devices/read-channel/uevent

以下に例を示します。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.0600/uevent

3. ネットワークデバイスのステータスを確認します。

# lsqeth

4. ここで新しいインターフェイスを開始します。

# ifup enccw0.0.0600

5. インターフェイスのステータスを確認します。

# ip addr show enccw0.0.0600
3: enccw0.0.0600:  <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc pfifo_fast 
state UP group default qlen 1000
link/ether 3c:97:0e:51:38:17 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
inet 10.85.1.245/24 brd 10.34.3.255 scope global dynamic enccw0.0.0600
valid_lft 81487sec preferred_lft 81487sec
inet6 1574:12:5:1185:3e97:eff:fe51:3817/64 scope global noprefixroute dynamic
valid_lft 2591994sec preferred_lft 604794sec
inet6 fe45::a455:eff:d078:3847/64 scope link
valid_lft forever preferred_lft forever

6. 新しいインターフェイスのルーティングを確認します。

# ip route
default via 10.85.1.245 dev enccw0.0.0600  proto static  metric 1024
12.34.4.95/24 dev enp0s25  proto kernel  scope link  src 12.34.4.201
12.38.4.128 via 12.38.19.254 dev enp0s25  proto dhcp  metric 1
192.168.122.0/24 dev virbr0  proto kernel  scope link  src 192.168.122.1

7. ping ユーティリティーを使用して、ゲートウェイまたは新しいデバイスのサブネットにある別
のホストに ping して、変更を確認します。

# ping -c 1 192.168.70.8
PING 192.168.70.8 (192.168.70.8) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 192.168.70.8: icmp_seq=0 ttl=63 time=8.07 ms

8. デフォルトのルート情報が変更された場合は、それに応じて /etc/sysconfig/network も更新す
る必要があります。

20.3.2. LCS デバイスの追加

LCS (LAN チャネルステーション) のデバイスドライバーは、OSA-Express2 と OSA-Express 3 機能で
1000Base-T Ethernet をサポートします。

LCS デバイスドライバーは、OSA-Express Fast イーサネットおよびギガビットイーサネットデバイス
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LCS デバイスドライバーは、OSA-Express Fast イーサネットおよびギガビットイーサネットデバイス
に次のインターフェイス名( enccwbus_ID )を割り当てます。バス ID は、チャネルサブシステム ID、サ
ブチャンネルセット ID、およびデバイス番号（例： enccw0.0.0a00 ）で設定されています。

20.3.2.1. LCS デバイスの動的な追加デバイスの動的な追加

1. デバイスドライバーを読み込みます。

# modprobe lcs

2. cio_ignore ユーティリティーを使用して無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルを
削除し、Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id

read_device_bus_id と write_device_bus_id は、ネットワークデバイスを表す 2 つのデバイス ID
で置き換えます。以下に例を示します。

# cio_ignore -r 0.0.09a0,0.0.09a1

3. グループデバイスを作成します。

# echo read_device_bus_id,write_device_bus_id > /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/group

4. デバイスを設定します。OSA カードは、CHPID 1 つにつき最大 16 ポートまで提供できます。デ
フォルトでは、LCS グループデバイスはポート 0 を使用します。別のポートを使うには、次の
ようなコマンドを実行します。

# echo portno > /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/device_bus_id/portno

portno には使用するポート番号を入力します。

5. デバイスをオンラインに設定します。

# echo 1 > /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/read_device_bus_id/online

6. 割り当て済みのネットワークデバイス名を確認するには、以下のコマンドを入力します。

# ls -l /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/read_device_bus_ID/net/
drwxr-xr-x 4 root root 0 2010-04-22 16:54 enccw0.0.0600

20.3.2.2. LCS デバイスの永続的な追加デバイスの永続的な追加

cio_ignore コマンドは、永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視リストからデ
バイスを手動で解放する必要はありません。

LCS デバイスを永続的に追加するには、以下の手順に従います。

1. /etc/sysconfig/network-scripts/ に、ifcfg- device などの名前で設定スクリプトを作成しま
す。device は、先に作成した qeth グループデバイスの if_name ファイルで見つかった値です
（例： enccw0.0.09a0 ）。このファイルは以下のようになります。
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# IBM LCS
DEVICE=enccw0.0.09a0
BOOTPROTO=static
IPADDR=10.12.20.136
NETMASK=255.255.255.0
ONBOOT=yes
NETTYPE=lcs
SUBCHANNELS=0.0.09a0,0.0.09a1
PORTNAME=0
OPTIONS=''
TYPE=Ethernet

2. PORTNAME の値を変更して、使用する LCS ポート番号(portno)を反映します。任意の 
OPTIONS パラメーターに、有効な lcs sysfs 属性とその値を追加できます。この構文について
は、「qeth デバイスの永続的な追加」 を参照してください。

3. DEVICE パラメーターを以下のように設定します。

DEVICE=enccwbus_ID

4. ifup コマンドを実行して、デバイスをアクティベートします。

# ifup enccwbus_ID

ifcfg ファイルへの変更は、システムの再起動後にのみ有効になります。以下のコマンドを実行して、
ネットワークチャネル用の ifcfg ファイルのアクティベーションを開始できます。

1. cio_ignore ユーティリティーを使用して、無視するデバイスの一覧から LCS デバイスアダプ
ターを削除し、Linux から見えるようにします。

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id

read_device_bus_id と write_device_bus_id は、LCS デバイスのデバイス ID で置き換えます。
以下に例を示します。

# cio_ignore -r 0.0.09a0,0.0.09a1

2. 次に変更をアクティベートする uevent を開始します。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/read-channel/uevent

以下に例を示します。

# echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.09a0/uevent

20.3.3. ネットワークルートファイルシステム用の IBM Z ネットワークデバイスの設定

root ファイルシステムへのアクセスに必要なネットワークデバイスを追加するには、起動オプションの
変更だけが必要です。起動オプションは、パラメーターファイル( 21章IBM Z でのパラメーターと設定
ファイルを参照)か、zipl ブートローダーが準備した DASD または FCP 接続の SCSI LUN の zipl.conf
の一部に置くことができます。initramfs を再作成する必要はありません。

Dracut は、initrd に代わる initramfs で機能を提供する mkinitrd の後継であり、起動プロセスの早い段
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Dracut は、initrd に代わる initramfs で機能を提供する mkinitrd の後継であり、起動プロセスの早い段
階で IBM Z 上のネットワークデバイスをアクティベートするための起動パラメーター rd.znet= を提供
します。

このパラメーターは入力として、NETTYPE (qeth、lcs、ctc)、2 つ(lcs、ctc)または 3 つ(qeth)デバイス
バス ID と、ネットワークデバイス sysfs 属性に対応するキーと値のペアで設定される任意の追加パラ
メーターを取ります。このパラメーターは、IBM Z のネットワークハードウェアを設定し、アクティ
ベートします。IP アドレスとその他のネットワーク仕様の設定は、他のプラットフォームと同様に機能
します。詳細は dracut のドキュメントを参照してください。

ネットワークチャネルの cio_ignore コマンドは、起動時に透過的に処理されます。

NFS 経由のネットワークでアクセスした root ファイルシステムの起動オプションの例:

root=10.16.105.196:/nfs/nfs_root cio_ignore=all,!condev 
rd.znet=qeth,0.0.0a00,0.0.0a01,0.0.0a02,layer2=1,portno=0,portname=OSAPORT 
ip=10.16.105.197:10.16.105.196:10.16.111.254:255.255.248.0:nfs‑server.subdomain.domain:enccw0.0
.09a0:none rd_NO_LUKS rd_NO_LVM rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us
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第21章 IBM Z でのパラメーターと設定ファイル
IBM Z アーキテクチャーでは、カスタマイズされたパラメーターファイルを使用して、カーネルとイン
ストールプログラムに起動パラメーターを渡すことができます。このセクションでは、このパラメー
ターファイルの内容について説明します。

本セクションは、配布されているパラメーターファイルを変更する場合にのみお読みください。次を行
う場合は、パラメーターを変更する必要があります。

キックスタートによる無人インストール

レスキューモードなど、インストールプログラムの対話式ユーザーインターフェイスからはア
クセスできないデフォルト以外のインストール設定の選択。

パラメーターファイルは、インストールプログラム（ローダーおよび Anaconda）の起動前に、非対話
式にネットワークを設定するために使用できます。

カーネルパラメーターファイルは、895 文字に行末文字を加えた長さに制限されています。パラメー
ターファイルには、可変長または固定長のレコードフォーマットのいずれかが使用されます。固定長レ
コードフォーマットは、レコードの長さまで各行を追加してファイルサイズを増やします。インストー
ルプログラムが LPAR 環境内のすべての指定パラメーターを認識しないという問題が生じた場合は、す
べてのパラメーターを 1 行に収めるか、各行を空白文字で開始および終了することを試してください。

パラメーターファイルには、ro などのカーネルパラメーターと、vncpassword=test や vnc などのイ
ンストールプロセスのパラメーターが含まれます。

21.1. 必須パラメーター

以下のパラメーターは必須となるので、パラメーターファイル内に必ず含めてください。また、インス
トール DVD の images/ ディレクトリーの generic.prm ファイルでも提供されます。

ro

RAM ディスクであり、読み取り専用であるルートファイルシステムをマウントします。

ramdisk_size=size

RAM ディスク用に予約されているメモリーサイズは、Red Hat Enterprise Linux インストールプログ
ラムを格納できるように変更してください。たとえば、ramdisk_size=40000 です。

generic.prm ファイルには、追加のパラメーター cio_ignore=all,!condev も含まれます。この設定
は、デバイスが多いシステムで、起動とデバイス検出を高速化します。インストールプログラムは、無
視されるデバイスのアクティベーションを透過的に処理します。

重要重要

スタック全体で cio_ignore サポートが実装されていないことに起因するインストールの
問題を回避するには、cio_ignore= パラメーターの値をシステムに調整するか、インス
トールプログラムのブート(IPL)に使用されるパラメーターファイルからパラメーターを
完全に削除します。

21.2. Z/VM 設定ファイル

以下は、z/VM 環境でのインストールにのみ適用されます。z/VM では、CMS でフォーマットしたディ
スクの設定ファイルを使用できます。CMS 設定ファイルの目的は、パラメーターファイル内の領域を
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節約することにあります。これは、初期ネットワーク設定や、DASD および FCP 仕様を設定するパラ
メーターをパラメーターファイルから移動することによって実行されます (「インストール用ネット
ワークパラメーター」 を参照)。

CMS 設定ファイルの各行には、変数とそれに関連する値が、次のシェルスタイルの構文(  
variable=value  )に含まれています。

パラメーターファイルには CMSDASD パラメーターおよび CMSCONFFILE パラメーターも追加する
必要があります。このパラメーターは、設定ファイルの場所をインストールプログラムに指定します。

CMSDASD=cmsdasd_address 

cmsdasd_address には設定ファイルを格納している CMS フォーマット済みディスクのデバイス番号
を入れます。これは通常 CMS ユーザーの A ディスクです。

たとえば、CMSDASD=191です。

CMSCONFFILE=configuration_file 

configuration_file は設定ファイル名に置き換えます。この値は小文字で指定してくださこの値は小文字で指定してくださ
い。い。CMS_file_name. CMS_file_typeのの Linux ファイル名ファイル名 形式で指定します。

CMS ファイルの REDHAT CONF は redhat.conf として指定されます。CMS のファイル名および
ファイルタイプは、それぞれ CMS 規則に従い 1 文字から 8 文字の長さにします。

たとえば、CMSCONFFILE=redhat.confです。

21.3. インストール用ネットワークパラメーター

以下のパラメーターは準備段階のネットワークを自動的に設定するために使用され、CMS 設定ファイ
ル内で定義できます。このセクションで説明するパラメーターは、CMS 設定ファイルでも使用できる
パラメーターのみに限定されます。その他のセクションで扱われるその他のパラメーターはすべて、パ
ラメーターファイル内で指定する必要があります。

NETTYPE="type"

type は qeth、lcs、ctc のいずれかでなければなりません。デフォルトは qeth です。

以下の lcs を選択します。

OSA-2 イーサネット/トークンリング

非 QDIO モードの OSA-Express Fast イーサネット

非 QDIO モードの OSA-Express High Speed トークンリング

非 QDIO モードの Gigabit イーサネット

以下で qeth を選択します。

OSA-Express Fast イーサネット

Gigabit イーサネット (1000Base-T を含む)

High Speed トークンリング

HiperSockets
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ATM (イーサネット LAN エミュレーションを実行)

SUBCHANNELS="device_bus_IDs"

ここでは、device_bus_IDs は 2 つまたは 3 つのデバイスバス ID のコンマ区切りの一覧です。ID は小
文字で指定する必要があります。

各ネットワークインターフェイスに、それぞれ必要なデバイスバス ID を入力します。

qeth: SUBCHANNELS="read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id"
lcs or ctc: SUBCHANNELS="read_device_bus_id,write_device_bus_id"

以下に例を示します (qeth SUBCHANNEL ステートメントの場合)。

SUBCHANNELS="0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2"

PORTNAME="osa_portname" , PORTNAME="lcs_portnumber" 

この変数は、qdio モードまたは非 qdio モードで動作する OSA デバイスに対応します。

qdio モード(NETTYPE="qeth")を使用する場合、qeth モードで動作している OSA デバイスで指定
したポート名は osa_portname です。

非 qdio モード(NETTYPE="lcs")を使用する場合、lcs_portnumber を使用して、0 から 15 の範囲の
10 進数の整数として相対ポート番号を渡します。

PORTNO="portnumber"

CMS 設定ファイルに PORTNO=" 0" （ポート 0 を使用）または PORTNO="1" (CHPID あたり 2 つ
のポートを持つ OSA 機能のポート 1 を使用)のいずれかを追加して、モードの入力を求められないよ
うにします。

LAYER2="value"

value は 0 または 1 です。

レイヤー 3 モード(NETTYPE ="qeth")でで OSA またはまたは HiperSockets デバイスを操作するには、デバイスを操作するには、
LAYER2 ="0"を使用します。レイヤー 2 モードに はは LAYER2=" 1" を使用します。z/VM 環境の仮想
ネットワークデバイスの場合、この設定はデバイスを接続する GuestLAN または VSWITCH の定義
と同じにしてください。

DHCP などのレイヤー 2 (Data Link Layer またはその MAC サブレイヤー) で動作するネットワーク
サービスを使用する場合は、レイヤー 2 モードを選択することが推奨されます。

OSA デバイス用の qeth デバイスドライバーのデフォルトがレイヤー 2 モードになります。以前の
デフォルトであるレイヤー 3 モードを引き続き使用するには、LAYER2="0 " を明示的に設定しま
す。

VSWITCH="value"

value は 0 または 1 です。

z/VM VSWITCH またはまたは GuestLAN に接続する場合はに接続する場合は VSWITCH="1" を指定します。実際の OSA ま
たは実際の HiperSocket を直接アタッチする場合は、VSWITCH="0 " （またはまったくない）を指
定します。

MACADDR="MAC_address"
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LAYER2="1" と VSWITCH="0 " を指定すると、オプションでこのパラメーターを使用して MAC ア
ドレスを指定できます。Linux には、小文字の 16 進数のペアとしてコロンで区切られた octet が必
要です（例： MACADDR=62:a3:18:e7:bc:5f ）。z/VM で使用される表記とは異なります。

LAYER2="1" と VSWITCH="1 " を指定すると、レイヤー 2 モードで、z/VM が固有の MAC アドレ
スを仮想ネットワークデバイスに割り当てるため、MACADDR は指定しないでください。

CTCPROT="value"

value は、0、1、または 3 です。

NETTYPE="ctc" の CTC プロトコルを指定します。デフォルトは 0 です。

HOSTNAME="string"

string は新たにインストールした Linux インスタンスのホスト名で置き換えます。

IPADDR="IP"

IP は新しい Linux インスタンスの IP アドレスを入力します。

NETMASK="netmask"

netmask はネットマスクです。

IPv4 CIDR (クラスレス相互ドメインルーティング) で規定されているようにネットマスクでは接頭辞
の整数 (1 から 32) の構文に対応しています。たとえば、255.255.255.0 の代わりに 24 を指定した
り、255.255. 240.0 の代わりにの代わりに 20 を指定できを指定でき ます。

GATEWAY="gw"

gw はこのネットワークデバイスのゲートウェイ IP アドレスを入力します。

MTU="mtu"

mtu はこのネットワークデバイスの Maximum Transmission Unit  (MTU) を入力します。

DNS="server1:server2:additional_server_terms:serverN"

"server1:server2:additional_server_terms:serverN" はコロンで区切った DNS サーバーの一覧です。以
下に例を示します。

DNS="10.1.2.3:10.3.2.1"

SEARCHDNS="domain1:domain2:additional_dns_terms:domainN"

"domain1:domain2:additional_dns_terms:domainN" はコロンで区切った検索ドメインの一覧です。以
下に例を示します。

SEARCHDNS="subdomain.domain:domain"

SEARCHDNS= は、DNS= パラメーターを指定する場合にのみ必要です。

DASD=

DASD または DASD の範囲を定義して、インストールを設定します。

インストールプログラムは、オプション属性である ro、diag、erplog、および failfast を持つ、コ
ンマ区切りのデバイスバス ID の一覧、またはデバイスバス ID の範囲の一覧をサポートします。必
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要に応じて、デバイス番号で先行するゼロを除くことでデバイスバス ID を短縮できます。いずれの
オプション属性も、コロンで区切り、括弧で囲む必要があります。オプションの属性は、デバイス
バス ID、またはデバイスバス ID の範囲の後に続きます。

サポートされている唯一のグローバルオプションは autodetect です。ここでは、存在しない DASD
の仕様をサポートして、後で追加する DASD 用にカーネルデバイス名を確保するということは行い
ません。永続的な DASD デバイス名（例： /dev/disk/by-path/...）を使用して、後で透過的なディス
クを追加できるようにします。probeonly、nopav または nofcx などの他のグローバルオプション
は、インストールプログラムではサポートしていません。

システムには、実際にインストールする必要のある DASD のみを指定します。ここで指定してある
未フォーマットの DASD はすべて、後でインストールプログラム内で確認後にフォーマットする必
要があります (「DASD の低レベルフォーマット」を参照)。「ルートファイルシステムの一部では
ない DASD」 の説明に従って、インストール後に root ファイルシステムまたは /boot パーティショ
ンに必要のないデータ DASD を追加します。

以下に例を示します。

DASD="eb1c,0.0.a000-0.0.a003,eb10-eb14(diag),0.0.ab1c(ro:diag)"

FCP のみの環境では、DASD が存在しないことを示すために、CMS 設定ファイルから DASD= オプ
ションを削除します。

FCP_n="device_bus_ID WWPN FCP_LUN"

この場合、以下のとおりとなります。

n は通常整数値( FCP_1、FCP_2など)ですが、アルファベット、数字、またはアンダースコ
アを含む任意の文字列にすることができます。

device_bus_ id は、HBA ( ホストバスアダプター)を表す FCP デバイスのデバイスバス ID を
指定します（例：デバイス fc00 の場合は 0.0.fc00 ）。

WWPN はルーティングに使用されるワールドワイドポート名で、16 桁の 16 進数の値( 
0x50050763050b073dなど)になります。

FCP_LUN はストレージの論理ユニット識別子を指し、16 桁の 16 進数の右側にゼロを加え
た値で指定します（例： 0x4020400100000000）。

この変数は、システムで、FCP デバイスとともに使用して、SCSI ディスクなどの FCP LUN をアク
ティベートできます。新たな FCP LUN はインストール中に対話式に、またはキックスタートファイ
ルを介してアクティベートできます。サンプル値は以下のようになります。

FCP_1="0.0.fc00 0x50050763050b073d 0x4020400100000000"

重要重要

FCP パラメーターで使用される各値( FCP_1、FCP_2など)はサイト固有で、通常は
FCP ストレージ管理者によって提供されます。

FCP_n 以外の必須のパラメーターが、パラメーターや設定ファイル内に記載されていないと、インス
トールプログラムにより入力が求められます。
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21.4. キックスタートを使ったインストールのパラメーター

以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、CMS 設定ファイル内では機能し
ません。

inst.ks=URL

キックスタートファイルを参照します。これは通常、IBM Z 上の Linux インストールのネットワーク
にあります。URL を、キックスタートファイルのファイル名を含む完全なパスに置き換えます。こ
のパラメーターは、キックスタートによる自動インストールを有効にします。詳細は キックスター
ト起動オプション および 「キックスタートを使ったインストールの開始」 を参照してください。

RUNKS=value

重要重要

このパラメーターは非推奨となっています。キックスタートファイル内でこれを使用
すると、無視されます。IBM Z でキックスタートインストールを開始するのに必要な
のは、inst.ks= パラメーターのみです。

ここでは、SSH を使用したネットワーク上でログインを必要とせずに Linux コンソール上で自動的
にローダーを実行する場合、value を 1 と定義します。RUNKS=1 を使用するには、コンソールがフ
ルスクリーンをサポートするか、以下の inst.cmdline オプションを使用する必要があります。後者
は、z/VM 環境下の 3270 ターミナルまたは LPAR 用のオペレーティングシステムメッセージコン
ソールに適用されるものです。キックスタートによる完全自動インストールには、RUNKS=1 が推
奨されます。RUNKS=1 が設定されている場合、インストールプログラムはパラメーターエラーの
発生時に自動的に続行され、ユーザーの対話を求めるプロンプトにより無人インストールが中断さ
れません。

パラメーターを省略するか、または RUNKS=0 を指定します。

inst.cmdline

このオプションが指定されている場合は、ラインモード端末 (z/VM 環境下の 3270 や LPAR 用のオ
ペレーティングシステムメッセージなど) の出力が読み取り可能になります。これは、インストール
プログラムが、UNIX スタイルのコンソールにのみ適用されるエスケープ端末シーケンスを無効にす
るためです。インストールプログラムは、cmdline モード内での対話式のユーザー入力をサポートし
ないため、すべての質問に回答するキックスタートファイルによるインストールが必要になりま
す。

inst.cmdline オプションを使用する前に、キックスタートファイルに必要なパラメーターがすべて含ま
れていることを確認してください。必要なコマンドがないと、インストールが失敗します。詳細は 27
章キックスタートを使ったインストール を参照してください。

21.5. その他のパラメーター

以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、CMS 設定ファイル内では機能し
ません。

rd.live.check

ISO ベースのインストールソースのテストを有効にします。たとえば、FCP 接続の DVD から起動し
たり、ローカルハードディスク上の ISO で inst.repo= を使用したり、NFS でマウントしたりする場
合などにテストします。
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nompath

マルチパスデバイスのサポートを無効にします。

proxy=[protocol://][username[:password]@]host[:port]

HTTP、HTTPS、または FTP を介したインストールで使用するプロキシーを指定します。

inst.rescue

RAM ディスクからレスキューシステムを起動して、インストールされたシステムを修正または復元
できます。

inst.stage2=URL

インストールソースではなく、install.img ファイルへのパスを指定します。それ以外の場合
は、inst.repo= と同じ構文に従います。inst.stage2 が指定されている場合、通常は install.img を
検索する他の方法よりも優先されます。ただし、Anaconda がローカルメディアで install.img を見
つけると、inst.stage2 URL は無視されます。

inst.stage2 が指定されておらず、install.img がローカルで見つからない場合、Anaconda は 
inst.repo= または method= で指定された場所を検索します。

 inst.repo= またはまたは method= なしでなしで inst.stage2 = のみが指定されている場合、Anaconda は、イン
ストール用にデフォルトで有効になっているインストール済みシステムが使用するリポジトリーを
使用します。

複数の HTTP、HTTPS、または FTP ソースを指定する場合は、オプションを複数回使用します。複
数の HTTP、HTTPS、または FTP のパスが指定されると、いずれかが成功するまで順番に試行され
ます。

inst.stage2=host1/install.img inst.stage2=host2/install.img inst.stage3=host3/install.img

inst.syslog=IP/hostname[:port]

ログメッセージをリモートの syslog サーバーに送信します。

ここで説明されているブートパラメーターは、IBM Z へのインストールとトラブルシューティングに非
常に便利ですが、インストールプログラムに影響を及ぼすのはこれらのサブセットのみです。利用可能
なブートパラメーターの全一覧は、23章起動オプション を参照してください。

21.6. パラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例

パラメーターファイルを変更するには、同梱の generic.prm ファイルを拡張して開始します。

generic.prm ファイルの例：

ro ramdisk_size=40000 cio_ignore=all,!condev
CMSDASD="191" CMSCONFFILE="redhat.conf"
vnc
inst.repo=http://example.com/path/to/repository

QETH ネットワークデバイスを設定する redhat.conf ファイルの例( generic.prmの CMSCONFFILE で
指定)

NETTYPE="qeth"
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SUBCHANNELS="0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602"
PORTNAME="FOOBAR"
PORTNO="0"
LAYER2="1"
MACADDR="02:00:be:3a:01:f3"
HOSTNAME="foobar.systemz.example.com"
IPADDR="192.168.17.115"
NETMASK="255.255.255.0"
GATEWAY="192.168.17.254"
DNS="192.168.17.1"
SEARCHDNS="systemz.example.com:example.com"
DASD="200-203"
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ググ). IBM Redbooks . 2011. SG24-6926.

Achieving High Availability on Linux for System z with Linux-HA Release 2 (Linux for System z でで
Linux-HA Release 2 を使用して高可用性を実現する方法を使用して高可用性を実現する方法). IBM Redbooks . 2009. SG24-7711.

セキュリティーセキュリティー

Security for Linux on System z (Linux on System z 向けセキュリティー向けセキュリティー). IBM Redbooks . 2013. SG24-
7728.

ネットワークネットワーク

IBM System z Connectivity Handbook (IBM System z の接続性ハンドブックの接続性ハンドブック). IBM Redbooks . 2013.
SG24-5444.

OSA Express Implementation Guide (OSA Express 実装ガイド実装ガイド). IBM Redbooks . 2009. SG24-5948.

HiperSockets Implementation Guide (HiperSockets 実装ガイド実装ガイド). IBM Redbooks . 2007. SG24-6816.

Fibre Channel Protocol for Linux and z/VM on IBM System z (IBM System z のの Linux およびおよび z/VM 向け向け
ファイバーチャネルプロトコルファイバーチャネルプロトコル). IBM Redbooks . 2007. SG24-7266.
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22.3. オンラインリソース

z/VM の資料は、http://www.vm.ibm.com/library/を参照してください。 .

IBM Z I/O 接続性情報は、 http://www.ibm.com/systems/z/hardware/connectivity/index.html を参照して
ください。 .

IBM Z 暗号化プロセッサーの情報は、http://www.ibm.com/security/cryptocards/を参照してください。 .

IBM Z DASD ストレージ情報は、 http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/linuxonibm/com.ibm.linux.z.lgdd/lgdd_t_dasd_wrk.html を参照して
ください。 .
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パート IV. 高度なインストールオプション
『Red Hat Enterprise Linux インストールガイド』 のこのセクションでは、以下を含む Red Hat
Enterprise Linux インストールの一般的でない高度な方法を説明しています。

起動オプションを指定してインストールプログラムの動作をカスタマイズする

ネットワーク経由でインストールプログラムを起動できるよう PXE サーバーを設ける

VNC を使ってリモートアクセスでインストールする

キックスタートファイルを使ってインストールプロセスを自動化する

物理ドライブではなくディスクイメージからインストールする

Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースを現行バージョンにアップグレードする手順
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第23章 起動オプション
Red Hat Enterprise Linux インストールシステムには、特定の機能を有効 (または無効) にして、インス
トールプログラムのデフォルトの動作を変更する、管理者用に各種起動オプションが含まれています。
起動オプションを使用するには、「ブートメニューによるインストールシステムの設定」 の説明に従っ
て、起動コマンドラインに追加します。複数のオプションを追加する場合は、それらのオプションを単
一スペースで区切ってください。

本章では基本的な 2 種類のオプションタイプについて説明します。

末尾に等号(=)と表示されるオプションでは、値を指定する必要があります。これらは独自に使
用できません。たとえば、inst.vncpassword= オプションには値 (この場合はパスワード) も指
定する必要があります。このため、正しい形式は inst.vncpassword=password です。パス
ワードを指定しないでオプションだけを使用した場合、このオプションは無効になります。

=記号なしで表示されるオプションは、値やパラメーターを受け入れません。たとえ
ば、rd.live.check オプションでは、インストール開始前に Anaconda によりインストールメ
ディアの検証が強制されます。このオプションが存在する場合はチェックが行われ、存在しな
い場合はチェックは省略されます。

23.1. ブートメニューによるインストールシステムの設定

注記注記

カスタムの起動オプションの設定方法は各システムのアーキテクチャーごとに異なりま
す。アーキテクチャー固有の設定方法については次を参照してください。

64 ビット AMD、Intel、および ARM システムの場合は「ブートメニュー」を参
照してください。

IBM Power Systems サーバーの場合は「ブートメニュー」を参照してください。

IBM Z の場合は21章IBM Z でのパラメーターと設定ファイルを参照してくださ
い。

ブートメニュー (インストールメディアの起動後に表示されるメニュー) で起動オプションを編集する方
法はいくつかあります。

起動メニューの任意の場所で Esc キーを押してアクセスされる boot: プロンプト。このプロン
プトでは、まず先頭のオプションで読み込むべきインストールプログラムのイメージを指定す
る必要があります。ほとんどの場合、イメージは linux キーワードを使用して指定できます。
必要に応じて、この文字列のあとに追加オプションを指定できます。

このプロンプトで Tab キーを押すと、該当する場合に使用可能なコマンドの形式でヘルプが表
示されます。オプションでインストールを開始するには、Enter キーを押します。boot: プロン
プトからブートメニューに戻るには、コンピューターを再起動してインストールメディアから
再度起動します。

BIOS ベースの AMD64 および Intel 64 システムの > プロンプトは、ブートメニューのエント
リーを強調表示し、Tab キーを押してアクセスできます。boot: プロンプトとは異なり、この
プロンプトで定義済みの起動オプションセットを編集できます。たとえば、Test this media &
install Red Hat Enterprise Linux 7.5 というラベルが付いたエントリーを強調表示すると、この
メニューエントリーで使用されるオプションの完全なセットがプロンプトに表示され、独自の
オプションを追加できます。
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Enter を押すと、指定したオプションを使用してインストールが開始されます。編集をキャン
セルして起動メニューに戻るには、いつでも Esc キーを押します。

GRUB2 メニュー(UEFI ベースの 64 ビット AMD、Intel、および ARM システム)。システムで
UEFI を使用している場合は、エントリーを強調表示し、e キーを押して起動オプションを編集
できます。編集が終了したら、F10 または Ctrl+X を押して、指定したオプションでインストー
ルを開始します。

本章で説明するオプションに加えて、ブートプロンプトは dracut カーネルオプションも使用できま
す。これらのオプションの一覧は、dracut.cmdline (7) の man ページで確認できます。

注記注記

インストールプログラムに固有の起動オプションは、本ガイドでは常に inst. で始まりま
す。現在、この接頭辞はオプションです。たとえば resolution=1024x768 は 
inst.resolution=1024x768 と全く同じように機能します。ただし、今後のリリースでは 
inst. 接頭辞が必須になることが予想されます。

インストールソースの指定インストールソースの指定

inst.repo=

インストールソースを指定します。インストールソースとは、インストールプログラムが必要なイ
メージやパッケージを見つけることができる場所です。以下に例を示します。

inst.repo=cdrom

値は次のいずれかになります。

インストール可能なツリー（インストールプログラムのイメージ、パッケージ、リポジト
リーデータ、および有効な .treeinfo ファイルを含むディレクトリー構造）

DVD (システムの DVD ドライブにある物理的なディスク)

(ハードドライブ、またはインストールシステムからアクセスできるネットワークの場所) に
ある Red Hat Enterprise Linux のフルインストール用 DVD の ISO イメージ (インストール
ソースとして NFS Server を指定する必要があります)

このオプションでは、異なる形式を使用することでさまざまなインストール方法を設定することが
できます。以下の表に構文を示します。

表表23.1 インストールソースインストールソース

インストールソースインストールソース オプションの形式オプションの形式

CD/DVD ドライブ、指
定なし

inst.repo=cdrom

CD/DVD ドライブ、指
定あり

inst.repo=cdrom:device

ハードドライブ inst.repo=hd:device:/path

HMC inst.repo=hmc
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HTTP サーバー inst.repo=http://host/path

HTTPS サーバー inst.repo=https://host/path

FTP サーバー inst.repo=ftp://username:password@host/path

NFS サーバー inst.repo=nfs:[options:]server:/path [a]

[a] このオプションでは、デフォルトで NFS プロトコルのバージョン 3 が使用されます。別のバージョンを使用するに
は、nfsvers=X を オプション に追加し、X を、使用するバージョン番号に置き換えます。

インストールソースインストールソース オプションの形式オプションの形式

注記注記

Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースでは、NFS (nfs オプション) でアクセスで
きるインストール可能なツリーと、NFS ソースにある ISO イメージ (nfsiso オプショ
ン) にそれぞれ異なるオプションがありました。Red Hat Enterprise Linux 7 では、
ソースがインストール可能なツリーなのか、ISO イメージを含むディレクトリーなの
かインストールプログラムが自動的に検知できるので、nfsiso オプションが非推奨に
なりました。

ディスクデバイス名は、次の形式で指定します。

カーネルデバイス名（例： /dev/sda1 または sdb2）

ファイルシステムラベル( LABEL=Flash または LABEL=RHEL7など)

ファイルシステムの UUID （例： UUID=8176c7bf-04ff-403a-a832-9557f94e61db）

英数字以外の文字は \xNN として表す必要があります。NN は文字の 16 進数表現です。たとえ
ば、\x20 は空白(" " )です。

inst.stage2=

読み込み対象のインストールプログラムのランタイムイメージの場所を指定します。構文は インス
トールソースの指定 と同じです。このオプションは、有効な .treeinfo ファイルを含むディレクト
リーへのパスを想定します。ランタイムイメージの場所は、このファイルから読み取られます（見
つかった場合）。.treeinfo ファイルが利用できない場合には、Anaconda は LiveOS/squashfs.img
からイメージを読み込もうとします。

複数の HTTP、HTTPS、または FTP ソースを指定する場合は、オプションを複数回使用します。

inst.stage2=host1/install.img inst.stage2=host2/install.img inst.stage2=host3/install.img

注記注記

第第23章章 起動オプション起動オプション

335



注記注記

デフォルトでは、インストールメデイアで inst.stage2= 起動オプションが使用さ
れ、特定のラベル (たとえば inst.stage2=hd:LABEL=RHEL7\x20Server.x86_64) に
設定されます。ランタイムイメージを含むファイルシステムのデフォルトラベルを修
正するか、インストールシステムの起動にカスタマイズした手順を使用する場合は、
このオプションを正しい値に設定する必要があります。

inst.dd=

インストール時にドライバーを更新する必要がある場合は、inst.dd= オプションを使用します。複
数回の使用が可能です。ドライバーの RPM パッケージの場所は、インストールソースの指定 で詳
述されている任意の形式で指定できます。inst.dd=cdrom オプション以外は、常にデバイス名を指
定する必要があります。以下に例を示します。

inst.dd=/dev/sdb1

このオプションにパラメーターを付けずに使用すると (inst.dd のみ)、対話形式のメニューでドライ
バー更新ディスクの選択が求められます。

ドライバーディスクは、ネットワーク経由または initrd から読み込むのではなく、ハードディスク
ドライブまたは同様のデバイスから読み込むこともできます。以下の手順に従います。

1. ハードディスクドライブ、USB、または同様のデバイスにドライバーディスクを読み込みま
す。

2. このデバイスに対して DD などのラベルを設定します。

3. 起動の引数として以下を指定して、

inst.dd=hd:LABEL=DD:/dd.rpm

インストールを開始します。

DD を具体的なラベルに、dd.rpm は具体的な名前に置き換えます。LABEL ではなく、inst.repo コ
マンドで対応している内容を使用して、ハードディスクドライブを指定します。

インストール時のドライバー更新についての詳細は、6章AMD64 および Intel 64 システムへのイン
ストール中におけるドライバー更新 (AMD64 および Intel 64 システム)、および 11章IBM
Power Systems へのインストール中におけるドライバー更新 (IBM Power Systems サーバー) を参照
してください。

キックスタート起動オプションキックスタート起動オプション

inst.ks=

インストールの自動化に使用するキックスタートファイルの場所を入力します。ロケーション
は、inst.repo に有効ないずれかの形式で指定できます。詳細は インストールソースの指定 を参照
してください。

複数の HTTP、HTTPS、または FTP ソースを指定する場合は、オプションを複数回使用します。複
数の HTTP、HTTPS、または FTP の場所が指定されると、それらの場所はいずれかが成功するまで
順番に試行されます。

inst.ks=host1/directory/ks.cfg inst.ks=host2/directory/ks.cfg inst.ks=host3/directory/ks.cfg
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パスではなくデバイスのみを指定すると、インストールプログラムは指定したデバイスの /ks.cfg で
キックスタートファイルを検索します。デバイスを指定せずにこのオプションを使用すると、イン
ストールプログラムは次を使用します。

inst.ks=nfs:next-server:/filename

上記の例では、next-server は DHCP の next-server オプションまたは DHCP サーバーの IP アドレ
スで、filename は DHCP の filename オプションまたは /kickstart/ です。指定のファイル名が / 文
字で終わる場合は、ip-kickstart が追加されます。以下に例を示します。

表表23.2 デフォルトのキックスタートファイルの場所デフォルトのキックスタートファイルの場所

DHCP サーバーのサーバーの
アドレスアドレス

クライアントのアクライアントのア
ドレスドレス

キックスタートファイルの場所キックスタートファイルの場所

192.168.122.1 192.168.122.100 192.168.122.1:/kickstart/192.168.122.100-kickstart

さらに、Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降、インストーラーは OEMDRV のラベルが付いたボリュー
ムから ks.cfg という名前のキックスタートファイル（存在する場合）を読み込もうとします。キッ
クスタートファイルがこの場所にある場合は、inst.ks= 起動オプションを使用する必要がありませ
ん。

inst.ks.sendmac

すべてのネットワークインターフェイスの MAC アドレスを持つ HTTP 送信要求にヘッダーを追加
します。以下に例を示します。

X-RHN-Provisioning-MAC-0: eth0 01:23:45:67:89:ab

これは、inst.ks=http を使用してシステムをプロビジョニングする場合に便利です。

inst.ks.sendsn

HTTP 送信リクエストにヘッダーを追加します。このヘッダーに
は、/sys/class/dmi/id/product_serial から読み取られたシステムのシリアル番号が含まれます。
ヘッダーの構文は以下のとおりです。

X-System-Serial-Number: R8VA23D

コンソール、環境、ディスプレイの各オプションコンソール、環境、ディスプレイの各オプション

console=

このカーネルオプションでは、プライマリーコンソールとして使用するデバイスを指定します。た
とえば、最初のシリアルポートでコンソールを使用するには、console=ttyS0 を使用します。この
オプションは、inst.text オプションと併用する必要があります。

このオプションは複数回使用できます。この場合、起動メッセージが指定したコンソールすべてで
表示されますが、これ以降インストールプログラムが使用するのは最後のコンソールのみです。た
とえば、console=ttyS0 console=ttyS1 を指定すると、インストールプログラムは ttyS1 を使用し
ます。

noshell

インストール中の root シェルへのアクセスを無効にします。これは、自動（キックスタート）イン
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インストール中の root シェルへのアクセスを無効にします。これは、自動（キックスタート）イン
ストールに役立ちます。このオプションを使用すると、ユーザーはインストールの進捗を確認でき
ますが、Ctrl+Alt+F2 を押して root シェルにアクセスして干渉することはできません。

inst.lang=

インストール時に使用する言語を設定します。言語コードは、「キックスタートのコマンドとオプ
ション」 で説明されている lang キックスタートコマンドで使用されるものと同じです。system-
config-language パッケージがインストールされているシステムでは、有効な値の一覧は 
/usr/share/system-config-language/locale-list で確認できます。

inst.geoloc=

インストールプログラムで地理位置情報の使用を設定します。地理位置情報は、言語およびタイム
ゾーンの事前設定に使用され、 inst.geoloc=value 構文を使用します。

value パラメーターは次のいずれかにします。

表表23.3 inst.geoloc オプションに使用できる値オプションに使用できる値

地理位置情報の無効化 inst.geoloc=0

Fedora GeoIP API の使用 inst.geoloc=provider_fedora_geoip

Hostip.info GeoIP API の使用 inst.geoloc=provider_hostip

このオプションを指定しないと、Anaconda は provider_fedora_geoip を使用します。

inst.keymap=

インストールプログラムで使用するキーボードのレイアウトを指定します。レイアウトコード
は、「キックスタートのコマンドとオプション」 で説明されている keyboard キックスタートコマ
ンドで使用されるものと同じです。

inst.text

インストールプログラムをグラフィカルモードではなくテキストモードで強制実行します。テキス
トユーザーインターフェイスの場合、パーティションレイアウトの変更ができなかったり、LVM を
設定できないなどの制限があります。グラフィック機能に制限のあるマシンにシステムをインス
トールする場合は、リモートアクセスの有効化で説明されている VNC の使用をお勧めします。

inst.cmdline

インストールプログラムをコマンドラインモードで強制実行します。このモードでは一切のやりと
りができないため、オプションはすべてキックスタートファイル内またはコマンドライン上で指定
する必要があります。

inst.graphical

インストールプログラムをグラフィカルモードで強制実行します。これがデフォルトのモードで
す。

inst.resolution=

グラフィカルモードでの画面解像度を指定します。NxM の形式をとります。ここでは、N は、画面
の幅、M は画面の高さ (ピクセル) に置き換えます。 サポートされる最小解像度は 800x600 です。
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inst.headless

インストールしているマシンにディスプレイ用ハードウェアがないことを指定します。つまり、こ
のオプションを設定するとインストールプログラムによる画面の検出が試行されなくなります。

inst.xdriver=

インストール中およびインストール済みシステムで使用される X ドライバーの名前を指定します。

inst.usefbx

ハードウェア固有のドライバーではなく、フレームバッファー X ドライバーを使用するようにイン
ストールプログラムに指示します。このオプションは、inst.xdriver=fbdev と同じです。

modprobe.blacklist=

ドライバーをブラックリストに登録します (完全無効)。このオプションで無効にしたドライバー
(mods) はインストール開始時の読み込みから除外され、インストール終了後、インストールが完了
したシステムでもこの設定が維持されます。ブラックリストに登録されたドライバー
は、/etc/modprobe.d/ ディレクトリーにあります。

複数のドライバーを無効にするには、コンマ区切り一覧を使用します。以下に例を示します。

modprobe.blacklist=ahci,firewire_ohci

inst.sshd=0

デフォルトでは、sshd は IBM Z でのみ自動的に起動され、その他のアーキテクチャーでは、 inst. 
sshd  オプションが使用されない限り、sshd は起動しません。このオプションは、IBM Z で sshd
が自動的に起動しないようにします。

inst.sshd

インストール時に sshd サービスを開始します。これにより、SSH を使用してインストール中にシ
ステムに接続し、その進捗を監視できます。SSH の詳細は、ssh (1) の man ページと、Red Hat
Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドの 該当する章を参照してください。デフォルトで
は、sshd は IBM Z でのみ自動的に起動され、その他のアーキテクチャーでは、 inst. sshd  オプ
ションが使用されない限り、sshd は起動しません。

注記注記

インストール時に、root アカウントにはデフォルトではパスワードがありませ
ん。「キックスタートのコマンドとオプション」 で説明されているように、sshpw
キックスタートコマンドを使用して、インストール中に使用する root パスワードを
設定できます。

inst.kdump_addon=

インストーラーで Kdump 設定画面（アドオン）を有効または無効にします。この画面はデフォルト
で有効になっているため、無効にする場合は inst.kdump_addon=off を使用します。アドオンを無
効にすると、グラフィカルおよびテキストベースのインターフェイスと %addon 
com_redhat_kdump Kickstart コマンドの両方で Kdump 画面が無効になることに注意してくださ
い。

ネットワーク起動オプションネットワーク起動オプション

初期ネットワークの初期化は dracut によって処理されます。本セクションでは、より一般的に使用さ
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初期ネットワークの初期化は dracut によって処理されます。本セクションでは、より一般的に使用さ
れるオプションについてのみ一覧表示します。完全な一覧は、dracut.cmdline (7) の man ページを参照
してください。ネットワークに関する追加情報は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドも併
せて参照してください。

ip=

ネットワークインターフェイスを設定します。複数のインターフェイスを設定するには、インター
フェイスごとに 1 回ずつ、ip オプションを複数回使用できます。複数のインターフェイスを設定す
る場合は、rd.neednet=1 オプションも使用する必要があり、以下で説明されている bootdev オプ
ションを使用してプライマリー起動インターフェイスを指定する必要があります。または、ip オプ
ションを 1 回使用してから、キックスタートを使用してさらにインターフェイスを設定することもで
きます。

このオプションでは、複数の形式が使用できます。最も一般的な形式は、表23.4「ネットワークイ
ンタフェースの設定形式」 で説明されています。

表表23.4 ネットワークインタフェースの設定形式ネットワークインタフェースの設定形式

設定方法設定方法 オプションの形式オプションの形式

全インターフェイスの自動設定 ip=method

特定インターフェイスの自動設
定

ip=interface:method

静的設定 ip=ip::gateway:netmask:hostname:interface:none

オーバーライドを使用した特定
インターフェイスの自動設定 [a]

ip=ip::gateway:netmask:hostname:interface:method:mtu

[a] dhcp など、指定した自動設定方法を使用して、指定したインターフェイスを起動しますが、自動取得した IP ア
ドレス、ゲートウェイ、ネットマスク、ホスト名、またはその他の指定パラメーターが上書きされます。パラメー
ターはすべてオプションです。無効にするパラメーターだけを指定します。それ以外のパラメーターには自動取得し
た値が使用されます。

method パラメーターには、以下のいずれかを使用します。

表表23.5 自動インターフェイス設定方法自動インターフェイス設定方法

自動設定の方法自動設定の方法 値値

DHCP dhcp

IPv6 DHCP dhcp6

IPv6 自動設定 auto6

iBFT (iSCSI Boot Firmware Table) ibft

注記注記
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注記注記

ip オプションを指定せずに、inst.ks=http://host/path などのネットワークアクセス
が必要な起動オプションを使用している場合は、インストールプログラムで ip=dhcp
が使用されます。

重要重要

iSCSI ターゲットに自動接続するには、ターゲットにアクセスするネットワークデバ
イスがアクティベートされている必要があります。こにれついての推奨の方法とし
て、起動オプション ip=ibft を使用します。

上記の表では ip パラメーターはクライアントの IP アドレスを指定しています。 IPv6 アドレスは、
角括弧で囲むことで指定できます ([2001:DB8::1] など)。

gateway パラメーターはデフォルトのゲートウェイになります。IPv6 アドレスはここでも使用でき
ます。

netmask パラメーターは使用するネットマスクです。これは、IPv4 の完全ネットマスク( 
255.255.255.0など)または IPv6 の接頭辞( 64など)のいずれかになります。

hostname パラメーターはクライアントシステムのホスト名です。このパラメーターは任意です。

nameserver=

ネームサーバーのアドレスを指定します。このオプションは複数回使用できます。

rd.neednet=

複数の ip オプションを使用する場合は rd.neednet=1 オプションを使用する必要があります。ま
た、複数のネットワークインターフェイスを設定する場合は、一度その ip を使用してから、キック
スタートで追加インターフェイスを設定することもできます。

bootdev=

起動インターフェイスを指定します。このオプションは、ip オプションを複数回使用する場合に必
要になります。

ifname=

特定の MAC アドレスを持たせた指定インターフェイス名をネットワークデバイスに割り当てます。
複数回の使用が可能です。構文は ifname=interface:MAC です。以下に例を示します。

ifname=eth0:01:23:45:67:89:ab

注記注記

インストール中にカスタムのネットワークインターフェイス名を設定する場合にサ
ポートされる唯一の方法として、ifname= オプションを使用します。

inst.dhcpclass=

DHCP のベンダークラス識別子を指定します。dhcpd サービスは、この値を vendor-class-
identifier として認識します。デフォルト値は anaconda-$(uname -srm) です。

inst.waitfornet=
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inst.waitfornet=SECONDS 起動オプションを使用すると、インストールシステムはインストール前
にネットワーク接続を待機します。SECONDS で指定する秒数は、タイムアウトして、ネットワー
ク接続がない場合でもインストールプロセスを継続するまでの最大秒数になります。

vlan=

仮想 LAN (VLAN) デバイスに特定の名前を付けて、指定インターフェイス上にセットアップしま
す。構文は vlan=name:interface です。以下に例を示します。

vlan=vlan5:em1

上記により、vlan5 という名前の VLAN デバイスが em1 インターフェイスに設定されます。name
は以下のような形式をとります。

表表23.6 VLAN デバイスの命名規則デバイスの命名規則

命名スキーム命名スキーム 例例

VLAN_PLUS_VID vlan0005

VLAN_PLUS_VID_NO_PAD vlan5

DEV_PLUS_VID em1.0005.

DEV_PLUS_VID_NO_PAD em1.5.

bond=

ボンディングデバイスは bond=name[:slaves][:options]  の構文を使用して設定します。name
は、ボンディング名に置き換え、slaves は、コンマで区切った物理 (イーサネット) インターフェイ
スに置き換え、options は、コンマで区切ったボンディングオプションに置き換えます。以下に例を
示します。

bond=bond0:em1,em2:mode=active-backup,tx_queues=32,downdelay=5000

利用可能なオプションの一覧は、modinfo bonding コマンドを実行します。

パラメーターを何も付けずにこのオプションを使用する
と、bond=bond0:eth0,eth1:mode=balance-rr となります。

team=

team=master:slaves 構文でチームデバイスを設定します。master は、マスターのチームデバイス
名に置き換え、slaves は、チームデバイスでスレーブとして使用する物理 (イーサネット) デバイス
をコンマで区切った一覧形式で入力します。以下に例を示します。

team=team0:em1,em2

高度なインストールオプション高度なインストールオプション

inst.kexec

このオプションを指定すると、インストーラーは、再起動を実行する代わりに、インストールの最
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このオプションを指定すると、インストーラーは、再起動を実行する代わりに、インストールの最
後に kexec システムコールを使用します。これにより新システムが即座に読み込まれ、BIOS または
ファームウェアが通常実行するハードウェアの初期化が省略されます。

重要重要

kexec を使用したシステムのブートには複雑であるため、すべての状況で明示的にテ
ストして機能することが保証されていません。

kexec を使用すると、（完全なシステム再起動で通常はクリアされる）デバイスレジ
スタにデータが入ったままになり、デバイスドライバーによっては問題が発生する可
能性があります。

inst.gpt

インストールプログラムがパーティション情報を Master Boot Record (MBR) ではなく GUID
Partition Table (GPT) にインストールするように強制します。UEFI ベースのシステムでは、BIOS
互換モードになっていなければ、このオプションは意味がありません。

通常、BIOS 互換モードの BIOS ベースのシステムおよび UEFI ベースのシステムでは、ディスクの
サイズが 232 セクター以上でない限り、パーティション情報の格納には MBR スキーマを使用しよう
とします。通常はディスクの 1 セクターは 512 バイトで、これは 2 TiB にあたります。このオプショ
ンを使用することでこの動作が変更され、このサイズより小さいディスクにも GPT の書き込みが可
能になります。

GPT および MBR 「MBR と GPT に関する注意点」 の詳細はを参照してください。また、GPT、
MBR、およびディスクパーティション設定全般に関する詳細情報は、「GUID パーティションテーブ
ル (GPT)」 を参照してください。

inst.multilib

multilib パッケージ用にシステムを設定し (つまり、64 ビットの AMD64 もしくは Intel 64 システム
に 32 ビットのパッケージをインストールできるようにする)、このセクションで説明しているよう
にパッケージをインストールします。

通常、AMD64 または Intel 64 のシステムでは、このアーキテクチャー用のパッケージ( x86_64 の
印が付いている)と、すべてのアーキテクチャー用のパッケージ( noarch の印が付いている)のみが
インストールされます。このオプションを使用すると、32 ビットの AMD または Intel システム用の
パッケージ( i686の印が付いている)が、利用可能な場合は自動的にインストールされます。

これは、%packages セクションで直接指定されたパッケージにのみ適用されます。依存パッケージ
としてインストールされる場合は、依存パッケージに該当するものしかインストールされません。
たとえば、bash パッケージをインストールするときにこのパッケージが glibc パッケージに依存し
ている場合に、前者は複数のバリアントにインストールされ、後者は、特別に必要とされるバリア
ントにだけインストールされます。

selinux=0

デフォルトでは、SELinux はインストーラーでは Permissive モードで動作し、インストール済みシ
ステムでは Enforcing モードで動作します。このオプションは、インストールおよびインストール
されたシステム全体での SELinux の使用を無効にします。

注記注記
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注記注記

selinux=0 と inst.selinux=0 のオプションは同じではありません。selinux=0 オプ
ションは、インストーラーおよびインストール済みシステムで SELinux の使用を無効
にしますが、inst.selinux=0 はインストーラーでのみ SELinux を無効にします。デ
フォルトでは、SELinux はインストーラーで Permissive モードで動作するように設
定されているため、無効にしてもほとんど影響はありません。

inst.nosave=

Red Hat Enterprise Linux 7.3 から導入されたこのオプションは、インストールするシステムに保存す
るキックスタートファイルとインストールログを指定します。OEM のオペレーティングシステムの
インストールを実行している場合や、内部リポジトリー URL などの機密ソースを使用してイメージ
を生成する場合など、これらのデータの保存を無効にする場合に特に便利です。無効にしないと、
これらのリソースはキックスタートファイルもしくはイメージ上のログ、またはそれら両方に記述
されることになるためです。使用可能な値は以下のとおりです。

input_ks: 入力キックスタートファイルの保存を無効にします（存在する場合）。

output_ks: Anaconda が生成した出力キックスタートファイルの保存を無効にします。

all_ks: 入出力キックスタートファイルの両方の保存を無効にします。

logs: すべてのインストールログの保存を無効にします。

all: すべてすべて のキックスタートファイルとすべてのインストールログの保存を無効にします。

複数の値はコンマ区切りリストとして組み合わせることができます（例： input_ks,logs）。

inst.zram

このオプションは、インストール中の zRAM swap の使用量を制御します。これはシステムの RAM
の内部に圧縮ブロックデバイスを作成し、これをハードドライブではなく swap 領域向けに使用しま
す。これにより、インストーラーが利用可能なメモリー量が実質上増えることになり、メモリーが
少ないシステムでのインストールが迅速にできるようになります。

デフォルトでは、zRAM 上のスワップは、搭載されている RAM が 2 GiB 以下のシステムで有効にな
り、2 GiB を超えるシステムでは無効になります。このオプションを使用するとこの動作を変更でき
ます。RAM が 2 GiB を超えるシステムでは inst.zram=1 を使用して有効にし、2 GiB 以下のメモ
リーのシステムでは inst.zram=0 を使用してこの機能を無効にします。

リモートアクセスの有効化リモートアクセスの有効化

リモートグラフィカルインストール用に Anaconda を設定するには、以下のオプションが必要です。詳
細は 25章VNC の使用 を参照してください。

inst.vnc

インストールプログラムのグラフィカルインターフェイスを VNC セッションで実行するように指定
します。このオプションを指定する場合、インストールプログラムと通信することができる VNC ク
ライアントアプリケーションを使ってシステムを接続しておく必要があります。VNC 共有を有効に
することで、複数のクライアントを同時にシステムに接続できるようになります。

注記注記
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注記注記

VNC でインストールしたシステムは、デフォルトではテキストモードで起動しま
す。

inst.vncpassword=

インストールプログラムが使用する VNC サーバーでパスワードを設定します。これにより、このシ
ステムに接続を試行する VNC クライアントはすべて、正しいパスワードを入力しないとアクセスで
きなくなります。たとえば、inst.vncpassword=testpwd は、パスワードを testpwd に設定しま
す。VNC パスワードは 6 文字から 8 文字に設定する必要があります。

注記注記

無効なパスワードを指定すると (長すぎるまたは短すぎるパスワード)、インストール
プログラムにより別のパスワードの指定を求めるメッセージが出力されます。

VNC password must be six to eight characters long.
Please enter a new one, or leave blank for no password.

Password:

inst.vncconnect=

インストールの開始後、指定ホストのポートで待機している VNC クライアントに接続します。正し
い構文は inst.vncconnect=host:port です。ここでは、host は VNC クライアントのホストのアドレ
スに置き換え、port は使用するポートを指定します。port パラメーターは任意です。指定しない
と、インストールプログラムは 5900 を使用します。

デバッグとトラブルシューティングデバッグとトラブルシューティング

inst.updates=

インストールプログラムランタイムに適用される updates.img ファイルの場所を指定します。構文
は、inst.repo オプションと同じです。詳細は 表23.1「インストールソース」 を参照してください。
すべての形式では、ファイル名を指定せずにディレクトリーのみを指定すると、インストールプロ
グラムは updates.img という名前のファイルを検索します。

inst.loglevel=

ターミナルでログ表示されるメッセージの最低レベルを指定します。このオプションで設定するの
はターミナル表示のみです。ログファイルには常に全レベルのメッセージが記録されます。

このオプションに使用できる値は、最小レベルから最高レベルま
で、debug、info、warning、error、および critical です。デフォルト値は info です。これは、デ
フォルトでは info から critical までのメッセージがロギング端末に表示されます。

inst.syslog=

インストールが開始されると、このオプションはログメッセージを、指定されたホスト上の syslog
プロセスに送ります。リモート syslog プロセスは、着信接続を受け入れるように設定する必要があ
ります。syslog サービスが着信接続を受け入れるように設定する方法については、Red Hat
Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照してください。

inst.virtiolog=
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ログの転送に使用する virtio ポート( /dev/virtio-ports/名名のキャラクターデバイス)を指定します。
デフォルト値は org.fedoraproject.anaconda.log.0 です。このポートが存在する場合は使用されま
す。

rd.live.ram

このオプションを指定すると、ステージ 2 イメージが RAM にコピーされます。インストールは NFS
リポジトリー上のステージ 2 イメージ上に構築された環境内のネットワーク再設定に影響される場
合があるので、NFS 上のステージ 2 イメージが使用されると、このオプションによりインストール
がスムーズに進む場合があります。

NFS サーバー上にステージ 2 イメージがある場合にこのオプションを使用すると、イメージで必要
となる最小メモリーがおよそ 500 MiB 増えることに注意してください。

inst.nokill

致命的なエラーが発生した場合、またはインストールプロセスの終了時に、anaconda がリブートし
ないようにするデバッグオプションです。これを使用すると、リブートすると失われてしまうイン
ストールのログが取得できます。

23.1.1. 廃止予定および削除された起動オプション

廃止予定の起動オプション廃止予定の起動オプション

この一覧に記載されているオプションは 廃止予定廃止予定 です。動作はしますが同じ機能を提供している別の
オプションがあります。廃止予定のオプションの使用は推奨されせん。今後のリリースで削除される予
定です。

注記注記

「ブートメニューによるインストールシステムの設定」 では、インストールプログラム
に固有のオプションが inst. 接頭辞を使用するようになったことに注意してください。た
とえば、vnc= オプションは非推奨とみなされ、inst.vnc= オプションに置き換えられま
す。これらの変更は、ここでは一覧表示されていません。

method=

インストール方法の設定に使用されていました。代わりに inst.repo= オプションを使用してくださ
い。

repo=nfsiso:server:/path

NFS インストールで、ターゲットがインストール可能なツリーではなく、NFS サーバー上にある
ISO イメージであることを指定。この違いは自動的に検出されるようになったため、このオプショ
ンは inst.repo=nfs:server:/パスパスと同じですと同じです。

dns=

ドメインネームサーバー (DNS) の設定に使用していました。代わりに nameserver= オプションを
使用してください。

netmask=, gateway=, hostname=, ip=, ipv6=

これらのオプションは、ip= オプションに統合されました。

ksdevice=

インストールの初期段階で使用するネットワークデバイスを選択します。値、オプションともに変
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インストールの初期段階で使用するネットワークデバイスを選択します。値、オプションともに変
更があります。以下の表を参照してください。

表表23.7 自動インターフェイス設定方法自動インターフェイス設定方法

値値 現在の動作現在の動作

存在しない 目的のデバイスと設定が ip= オプションまたは BOOTIF オプション
で指定されていない限り、dhcp を使用してすべてのデバイスのアク
ティブ化を試みます。

ksdevice=link 上記と同様ですが、(必要の有無にかかわらず) ネットワークが
initramfs で常にアクティブにされる点が異なります。同じ結果を得る
には、サポートされる rd.neednet dracut オプションを使用する必要
があります。

ksdevice=bootif 無視されます (指定すると BOOTIF= オプションがデフォルトで使用さ
れます)。

ksdevice=ibft ip=ibft dracut オプションに置き換え

ksdevice=MAC BOOTIF=MACに置き換え

ksdevice=device replace は、ip= dracut オプションを使用してデバイス名を指定しま
す。

blacklist=

指定したドライバーの無効化に使用していました。これは、これは、modprobe.blacklist= オプションで処
理するようになりました。

nofirewire=

FireWire インターフェイスのサポートの無効化に使用していました。代わりに 
modprobe.blacklist= オプションを使用して、FireWire ドライバー(firewire_ohci)を無効にするこ
とができます。

modprobe.blacklist=firewire_ohci

nicdelay=

ネットワークアクティブであると認識されるまでの遅延の表示に使用されていました。システム
は、ゲートウェイが ping に成功するか、パラメーターで指定されている経過時間 (秒数) まで待機し
ました。RHEL 7 では、dracut モジュールによりインストールの初期段階でネットワークデバイス
が設定され、アクティベートされます。これにより、続行する前にゲートウェイにアクセスできる
ようになります。dracut の詳細は、 dracut.cmdline (7) の man ページを参照してください。

linksleep=

デバイス上のリンクをアクティベートするまでの anaconda の待機時間を設定していました。この機
能は、特定の rd.net.timeout.* オプションを、ネットワークデバイスの初期化が遅いことが原因で
発生する問題を処理するように設定できる dracut モジュールで利用できるようになりました。
dracut の詳細は、 dracut.cmdline (7) の man ページを参照してください。

第第23章章 起動オプション起動オプション

347



削除済みの起動オプション削除済みの起動オプション

次のオプションは削除されました。これらは、Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースに存在してい
ましたが、使用できません。

askmethod, asknetwork

インストールプログラムの initramfs は完全に非対話型になったため、これらのオプションは利用で
きなくなりました。代わりに、inst.repo= を使用してインストール方法と ip= を指定してネット
ワーク設定を行います。

serial

このオプションにより、Anaconda は /dev/ttyS0 コンソールを出力として強制的に使用します。代
わりに console=/dev/ttyS0 (または同様のもの) を使用してください。

updates=

インストールプログラムの更新の場所を指定するときに使用していました。代わりに inst.updates=
オプションを使用してください。

essid=, wepkey=, wpakey=

ワイヤレスのネットワークアクセスを設定する際に使用していました。ネットワーク設定は dracut
により処理されます。これはワイヤレスネットワークに対応していないため、これらのオプション
が無駄になります。

ethtool=

低レベルのネットワーク設定に使用していました。ネットワーク設定はすべて、ip= オプションで処
理されています。

gdb

ローダーのデバッグを許可する場合に使用していました。代わりに rd.debug を使用してください。

mediacheck

インストール開始前のインストールメディアの検証に使用していました。rd.live.check オプション
に置き換えられました。

ks=floppy

3.5 インチのディスクをキックスタートファイルのソースとして指定していました。このドライブは
サポートされていません。

display=

リモートディスプレイの設定に使用していました。inst.vnc オプションに置き換えられました。

utf8

テキストモードでのインストール時に UTF8 サポートを追加。UTF8 サポートは自動的に機能するよ
うになりました。

noipv6

インストールプログラムで IPv6 サポートを無効化するために使用していました。IPv6 はカーネルに
組み込まれるため、ドライバーはブラックリストに登録できなくなりますが、ipv6.disable dracut 
オプションを使用してオプションを使用して IPv6 を無効を無効  にできます。
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upgradeany

アップグレードは、Red Hat Enterprise Linux 7 では別の方法で行われます。システムのアップグ
レードの詳細は、29章現在のシステムのアップグレード を参照してください。

vlanid=

仮想 LAN (802.1q tag) デバイスの設定に使用していました。代わりに vlan= dracut オプションを使
用してください。

23.2. メンテナーンス起動モードの使い方

23.2.1. メモリー (RAM) テストモードの読み込み

メモリー (RAM) モジュールでの障害が原因で、システムの予期しないフリーズやクラッシュが発生す
る場合があります。特定の状況では、メモリー障害は、ソフトウェアの特定の組み合わせでのみエラー
が発生する可能性があります。この理由から、Red Hat Enterprise Linux を初めてインストールする前
に、その他のオペレーティングシステムを実行していても、コンピューターのメモリーをテストする必
要があります。

Red Hat Enterprise Linux には、Memtest86+ メモリーテストアプリケーションが含まれています。メ
モリーテストモードを開始するには、ブートメニューで Troubleshooting > Memory test を選択しま
す。直ちにテストが開始されます。デフォルトでは、Memtest86+ はパスごとに 10 つのテストを行い
ます。異なる設定を指定するには、c キーを使用して設定画面にアクセスします。最初のパスが完了す
ると、現在の状態を示すメッセージが画面下部に表示され、自動的に次のパスが開始されます。

注記注記

Memtest86+ は BIOS システムでのみ機能します。UEFI システムのサポートは現在利用
できません。

図図23.1 Memtest86+ を使ったメモリーチェックを使ったメモリーチェック
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図図23.1 Memtest86+ を使ったメモリーチェックを使ったメモリーチェック

[D]

テスト進行中に表示されるメイン画面は主に 3 エリアに分けられます。

左上には、メモリーおよびプロセッサーキャッシュ専用に割り当てられたサイズ、そのスルー
プットとプロセッサー、チップセット情報など、システムのメモリー設定に関する情報が表示
されます。この情報は、Memtest86+ の起動時に検出されます。

右上には、現在のパスの進捗状況、そのパスで現在実行中のテスト、テスト詳細など、テスト
に関する情報が表示されます。

画面の中央には、合計時間、完了したパス数、検出されたエラー数、選択しているテストな
ど、ツールが起動した時点からの全テストに関する情報が表示されます。一部のシステムで
は、インストールしているメモリー (搭載モジュール数、製造元、周波数、遅延時間など) に関
する詳細情報についても表示されます。完了したパスの後ろには簡単な概要が表示されます。
以下に例を示します。

** Pass complete, no errors, press Esc to exit **

Memtest86+ がエラーを検出すると、このエリアにも赤色で強調表示されます。メッセージに
は問題を検出したテスト、障害が発生しているメモリーの場所、その他、詳細な情報が含まれ
ます。

ほとんどの場合、一つのパスでのテスト成功で、使用している RAM の健全性を十分に確認できます (10
種類の全テストを 1 回実行)。ただし、まれに最初のパスでは検出されなかったエラーがその後のテスト
で出現する場合があります。重要なシステムで完全なテストを実施する場合は、複数パスを完了させる
ため一晩または数日、テストを実行させたままにしておきます。

注記注記

Memtest86+ の 1 つの完全パスを完了するのにかかる時間は、システムの設定（特に
RAM のサイズと速度）によって異なります。たとえば、2 GiB の DDR2 メモリー、速度
が 667 MHz の場合、パスをひとつ完了するのに 20 分ほどかかります。
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テストを停止してコンピューターを再起動するには、いつでも esc キーを押します。

Memtest86+ の使用の詳細については、公式のの使用の詳細については、公式の Web サイト（）サイト（） http://www.memtest.org/ を参照してを参照して
ください。ください。README ファイルは、ファイルは、memtest86+ パッケージがインストールされたパッケージがインストールされた Red Hat Enterprise
Linux システムのシステムの /usr/share/doc/ memtest86+ -バージョンバージョン/ にも存在します。にも存在します。

23.2.2. 起動メディアの検証

Red Hat Enterprise Linux のインストールに使用する前に、のインストールに使用する前に、ISO ベースのインストールソースの整合性ベースのインストールソースの整合性
をテストできます。インストールソースにはをテストできます。インストールソースには DVD やや ハードドライブ、ハードドライブ、NFS サーバーに保存しているサーバーに保存している
ISO イメージなどが含まれます。インストール前にイメージなどが含まれます。インストール前に ISO イメージの整合性を検証することで、インスイメージの整合性を検証することで、インス
トール中に何度も遭遇する問題を回避することができます。トール中に何度も遭遇する問題を回避することができます。

ISO イメージのチェックサムの整合性をテストするには、ブートローダーコマンドラインにイメージのチェックサムの整合性をテストするには、ブートローダーコマンドラインに 
rd.live.check を追加します。起動メニューからデフォルトのインストールオプションを選択すると、こを追加します。起動メニューからデフォルトのインストールオプションを選択すると、こ
のオプションが自動的に使用されることに注意してくださいのオプションが自動的に使用されることに注意してください(Test this media & install Red Hat
Enterprise Linux 7.0)。。

23.2.3. レスキューモードでのコンピューターの起動

実際に実際に Red Hat Enterprise Linux をコンピューターにインストールせずに、インストールディスクからをコンピューターにインストールせずに、インストールディスクから
Linux システムを起動できます。これにより稼働しているシステムを起動できます。これにより稼働している Linux システムのユーティリティーおよび機システムのユーティリティーおよび機
能を使って、すでにインストール済みのオペレーティングシステムの修正や修復を行うことができるよ能を使って、すでにインストール済みのオペレーティングシステムの修正や修復を行うことができるよ
うになります。うになります。

インストールディスクまたはインストールディスクまたは USB ドライブを使用してレスキューシステムを読み込むには、起動メドライブを使用してレスキューシステムを読み込むには、起動メ
ニューのニューの Troubleshooting サブメニューからサブメニューから Rescue a Red Hat Enterprise Linux system を選択するを選択する
か、か、inst.rescue 起動オプションを使用します。起動オプションを使用します。

次に表示される画面で、言語、キーボードのレイアウト、ネットワーク設定をレスキューシステム用に次に表示される画面で、言語、キーボードのレイアウト、ネットワーク設定をレスキューシステム用に
指定します。最後のセットアップ画面では、コンピューター上の既存システムへのアクセスを設定しま指定します。最後のセットアップ画面では、コンピューター上の既存システムへのアクセスを設定しま
す。す。

デフォルトでは、既存のオペレーティングシステムがデフォルトでは、既存のオペレーティングシステムが /mnt/sysimage/ ディレクトリー下のレスキューディレクトリー下のレスキュー
システムに接続されます。システムに接続されます。

レスキューモードおよびその他のメンテナーンスモードの詳細は、レスキューモードおよびその他のメンテナーンスモードの詳細は、32章章基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元 を参を参
照してください。照してください。
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第24章 ネットワークからのインストールの準備
インストールサーバーを使用したネットワークインストールでは、インストールサーバーを使用したネットワークインストールでは、ネットワークブートネットワークブート サーバーを使用サーバーを使用
して複数のシステムにして複数のシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。この方法では、をインストールできます。この方法では、PXE インスインス
トール設定されたシステムはすべてこのサーバーによって提供されるイメージを使用して起動し、イントール設定されたシステムはすべてこのサーバーによって提供されるイメージを使用して起動し、イン
ストールプログラムを自動的に開始します。ストールプログラムを自動的に開始します。

注記注記

Red Hat Satellite には、には、PXE サーバーを自動設定する機能があります。詳細は、サーバーを自動設定する機能があります。詳細は、 Red
Hat Satellite のドキュメントのドキュメント  を参照してください。を参照してください。

ネットワークからのインストールには、少なくとも以下のネットワークからのインストールには、少なくとも以下の 2 つのシステムが必要になります。つのシステムが必要になります。

サーバーサーバー: DHCP サーバー、起動ファイルを提供するサーバー、起動ファイルを提供する TFTP サーバー、およびインストールイサーバー、およびインストールイ
メージを格納しているメージを格納している HTTP、、FTP もしくはもしくは NFS サーバーを稼働するシステム。理論的には、サーバーを稼働するシステム。理論的には、
これらの各サーバーは別個のシステム上で稼働することが可能です。本セクションの手順ではこれらの各サーバーは別個のシステム上で稼働することが可能です。本セクションの手順では
便宜上、単一のシステムがこれらすべてのサーバーを稼働していることを前提とします。便宜上、単一のシステムがこれらすべてのサーバーを稼働していることを前提とします。

クライアントクライアント - Red Hat Enterprise Linux をインストールするシステムインストールが開始されをインストールするシステムインストールが開始され
ると、クライアントはると、クライアントは DHCP サーバーにクエリーを行い、サーバーにクエリーを行い、TFTP サーバーから起動ファイルをサーバーから起動ファイルを
取得し、取得し、HTTP、、FTP またはまたは NFS サーバーからインストールイメージをダウンロードします。サーバーからインストールイメージをダウンロードします。

他のインストール方法とは異なり、インストールを開始するためにクライアント他のインストール方法とは異なり、インストールを開始するためにクライアント (インストール先のシインストール先のシ
ステムステム) に物理的な起動メディアを挿入する必要はありません。本章では、ネットワークからのインスに物理的な起動メディアを挿入する必要はありません。本章では、ネットワークからのインス
トールの準備に必要となるステップを説明します。トールの準備に必要となるステップを説明します。

ネットワークインストールの準備として次の手順を実行してください。ネットワークインストールの準備として次の手順を実行してください。

1. ネットワークサーバーネットワークサーバー(NFS、、HTTPS、、HTTP、または、または FTP)を設定して、インストールツリーを設定して、インストールツリー
またはインストールまたはインストール ISO イメージをエクスポートします。設定を記述する手順は、イメージをエクスポートします。設定を記述する手順は、「インス「インス
トールソーストールソース - ネットワーク」ネットワーク」 を参照してください。を参照してください。

2. ネットワークブートに必要なネットワークブートに必要な tftp サーバーでファイルを設定し、サーバーでファイルを設定し、DHCP を設定し、を設定し、PXE サーサー
バーでバーで tftp サービスを開始します。詳細はサービスを開始します。詳細は 「ネットワークブートサービスの設定」「ネットワークブートサービスの設定」 を参照してを参照して
ください。ください。

重要重要

GRUB2 ブートローダーは、ブートローダーは、tftp サーバーに加えて、サーバーに加えて、HTTP からのネットワークからのネットワーク
ブートをサポートします。ただし、このプロトコルによる起動ファイルブートをサポートします。ただし、このプロトコルによる起動ファイル (カーネカーネ
ルおよびインストーラー用初期ルおよびインストーラー用初期 RAM ディスクディスク) の取得は時間がかかり、タイムの取得は時間がかかり、タイム
アウトになるリスクがあります。アウトになるリスクがあります。tftp サーバーを使用してブートファイルを提供サーバーを使用してブートファイルを提供
することが推奨されます。することが推奨されます。

この警告は、カーネルと初期この警告は、カーネルと初期 RAM ディスクディスク(vmlinuz およびおよび initrd)にのみ適用さにのみ適用さ
れます。れます。HTTP サーバーからサーバーから インストールソースインストールソース を取得しても、このリスクはを取得しても、このリスクは
ありません。ありません。

3. クライアントクライアント (Red Hat Enterprise Linux をインストールするシステムをインストールするシステム) を起動し、インストーを起動し、インストー
ルを開始します。ルを開始します。

注記注記
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注記注記

本章の手順では、本章の手順では、Red Hat Enterprise Linux 7 システムにネットワークブートサーバーをシステムにネットワークブートサーバーを
設定する方法を説明します。以前の設定する方法を説明します。以前の Red Hat Enterprise Linux リリースでネットワークリリースでネットワーク
からの起動を設定する方法については、各リリースの『からの起動を設定する方法については、各リリースの『インストールガイドインストールガイド』を参照し』を参照し
てください。てください。

24.1. ネットワークブートサービスの設定

インストールで使用するパッケージリポジトリーが格納されたネットワークサーバーの設定が完了したインストールで使用するパッケージリポジトリーが格納されたネットワークサーバーの設定が完了した
ら、次はら、次は PXE サーバー自体を設定します。このサーバーには、サーバー自体を設定します。このサーバーには、Red Hat Enterprise Linux を起動し、イを起動し、イ
ンストールを開始するために必要なファイルが含まれます。さらに、ンストールを開始するために必要なファイルが含まれます。さらに、DHCP サーバーを設定し、必要なサーバーを設定し、必要な
すべてのサービスを有効にして起動する必要があります。すべてのサービスを有効にして起動する必要があります。

注記注記

ネットワークブートの設定手順は、ネットワークブートの設定手順は、Red Hat Enterprise Linux をインストールするをインストールする
AMD64/Intel 64 システムがシステムが BIOS またはまたは UEFI を使用するかどうかによって異なりまを使用するかどうかによって異なりま
す。ご使用のシステムがどちらを使用しているかを製造元が提供する説明書でご確認のす。ご使用のシステムがどちらを使用しているかを製造元が提供する説明書でご確認の
上、該当する手順に従ってください。上、該当する手順に従ってください。

GRUB2 ブートローダーを使用してネットワーク上の場所からブートローダーを使用してネットワーク上の場所から IBM Power Systems を起を起
動する方法は別途提供されています。詳細は動する方法は別途提供されています。詳細は 「「GRUB2 を使用したを使用した IBM Power Systems
向けのネットワークブートの設定」向けのネットワークブートの設定」 を参照してください。を参照してください。

ヘッドレスシステムヘッドレスシステム (ディスプレイ、キーボード、マウスが直接接続されていないシステムディスプレイ、キーボード、マウスが直接接続されていないシステム) で使用するで使用する
ネットワークブートサーバーの設定に関する詳細情報は、ネットワークブートサーバーの設定に関する詳細情報は、26章章ヘッドレスシステムヘッドレスシステムを参照してくださを参照してくださ
い。い。

24.1.1. BIOS ベースの AMD64 と Intel 64 クライアント向け TFTP サーバーの設定

以下の手順では、以下の手順では、BIOS ベースのベースの AMD64 およびおよび Intel 64 システムの起動用のシステムの起動用の PXE サーバーの準備につサーバーの準備につ
いて説明しています。いて説明しています。UEFI ベースのシステムの詳細はベースのシステムの詳細は 「「UEFI ベースのベースの AMD64/Intel 64 およびおよび ARM
クライアント向けクライアント向け TFTP サーバーの設定」サーバーの設定」  を参照してください。を参照してください。

手順手順24.1 BIOS ベースのシステム向けにベースのシステム向けに TFTP ブートサーバーを設定するブートサーバーを設定する

1. tftp-server パッケージをインストールします。これを行うには、パッケージをインストールします。これを行うには、root で以下のコマンドを入力で以下のコマンドを入力
します。します。

# yum install tftp-server

2. ファイアウォールでファイアウォールで tftp サービスへの着信接続を許可します。サービスへの着信接続を許可します。

# firewall-cmd --add-service=tftp

注記注記

上記のコマンドが有効にするのは、次回のサーバー再起動までのアクセスのみで上記のコマンドが有効にするのは、次回のサーバー再起動までのアクセスのみで
す。アクセスを永続的に許可するには、す。アクセスを永続的に許可するには、--permanent オプションを追加します。オプションを追加します。
ファイアウォール設定の詳細は、ファイアウォール設定の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガセキュリティーガ
イドイドを参照してください。を参照してください。
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3. SYSLINUX に同梱されているブートイメージを使用するようにに同梱されているブートイメージを使用するように DHCP サーバーを設定します。サーバーを設定します。
DHCP サーバーがインストールされていない場合は、サーバーがインストールされていない場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークネットワーク
ガイドガイドを参照してください。を参照してください。

/etc/dhcp/dhcpd.conf ファイルの設定例は以下のようになります。ファイルの設定例は以下のようになります。

option space pxelinux;
option pxelinux.magic code 208 = string;
option pxelinux.configfile code 209 = text;
option pxelinux.pathprefix code 210 = text;
option pxelinux.reboottime code 211 = unsigned integer 32;
option architecture-type code 93 = unsigned integer 16;

subnet 10.0.0.0 netmask 255.255.255.0 {
 option routers 10.0.0.254;
 range 10.0.0.2 10.0.0.253;

 class "pxeclients" {
   match if substring (option vendor-class-identifier, 0, 9) = "PXEClient";
   next-server 10.0.0.1;

   if option architecture-type = 00:07 {
     filename "uefi/shim.efi";
     } else {
     filename "pxelinux/pxelinux.0";
   }
 }
}

4. これで、完全インストールこれで、完全インストール DVD のの ISO イメージファイルにあるイメージファイルにある SYSLINUX パッケージのパッケージの 
pxelinux.0 ファイルが必要になります。このファイルにアクセスするには、次のコマンドをファイルが必要になります。このファイルにアクセスするには、次のコマンドを
root で実行します。で実行します。

# mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro

# cp -pr /mount_point/Packages/syslinux-version-architecture.rpm 
/publicly_available_directory

# umount /mount_point

パッケージを展開します。パッケージを展開します。

# rpm2cpio syslinux-version-architecture.rpm | cpio -dimv

5. tftpboot/ 内に内に pxelinux/ ディレクトリーを作成し、ディレクトリーを作成し、pxelinux.0 ファイルをそこにコピーしまファイルをそこにコピーしま
す。す。

# mkdir /var/lib/tftpboot/pxelinux

# cp publicly_available_directory/usr/share/syslinux/pxelinux.0 /var/lib/tftpboot/pxelinux

6. pxelinux/ ディレクトリーにディレクトリーに pxelinux.cfg/ ディレクトリーを作成します。ディレクトリーを作成します。
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# mkdir /var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg

default という名前の設定ファイルをという名前の設定ファイルを pxelinux.cfg/ ディレクトリーに追加します。ディレクトリーに追加します。

/var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg/default にある設定ファイルのサンプルは以下のようににある設定ファイルのサンプルは以下のように
なります。なります。

default vesamenu.c32
prompt 1
timeout 600

display boot.msg

label linux
  menu label ^Install system
  menu default
  kernel images/RHEL-7.1/vmlinuz
  append initrd=images/RHEL-7.1/initrd.img ip=dhcp 
inst.repo=http://10.32.5.1/mnt/archive/RHEL-7/7.x/Server/x86_64/os/
label vesa
  menu label Install system with ^basic video driver
  kernel images/RHEL-7.1/vmlinuz
  append initrd=images/RHEL-7.1/initrd.img ip=dhcp inst.xdriver=vesa nomodeset 
inst.repo=http://10.32.5.1/mnt/archive/RHEL-7/7.x/Server/x86_64/os/
label rescue
  menu label ^Rescue installed system
  kernel images/RHEL-7.1/vmlinuz
  append initrd=images/RHEL-7.1/initrd.img rescue
label local
  menu label Boot from ^local drive
  localboot 0xffff

重要重要

上記の例の上記の例の inst.repo= Anaconda オプションを使用して、インストールプログラオプションを使用して、インストールプログラ
ムのイメージとインストールソースを指定するために常に使用する必要がありまムのイメージとインストールソースを指定するために常に使用する必要がありま
す。このオプションを使用しないと、インストールプログラムは起動できなくなす。このオプションを使用しないと、インストールプログラムは起動できなくな
ります。ります。Anaconda の起動オプションの詳細は、の起動オプションの詳細は、「ブートメニューによるインス「ブートメニューによるインス
トールシステムの設定」トールシステムの設定」 を参照してください。を参照してください。

7. /var/lib/tftpboot/ ディレクトリーにブートイメージファイルを保存するサブディレクトリーをディレクトリーにブートイメージファイルを保存するサブディレクトリーを
作成し、そのディレクトリーにブートイメージファイルをコピーします。この例で作成し、そのディレクトリーにブートイメージファイルをコピーします。この例で
は、は、/var/lib/tftpboot/pxelinux/images/RHEL-release_number/ ディレクトリーを使用しまディレクトリーを使用しま
す。す。

# mkdir -p /var/lib/tftpboot/pxelinux/images/RHEL-7.1/
# cp /path_to_x86_64_images/pxeboot/{vmlinuz,initrd.img} 
/var/lib/tftpboot/pxelinux/images/RHEL-release_number/

8. 最後に、サービスを開始して有効にします。最後に、サービスを開始して有効にします。

dhcpd サービス：サービス：
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# systemctl start dhcpd
# systemctl enable dhcpd

tftpd サービスを管理するサービスを管理する xinetd サービス：サービス：

# systemctl start xinetd
# systemctl enable xinetd

この手順を完了すると、この手順を完了すると、PXE ブートサーバーがブートサーバーが PXE クライアントにサービスを提供できるようになりクライアントにサービスを提供できるようになり
ます。ます。Red Hat Enterprise Linux をインストールするシステムを起動し、ブートソースを指定するようをインストールするシステムを起動し、ブートソースを指定するよう
に求められたらに求められたら PXE ブートブート を選択して、ネットワークインストールを開始できます。詳細は、を選択して、ネットワークインストールを開始できます。詳細は、「「PXE
を使ったネットワークからの起動」を使ったネットワークからの起動」 を参照してください。を参照してください。

24.1.2. UEFI ベースの AMD64/Intel 64 および ARM クライアント向け TFTP サーバーの
設定

以下の手順では、以下の手順では、UEFI ベースのベースの AMD64/Intel 64 およびおよび ARM システムの起動用のシステムの起動用の PXE サーバーの準サーバーの準
備について説明しています。備について説明しています。BIOS ベースのシステムの詳細は、ベースのシステムの詳細は、「「BIOS ベースのベースの AMD64 とと Intel 64 クク
ライアント向けライアント向け TFTP サーバーの設定」サーバーの設定」  を参照してください。を参照してください。

手順手順24.2 UEFI ベースのシステム向けにベースのシステム向けに TFTP での起動を設定するでの起動を設定する

注記注記

Red Hat Enterprise Linux 7 UEFI PXE ブートは、ブートは、MAC ベースのベースの grub メニューファイルメニューファイル
の小文字のファイル形式に対応します。たとえば、の小文字のファイル形式に対応します。たとえば、grub2 のの MAC アドレスのファイル形アドレスのファイル形
式は式は grub.cfg-01-aa-bb-cc-dd-ee-ff です。です。

1. tftp-server パッケージをインストールします。これを行うには、パッケージをインストールします。これを行うには、root で以下のコマンドを入力で以下のコマンドを入力
します。します。

# yum install tftp-server

2. ファイアウォールでファイアウォールで tftp サービスへの着信接続を許可します。サービスへの着信接続を許可します。

# firewall-cmd --add-service=tftp

注記注記

上記のコマンドが有効にするのは、次回のサーバー再起動までのアクセスのみで上記のコマンドが有効にするのは、次回のサーバー再起動までのアクセスのみで
す。アクセスを永続的に許可するには、す。アクセスを永続的に許可するには、--permanent オプションを追加します。オプションを追加します。
ファイアウォール設定の詳細は、ファイアウォール設定の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガセキュリティーガ
イドイドを参照してください。を参照してください。

3. shim に同梱されているに同梱されている EFI ブートイメージを使用するようにブートイメージを使用するように DHCP サーバーを設定します。サーバーを設定します。
DHCP サーバーがインストールされていない場合は、サーバーがインストールされていない場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークネットワーク
ガイドガイドを参照してください。を参照してください。

/etc/dhcp/dhcpd.conf ファイルの設定例は以下のようになります。ファイルの設定例は以下のようになります。

option space pxelinux;
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option pxelinux.magic code 208 = string;
option pxelinux.configfile code 209 = text;
option pxelinux.pathprefix code 210 = text;
option pxelinux.reboottime code 211 = unsigned integer 32;
option architecture-type code 93 = unsigned integer 16;

subnet 10.0.0.0 netmask 255.255.255.0 {
 option routers 10.0.0.254;
 range 10.0.0.2 10.0.0.253;

 class "pxeclients" {
   match if substring (option vendor-class-identifier, 0, 9) = "PXEClient";
   next-server 10.0.0.1;

   if option architecture-type = 00:07 {
     filename "shim.efi";
   } else {
     filename "pxelinux/pxelinux.0";
  }
  }
}

4. これで、これで、shim パッケージのパッケージの shim.efi ファイルと、ファイルと、ISO イメージファイルのイメージファイルの grub 2-efi パッケーパッケー
ジのジの grubx64.efi ファイルが必要になります。これらのファイルにアクセスするには次のコマファイルが必要になります。これらのファイルにアクセスするには次のコマ
ンドをンドを root で実行します。で実行します。

# mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro

# cp -pr /mount_point/Packages/shim-version-architecture.rpm /publicly_available_directory

# cp -pr /mount_point/Packages/grub2-efi-version-architecture.rpm 
/publicly_available_directory

# umount /mount_point

パッケージを抽出します。パッケージを抽出します。

# rpm2cpio shim-version-architecture.rpm | cpio -dimv

# rpm2cpio grub2-efi-version-architecture.rpm | cpio -dimv

5. ブートディレクトリーからブートディレクトリーから EFI ブートイメージをコピーします。ブートイメージをコピーします。

# cp publicly_available_directory/boot/efi/EFI/redhat/shim.efi /var/lib/tftpboot/

# cp publicly_available_directory/boot/efi/EFI/redhat/grubx64.efi /var/lib/tftpboot/

6. grub.cfg という名前の設定ファイルをという名前の設定ファイルを tftpboot/ ディレクトリーに追加しまディレクトリーに追加しま
す。す。/var/lib/tftpboot/grub.cfg の設定ファイルの例を以下に示します。の設定ファイルの例を以下に示します。

set timeout=60
menuentry 'RHEL 7' {
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  linuxefi images/RHEL-7.1/vmlinuz ip=dhcp 
inst.repo=http://10.32.5.1/mnt/archive/RHEL-7/7.1/Server/x86_64/os/
  initrdefi images/RHEL-7.1/initrd.img
}

重要重要

上記の例の上記の例の inst.repo= Anaconda オプションを使用して、インストールプログラオプションを使用して、インストールプログラ
ムのイメージとインストールソースを指定するために常に使用する必要がありまムのイメージとインストールソースを指定するために常に使用する必要がありま
す。このオプションを使用しないと、インストールプログラムは起動できなくなす。このオプションを使用しないと、インストールプログラムは起動できなくな
ります。ります。Anaconda の起動オプションの詳細は、の起動オプションの詳細は、「ブートメニューによるインス「ブートメニューによるインス
トールシステムの設定」トールシステムの設定」 を参照してください。を参照してください。

7. /var/lib/tftpboot/ ディレクトリーにブートイメージファイルを保存するサブディレクトリーをディレクトリーにブートイメージファイルを保存するサブディレクトリーを
作成し、そのディレクトリーにブートイメージファイルをコピーします。この例で作成し、そのディレクトリーにブートイメージファイルをコピーします。この例で
は、は、/var/lib/tftpboot/images/RHEL-7.1/ ディレクトリーを使用します。ディレクトリーを使用します。

# mkdir -p /var/lib/tftpboot/images/RHEL-7.1/# cp 
/path_to_x86_64_images/pxeboot/{vmlinuz,initrd.img} /var/lib/tftpboot/images/RHEL-7.1/

8. 最後に、サービスを開始して有効にします。最後に、サービスを開始して有効にします。

dhcpd サービス：サービス：

# systemctl start dhcpd
# systemctl enable dhcpd

tftpd サービスを管理するサービスを管理する xinetd サービス：サービス：

# systemctl start xinetd
# systemctl enable xinetd

この手順を完了すると、この手順を完了すると、PXE ブートサーバーがブートサーバーが PXE クライアントにサービスを提供できるようになりクライアントにサービスを提供できるようになり
ます。ます。Red Hat Enterprise Linux をインストールするシステムを起動し、ブートソースを指定するようをインストールするシステムを起動し、ブートソースを指定するよう
に求められたらに求められたら PXE ブートブート を選択して、ネットワークインストールを開始できます。詳細は、を選択して、ネットワークインストールを開始できます。詳細は、「「PXE
を使ったネットワークからの起動」を使ったネットワークからの起動」 を参照してください。を参照してください。

24.1.3. GRUB2 を使用した IBM Power Systems 向けのネットワークブートの設定

手順手順24.3 GRUB2 を使用したを使用した IBM Power Systems 向けのネットワークブートサーバーの設定向けのネットワークブートサーバーの設定

1. tftp-server パッケージをインストールします。これを行うには、パッケージをインストールします。これを行うには、root で以下のコマンドを入力で以下のコマンドを入力
します。します。

# yum install tftp-server

2. ファイアウォールでファイアウォールで tftp サービスへの着信接続を許可します。サービスへの着信接続を許可します。

# firewall-cmd --add-service=tftp

注記注記
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注記注記

上記のコマンドが有効にするのは、次回のサーバー再起動までのアクセスのみで上記のコマンドが有効にするのは、次回のサーバー再起動までのアクセスのみで
す。アクセスを永続的に許可するには、す。アクセスを永続的に許可するには、--permanent オプションを追加します。オプションを追加します。
ファイアウォール設定の詳細は、ファイアウォール設定の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガセキュリティーガ
イドイドを参照してください。を参照してください。

3. tftp のルートに、のルートに、GRUB2 ネットワーク起動ディレクトリーを作成します。ネットワーク起動ディレクトリーを作成します。

# grub2-mknetdir --net-directory=/var/lib/tftpboot
Netboot directory for powerpc-ieee1275 created. Configure your DHCP server to point 
to /boot/grub2/powerpc-ieee1275/core.elf

コマンドの出力に注意してください。これは、コマンドの出力に注意してください。これは、DHCP 設定でどのファイルをファイル設定でどのファイルをファイル 名名 としてとして
設定する必要があるかについて通知します。これは、本手順でさらに重要になります。設定する必要があるかについて通知します。これは、本手順でさらに重要になります。

4. GRUB2 設定ファイル設定ファイル( /var/lib/tftpboot/boot/grub2/grub.cfg) を作成します。を作成します。grub.cfg の構文の構文
については、については、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドを参照してくださいシステム管理者のガイドを参照してください。。

以下は設定ファイルの例になります。以下は設定ファイルの例になります。

set default=0
set timeout=5

echo -e "\nWelcome to the Red Hat Enterprise Linux 7 installer!\n\n"

menuentry 'Red Hat Enterprise Linux 7' {
  linux grub2-ppc64/vmlinuz ro ip=dhcp inst.repo=http://10.32.5.1/mnt/archive/RHEL-
7/7.6-Beta/Server/ppc64/os/
  initrd grub2-ppc64/initrd.img
}

重要重要

上記の例の上記の例の inst.repo= Anaconda オプションを使用して、インストールプログラオプションを使用して、インストールプログラ
ムのイメージとインストールソースを指定するために常に使用する必要がありまムのイメージとインストールソースを指定するために常に使用する必要がありま
す。このオプションを使用しないと、インストールプログラムは起動できなくなす。このオプションを使用しないと、インストールプログラムは起動できなくな
ります。ります。Anaconda の起動オプションの詳細は、の起動オプションの詳細は、「ブートメニューによるインス「ブートメニューによるインス
トールシステムの設定」トールシステムの設定」 を参照してください。を参照してください。

5. GRUB2 に同梱されているブートイメージを使用するようにに同梱されているブートイメージを使用するように DHCP サーバーを設定します。サーバーを設定します。
DHCP サーバーがインストールされていない場合は、サーバーがインストールされていない場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークネットワーク
ガイドガイドを参照してください。を参照してください。

/etc/dhcp/dhcpd.conf ファイルの設定例は以下のようになります。ファイルの設定例は以下のようになります。

subnet 192.168.0.1 netmask 255.255.255.0 {
  allow bootp;
  option routers 192.168.0.5;
  group { #BOOTP POWER clients
    filename "boot/grub2/powerpc-ieee1275/core.elf";
    host client1 {
    hardware ethernet 01:23:45:67:89:ab;
    fixed-address 192.168.0.112;
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    }
  }
}

ネットワーク設定に合わせて、サンプルパラメーターのネットワーク設定に合わせて、サンプルパラメーターの subnet、、netmask、、routers、、fixed-
address、および、および hardware ethernet を変更します。を変更します。filename パラメーターにも注意してくだパラメーターにも注意してくだ
さい。これは、手順の前のさい。これは、手順の前の grub2-mknetdir コマンドで出力されたファイル名です。コマンドで出力されたファイル名です。

6. 最後に、サービスを開始して有効にします。最後に、サービスを開始して有効にします。

dhcpd サービス：サービス：

# systemctl start dhcpd
# systemctl enable dhcpd

tftpd サービスを管理するサービスを管理する xinetd サービス：サービス：

# systemctl start xinetd
# systemctl enable xinetd

この手順を完了すると、この手順を完了すると、PXE ブートサーバーがブートサーバーが PXE クライアントにサービスを提供できるようになりクライアントにサービスを提供できるようになり
ます。ます。12章章IBM Power Systems でのインストールの起動でのインストールの起動 で説明されている手順に従って、このサーで説明されている手順に従って、このサー
バーからバーから Power Systems クライアントを起動します。クライアントを起動します。

IBM Power Systems クライアント向けにネットワーク起動を設定する詳細情報については、クライアント向けにネットワーク起動を設定する詳細情報については、IBM
DeveloperWorks ウェブサイトのウェブサイトのNetbooting on POWER - An Introductionを参照してください。を参照してください。

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

360

https://www.ibm.com/developerworks/community/wikis/home?lang=en#!/wiki/W51a7ffcf4dfd_4b40_9d82_446ebc23c550/page/Netbooting on POWER - An Introduction


第25章 VNC の使用
Red Hat Enterprise Linux をインストールする方法として、グラフィカルインストールインターフェイをインストールする方法として、グラフィカルインストールインターフェイ
スが推奨されます。ただし、グラフィカルインターフェイスへの直接のアクセスが困難または不可能なスが推奨されます。ただし、グラフィカルインターフェイスへの直接のアクセスが困難または不可能な
場合もあります。多くのエンタープライズシステム、特にサーバー場合もあります。多くのエンタープライズシステム、特にサーバー (IBM Power Systems およびおよび IBM Z)
には、ディスプレイやキーボードへの接続機能がなく、手動によるインストールには、ディスプレイやキーボードへの接続機能がなく、手動によるインストール (キックスタート以外キックスタート以外)
を行うためにを行うために VNC が不可欠となります。が不可欠となります。

ヘッドレスシステムヘッドレスシステム （ディスプレイ、キーボード、マウスが直接接続されていないシステム）での手動（ディスプレイ、キーボード、マウスが直接接続されていないシステム）での手動
インストールを可能にするために、インストールを可能にするために、Anaconda インストールプログラムにはインストールプログラムには Virtual Network
Computing (VNC)インストールが含まれています。これにより、インストールプログラムのグラフィインストールが含まれています。これにより、インストールプログラムのグラフィ
カルモードがローカルで実行でき、ネットワークに接続されているシステムで表示できます。カルモードがローカルで実行でき、ネットワークに接続されているシステムで表示できます。VNC をを
使用したインストールを行うと、ディスプレイや入力デバイスがない場合でもすべてのインストールオ使用したインストールを行うと、ディスプレイや入力デバイスがない場合でもすべてのインストールオ
プションを選択することができます。プションを選択することができます。

本章では、インストールするシステムで本章では、インストールするシステムで VNC モードを作動させ、モードを作動させ、VNC ビューアーを使ってこのシステビューアーを使ってこのシステ
ムに接続する方法を説明しています。ムに接続する方法を説明しています。

25.1. VNC ビューアーのインストール

VNC を使ったインストールを行う場合、ワークステーションまたは別の端末コンピューター上でを使ったインストールを行う場合、ワークステーションまたは別の端末コンピューター上で VNC
ビューアーを実行しておく必要があります。ビューアーを実行しておく必要があります。VNC ビューアーはほとんどのビューアーはほとんどの Linux ディストリビューショディストリビューショ
ンのリポジトリーに含まれています。また、ンのリポジトリーに含まれています。また、Windows など他のオペレーティングシステムの場合にも無など他のオペレーティングシステムの場合にも無
料料 VNC ビューアーを入手することができます。ビューアーを入手することができます。Linux システムの場合は、パッケージマネージャーをシステムの場合は、パッケージマネージャーを
使ってディストリビューションのビューアーを検索します。使ってディストリビューションのビューアーを検索します。

Red Hat Enterprise Linux では、以下のでは、以下の VNC ビューアーを利用できます。ビューアーを利用できます。

TigerVNC: デスクトップ環境に依存しない基本的なビューアーです。デスクトップ環境に依存しない基本的なビューアーです。tigervnc パッケージとしパッケージとし
てインストールされます。てインストールされます。

vinagre: GNOME デスクトップ環境のビューアーです。デスクトップ環境のビューアーです。vinagre パッケージとしてインストールパッケージとしてインストール
されます。されます。

KRDC: KDE デスクトップ環境に統合されているビューアーです。デスクトップ環境に統合されているビューアーです。kdenetwork-krdc パッケージパッケージ
としてインストールされます。としてインストールされます。

上記のビューアーのいずれかをインストールするには、上記のビューアーのいずれかをインストールするには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。

# yum install package

package は使用するビューアーのパッケージ名は使用するビューアーのパッケージ名 (tigervnc などなど) に置き換えてください。に置き換えてください。

注記注記

本章の手順では、本章の手順では、VNC ビューアーとしてビューアーとして TigerVNC を使用していることを前提としていを使用していることを前提としてい
ます。他のビューアーの場合、手順が異なることがありますが全般的な原則は適用するます。他のビューアーの場合、手順が異なることがありますが全般的な原則は適用する
ことができます。ことができます。

25.2. VNC インストールの実行

Anaconda インストールプログラムは、インストールプログラムは、VNC インストール用にインストール用に 2 つのモードを提供します。これらのつのモードを提供します。これらの
モードはモードは Direct Mode およびおよび Connect Mode です。です。Direct モードでは、モードでは、VNC ビューアーがインストービューアーがインストー
ルされているシステムへの接続を開始する必要があります。ルされているシステムへの接続を開始する必要があります。Connect モードでは、モードでは、VNC ビューアーへビューアーへ
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の接続を開始するにはシステムをインストールしておく必要があります。接続が確立されると、このの接続を開始するにはシステムをインストールしておく必要があります。接続が確立されると、この 2
つのモードに違いはありません。選択するモードは、お使いの環境の設定により異なります。つのモードに違いはありません。選択するモードは、お使いの環境の設定により異なります。

Direct モードモード

このモードでは、このモードでは、Anaconda はインストールを開始するように設定され、はインストールを開始するように設定され、VNC ビューアーを待ってビューアーを待って
から続行します。インストールするシステムでから続行します。インストールするシステムで IP アドレスとポートが表示されます。この情報をアドレスとポートが表示されます。この情報を
使って、別のコンピューターからインストールするシステムへの接続を確立します。このため、イ使って、別のコンピューターからインストールするシステムへの接続を確立します。このため、イ
ンストールするシステムで視覚的に対話が可能なアクセスを必要とします。ンストールするシステムで視覚的に対話が可能なアクセスを必要とします。

Connect モードモード

このモードでは、まずリモートシステム上のこのモードでは、まずリモートシステム上の VNC ビューアーをビューアーを リスニングモードリスニングモード で開始します。で開始します。
VNC ビューアーに指定ポートでの着信接続を待機させます。ビューアーに指定ポートでの着信接続を待機させます。 次に、次に、Anaconda が起動し、起動オプが起動し、起動オプ
ションまたはキックスタートコマンドを使用してホスト名およびポート番号が提供されます。インションまたはキックスタートコマンドを使用してホスト名およびポート番号が提供されます。イン
ストールが開始されると、インストールプログラムは指定されたホスト名およびポート番号を使用ストールが開始されると、インストールプログラムは指定されたホスト名およびポート番号を使用
して、リスニングして、リスニング VNC ビューアーで接続を確立します。このため、リモートシステムは、着信ネッビューアーで接続を確立します。このため、リモートシステムは、着信ネッ
トワーク接続を許可できるようにしておく必要があります。トワーク接続を許可できるようにしておく必要があります。

VNC インストールモードを選択する際の注意点インストールモードを選択する際の注意点

システムで視覚的に対話可能なアクセスシステムで視覚的に対話可能なアクセス

インストールするシステムで視覚的に対話が可能なアクセスがない場合は、インストールするシステムで視覚的に対話が可能なアクセスがない場合は、Connect モーモー
ドを使用する必要があります。ドを使用する必要があります。

ネットワーク接続のルールとファイアウォールネットワーク接続のルールとファイアウォール

インストールするシステムでファイアウォールにより着信接続が許可されていない場合インストールするシステムでファイアウォールにより着信接続が許可されていない場合
は、は、Connect モードを使用するかファイアウォールを無効にする必要があります。ファイモードを使用するかファイアウォールを無効にする必要があります。ファイ
アウォールを無効にすると、セキュリティーに影響を及ぼす可能性があります。アウォールを無効にすると、セキュリティーに影響を及ぼす可能性があります。

VNC ビューアーを実行しているリモートのシステムでファイアウォールにより着信接続がビューアーを実行しているリモートのシステムでファイアウォールにより着信接続が
許可されていない場合は、許可されていない場合は、Direct モードを使用するかファイアウォールを無効にする必要モードを使用するかファイアウォールを無効にする必要
があります。ファイアウォールを無効にすると、セキュリティーに影響を及ぼす可能性ががあります。ファイアウォールを無効にすると、セキュリティーに影響を及ぼす可能性が
あります。ファイアウォールの設定方法はあります。ファイアウォールの設定方法は『『Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガセキュリティーガ
イドイド』』を参照してください。を参照してください。

注記注記

VNC を使ったインストールを開始するには、カスタムの起動オプションを指定する必要を使ったインストールを開始するには、カスタムの起動オプションを指定する必要
があります。これを行う方法は、システムのアーキテクチャーによって異なります。があります。これを行う方法は、システムのアーキテクチャーによって異なります。
アーキテクチャー固有の設定方法については次を参照してください。アーキテクチャー固有の設定方法については次を参照してください。

64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は「ブートメニュー」「ブートメニュー」を参を参
照してください。照してください。

IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は「ブートメニュー」「ブートメニュー」を参照してくださを参照してくださ
い。い。

IBM Z の場合はの場合は21章章IBM Z でのパラメーターと設定ファイルでのパラメーターと設定ファイルを参照してくださを参照してくださ
い。い。

25.2.1. VNC Direct モードでのインストール

Direct モードでは、モードでは、VNC ビューアーがインストールされているシステムへの接続を開始する必要があビューアーがインストールされているシステムへの接続を開始する必要があ
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Direct モードでは、モードでは、VNC ビューアーがインストールされているシステムへの接続を開始する必要があビューアーがインストールされているシステムへの接続を開始する必要があ
ります。ります。Anaconda はこの接続の開始を要求します。はこの接続の開始を要求します。

手順手順25.1 Direct モードでモードで VNC を開始するを開始する

1. インストールされているシステムへの接続に使用するワークステーション上でインストールされているシステムへの接続に使用するワークステーション上で VNC ビューアービューアー
を実行します。たとえば、を実行します。たとえば、TigerVNC を使用する場合：を使用する場合：

図図25.1 TigerVNC の接続詳細の接続詳細

[D]

2. インストールシステムを起動し、ブートメニューが表示されるまで待ちます。メニューでインストールシステムを起動し、ブートメニューが表示されるまで待ちます。メニューで Tab
キーを押して起動オプションを編集します。キーを押して起動オプションを編集します。inst.vnc オプションをコマンドラインの最後に追オプションをコマンドラインの最後に追
加します。加します。

必要に応じて、インストールシステムに必要に応じて、インストールシステムに VNC アクセスを制限する場合アクセスを制限する場合
は、は、inst.vncpassword=PASSWORD 起動オプションも追加します。起動オプションも追加します。PASSWORD は、インスは、インス
トールで使用するパスワードに置き換えます。トールで使用するパスワードに置き換えます。VNC パスワードはパスワードは 6 文字から文字から 8 文字に設定する文字に設定する
必要があります。必要があります。

重要重要

inst.vncpassword= オプションには一時的なパスワードを使用してください。オプションには一時的なパスワードを使用してください。
システムで使用する実際のパスワードまたはシステムで使用する実際のパスワードまたは root パスワードは指定しないでくパスワードは指定しないでく
ださい。ださい。

図図25.2 AMD、、Intel、および、および ARM システムでのシステムでの VNC ブートオプションの追加ブートオプションの追加
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図図25.2 AMD、、Intel、および、および ARM システムでのシステムでの VNC ブートオプションの追加ブートオプションの追加

[D]

3. Enter を押してインストールを開始します。システムはインストールプログラムを初期化し、を押してインストールを開始します。システムはインストールプログラムを初期化し、
必要なサービスを開始します。システムの準備ができると、以下のようなメッセージが画面上必要なサービスを開始します。システムの準備ができると、以下のようなメッセージが画面上
に表示されます。に表示されます。

13:14:47 Please manually connect your VNC viewer to 192.168.100.131:1 to begin the 
install.

IP アドレスとポート番号を書き留めます（上記の例ではアドレスとポート番号を書き留めます（上記の例では 192.168.100.131:1）。）。

4. VNC ビューアーを実行しているシステムで、前の手順で取得したビューアーを実行しているシステムで、前の手順で取得した IP アドレスとポート番号をアドレスとポート番号を
Anaconda で画面上に表示された形式と同じ形式でで画面上に表示された形式と同じ形式で Connection Details ダイアログに入力しまダイアログに入力しま
す。次に、す。次に、Connect をクリックします。をクリックします。VNC ビューアーによりインストールシステムに接続さビューアーによりインストールシステムに接続さ
れます。れます。VNC パスワードを設定する場合は、プロンプトが表示されたら入力し、パスワードを設定する場合は、プロンプトが表示されたら入力し、OK をクリッをクリッ
クします。クします。

VNC クライアントの使用に関する詳細は、クライアントの使用に関する詳細は、『『Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガシステム管理者のガ
イドイド』』 の該当するセクションを参照してください。の該当するセクションを参照してください。

この手順が終了すると新しいウィンドウが開き、この手順が終了すると新しいウィンドウが開き、VNC 接続が確立され、インストールメニューが表示接続が確立され、インストールメニューが表示
されます。このウィンドウでは、システムに直接インストールするときと同じように、されます。このウィンドウでは、システムに直接インストールするときと同じように、Anaconda グラグラ
フィカルインターフェイスを使用できます。フィカルインターフェイスを使用できます。

次のいずれかに進みます。次のいずれかに進みます。

64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は8章章Anaconda を使用したインストーを使用したインストー
ルルを参照してください。を参照してください。
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IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は13章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストールを参照してくだを参照してくだ
さい。さい。

IBM Z の場合はの場合は18章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストールを参照してください。を参照してください。

25.2.2. VNC Connect モードでのインストール

Connect モードでは、インストールされているシステムがリモートシステム上で実行中のモードでは、インストールされているシステムがリモートシステム上で実行中の VNC ビュービュー
アーへ接続を開始します。作業の開始前に、リモートシステムでアーへ接続を開始します。作業の開始前に、リモートシステムで VNC に使用するポートでの着信接続に使用するポートでの着信接続
が受け取れるよう設定されていることを確認してください。接続が妨害されていないことを確認する方が受け取れるよう設定されていることを確認してください。接続が妨害されていないことを確認する方
法はネットワークやワークステーションの設定により異なります。ファイアウォール設定に関する詳細法はネットワークやワークステーションの設定により異なります。ファイアウォール設定に関する詳細
はは『『Red Hat Enterprise Linux 7 Security Guide』』を参照してください。を参照してください。

手順手順25.2 Connect モードでモードで VNC を開始するを開始する

1. クライアント側のシステムでクライアント側のシステムで VNC ビューアーをリスニングモードで開始します。たとえビューアーをリスニングモードで開始します。たとえ
ば、ば、TigerVNC を使用するを使用する Red Hat Enterprise Linux で、以下のコマンドを実行します。で、以下のコマンドを実行します。

$ vncviewer -listen PORT

PORT は、接続に使用するポート番号に置き換えます。は、接続に使用するポート番号に置き換えます。

端末に以下の例のようなメッセージが表示されます。端末に以下の例のようなメッセージが表示されます。

例例25.1 TigerVNC ビューアーの待機ビューアーの待機

TigerVNC Viewer 64-bit v1.3.0 (20130924)
Built on Sep 24 2013 at 16:32:56
Copyright (C) 1999-2011 TigerVNC Team and many others (see README.txt)
See http://www.tigervnc.org for information on TigerVNC.

Thu Feb 20 15:23:54 2014
main:        Listening on port 5901

これでこれで VNC ビューアーの準備が整い、インストールシステムからの着信接続を待機している状ビューアーの準備が整い、インストールシステムからの着信接続を待機している状
態になります。態になります。

2. インストールするシステムを起動し、ブートメニューの表示を待ちます。メニューでインストールするシステムを起動し、ブートメニューの表示を待ちます。メニューで Tab キーキー
を押して起動オプションを編集します。コマンドラインに以下のオプションを追加します。を押して起動オプションを編集します。コマンドラインに以下のオプションを追加します。

inst.vnc inst.vncconnect=HOST:PORT

HOST にはには VNC ビューアーを待機させているシステムのビューアーを待機させているシステムの IP アドレス、アドレス、PORT にはには VNC ビュービュー
アーがリッスンしているポート番号を入力します。アーがリッスンしているポート番号を入力します。

3. Enter を押してインストールを開始します。システムはインストールプログラムを初期化し、を押してインストールを開始します。システムはインストールプログラムを初期化し、
必要なサービスを開始します。初期化が完了すると、必要なサービスを開始します。初期化が完了すると、Anaconda は前のステップで指定したは前のステップで指定した IP
アドレスとポートへの接続を試みます。アドレスとポートへの接続を試みます。

接続が正常に確立されると、接続が正常に確立されると、VNC ビューアーを実行するシステム上で新規のウィンドウが開ビューアーを実行するシステム上で新規のウィンドウが開
き、インストールメニューが表示されます。このウィンドウでは、システムに直接インストーき、インストールメニューが表示されます。このウィンドウでは、システムに直接インストー
ルするときと同じように、ルするときと同じように、Anaconda グラフィカルインターフェイスを使用できます。グラフィカルインターフェイスを使用できます。
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この手順の終了後は、次に進むことができます。この手順の終了後は、次に進むことができます。

64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は8章章Anaconda を使用したインストーを使用したインストー
ルルを参照してください。を参照してください。

IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は13章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストールを参照してくだを参照してくだ
さい。さい。

IBM Z の場合はの場合は18章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストールを参照してください。を参照してください。

25.3. キックスタートに関する注意点

VNC で使用するコマンドは、キックスタートを使ったインストールでも使用できます。で使用するコマンドは、キックスタートを使ったインストールでも使用できます。vnc コマンドのコマンドの
みを使用すると、みを使用すると、Direct モードを使用してインストールされます。モードを使用してインストールされます。Connect モードでのインストールでモードでのインストールで
は、追加オプションが利用可能になります。キックスタートファイルで使用するは、追加オプションが利用可能になります。キックスタートファイルで使用する vnc コマンドおよびオコマンドおよびオ
プションの詳細は、プションの詳細は、「キックスタートのコマンドとオプション」「キックスタートのコマンドとオプション」 を参照してください。を参照してください。
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第26章 ヘッドレスシステム
ヘッドレスのシステムをインストールする場合、選択できるオプションはキックスタートによる自動イヘッドレスのシステムをインストールする場合、選択できるオプションはキックスタートによる自動イ
ンストールまたはンストールまたは Connect モードでの対話式モードでの対話式 VNC インストールのみになります。自動キックスタートインストールのみになります。自動キックスタート
インストールの詳細は、インストールの詳細は、「キックスタートのコマンドとオプション」「キックスタートのコマンドとオプション」 を参照してください。以下では対を参照してください。以下では対
話式話式 VNC インストールの全般的な手順について説明します。インストールの全般的な手順について説明します。

1. インストールを開始するためのネットワーク起動サーバーをセットアップします。ネットワーインストールを開始するためのネットワーク起動サーバーをセットアップします。ネットワー
ク起動サーバーの基本設定のインストールおよび実行に関する情報は、ク起動サーバーの基本設定のインストールおよび実行に関する情報は、24章章ネットワークからネットワークから
のインストールの準備のインストールの準備 を参照してください。を参照してください。

2. Connect モードのモードの VNC インストール用起動オプションを使用するようサーバーを設定します。インストール用起動オプションを使用するようサーバーを設定します。
これらの起動オプションは、これらの起動オプションは、「「VNC Connect モードでのインストール」モードでのインストール」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。

3. 手順手順25.2「「Connect モードでモードで VNC を開始する」を開始する」 に記載された手順に従って、に記載された手順に従って、Connect モードモード
でのでの VNC インストールを実行します。ただし、システムを起動するよう指示されたら、ローカインストールを実行します。ただし、システムを起動するよう指示されたら、ローカ
ルメディアからではなく、ネットワークサーバーから起動します。ルメディアからではなく、ネットワークサーバーから起動します。
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第27章 キックスタートを使ったインストール

27.1. キックスタートを使ったインストールとは

インストールプロセスを部分的または完全に自動化する方法がキックスタートを使ったインストールにインストールプロセスを部分的または完全に自動化する方法がキックスタートを使ったインストールに
なります。キックスタートファイルには、システムで使用するタイムゾーン、ドライブのパーティショなります。キックスタートファイルには、システムで使用するタイムゾーン、ドライブのパーティショ
ン設定、インストールするパッケージなど、インストールプログラムで入力を求められる一般的な質問ン設定、インストールするパッケージなど、インストールプログラムで入力を求められる一般的な質問
に対する答えがすべて格納されます。このため、準備されたキックスタートファイルをインストール開に対する答えがすべて格納されます。このため、準備されたキックスタートファイルをインストール開
始時に提供することで、ユーザーによる作業を必要としない自動インストールが実行できるようになり始時に提供することで、ユーザーによる作業を必要としない自動インストールが実行できるようになり
ます。これは、ます。これは、Red Hat Enterprise Linux を多数のシステムに一度にデプロイする場合などに特に便利を多数のシステムに一度にデプロイする場合などに特に便利
です。です。

キックスタートファイルをキックスタートファイルを 1 つのサーバーに置くことで、インストール時に各コンピューターが読み込つのサーバーに置くことで、インストール時に各コンピューターが読み込
むことができます。この方法を使用すると、むことができます。この方法を使用すると、1 つのキックスタートファイルで複数のマシンにつのキックスタートファイルで複数のマシンに Red Hat
Enterprise Linux をインストールできるため、ネットワークおよびシステム管理者には理想的な方法にをインストールできるため、ネットワークおよびシステム管理者には理想的な方法に
なります。なります。

キックスタートスクリプトとその実行のログファイルは、インストールの失敗のデバッグに役立つようキックスタートスクリプトとその実行のログファイルは、インストールの失敗のデバッグに役立つよう
にに /tmp ディレクトリーに保存されます。ディレクトリーに保存されます。

注記注記

キックスタートは、キックスタートは、Red Hat Enterprise Linux の以前のバージョンではシステムをアップの以前のバージョンではシステムをアップ
グレードするのに使用できました。グレードするのに使用できました。Red Hat Enterprise Linux 7 では、この機能は削除さでは、この機能は削除さ
れており、システムのアップグレードではなく、特殊なツールにより処理されます。詳れており、システムのアップグレードではなく、特殊なツールにより処理されます。詳
細は細は 29章章現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード を参照してください。を参照してください。

27.2. キックスタートを使ったインストールの実行方法

キックスタートを使用したインストールは、ローカルのキックスタートを使用したインストールは、ローカルの DVD またはローカルのハードドライブを使用またはローカルのハードドライブを使用
するか、するか、NFS、、FTP、、HTTP、、HTTPS などにより実行できます。などにより実行できます。

キックスタートを使用する場合、次の手順を行う必要があります。キックスタートを使用する場合、次の手順を行う必要があります。

1. キックスタートファイルを作成するキックスタートファイルを作成する

2. リムーバブルメディア、ハードドライブ、ネットワークの場所のいずれかの場所でキックスリムーバブルメディア、ハードドライブ、ネットワークの場所のいずれかの場所でキックス
タートファイルを利用可能にするタートファイルを利用可能にする

3. インストール開始に使用する起動メディアを作成するインストール開始に使用する起動メディアを作成する

4. インストールソースを準備するインストールソースを準備する

5. キックスタートを使ったインストールを開始するキックスタートを使ったインストールを開始する

本章では、これらの手順について詳しく見ていきます。本章では、これらの手順について詳しく見ていきます。

27.2.1. キックスタートファイルの作成

キックスタートファイル自体は、キックスタートファイル自体は、「キックスタート構文の参考資料」「キックスタート構文の参考資料」 に記載のキーワードを含むプレーに記載のキーワードを含むプレー
ンテキストファイルで、インストールでの指示出しのロールを果たします。ファイルをンテキストファイルで、インストールでの指示出しのロールを果たします。ファイルを ASCII テキストテキスト
として保存できるテキストエディターとして保存できるテキストエディター(Linux システムのシステムの Gedit またはまたは vim、、Windows システムのシステムの ノーノー
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トパッドトパッド などなど)は、キックスタートファイルの作成および編集に使用できます。は、キックスタートファイルの作成および編集に使用できます。キックスタート設定キックスタート設定
ファイルには任意の名前を付けることができますが、後で他の設定ファイルやダイアログでこの名前をファイルには任意の名前を付けることができますが、後で他の設定ファイルやダイアログでこの名前を
指定する必要があるため、シンプルな名前にしておくことが推奨されます。指定する必要があるため、シンプルな名前にしておくことが推奨されます。

まず任意のシステムに手動のインストールを行うことが、キックスタートファイル作成の推奨方法となまず任意のシステムに手動のインストールを行うことが、キックスタートファイル作成の推奨方法とな
ります。インストールが完了すると、インストール中に行ったすべての選択肢が、インストール済みシります。インストールが完了すると、インストール中に行ったすべての選択肢が、インストール済みシ
ステムのステムの /root/ ディレクトリーにあるディレクトリーにある anaconda-ks.cfg という名前のファイルに保存されます。このという名前のファイルに保存されます。この
ファイルをコピーして、必要に応じて変更を加えると、この後のインストールでこの設定ファイルを使ファイルをコピーして、必要に応じて変更を加えると、この後のインストールでこの設定ファイルを使
用することができます。用することができます。

重要重要

Red Hat カスタマーポータルのアカウントをお持ちの場合は、カスタマーポータルカスタマーポータルのアカウントをお持ちの場合は、カスタマーポータル Labs
のの で入手で入手 https://access.redhat.com/labs/kickstartconfig/ 可能な可能な キックスタート設定キックスタート設定
ツールツール を使用できます。このツールは基本的な設定を説明し、作成されるキックスターを使用できます。このツールは基本的な設定を説明し、作成されるキックスター
トファイルのダウンロードを可能にします。ただし、このツールは現在、高度なパートファイルのダウンロードを可能にします。ただし、このツールは現在、高度なパー
ティション作成をサポートしていません。ティション作成をサポートしていません。

Kickstart Configurator （キックスタートファイルを作成するグラフィカルツール）は引（キックスタートファイルを作成するグラフィカルツール）は引
き続き利用可能です。ただし、今後更新されることはなく、き続き利用可能です。ただし、今後更新されることはなく、Red Hat Enterprise Linux 6
からから 7 へのキックスタート構文における変更を反映しません。へのキックスタート構文における変更を反映しません。

キックスタートファイルを作成する際は次の点に注意してください。キックスタートファイルを作成する際は次の点に注意してください。

各セクションは各セクションは決められた順序決められた順序で指定してください。セクション内の項目については、特に指で指定してください。セクション内の項目については、特に指
定がない限り順序は関係ありません。セクションの順序は次のようになります。定がない限り順序は関係ありません。セクションの順序は次のようになります。

コマンドセクションコマンドセクション: キックスタートオプションキックスタートオプション 「キックスタートのコマンドとオプショ「キックスタートのコマンドとオプショ
ン」ン」 の一覧を参照してください。必須のオプションを使用する必要があります。の一覧を参照してください。必須のオプションを使用する必要があります。

インストーラーの機能を拡張するインストーラーの機能を拡張する Anaconda のアドオンは、のアドオンは、%addon addon_name コマンコマン
ドを使用してコマンドセクションで使用することもできます。詳細はドを使用してコマンドセクションで使用することもできます。詳細は 「キックスタートの「キックスタートの
アドオン」アドオン」 を参照してください。を参照してください。

%packages セクション：詳細は、セクション：詳細は、「パッケージの選択」「パッケージの選択」 を参照してください。を参照してください。

%pre セクションおよびセクションおよび %post セクション、およびセクション、および %onerror セクション：これらのセクセクション：これらのセク
ションは任意の順序で指定でき、必須ではありません。詳細はションは任意の順序で指定でき、必須ではありません。詳細は 「インストール前のスクリ「インストール前のスクリ
プト」プト」、、「インストール後のスクリプト」「インストール後のスクリプト」 およびおよび 「キックスタートでのエラー処理」「キックスタートでのエラー処理」 を参を参
照してください。照してください。

重要重要

%addon、、%packages、、%onerror、、%pre、および、および %post セクションセクション
は、は、%end で終了する必要があります。そうしないと、インストールプログラムで終了する必要があります。そうしないと、インストールプログラム
がキックスタートファイルを拒否する必要があります。がキックスタートファイルを拒否する必要があります。

必須項目以外は省略しても構いません。必須項目以外は省略しても構いません。

必須項目が省略されている場合は、通常のインストール中のプロンプトと同様、インストール必須項目が省略されている場合は、通常のインストール中のプロンプトと同様、インストール
プログラムにより、その関連項目についての回答が求められます。回答を入力すると、インスプログラムにより、その関連項目についての回答が求められます。回答を入力すると、インス
トールが自動的に続行されますトールが自動的に続行されます (他にも省略されている部分があればその部分まで他にも省略されている部分があればその部分まで)。。

ポンド（数字）記号ポンド（数字）記号(#)で始まる行はコメントとして扱われ、無視されます。で始まる行はコメントとして扱われ、無視されます。
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27.2.2. キックスタートファイルの維持

27.2.2.1. キックスタートファイルの確認キックスタートファイルの確認

キックスタートファイルの作成時もしくはカスタマイズ時には、ファイルをインストールで使用する前キックスタートファイルの作成時もしくはカスタマイズ時には、ファイルをインストールで使用する前
にその有効性を確認すると便利です。にその有効性を確認すると便利です。Red Hat Enterprise Linux 7 には、これに使用できるには、これに使用できる ksvalidator
コマンドラインユーティリティーが含まれています。このツールは、コマンドラインユーティリティーが含まれています。このツールは、pykickstart パッケージに含まれまパッケージに含まれま
す。このパッケージをインストールするには、す。このパッケージをインストールするには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。

# yum install pykickstart

パッケージをインストールしたら、以下のコマンドを使用してキックスタートファイルを検証できまパッケージをインストールしたら、以下のコマンドを使用してキックスタートファイルを検証できま
す。す。

$ ksvalidator /path/to/kickstart.ks

/path/to/kickstart.ks は、確認するキックスタートファイルへのパスに置き換えます。は、確認するキックスタートファイルへのパスに置き換えます。

このツールの詳細は、このツールの詳細は、ksvalidator (1) のの man ページを参照してください。ページを参照してください。

重要重要

検証ツールには制限があることに留意してください。キックスタートファイルは非常に検証ツールには制限があることに留意してください。キックスタートファイルは非常に
複雑になる場合があります。複雑になる場合があります。ksvalidator は構文が正しいこと、およびファイルに非推奨は構文が正しいこと、およびファイルに非推奨
のオプションが含まれていないことを確認できますが、インストールの成功を保証するのオプションが含まれていないことを確認できますが、インストールの成功を保証する
ことはできません。また、キックスタートファイルのことはできません。また、キックスタートファイルの %pre セクション、セクション、%post セクセク
ション、およびション、および %packages セクションは検証されません。セクションは検証されません。

27.2.2.2. キックスタート構文の違いキックスタート構文の違い

Red Hat Enterprise Linux の主要リリース間では、キックスタートを使ったインストールの全般的な原の主要リリース間では、キックスタートを使ったインストールの全般的な原
則はほぼ同じですが、コマンドおよびオプションが変更されることがあります。則はほぼ同じですが、コマンドおよびオプションが変更されることがあります。ksverdiff コマンドをコマンドを
使用すると、使用すると、2 つのバージョンのキックスタート構文の違いを表示できます。これは、既存のキックスつのバージョンのキックスタート構文の違いを表示できます。これは、既存のキックス
タートファイルを新しいリリースで使用するための更新をする際に便利なコマンドです。タートファイルを新しいリリースで使用するための更新をする際に便利なコマンドです。Red Hat
Enterprise Linux 6 とと 7 の構文の変更一覧を表示するには、以下のコマンドを使用します。の構文の変更一覧を表示するには、以下のコマンドを使用します。

$ ksverdiff -f RHEL6 -t RHEL7

-f オプションは、比較を開始するリリースを指定し、オプションは、比較を開始するリリースを指定し、-t オプションは、終了するリリースを指定しまオプションは、終了するリリースを指定しま
す。詳細は、す。詳細は、ksverdiff (1) man ページを参照してください。ページを参照してください。

27.2.3. キックスタートファイルの準備

キックスタートファイルは次のいずれかの場所に配置しておく必要があります。キックスタートファイルは次のいずれかの場所に配置しておく必要があります。

DVD やや USB フラッシュドライブなどのフラッシュドライブなどの リムーバブルメディアリムーバブルメディア

インストールするシステムに接続しているインストールするシステムに接続している ハードドライブハードドライブ

インストールするシステムからアクセスできるインストールするシステムからアクセスできる ネットワーク共有ネットワーク共有

通常、キックスタートファイルはリムバーブルメディアやハードドライブにコピーするか、ネットワー通常、キックスタートファイルはリムバーブルメディアやハードドライブにコピーするか、ネットワー
ク上で利用できるようにしておきます。ファイルをネットワーク上の場所に置くことで、キックスターク上で利用できるようにしておきます。ファイルをネットワーク上の場所に置くことで、キックスター
トインストールへの通常のアプローチが補完されます。通常のアプローチもネットワークベースです。トインストールへの通常のアプローチが補完されます。通常のアプローチもネットワークベースです。
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PXE サーバーを使ってシステムが起動され、キックスタートファイルがネットワーク共有からダウンサーバーを使ってシステムが起動され、キックスタートファイルがネットワーク共有からダウン
ロードされます。そして、ファイルで指定されているソフトウェアパッケージがリモートのリポジトロードされます。そして、ファイルで指定されているソフトウェアパッケージがリモートのリポジト
リーからダウンロードされます。リーからダウンロードされます。

キックスタートファイルを準備して、インストールするシステムからアクセスできるようにする手順キックスタートファイルを準備して、インストールするシステムからアクセスできるようにする手順
は、インストールは、インストール ISO イメージまたはツリーの代わりにキックスタートファイルを使用する点以外は、イメージまたはツリーの代わりにキックスタートファイルを使用する点以外は、
インストールソースの準備とまったく同じになります。全手順は、インストールソースの準備とまったく同じになります。全手順は、「インストールソースの準備」「インストールソースの準備」 を参を参
照してください。照してください。

27.2.4. インストールソースの準備

システムに必要なパッケージをインストールするため、キックスタートを使ったインストールではインシステムに必要なパッケージをインストールするため、キックスタートを使ったインストールではイン
ストールソースにアクセスする必要があります。ソースは、ストールソースにアクセスする必要があります。ソースは、Red Hat Enterprise Linux のフルインスのフルインス
トールトール DVD ISO イメージまたはイメージまたは インストールツリーインストールツリー のいずれかになります。インストールツリーは、のいずれかになります。インストールツリーは、
同じディレクトリー構造を持つバイナリー同じディレクトリー構造を持つバイナリー Red Hat Enterprise Linux DVD のコピーです。のコピーです。

DVD ベースのインストールの場合は、キックスタートインストールを開始する前に、ベースのインストールの場合は、キックスタートインストールを開始する前に、Red Hat
Enterprise Linux インストールインストール DVD をコンピューターに挿入します。インストールソースとしてをコンピューターに挿入します。インストールソースとして Red
Hat Enterprise Linux DVD を使用する方法は、を使用する方法は、「インストールソース「インストールソース - DVD」」 を参照してください。を参照してください。

(ハードドライブまたはハードドライブまたは USB フラッシュドライブのいずれかを使ったフラッシュドライブのいずれかを使った) ハードドライブインストールをハードドライブインストールを
実行する場合は、バイナリー実行する場合は、バイナリー Red Hat Enterprise Linux DVD のの ISO イメージがコンピューターのハーイメージがコンピューターのハー
ドドライブ上にあることを確認してください。インストールソースにハードドライブを使用する方法ドドライブ上にあることを確認してください。インストールソースにハードドライブを使用する方法
は、は、「インストールソース「インストールソース - ハードドライブ」ハードドライブ」 を参照してください。を参照してください。

ネットワークベースネットワークベース (NFS、、FTP、、HTTP などなど) のインストールを実行する場合は、ネットワーク経由でのインストールを実行する場合は、ネットワーク経由で
インストールツリーやバイナリーインストールツリーやバイナリー DVD ISO イメージイメージ (使用するプロトコルによる使用するプロトコルによる) などにアクセスできなどにアクセスでき
ることを確認してください。詳細はることを確認してください。詳細は 「インストールソース「インストールソース - ネットワーク」ネットワーク」 を参照してください。を参照してください。

27.2.5. キックスタートを使ったインストールの開始

注記注記

inst.ks= 起動オプションを指定せずにキックスタートファイルを自動的に読み込むに起動オプションを指定せずにキックスタートファイルを自動的に読み込むに
は、ファイルには、ファイルに ks.cfg という名前を付け、という名前を付け、OEMDRV というラベルが付いたストレージというラベルが付いたストレージ
ボリュームに配置します。ボリュームに配置します。

インストールシステムを起動する場合は、起動オプションインストールシステムを起動する場合は、起動オプション inst.ks=location を使用します。を使用します。location
は、キックスタートファイルの場所に置き換えます。起動オプションを指定する方法は、システムのは、キックスタートファイルの場所に置き換えます。起動オプションを指定する方法は、システムの
アーキテクチャーによって異なります。詳細はアーキテクチャーによって異なります。詳細は 23章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。

64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システム、ならびにシステム、ならびに IBM Power Systems サーバーでは、サーバーでは、PXE
サーバーを使って起動する機能があります。サーバーを使って起動する機能があります。PXE サーバーの設定時に、ブートローダー設定ファイルにサーバーの設定時に、ブートローダー設定ファイルに
起動オプションを追加できます。これにより、インストールを自動的に開始できるようになります。こ起動オプションを追加できます。これにより、インストールを自動的に開始できるようになります。こ
のアプローチにより、ブートプロセスを含めたインストールを完全に自動化できるようになります。のアプローチにより、ブートプロセスを含めたインストールを完全に自動化できるようになります。
PXE サーバーの設定方法はサーバーの設定方法は24章章ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備を参照してください。を参照してください。

本セクションでは、キックスタートファイルがインストールシステムからアクセスできる場所に既に配本セクションでは、キックスタートファイルがインストールシステムからアクセスできる場所に既に配
置されていること、また起動メディアまたはシステムを起動しインストールを開始することができる置されていること、また起動メディアまたはシステムを起動しインストールを開始することができる
PXE サーバーのいずれかの準備が整っていることを前提としています。記載されている手順は、一部がサーバーのいずれかの準備が整っていることを前提としています。記載されている手順は、一部が
システムのアーキテクチャーによって異なるため、一般的な説明としてご利用ください。また、すべてシステムのアーキテクチャーによって異なるため、一般的な説明としてご利用ください。また、すべて
のアーキテクチャーですべてのオプションが使用できるわけではありませんのアーキテクチャーですべてのオプションが使用できるわけではありません (IBM Z ではでは PXE 起動は使起動は使
用できないなど用できないなど)。。
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27.2.5.1. 手動でのキックスタートインストールの開始手動でのキックスタートインストールの開始

本セクションでは、手動でキックスタートインストールを開始する方法を説明します。つまり、本セクションでは、手動でキックスタートインストールを開始する方法を説明します。つまり、boot:
プロンプトで起動オプションを追加する必要があります。プロンプトで起動オプションを追加する必要があります。

手順手順27.1 起動オプションを使ってキックスタートを使ったインストールを開始する起動オプションを使ってキックスタートを使ったインストールを開始する

1. ローカルメディアローカルメディア (CD、、DVD、、USB フラッシュドライブなどフラッシュドライブなど) のいずれかを使ってシステムをのいずれかを使ってシステムを
起動します。アーキテクチャー固有の詳細については以下をご覧ください。起動します。アーキテクチャー固有の詳細については以下をご覧ください。

64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は7章章64 ビットビット AMD、、Intel、および、および
ARM システムでのインストールの起動システムでのインストールの起動を参照してください。を参照してください。

IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は12章章IBM Power Systems でのインストールの起動でのインストールの起動をを
参照してください。参照してください。

IBM Z の場合はの場合は16章章 IBM Z でのインストールの起動でのインストールの起動を参照してください。を参照してください。

2. 起動プロンプトで、起動プロンプトで、inst.ks= 起動オプションと、キックスタートファイルの場所を指定しま起動オプションと、キックスタートファイルの場所を指定しま
す。キックスタートファイルがネットワークの場所にある場合は、す。キックスタートファイルがネットワークの場所にある場合は、ip= オプションを使用したオプションを使用した
ネットワークの設定が必要になる場合があります。必要なパッケージがインストールされるソネットワークの設定が必要になる場合があります。必要なパッケージがインストールされるソ
フトウェアソースにアクセスするには、フトウェアソースにアクセスするには、inst.repo= オプションが必要になる場合があります。オプションが必要になる場合があります。

起動オプションと有効な構文に関する詳細は、起動オプションと有効な構文に関する詳細は、23章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。

3. 追加した起動オプションを確認してインストールを開始します。追加した起動オプションを確認してインストールを開始します。

これにより、キックスタートファイルで指定されているインストールオプションを使用したインストーこれにより、キックスタートファイルで指定されているインストールオプションを使用したインストー
ルが開始します。キックスタートファイルに問題がなく、必要なコマンドがすべて含まれていれば、こルが開始します。キックスタートファイルに問題がなく、必要なコマンドがすべて含まれていれば、こ
の時点からインストールは完全に自動化で行われます。の時点からインストールは完全に自動化で行われます。

27.2.5.2. 自動的なキックスタートインストールの開始自動的なキックスタートインストールの開始

以下の手順では、ネットワーク起動以下の手順では、ネットワーク起動 (PXE) サーバーと適切に設定されたブートローダーを使って、キッサーバーと適切に設定されたブートローダーを使って、キッ
クスタートを使ったインストールを完全に自動化する方法を説明します。この方法に従うと、必要な作クスタートを使ったインストールを完全に自動化する方法を説明します。この方法に従うと、必要な作
業はシステムをオンにすることだけになります。この時点からインストールが完了するまで、他の対話業はシステムをオンにすることだけになります。この時点からインストールが完了するまで、他の対話
形式は一切不要となります。形式は一切不要となります。

注記注記

IBM Z ではでは PXE インストールは利用できません。インストールは利用できません。

手順手順27.2 ブートローダー設定を編集してキックスタートを使ったインストールを開始するブートローダー設定を編集してキックスタートを使ったインストールを開始する

1. PXE サーバー上でブートローダー設定ファイルを開き、サーバー上でブートローダー設定ファイルを開き、inst.ks= 起動オプションを適切な行に起動オプションを適切な行に
追加します。ファイル名と構文は、システムのアーキテクチャーおよびハードウェアにより異追加します。ファイル名と構文は、システムのアーキテクチャーおよびハードウェアにより異
なります。なります。

BIOS が搭載されているが搭載されている AMD64 システムおよびシステムおよび Intel 64 システムの場合、ファイル名はシステムの場合、ファイル名は デデ
フォルトフォルト か、システムのか、システムの IP アドレスを基にできます。この場合は、インストールエントアドレスを基にできます。この場合は、インストールエント
リーのリーの append 行に行に inst.ks= オプションを追加します。設定ファイルのオプションを追加します。設定ファイルの append 行の例を行の例を
以下に示します。以下に示します。

append initrd=initrd.img inst.ks=http://10.32.5.1/mnt/archive/RHEL-
7/7.x/Server/x86_64/kickstarts/ks.cfg
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GRUB2 ブートローダーを使用するシステムブートローダーを使用するシステム(64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムシステム
でで UEFI ファームウェアおよびファームウェアおよび IBM Power Systems サーバーがあるサーバーがある)システムでは、ファイシステムでは、ファイ
ル名はル名は grub.cfg になります。このファイルで、インストールエントリーのになります。このファイルで、インストールエントリーの kernel 行に行に 
inst.ks= オプションを追加します。設定ファイルのオプションを追加します。設定ファイルの kernel 行の例を以下に示します。行の例を以下に示します。

kernel vmlinuz inst.ks=http://10.32.5.1/mnt/archive/RHEL-
7/7.x/Server/x86_64/kickstarts/ks.cfg

2. ネットワークサーバーからインストールを起動します。アーキテクチャー固有の詳細についてネットワークサーバーからインストールを起動します。アーキテクチャー固有の詳細について
は以下をご覧ください。は以下をご覧ください。

64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は「「PXE を使ったネットワークからを使ったネットワークから
の起動」の起動」を参照してください。を参照してください。

IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は「インストールサーバーを使ったネットワークから「インストールサーバーを使ったネットワークから
の起動」の起動」を参照してください。を参照してください。

これでキックスタートファイルで指定されているインストールオプションを使用したインストールが開これでキックスタートファイルで指定されているインストールオプションを使用したインストールが開
始します。キックスタートファイルに問題がなく、必要なコマンドがすべて含まれていれば、インス始します。キックスタートファイルに問題がなく、必要なコマンドがすべて含まれていれば、インス
トールは完全に自動で行われます。トールは完全に自動で行われます。

27.3. キックスタート構文の参考資料

27.3.1. キックスタートのコマンドとオプション

注記注記

オプションの後に等号オプションの後に等号(=)が続く場合は、後に値を指定する必要があります。上記のコマが続く場合は、後に値を指定する必要があります。上記のコマ
ンド例では、コマンドでは、角括弧ンド例では、コマンドでは、角括弧([ ])内のオプションがオプションの引数です。内のオプションがオプションの引数です。

auth またはまたは authconfig （オプション）（オプション）

authconfig コマンドを使用してシステムの認証オプションを設定します。インストール完了後もココマンドを使用してシステムの認証オプションを設定します。インストール完了後もコ
マンドラインで実行できます。詳細は、マンドラインで実行できます。詳細は、authconfig (8) man ページおよびページおよび authconfig --help コマンコマン
ドを参照してください。デフォルトでは、パスワードがシャドウ化されています。ドを参照してください。デフォルトでは、パスワードがシャドウ化されています。

警告警告

SSL プロトコルでプロトコルで OpenLDAP を使用する場合は、サーバー設定でを使用する場合は、サーバー設定で SSLv2 プロプロ
トコルおよびトコルおよび SSLv3 プロトコルが無効になっていることを確認してください。プロトコルが無効になっていることを確認してください。
POODLE SSL 脆弱性脆弱性 (CVE-2014-3566) の影響を受けないようにするためでの影響を受けないようにするためで
す。詳細はす。詳細は https://access.redhat.com/solutions/1234843 を参照してくださを参照してくださ
い。い。

--enablenis - NIS サポートをオンにします。デフォルトでは、サポートをオンにします。デフォルトでは、--enablenis はネットワークはネットワーク
上で見つけた任意のドメインを使用します。ドメインは、ほとんどの場合は上で見つけた任意のドメインを使用します。ドメインは、ほとんどの場合は --nisdomain=
オプションを使って設定する必要があります。オプションを使って設定する必要があります。

--nisdomain= - NIS サービスに使用するサービスに使用する NIS ドメイン名。ドメイン名。



第第27章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

373

https://access.redhat.com/solutions/1234843


--nisserver= - NIS サービスに使用するサーバーサービスに使用するサーバー (デフォルトではブロードキャストデフォルトではブロードキャスト)。。

--useshadow またはまたは --enableshadow - シャドウパスワードを使用します。シャドウパスワードを使用します。

--enableldap - /etc/nsswitch.conf でで LDAP サポートを有効にし、システムがサポートを有効にし、システムが LDAP ディレディレ
クトリーからユーザーに関する情報クトリーからユーザーに関する情報(UID、ホームディレクトリー、シェルなど、ホームディレクトリー、シェルなど)を取得できを取得でき
るようにします。このオプションを使用するには、るようにします。このオプションを使用するには、nss-pam-ldapd パッケージをインストーパッケージをインストー
ルする必要があります。また、ルする必要があります。また、--ldapserver= およびおよび --ldapbasedn= で、サーバーとベースで、サーバーとベース
DN (識別名識別名) も指定する必要があります。も指定する必要があります。

--enableldapauth - LDAP を認証方法として使用します。これにより、を認証方法として使用します。これにより、LDAP ディレクトディレクト
リーを使用した認証およびパスワード変更のリーを使用した認証およびパスワード変更の pam_ldap モジュールが有効になります。このモジュールが有効になります。この
項目を使用するには、項目を使用するには、nss-pam-ldapd がインストールされている必要があります。また、がインストールされている必要があります。また、--
ldapserver= およびおよび --ldapbasedn= で、サーバーとベースで、サーバーとベース DN (識別名識別名) も指定する必要があも指定する必要があ
ります。お使いの環境でります。お使いの環境で TLS (Transport Layer Security) が使用されない場合は、が使用されない場合は、--
disableldaptls スイッチを使用して、生成される設定ファイルが機能することを確認しまスイッチを使用して、生成される設定ファイルが機能することを確認しま
す。す。

--ldapserver=: --enableldap またはまたは --enableldapauth のいずれかを指定した場合は、こののいずれかを指定した場合は、この
オプションで、使用するオプションで、使用する LDAP サーバーの名前を指定します。このオプションはサーバーの名前を指定します。このオプションは 
/etc/ldap.conf ファイルに設定されます。ファイルに設定されます。

--ldapbasedn=: --enableldap またはまたは --enableldapauth のいずれかを指定した場合は、こののいずれかを指定した場合は、この
オプションで、ユーザー情報が保存されるオプションで、ユーザー情報が保存される LDAP ディレクトリーツリーにディレクトリーツリーに DN を指定しまを指定しま
す。このオプションはす。このオプションは /etc/ldap.conf ファイルに設定されます。ファイルに設定されます。

--enableldaptls: TLS(Transport Layer Security) ルックアップを使用します。認証の前に、ルックアップを使用します。認証の前に、
LDAP からから LDAP サーバーに暗号化したユーザー名とパスワードを送信することができまサーバーに暗号化したユーザー名とパスワードを送信することができま
す。す。

--disableldaptls: 認証に認証に LDAP を使用する環境でを使用する環境で TLS (Transport Layer Security) ルックルック
アップを使用しないでください。アップを使用しないでください。

--enablekrb5: ユーザーの認証にユーザーの認証に Kerberos 5 を使用します。を使用します。Kerberos 自体はホームディレ自体はホームディレ
クトリー、クトリー、UID、シェルなどを認識しません。、シェルなどを認識しません。Kerberos を有効にする場合は、を有効にする場合は、LDAP、、
NIS、、Hesiod またはまたは useradd コマンドを使用して、このワークステーションにユーザーのコマンドを使用して、このワークステーションにユーザーの
アカウントを認識させる必要があります。この項目を使用する場合は、アカウントを認識させる必要があります。この項目を使用する場合は、pam_krb5 がインスがインス
トールされている必要があります。トールされている必要があります。

--krb5realm=: ワークステーションが属するワークステーションが属する Kerberos 5 レルム。レルム。

--krb5kdc=: レルムの要求を処理するレルムの要求を処理する KDC。領域内に複数の。領域内に複数の KDC がある場合は、空白を入がある場合は、空白を入
れずにコンマで区切って指定します。れずにコンマで区切って指定します。

--krb5adminserver=: kadmind も実行しているレルムのも実行しているレルムの KDC。このサーバーでパスワード。このサーバーでパスワード
の変更やその他の管理要求を処理します。複数のの変更やその他の管理要求を処理します。複数の KDC を設置する場合、このサーバーはマを設置する場合、このサーバーはマ
スターのスターの KDC で実行する必要があります。で実行する必要があります。

--enablehesiod: ユーザーのホームディレクトリー、ユーザーのホームディレクトリー、UID、シェルなどを検索できるよう、シェルなどを検索できるよう
Hesiod サポートを有効にします。ネットワーク上でのサポートを有効にします。ネットワーク上での Hesiod の設定および使用に関する詳の設定および使用に関する詳
細は、細は、glibc パッケージに含まれるパッケージに含まれる /usr/share/doc/glibc-2.x.x/README.hesiod を参照してを参照して
ください。ください。Hesiod はは DNS の拡張機能になります。の拡張機能になります。DNS レコードを使ってユーザー、グルーレコードを使ってユーザー、グルー
プ、その他の情報を格納します。プ、その他の情報を格納します。

--hesiodlhs およびおよび --hesiodrhs: /etc/hesiod.conf で設定されるで設定される Hesiod LHS （左サイド）（左サイド）
およびおよび RHS （右側）値。（右側）値。Hesiod ライブラリーはこれらの値を使用して、ライブラリーはこれらの値を使用して、LDAP がベースがベース
DN を使用する方法と同様に、を使用する方法と同様に、DNS で名前を検索します。で名前を検索します。
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ユーザー名ユーザー名 jim のユーザー情報を検索するには、のユーザー情報を検索するには、Hesiod ライブラリーはライブラリーは 
jim.passwdLHSRHS を検索します。これは、を検索します。これは、passwd ファイルのそのユーザーのエントファイルのそのユーザーのエント
リーと同じ文字列を含むリーと同じ文字列を含む TXT レコードに対して解決する必要がありますレコードに対して解決する必要があります : 
jim:*:1001:1001:Jungle Jim:/home/jim:/bin/bashHesiod ライブラリーは、代わりにライブラリーは、代わりに 
jim.groupLHSRHS を検索し、グループを検索します。を検索し、グループを検索します。

ユーザーおよびグループを番号で検索するには、ユーザーおよびグループを番号で検索するには、jim.passwd のの CNAME をを 1001.uid にに
し、し、jim.group のの CNAME をを 1001.gid にします。検索の実行時に、ライブラリーはピリオドにします。検索の実行時に、ライブラリーはピリオド
(.)をを LHS およびおよび RHS の値の前に配置しません。したがって、の値の前に配置しません。したがって、LHS とと RHS の値の前にピリの値の前にピリ
オドが必要な場合は、オドが必要な場合は、--hesiodlh とと --hesiodrhs に設定する値にピリオドを含める必要があに設定する値にピリオドを含める必要があ
ります。ります。

--enablesmbauth: SMB サーバーサーバー (通常は通常は Samba またはまたは Windows サーバーサーバー) に対するユーに対するユー
ザーの認証を有効にします。ザーの認証を有効にします。SMB 認証サポートでは、ホームディレクトリー、認証サポートでは、ホームディレクトリー、UID、シェル、シェル
などは認識しません。などは認識しません。SMB を有効にする場合は、を有効にする場合は、LDAP、、NIS、、Hesiod またはまたは useradd ココ
マンドを使用して、ワークステーションにユーザーのアカウントを認識させる必要がありまマンドを使用して、ワークステーションにユーザーのアカウントを認識させる必要がありま
す。す。

--smbservers=: SMB 認証に使用するサーバー名。複数のサーバーを指定するには、名前を認証に使用するサーバー名。複数のサーバーを指定するには、名前を
コンマ（）で区切ります。コンマ（）で区切ります。 

--smbworkgroup=: SMB サーバーのサーバーの workgroup の名前。の名前。

--enablecache - nscd サービスを有効にします。サービスを有効にします。nscd サービスは、ユーザー、グループ、サービスは、ユーザー、グループ、
およびその他のタイプの情報をキャッシュします。およびその他のタイプの情報をキャッシュします。NIS、、LDAP、または、または Hesiod を使用しを使用し
て、ネットワーク経由でユーザーおよびグループに関する情報を配信する場合は、キャッて、ネットワーク経由でユーザーおよびグループに関する情報を配信する場合は、キャッ
シュが特に便利です。シュが特に便利です。

--passalgo=: SHA-256 ハッシュアルゴリズムを設定するにはハッシュアルゴリズムを設定するには sha256 を、を、SHA-512 ハッハッ
シュアルゴリズムは、シュアルゴリズムは、sha512 を設定します。を設定します。

autopart （任意）（任意）

自動的に作成するパーティション：ルート自動的に作成するパーティション：ルート(/)パーティションパーティション(1 GB 以上以上)、、swap パーティション、パーティション、
アーキテクチャーに適したアーキテクチャーに適した /boot パーティション。十分な大きさのドライブパーティション。十分な大きさのドライブ(50 GB 以上以上)でで
は、は、/home パーティションも作成されます。パーティションも作成されます。

重要重要

autopart オプションは、同じキックスタートファイル内のオプションは、同じキックスタートファイル内の part/partition オプショオプショ
ン、ン、raid オプション、オプション、logvol オプション、またはオプション、または volgroup オプションとは併用できオプションとは併用でき
ません。ません。

--type= - 事前定義済み自動パーティション設定スキームの中から、使用するスキームを選択事前定義済み自動パーティション設定スキームの中から、使用するスキームを選択
します。次の値を取ります。します。次の値を取ります。

lvm: LVM パーティション設定スキームパーティション設定スキーム

Btrfs: Btrfs パーティション設定スキームパーティション設定スキーム

plain: LVM またはまたは Btrfs のない通常のパーティション。のない通常のパーティション。

thinp: LVM シンプロビジョニングのパーティション設定スキームシンプロビジョニングのパーティション設定スキーム

使用可能なパーティションスキームの説明は、使用可能なパーティションスキームの説明は、「ファイルシステムのタイプ」「ファイルシステムのタイプ」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
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--fstype= - 利用可能なファイルシステムのタイプを選択します。使用可能な値利用可能なファイルシステムのタイプを選択します。使用可能な値
は、は、ext2、、ext3、、ext4、、xfs、および、および vfat です。デフォルトのファイルシステムはです。デフォルトのファイルシステムは xfs でで
す。これらのファイルシステムに関する詳細はす。これらのファイルシステムに関する詳細は「ファイルシステムのタイプ」「ファイルシステムのタイプ」を参照してくを参照してく
ださい。ださい。

--nohome - /home パーティションの自動作成を無効にします。パーティションの自動作成を無効にします。

--nolvm - 自動パーティション設定に自動パーティション設定に LVM またはまたは Btrfs を使用しないでください。このオプを使用しないでください。このオプ
ションはションは - -type=plain と同じです。と同じです。

--encrypted - すべてのパーティションを暗号化します。これは、手動グラフィカルインスすべてのパーティションを暗号化します。これは、手動グラフィカルインス
トール中の初期パーティション設定画面のトール中の初期パーティション設定画面の Encrypt partitions チェックボックスをオンにすチェックボックスをオンにす
ることと同じです。ることと同じです。

注記注記

1 つ以上のパーティションを暗号化する際に、つ以上のパーティションを暗号化する際に、Anaconda は、パーティションは、パーティション
を安全に暗号化するためにを安全に暗号化するために 256 ビットのエントロピーを収集しようとしまビットのエントロピーを収集しようとしま
す。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分なエントロす。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分なエントロ
ピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大ピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大 10 分後に終了分後に終了
します。します。

プロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化できますプロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化できます
(キーボードで入力またはマウスの移動キーボードで入力またはマウスの移動)。仮想マシンにインストールしてい。仮想マシンにインストールしてい
る場合は、る場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化の導入および管理ガイド仮想化の導入および管理ガイドにあるにある
ように、ように、virtio-rng デバイスデバイス (仮想のランダム番号ジェネレーター仮想のランダム番号ジェネレーター) をゲストをゲスト
にアタッチすることもできます。にアタッチすることもできます。

--passphrase= - 暗号化した全デバイスに、デフォルトのシステムワイドパスフレーズを指暗号化した全デバイスに、デフォルトのシステムワイドパスフレーズを指
定します。定します。

--escrowcert=URL_of_X.509_certificate - 暗号化した全ボリュームのデータ暗号化の鍵を暗号化した全ボリュームのデータ暗号化の鍵を 
/root 配下にファイルとして格納します。配下にファイルとして格納します。URL_of_X.509 _certificate で指定したで指定した URL のの
X.509 証明書証明書 を使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファイルとしを使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファイルとし
て格納されます。て格納されます。--encrypted と併用しないと有効ではありません。と併用しないと有効ではありません。

--backuppassphrase - 暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパスフ暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパスフ
レーズを追加します。これらのパスフレーズはレーズを追加します。これらのパスフレーズは /root 配下に別々のファイルに保存します。配下に別々のファイルに保存します。-
-escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を使用して暗号化されます。証明書を使用して暗号化されます。--escrowcert と併用しなと併用しな
いと有効ではありません。いと有効ではありません。

--cipher= - Anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が飽和していない場合に使用すが飽和していない場合に使用す
る暗号化のタイプを指定します。る暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。このオプオプションと併用してください。このオプ
ションだけを使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、ションだけを使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、Red Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドセキュリティーガイド に記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-
plain64 またはまたは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を強く推奨しています。のいずれかの使用を強く推奨しています。

注記注記

CMS タイプのタイプの 1 つのつの FBA DASD にインストールする場合は、にインストールする場合は、autopart --
nohome のキックスタートオプションを使用することが推奨されます。これのキックスタートオプションを使用することが推奨されます。これ
により、インストーラーは別のにより、インストーラーは別の /home パーティションを作成しません。そのパーティションを作成しません。その
後、インストールは成功します。後、インストールは成功します。

autostep （任意）（任意）
キックスタートインストールでは、通常、必要ない画面は表示されません。このオプションを使用キックスタートインストールでは、通常、必要ない画面は表示されません。このオプションを使用
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キックスタートインストールでは、通常、必要ない画面は表示されません。このオプションを使用キックスタートインストールでは、通常、必要ない画面は表示されません。このオプションを使用
すると、すべてのウィンドウを省略せずに少しの間表示します。このオプションは、パッケージのすると、すべてのウィンドウを省略せずに少しの間表示します。このオプションは、パッケージの
インストールを中断させることができるため、システムのデプロイ時には使用しないでください。インストールを中断させることができるため、システムのデプロイ時には使用しないでください。

--autoscreenshot - インストール中のすべてのステップでスクリーンショットを作成しまインストール中のすべてのステップでスクリーンショットを作成しま
す。これらのスクリーンショットは、インストール時にす。これらのスクリーンショットは、インストール時に /tmp/anaconda-screenshots/ に保に保
存され、インストールが完了すると存され、インストールが完了すると /root/anaconda-screenshots で確認できます。で確認できます。

各スクリーンは、インストーラーが次のスクリーンに切り替える直前のショットを撮りま各スクリーンは、インストーラーが次のスクリーンに切り替える直前のショットを撮りま
す。必要なキックスタートオプションをすべて使用しておらず、インストールが自動的に開す。必要なキックスタートオプションをすべて使用しておらず、インストールが自動的に開
始しない場合は、自動的に設定されていないウィンドウに移動して、希望する設定を実行で始しない場合は、自動的に設定されていないウィンドウに移動して、希望する設定を実行で
きるため、これは重要になります。完了きるため、これは重要になります。完了 をクリックして続行をクリックして続行 するする と、指定した設定を含むと、指定した設定を含む
画面がキャプチャーされます。画面がキャプチャーされます。

bootloader （必須）（必須）

ブートローダーのインストール方法を指定します。ブートローダーのインストール方法を指定します。

重要重要

Red Hat は、全マシンにブートローダーのパスワードを設定することを強く推奨しまは、全マシンにブートローダーのパスワードを設定することを強く推奨しま
す。ブートローダーが保護されていないと、攻撃者によりシステムの起動オプションす。ブートローダーが保護されていないと、攻撃者によりシステムの起動オプション
が修正され、システムへの不正アクセスが許可されてしまう可能性があります。が修正され、システムへの不正アクセスが許可されてしまう可能性があります。

重要重要

sdX (またはまたは /dev/sdX) 形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される保証が形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される保証が
ないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイスノーないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイスノー
ド名を呼び出す際には、代わりにド名を呼び出す際には、代わりに /dev/disk からのアイテムを使用することができまからのアイテムを使用することができま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。

part / --fstype=xfs --onpart=sda1

以下のいずれかのようなエントリーを使用します。以下のいずれかのようなエントリーを使用します。

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-path/pci-0000:00:05.0-scsi-0:0:0:0-part1

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-id/ata-ST3160815AS_6RA0C882-part1

上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとします。上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとします。
これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連続的にこれは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連続的に
参照する別の方法については、参照する別の方法については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイストレージ管理ガイ
ドド』』の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。

注記注記

場合によっては、場合によっては、64 ビットのビットの AMD、、Intel、および、および ARM のシステムにブートローのシステムにブートロー
ダーをインストールするのに、特殊なパーティションが必要になります。このパーダーをインストールするのに、特殊なパーティションが必要になります。このパー
ティションの種類およびサイズについては、ブートローダーをインストールするディティションの種類およびサイズについては、ブートローダーをインストールするディ
スクがスクが Master Boot Record (MBR) スキーマを使用するのか、それともスキーマを使用するのか、それとも GUID
Partition Table (GPT) スキーマを使用するのかによって異なります。詳細は、スキーマを使用するのかによって異なります。詳細は、「ブー「ブー
トローダーのインストール」トローダーのインストール」 を参照してください。を参照してください。

--append= - 追加のカーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場追加のカーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場
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--append= - 追加のカーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場追加のカーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場
合は空白で区切ります。以下に例を示します。合は空白で区切ります。以下に例を示します。

bootloader --location=mbr --append="hdd=ide-scsi ide=nodma"

rhgb とと quiet のパラメーターは、ここで特に指定しない場合やのパラメーターは、ここで特に指定しない場合や --append= コマンドを使用コマンドを使用
しない場合でも、常に使用されます。しない場合でも、常に使用されます。

このオプションは、このオプションは、Meltdown およびおよび Spectre に起因する脆弱性の問題を軽減するために実に起因する脆弱性の問題を軽減するために実
装されたメカニズムを無効にする場合に便利です。投機的実行を悪用するもので、今日のほ装されたメカニズムを無効にする場合に便利です。投機的実行を悪用するもので、今日のほ
とんどのプロセッサーで確認されていますとんどのプロセッサーで確認されています (CVE-2017-5754、、CVE-2017-5753、および、および
CVE-2017-5715)。場合によっては、これらのメカニズムは不要で、有効にしてもセキュリ。場合によっては、これらのメカニズムは不要で、有効にしてもセキュリ
ティーは向上せずパフォーマンスが低下する可能性があります。これらのメカニズムを無効ティーは向上せずパフォーマンスが低下する可能性があります。これらのメカニズムを無効
にするには、にするには、AMD64/Intel 64 システムのシステムの bootloader --append="nopti noibrs noibpb" なな
どのオプションをキックスタートファイルに追加します。どのオプションをキックスタートファイルに追加します。

警告警告

脆弱性の問題を軽減するメカニズムを無効にする場合は、システムが攻脆弱性の問題を軽減するメカニズムを無効にする場合は、システムが攻
撃の危険にさらされていないことを確認する必要があります。撃の危険にさらされていないことを確認する必要があります。
Meltdown およびおよび Spectre に起因する脆弱性については、に起因する脆弱性については、Red Hat
vulnerability response article の記事を参照してください。の記事を参照してください。

--boot-drive= - ブートローダーの書き込み先のドライブを指定します。つまり、コンピューブートローダーの書き込み先のドライブを指定します。つまり、コンピュー
ターが起動するドライブです。ブートドライブにマルチパスデバイスを使用する場合は、ターが起動するドライブです。ブートドライブにマルチパスデバイスを使用する場合は、
disk/by-id/dm-uuid-mpath-WWID 名を使用してデバイスを指定します。名を使用してデバイスを指定します。

重要重要

現在、現在、zipl ブートローダーを使用するブートローダーを使用する IBM Z システムのシステムの Red Hat Enterprise
Linux インストールでは、インストールでは、--boot-drive= オプションが無視されます。オプションが無視されます。zipl をを
インストールすると、それ自体で起動ドライブが決まります。インストールすると、それ自体で起動ドライブが決まります。

--leavebootorder - インストーラーが、ブートローダーのインストール済みシステム一覧のインストーラーが、ブートローダーのインストール済みシステム一覧の
最上位に最上位に Red Hat Enterprise Linux 7 を追加し、その順番と既存の全エントリーを保持しまを追加し、その順番と既存の全エントリーを保持しま
す。す。

--driveorder= - BIOS の起動順序で最初のドライブを指定します。以下に例を示します。の起動順序で最初のドライブを指定します。以下に例を示します。

bootloader --driveorder=sda,hda

--location= - ブートレコードの書き込み先を指定します。使用できる値は以下のとおりでブートレコードの書き込み先を指定します。使用できる値は以下のとおりで
す。す。

MBR - デフォルトのオプション。ドライブが使用しているのがデフォルトのオプション。ドライブが使用しているのが Master Boot Record
(MBR) スキームかスキームか GUID Partition Table (GPT) スキームかによって、動作が異なりまスキームかによって、動作が異なりま
す。す。

GPT フォーマット済みディスクの場合は、ブートローダーのステージフォーマット済みディスクの場合は、ブートローダーのステージ 1.5 がが BIOS
起動パーティションにインストールされます。起動パーティションにインストールされます。
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MBR フォーマット済みディスクの場合は、フォーマット済みディスクの場合は、MBR とと 1 番目のパーティションの間にあ番目のパーティションの間にあ
る空白領域にステージる空白領域にステージ 1.5 がインストールされます。がインストールされます。

partition - カーネルを含むパーティションの最初のセクターにブートローダーをインスカーネルを含むパーティションの最初のセクターにブートローダーをインス
トールします。トールします。

None - ブートローダーをインストールしません。ブートローダーをインストールしません。

ほとんどの場合、このオプションは指定する必要がありません。ほとんどの場合、このオプションは指定する必要がありません。

--password= - GRUB2 を使用している場合は、このオプションで指定したパスワードをを使用している場合は、このオプションで指定したパスワードを
ブートローダーのパスワードに設定します。任意のカーネルオプションを指定できるブートローダーのパスワードに設定します。任意のカーネルオプションを指定できる
GRUB2 シェルへのアクセスを制限するために使用する必要があります。シェルへのアクセスを制限するために使用する必要があります。

パスワードを指定すると、パスワードを指定すると、GRUB2 はユーザー名も要求します。ユーザー名は常にはユーザー名も要求します。ユーザー名は常に root でで
す。す。

--iscrypted - --password= オプションを使用してブートローダーのパスワードを指定するオプションを使用してブートローダーのパスワードを指定する
と、通常、キックスタートファイルにプレーンテキスト形式で保存されます。このパスワーと、通常、キックスタートファイルにプレーンテキスト形式で保存されます。このパスワー
ドを暗号化する場合に、このオプションを使用して暗号化パスワードを生成します。ドを暗号化する場合に、このオプションを使用して暗号化パスワードを生成します。

暗号化されたパスワードを生成するには、暗号化されたパスワードを生成するには、grub2-mkpasswd-pbkdf2 コマンドを使用して、コマンドを使用して、
使用するパスワードを入力し、コマンドの出力使用するパスワードを入力し、コマンドの出力( grub.pbkdf2で始まるハッシュで始まるハッシュ)をキックスをキックス
タートファイルにコピーします。暗号化したパスワードがあるキックスタートエントリーのタートファイルにコピーします。暗号化したパスワードがあるキックスタートエントリーの 
bootloader の例は、以下のようになります。の例は、以下のようになります。

bootloader --iscrypted --
password=grub.pbkdf2.sha512.10000.5520C6C9832F3AC3D149AC0B24BE69E2D4FB0D
BEEDBD29CA1D30A044DE2645C4C7A291E585D4DC43F8A4D82479F8B95CA4BA4381
F8550510B75E8E0BB2938990.C688B6F0EF935701FF9BD1A8EC7FE5BD2333799C98F
28420C5CC8F1A2A233DE22C83705BB614EA17F3FDFDF4AC2161CEA3384E56EB38A
2E39102F5334C47405E

--timeout= - ブートローダーがデフォルトオプションで起動するまでの待ち時間を指定しまブートローダーがデフォルトオプションで起動するまでの待ち時間を指定しま
すす (秒単位秒単位)。。

--default= - ブートローダー設定内のデフォルトのブートイメージを設定します。ブートローダー設定内のデフォルトのブートイメージを設定します。

--extlinux - GRUB2 の代わりにの代わりに extlinux ブートローダーを使用します。このオプションブートローダーを使用します。このオプション
は、は、extlinux でサポートされているシステムでのみ機能します。でサポートされているシステムでのみ機能します。

--disabled - このオプションは、このオプションは、--location=none のより強力なバージョンになります。のより強力なバージョンになります。--
location=none は単にブートローダーのインストールを無効にしますが、は単にブートローダーのインストールを無効にしますが、--disabled だとだと
ブートローダーのインストールを無効にするほか、ブートローダーを含むパッケージのインブートローダーのインストールを無効にするほか、ブートローダーを含むパッケージのイン
ストールを無効にするため、領域が節約できます。ストールを無効にするため、領域が節約できます。

Btrfs （任意）（任意）

Btrfs ボリュームまたはサブボリュームを作成します。ボリュームを作成する場合の構文を示しまボリュームまたはサブボリュームを作成します。ボリュームを作成する場合の構文を示しま
す。す。

btrfs mntpoint --data=level --metadata=level --label=label partitions

partitions には、には、1 つ以上のパーティションを指定できます。複数のパーティションを指定する場つ以上のパーティションを指定できます。複数のパーティションを指定する場
合、エントリーは単一スペースで区切ります。デモンストレーションについては、合、エントリーは単一スペースで区切ります。デモンストレーションについては、例例27.1「「Btrfs のの
ボリュームとサブボリュームの作成」ボリュームとサブボリュームの作成」を参照してください。を参照してください。
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サブボリュームを作成する場合の構文を示します。サブボリュームを作成する場合の構文を示します。

btrfs mntpoint --subvol --name=path parent

parent はサブボリュームの親ボリュームとなる識別子です。はサブボリュームの親ボリュームとなる識別子です。mntpoint はファイルシステムをマウンはファイルシステムをマウン
トする場所です。トする場所です。

--data= - ファイルシステムデータに使用するファイルシステムデータに使用する RAID レベルを指定しますレベルを指定します (例例: 0、、1、、10)。こ。こ
のパラメーターは任意のもので、サブボリュームには影響ありません。複数の物理ディスクのパラメーターは任意のもので、サブボリュームには影響ありません。複数の物理ディスク
が必要になります。が必要になります。

--metadata= - ファイルシステムファイルシステム/ボリュームメタデータに使用するボリュームメタデータに使用する RAID レベルを指定しまレベルを指定しま
すす( 0、、1、、10などなど)。オプション。オプション:このオプションは、サブボリュームには影響ありません。このオプションは、サブボリュームには影響ありません。
複数の物理ディスクが必要になります。複数の物理ディスクが必要になります。

--label=: Btrfs ファイルシステムのラベルを指定します。指定したラベルが別のファイルシファイルシステムのラベルを指定します。指定したラベルが別のファイルシ
ステムで既に使用されている場合には、新しいラベルが作成されます。このオプションは、ステムで既に使用されている場合には、新しいラベルが作成されます。このオプションは、
サブボリュームには影響ありません。サブボリュームには影響ありません。

--noformat またはまたは --useexisting: 既存の既存の Btrfs ボリュームボリューム (またはサブボリュームまたはサブボリューム) を使用を使用
し、ファイルシステムの再フォーマットは行いません。し、ファイルシステムの再フォーマットは行いません。

--mkfsoptions= - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す追加このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す追加
のパラメーターを指定します。引数のリストでは処理が行われないため、直接のパラメーターを指定します。引数のリストでは処理が行われないため、直接 mkfs プログプログ
ラムに渡すことのできる形式で処理を行う必要があります。つまり、複数のオプションはコラムに渡すことのできる形式で処理を行う必要があります。つまり、複数のオプションはコ
ンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要がありますンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要があります (ファイルシステムによって異なりファイルシステムによって異なり
ますます)。。

以下の例は、以下の例は、/ およびおよび /home のサブボリュームを使用して、のサブボリュームを使用して、3 つのディスク上のメンバーパーティつのディスク上のメンバーパーティ
ションからションから Btrfs ボリュームを作成する方法を示しています。この例では、メインのボリュームは、ボリュームを作成する方法を示しています。この例では、メインのボリュームは、
直接マウントしたり、使用したりしません。直接マウントしたり、使用したりしません。

例例27.1 Btrfs のボリュームとサブボリュームの作成のボリュームとサブボリュームの作成

part btrfs.01 --size=6000 --ondisk=sda
part btrfs.02 --size=6000 --ondisk=sdb
part btrfs.03 --size=6000 --ondisk=sdc

btrfs none --data=0 --metadata=1 --label=rhel7 btrfs.01 btrfs.02 btrfs.03
btrfs / --subvol --name=root LABEL=rhel7
btrfs /home --subvol --name=home rhel7

clearpart （オプション）（オプション）

新しいパーティションを作成する前に、システムからパーティションを削除します。デフォルトで新しいパーティションを作成する前に、システムからパーティションを削除します。デフォルトで
は、パーティションは削除されません。は、パーティションは削除されません。

重要重要
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重要重要

sdX (またはまたは /dev/sdX) 形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される保証が形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される保証が
ないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイスノーないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイスノー
ド名を呼び出す際には、代わりにド名を呼び出す際には、代わりに /dev/disk からのアイテムを使用することができまからのアイテムを使用することができま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。

part / --fstype=xfs --onpart=sda1

以下のいずれかのようなエントリーを使用します。以下のいずれかのようなエントリーを使用します。

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-path/pci-0000:00:05.0-scsi-0:0:0:0-part1

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-id/ata-ST3160815AS_6RA0C882-part1

上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとします。上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとします。
これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連続的にこれは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連続的に
参照する別の方法については、参照する別の方法については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイストレージ管理ガイ
ドド』』の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。

注記注記

clearpart コマンドを使用すると、論理パーティションでコマンドを使用すると、論理パーティションで part --onpart コマンドは使コマンドは使
用できません。用できません。

clearpart コマンドを含むパーティション設定の詳細な例は、コマンドを含むパーティション設定の詳細な例は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 をを
参照してください。参照してください。

--all - システムにあるすべてのパーティションを消去します。システムにあるすべてのパーティションを消去します。

警告警告

このオプションを使用すると接続しているネットワークストレージなどこのオプションを使用すると接続しているネットワークストレージなど
インストーラーでアクセスできるディスクはすべて消去されます。使用インストーラーでアクセスできるディスクはすべて消去されます。使用
する場合は注意が必要です。する場合は注意が必要です。

clearpart が、が、--drives= オプションを使用して消去するドライブのみをオプションを使用して消去するドライブのみを
指定する、ネットワークストレージを後で接続（キックスタートファイ指定する、ネットワークストレージを後で接続（キックスタートファイ
ルのルの %post セクションなど）、またはネットワークストレージへのアセクションなど）、またはネットワークストレージへのア
クセスに使用されるカーネルモジュールをブラックリストに登録するこクセスに使用されるカーネルモジュールをブラックリストに登録するこ
とで、保持したいストレージが消去されないようにできます。とで、保持したいストレージが消去されないようにできます。

--drives= - ドライブを指定してパーティションを消去します。次の例では、プライマリードライブを指定してパーティションを消去します。次の例では、プライマリー
IDE コントローラーのコントローラーの 1 番目と番目と 2 番目のドライブにあるパーティションをすべて消去するこ番目のドライブにあるパーティションをすべて消去するこ
とになります。とになります。

clearpart --drives=hda,hdb --all

マルチパスデバイスを削除するには、マルチパスデバイスを削除するには、disk/by-id/scsi-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID
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マルチパスデバイスを削除するには、マルチパスデバイスを削除するには、disk/by-id/scsi-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID
は、デバイスは、デバイス のの World- Wide Identifier です。です。WWID がが 
58095BEC5510947BE8C0360F604351918 のディスクを消去する場合は、以下を使用しまのディスクを消去する場合は、以下を使用しま
す。す。

clearpart --drives=disk/by-id/scsi-58095BEC5510947BE8C0360F604351918

この形式はすべてのマルチパスデバイスに適していますが、エラーが発生した場合は、この形式はすべてのマルチパスデバイスに適していますが、エラーが発生した場合は、論理論理
ボリューム管理ボリューム管理 (LVM)を使用しないマルチパスデバイスは、を使用しないマルチパスデバイスは、disk/by-id/dm-uuid-
mpath-WWID 形式を使用して消去することもできます。形式を使用して消去することもできます。WWID はデバイスのはデバイスの World - Wide
Identifier です。です。WWID がが 2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017 のディスクを消去すのディスクを消去す
る場合は、以下を使用します。る場合は、以下を使用します。

clearpart --drives=disk/by-id/dm-uuid-mpath-2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

警告警告

mpatha などのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでくださなどのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでくださ
い。このようなデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではありまい。このようなデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではありま
せん。インストール中にせん。インストール中に /dev/mpatha という名前のディスクは、予想さという名前のディスクは、予想さ
れるディスクではない場合があります。したがって、れるディスクではない場合があります。したがって、clearpart コマンコマン
ドは誤ったディスクをターゲットにする可能性があります。ドは誤ったディスクをターゲットにする可能性があります。

--initlabel - フォーマット用に指定されたそれぞれのアーキテクチャーで全ディスクに対しフォーマット用に指定されたそれぞれのアーキテクチャーで全ディスクに対し
てデフォルトのディスクラベルを作成して、ディスクを初期化します。たとえば、てデフォルトのディスクラベルを作成して、ディスクを初期化します。たとえば、x86 の場の場
合は合は msdos になります。になります。--initlabel ではすべてのディスクが表示されてしまうため、フォーではすべてのディスクが表示されてしまうため、フォー
マット対象のドライブだけを接続することが重要です。マット対象のドライブだけを接続することが重要です。

clearpart --initlabel --drives=names_of_disks

以下に例を示します。以下に例を示します。

clearpart --initlabel --drives=dasda,dasdb,dasdc

--list= - 消去するパーティションを指定します。このオプションを使用すると、消去するパーティションを指定します。このオプションを使用すると、--all およびおよび -
-linux のオプションが上書きされます。異なるドライブ間で使用できます。以下に例を示しのオプションが上書きされます。異なるドライブ間で使用できます。以下に例を示し
ます。ます。

clearpart --list=sda2,sda3,sdb1

--linux - すべてのすべての Linux パーティションを消去します。パーティションを消去します。

--none (デフォルトデフォルト) - パーティションを消去しません。パーティションを消去しません。

注記注記
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注記注記

キックスタートファイルでキックスタートファイルで clearpart --all コマンドを使用してインストール中に既存コマンドを使用してインストール中に既存
のパーティションをすべて削除すると、のパーティションをすべて削除すると、Anaconda が一時停止し、特定のケースではが一時停止し、特定のケースでは
確認を求めるプロンプトが出される可能性があります。対話なしで自動的にインス確認を求めるプロンプトが出される可能性があります。対話なしで自動的にインス
トールを実行する必要がある場合は、トールを実行する必要がある場合は、zerombr コマンドをキックスタートファイルにコマンドをキックスタートファイルに
追加します。追加します。

cmdline （任意）（任意）

完全に非対話式のコマンドラインモードでインストールを実行します。対話のプロンプトがあると完全に非対話式のコマンドラインモードでインストールを実行します。対話のプロンプトがあると
インストールは停止します。このモードは、インストールは停止します。このモードは、x3270 端末と共に端末と共に IBM Z システムで使用する場合に便システムで使用する場合に便
利です。利です。「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」 を参照してください。を参照してください。

重要重要

完全に自動的なインストールでは、キックスタートファイルで利用可能なモード完全に自動的なインストールでは、キックスタートファイルで利用可能なモード(ググ
ラフィカルラフィカル、、テキストテキスト、または、または cmdline)のいずれかを指定するか、のいずれかを指定するか、コンソール、環コンソール、環
境、ディスプレイの各オプション境、ディスプレイの各オプション で説明されているように、起動オプションで説明されているように、起動オプション 
console= を使用する必要があります。モードが指定されていない場合は、システムを使用する必要があります。モードが指定されていない場合は、システム
により、続行前にいずれかを選択するように求められます。により、続行前にいずれかを選択するように求められます。

device （任意）（任意）

ほとんどのほとんどの PCI システムでは、イーサネットカードやシステムでは、イーサネットカードや SCSI カードが自動検出されます。ただし、旧カードが自動検出されます。ただし、旧
式のシステムや一部の式のシステムや一部の PCI では、適切なデバイスを検出できるようキックスタートにヒントを追加では、適切なデバイスを検出できるようキックスタートにヒントを追加
する必要があります。追加モジュールをインストールするようにインストールプログラムに指示すする必要があります。追加モジュールをインストールするようにインストールプログラムに指示す
るる device コマンドは、以下の形式を使用します。コマンドは、以下の形式を使用します。

device moduleName --opts=options

moduleName: インストールが必要なカーネルモジュール名に置き換えます。インストールが必要なカーネルモジュール名に置き換えます。

--opts=: カーネルモジュールに渡すオプションです。以下に例を示します。カーネルモジュールに渡すオプションです。以下に例を示します。

device --opts="aic152x=0x340 io=11"

driverdisk （任意）（任意）

ドライバーディスクは、キックスタートを使用したインストール中に、デフォルトでは含まれていドライバーディスクは、キックスタートを使用したインストール中に、デフォルトでは含まれてい
ないドライバーを追加する場合に使用します。ドライバーディスクのコンテンツを、システムのないドライバーを追加する場合に使用します。ドライバーディスクのコンテンツを、システムの
ハードドライブにあるパーティションのルートディレクトリーにコピーする必要があります。次ハードドライブにあるパーティションのルートディレクトリーにコピーする必要があります。次
に、に、driverdisk コマンドを使用して、インストールプログラムがドライバーディスクとその場所をコマンドを使用して、インストールプログラムがドライバーディスクとその場所を
検索するように指定する必要があります。検索するように指定する必要があります。

driverdisk [partition|--source=url|--biospart=biospart]

ドライバーディスクにはネットワーク上の場所を指定することもできます。ドライバーディスクにはネットワーク上の場所を指定することもできます。

driverdisk --source=ftp://path/to/dd.img
driverdisk --source=http://path/to/dd.img
driverdisk --source=nfs:host:/path/to/img

partition: ドライバーディスクを含むパーティションです。パーティションは、パーティドライバーディスクを含むパーティションです。パーティションは、パーティ
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partition: ドライバーディスクを含むパーティションです。パーティションは、パーティドライバーディスクを含むパーティションです。パーティションは、パーティ
ション名ション名( sdb1などなど)だけでだけで なくなく、完全パス、完全パス( /dev/sdb1などなど)として指定する必要がありまとして指定する必要がありま
す。す。

--source= - ドライバーディスクのドライバーディスクの URL。。NFS の場所は、の場所は、nfs:host:/path/to/img の形式で指の形式で指
定できます。定できます。

--biospart= - ドライバーディスクを含むドライバーディスクを含む BIOS パーティションを指定します（例：パーティションを指定します（例： 
82p2）。）。

ドライバーディスクは、ネットワーク経由またはドライバーディスクは、ネットワーク経由または initrd から読み込むのではなく、ハードディスクドから読み込むのではなく、ハードディスクド
ライブまたは同様のデバイスから読み込むこともできます。以下の手順に従います。ライブまたは同様のデバイスから読み込むこともできます。以下の手順に従います。

1. ハードディスクドライブ、ハードディスクドライブ、USB、または同様のデバイスにドライバーディスクを読み込みま、または同様のデバイスにドライバーディスクを読み込みま
す。す。

2. このデバイスに対してこのデバイスに対して DD などのラベルを設定します。などのラベルを設定します。

3. キックスタートファイルに以下の行を追加します。キックスタートファイルに以下の行を追加します。

driverdisk LABEL=DD:/e1000.rpm

DD を具体的なラベルに、を具体的なラベルに、dd.rpm は具体的な名前に置き換えます。は具体的な名前に置き換えます。LABEL ではなく、ではなく、inst.repo コマコマ
ンドで対応している内容を使用して、ハードディスクドライブを指定します。ンドで対応している内容を使用して、ハードディスクドライブを指定します。

e ULA （オプション）（オプション）

ユーザーの介入を必要とせず、自動的にユーザーの介入を必要とせず、自動的に End User License Agreement (EULA) に同意する場合にこに同意する場合にこ
のオプションを使用します。このオプションを指定するとのオプションを使用します。このオプションを指定すると 、、 インストールが完了して初めてシステインストールが完了して初めてシステ
ムを再起動した後に、ライセンス契約に同意するように求められなくなります。詳細は、ムを再起動した後に、ライセンス契約に同意するように求められなくなります。詳細は、30章章初期初期
設定設定 (Initial Setup) を参照してください。を参照してください。

--agreed (必須必須) - EULA に同意します。このオプションは常に使用する必要があります。使に同意します。このオプションは常に使用する必要があります。使
用しないと、用しないと、eula コマンドは意味がありません。コマンドは意味がありません。

FCoE （任意）（任意）

Enhanced Disk Drive Services (EDD) で検出されたデバイス以外で、自動的にアクティベートするで検出されたデバイス以外で、自動的にアクティベートする
FCoE デバイスを指定します。デバイスを指定します。

fcoe --nic=name [options]

--nic= (必須必須) - アクティベートするデバイス名です。アクティベートするデバイス名です。

--dd= - データセンターブリッジデータセンターブリッジ (DCB) の設定を確立します。の設定を確立します。

--autovlan - VLAN を自動検出します。を自動検出します。

ファイアウォールファイアウォール （任意）（任意）

インストールされるシステムのファイアウォールの設定を指定します。インストールされるシステムのファイアウォールの設定を指定します。

firewall --enabled|--disabled device [options]

--enabled またはまたは --enable - DNS 応答や応答や DHCP 要求など、発信要求に対する応答ではない要求など、発信要求に対する応答ではない
着信接続を拒否します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場合は、特定着信接続を拒否します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場合は、特定
サービスに対してファイアウォールの通過許可を選択できます。サービスに対してファイアウォールの通過許可を選択できます。
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--remove-service - サービスがファイアウォールを通過するのを許可しません。サービスがファイアウォールを通過するのを許可しません。

--disabled またはまたは --disable - iptable ルールを一切設定しません。ルールを一切設定しません。

--trust - em1 などのデバイスを指定して、デバイスに対する着信トラフィックおよび発信トなどのデバイスを指定して、デバイスに対する着信トラフィックおよび発信ト
ラフィックすべてを許可し、ファイアウォールを通過できるようにします。。複数のデバイラフィックすべてを許可し、ファイアウォールを通過できるようにします。。複数のデバイ
スを一覧表示するには、スを一覧表示するには、--trust em1 --trust em2 を使用します。を使用します。--trust em1, em2 などのコなどのコ
ンマ区切りは使用しないでください。ンマ区切りは使用しないでください。

incoming: 指定したサービスがファイアウォールを通過できるよう以下のいずれかに置き換指定したサービスがファイアウォールを通過できるよう以下のいずれかに置き換
えますえます (複数指定が可能です複数指定が可能です)。。

--ssh

--smtp

--http

--ftp

--port= - port:protocol の形式で指定したポートのファイアウォール通過を許可できます。の形式で指定したポートのファイアウォール通過を許可できます。
たとえば、たとえば、IMAP アクセスを許可するには、アクセスを許可するには、imap:tcp を指定します。数値ポートを明示的にを指定します。数値ポートを明示的に
指定することもできます。たとえば、ポート指定することもできます。たとえば、ポート 1234 のの UDP パケットを許可するにパケットを許可するに
は、は、1234:udp を指定します。複数のポートを指定する場合は、コンマで区切って指定しまを指定します。複数のポートを指定する場合は、コンマで区切って指定しま
す。す。

--service= - このオプションは、サービスがファイアウォールを通過できるように高レベルこのオプションは、サービスがファイアウォールを通過できるように高レベル
の方法を提供します。一部のサービスの方法を提供します。一部のサービス( cups、、avahi などなど)では、サービスを機能させるためでは、サービスを機能させるため
に複数のポートを開くか、またはその他の特別な設定が必要になります。に複数のポートを開くか、またはその他の特別な設定が必要になります。--port オプションオプション
を使用して各ポートを指定するか、を使用して各ポートを指定するか、--service= を指定して、すべてを一度に開くことができを指定して、すべてを一度に開くことができ
ます。ます。

firewalld パッケージのパッケージの firewall-offline-cmd プログラムが認識するオプションは、すべて使プログラムが認識するオプションは、すべて使
用できます。用できます。firewalld を実行している場合は、を実行している場合は、firewall-cmd --get-services を実行すると、を実行すると、
既知のサービス名の一覧が表示されます。既知のサービス名の一覧が表示されます。

firstboot （任意）（任意）

システムの初回起動時に、システムの初回起動時に、初期セットアップ初期セットアップ アプリケーションを起動するかどうかを決定します。アプリケーションを起動するかどうかを決定します。
有効にする場合は、有効にする場合は、initial-setup パッケージをインストールする必要があります。何も指定しないとパッケージをインストールする必要があります。何も指定しないと
デフォルトで無効になるオプションです。デフォルトで無効になるオプションです。

--enable またはまたは --enabled - システムの初回起動時に、システムの初回起動時に、初期セットアップ初期セットアップ を開始します。を開始します。

--disable またはまたは --disabled - システムの初回起動時に、システムの初回起動時に、初期セットアップ初期セットアップ を開始しませを開始しませ
ん。ん。

--reconfig - システムの起動時に、システムの起動時に、初期セットアップ初期セットアップ が再設定モードで開始します。このが再設定モードで開始します。この
モードでは、デフォルトの設定のほかに、言語、マウス、キーボード、モードでは、デフォルトの設定のほかに、言語、マウス、キーボード、root パスワード、セパスワード、セ
キュリティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定オプションなどを設定できます。キュリティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定オプションなどを設定できます。

group （任意）（任意）

システムに新しいユーザーグループを作成します。そのグループ名またはシステムに新しいユーザーグループを作成します。そのグループ名または GID がすでに存在していがすでに存在してい
る場合、このコマンドは失敗します。さらに、る場合、このコマンドは失敗します。さらに、user コマンドを使用して、新しく作成されたユーコマンドを使用して、新しく作成されたユー
ザーに新しいグループを作成できます。ザーに新しいグループを作成できます。
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group --name=name [--gid=gid]

--name= - グループ名を指定します。グループ名を指定します。

--gid= - グループのグループの GID です。指定しないとシステムのです。指定しないとシステムの GID 以外で次に使用可能な以外で次に使用可能な GID がデがデ
フォルト設定されます。フォルト設定されます。

graphical （オプション）（オプション）

グラフィカルモードでインストールを実行します。これはデフォルトです。グラフィカルモードでインストールを実行します。これはデフォルトです。

重要重要

完全に自動的なインストールでは、キックスタートファイルで利用可能なモード完全に自動的なインストールでは、キックスタートファイルで利用可能なモード(ググ
ラフィカルラフィカル、、テキストテキスト、または、または cmdline)のいずれかを指定するか、のいずれかを指定するか、コンソール、環コンソール、環
境、ディスプレイの各オプション境、ディスプレイの各オプション で説明されているように、起動オプションで説明されているように、起動オプション 
console= を使用する必要があります。モードが指定されていない場合は、システムを使用する必要があります。モードが指定されていない場合は、システム
により、続行前にいずれかを選択するように求められます。により、続行前にいずれかを選択するように求められます。

halt （任意）（任意）

インストールが正常に完了するとシステムを一時停止します。これは手動インストールと似ていまインストールが正常に完了するとシステムを一時停止します。これは手動インストールと似ていま
すが、すが、Anaconda はメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。キッはメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。キッ
クスタートを使ったインストールでは、完了方法の指定がない場合、このオプションがデフォルトクスタートを使ったインストールでは、完了方法の指定がない場合、このオプションがデフォルト
として使用されます。として使用されます。

halt コマンドはコマンドは shutdown -h コマンドと同じです。コマンドと同じです。

他の完了方法については、他の完了方法については、poweroff コマンド、コマンド、reboot コマンド、およびコマンド、および shutdown コマンドを参照コマンドを参照
してください。してください。

ignoredisk （任意）（任意）

インストールプログラムが指定ディスクを無視するようにします。自動パーティション設定を使用インストールプログラムが指定ディスクを無視するようにします。自動パーティション設定を使用
して、特定のディスクを無視する場合に便利なオプションです。たとえば、して、特定のディスクを無視する場合に便利なオプションです。たとえば、ignoredisk なしでなしで SAN
クラスターにデプロイしようとすると、インストールプログラムがクラスターにデプロイしようとすると、インストールプログラムが SAN へのパッシブパスを検出へのパッシブパスを検出
し、パーティションテーブルが返されないため、キックスタートが失敗します。し、パーティションテーブルが返されないため、キックスタートが失敗します。

ignoredisk --drives=drive1,drive2,...

driveN は、は、sda、、sdb、、hda などです。などです。

重要重要
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重要重要

sdX (またはまたは /dev/sdX) 形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される保証が形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される保証が
ないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイスノーないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイスノー
ド名を呼び出す際には、代わりにド名を呼び出す際には、代わりに /dev/disk からのアイテムを使用することができまからのアイテムを使用することができま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。

part / --fstype=xfs --onpart=sda1

以下のいずれかのようなエントリーを使用します。以下のいずれかのようなエントリーを使用します。

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-path/pci-0000:00:05.0-scsi-0:0:0:0-part1

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-id/ata-ST3160815AS_6RA0C882-part1

上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとします。上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとします。
これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連続的にこれは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連続的に
参照する別の方法については、参照する別の方法については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイストレージ管理ガイ
ドド』』の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。

論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM)を使用しないマルチパスデバイスを無視するには、を使用しないマルチパスデバイスを無視するには、disk/by-id/dm-uuid-
mpath-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID はデバイスのはデバイスの World - Wide Identifier です。たとえば、です。たとえば、
WWID 2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017 のディスクを無視するには、以下を使用しまのディスクを無視するには、以下を使用しま
す。す。

ignoredisk --drives=disk/by-id/dm-uuid-mpath-2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

警告警告

mpatha などのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでください。このなどのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでください。この
ようなデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではありません。インスようなデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではありません。インス
トール中にトール中に /dev/mpatha という名前のディスクは、予想されるディスクではなという名前のディスクは、予想されるディスクではな
い場合があります。したがって、い場合があります。したがって、clearpart コマンドは誤ったディスクをターコマンドは誤ったディスクをター
ゲットにする可能性があります。ゲットにする可能性があります。

--only-use - インストールプログラムで使用するディスクの一覧を指定します。これ以外のインストールプログラムで使用するディスクの一覧を指定します。これ以外の
ディスクはすべて無視されます。たとえば、インストール中にディスクディスクはすべて無視されます。たとえば、インストール中にディスク sda を使用し、他のを使用し、他の
すべてのディスクを無視するには、次のコマンドを実行します。すべてのディスクを無視するには、次のコマンドを実行します。

ignoredisk --only-use=sda

LVM を使用しないマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行します。を使用しないマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行します。

ignoredisk --only-use=disk/by-id/dm-uuid-mpath-
2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

LVM を使用するマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行します。を使用するマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行します。
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ignoredisk --only-use=/dev/disk/by-id/dm-uuid-mpath-

bootloader --location=mbr

--interactive - 高度なストレージ画面を手動で移動できます。高度なストレージ画面を手動で移動できます。

インストールインストール （任意）（任意）

デフォルトのインストールモードです。インストールタイプをデフォルトのインストールモードです。インストールタイプを cdrom、、harddrive、、nfs、、liveimg、、
またはまたは url (FTP、、HTTP、または、または HTTPS インストールの場合インストールの場合)から指定する必要があります。から指定する必要があります。install
コマンドとインストール方法のコマンドは別々の行に指定する必要があります。以下に例を示しまコマンドとインストール方法のコマンドは別々の行に指定する必要があります。以下に例を示しま
す。す。

install
liveimg --url=file:///images/install/squashfs.img --noverifyssl

cdrom - システムの最初の光学ドライブからインストールします。システムの最初の光学ドライブからインストールします。

harddrive: ローカルドライブのローカルドライブの Red Hat インストールツリーまたは完全インストールインストールツリーまたは完全インストール ISO イイ
メージからインストールします。ドライブには、インストールプログラムがマウントできるメージからインストールします。ドライブには、インストールプログラムがマウントできる
ファイルシステムファイルシステム( ext2、、ext3、、ext4、、vfat、または、または xfs )が含まれている必要があります。が含まれている必要があります。

--biospart= - インストール元となるインストール元となる BIOS パーティションを指定しますパーティションを指定します( 82などなど)。。

--partition= - インストール元となるパーティションインストール元となるパーティション( sdb2などなど)。。

--dir= - インストールツリーのインストールツリーの variant ディレクトリー、または完全インストールディレクトリー、または完全インストール DVD
のの ISO イメージを含むディレクトリーです。イメージを含むディレクトリーです。

以下に例を示します。以下に例を示します。

harddrive --partition=hdb2 --dir=/tmp/install-tree

liveimg: パッケージの代わりにディスクイメージからインストールします。イメージは、ラパッケージの代わりにディスクイメージからインストールします。イメージは、ラ
イブイブ ISO イメージのイメージの squashfs.img ファイル、圧縮ファイル、圧縮 tar ファイルファイル(.tar、、.tbz、、.tgz、、
.txz、、.txz、、.tar.bz2、、.tar.gz、または、または .tar.xz )、またはインストールメディアがマウントで、またはインストールメディアがマウントで
きるファイルシステムになります。サポートされるファイルシステムきるファイルシステムになります。サポートされるファイルシステム
は、は、ext2、、ext3、、ext4、、vfat、および、および xfs です。です。

注記注記

ドライバーディスクでドライバーディスクで liveimg インストールモードを使用する場合、ディスインストールモードを使用する場合、ディス
ク上のドライバーは自動的にインストール済みシステムに含まれません。必ク上のドライバーは自動的にインストール済みシステムに含まれません。必
要に応じて、これらのドライバーを手動でインストールするか、キックス要に応じて、これらのドライバーを手動でインストールするか、キックス
タートスクリプトのタートスクリプトの %post セクションにインストールする必要があります。セクションにインストールする必要があります。

--url= - インストール元となる場所です。インストール元となる場所です。HTTP、、HTTPS、、FTP、、file が対応プロトコルが対応プロトコル
になります。になります。

--proxy= - インストールの実行中に使用するインストールの実行中に使用する HTTP、、HTTPS、または、または FTP プロキシーをプロキシーを
指定します。指定します。

--checksum= - 検証に使用されるイメージファイルの検証に使用されるイメージファイルの SHA256 チェックサムを持つ任意チェックサムを持つ任意
の引数。の引数。
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--noverifyssl - HTTPS サーバーへの接続時にサーバーへの接続時に SSL 検証を無効にします。検証を無効にします。

以下に例を示します。以下に例を示します。

liveimg --url=file:///images/install/squashfs.img --
checksum=03825f567f17705100de3308a20354b4d81ac9d8bed4bb4692b2381045e56197
--noverifyssl

nfs - 指定した指定した NFS サーバーからインストールします。サーバーからインストールします。

--server= - インストール元となるサーバーを指定しますインストール元となるサーバーを指定します (ホスト名またはホスト名または IP)。。

--dir= - インストールツリーのインストールツリーの variant ディレクトリーを含むディレクトリーを指定しまディレクトリーを含むディレクトリーを指定しま
す。す。

--opts= - NFS エクスポートのマウントに使用するマウントポイントを指定しますエクスポートのマウントに使用するマウントポイントを指定します (オプオプ
ションション)。。

以下に例を示します。以下に例を示します。

nfs --server=nfsserver.example.com --dir=/tmp/install-tree

URL: FTP、、HTTP、または、または HTTPS プロトコルを使用して、リモートサーバーのインストープロトコルを使用して、リモートサーバーのインストー
ルツリーからインストールします。ルツリーからインストールします。URL はは 1 つだけ指定できます。つだけ指定できます。

--url= - インストール元となるインストール元となる HTTP、、HTTPS、、FTP、または、または ファイルファイル の場所を指定しの場所を指定し
ます。ます。

--mirrorlist= - インストール元となるミラーインストール元となるミラー URL を指定します。を指定します。

--proxy= - インストール時に使用するインストール時に使用する HTTP、、HTTPS、または、または FTP プロキシーを指定しプロキシーを指定し
ます。ます。

--noverifyssl - HTTPS サーバーへの接続時にサーバーへの接続時に SSL 検証を無効にします。検証を無効にします。

以下に例を示します。以下に例を示します。

url --url http://server/path

またはまたは

url --url ftp://username:password@server/path

iSCSI （任意）（任意）

iscsi --ipaddr=address [options]

インストール中に追加で接続するインストール中に追加で接続する iSCSI ストレージを指定します。ストレージを指定します。iscsi コマンドを使用する場合コマンドを使用する場合
は、は、iscsiname コマンドを使用してコマンドを使用して iSCSI ノードに名前を割り当てる必要もあります。ノードに名前を割り当てる必要もあります。iscsiname
コマンドは、キックスタートファイルでコマンドは、キックスタートファイルで iscsi コマンドの前に表示されている必要があります。コマンドの前に表示されている必要があります。

iscsi コマンドではなく、システムのコマンドではなく、システムの BIOS またはファームウェアまたはファームウェア(Intel システムの場合はシステムの場合は iBFT)でで
iSCSI ストレージを設定することを推奨します。ストレージを設定することを推奨します。Anaconda はは BIOS またはファームウェアで設定さまたはファームウェアで設定さ
れたディスクを自動的に検出して使用し、キックスタートファイルで特別な設定は必要ありませれたディスクを自動的に検出して使用し、キックスタートファイルで特別な設定は必要ありませ
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ん。ん。

iscsi コマンドを使用する必要がある場合は、インストールの開始時にネットワークがアクティブにコマンドを使用する必要がある場合は、インストールの開始時にネットワークがアクティブに
なっており、なっており、iscsi コマンドが、コマンドが、clearpart やや ignoredisk などのコマンドでなどのコマンドで iSCSI ディスクを参照すディスクを参照す
るる 前前 に、キックスタートファイルに表示されることを確認します。に、キックスタートファイルに表示されることを確認します。

--ipaddr= (必須必須) - 接続先ターゲットの接続先ターゲットの IP アドレスを指定します。アドレスを指定します。

--port= (必須必須) - ポート番号ポート番号 (通常は通常は --port=3260) を指定します。を指定します。

--target= - ターゲットのターゲットの IQN (iSCSI 修飾名修飾名) を指定します。を指定します。

--iface= - ネットワーク層で確定されるデフォルトのネットワークインターフェイスではなネットワーク層で確定されるデフォルトのネットワークインターフェイスではな
く、特定のネットワークインターフェイスに接続をバインドします。使用後は、キックスく、特定のネットワークインターフェイスに接続をバインドします。使用後は、キックス
タートファイル全体でタートファイル全体で iscsi コマンドのすべてのインスタンスで指定する必要があります。コマンドのすべてのインスタンスで指定する必要があります。

--user= - ターゲットでの認証に必要なユーザー名を指定します。ターゲットでの認証に必要なユーザー名を指定します。

--password= - ターゲットに指定したユーザー名のパスワードを指定します。ターゲットに指定したユーザー名のパスワードを指定します。

--reverse-user= - 逆逆 CHAP 認証を使用するターゲットのイニシエーターでの認証に必要な認証を使用するターゲットのイニシエーターでの認証に必要な
ユーザー名を指定します。ユーザー名を指定します。

--reverse-password= - イニシエーターに指定したユーザー名のパスワードを指定します。イニシエーターに指定したユーザー名のパスワードを指定します。

iscsiname （任意）（任意）

iscsi パラメーターで指定されたパラメーターで指定された iSCSI ノードに名前を割り当てます。キックスタートファイルでノードに名前を割り当てます。キックスタートファイルで 
iscsi パラメーターを使用する場合は、先にパラメーターを使用する場合は、先に iscsiname を指定する必要があります。を指定する必要があります。

iscsiname iqn

%addon com_redhat_kdump （オプション）（オプション）

このコマンドは、このコマンドは、kdump カーネルクラッシュのダンプメカニズムを設定します。カーネルクラッシュのダンプメカニズムを設定します。

注記注記

このコマンドは、ビルトインのキックスタートコマンドではなくアドオンであることこのコマンドは、ビルトインのキックスタートコマンドではなくアドオンであること
から、構文は通常のものとは異なります。アドオンの詳細は、から、構文は通常のものとは異なります。アドオンの詳細は、「キックスタートのア「キックスタートのア
ドオン」ドオン」 を参照してください。を参照してください。

kdump は、システムのメモリーの内容を後で分析するために保存できるカーネルクラッシュのダンは、システムのメモリーの内容を後で分析するために保存できるカーネルクラッシュのダン
プメカニズムです。これはプメカニズムです。これは kexec に依存しており、システムを再起動しなくても別のカーネルのコに依存しており、システムを再起動しなくても別のカーネルのコ
ンテキストからンテキストから Linux カーネルを起動し、通常は失われてしまう最初のカーネルメモリーの内容をカーネルを起動し、通常は失われてしまう最初のカーネルメモリーの内容を
保持することができます。保持することができます。

システムクラッシュが発生すると、システムクラッシュが発生すると、kexec はは 2 番目のカーネルで起動します番目のカーネルで起動します( キャプチャーカーネキャプチャーカーネ
ルル)。このキャプチャーカーネルは、。このキャプチャーカーネルは、1 番目のカーネルからはアクセスできないシステムメモリーの番目のカーネルからはアクセスできないシステムメモリーの
予約部分に収納されています。予約部分に収納されています。kdump は、クラッシュしたカーネルメモリーの内容は、クラッシュしたカーネルメモリーの内容( クラッシュダクラッシュダ
ンプンプ)をキャプチャーして、指定した場所に保存します。この場所は、このキックスタートコマンドをキャプチャーして、指定した場所に保存します。この場所は、このキックスタートコマンド
を使用して設定することはできません。インストール後にを使用して設定することはできません。インストール後に /etc/kdump.conf 設定ファイルを編集し設定ファイルを編集し
て設定する必要があります。て設定する必要があります。

Kdump の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 カーネルクラッシュダンプガイドカーネルクラッシュダンプガイド を参照してくださを参照してくださ
い。い。
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利用可能なオプションは以下の通りです。利用可能なオプションは以下の通りです。

--enable - インストール済みのシステムでインストール済みのシステムで kdump を有効にします。を有効にします。

--disable - インストール済みのシステムでインストール済みのシステムで kdump を無効にします。を無効にします。

--reserve-mb= - kdump 用に予約するメモリーの量用に予約するメモリーの量 (MiB 単位単位)。以下に例を示します。。以下に例を示します。

%addon com_redhat_kdump --enable --reserve-mb=128
%end

数値の代わりに数値の代わりに auto を指定することもできます。その場合は、インストーラーがを指定することもできます。その場合は、インストーラーがRed Hat
Enterprise Linux 7 カーネル管理ガイドカーネル管理ガイドに記載の基準に基づいて自動でメモリー量を決定しに記載の基準に基づいて自動でメモリー量を決定し
ます。ます。

kdump を有効にして、を有効にして、--reserve-mb= オプションを指定しないと、オプションを指定しないと、auto の値が使用されまの値が使用されま
す。す。

--enablefadump - 対応するシステム対応するシステム (特に特に IBM Power Systems サーバーサーバー) へのファームウェへのファームウェ
ア補助によるダンピングを有効にします。ア補助によるダンピングを有効にします。

keyboard （必須）（必須）

システムで使用可能なシステムで使用可能な 1 種類または複数のキーボードレイアウトを設定します。種類または複数のキーボードレイアウトを設定します。

--vckeymap= - 使用する使用する VConsole キーマップを指定します。有効な名前は、キーマップを指定します。有効な名前は、.map.gz 拡張拡張
子のない子のない /usr/lib/kbd/keymaps/ ディレクトリー内のファイルの一覧に対応します。ディレクトリー内のファイルの一覧に対応します。

--xlayouts= - スペースなしのコンマ区切りリストとして使用するスペースなしのコンマ区切りリストとして使用する X レイアウトの一覧を指レイアウトの一覧を指
定します。定します。setxkbmap (1) と同じ形式の値、と同じ形式の値、レイアウト形式レイアウト形式(cz などなど)、またはレイアウト、またはレイアウト ( 
バリアントバリアント)形式形式(  cz(qwerty) などなど)のいずれかで指定します。のいずれかで指定します。

使用できるレイアウトはすべて、使用できるレイアウトはすべて、Layouts のの xkeyboard-config (7) man ページで確認できページで確認でき
ます。ます。

--switch= - レイアウト切り替えのオプション一覧を指定しますレイアウト切り替えのオプション一覧を指定します (複数のキーボードレイアウ複数のキーボードレイアウ
ト切り替え用のショートカットト切り替え用のショートカット)。複数のオプションは、空白なしのコンマで区切ってくだ。複数のオプションは、空白なしのコンマで区切ってくだ
さい。さい。setxkbmap (1) と同じ形式の値を受け入れます。と同じ形式の値を受け入れます。

利用可能な切り替えオプションは、利用可能な切り替えオプションは、xkeyboard-config (7) man ページのページの Options で確認でで確認で
きます。きます。

以下の例では、以下の例では、--xlayouts= オプションを使用してオプションを使用して 2 つのキーボードレイアウトつのキーボードレイアウト（英語（英語(US) とと 
Czech (qwerty)）を設定し、）を設定し、Alt+Shift を使用してそれらを切り替えできるようにします。を使用してそれらを切り替えできるようにします。

keyboard --xlayouts=us,'cz (qwerty)' --switch=grp:alt_shift_toggle

重要重要

--vckeymap= オプションまたはオプションまたは --xlayouts= オプションのいずれかを使用する必要がオプションのいずれかを使用する必要が
あります。あります。

lang （必須）（必須）

インストール中に使用する言語およびインストール後のシステムで使用するデフォルトの言語を設インストール中に使用する言語およびインストール後のシステムで使用するデフォルトの言語を設
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インストール中に使用する言語およびインストール後のシステムで使用するデフォルトの言語を設インストール中に使用する言語およびインストール後のシステムで使用するデフォルトの言語を設
定します。たとえば、言語を英語に設定する場合は、次の行をキックスタートファイルに含めま定します。たとえば、言語を英語に設定する場合は、次の行をキックスタートファイルに含めま
す。す。

lang en_US

/usr/share/system-config-language/locale-list ファイルは、各行の最初のコラムに有効な言語コーファイルは、各行の最初のコラムに有効な言語コー
ドの一覧を提供し、ドの一覧を提供し、system-config-language パッケージの一部です。パッケージの一部です。

テキストモードのインストールでは、特定の言語には対応していませんテキストモードのインストールでは、特定の言語には対応していません (中国語、日本語、韓国語、中国語、日本語、韓国語、
インド系言語などインド系言語など)。。lang コマンドでこれらの言語を指定すると、インストールプロセスは英語で続コマンドでこれらの言語を指定すると、インストールプロセスは英語で続
行されますが、インストール済みシステムはデフォルト言語として選択を使用します。行されますが、インストール済みシステムはデフォルト言語として選択を使用します。

--addsupport= - 追加言語のサポートを指定します。空白を入れずコンマで区切った形式を追加言語のサポートを指定します。空白を入れずコンマで区切った形式を
受け取ります。以下に例を示します。受け取ります。以下に例を示します。

lang en_US --addsupport=cs_CZ,de_DE,en_UK

logging （任意）（任意）

インストール中にインストール中に Anaconda のエラーログを制御します。インストール済みのシステムには影響しのエラーログを制御します。インストール済みのシステムには影響し
ません。ません。

logging [--host=host] [--port=port] [--level=debug|info|error|critical]

--host= - 指定したリモートホストにログ情報を送信します。ログを受け取るには、リモー指定したリモートホストにログ情報を送信します。ログを受け取るには、リモー
トホストで設定したトホストで設定した syslogd プロセスが実行している必要があります。プロセスが実行している必要があります。

--port= - リモートのリモートの syslogd プロセスがデフォルト以外のポートを使用する場合は、このオプロセスがデフォルト以外のポートを使用する場合は、このオ
プションを使用して設定します。プションを使用して設定します。

--level= - tty3 に表示されるメッセージの最低レベルを指定します。ただし、このレベルにに表示されるメッセージの最低レベルを指定します。ただし、このレベルに
関係なくログファイルには全メッセージが送信されます。使用できる値は関係なくログファイルには全メッセージが送信されます。使用できる値は 
debug、、info、、warning、、error、または、または critical です。です。

log Vol （オプション）（オプション）

次の構文を使用して、論理ボリューム管理次の構文を使用して、論理ボリューム管理 (LVM) の論理ボリュームを作成します。の論理ボリュームを作成します。LVM に関する詳に関する詳
細は、細は、Red Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマネージャーの管理論理ボリュームマネージャーの管理を参照してください。このコを参照してください。このコ
マンドは、以下の構文を使用します。マンドは、以下の構文を使用します。

logvol mntpoint --vgname=name --name=name [options]

注記注記

キックスタートを使用してキックスタートを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、論をインストールする場合は、論
理ボリューム名およびボリュームグループ名にダッシュ理ボリューム名およびボリュームグループ名にダッシュ(-)文字を使用しないでくださ文字を使用しないでくださ
い。この文字を使用すると、インストールは正常に終了しますが、い。この文字を使用すると、インストールは正常に終了しますが、/dev/mapper/
ディレクトリーには、ダッシュが二重に各ボリュームとボリュームグループが一覧表ディレクトリーには、ダッシュが二重に各ボリュームとボリュームグループが一覧表
示されます。たとえば、ボリュームグループ示されます。たとえば、ボリュームグループ volgrp-01 に論理ボリュームに論理ボリューム logvol -01
が格納されている場合は、が格納されている場合は、/dev/mapper/volgrp--01-logvol--01 と表示されます。と表示されます。

この制約が適用されるのは、新規作成の論理ボリュームおよびボリュームグループ名この制約が適用されるのは、新規作成の論理ボリュームおよびボリュームグループ名
のみです。既存の論理ボリュームをのみです。既存の論理ボリュームを --noformat オプションを使用して再利用する場オプションを使用して再利用する場
合、その名前は変更されません。合、その名前は変更されません。
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logvol の実行例の詳細については、の実行例の詳細については、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。

mntpoint はパーティションをマウントする場所になります。次のいずれかの形式にしてくはパーティションをマウントする場所になります。次のいずれかの形式にしてく
ださい。ださい。

/パスパス

/ またはまたは /homeなどなど

swap

このパーティションは、このパーティションは、swap 領域として使用されます。領域として使用されます。

自動的に自動的に swap パーティションのサイズを確定させる場合は、パーティションのサイズを確定させる場合は、--recommended オプオプ
ションを使用します。ションを使用します。

swap --recommended

自動的に自動的に swap パーティションサイズを確定し、ハイバネート用に追加領域も配分するパーティションサイズを確定し、ハイバネート用に追加領域も配分する
には、には、--hibernation オプションを使用します。オプションを使用します。

swap --hibernation

割り当てられるサイズは、割り当てられるサイズは、--recommended で割り当てられるで割り当てられる swap 領域に加え、シス領域に加え、シス
テムのテムの RAM の容量が割り当てられるサイズになります。の容量が割り当てられるサイズになります。

これらのコマンドで割り当てられるこれらのコマンドで割り当てられる swap サイズについては、サイズについては、「推奨されるパーティ「推奨されるパーティ
ション設定スキーム」ション設定スキーム」 (64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムシステム)、、「推奨される「推奨される
パーティション設定スキーム」パーティション設定スキーム」 (IBM Power Systems サーバーサーバー)、、「推奨されるパーティ「推奨されるパーティ
ション設定スキーム」ション設定スキーム」 (IBM Z) を参照してください。を参照してください。

オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。

--noformat - 既存の論理ボリュームを使用し、フォーマットは行いません。既存の論理ボリュームを使用し、フォーマットは行いません。

--useexisting - 既存の論理ボリュームを使用し、再フォーマットします。既存の論理ボリュームを使用し、再フォーマットします。

--fstype= - 論理ボリュームのファイルシステムのタイプを設定します。有効な値論理ボリュームのファイルシステムのタイプを設定します。有効な値
は、は、xfs、、ext2、、ext3、、ext4、、swap、、vfat です。です。

--fsoptions= - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列を自由ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列を自由
形式で指定します。この文字列はインストールされたシステムの形式で指定します。この文字列はインストールされたシステムの /etc/fstab ファイルにコファイルにコ
ピーされ、引用符で囲む必要があります。ピーされ、引用符で囲む必要があります。

--mkfsoptions= - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す追加このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す追加
のパラメーターを指定します。引数のリストでは処理が行われないため、直接のパラメーターを指定します。引数のリストでは処理が行われないため、直接 mkfs プログプログ
ラムに渡すことのできる形式で処理を行う必要があります。つまり、複数のオプションはコラムに渡すことのできる形式で処理を行う必要があります。つまり、複数のオプションはコ
ンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要がありますンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要があります (ファイルシステムによって異なりファイルシステムによって異なり
ますます)。。

--label= - 論理ボリュームのラベルを設定します。論理ボリュームのラベルを設定します。

--grow - このオプションは、利用可能なサイズこのオプションは、利用可能なサイズ (存在する場合存在する場合) を埋めるために、または最大を埋めるために、または最大
サイズ設定サイズ設定 (指定されている場合指定されている場合) まで論理ボリュームを拡張するように指定します。まで論理ボリュームを拡張するように指定します。--
percent= またはまたは --size= のいずれかのオプションを使用して、最小サイズを指定する必要がのいずれかのオプションを使用して、最小サイズを指定する必要が
あります。あります。
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注記注記

イメージファイルへの書き込み時に領域を割り当てる方法は、イメージファイルへの書き込み時に領域を割り当てる方法は、Red Hat
Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイドストレージ管理ガイド のの イメージイメージ ファイルファイル を記述するを記述する 
3.5.4. ホストホスト  ストレージストレージ セクションを参照してください。セクションを参照してください。

--size= - 論理ボリュームのサイズを論理ボリュームのサイズを MiB 単位で指定します。このオプションは単位で指定します。このオプションは --percent=
オプションと併用することはできません。オプションと併用することはできません。

--percent= - サイズを静的に指定した論理ボリュームを考慮に入れた後のボリュームグルーサイズを静的に指定した論理ボリュームを考慮に入れた後のボリュームグルー
プにある空き領域を表すパーセンテージとして、論理ボリュームのサイズを指定します。こプにある空き領域を表すパーセンテージとして、論理ボリュームのサイズを指定します。こ
のオプションはのオプションは --size= オプションと併用することはできません。オプションと併用することはできません。

重要重要

論理ボリュームの新規作成時には、論理ボリュームの新規作成時には、--size= オプションで静的なサイズを指定オプションで静的なサイズを指定
するか、するか、--percent= オプションで残りの空き領域をパーセンテージとして指オプションで残りの空き領域をパーセンテージとして指
定する必要があります。定する必要があります。1 つの論理ボリュームで、両方のオプションを使用すつの論理ボリュームで、両方のオプションを使用す
ることはできません。ることはできません。

これはこれは Red Hat Enterprise Linux 7.1 以降にのみ適用されることに留意してく以降にのみ適用されることに留意してく
ださい。ださい。Red Hat Enterprise Linux 7.0 ではこれらのオプションは異なる動作ではこれらのオプションは異なる動作
をします。をします。

--maxsize= - 論理ボリュームを論理ボリュームを grow に設定した場合の最大サイズをに設定した場合の最大サイズを MiB 単位で指定しま単位で指定しま
す。す。500 などの整数値を指定します（単位は含めないでください）。などの整数値を指定します（単位は含めないでください）。

--recommended - swap 論理ボリュームを作成して、システムのハードウェアに基づいて、論理ボリュームを作成して、システムのハードウェアに基づいて、
このボリュームのサイズを自動的に決定する時に、このオプションを使用します。推奨スこのボリュームのサイズを自動的に決定する時に、このオプションを使用します。推奨ス
キームについての詳細は、キームについての詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 (64 ビットビット AMD、、
Intel、および、および ARM システムシステム)、、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 (IBM
Power Systems)、および、および 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 (IBM Z) を参照してを参照して
ください。ください。

--resize - 論理ボリュームのサイズを変更します。このオプションを使用する場合は、論理ボリュームのサイズを変更します。このオプションを使用する場合は、--
useexisting とと --size も指定する必要があります。も指定する必要があります。

--encrypted - --passphrase= オプションで入力したパスフレーズを使用して、この論理ボオプションで入力したパスフレーズを使用して、この論理ボ
リュームを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しないと、インストールプロリュームを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しないと、インストールプロ
グラムはグラムは autopart --passphrase コマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフコマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフ
レーズを使用します。または、インストールを停止して、デフォルトが設定されていない場レーズを使用します。または、インストールを停止して、デフォルトが設定されていない場
合にはパスフレーズの入力が求められます。合にはパスフレーズの入力が求められます。

注記注記
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注記注記

1 つ以上のパーティションを暗号化する際に、つ以上のパーティションを暗号化する際に、Anaconda は、パーティションは、パーティション
を安全に暗号化するためにを安全に暗号化するために 256 ビットのエントロピーを収集しようとしまビットのエントロピーを収集しようとしま
す。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分なエントロす。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分なエントロ
ピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大ピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大 10 分後に終了分後に終了
します。します。

プロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化できますプロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化できます
(キーボードで入力またはマウスの移動キーボードで入力またはマウスの移動)。仮想マシンにインストールしてい。仮想マシンにインストールしてい
る場合は、る場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化の導入および管理ガイド仮想化の導入および管理ガイドにあるにある
ように、ように、virtio-rng デバイスデバイス (仮想のランダム番号ジェネレーター仮想のランダム番号ジェネレーター) をゲストをゲスト
にアタッチすることもできます。にアタッチすることもできます。

--passphrase= - この論理ボリュームを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定しまこの論理ボリュームを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定しま
す。す。--encrypted オプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されません。オプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されません。

--cipher= - Anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が飽和していない場合に使用すが飽和していない場合に使用す
る暗号化のタイプを指定します。る暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。このオプオプションと併用してください。このオプ
ションだけを使用しても暗号化されません。使用できる暗号化の種類についてはションだけを使用しても暗号化されません。使用できる暗号化の種類についてはRed Hat
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドセキュリティーガイドに記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-
plain64 またはまたは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を推奨しています。のいずれかの使用を推奨しています。

--escrowcert=URL_of_X.509_certificate - 暗号化されたすべてのボリュームのデータ暗号暗号化されたすべてのボリュームのデータ暗号
化の鍵を化の鍵を /root 配下にファイルとして格納します。配下にファイルとして格納します。URL_of_X.509 _certificate で指定したで指定した
URL のの X.509 証明書証明書 を使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファを使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファ
イルとして格納されます。イルとして格納されます。--encrypted と併用しないと有効ではありません。と併用しないと有効ではありません。

--backuppassphrase - 暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパスフ暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパスフ
レーズを追加します。これらのパスフレーズはレーズを追加します。これらのパスフレーズは /root 配下に別々のファイルに保存します。配下に別々のファイルに保存します。-
-escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を使用して暗号化されます。証明書を使用して暗号化されます。--escrowcert と併用しなと併用しな
いと有効ではありません。いと有効ではありません。

--thinpool - シンプール論理ボリュームを作成します。シンプール論理ボリュームを作成します。( noneのマウントポイントを使用のマウントポイントを使用)

--metadatasize=size - 新しいシンプールデバイスのメタデータ領域サイズを指定します新しいシンプールデバイスのメタデータ領域サイズを指定します
(MiB 単位単位)。。

--chunksize=size - 新しいシンプールデバイスのチャンクサイズを指定します新しいシンプールデバイスのチャンクサイズを指定します (KiB 単位単位)。。

--thin - シン論理ボリュームを作成します。シン論理ボリュームを作成します。(--poolname が必要です。が必要です。)

--poolname=name - シン論理ボリュームを作成するシンプール名を指定します。シン論理ボリュームを作成するシンプール名を指定します。--thin オプオプ
ションが必要です。ションが必要です。

--profile=name - シン論理ボリュームで使用する設定プロファイル名を指定します。これをシン論理ボリュームで使用する設定プロファイル名を指定します。これを
使用する場合は、この名前は特定の論理ボリュームのメタデータにも含まれることになりま使用する場合は、この名前は特定の論理ボリュームのメタデータにも含まれることになりま
す。デフォルトでは、利用可能なプロファイルはす。デフォルトでは、利用可能なプロファイルは default およびおよび thin-performance
で、で、/etc/lvm/profile/ ディレクトリーで定義されます。詳細は、ディレクトリーで定義されます。詳細は、lvm (8) man ページを参照しページを参照し
てください。てください。

--cachepvs= - 該当ボリュームのキャッシュとして使用する物理ボリュームをコンマ区切り該当ボリュームのキャッシュとして使用する物理ボリュームをコンマ区切り
で記入します。で記入します。

--CacheMode= - この論理ボリュームのキャッシュこの論理ボリュームのキャッシュ に使用するモードを指定しますに使用するモードを指定します( 
writeback またはまたは writethrough のいずれかのいずれか)。。
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注記注記

キャッシュされた論理ボリュームとそのモードの詳細は、キャッシュされた論理ボリュームとそのモードの詳細は、lvmcache (7) man
ページを参照してください。ページを参照してください。

--cacheSize= - 論理ボリュームにアタッチするキャッシュのサイズを論理ボリュームにアタッチするキャッシュのサイズを MiB 単位で指定しま単位で指定しま
す。このオプションは、す。このオプションは、--cachepvs= オプションと併用する必要があります。オプションと併用する必要があります。

まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームを作まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームを作
成します。以下に例を示します。成します。以下に例を示します。

part pv.01 --size 3000
volgroup myvg pv.01
logvol / --vgname=myvg --size=2000 --name=rootvol

最初にパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、ボリュームグルー最初にパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、ボリュームグルー
プに残っている領域のプに残っている領域の 90 % を占める論理ボリュームを作成します。以下に例を示します。を占める論理ボリュームを作成します。以下に例を示します。

part pv.01 --size 1 --grow
volgroup myvg pv.01
logvol / --vgname=myvg --name=rootvol --percent=90

mediacheck （任意）（任意）

このコマンドを使用すると、インストール開始前にメディアチェックの実行が強制されますこのコマンドを使用すると、インストール開始前にメディアチェックの実行が強制されます
(rd.live.check)。このコマンドではインストール時の介入が必要となるため、デフォルトでは無効に。このコマンドではインストール時の介入が必要となるため、デフォルトでは無効に
なっています。なっています。

マウントマウント （任意）（任意）

マウントポイントを既存のブロックデバイスに割り当てます。また、指定したフォーマットに再マウントポイントを既存のブロックデバイスに割り当てます。また、指定したフォーマットに再
フォーマットしますフォーマットします (オプションオプション)。。

mount [--reformat [REFORMAT]] [--mkfsoptions MKFS_OPTS] [--mountoptions MOUNT_OPTS] 
device mntpoint

キックスタートの他の多くのストレージ設定コマンドとは異なり、キックスタートの他の多くのストレージ設定コマンドとは異なり、mount では、キックスタートでは、キックスタート
ファイルでストレージ設定全体を記述する必要はありません。確認する必要があるのは、記述されファイルでストレージ設定全体を記述する必要はありません。確認する必要があるのは、記述され
たブロックデバイスがシステムに存在することだけです。ただし、すべてのデバイスがマウントさたブロックデバイスがシステムに存在することだけです。ただし、すべてのデバイスがマウントさ
れたストレージスタックをれたストレージスタックを 作成作成 する場合は、する場合は、part などの他のコマンドを使用する必要があります。などの他のコマンドを使用する必要があります。

重要重要

mount は、同じキックスタートファイルのは、同じキックスタートファイルの part、、logvol、または、または autopart などの他などの他
のストレージ関連コマンドと併用することはできません。のストレージ関連コマンドと併用することはできません。

必須の引数必須の引数:

device - マウントするブロックデバイス。マウントするブロックデバイス。

mntpoint -device をマウントする場所。デバイスがアンマウント可能な場合はをマウントする場所。デバイスがアンマウント可能な場合は / やや /usr などなど
の有効なマウントポイントである必要がありますの有効なマウントポイントである必要があります( swapなどなど)。。
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         その他の引数その他の引数 (オプションオプション):
        

           --reformat= - デバイスを再フォーマットする新しい形式デバイスを再フォーマットする新しい形式( ext4などなど)を指定します。を指定します。
          

           --mkfsoptions= - --reformat= で指定した新しいファイルシステムを作成するコマンで指定した新しいファイルシステムを作成するコマン
ドに渡す追加の引数を指定します。ここで指定する引数のリストは処理されないたドに渡す追加の引数を指定します。ここで指定する引数のリストは処理されないた
め、め、mkfs プログラムに直接渡すことができる形式で指定する必要があります。オプションプログラムに直接渡すことができる形式で指定する必要があります。オプション
のリストは、コンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要がありますのリストは、コンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要があります (ファイルシステムファイルシステム
によって異なりますによって異なります)。詳細は、作成するファイルシステムの。詳細は、作成するファイルシステムの mkfs man ページで確認してページで確認して
ください（例：ください（例： mkfs.ext4 (8 )またはまたは mkfs.xfs (8)）。）。
          

           --mountoptions= - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションを含ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションを含
む文字列を自由形式で指定します。文字列はインストールされたシステムのむ文字列を自由形式で指定します。文字列はインストールされたシステムの /etc/fstab ファファ
イルにコピーされ、二重引用符で囲む必要があります。マウントオプションの完全なリストイルにコピーされ、二重引用符で囲む必要があります。マウントオプションの完全なリスト
はは mount (8) のの man ページを、概要はページを、概要は fstab (5 )を参照してください。を参照してください。
          

 ネットワークネットワーク （オプション）（オプション）  

         ターゲットとなるシステムのネットワーク情報を設定し、インストール環境でネットワークデターゲットとなるシステムのネットワーク情報を設定し、インストール環境でネットワークデ
バイスを作動させます。最初のバイスを作動させます。最初の network コマンドで指定したデバイスは自動的にアクティベートさコマンドで指定したデバイスは自動的にアクティベートさ
れます。また、デバイスの起動は、れます。また、デバイスの起動は、--activate オプションでの明示的な指定が必要な場合もありまオプションでの明示的な指定が必要な場合もありま
す。す。
        

注記注記

          em1 やや wl3sp0 などの永続的な名前でネットワークデバイスを識別するためになどの永続的な名前でネットワークデバイスを識別するために
使用されるネットワークデバイス命名標準にはいくつかのタイプがあります。これら使用されるネットワークデバイス命名標準にはいくつかのタイプがあります。これら
の標準については、の標準については、Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドネットワークガイドを参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
         

           --activate - インストール環境でこのデバイスをアクティブにします。インストール環境でこのデバイスをアクティブにします。
          

           既にアクティブ化しているデバイスに対して既にアクティブ化しているデバイスに対して --activate オプションを使用するとオプションを使用すると (たた
とえば、キックスタートファイルを取得できるよう起動オプションで設定したインターフェとえば、キックスタートファイルを取得できるよう起動オプションで設定したインターフェ
イスなどイスなど)、キックスタートファイルで指定している詳細を使用するようデバイスが再アク、キックスタートファイルで指定している詳細を使用するようデバイスが再アク
ティブ化されます。ティブ化されます。
          

           デバイスにデフォルトのルートを使用しないようにするには、デバイスにデフォルトのルートを使用しないようにするには、--nodefroute オプショオプショ
ンを使用します。ンを使用します。
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           --no-activate - インストール環境でこのデバイスをアクティブにしません。インストール環境でこのデバイスをアクティブにしません。
          

           デフォルトでは、デフォルトでは、--activate オプションにかかわらず、オプションにかかわらず、Anaconda はキックスタートはキックスタート
ファイルのファイルの 1 番目のネットワークデバイスをアクティブにします。番目のネットワークデバイスをアクティブにします。--no-activate オプショオプショ
ンを使用して、デフォルトの設定を無効にできます。ンを使用して、デフォルトの設定を無効にできます。
          

           --BOOTPROTO= - dhcp、、bootp、、ibft、または、または static のいずれかを指定します。デのいずれかを指定します。デ
フォルトのオプションはフォルトのオプションは dhcp で、で、dhcp とと bootp オプションは同じです。デバイスのオプションは同じです。デバイスの ipv4 
設定を無効にするには、設定を無効にするには、--noipv4 オプションを使用します。オプションを使用します。
          

注記注記

            このオプションは、デバイスのこのオプションは、デバイスの ipv4 設定を行います。設定を行います。ipv6 の設定にの設定に
は、は、--ipv6 およびおよび --ipv6gateway のオプションを使用します。のオプションを使用します。
           

           DHCP メソッドでは、メソッドでは、DHCP サーバーシステムを使用してネットワーク設定を取得しサーバーシステムを使用してネットワーク設定を取得し
ます。ます。BOOTP メソッドも同様で、メソッドも同様で、BOOTP サーバーがネットワーク設定を提供する必要がサーバーがネットワーク設定を提供する必要が
あります。システムがあります。システムが DHCP を使用するようにする場合は、以下のように指定します。を使用するようにする場合は、以下のように指定します。
          

network --bootproto=dhcp

           BOOTP を使用してネットワーク設定を取得する場合は、キックスタートファイルでを使用してネットワーク設定を取得する場合は、キックスタートファイルで
次の行を使用します。次の行を使用します。
          

network --bootproto=bootp

           iBFT で指定されている設定を使用する場合は、以下のようにします。で指定されている設定を使用する場合は、以下のようにします。
          

network --bootproto=ibft

           static メソッドでは、キックスタートファイルにメソッドでは、キックスタートファイルに IP アドレスとネットマスクを指定アドレスとネットマスクを指定
する必要があります。これらの情報は静的となるため、インストール時およびインストールする必要があります。これらの情報は静的となるため、インストール時およびインストール
後にも使用されます。後にも使用されます。
          

           すべての静的ネットワーク設定情報はすべての静的ネットワーク設定情報は 1 行で指定する必要があります。コマンドライ行で指定する必要があります。コマンドライ
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ンのようにバックスラッシュンのようにバックスラッシュ(\)を使用して行をラップすることはできません。を使用して行をラップすることはできません。
          

network --bootproto=static --ip=10.0.2.15 --netmask=255.255.255.0 --
gateway=10.0.2.254 --nameserver=10.0.2.1

           ネームサーバーは同時に複数設定することもできます。以下のように、ネームサーバーは同時に複数設定することもできます。以下のように、1 つのつの --
nameserver= オプションに対して、ネームサーバーのオプションに対して、ネームサーバーの IP アドレスをコンマ区切りで指定しアドレスをコンマ区切りで指定し
ます。ます。
          

network --bootproto=static --ip=10.0.2.15 --netmask=255.255.255.0 --
gateway=10.0.2.254 --nameserver=192.168.2.1,192.168.3.1

           --device= - network コマンドで設定するデバイス（および最終的にコマンドで設定するデバイス（および最終的に Anacondaでアでア
クティベート）を指定します。クティベート）を指定します。
          

           network コマンドのコマンドの 初回初回 使用時に使用時に --device= オプションがない場合は、オプションがない場合は、Anaconda 
起動オプション起動オプション ksdevice= の値（利用可能な場合）が使用されます。これは非推奨の動作の値（利用可能な場合）が使用されます。これは非推奨の動作
と見なされることに注意してください。ほとんどの場合、すべてのと見なされることに注意してください。ほとんどの場合、すべての network コマンドにコマンドに --
device= を指定する必要があります。を指定する必要があります。
          

           --device= オプションがない場合は、同じキックスタートファイル内の後続のオプションがない場合は、同じキックスタートファイル内の後続の 
network コマンドの動作が指定されていません。コマンドの動作が指定されていません。1 番目以降の番目以降の network コマンドには、必コマンドには、必
ずこのオプションを指定してください。ずこのオプションを指定してください。
          

           起動するデバイスは、以下のいずれかの方法で指定します。起動するデバイスは、以下のいずれかの方法で指定します。
          

             インターフェイスのデバイス名（例：インターフェイスのデバイス名（例： em1））
            

             インターフェイスのインターフェイスの MAC アドレスアドレス( 01:23:45:67:89:abなどなど)
            

             キーワードキーワード link: up 状態のリンクを持つ最初のインターフェイスを指定しま状態のリンクを持つ最初のインターフェイスを指定しま
す。す。
            

             キーワードキーワード bootif。これは、。これは、pxelinux がが BOOTIF 変数に設定する変数に設定する MAC アドレアドレ
スを使用します。スを使用します。pxelinux がが BOOTIF 変数を設定するには、変数を設定するには、pxelinux.cfg ファイルにファイルに 
IPAPPEND 2 を設定します。を設定します。
            

第第27章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

399



           以下に例を示します。以下に例を示します。
          

network --bootproto=dhcp --device=em1

           --ip= - デバイスのデバイスの IP アドレスを指定します。アドレスを指定します。
          

           --ipv6= - デバイスのデバイスの IPv6 アドレスをアドレスを アドレスアドレス[/prefix length] の形式で指定しますの形式で指定します
（例：（例： 3ffe:ffff:0:1::1/128）） 。。prefix を省略すると、を省略すると、64 が使用されます。自動設定にが使用されます。自動設定に auto 
を使用したり、を使用したり、DHCPv6 のみの設定にのみの設定に dhcp を使用することもできます（ルーター広告なを使用することもできます（ルーター広告な
し）。し）。
          

           --gateway= - 単一単一 IPv4 アドレスのデフォルトゲートウェイを指定します。アドレスのデフォルトゲートウェイを指定します。
          

           --ipv6gateway= - 単一単一 IPv6 アドレスのデフォルトゲートウェイを指定します。アドレスのデフォルトゲートウェイを指定します。
          

           --nodefroute - インターフェイスがデフォルトのルートとして設定されないようにしインターフェイスがデフォルトのルートとして設定されないようにし
ます。ます。iSCSI ターゲット用に別のサブネットにあるターゲット用に別のサブネットにある NIC など、など、--activate= オプションで追オプションで追
加デバイスをアクティブにする場合は、このオプションを使用します。加デバイスをアクティブにする場合は、このオプションを使用します。
          

           --nameserver= - IP アドレスにアドレスに DNS ネームサーバーを指定します。複数のネームネームサーバーを指定します。複数のネーム
サーバーを指定する場合は、サーバーを指定する場合は、1 つのつの オプションに対して、オプションに対して、IP アドレスをコンマ区切りで指アドレスをコンマ区切りで指
定します。定します。
          

           --NoDNS - DNS サーバーを設定しません。サーバーを設定しません。
          

           --netmask= - インストール後のシステムのネットワークマスクを指定します。インストール後のシステムのネットワークマスクを指定します。
          

           --hostname= - インストールシステムのホスト名を指定します。ホスト名は、インストールシステムのホスト名を指定します。ホスト名は、host 
_name. domainname 形式の完全修飾ドメイン名形式の完全修飾ドメイン名(FQDN)か、ドメインのない短縮ホスト名か、ドメインのない短縮ホスト名 
のいずれかになります。多くのネットワークには、接続システムにドメイン名を自動的に供のいずれかになります。多くのネットワークには、接続システムにドメイン名を自動的に供
給する給する DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) サービスが備わっています。サービスが備わっています。DHCP 
によるドメイン名の割り当てを許可する場合は、短縮ホスト名のみを指定してください。によるドメイン名の割り当てを許可する場合は、短縮ホスト名のみを指定してください。
          

重要重要
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重要重要

            ネットワークがネットワークが DHCP サービスを提供サービスを提供しないしない場合は、システムのホス場合は、システムのホス
ト名にト名に FQDN を必ず使用してください。を必ず使用してください。
           

           --ethtool= - ethtool プログラムに渡されるネットワークデバイスの低レベルの追加設プログラムに渡されるネットワークデバイスの低レベルの追加設
定を指定します。定を指定します。
          

           --essid= - ワイヤレスネットワークのネットワークワイヤレスネットワークのネットワーク ID を指定します。を指定します。
          

           --wepkey= - ワイヤレスネットワークのワイヤレスネットワークの WEP 暗号化キー。暗号化キー。
          

           --wpakey= - ワイヤレスネットワーク用のワイヤレスネットワーク用の WPA 暗号化キー暗号化キー
          

           --onboot= - システムの起動時にデバイスを有効にするかどうかを指定します。システムの起動時にデバイスを有効にするかどうかを指定します。
          

           --dhcpclass= - DHCP クラスを指定します。クラスを指定します。
          

           --mtu= - デバイスのデバイスの MTU を指定します。を指定します。
          

           --noipv4 - このデバイスでこのデバイスで IPv4 を無効にします。を無効にします。
          

           --noipv6 - このデバイスでこのデバイスで IPv6 を無効にします。を無効にします。
          

           --bondslaves= - このオプションを使用すると、このオプションを使用すると、--bondslaves= オプションで定義さオプションで定義さ
れたスレーブを使用して、れたスレーブを使用して、--device= オプションで指定したネットワークデバイスが作成さオプションで指定したネットワークデバイスが作成さ
れます。以下に例を示します。れます。以下に例を示します。
          

network --device=mynetwork --bondslaves=em1,em2

           上記のコマンドは、上記のコマンドは、em1 およびおよび em2 インターフェイスをスレーブとして使用インターフェイスをスレーブとして使用
し、し、mynetwork という名前のボンドデバイスを作成します。という名前のボンドデバイスを作成します。
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           --bondopts=: --bond slaves= およびおよび -- device= オプションを使用して指定するボンオプションを使用して指定するボン
ディングインターフェイスのオプションパラメーターの一覧です。この一覧のオプションディングインターフェイスのオプションパラメーターの一覧です。この一覧のオプション
は、コンマは、コンマ(",")またはセミコロンまたはセミコロン(";")で区切る必要があります。オプション自体にコンマがで区切る必要があります。オプション自体にコンマが
含まれている場合はセミコロンを使用してください。以下に例を示します。含まれている場合はセミコロンを使用してください。以下に例を示します。
          

network --bondopts=mode=active-backup,balance-rr;primary=eth1

           使用できるオプションのパラメーターについては、使用できるオプションのパラメーターについては、Red Hat Enterprise Linux 7 シスシス
テム管理者のガイドテム管理者のガイドの『の『カーネルモジュールでの作業カーネルモジュールでの作業』の章に一覧があります。』の章に一覧があります。
          

重要重要

            --bondopts=mode= パラメーターは、パラメーターは、balance-rr やや broadcast などなど
の完全なモード名のみをサポートし、の完全なモード名のみをサポートし、0 やや 3 などの数値表現ではありませなどの数値表現ではありませ
ん。ん。
           

           --vlanid= - --device= で指定したデバイスを親として作成する仮想デバイスの仮想で指定したデバイスを親として作成する仮想デバイスの仮想 
LAN (VLAN) のの ID 番号番号 (802.1q タグタグ) を指定します。たとえば、を指定します。たとえば、network --device=em1 --
vlanid=171 は、仮想は、仮想 LAN デバイスデバイス em1.171 を作成します。を作成します。
          

           --interfacename= - 仮想仮想 LAN デバイスのカスタムのインターフェイス名を指定しまデバイスのカスタムのインターフェイス名を指定しま
す。す。--vlanid= オプションで生成されるデフォルト名が望ましくない場合に使用してくださオプションで生成されるデフォルト名が望ましくない場合に使用してくださ
い。い。--vlanid= と併用する必要があります。以下に例を示します。と併用する必要があります。以下に例を示します。
          

network --device=em1 --vlanid=171 --interfacename=vlan171

           上記のコマンドは、上記のコマンドは、ID がが 171 のの em1 デバイス上にデバイス上に vlan171 という名前の仮想という名前の仮想 LAN 
インターフェイスを作成します。インターフェイスを作成します。
          

           インターフェイス名は任意（例：インターフェイス名は任意（例： my-vlan）にすることができますが、特定のケース）にすることができますが、特定のケース
では、以下の規則に従う必要があります。では、以下の規則に従う必要があります。
          

             名前にドット（）が含まれている場合は、名前にドット（）が含まれている場合は、NAME .ID の形式で指定する必要があの形式で指定する必要があ
ります。ります。NAME は任意の名前で構いませんがは任意の名前で構いませんが ID はは VLAN ID にする必要があります。にする必要があります。
例：例： em1.171 またはまたは my-vlan.171
            

             vlan で始まる名前はで始まる名前は vlanID の形式にする必要があります（例：の形式にする必要があります（例： vlan171 ）。）。
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           --teamslaves= - このオプションで指定したスレーブを使用して、このオプションで指定したスレーブを使用して、--device= オプオプ
ションで指定したチームデバイスを作成します。スレーブとスレーブの間はコンマで区切っションで指定したチームデバイスを作成します。スレーブとスレーブの間はコンマで区切っ
てください。スレーブの後ろにその設定を指定できます。てください。スレーブの後ろにその設定を指定できます。\ 文字でエスケープした二重引用文字でエスケープした二重引用
符で一重引用符で囲まれた符で一重引用符で囲まれた JSON 文字列になります。以下に例を示します。文字列になります。以下に例を示します。
          

network --teamslaves="p3p1'{\"prio\": -10, \"sticky\": true}',p3p2'{\"prio\": 100}'"

           --teamconfig= オプションも参照してください。オプションも参照してください。
          

           --teamconfig= - 二重引用符付きの二重引用符付きの JSON 文字列で文字列で \ 文字でエスケープしたチームデ文字でエスケープしたチームデ
バイスの設定を二重引用符で囲みます。デバイス名はバイスの設定を二重引用符で囲みます。デバイス名は --device= オプションで指定し、スオプションで指定し、ス
レーブとその設定は、レーブとその設定は、--teamslaves= オプションで設定します。以下に例を示します。オプションで設定します。以下に例を示します。
          

network --device team0 --activate --bootproto static --ip=10.34.102.222 --
netmask=255.255.255.0 --gateway=10.34.102.254 --nameserver=10.34.39.2 --
teamslaves="p3p1'{\"prio\": -10, \"sticky\": true}',p3p2'{\"prio\": 100}'" --teamconfig="
{\"runner\": {\"name\": \"activebackup\"}}"

           --bridgeslaves= - このオプションを使用すると、このオプションを使用すると、--device= オプションで指定したデオプションで指定したデ
バイス名でネットワークブリッジが作成され、このネットワークブリッジに、バイス名でネットワークブリッジが作成され、このネットワークブリッジに、--
bridgeslaves= オプションで指定したデバイスが追加されます。以下に例を示します。オプションで指定したデバイスが追加されます。以下に例を示します。
          

network --device=bridge0 --bridgeslaves=em1

           --bridgeopts= - オプションでブリッジしたインターフェイス用パラメーターの一覧オプションでブリッジしたインターフェイス用パラメーターの一覧
をコンマで区切って指定します。使用可能な値は、をコンマで区切って指定します。使用可能な値は、stp、、priority、、forward-delay、、hello-
time、、max-age、および、および ageing-time です。これらのパラメーターの詳細は、です。これらのパラメーターの詳細は、nm-settings 
(5) man ページのページの 『『bridge setting』』 table またはまたは を参照してを参照して 
https://developer.gnome.org/NetworkManager/0.9/ref-settings.html ください。ください。
          

           ネットワークブリッジについての全般的な情報については、ネットワークブリッジについての全般的な情報については、  Red Hat 
Enterprise Linux 7 ネットワークガイドネットワークガイドを参照してください。を参照してください。
          

           --bindto=mac - インストール済みシステム上のデバイス設定インストール済みシステム上のデバイス設定(ifcfg)ファイルを、インファイルを、イン
ターフェイス名ターフェイス名(DEVICE)へのデフォルトのバインディングではなく、デバイスのへのデフォルトのバインディングではなく、デバイスの MAC アア
ドレスドレス(HWADDR)にバインドします。このオプションはにバインドします。このオプションは --device= オプションとは独立しオプションとは独立し
ています。同じています。同じ network コマンドでデバイス名、コマンドでデバイス名、リンクリンク、または、または bootif も指定されていても指定されていて
も、も、--bindto=mac が適用されます。が適用されます。
          

 NVDIMM （任意）（任意）  
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         非揮発性デュアルインラインメモリーモジュール非揮発性デュアルインラインメモリーモジュール (NVDIMM) デバイスに関するアクションを実デバイスに関するアクションを実
施します。このコマンドのフォーマットは以下のとおりです。施します。このコマンドのフォーマットは以下のとおりです。
        

nvdimm action [options]

注記注記

          デフォルトでは、インストーラーはすべてのデフォルトでは、インストーラーはすべての NVDIMM デバイスを無視しまデバイスを無視しま
す。これらのデバイスでのインストールを有効にするには、す。これらのデバイスでのインストールを有効にするには、nvdimm コマンドを使用コマンドを使用
する必要があります。する必要があります。
         

         以下のアクションを使用できます。以下のアクションを使用できます。
        

           reconfigure - 特定の特定の NVDIMM デバイスを特定のモードに再設定します。さらに、指デバイスを特定のモードに再設定します。さらに、指
定したデバイスは暗示的に使用されるように識別されるため、同じデバイスの後続の定したデバイスは暗示的に使用されるように識別されるため、同じデバイスの後続の 
nvdimm use コマンドは冗長になります。このアクションは以下の形式を使用します。コマンドは冗長になります。このアクションは以下の形式を使用します。
          

nvdimm reconfigure [--namespace=NAMESPACE] [--mode=MODE] [--
sectorsize=SECTORSIZE]

             --namespace= - 名前空間でデバイスを指定します。以下に例を示します。名前空間でデバイスを指定します。以下に例を示します。
            

nvdimm reconfigure --namespace=namespace0.0 --mode=sector --sectorsize=512

             --mode= - モードを指定します。現在、利用可能な値モードを指定します。現在、利用可能な値 セクターセクター のみを使用できのみを使用でき
ます。ます。
            

             --sectorsize= - セクターサイズセクターサイズ (セクターモードの場合セクターモードの場合)。以下に例を示しま。以下に例を示しま
す。す。
            

nvdimm reconfigure --namespace=namespace0.0 --mode=sector --sectorsize=512

             サポートされるセクターサイズはサポートされるセクターサイズは 512 バイトおよびバイトおよび 4096 バイトです。バイトです。
            

           use - NVDIMM デバイスをインストールのターゲットとして指定します。デバイスデバイスをインストールのターゲットとして指定します。デバイス
は、は、nvdimm reconfigure コマンドでセクターモードに設定されている必要があります。こコマンドでセクターモードに設定されている必要があります。こ
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のアクションは以下の形式を使用します。のアクションは以下の形式を使用します。
          

nvdimm use [--namespace=NAMESPACE|--blockdevs=DEVICES]

             --namespace= - 名前空間でデバイスを指定します。以下に例を示します。名前空間でデバイスを指定します。以下に例を示します。
            

nvdimm use --namespace=namespace0.0

             --blockdevs= - 使用する使用する NVDIMM デバイスに対応するブロックデバイスをコンデバイスに対応するブロックデバイスをコン
マ区切りリストで指定します。アスタリスクマ区切りリストで指定します。アスタリスク * ワイルドカードがサポートされます。以ワイルドカードがサポートされます。以
下に例を示します。下に例を示します。
            

nvdimm use --blockdevs=pmem0s,pmem1s
nvdimm use --blockdevs=pmem*

 %addon org_fedora_oscap （オプション）（オプション）  

         OpenSCAP インストーラーアドオンは、インストールシステム上でインストーラーアドオンは、インストールシステム上で SCAP (Security Content 
Automation Protocol) のコンテンツ、セキュリティーポリシーを適用するために使用されます。のコンテンツ、セキュリティーポリシーを適用するために使用されます。
Red Hat Enterprise Linux 7.2 以降、このアドオンがデフォルトで有効になりました。有効にする以降、このアドオンがデフォルトで有効になりました。有効にする
と、この機能の提供に必要なパッケージが自動的にインストールされます。ただし、デフォルトでと、この機能の提供に必要なパッケージが自動的にインストールされます。ただし、デフォルトで
はポリシーが強制されることがなく、明確に設定されている場合を除いて、インストール時およびはポリシーが強制されることがなく、明確に設定されている場合を除いて、インストール時および
インストール後にチェックが行われません。インストール後にチェックが行われません。
        

重要重要

          セキュリティーポリシーの適用はすべてのシステムで必要なわけではありませセキュリティーポリシーの適用はすべてのシステムで必要なわけではありませ
ん。このウィンドウは、所定のポリシーの適用が業務規定や法令で義務付けられていん。このウィンドウは、所定のポリシーの適用が業務規定や法令で義務付けられてい
る場合にのみ使用してください。る場合にのみ使用してください。
         

         その他のほとんどのコマンドとは異なり、このアドオンは通常のオプションを受け入れその他のほとんどのコマンドとは異なり、このアドオンは通常のオプションを受け入れ
ず、ず、%addon 定義の本文でキーと値のペアを使用します。空白は無視されます。値は一重引用符定義の本文でキーと値のペアを使用します。空白は無視されます。値は一重引用符(')
または二重引用符（）で囲むまたは二重引用符（）で囲むことことができます。ができます。
        

         アドオンは以下の鍵を認識します。アドオンは以下の鍵を認識します。
        

           Content-type: セキュリティーコンテンツのタイプ。使用できる値セキュリティーコンテンツのタイプ。使用できる値
は、は、datastream、、archive、、rpm、および、および scap-security-guide です。です。
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           content-type がが scap-security-guide の場合、アドオンはの場合、アドオンは scap-security-guide 
パッケージが提供するコンテンツを使用します。これはブートメディアにあります。つまパッケージが提供するコンテンツを使用します。これはブートメディアにあります。つま
り、り、profile 以外のキーはすべて効果がないことを意味します。以外のキーはすべて効果がないことを意味します。
          

           content-url: セキュリティーコンテンツの場所。コンテンツは、セキュリティーコンテンツの場所。コンテンツは、HTTP、、HTTPS、、
FTP のいずれかを使用してアクセスできるようにする必要があります。ローカルストレージのいずれかを使用してアクセスできるようにする必要があります。ローカルストレージ
は現在、サポートされていません。リモートの場所にあるコンテンツ定義に到達するネットは現在、サポートされていません。リモートの場所にあるコンテンツ定義に到達するネット
ワーク接続が必要になります。ワーク接続が必要になります。
          

           datastream-id - content-url 値で参照されるデータストリームの値で参照されるデータストリームの ID。。content-type 
がが datastream の場合のみ使用されます。の場合のみ使用されます。
          

           xdf-id - 使用するベンチマークの使用するベンチマークの ID。。
          

           Xccdf-path - 使用する使用する XCCDF ファイルへのパス。アーカイブの相対パスとして指定ファイルへのパス。アーカイブの相対パスとして指定
します。します。
          

           profile - 適用するプロファイルの適用するプロファイルの ID。。default を使用してデフォルトのプロファイルを使用してデフォルトのプロファイル
を適用します。を適用します。
          

           フィンガープリントフィンガープリント: content-url によって参照されるコンテンツのによって参照されるコンテンツの MD5、、SHA1、ま、ま
たはたは SHA2 のチェックサム。のチェックサム。
          

           tailoring-path - 使用するテーラリングファイルのパスを、アーカイブ内の相対パス使用するテーラリングファイルのパスを、アーカイブ内の相対パス
で指定します。で指定します。
          

         インストールメディアのインストールメディアの scap-security-guide のコンテンツを使用するのコンテンツを使用する %addon 
org_fedora_oscap セクションの例は、以下のようになります。セクションの例は、以下のようになります。
        

例例27.2 SCAP Security Guide を使用したを使用した OpenSCAP アドオン定義の例アドオン定義の例

%addon org_fedora_oscap
content-type = scap-security-guide
profile = xccdf_org.ssgproject.content_profile_pci-dss
%end
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         Web サーバーからカスタムプロファイルを読み込むより複雑な例は、以下のようになります。サーバーからカスタムプロファイルを読み込むより複雑な例は、以下のようになります。
        

例例27.3 データストリームを使用したデータストリームを使用した OpenSCAP アドオン定義の例アドオン定義の例

%addon org_fedora_oscap
content-type = datastream
content-url = http://www.example.com/scap/testing_ds.xml
datastream-id = scap_example.com_datastream_testing
xccdf-id = scap_example.com_cref_xccdf.xml
profile =  xccdf_example.com_profile_my_profile
fingerprint = 240f2f18222faa98856c3b4fc50c4195
%end

         SCAP セキュリティーガイドで使用可能なプロファイルの詳細は、セキュリティーガイドで使用可能なプロファイルの詳細は、Red Hat Enterprise Linux 
7 セキュリティーガイドセキュリティーガイドを参照してください。を参照してください。
        

 part またはまたは partition （必須）（必須）   

         システムにパーティションを作成します。システムにパーティションを作成します。
        

警告警告

          --noformat およびおよび --onpart を使用しないと、作成されたパーティションを使用しないと、作成されたパーティション
はすべてインストールプロセスの一部としてフォーマット化されます。はすべてインストールプロセスの一部としてフォーマット化されます。
         

重要重要
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重要重要

          sdX (またはまたは /dev/sdX) 形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される形式でのデバイス名がシステムの再起動後に維持される
保証がないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイ保証がないため、一部のキックスタートコマンドを複雑にします。コマンドがデバイ
スノード名を呼び出す際には、代わりにスノード名を呼び出す際には、代わりに /dev/disk からのアイテムを使用することがからのアイテムを使用することが
できます。以下に例を示します。できます。以下に例を示します。
         

part / --fstype=xfs --onpart=sda1

          以下のいずれかのようなエントリーを使用します。以下のいずれかのようなエントリーを使用します。
         

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-path/pci-0000:00:05.0-scsi-0:0:0:0-part1

part / --fstype=xfs --onpart=/dev/disk/by-id/ata-ST3160815AS_6RA0C882-part1

          上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとし上記の手順により、コマンドは常に同じストレージデバイスをターゲットとし
ます。これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連ます。これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ストレージデバイスを連
続的に参照する別の方法については、続的に参照する別の方法については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ストレージ管理
ガイドガイド』』の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。の永続ストレージデバイスの命名についての章を参照してください。
         

         part の実行例の詳細については、の実行例の詳細については、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
        

part|partition mntpoint [options]

           mntpoint: パーティションをマウントする場所です。値は次のいずれかの形式になりパーティションをマウントする場所です。値は次のいずれかの形式になり
ます。ます。
          

             /パスパス
            

             たとえば、たとえば、 /、、/usr、、/homeです。です。
            

             swap
            

             このパーティションは、このパーティションは、swap 領域として使用されます。領域として使用されます。
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             自動的に自動的に swap パーティションのサイズを確定させる場合は、パーティションのサイズを確定させる場合は、--recommended 
オプションを使用します。オプションを使用します。
            

swap --recommended

             有効なサイズが割り当てられますが、システムに対して正確に調整されたサイ有効なサイズが割り当てられますが、システムに対して正確に調整されたサイ
ズではありません。ズではありません。
            

             自動的に自動的に swap パーティションサイズを確定しながら、ハイバネート用に余剰パーティションサイズを確定しながら、ハイバネート用に余剰
領域も割り当てる場合は、領域も割り当てる場合は、--hibernation オプションを使用します。オプションを使用します。
            

swap --hibernation

             割り当てられるサイズは、割り当てられるサイズは、--recommended で割り当てられるで割り当てられる swap 領域に加領域に加
え、システムのえ、システムの RAM の容量が割り当てられるサイズになります。の容量が割り当てられるサイズになります。
            

             これらのコマンドで割り当てられるこれらのコマンドで割り当てられる swap サイズについては、サイズについては、「推奨される「推奨される
パーティション設定スキーム」パーティション設定スキーム」 (64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムシステム)、、「推「推
奨されるパーティション設定スキーム」奨されるパーティション設定スキーム」 (IBM Power Systems サーバーサーバー)、、「推奨され「推奨され
るパーティション設定スキーム」るパーティション設定スキーム」 (IBM Z) を参照してください。を参照してください。
            

             raid.id
            

             パーティションはソフトウェアパーティションはソフトウェア RAID に使用されますに使用されます(RAID を参照を参照 )。。
            

             pv.id
            

             パーティションはパーティションは LVM に使用されますに使用されます( logvolを参照を参照)。。
            

             biosboot
            

             このパーティションは、このパーティションは、BIOS 起動パーティションに使用されます。起動パーティションに使用されます。GPT 
(GUID Partition Table) を使用するを使用する BIOS ベースのベースの AMD64 およびおよび Intel 64 システムにシステムに
はは 1 MiB のの BIOS 起動パーティションが必要になります。起動パーティションが必要になります。UEFI システムには必要ありシステムには必要あり
ません。ません。bootloader コマンドも参照してください。コマンドも参照してください。
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             /boot/efi
            

             EFI システムパーティションです。システムパーティションです。UEFI ベースのベースの AMD、、Intel、および、および ARM にに
はは 50 MiB のの EFI パーティションが必要になります。推奨されるサイズはパーティションが必要になります。推奨されるサイズは 200 MiB でで
す。す。BIOS システムには必要ありません。システムには必要ありません。bootloader コマンドも参照してください。コマンドも参照してください。
            

           --size= - パーティションの最小サイズをパーティションの最小サイズを MiB 単位で指定します。単位で指定します。500 などの整数値などの整数値
を指定します（単位は含めないでください）。を指定します（単位は含めないでください）。
          

重要重要

            --size の値が小さすぎると、インストールに失敗します。の値が小さすぎると、インストールに失敗します。--size の値の値
は、必要となる領域の最小容量として設定します。推奨されるサイズは、必要となる領域の最小容量として設定します。推奨されるサイズ
は、は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
           

           --grow - これを指定すると、最大利用可能サイズ、または指定限度サイズまでパーこれを指定すると、最大利用可能サイズ、または指定限度サイズまでパー
ティションが拡張されます。ティションが拡張されます。
          

注記注記

            swap パーティションにパーティションに --maxsize= を設定せずにを設定せずに --grow= を使用すを使用す
ると、ると、Anaconda はは swap パーティションの最大サイズを制限します。物理パーティションの最大サイズを制限します。物理
メモリーがメモリーが 2 GB 未満のシステムの場合は、物理メモリー量の未満のシステムの場合は、物理メモリー量の 2 倍に制限さ倍に制限さ
れます。物理メモリーがれます。物理メモリーが 2 GB 以上のシステムの場合は、物理メモリー量に以上のシステムの場合は、物理メモリー量に 
2GB を足した量に制限されます。を足した量に制限されます。
           

           --maxsize= - パーティションがパーティションが grow に設定されている場合の最大サイズをに設定されている場合の最大サイズを MiB 単単
位で指定します。位で指定します。500 などの整数値を指定します（単位は含めないでください）。などの整数値を指定します（単位は含めないでください）。
          

           --noformat - パーティションをフォーマットしない場合に指定します。パーティションをフォーマットしない場合に指定します。--onpart コマコマ
ンドと併用してください。ンドと併用してください。
          

           --onpart= またはまたは --usepart= - 既存の空のデバイスを使用して、新規の指定された種既存の空のデバイスを使用して、新規の指定された種
類にフォーマットします。以下に例を示します。類にフォーマットします。以下に例を示します。
          

partition /home --onpart=hda1
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           /home をを /dev/hda1 に配置します。に配置します。
          

           このオプションを使用して、パーティションを論理ボリュームに追加することもできこのオプションを使用して、パーティションを論理ボリュームに追加することもでき
ます。以下に例を示します。ます。以下に例を示します。
          

partition pv.1 --onpart=hda2

           この場合は、デバイスがシステムに存在している必要があります。この場合は、デバイスがシステムに存在している必要があります。--onpart オプショオプショ
ンでデバイスを作成するわけではありません。ンでデバイスを作成するわけではありません。
          

           パーティションではなく、ドライブ全体を指定することも可能です。その場パーティションではなく、ドライブ全体を指定することも可能です。その場
合、合、Anaconda はパーティションテーブルを作成せずにドライブをフォーマットして使用しはパーティションテーブルを作成せずにドライブをフォーマットして使用し
ます。ただし、この方法でフォーマットしたデバイスではます。ただし、この方法でフォーマットしたデバイスでは GRUB2 のインストールがサポーのインストールがサポー
トされないため、パーティションテーブルのあるドライブに置かれる必要があります。トされないため、パーティションテーブルのあるドライブに置かれる必要があります。
          

           --ondisk= またはまたは --ondrive= - 既存ディスクに既存ディスクに (part コマンドで指定したコマンドで指定した) パーティパーティ
ションを作成します。このコマンドは、パーティションを常に作成します。たとえば、ションを作成します。このコマンドは、パーティションを常に作成します。たとえば、--
ondisk=sdb を使用すると、パーティションはを使用すると、パーティションは 2 番目の番目の SCSI ディスクに作成されます。ディスクに作成されます。
          

           論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM)を使用しないマルチパスデバイスを指定するにを使用しないマルチパスデバイスを指定するに
は、は、disk/by-id/dm-uuid-mpath-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID はデバイスのはデバイスの World - 
Wide Identifier です。です。WWID がが 2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017 のディスクをのディスクを
指定するには、以下を使用します。指定するには、以下を使用します。
          

part / --fstype=xfs --grow --asprimary --size=8192 --ondisk=disk/by-id/dm-uuid-mpath-
2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

警告警告

            mpatha などのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでなどのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないで
ください。このようなデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではください。このようなデバイス名は、特定のディスクに固有の名前では
ありません。インストール中にありません。インストール中に /dev/mpatha という名前のディスクという名前のディスク
は、予想されるディスクではない場合があります。したがっは、予想されるディスクではない場合があります。したがっ
て、て、clearpart コマンドは誤ったディスクをターゲットにする可能性がコマンドは誤ったディスクをターゲットにする可能性が
あります。あります。
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           --asprimary - パーティションがパーティションが プライマリープライマリー パーティションとして割り当てられるパーティションとして割り当てられる
ように強制実行します。ように強制実行します。(通常、すでに割り当てられているプライマリーパーティションが通常、すでに割り当てられているプライマリーパーティションが
多すぎるという理由で多すぎるという理由で) パーティションをプライマリーとして割り当てられない場合は、パーティションをプライマリーとして割り当てられない場合は、
パーティション設定のプロセスが失敗します。このオプションは、パーティション設定のプロセスが失敗します。このオプションは、Master Boot Record 
(MBR) をディスクが使用する場合にのみ有効で、をディスクが使用する場合にのみ有効で、GUID Partition Table (GPT) ラベルが付いラベルが付い
たディスクでは有効ではありません。プライマリーたディスクでは有効ではありません。プライマリー (および拡張および拡張) パーティションについてパーティションについて
の情報は、の情報は、「パーティション「パーティション: 1 つのドライブの分割」つのドライブの分割」 を参照してください。を参照してください。
          

           --fsprofile= - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すのこのパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すの
にに使用するタイプ使用するタイプを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチュー
ニングパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タニングパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タ
イプという概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションイプという概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプション
は正しく機能しません。は正しく機能しません。ext2、、ext3、、ext4 の場合、この設定ファイルはの場合、この設定ファイルは /etc/mke2fs.conf 
になります。になります。
          

           --mkfsoptions= - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡
す追加のパラメーターを指定します。これはす追加のパラメーターを指定します。これは --fsprofile と似ていますが、プロフィールの概と似ていますが、プロフィールの概
念に対応するものだけではなく、すべてのファイルシステムで機能するものです。引数のリ念に対応するものだけではなく、すべてのファイルシステムで機能するものです。引数のリ
ストでは処理が行われないため、直接ストでは処理が行われないため、直接 mkfs プログラムに渡すことのできる形式で処理を行プログラムに渡すことのできる形式で処理を行
う必要があります。つまり、複数のオプションはコンマ区切りにするか、二重引用符で囲むう必要があります。つまり、複数のオプションはコンマ区切りにするか、二重引用符で囲む
必要があります必要があります (ファイルシステムによって異なりますファイルシステムによって異なります)。。
          

           --fstype= - パーティションのファイルシステムタイプを設定します。有効な値パーティションのファイルシステムタイプを設定します。有効な値
は、は、xfs、、ext2、、ext3、、ext4、、swap、、vfat、、efi、および、および biosboot です。です。
          

           --fsoptions= - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列
を自由形式で指定します。この文字列はインストールされたシステムのを自由形式で指定します。この文字列はインストールされたシステムの /etc/fstab ファイルファイル
にコピーされ、引用符で囲む必要があります。にコピーされ、引用符で囲む必要があります。
          

           --label= - 個別パーティションにラベルを割り当てます。個別パーティションにラベルを割り当てます。
          

           --recommended - パーティションのサイズを自動的に確定します。推奨スキームにパーティションのサイズを自動的に確定します。推奨スキームに
ついての詳細は、ついての詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 (64 ビットビット AMD、、Intel、お、お
よびよび ARM)、、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 (IBM Power Systems)、およ、およ
びび「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 (IBM Z) を参照してください。を参照してください。
          

重要重要
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重要重要

            このオプションは、このオプションは、 /boot パーティションやパーティションや swap 領域などのファイ領域などのファイ
ルシステムとなるパーティションにのみ使用できます。ルシステムとなるパーティションにのみ使用できます。LVM 物理ボリューム物理ボリューム
やや RAID メンバーの作成には使用できません。メンバーの作成には使用できません。
           

           --onbiosdisk - BIOS で検出された特定のディスクに強制的にパーティションを作成で検出された特定のディスクに強制的にパーティションを作成
します。します。
          

           --encrypted - --passphrase オプションで入力したパスフレーズを使用して、このオプションで入力したパスフレーズを使用して、この
パーティションを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しないと、パーティションを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しないと、Anaconda 
はは autopart --passphrase コマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフレーズコマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフレーズ
を使用するか、インストールを停止して、デフォルトが設定されていない場合にはパスフを使用するか、インストールを停止して、デフォルトが設定されていない場合にはパスフ
レーズの入力を要求します。レーズの入力を要求します。
          

注記注記

            1 つ以上のパーティションを暗号化する際に、つ以上のパーティションを暗号化する際に、Anaconda は、パーは、パー
ティションを安全に暗号化するためにティションを安全に暗号化するために 256 ビットのエントロピーを収集しよビットのエントロピーを収集しよ
うとします。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分なうとします。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分な
エントロピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大エントロピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大 10 分分
後に終了します。後に終了します。
           

            プロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化できプロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化でき
ますます (キーボードで入力またはマウスの移動キーボードで入力またはマウスの移動)。仮想マシンにインストールし。仮想マシンにインストールし
ている場合は、ている場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化の導入および管理ガイ仮想化の導入および管理ガイ
ドドにあるように、にあるように、virtio-rng デバイスデバイス (仮想のランダム番号ジェネレーター仮想のランダム番号ジェネレーター) 
をゲストにアタッチすることもできます。をゲストにアタッチすることもできます。
           

           --passphrase= - このパーティションの暗号化を行う際に使用するパスフレーズを入このパーティションの暗号化を行う際に使用するパスフレーズを入
力します。力します。--encrypted オプションと併用してください。このオプションだけを使用してもオプションと併用してください。このオプションだけを使用しても
暗号化されません。暗号化されません。
          

           --cipher= - Anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が飽和していない場合にが飽和していない場合に
使用する暗号化のタイプを指定します。使用する暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。このオプションと併用してください。この
オプションだけを使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、オプションだけを使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、Red Hat 
Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドセキュリティーガイド に記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-
plain64 またはまたは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を強く推奨しています。のいずれかの使用を強く推奨しています。
          

           --escrowcert=URL_of_X.509_certificate - 暗号化されたすべてのパーティションの暗号化されたすべてのパーティションの

第第27章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

413

https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/Virtualization_Deployment_and_Administration_Guide/sect-Guest_virtual_machine_device_configuration-Random_number_generator_device.html
https://access.redhat.com/site/documentation/en-US/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/Security_Guide/index.html


データ暗号化の鍵をデータ暗号化の鍵を /root 配下にファイルとして格納します。配下にファイルとして格納します。URL_of_X.509 _certificate 
で指定したで指定した URL のの X.509 証明書証明書 を使用して暗号化します。鍵は、暗号化したパーティショを使用して暗号化します。鍵は、暗号化したパーティショ
ンごとに別のファイルとして格納されます。ンごとに別のファイルとして格納されます。--encrypted と併用しないと有効ではありませと併用しないと有効ではありませ
ん。ん。
          

           --backuppassphrase - 暗号化されたパーティションにそれぞれランダムに生成され暗号化されたパーティションにそれぞれランダムに生成され
たパスフレーズを追加します。これらのパスフレーズはたパスフレーズを追加します。これらのパスフレーズは /root 配下に別々のファイルに保存配下に別々のファイルに保存
します。します。--escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を使用して暗号化されます。証明書を使用して暗号化されます。--escrowcert 
と併用しないと有効ではありません。と併用しないと有効ではありません。
          

           --resize= - 既存のパーティションのサイズを変更します。このオプションを使用する既存のパーティションのサイズを変更します。このオプションを使用する
場合は、場合は、--size= オプションで目的のサイズオプションで目的のサイズ (MiB 単位単位) を、を、--onpart= オプションで目的のオプションで目的の
パーティションを指定します。パーティションを指定します。
          

注記注記

          何らかの理由でパーティションの設定ができなかった場合には、診断メッセー何らかの理由でパーティションの設定ができなかった場合には、診断メッセー
ジが仮想コンソールジが仮想コンソール 3 に表示されます。に表示されます。
         

 poweroff （任意）（任意）  

         インストールが正常に完了したら、システムをシャットダウンして電源を切ります。通常、手インストールが正常に完了したら、システムをシャットダウンして電源を切ります。通常、手
動インストール時に動インストール時に Anaconda はメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起はメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起
動します。キックスタートを使ったインストールでは、完了方法が指定されていない場合、動します。キックスタートを使ったインストールでは、完了方法が指定されていない場合、halt オオ
プションがデフォルトとして使用されます。プションがデフォルトとして使用されます。
        

         poweroff オプションはオプションは shutdown -p コマンドと同じです。コマンドと同じです。
        

注記注記

          poweroff コマンドは、使用中のシステムハードウェアに大きく依存します。特コマンドは、使用中のシステムハードウェアに大きく依存します。特
に、に、BIOS、、APM (advanced power management)、、ACPI (advanced configuration 
and power interface) などの特定ハードウェアコンポーネントは、システムカーネルなどの特定ハードウェアコンポーネントは、システムカーネル
と対話できる状態にする必要があります。使用システムのと対話できる状態にする必要があります。使用システムの APM/ACPI 能力に関して能力に関して
は、製造元発行のドキュメントをご覧ください。は、製造元発行のドキュメントをご覧ください。
         

         その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、reboot、および、および shutdown キックスタートコマンドを参照してくキックスタートコマンドを参照してく
ださい。ださい。
        

 RAID （任意）（任意）   
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         ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスを設定します。このコマンドの形式は次のとおりです。デバイスを設定します。このコマンドの形式は次のとおりです。
        

raid mntpoint --level=level --device=device-name partitions*

           mntpoint: RAID ファイルシステムをマウントする場所です。ファイルシステムをマウントする場所です。/ の場合は、ブートパーの場合は、ブートパー
ティションティション( / boot)が存在しない限り、が存在しない限り、RAID レベルはレベルは 1 である必要があります。ブートである必要があります。ブート
パーティションが存在する場合は、パーティションが存在する場合は、/boot パーティションはレベルパーティションはレベル 1 にし、ルートにし、ルート(/)パーパー
ティションは使用可能なタイプのいずれかになります。ティションは使用可能なタイプのいずれかになります。partitions* (複数パーティションの複数パーティションの
指定が可能指定が可能) にはには RAID アレイに追加するアレイに追加する RAID 識別子を指定します。識別子を指定します。
          

重要重要

            IBM Power Systems でで RAID デバイスの準備が完了し、インストーデバイスの準備が完了し、インストー
ル中に再フォーマットされていない場合は、ル中に再フォーマットされていない場合は、RAID デバイスにデバイスに /boot パーパー
ティションおよびティションおよび PReP パーティションを配置する予定の場合は、パーティションを配置する予定の場合は、RAID メメ
タデータバージョンがタデータバージョンが 0.90 であることを確認します。であることを確認します。
           

            デフォルトのデフォルトの Red Hat Enterprise Linux 7 mdadm メタデータバーメタデータバー
ジョンは、ブートデバイスではサポートされていません。ジョンは、ブートデバイスではサポートされていません。
           

           raid の実行例は、の実行例は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
          

           --level=: 使用する使用する RAID レベルを指定しますレベルを指定します (0、、1、、4、、5、、6、、10 のいずれかのいずれか)。利。利
用可能な用可能な RAID レベルの詳細は、レベルの詳細は、「ソフトウェア「ソフトウェア RAID の作成」の作成」 を参照してください。を参照してください。
          

           --device= - 使用する使用する RAID デバイス名を指定しますデバイス名を指定します (例例: --device=root)。。
          

重要重要
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重要重要

            mdraid 名は名は md0 の形式で使用しないでください。これらの名前は永の形式で使用しないでください。これらの名前は永
続的である保証はありません。代わりに、続的である保証はありません。代わりに、root やや swap などの意味のある名などの意味のある名
前を使用してください。意味のある名前を使用すると、前を使用してください。意味のある名前を使用すると、/dev/md/名名 から、から、X 
ノードがアレイに割り当てられているものへのシンボリックリンクが作成さノードがアレイに割り当てられているものへのシンボリックリンクが作成さ
れます。れます。
           

            名前を割り当てることができない旧アレイ名前を割り当てることができない旧アレイ (v0.90 メタデータメタデータ) を所有を所有
している場合には、ファイルシステムのラベルまたはしている場合には、ファイルシステムのラベルまたは UUID でアレイを指定でアレイを指定
できますできます (--device=rhel7-root --label=rhel7-root などなど)。。
           

           --chunksize= - RAID ストレージのチャンクサイズをストレージのチャンクサイズを KiB 単位で設定します。場合に単位で設定します。場合に
よっては、デフォルトのサイズよっては、デフォルトのサイズ (512 Kib) 以外のチャンクサイズを使用すると、以外のチャンクサイズを使用すると、RAID のパのパ
フォーマンスが向上することもあります。フォーマンスが向上することもあります。
          

           --spares= - RAID アレイに割り当てられるスペアドライブの数を指定します。スペアアレイに割り当てられるスペアドライブの数を指定します。スペア
ドライブは、ドライブに障害が発生した場合にアレイの再設定に使用されます。ドライブは、ドライブに障害が発生した場合にアレイの再設定に使用されます。
          

           --fsprofile= - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すのこのパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すの
にに使用するタイプ使用するタイプを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチュー
ニングパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タニングパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タ
イプという概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションイプという概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプション
は正しく機能しません。は正しく機能しません。ext2、、ext3、および、および ext4 の場合、この設定ファイルはの場合、この設定ファイルは 
/etc/mke2fs.conf になります。になります。
          

           --fstype= - RAID アレイのファイルシステムタイプを設定します。有効な値アレイのファイルシステムタイプを設定します。有効な値
は、は、xfs、、ext2、、ext3、、ext4、、swap、、vfat です。です。
          

           --fsoptions= - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列
を自由形式で指定します。この文字列はインストールされたシステムのを自由形式で指定します。この文字列はインストールされたシステムの /etc/fstab ファイルファイル
にコピーされ、引用符で囲む必要があります。にコピーされ、引用符で囲む必要があります。
          

           --mkfsoptions= - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡
す追加のパラメーターを指定します。引数のリストでは処理が行われないため、直接す追加のパラメーターを指定します。引数のリストでは処理が行われないため、直接 mkfs 
プログラムに渡すことのできる形式で処理を行う必要があります。つまり、複数のオプショプログラムに渡すことのできる形式で処理を行う必要があります。つまり、複数のオプショ
ンはコンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要がありますンはコンマ区切りにするか、二重引用符で囲む必要があります (ファイルシステムによってファイルシステムによって
異なります異なります)。。
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           --label= - 作成するファイルシステムのラベルを指定します。指定ラベルが別のファ作成するファイルシステムのラベルを指定します。指定ラベルが別のファ
イルシステムで既に使用されている場合は、新しいラベルが作成されます。イルシステムで既に使用されている場合は、新しいラベルが作成されます。
          

           --noformat - 既存の既存の RAID デバイスを使用し、デバイスを使用し、RAID アレイのフォーマットは行いまアレイのフォーマットは行いま
せん。せん。
          

           --useexisting - 既存の既存の RAID デバイスを使用し、再フォーマットします。デバイスを使用し、再フォーマットします。
          

           --encrypted - --passphrase オプションで入力したパスフレーズを使用して、このオプションで入力したパスフレーズを使用して、この 
RAID デバイスを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しないと、デバイスを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しないと、Anaconda 
はは autopart --passphrase コマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフレーズコマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフレーズ
を使用するか、インストールを停止して、デフォルトが設定されていない場合にはパスフを使用するか、インストールを停止して、デフォルトが設定されていない場合にはパスフ
レーズの入力を要求します。レーズの入力を要求します。
          

注記注記

            1 つ以上のパーティションを暗号化する際に、つ以上のパーティションを暗号化する際に、Anaconda は、パーは、パー
ティションを安全に暗号化するためにティションを安全に暗号化するために 256 ビットのエントロピーを収集しよビットのエントロピーを収集しよ
うとします。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分なうとします。エントロピーの収集には時間がかかる場合があります。十分な
エントロピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大エントロピーが収集されたかどうかにかかわらず、このプロセスは最大 10 分分
後に終了します。後に終了します。
           

            プロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化できプロセスは、インストールシステムと対話することにより高速化でき
ますます (キーボードで入力またはマウスの移動キーボードで入力またはマウスの移動)。仮想マシンにインストールし。仮想マシンにインストールし
ている場合は、ている場合は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化の導入および管理ガイ仮想化の導入および管理ガイ
ドドにあるように、にあるように、virtio-rng デバイスデバイス (仮想のランダム番号ジェネレーター仮想のランダム番号ジェネレーター) 
をゲストにアタッチすることもできます。をゲストにアタッチすることもできます。
           

           --cipher= - Anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が飽和していない場合にが飽和していない場合に
使用する暗号化のタイプを指定します。使用する暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。このオプションと併用してください。この
オプションだけを使用しても暗号化されません。使用できる暗号化の種類についてオプションだけを使用しても暗号化されません。使用できる暗号化の種類について
ははRed Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドセキュリティーガイドに記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは  
aes-xts-plain64 またはまたは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を推奨しています。のいずれかの使用を推奨しています。
          

           --passphrase= - このこの RAID デバイスの暗号化を行う際に使用するパスフレーズを入デバイスの暗号化を行う際に使用するパスフレーズを入
力します。力します。--encrypted オプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませオプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませ
ん。ん。
          

           --escrowcert=URL_of_X.509_certificate - このデバイスのデータ暗号化キーをこのデバイスのデータ暗号化キーを /root 
のファイルに保存します。のファイルに保存します。URL_ of_X.509_certificate で指定したで指定した URL のの X.509 証明書証明書 をを
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使用して暗号化します。使用して暗号化します。--encrypted と併用しないと有効ではありません。と併用しないと有効ではありません。
          

           --backuppassphrase - このデバイスにランダムに生成されたパスフレーズを追加しこのデバイスにランダムに生成されたパスフレーズを追加し
ます。パスフレーズをます。パスフレーズを /root のファイルに保存し、のファイルに保存し、--escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を証明書を
使用して暗号化します。使用して暗号化します。--escrowcert と併用しないと有効ではありません。と併用しないと有効ではありません。
          

         以下の例は、以下の例は、/ にに RAID レベルレベル 1 のパーティションを作成し、のパーティションを作成し、  / home にに RAID レベルレベル 5 のの
パーティションを作成する方法を示しています（システムにはパーティションを作成する方法を示しています（システムには SCSI ディスクがディスクが 3 つある場合）。つある場合）。
各ドライブに各ドライブに 1 つずつ、つずつ、3 つのつの swap パーティションを作成します。パーティションを作成します。
        

例例27.4 raid キックスタートコマンドの使用例キックスタートコマンドの使用例

part raid.01 --size=6000 --ondisk=sda
part raid.02 --size=6000 --ondisk=sdb
part raid.03 --size=6000 --ondisk=sdc

part swap --size=512 --ondisk=sda
part swap --size=512 --ondisk=sdb
part swap --size=512 --ondisk=sdc

part raid.11 --size=1 --grow --ondisk=sda
part raid.12 --size=1 --grow --ondisk=sdb
part raid.13 --size=1 --grow --ondisk=sdc

raid / --level=1 --device=rhel7-root --label=rhel7-root raid.01 raid.02 raid.03
raid /home --level=5 --device=rhel7-home --label=rhel7-home raid.11 raid.12 raid.13

 realm （任意）（任意）  

         Active Directory やや IPA ドメインをジョインさせます。このコマンドの詳細は、ドメインをジョインさせます。このコマンドの詳細は、man ページページ
のの realm (8) のの join セクションを参照してください。セクションを参照してください。
        

realm join [options] domain

           --computer-ou=OU= - コンピューターアカウントを作成するために、組織単位の識コンピューターアカウントを作成するために、組織単位の識
別名を指定します。識別名の形式は、クライアントソフトウェアおよびメンバーシップのソ別名を指定します。識別名の形式は、クライアントソフトウェアおよびメンバーシップのソ
フトウェアにより異なります。通常、識別名のルートフトウェアにより異なります。通常、識別名のルート DSE の部分は省略できます。の部分は省略できます。
          

           --no-password - パスワードの入力なしで自動的に参加します。パスワードの入力なしで自動的に参加します。
          

           --one-time-password= - ワンタイムパスワードを使用して参加します。すべてのレワンタイムパスワードを使用して参加します。すべてのレ
ルムで使用できるとは限りません。ルムで使用できるとは限りません。
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           --client-software= - ここで指定したクライアントソフトウェアを実行できるレルムここで指定したクライアントソフトウェアを実行できるレルム
にしか参加しません。有効な値はにしか参加しません。有効な値は sssd およびおよび winbind です。すべてのレルムがすべての値です。すべてのレルムがすべての値
に対応しているとは限りません。デフォルトでは、クライアントソフトウェアは自動的に選に対応しているとは限りません。デフォルトでは、クライアントソフトウェアは自動的に選
択されます。択されます。
          

           --server-software= - ここで指定したサーバーソフトウェアを実行できるレルムにしここで指定したサーバーソフトウェアを実行できるレルムにし
か参加しません。使用できる値はか参加しません。使用できる値は active-directory またはまたは freeipa です。です。
          

           --membership-software= - レルムに参加する際に、このソフトウェアを使用しまレルムに参加する際に、このソフトウェアを使用しま
す。有効な値はす。有効な値は samba およびおよび adcli です。すべてのレルムがすべての値に対応しているとです。すべてのレルムがすべての値に対応していると
は限りません。デフォルトでは、メンバーシップソフトウェアは自動的に選択されます。は限りません。デフォルトでは、メンバーシップソフトウェアは自動的に選択されます。
          

 reboot （任意）（任意）  

         インストールが正常に完了したら再起動しますインストールが正常に完了したら再起動します (引数なし引数なし)。通常、キックスタートは、メッ。通常、キックスタートは、メッ
セージを表示し、ユーザーがキーを押してから再起動します。セージを表示し、ユーザーがキーを押してから再起動します。
        

         reboot オプションはオプションは shutdown -r コマンドと同じです。コマンドと同じです。
        

         IBM Z でコマンドラインモードでインストールする際に、でコマンドラインモードでインストールする際に、reboot を指定してインストールを完を指定してインストールを完
全に自動化します。全に自動化します。
        

         その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、poweroff、および、および shutdown のキックスタートオプションを参照のキックスタートオプションを参照
してください。してください。
        

         キックスタートファイルに他のメソッドが明示的に指定されていない場合は、キックスタートファイルに他のメソッドが明示的に指定されていない場合は、halt オプションオプション
がデフォルトの完了方法になります。がデフォルトの完了方法になります。
        

注記注記

          reboot オプションを使用すると、インストールメディアと方法によっては、イオプションを使用すると、インストールメディアと方法によっては、イ
ンストールが無限にループするンストールが無限にループする 可能性があり可能性があり ます。ます。
         

           --eject - 再起動する前に起動可能なメディア再起動する前に起動可能なメディア(DVD、、USB、またはその他のメディア、またはその他のメディア)
の取り出しを試みます。の取り出しを試みます。
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           --kexec - 完全な再起動を実行する代わりに完全な再起動を実行する代わりに kexec システムコールを使用します。システムコールを使用します。
BIOS またはファームウェアが通常実行するハードウェアの初期化を行わずに、インストーまたはファームウェアが通常実行するハードウェアの初期化を行わずに、インストー
ルされたシステムを即座にメモリーに読み込みます。ルされたシステムを即座にメモリーに読み込みます。
          

重要重要

            kexec を使用したシステムのブートには複雑であるため、すべての状を使用したシステムのブートには複雑であるため、すべての状
況で明示的にテストして機能することが保証されていません。況で明示的にテストして機能することが保証されていません。
           

            kexec を使用すると、（完全なシステム再起動で通常はクリアされを使用すると、（完全なシステム再起動で通常はクリアされ
る）デバイスレジスタにデータが入ったままになり、デバイスドライバーにる）デバイスレジスタにデータが入ったままになり、デバイスドライバーに
よっては問題が発生する可能性があります。よっては問題が発生する可能性があります。
           

 リポジトリーリポジトリー （オプション）（オプション）   

         パッケージインストール用のソースとして使用可能な追加のパッケージインストール用のソースとして使用可能な追加の yum リポジトリーを設定しまリポジトリーを設定しま
す。複数のす。複数の repo 行を追加できます。行を追加できます。
        

repo --name=repoid [--baseurl=<url>|--mirrorlist=url] [options]

           --name= - リポジトリーリポジトリー ID を指定します。このオプションは必須です。以前に追加を指定します。このオプションは必須です。以前に追加
したリポジトリーと名前が競合する場合は無視されます。インストールプログラムでは事前したリポジトリーと名前が競合する場合は無視されます。インストールプログラムでは事前
設定したリポジトリーの一覧が使用されるため、この一覧にあるリポジトリーと同じ名前の設定したリポジトリーの一覧が使用されるため、この一覧にあるリポジトリーと同じ名前の
ものは追加できません。ものは追加できません。
          

           --baseurl= - リポジトリーのリポジトリーの URL を指定します。ここでは、を指定します。ここでは、yum のリポジトリー設のリポジトリー設
定ファイル内で使用可能な変数には対応していません。このオプションは、同じリポジト定ファイル内で使用可能な変数には対応していません。このオプションは、同じリポジト
リー定義でリー定義で --mirrorlist オプションと併用できません。オプションと併用できません。
          

           --mirrorlist= - リポジトリーのミラーの一覧を指すリポジトリーのミラーの一覧を指す URL を指定します。ここでは、を指定します。ここでは、
yum のリポジトリーの設定ファイル内で使用できる変数はサポートされません。このオプのリポジトリーの設定ファイル内で使用できる変数はサポートされません。このオプ
ションは、同じリポジトリー定義のションは、同じリポジトリー定義の --baseurl オプションと併用することはできません。オプションと併用することはできません。
          

           --install - 指定したリポジトリー設定を、インストールしたシステムの指定したリポジトリー設定を、インストールしたシステムの 
/etc/yum.repos.d/ ディレクトリーに保存します。このオプションを使用しない場合は、ディレクトリーに保存します。このオプションを使用しない場合は、
キックスタートファイルで設定したリポジトリーの使用はインストール中に限られ、インスキックスタートファイルで設定したリポジトリーの使用はインストール中に限られ、インス
トール後のシステムでは使用できません。トール後のシステムでは使用できません。
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           --cost= - このリポジトリーに割り当てるコストを整数で入力します。複数のリポジこのリポジトリーに割り当てるコストを整数で入力します。複数のリポジ
トリーで同じパッケージを提供している場合に、リポジトリーの使用優先順位がこの数値でトリーで同じパッケージを提供している場合に、リポジトリーの使用優先順位がこの数値で
決まります。コストの低いリポジトリーは、コストの高いリポジトリーよりも優先されま決まります。コストの低いリポジトリーは、コストの高いリポジトリーよりも優先されま
す。す。
          

           --excludepkgs= - このリポジトリーからは読み出してはこのリポジトリーからは読み出してはならないならないパッケージ名の一パッケージ名の一
覧をコンマ区切りで指定します。複数のリポジトリーで同じパッケージが提供されていて、覧をコンマ区切りで指定します。複数のリポジトリーで同じパッケージが提供されていて、
特定のリポジトリーから読み出す場合に便利なオプションです。完全なパッケージ名特定のリポジトリーから読み出す場合に便利なオプションです。完全なパッケージ名( 
publican)とと glob ( gnome-*などなど)の両方が許可されます。の両方が許可されます。
          

           --includepkgs= - このリポジトリーからプルする必要があるパッケージ名およびグロこのリポジトリーからプルする必要があるパッケージ名およびグロ
ブの一覧をコンマ区切りで指定します。複数のリポジトリーで同じパッケージが提供されてブの一覧をコンマ区切りで指定します。複数のリポジトリーで同じパッケージが提供されて
いて、このリポジトリーからプルする場合に便利なオプションです。いて、このリポジトリーからプルする場合に便利なオプションです。
          

           --proxy=[protocol://][username[:password]@]host[:port] - このリポジトリーにだこのリポジトリーにだ
け使用するけ使用する HTTP/HTTPS/FTP プロキシーを指定します。この設定は他のリポジトリーにはプロキシーを指定します。この設定は他のリポジトリーには
影響しません。また、影響しません。また、HTTP インストールでのインストールでの install.img の取得方法には影響しません。の取得方法には影響しません。
          

           --ignoregroups=true - このオプションは、インストールツリーの設定時に使用し、このオプションは、インストールツリーの設定時に使用し、
インストールプロセス自体には影響がありません。不要な大量のデータをミラーリングしなインストールプロセス自体には影響がありません。不要な大量のデータをミラーリングしな
いように、ツリーのミラーリングを行う際にパッケージグループの情報を検索しないよう設いように、ツリーのミラーリングを行う際にパッケージグループの情報を検索しないよう設
定ツールに指示します。定ツールに指示します。
          

           --noverifyssl - HTTPS サーバーへの接続時にサーバーへの接続時に SSL 検証を無効にします。検証を無効にします。
          

重要重要

          インストールに使用するリポジトリーは安定した状態を維持してください。イインストールに使用するリポジトリーは安定した状態を維持してください。イ
ンストールが終了する前にリポジトリーに変更が加えられると、インストールが失敗ンストールが終了する前にリポジトリーに変更が加えられると、インストールが失敗
する可能があります。する可能があります。
         

 rescue （任意）（任意）  

         自動的にインストールプログラムのレスキューモードに入ります。問題が発生している場合自動的にインストールプログラムのレスキューモードに入ります。問題が発生している場合
は、これによりシステムを修復することができるようになります。は、これによりシステムを修復することができるようになります。
        

rescue [--nomount|--romount]
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           --nomount またはまたは --romount - インストールを完了したシステムをレスキュー環境インストールを完了したシステムをレスキュー環境
でマウントする方法を制御します。デフォルトでは、インストールプログラムによりシステでマウントする方法を制御します。デフォルトでは、インストールプログラムによりシステ
ムの検出が行われてから、読み取りと書き込みのモードでシステムのマウントが行われ、マムの検出が行われてから、読み取りと書き込みのモードでシステムのマウントが行われ、マ
ウントされた場所が通知されます。オプションでマウントを行わないウントされた場所が通知されます。オプションでマウントを行わない (--nomount オプショオプショ
ンン)、または読み取り専用モードでマウントする、または読み取り専用モードでマウントする (--romount オプションオプション) のいずれかを選択のいずれかを選択
できます。指定できるのはどちらか一方です。できます。指定できるのはどちらか一方です。
          

 reqpart （任意）（任意）  

         使用中のハードウェアプラットホームで必要となるパーティションを自動的に作成します。こ使用中のハードウェアプラットホームで必要となるパーティションを自動的に作成します。こ
れには、れには、UEFI ファームウェアを持つシステム用のファームウェアを持つシステム用の /boot/efi パーティション、パーティション、BIOS ファームウェアファームウェア
およびおよび GPT を備えたシステム用のを備えたシステム用の biosboot パーティション、パーティション、IBM Power Systems 用の用の 
PRePBoot パーティションが含まれます。パーティションが含まれます。
        

reqpart [--add-boot]

           --add-boot - ベースコマンドによって作成されるプラットフォーム固有のパーティベースコマンドによって作成されるプラットフォーム固有のパーティ
ションに加えて、個別のションに加えて、個別の /boot パーティションを作成します。パーティションを作成します。
          

注記注記

          このコマンドは、このコマンドは、autopart と併用することはできません。と併用することはできません。autopart はは reqpart 
コマンドが実行するものをすべて行い、さらにコマンドが実行するものをすべて行い、さらに / やや swap などの他のパーティションなどの他のパーティション
や論理ボリュームも作成するためです。や論理ボリュームも作成するためです。autopart とは対照的に、このコマンドはプとは対照的に、このコマンドはプ
ラットフォーム固有のパーティションのみを作成し、ドライブの残りの部分を空のまラットフォーム固有のパーティションのみを作成し、ドライブの残りの部分を空のま
まにして、カスタムレイアウトを作成できます。まにして、カスタムレイアウトを作成できます。
         

 rootpw （必須）（必須）  

         システムのシステムの root パスワードをパスワードを password 引数に設定します。引数に設定します。
        

rootpw [--iscrypted|--plaintext] [--lock] password

           --iscrypted - このオプションを指定すると、パスワード引数は既に暗号化済みと仮定このオプションを指定すると、パスワード引数は既に暗号化済みと仮定
されます。されます。--plaintext と相互排他的になります。暗号化されたパスワードを作成するにと相互排他的になります。暗号化されたパスワードを作成するに
は、は、python を使用します。を使用します。
          

$ python -c 'import crypt,getpass;pw=getpass.getpass();print(crypt.crypt(pw) if 
(pw==getpass.getpass("Confirm: ")) else exit())'

           上記の例では、ランダムの上記の例では、ランダムの salt を使用して、パスワードのを使用して、パスワードの sha512 暗号と互換性があ暗号と互換性があ
るハッシュが生成されます。るハッシュが生成されます。
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           --plaintext - このオプションを使用すると、パスワードの引数はプレーンテキストでこのオプションを使用すると、パスワードの引数はプレーンテキストで
あると仮定されます。あると仮定されます。--iscrypted と相互排他的になります。と相互排他的になります。
          

           --lock - このオプションを指定すると、このオプションを指定すると、root アカウントはデフォルトでロックされまアカウントはデフォルトでロックされま
す。つまり、す。つまり、root ユーザーはコンソールからログインできなくなります。また、グラフィカユーザーはコンソールからログインできなくなります。また、グラフィカ
ルおよびテキストベースの手動インストールの両方で、ルおよびテキストベースの手動インストールの両方で、Root Password 画面が無効になり画面が無効になり
ます。ます。
          

 SELinux （任意）（任意）  

         インストールを完了したシステムにインストールを完了したシステムに SELinux の状態を設定します。デフォルトのの状態を設定します。デフォルトの SELinux ポポ
リシーは、リシーは、Enforcing です。です。
        

selinux [--disabled|--enforcing|--permissive]

           --enforcing - SELinux を、デフォルトの対象ポリシーであるを、デフォルトの対象ポリシーである Enforcing で有効にしで有効にし
ます。ます。
          

           --permissive - SELinux のポリシーに基づく警告を出力します。ただし、実際にはポのポリシーに基づく警告を出力します。ただし、実際にはポ
リシーは実施されません。リシーは実施されません。
          

           --disabled - SELinux を完全に無効にします。を完全に無効にします。
          

         SELinux の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 SELinux ユーザーおよび管理者のガイドユーザーおよび管理者のガイドをを
参照してください。参照してください。
        

 services （任意）（任意）  

         デフォルトのデフォルトの systemd ターゲットで実行するデフォルトのサービスセットを変更します。無ターゲットで実行するデフォルトのサービスセットを変更します。無
効にするサービスの一覧は、有効にするサービスの一覧の前に処理されます。したがって、サービ効にするサービスの一覧は、有効にするサービスの一覧の前に処理されます。したがって、サービ
スが両方の一覧に記載されていると、そのサービスは有効になります。スが両方の一覧に記載されていると、そのサービスは有効になります。
        

services [--disabled=list] [--enabled=list]

           --disabled= - コンマ区切りリストで指定したサービスを無効にします。コンマ区切りリストで指定したサービスを無効にします。
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           --enabled= - コンマ区切りリストで指定したサービスを有効にします。コンマ区切りリストで指定したサービスを有効にします。
          

重要重要

          サービスの一覧には空白文字を使用しないでください。空白があると、キックサービスの一覧には空白文字を使用しないでください。空白があると、キック
スタートでは、最初の空白の直前のサービスまでしか有効または無効になりません。スタートでは、最初の空白の直前のサービスまでしか有効または無効になりません。
以下に例を示します。以下に例を示します。
         

services --disabled=auditd, cups,smartd, nfslock

          auditd サービスのみを無効にします。サービスのみを無効にします。4 つのサービスすべてを無効にするためつのサービスすべてを無効にするため
エントリーから空白を取り除きます。エントリーから空白を取り除きます。
         

services --disabled=auditd,cups,smartd,nfslock

 shutdown （任意）（任意）  

         インストールが正常に完了したらシステムをシャットダウンします。キックスタートを使ったインストールが正常に完了したらシステムをシャットダウンします。キックスタートを使った
インストールでは、完了方法が指定されていないと、インストールでは、完了方法が指定されていないと、halt コマンドが使用されます。コマンドが使用されます。
        

         shutdown キックスタートオプションはキックスタートオプションは shutdown コマンドと同じです。コマンドと同じです。
        

         その他の完了方法については、その他の完了方法については、halt、、poweroff、および、および reboot キックスタートオプションをキックスタートオプションを
参照してください。参照してください。
        

 skipx （オプション）（オプション）  

         存在する場合は、インストール済みシステムで存在する場合は、インストール済みシステムで X が設定されていません。が設定されていません。
        

重要重要

          パッケージ選択オプションにディスプレイマネージャーをインストールするパッケージ選択オプションにディスプレイマネージャーをインストールする
と、このパッケージはと、このパッケージは X 設定を作成し、インストールされたシステムは設定を作成し、インストールされたシステムは 
graphical.target にデフォルト設定されます。にデフォルト設定されます。skipx オプションの影響は上書きされオプションの影響は上書きされ
ます。ます。
         

 snapshot （任意）（任意）  
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         snapshot コマンドを使用すると、インストールプロセス中にコマンドを使用すると、インストールプロセス中に LVM シンボリュームスナップシンボリュームスナップ
ショットを作成できます。これにより、インストール前後の論理ボリュームのバックアップ作成がショットを作成できます。これにより、インストール前後の論理ボリュームのバックアップ作成が
可能になります。可能になります。
        

         複数のスナップショットを作成するには、複数のスナップショットを作成するには、snaphost キックスタートコマンドを複数回追加しキックスタートコマンドを複数回追加し
ます。ます。
        

snapshots vg_name/lv_name --name=snapshot_name --when=pre-install|post-install

           vg_name/lv_name - スナップショットの作成元となるボリュームグループや論理ボスナップショットの作成元となるボリュームグループや論理ボ
リュームの名前を設定します。リュームの名前を設定します。
          

           --name=snapshot_name - スナップショットの名前を設定します。この名前は、ボスナップショットの名前を設定します。この名前は、ボ
リュームグループ内で一意のものにする必要があります。リュームグループ内で一意のものにする必要があります。
          

           --when=pre-install|post-install - インストール前もしくは完了後にスナップショッインストール前もしくは完了後にスナップショッ
トを作成するかどうかを設定します。トを作成するかどうかを設定します。
          

 sshpw （任意）（任意）  

         インストール時に、インストールプログラムと対話し、インストール時に、インストールプログラムと対話し、SSH 接続でその進捗を監視できま接続でその進捗を監視できま
す。す。sshpw コマンドを使用して、ログオンに使用する一時的なアカウントを作成します。コマンドコマンドを使用して、ログオンに使用する一時的なアカウントを作成します。コマンド
の各インスタンスにより、インストール環境でしか存在しない個別アカウントが作成されます。この各インスタンスにより、インストール環境でしか存在しない個別アカウントが作成されます。こ
こで作成されたアカウントは、インストールが完了したシステムには転送されません。こで作成されたアカウントは、インストールが完了したシステムには転送されません。
        

sshpw --username=name password [--iscrypted|--plaintext] [--lock]

           --username - ユーザー名を入力します。このオプションは必須です。ユーザー名を入力します。このオプションは必須です。
          

           --iscrypted - このオプションを指定すると、パスワード引数は既に暗号化済みと仮定このオプションを指定すると、パスワード引数は既に暗号化済みと仮定
されます。されます。--plaintext と相互排他的になります。暗号化されたパスワードを作成するにと相互排他的になります。暗号化されたパスワードを作成するに
は、は、python を使用します。を使用します。
          

$ python -c 'import crypt,getpass;pw=getpass.getpass();print(crypt.crypt(pw) if 
(pw==getpass.getpass("Confirm: ")) else exit())'

           上記の例では、ランダムの上記の例では、ランダムの salt を使用して、パスワードのを使用して、パスワードの sha512 暗号と互換性があ暗号と互換性があ
るハッシュが生成されます。るハッシュが生成されます。
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           --plaintext - このオプションを使用すると、パスワードの引数はプレーンテキストでこのオプションを使用すると、パスワードの引数はプレーンテキストで
あると仮定されます。あると仮定されます。--iscrypted と相互排他的になります。と相互排他的になります。
          

           --lock - このオプションを指定すると、このアカウントはデフォルトでロックされまこのオプションを指定すると、このアカウントはデフォルトでロックされま
す。つまり、ユーザーはコンソールからログインできなくなります。す。つまり、ユーザーはコンソールからログインできなくなります。
          

           --ssh - このオプションを指定すると、パスワード文字列はこのオプションを指定すると、パスワード文字列は ssh 鍵の値として解釈さ鍵の値として解釈さ
れます。れます。
          

重要重要

          デフォルトでは、デフォルトでは、ssh サーバーはインストール時に起動されません。インスサーバーはインストール時に起動されません。インス
トール時にトール時に ssh を使用できるようにするには、カーネル起動オプションを使用できるようにするには、カーネル起動オプション inst.sshd をを
使用してシステムを起動します。詳細は使用してシステムを起動します。詳細は コンソール、環境、ディスプレイの各オプコンソール、環境、ディスプレイの各オプ
ションション を参照してください。を参照してください。
         

注記注記

          別のユーザーの別のユーザーの ssh アクセスを許可しつつ、アクセスを許可しつつ、root のの ssh アクセスを無効にすアクセスを無効にす
る場合は、以下を使用します。る場合は、以下を使用します。
         

sshpw --username=example_username example_password --plaintext
sshpw --username=root example_password --lock

          単に単に root のの ssh アクセスを無効にするには、以下を使用します。アクセスを無効にするには、以下を使用します。
         

sshpw --username=root example_password --lock

 text （任意）（任意）  

         キックスタートを使ったインストールをテキストモードで実行します。キックスタートインスキックスタートを使ったインストールをテキストモードで実行します。キックスタートインス
トールは、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。トールは、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。
        

重要重要
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重要重要

          完全に自動的なインストールでは、キックスタートファイルで利用可能なモー完全に自動的なインストールでは、キックスタートファイルで利用可能なモー
ドド(グラフィカルグラフィカル、、テキストテキスト、または、または cmdline)のいずれかを指定するか、のいずれかを指定するか、コンソーコンソー
ル、環境、ディスプレイの各オプションル、環境、ディスプレイの各オプション で説明されているように、起動オプションで説明されているように、起動オプション 
console= を使用する必要があります。モードが指定されていない場合は、システムを使用する必要があります。モードが指定されていない場合は、システム
により、続行前にいずれかを選択するように求められます。により、続行前にいずれかを選択するように求められます。
         

 timezone （必須）（必須）  

         システムのタイムゾーンをシステムのタイムゾーンを timezone に設定します。に設定します。
        

timezone timezone [options]

           --UTC - これを指定すると、ハードウェアクロックがこれを指定すると、ハードウェアクロックが UTC (グリニッジ標準グリニッジ標準) 時間に時間に
設定されているとシステムは見なします。設定されているとシステムは見なします。
          

           --nontp - NTP サービスの自動起動を無効にします。サービスの自動起動を無効にします。
          

           --ntpservers= - 使用する使用する NTP サーバーを空白を入れないコンマ区切りのリストで指サーバーを空白を入れないコンマ区切りのリストで指
定します。定します。
          

         Red Hat Entrerprise Linux 7.5 以降、タイムゾーン名は以降、タイムゾーン名は pytz パッケージで提供されるパッケージで提供される 
pytz.all_timezones リストを使用して検証されます。以前のリリースでは、名前が、現在使用されリストを使用して検証されます。以前のリリースでは、名前が、現在使用され
ているリストのサブセットであるているリストのサブセットである pytz.common_timezones に対して検証されていました。グラに対して検証されていました。グラ
フィカルインターフェイスおよびテキストモードのインターフェイスは、引き続きより制限されたフィカルインターフェイスおよびテキストモードのインターフェイスは、引き続きより制限された 
pytz.common_timezones リストを使用することに注意してください。追加のタイムゾーン定義をリストを使用することに注意してください。追加のタイムゾーン定義を
使用するには、キックスタートファイルを使用する必要があります。使用するには、キックスタートファイルを使用する必要があります。
        

 unsupported_hardware （オプション）（オプション）  

         インストールプログラムにインストールプログラムに Unsupported Hardware Detected アラートを抑制するように指示アラートを抑制するように指示
します。このコマンドが含まれず、サポート外のハードウェアが検出された場合は、インストールします。このコマンドが含まれず、サポート外のハードウェアが検出された場合は、インストール
はこの警告で停止します。はこの警告で停止します。
        

 user （任意）（任意）  

         システム上で新規ユーザーを作成します。システム上で新規ユーザーを作成します。
        

user --name=username [options]
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           --name= - ユーザー名を入力します。このオプションは必須です。ユーザー名を入力します。このオプションは必須です。
          

           --GECOS= - ユーザーのユーザーの GECOS 情報を指定します。これは、コンマ区切りのさまざ情報を指定します。これは、コンマ区切りのさまざ
まなシステム固有フィールドの文字列です。ユーザーのフルネームやオフィス番号などを指まなシステム固有フィールドの文字列です。ユーザーのフルネームやオフィス番号などを指
定するためによく使われます。詳細は、定するためによく使われます。詳細は、passwd (5) man ページを参照してください。ページを参照してください。
          

           --groups= - デフォルトグループの他にもユーザーが所属すべきグループ名のコンマデフォルトグループの他にもユーザーが所属すべきグループ名のコンマ
区切りのリストです。このグループは、ユーザーアカウントの作成前に存在する必要があり区切りのリストです。このグループは、ユーザーアカウントの作成前に存在する必要があり
ます。ます。group コマンドを参照してください。コマンドを参照してください。
          

           --homedir= - ユーザーのホームディレクトリーです。指定しないと、ユーザーのホームディレクトリーです。指定しないと、/home/ユーユー
ザー名ザー名 がデフォルトになりますがデフォルトになります。。
          

           --lock - このオプションを指定すると、このアカウントはデフォルトでロックされまこのオプションを指定すると、このアカウントはデフォルトでロックされま
す。つまり、ユーザーはコンソールからログインできなくなります。また、グラフィカルおす。つまり、ユーザーはコンソールからログインできなくなります。また、グラフィカルお
よびテキストベースの手動インストールの両方で、よびテキストベースの手動インストールの両方で、Create User 画面が無効になります。画面が無効になります。
          

           --password= - 新規のユーザーパスワードです。指定しないと、そのアカウントはデ新規のユーザーパスワードです。指定しないと、そのアカウントはデ
フォルトでロックされます。フォルトでロックされます。
          

           --iscrypted - このオプションを追加すると、パスワード引数は既に暗号化済みと仮定このオプションを追加すると、パスワード引数は既に暗号化済みと仮定
されます。されます。--plaintext と相互排他的になります。暗号化されたパスワードを作成するにと相互排他的になります。暗号化されたパスワードを作成するに
は、は、python を使用します。を使用します。
          

$ python -c 'import crypt,getpass;pw=getpass.getpass();print(crypt.crypt(pw) if 
(pw==getpass.getpass("Confirm: ")) else exit())'

           上記の例では、ランダムの上記の例では、ランダムの salt を使用して、パスワードのを使用して、パスワードの sha512 暗号と互換性があ暗号と互換性があ
るハッシュが生成されます。るハッシュが生成されます。
          

           --plaintext - このオプションを使用すると、パスワードの引数はプレーンテキストでこのオプションを使用すると、パスワードの引数はプレーンテキストで
あると仮定されます。あると仮定されます。--iscryptedと相互排他的になります。と相互排他的になります。
          

           --shell= - ユーザーのログインシェルです。指定しないと、システムのデフォルトがユーザーのログインシェルです。指定しないと、システムのデフォルトが
使用されます。使用されます。
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           --uid= - ユーザーのユーザーの UID (User ID) です。指定しないと、次に利用可能なシステム以です。指定しないと、次に利用可能なシステム以
外の外の UID をデフォルトにします。をデフォルトにします。
          

           --gid= - ユーザーのグループに使用されるユーザーのグループに使用される GID (Group ID) です。指定しないと、次です。指定しないと、次
に利用可能なシステム以外のグループに利用可能なシステム以外のグループ ID をデフォルトにします。をデフォルトにします。
          

注記注記

            --uid オプションおよびオプションおよび --gid オプションを使用して、通常のユーザーオプションを使用して、通常のユーザー
とそのデフォルトグループのとそのデフォルトグループの ID をを 1000 ではなくではなく 5000 から始まる範囲に設から始まる範囲に設
定することを検討してください。これは、システムユーザーおよびグループ定することを検討してください。これは、システムユーザーおよびグループ
用に予約されている範囲用に予約されている範囲 0~999 が今後増え、通常のユーザーのが今後増え、通常のユーザーの ID と重複すと重複す
る可能性があるためです。る可能性があるためです。
           

            インストール後にインストール後に UID とと GID の下限を変更して、選択したの下限を変更して、選択した UID とと 
GID の範囲がユーザー作成時に自動的に適用されるようにする方法は、の範囲がユーザー作成時に自動的に適用されるようにする方法は、シスシス
テム管理者のガイドのユーザーとグループの概要テム管理者のガイドのユーザーとグループの概要の章を参照してください。の章を参照してください。
           

注記注記

          ファイルおよびディレクトリーはさまざまなパーミッションで作成され、パーファイルおよびディレクトリーはさまざまなパーミッションで作成され、パー
ミッションは、ファイルまたはディレクトリーを作成するアプリケーションによる影ミッションは、ファイルまたはディレクトリーを作成するアプリケーションによる影
響を受けます。たとえば、響を受けます。たとえば、mkdir コマンドは、すべてのパーミッションを有効にしてコマンドは、すべてのパーミッションを有効にして
ディレクトリーを作成します。ただし、ディレクトリーを作成します。ただし、user file-creation mask 設定で指定されるよ設定で指定されるよ
うに、アプリケーションは新しく作成されたファイルに特定のパーミッションを付与うに、アプリケーションは新しく作成されたファイルに特定のパーミッションを付与
することができなくなります。することができなくなります。
         

          ユーザーのファイル作成マスクユーザーのファイル作成マスク は、は、umask コマンドで制御できます。新規コマンドで制御できます。新規
ユーザー向けのユーザー向けの ユーザーファイル作成マスクユーザーファイル作成マスク のデフォルト設定は、インストール済のデフォルト設定は、インストール済
みシステムのみシステムの /etc/login.defs 設定ファイルの設定ファイルの UMASK 変数で定義されます。設定さ変数で定義されます。設定さ
れていない場合、デフォルトはれていない場合、デフォルトは 022 に設定されます。デフォルト値を使用し、アプリに設定されます。デフォルト値を使用し、アプリ
ケーションがファイルを作成した場合は、ファイルの所有者以外のユーザーに書き込ケーションがファイルを作成した場合は、ファイルの所有者以外のユーザーに書き込
みパーミッションが付与されません。ただし、これは他の設定やスクリプトで無効にみパーミッションが付与されません。ただし、これは他の設定やスクリプトで無効に
できます。詳細はできます。詳細はRed Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイドを参照してくを参照してく
ださい。ださい。
         

 VNC （任意）（任意）  

         VNC 経由のリモートでグラフィカルインストールを表示できるようにします。テキストインス経由のリモートでグラフィカルインストールを表示できるようにします。テキストインス
トールではサイズと言語の一部が制限されるため、通常はテキストモードよりもこの方法が好まれトールではサイズと言語の一部が制限されるため、通常はテキストモードよりもこの方法が好まれ
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ます。追加のオプション指定がないと、このコマンドは、パスワードを使用せずに、インストールます。追加のオプション指定がないと、このコマンドは、パスワードを使用せずに、インストール
システムでシステムで VNC サーバーを開始し、接続に必要な詳細を表示します。サーバーを開始し、接続に必要な詳細を表示します。
        

vnc [--host=host_name] [--port=port] [--password=password]

           --host= - 指定したホスト名でリッスンしている指定したホスト名でリッスンしている VNC ビューアープロセスに接続しまビューアープロセスに接続しま
す。す。
          

           --port= - リモートリモート VNC ビューアープロセスがリッスンしているポートを指定しまビューアープロセスがリッスンしているポートを指定しま
す。指定しないと、す。指定しないと、Anaconda はは VNC のデフォルトポートであるのデフォルトポートである 5900 を使用します。を使用します。
          

           --password= - VNC セッションへの接続に必要なパスワードを設定します。これはセッションへの接続に必要なパスワードを設定します。これは
オプションですが、推奨されます。オプションですが、推奨されます。
          

         インストールシステムへの接続方法など、インストールシステムへの接続方法など、VNC インストールの詳細は、インストールの詳細は、25章章VNC の使用の使用 を参を参
照してください。照してください。
        

 volgroup （任意）（任意）  

         LVM (論理ボリューム管理論理ボリューム管理) グループを作成します。グループを作成します。
        

volgroup name partition [options]

重要重要

          キックスタートを使用してキックスタートを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合をインストールする場合
は、論理ボリューム名およびボリュームグループ名にダッシュは、論理ボリューム名およびボリュームグループ名にダッシュ(-)文字を使用しないで文字を使用しないで
ください。この文字を使用すると、インストールは正常に終了しますください。この文字を使用すると、インストールは正常に終了します
が、が、/dev/mapper/ ディレクトリーには、ダッシュが二重に各ボリュームとボリューディレクトリーには、ダッシュが二重に各ボリュームとボリュー
ムグループが一覧表示されます。たとえば、ボリュームグループムグループが一覧表示されます。たとえば、ボリュームグループ volgrp-01 に論理ボに論理ボ
リュームリューム logvol -01 が格納されている場合は、が格納されている場合は、/dev/mapper/volgrp--01-logvol--01 
と表示されます。と表示されます。
         

          この制約が適用されるのは、新規作成の論理ボリュームおよびボリュームグこの制約が適用されるのは、新規作成の論理ボリュームおよびボリュームグ
ループ名のみです。既存の論理ボリュームをループ名のみです。既存の論理ボリュームを --noformat オプションを使用して再利オプションを使用して再利
用する場合、その名前は変更されません。用する場合、その名前は変更されません。
         

         volgroup を含む詳細なパーティショニング例は、を含む詳細なパーティショニング例は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照を参照
してください。してください。
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         オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。
        

           --noformat - 既存のボリュームグループを使用し、フォーマットは行いません。既存のボリュームグループを使用し、フォーマットは行いません。
          

           --useexisting - 既存のボリュームグループを使用し、そのボリュームグループを再既存のボリュームグループを使用し、そのボリュームグループを再
フォーマットします。このオプションを使用する場合はフォーマットします。このオプションを使用する場合は partition は指定しないでくださは指定しないでくださ
い。以下に例を示します。い。以下に例を示します。
          

volgroup rhel00 --useexisting --noformat

           --pesize= - ボリュームグループの物理エクステントのサイズをキビバイトボリュームグループの物理エクステントのサイズをキビバイト (KiB) 単位単位
で設定します。デフォルト値はで設定します。デフォルト値は 4096 (4 MiB) で、最小値はで、最小値は 1024 (1 MiB) になります。になります。
          

           --reserved-space= - ボリュームグループに未使用で残す領域をボリュームグループに未使用で残す領域を MiB 単位で指定しま単位で指定しま
す。新規作成のボリュームグループにのみ適用されます。す。新規作成のボリュームグループにのみ適用されます。
          

           --reserved-percent= - 未使用で残すボリュームグループ領域全体の割合を指定しま未使用で残すボリュームグループ領域全体の割合を指定しま
す。新規作成のボリュームグループにのみ適用されます。す。新規作成のボリュームグループにのみ適用されます。
          

         まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームまずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリューム
を作成します。以下に例を示します。を作成します。以下に例を示します。
        

part pv.01 --size 10000
volgroup volgrp pv.01 
logvol / --vgname=volgrp --size=2000 --name=root

 xconfig （任意）（任意）  

         X Window System を設定します。を設定します。xconfig コマンドを含まないキックスタートファイルでコマンドを含まないキックスタートファイルで X 
Window System をインストールする場合は、インストール時に手動でをインストールする場合は、インストール時に手動で X 設定を指定する必要があ設定を指定する必要があ
ります。ります。
        

         X Window System をインストールしないキックスタートファイルでは、このコマンドを使用をインストールしないキックスタートファイルでは、このコマンドを使用
しないでください。しないでください。
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           --defaultdesktop= - GNOME またはまたは KDE を指定してデフォルトのデスクトップを設を指定してデフォルトのデスクトップを設
定します（選択した環境定します（選択した環境( GNOME デスクトップ環境またはデスクトップ環境または KDE Desktop Environment  のの
いずれかいずれか)がが %packages セクションにインストールされていることを前提とします）。セクションにインストールされていることを前提とします）。
          

重要重要

            現在、このオプションを使用して現在、このオプションを使用して KDE をデフォルトのデスクトップをデフォルトのデスクトップ
環境として指定することはできません。これは既知の問題です。回避策につ環境として指定することはできません。これは既知の問題です。回避策につ
いては、いては、https://access.redhat.com/solutions/1125833 を参照してくださを参照してくださ
い。この回避策は、い。この回避策は、「インストール後のスクリプト」「インストール後のスクリプト」 にあるキックスタートにあるキックスタート
のインストール後のスクリプトに使用できます。のインストール後のスクリプトに使用できます。
           

           --startxonboot - インストール済みシステムでグラフィカルログインを使用します。インストール済みシステムでグラフィカルログインを使用します。
          

 zerombr （オプション）（オプション）  

         zerombr は、ディスク上で見つかった無効なパーティションテーブルを初期化し、無効なパーは、ディスク上で見つかった無効なパーティションテーブルを初期化し、無効なパー
ティションテーブルを持つディスクの内容をすべて破棄します。このコマンドは、フォーマットさティションテーブルを持つディスクの内容をすべて破棄します。このコマンドは、フォーマットさ
れていないれていない DASD (Direct Access Storage Device) ディスクを備えたディスクを備えた IBM Z システムでインストーシステムでインストー
ルを実行する場合に必要です。このコマンドを使用しないと、フォーマットされていないディスクルを実行する場合に必要です。このコマンドを使用しないと、フォーマットされていないディスク
がインストール時にフォーマットされず、使用されません。がインストール時にフォーマットされず、使用されません。
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警告警告

          IBM Z ではでは zerombr が指定されている場合、インストールプログラムにが指定されている場合、インストールプログラムに
見える見える DASD ( Direct Access Storage Device )が、まだ低レベルフォーマットが、まだ低レベルフォーマット
になっていないものは、自動的にになっていないものは、自動的に dasdfmt で低レベルフォーマット化されまで低レベルフォーマット化されま
す。このコマンドでは、対話型インストール中のユーザー選択も行われませす。このコマンドでは、対話型インストール中のユーザー選択も行われませ
ん。ん。
         

          zerombr が指定されておらず、少なくともが指定されておらず、少なくとも 1 つの未フォーマットのつの未フォーマットの 
DASD がインストールプログラムに見える場合、非対話型のキックスタートイがインストールプログラムに見える場合、非対話型のキックスタートイ
ンストールは失敗しなくなります。ンストールは失敗しなくなります。
         

          zerombr が指定されておらず、少なくともが指定されておらず、少なくとも 1 つの未フォーマットのつの未フォーマットの 
DASD がインストールプログラムに見える場合は、ユーザーが表示可能およびがインストールプログラムに見える場合は、ユーザーが表示可能および
未フォーマットの未フォーマットの DASD のフォーマットに合意しない場合、インタラクティブのフォーマットに合意しない場合、インタラクティブ
なインストールが終了します。この状況を回避するには、インストール中に使なインストールが終了します。この状況を回避するには、インストール中に使
用する用する DASD のみをアクティベートします。のみをアクティベートします。DASD は、インストール完了後には、インストール完了後に
いつでも追加できます。いつでも追加できます。
         

 zfcp （任意）（任意）  

         ファイバーチャネルデバイスを定義します。このオプションは、ファイバーチャネルデバイスを定義します。このオプションは、IBM Z にのみ適用されます。にのみ適用されます。
下記のオプションをすべて指定する必要があります。下記のオプションをすべて指定する必要があります。
        

zfcp --devnum=devnum --wwpn=wwpn --fcplun=lun

           --devnum= - デバイス番号デバイス番号 (zFCP アダプターデバイスバスアダプターデバイスバス ID)。。
          

           --wwpn= - デバイスのデバイスの WWPN (ワールドワイドポートネームワールドワイドポートネーム)。。0x で始まるで始まる 16 桁の桁の
番号になります。番号になります。
          

           --fcplun= - デバイスの論理ユニット番号デバイスの論理ユニット番号 (LUN)。。0x で始まるで始まる 16 桁の番号になりま桁の番号になりま
す。す。
          

         以下に例を示します。以下に例を示します。
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zfcp --devnum=0.0.4000 --wwpn=0x5005076300C213e9 --fcplun=0x5022000000000000

 %include （任意）（任意）   

         %include /path/to/file コマンドを使用して、キックスタートファイル内の別のファイルのコンコマンドを使用して、キックスタートファイル内の別のファイルのコン
テンツが、キックスタートファイルのテンツが、キックスタートファイルの %include コマンドの場所にあるかのように追加します。コマンドの場所にあるかのように追加します。
        

27.3.2. パッケージの選択パッケージの選択

      %packages コマンドを使用して、インストールするソフトウェアパッケージを説明するキックスコマンドを使用して、インストールするソフトウェアパッケージを説明するキックス
タートセクションを開始します。タートセクションを開始します。
     

      パッケージは、パッケージは、環境環境、、グループグループ、もしくはパッケージ名で指定できます。関連パッケージを含むい、もしくはパッケージ名で指定できます。関連パッケージを含むい
くつかの環境およびグループが定義されます。くつかの環境およびグループが定義されます。repodata/*-comps- variant を参照してください。を参照してください。 環境環境
とグループのリストについては、とグループのリストについては、Red Hat Enterprise Linux 7 インストールインストール DVD のの architecture .xml 
ファイルを参照してください。ファイルを参照してください。
     

      *-comps- バリアントバリアント。。アーキテクチャーアーキテクチャー .xml ファイルには、使用可能な環境ファイルには、使用可能な環境 (<environment> タタ
グでマークグでマーク) とグループとグループ (<group> タグタグ) を記述する構造が含まれています。各エントリーには、を記述する構造が含まれています。各エントリーには、ID、、
ユーザー可視性の値、名前、説明、パッケージ一覧があります。グループがインストール対象として選ユーザー可視性の値、名前、説明、パッケージ一覧があります。グループがインストール対象として選
択されている場合、パッケージリストで択されている場合、パッケージリストで 必須必須 とマークされているパッケージは常にインストールされとマークされているパッケージは常にインストールされ
ます。ます。デフォルトデフォルト とマークされているパッケージは、他の場所で特に除外されていない場合にインスとマークされているパッケージは、他の場所で特に除外されていない場合にインス
トールされます。また、トールされます。また、オプションとオプションと マークされているパッケージは、グループが選択されている場合マークされているパッケージは、グループが選択されている場合
でも、別の場所で明確に含める必要があります。でも、別の場所で明確に含める必要があります。.
     

      ID (<id> タグタグ) または名前または名前 (<name> タグタグ) を使用して、パッケージグループまたは環境を指定できを使用して、パッケージグループまたは環境を指定でき
ます。ます。
     

重要重要

       どのパッケージをインストールする必要があるかわからない場合、どのパッケージをインストールする必要があるかわからない場合、Red Hat はは 最小最小
インストールインストール 環境を選択することを推奨します。環境を選択することを推奨します。最小インストールでは、最小インストールでは、 Red Hat 
Enterprise Linux 7 の実行に不可欠なパッケージのみが提供されます。これにより、シの実行に不可欠なパッケージのみが提供されます。これにより、シ
ステムが脆弱性の影響を受ける可能性が大幅に減ります。必要な場合は、インストールステムが脆弱性の影響を受ける可能性が大幅に減ります。必要な場合は、インストール
後に追加パッケージをインストールできます。後に追加パッケージをインストールできます。Minimal install の詳細については、の詳細については、Red 
Hat Enterprise Linux 7 Security Guide のの Installing the Minimum amount of 
Packages Required セクションを参照してください。セクションを参照してください。
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重要重要

       32 ビットパッケージをビットパッケージを 64 ビットシステムにインストールするには、ビットシステムにインストールするには、glibc.i686 のよのよ
うに、そのパッケージの構築対象であるうに、そのパッケージの構築対象である 32 ビットアーキテクチャーをパッケージ名に追ビットアーキテクチャーをパッケージ名に追
記します。記します。--multilib オプションは、キックスタートファイルで指定してください。以下オプションは、キックスタートファイルで指定してください。以下
で利用可能なオプションを参照してください。で利用可能なオプションを参照してください。
      

重要重要

       デスクトップ環境とデスクトップ環境と X Window System がが  インストールに含まれていて、グラフィインストールに含まれていて、グラフィ
カルログインが有効になっていない限り、カルログインが有効になっていない限り、Kickstart ファイルからシステムをインストーファイルからシステムをインストー
ルした後、ルした後、初期セットアップ初期セットアップ は実行されません。つまり、デフォルトでは、は実行されません。つまり、デフォルトでは、root 以外の以外の
ユーザーは作成されません。キックスタートファイルから追加のシステムをインストーユーザーは作成されません。キックスタートファイルから追加のシステムをインストー
ルする前に、キックスタートファイルでルする前に、キックスタートファイルで user オプションを使用してユーザーを作成できオプションを使用してユーザーを作成でき
ますます (「キックスタートのコマンドとオプション」「キックスタートのコマンドとオプション」詳しくはこちら詳しくはこちら) または、インストーまたは、インストー
ルされたシステムに仮想コンソールでルされたシステムに仮想コンソールで root としてログインし、としてログインし、useradd コマンドでユーコマンドでユー
ザーを追加します。ザーを追加します。
      

      %packages セクションは、セクションは、%end コマンドで終了する必要があります。コマンドで終了する必要があります。
     

環境の指定環境の指定

         グループのほかに、インストールする環境全体を指定することができます。グループのほかに、インストールする環境全体を指定することができます。
        

%packages
@^Infrastructure Server
%end

         このコマンドは、このコマンドは、インフラストラクチャーサーバーインフラストラクチャーサーバー 環境の一部であるすべてのパッケージをイ環境の一部であるすべてのパッケージをイ
ンストールします。利用可能なすべての環境はンストールします。利用可能なすべての環境は repodata/*-comps- variant に記述されています。に記述されています。 
Red Hat Enterprise Linux 7 インストールインストール DVD のの architecture .xml ファイル。キックスタートファイル。キックスタート
ファイルでは、単一の環境のみが指定可能です。ファイルでは、単一の環境のみが指定可能です。
        

 

グループの指定グループの指定

         @ 記号で始まる記号で始まる 1 行に行に 1 エントリーのグループを指定し、次にエントリーのグループを指定し、次に *-comps- variant で指定されで指定され
ている完全なグループ名またはグループている完全なグループ名またはグループ ID を指定します。を指定します。アーキテクチャーアーキテクチャー .xml ファイル。以下ファイル。以下
に例を示します。に例を示します。
        

%packages
@X Window System
@Desktop
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@Sound and Video
%end

         Core グループは常に選択されています。グループは常に選択されています。%packages セクションで指定する必要はありませセクションで指定する必要はありませ
ん。ん。
        

         *-comps- バリアントバリアント。。Architecture .xml ファイルは、ファイルは、Red Hat Enterprise Linux の各バリアの各バリア
ントに対してントに対して Conflicts (variant) と呼ばれるグループも定義します。このグループには、ファイルと呼ばれるグループも定義します。このグループには、ファイル
の競合が発生することが分かっているパッケージがすべて含まれており、これは除外される予定での競合が発生することが分かっているパッケージがすべて含まれており、これは除外される予定で
す。す。
        

 

個別パッケージの指定個別パッケージの指定

         1 行に行に 1 エントリーで、名前で個別のパッケージを指定します。パッケージ名では、アスタリエントリーで、名前で個別のパッケージを指定します。パッケージ名では、アスタリ
スク文字スク文字 (*) をを ワイルドカードワイルドカード として使用できます。以下に例を示します。として使用できます。以下に例を示します。
        

%packages
sqlite
curl
aspell
docbook*
%end

         docbook* エントリーには、ワイルドカードで表されるパターンに一致するパッケージエントリーには、ワイルドカードで表されるパターンに一致するパッケージ 
docbook-dtds、、docbook-simple、、docbook-slides などが含まれます。などが含まれます。
        

 

環境、グループ、パッケージの除外環境、グループ、パッケージの除外

         インストールから除外するパッケージまたはグループを指定するには、先頭のダッシュインストールから除外するパッケージまたはグループを指定するには、先頭のダッシュ (-) をを
使用します。以下に例を示します。使用します。以下に例を示します。
        

%packages
-@Graphical Internet
-autofs
-ipa*fonts
%end
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重要重要

       @Conflicts (variant) グループを除外した場合でも、キックスタートファイルでグループを除外した場合でも、キックスタートファイルで * のの
みを使用してすべての利用可能なパッケージをインストールすることはサポートされてみを使用してすべての利用可能なパッケージをインストールすることはサポートされて
いません。いません。
      

      いくつかのオプションを使用して、いくつかのオプションを使用して、%packages セクションのデフォルトの動作を変更できます。セクションのデフォルトの動作を変更できます。
オプションの中には、全パッケージの選択で機能するものと、特定のグループにのみ機能するものがあオプションの中には、全パッケージの選択で機能するものと、特定のグループにのみ機能するものがあ
ります。ります。
     

一般的なパッケージ選択のオプション一般的なパッケージ選択のオプション

       %packages では、次のオプションを使用できます。オプションを使用するには、パッケージ選択では、次のオプションを使用できます。オプションを使用するには、パッケージ選択
セクションの最初に追加します。以下に例を示します。セクションの最初に追加します。以下に例を示します。
      

%packages --multilib --ignoremissing

 --default 

         パッケージのデフォルトセットをインストールします。これは、対話型インストール中にパッケージのデフォルトセットをインストールします。これは、対話型インストール中に パッパッ
ケージの選択ケージの選択 画面で他の選択が行われなかった場合にインストールされるパッケージセットに対応画面で他の選択が行われなかった場合にインストールされるパッケージセットに対応
します。します。
        

 

 --excludedocs 

         パッケージに含まれているドキュメンテーションをインストールしません。ほとんどの場パッケージに含まれているドキュメンテーションをインストールしません。ほとんどの場
合、合、/usr/share/doc ディレクトリーに通常インストールされるファイルはすべて除外されますが、ディレクトリーに通常インストールされるファイルはすべて除外されますが、
除外される特定のファイルは個々のパッケージによって異なります。除外される特定のファイルは個々のパッケージによって異なります。
        

 

 --ignoremissing 

         インストールを停止してインストールの中止または続行を確認する代わりに、インストールインストールを停止してインストールの中止または続行を確認する代わりに、インストール
ソースにないパッケージ、グループおよび環境を無視します。ソースにないパッケージ、グループおよび環境を無視します。
        

 

 --instLangs= 

         インストールする言語リストを指定します。これはパッケージグループレベルでの選択とは異インストールする言語リストを指定します。これはパッケージグループレベルでの選択とは異
なることに注意してください。このオプションでは、インストールするパッケージグループを記述なることに注意してください。このオプションでは、インストールするパッケージグループを記述
するのではなく、するのではなく、RPM マクロを設定して、個別パッケージからインストールする翻訳ファイルを制マクロを設定して、個別パッケージからインストールする翻訳ファイルを制
御します。御します。
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         Red Hat Enterprise Linux パッケージは、パッケージは、ISO 639 言語コードを使用します。言語コードを使用します。locale -a コマンコマン
ドを実行すると、ドを実行すると、%packages --instLangs= 引数で適用可能な言語コードの包括的なリストが提供引数で適用可能な言語コードの包括的なリストが提供
されます。されます。
        

例例27.5 インストールする言語のリストを指定するインストールする言語のリストを指定する

            言語コードのコロンで区切られたリストは、指定されたロケールをインストール言語コードのコロンで区切られたリストは、指定されたロケールをインストール
します。します。
           

%packages --instLangs=es:fr:it

            --instLangs= オプションを省略すると、すべてのロケールがインストールされまオプションを省略すると、すべてのロケールがインストールされま
す。す。
           

%packages

            言語コードを省略すると、ロケールはインストールされません。言語コードを省略すると、ロケールはインストールされません。
           

%packages --instLangs=

 

 --multilib 

         64 ビットのシステムにビットのシステムに 32 ビットのパッケージをインストールできるように、ビットのパッケージをインストールできるように、multilib パッパッ
ケージ用にインストールされたシステムを設定し、本セクションで説明しているようにパッケージケージ用にインストールされたシステムを設定し、本セクションで説明しているようにパッケージ
をインストールします。をインストールします。
        

          通常、通常、AMD64 およびおよび Intel 64 システムでは、システムでは、x86_64 およびおよび noarch パッケージのみをインパッケージのみをイン
ストールできます。ただし、ストールできます。ただし、--multilib オプションを使用すると、オプションを使用すると、32 ビットビット AMD およびおよび i686 Intel 
のシステムパッケージが存在する場合は自動的にインストールされます。のシステムパッケージが存在する場合は自動的にインストールされます。
        

         これは、これは、%packages セクションで明示的に指定されたパッケージにのみ適用されます。キッセクションで明示的に指定されたパッケージにのみ適用されます。キッ
クスタートファイルで指定されずに依存関係としてのみインストールされるパッケージは、他のクスタートファイルで指定されずに依存関係としてのみインストールされるパッケージは、他の
アーキテクチャーで利用可能な場合でも、必要とされるアーキテクチャーのバージョンにのみインアーキテクチャーで利用可能な場合でも、必要とされるアーキテクチャーのバージョンにのみイン
ストールされます。ストールされます。
        

         このオプションは、インストール時および実行中のシステムで、このオプションは、インストール時および実行中のシステムで、 'yum' コマンドを使用するとコマンドを使用すると
機能します。機能します。
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 --nocore 

         デフォルトで常にインストールされるデフォルトで常にインストールされる @Core パッケージグループのインストールを無効にしパッケージグループのインストールを無効にし
ます。ます。--nocore を使用してを使用して @Core パッケージグループを無効にすることは、軽量コンテナーの作パッケージグループを無効にすることは、軽量コンテナーの作
成にのみ使用する必要があります。成にのみ使用する必要があります。--nocore を使用してデスクトップまたはサーバーシステムをイを使用してデスクトップまたはサーバーシステムをイ
ンストールすると、システムが使用できなくなります。ンストールすると、システムが使用できなくなります。 
         

注記注記

             -@Core を使用してを使用して @Core パッケージグループ内のパッケージを除パッケージグループ内のパッケージを除
外しても機能しません。外しても機能しません。@Core パッケージグループを除外する唯一の方法パッケージグループを除外する唯一の方法
は、は、--nocore オプションを使用することです。オプションを使用することです。
            

             @Core パッケージグループは、稼働中のシステムをインストールすパッケージグループは、稼働中のシステムをインストールす
るために必要な最小限のパッケージセットとして定義されています。これるために必要な最小限のパッケージセットとして定義されています。これ
は、は、パッケージマニフェストパッケージマニフェストおよびおよび対象範囲の詳細対象範囲の詳細で定義されているコアで定義されているコア
パッケージには関係ありません。パッケージには関係ありません。
            

        

 

--retries=

         Yum がが パッケージのダウンロードを試みるパッケージのダウンロードを試みる (再試行する再試行する) 回数を設定します。デフォルト値は回数を設定します。デフォルト値は 
10 です。このオプションはインストール中にのみ適用され、インストールされたシステムのです。このオプションはインストール中にのみ適用され、インストールされたシステムの Yum 
設定には影響しません。設定には影響しません。
        

 

--timeout=

         Yum タイムアウトを秒単位で設定します。デフォルト値はタイムアウトを秒単位で設定します。デフォルト値は 30 です。このオプションはインスです。このオプションはインス
トール中にのみ適用され、インストールされたシステムのトール中にのみ適用され、インストールされたシステムの Yum 設定には影響しません。設定には影響しません。
        

 

特定パッケージグループ用のオプション特定パッケージグループ用のオプション

       以下のオプションは、単一パッケージグループにのみ適用されます。以下のオプションは、単一パッケージグループにのみ適用されます。Kickstart ファイルのファイルの 
%packages コマンドでそれらを使用する代わりに、それらをグループ名に追加します。以下に例を示コマンドでそれらを使用する代わりに、それらをグループ名に追加します。以下に例を示
します。します。
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%packages
@Graphical Internet --optional
%end

 --nodefaults 

         デフォルト選択ではなく、グループの必須パッケージのみをインストールします。デフォルト選択ではなく、グループの必須パッケージのみをインストールします。
        

 

 --optional 

         *-comps- variant のグループ定義でオプションとしてマークされたパッケージをインストールのグループ定義でオプションとしてマークされたパッケージをインストール
します。します。 デフォルトの選択をインストールすることに加えて、デフォルトの選択をインストールすることに加えて、architecture .xml ファイル。ファイル。
        

         Scientific Support などの一部のパッケージグループには、必須またはデフォルトのパッケーなどの一部のパッケージグループには、必須またはデフォルトのパッケー
ジが指定されておらず、オプションのパッケージのみが指定されていることに注意してください。ジが指定されておらず、オプションのパッケージのみが指定されていることに注意してください。
この場合は、この場合は、--optional オプションを常に使用する必要があり、このオプションを使用しないと、オプションを常に使用する必要があり、このオプションを使用しないと、
このグループからパッケージがインストールできません。このグループからパッケージがインストールできません。
        

 

27.3.3. インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

      %pre スクリプトは、キックスタートファイルが解析された直後、ただしインストールが開始されスクリプトは、キックスタートファイルが解析された直後、ただしインストールが開始され
る前にシステム上で実行されます。このセクションは、キックスタートファイルの最後に配置する必要る前にシステム上で実行されます。このセクションは、キックスタートファイルの最後に配置する必要
があります。があります。「キックスタートのコマンドとオプション」「キックスタートのコマンドとオプション」であり、であり、%pre で始まりで始まり %end で終わる必要で終わる必要
があります。キックスタートファイルにがあります。キックスタートファイルに %post セクションも含まれる場合、セクションも含まれる場合、%pre およびおよび %post セクセク
ションが含まれる順序は重要ではありません。ションが含まれる順序は重要ではありません。
     

      %pre スクリプトは、ネットワークデバイスとストレージデバイスのアクティブ化と設定に使用でスクリプトは、ネットワークデバイスとストレージデバイスのアクティブ化と設定に使用で
きます。また、インストール環境で利用可能なインタープリターを使用して、スクリプトを実行するこきます。また、インストール環境で利用可能なインタープリターを使用して、スクリプトを実行するこ
ともできます。ともできます。%pre スクリプトを追加すると、インストールを続行する前に特別な設定が必要なネッスクリプトを追加すると、インストールを続行する前に特別な設定が必要なネッ
トワークとストレージがある場合、または追加のログパラメーターや環境変数を設定するスクリプトがトワークとストレージがある場合、または追加のログパラメーターや環境変数を設定するスクリプトが
ある場合に役立ちます。ある場合に役立ちます。%pre スクリプトを使用した問題のデバッグは困難な場合があるため、必要なスクリプトを使用した問題のデバッグは困難な場合があるため、必要な
場合にのみ場合にのみ %pre スクリプトを使用することを推奨します。スクリプトを使用することを推奨します。
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重要重要

       キックスタートのキックスタートの %pre セクションは、インストーラーイメージセクションは、インストーラーイメージ (inst.stage2) がが
フェッチされた後に発生するインストールの段階で実行されます。これは、ルートがイフェッチされた後に発生するインストールの段階で実行されます。これは、ルートがイ
ンストーラー環境ンストーラー環境 (インストーラーイメージインストーラーイメージ) に切り替わったに切り替わった 後後、および、および Anaconda イイ
ンストーラー自体が起動したンストーラー自体が起動した 後に後に 実行されます。次に、実行されます。次に、%pre の設定が適用され、キッの設定が適用され、キッ
クスタートのクスタートの URL などで設定されたインストールリポジトリーからパッケージを取得すなどで設定されたインストールリポジトリーからパッケージを取得す
るために使用できます。ただし、ネットワークからイメージるために使用できます。ただし、ネットワークからイメージ (inst.stage2) をフェッチすをフェッチす
るようにネットワークを設定するために使用するるようにネットワークを設定するために使用する ことはできませんことはできません。。
      

      インストール環境のインストール環境の /sbin およびおよび /bin ディレクトリーにあるほとんどのユーティリティーに加えディレクトリーにあるほとんどのユーティリティーに加え
て、ネットワーク、ストレージ、およびファイルシステムに関連するコマンドをて、ネットワーク、ストレージ、およびファイルシステムに関連するコマンドを %pre スクリプトで使スクリプトで使
用できます。用できます。
     

      %pre セクションでネットワークにアクセスできます。この時点ではセクションでネットワークにアクセスできます。この時点では name サービスサービス が設定されてが設定されて
いないため、いないため、URL ではなくではなく IP アドレスだけが有効です。アドレスだけが有効です。
     

      キックスタートのインストール前のスクリプトセクションは、複数のインストールツリーやソースキックスタートのインストール前のスクリプトセクションは、複数のインストールツリーやソース
メディアを管理メディアを管理できませんできません。インストール前のスクリプトはインストールプロセスの第。インストール前のスクリプトはインストールプロセスの第 2 段階で実行さ段階で実行さ
れるため、このような情報は作成された各キックスタートファイルに含める必要があります。れるため、このような情報は作成された各キックスタートファイルに含める必要があります。
     

注記注記

       インストール後スクリプトとは異なり、インストール前スクリプトはインストール後スクリプトとは異なり、インストール前スクリプトは chroot 環境で環境で
は実行されません。は実行されません。
      

      以下のオプションを使用して、インストール前のスクリプトの動作を変更できます。オプションを以下のオプションを使用して、インストール前のスクリプトの動作を変更できます。オプションを
使用するには、スクリプトの先頭にある使用するには、スクリプトの先頭にある %pre 行に追加します。以下に例を示します。行に追加します。以下に例を示します。
     

%pre --interpreter=/usr/bin/python
--- Python script omitted --
%end

--interpreter=

         Python などの別のスクリプト言語を指定できます。システムで利用可能な任意のスクリプトなどの別のスクリプト言語を指定できます。システムで利用可能な任意のスクリプト
言語を使用できます。ほとんどの場合、これらは言語を使用できます。ほとんどの場合、これらは /usr/bin/sh、、/usr/bin/bash、および、および 
/usr/bin/python です。です。
        

 

--erroronfail
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         スクリプトが失敗するとエラーを表示し、インストールを停止します。エラーメッセージは、スクリプトが失敗するとエラーを表示し、インストールを停止します。エラーメッセージは、
失敗の原因がログ記録されている場所を示します。失敗の原因がログ記録されている場所を示します。
        

 

--log=

         スクリプトの出力を指定されたログファイルにログします。以下に例を示します。スクリプトの出力を指定されたログファイルにログします。以下に例を示します。
        

%pre --log=/mnt/sysimage/root/ks-pre.log

 

      以下は、以下は、%pre セクションの例です。セクションの例です。
     

例例27.6 %pre スクリプトの例スクリプトの例

%pre
#!/bin/sh
hds=""
mymedia=""
for file in /proc/ide/h* do
mymedia=`cat $file/media`
if [ $mymedia == "disk" ] ; then
hds="$hds `basename $file`"
fi
done
set $hds
numhd=`echo $#`
drive1=`echo $hds | cut -d' ' -f1`
drive2=`echo $hds | cut -d' ' -f2`

#Write out partition scheme based on whether there are 1 or 2 hard drives
if [ $numhd == "2" ] ; then
#2 drives
echo "#partitioning scheme generated in %pre for 2 drives" > /tmp/part-include
echo "clearpart --all" >> /tmp/part-include
echo "part /boot --fstype xfs --size 75 --ondisk hda" >> /tmp/part-include
echo "part / --fstype xfs --size 1 --grow --ondisk hda" >> /tmp/part-include
echo "part swap --recommended --ondisk $drive1" >> /tmp/part-include
echo "part /home --fstype xfs --size 1 --grow --ondisk hdb" >> /tmp/part-include
else
#1 drive
echo "#partitioning scheme generated in %pre for 1 drive" > /tmp/part-include
echo "clearpart --all" >> /tmp/part-include
echo "part /boot --fstype xfs --size 75" >> /tmp/part-include
echo "part swap --recommended" >> /tmp/part-include
echo "part / --fstype xfs --size 2048" >> /tmp/part-include
echo "part /home --fstype xfs --size 2048 --grow" >> /tmp/part-include
fi
%end
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       このスクリプトはシステム内のハードドライブ数を判定して、ドライブ数がこのスクリプトはシステム内のハードドライブ数を判定して、ドライブ数が 1 台または台または 2 台か台か
に合わせて、異なるパーティション設定スキームでテキストファイルを書き込みます。キックスに合わせて、異なるパーティション設定スキームでテキストファイルを書き込みます。キックス
タートファイルにパーティション設定コマンドのセットではなく、以下の行を含めます。タートファイルにパーティション設定コマンドのセットではなく、以下の行を含めます。
      

%include /tmp/part-include

       スクリプト内で選択されたパーティション設定コマンドが使用されるようになります。スクリプト内で選択されたパーティション設定コマンドが使用されるようになります。
      

27.3.4. Anaconda の設定の設定

      追加のインストールオプションは、キックスタートファイルの追加のインストールオプションは、キックスタートファイルの %anaconda セクションで設定できセクションで設定でき
ます。このセクションでは、インストールシステムのユーザーインターフェイスの動作を制御します。ます。このセクションでは、インストールシステムのユーザーインターフェイスの動作を制御します。
     

      このセクションは、キックスタートファイルの最後に配置する必要があります。このセクションは、キックスタートファイルの最後に配置する必要があります。「キックスタート「キックスタート
のコマンドとオプション」のコマンドとオプション」であり、であり、%anaconda で始まりで始まり %end で終わる必要があります。で終わる必要があります。
     

      現在、現在、%anaconda セクションで使用できる唯一のコマンドはセクションで使用できる唯一のコマンドは pwpolicy です。詳細はです。詳細は 「キックス「キックス
タートのコマンドとオプション」タートのコマンドとオプション」 を参照してください。を参照してください。
     

      以下は、以下は、%anaconda セクションの例です。セクションの例です。
     

例例27.7 %anaconda スクリプトのサンプルスクリプトのサンプル

%anaconda
pwpolicy root --minlen=10 --strict
%end

       このこの %anaconda セクションの例では、セクションの例では、root パスワードの長さがパスワードの長さが 10 文字以上であることを要求文字以上であることを要求
するパスワードポリシーを設定し、この要件に一致しないパスワードを厳密に禁止しています。するパスワードポリシーを設定し、この要件に一致しないパスワードを厳密に禁止しています。
      

27.3.5. インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

      インストールが完了し、システムを最初に再起動する前に、システムで実行するコマンドを追加すインストールが完了し、システムを最初に再起動する前に、システムで実行するコマンドを追加す
るオプションがあります。このセクションは、キックスタートファイルの最後に配置する必要がありまるオプションがあります。このセクションは、キックスタートファイルの最後に配置する必要がありま
す。す。「キックスタートのコマンドとオプション」「キックスタートのコマンドとオプション」であり、であり、%post で始まりで始まり %end で終わる必要がありで終わる必要があり
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ます。キックスタートファイルにます。キックスタートファイルに %pre セクションも含まれている場合、セクションも含まれている場合、%pre セクションとセクションと %post セセ
クションの順序は関係ありません。クションの順序は関係ありません。
     

      このセクションは、追加ソフトウェアのインストールや追加のネームサーバーの設定といった機能このセクションは、追加ソフトウェアのインストールや追加のネームサーバーの設定といった機能
に役立ちます。インストール後のスクリプトはに役立ちます。インストール後のスクリプトは chroot 環境で実行されるので、インストールメディア環境で実行されるので、インストールメディア
からスクリプトやからスクリプトや RPM をコピーするなどの作業はデフォルトでは機能しません。この動作は、以下でをコピーするなどの作業はデフォルトでは機能しません。この動作は、以下で
説明されているように説明されているように --nochroot オプションを使用して変更できます。オプションを使用して変更できます。
     

      インストール後のスクリプトはインストール後のスクリプトは chroot 環境で実行されるため、ほとんどの環境で実行されるため、ほとんどの systemctl コマンドはコマンドは
アクションの実行を拒否します。詳細については、アクションの実行を拒否します。詳細については、Red Hat Enterprise Linux 7 のシステム管理者のガのシステム管理者のガ
イドのイドのchroot 環境における環境における systemctl の動作の動作セクションを参照してください。セクションを参照してください。
     

重要重要

       ネームサーバーを含む静的ネームサーバーを含む静的 IP 情報を使用してネットワークを設定した場合は、ネッ情報を使用してネットワークを設定した場合は、ネッ
トワークにアクセスし、トワークにアクセスし、%post セクションでセクションで IP アドレスを解決できます。アドレスを解決できます。DHCP 用に用に
ネットワークを設定した場合、インストールがネットワークを設定した場合、インストールが %post セクションを実行するときにセクションを実行するときに 
/etc/resolv.conf ファイルが完了していません。ネットワークにアクセスすることはできファイルが完了していません。ネットワークにアクセスすることはでき
ますが、ますが、IP アドレスは解決できません。したがって、アドレスは解決できません。したがって、DHCP をを 使用している場合使用している場合
は、は、%post セクションでセクションで IP アドレスを指定する必要があります。アドレスを指定する必要があります。
      

      以下のオプションを使用して、インストール後のスクリプトの動作を変更できます。オプションを以下のオプションを使用して、インストール後のスクリプトの動作を変更できます。オプションを
使用するには、スクリプトの先頭にある使用するには、スクリプトの先頭にある %post 行に追加します。以下に例を示します。行に追加します。以下に例を示します。
     

%post --interpreter=/usr/bin/python
--- Python script omitted --
%end

--interpreter=

         Python などの別のスクリプト言語を指定できます。以下に例を示します。などの別のスクリプト言語を指定できます。以下に例を示します。
        

%post --interpreter=/usr/bin/python

         システムで利用可能な任意のスクリプト言語を使用できます。ほとんどの場合、これらはシステムで利用可能な任意のスクリプト言語を使用できます。ほとんどの場合、これらは 
/usr/bin/sh、、/usr/bin/bash、および、および /usr/bin/python です。です。
        

 

--nochroot

         chroot 環境外で実行するコマンドを指定できます。環境外で実行するコマンドを指定できます。
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         次の例では、ファイル次の例では、ファイル /etc/resolv.conf を、インストールしたばかりのファイルシステムにコを、インストールしたばかりのファイルシステムにコ
ピーします。ピーします。
        

%post --nochroot
cp /etc/resolv.conf /mnt/sysimage/etc/resolv.conf
%end

 

--erroronfail

         スクリプトが失敗するとエラーを表示し、インストールを停止します。エラーメッセージは、スクリプトが失敗するとエラーを表示し、インストールを停止します。エラーメッセージは、
失敗の原因がログ記録されている場所を示します。失敗の原因がログ記録されている場所を示します。
        

 

--log=

         スクリプトの出力を指定されたログファイルにログします。ログファイルのパスは、スクリプトの出力を指定されたログファイルにログします。ログファイルのパスは、--
nochroot オプションを使用しているかどうかを考慮に入れる必要があることに注意してくださオプションを使用しているかどうかを考慮に入れる必要があることに注意してくださ
い。い。--nochroot がない場合の例を示します。がない場合の例を示します。
        

%post --log=/root/ks-post.log

         --nochroot:
        

%post --nochroot --log=/mnt/sysimage/root/ks-post.log

 

      以下は、以下は、%post セクションの例です。セクションの例です。
     

例例27.8 %post スクリプトの例スクリプトの例

# Start of the %post section with logging into /root/ks-post.log
%post --log=/root/ks-post.log

# Mount an NFS share
mkdir /mnt/temp
mount -o nolock 10.10.0.2:/usr/new-machines /mnt/temp
openvt -s -w -- /mnt/temp/runme
umount /mnt/temp

# End of the %post section
%end
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       上記の例では、上記の例では、NFS 共有をマウントし、共有共有をマウントし、共有 のの/usr/new-machines/ にあるにある runme という名前という名前
のスクリプトを実行します。キックスタートモードではのスクリプトを実行します。キックスタートモードでは NFS ファイルのロックがサポートされてファイルのロックがサポートされていい
ないないため、ため、-o nolock オプションが必要となることに注意してください。オプションが必要となることに注意してください。
      

      キックスタートを使ったインストールで最もよく使われるインストール後のスクリプトの一つは、キックスタートを使ったインストールで最もよく使われるインストール後のスクリプトの一つは、
Red Hat Subscription Manager を使ったインストール済みシステムの自動登録です。以下は、を使ったインストール済みシステムの自動登録です。以下は、%post 
スクリプトでの自動サブスクリプションの例です。スクリプトでの自動サブスクリプションの例です。
     

例例27.9 インストール後のスクリプトでインストール後のスクリプトで subscription-manager を実行するを実行する

%post --log=/root/ks-post.log
/usr/sbin/subscription-manager register --username=admin@example.com --
password=secret --serverurl=sam-server.example.com --org="Admin Group" --
environment="Dev" --servicelevel=standard --release="7.0"
%end

       subscription-manager コマンドラインスクリプトは、システムをコマンドラインスクリプトは、システムを Red Hat Subscription 
Management サーバーサーバー (カスタマーポータルのカスタマーポータルの Subscription Management、サブスクリプションア、サブスクリプションア
セットマネージャー、またはセットマネージャー、または CloudForms System Engine) に登録します。このスクリプトは、シに登録します。このスクリプトは、シ
ステムに最も適したサブスクリプションをそのシステムに自動的に割り当てる場合にも使用できまステムに最も適したサブスクリプションをそのシステムに自動的に割り当てる場合にも使用できま
す。す。
      

       カスタマーポータルに登録する場合は、カスタマーポータルに登録する場合は、Red Hat ネットワークのログインに使用する認証情報ネットワークのログインに使用する認証情報
を使用します。を使用します。Subscription Asset Manager やや CloudForms System Engine に登録する場合にに登録する場合に
は、ローカルの管理者が作成したユーザーアカウントを使用します。は、ローカルの管理者が作成したユーザーアカウントを使用します。
      

       登録コマンドで追加オプションを使用してシステムに適したサービスレベルを設定し、また特登録コマンドで追加オプションを使用してシステムに適したサービスレベルを設定し、また特
定のオペレーティングシステムのバージョンに対する更新やエラータを制限できます。定のオペレーティングシステムのバージョンに対する更新やエラータを制限できます。
      

       また、また、キックスタートファイルでサブスクリプションマネージャーを使用するにはどうすればキックスタートファイルでサブスクリプションマネージャーを使用するにはどうすれば
よいですかよいですか? もも 参照してください。キックスタート参照してください。キックスタート %post セクションでのセクションでの subscription-manager 
のの 使用に関する追加情報については、使用に関する追加情報については、Red Hat カスタマーポータルの記事を参照してください。カスタマーポータルの記事を参照してください。
      

27.3.6. キックスタートでのエラー処理キックスタートでのエラー処理

      Red Hat Enterprise Linux 7 以降、キックスタートインストールには、インストーラーで致命的な以降、キックスタートインストールには、インストーラーで致命的な
エラーが発生した場合に実行するカスタムスクリプトを含めることができます。たとえば、インストーエラーが発生した場合に実行するカスタムスクリプトを含めることができます。たとえば、インストー
ルを要求されたパッケージでのエラーや、指定したルを要求されたパッケージでのエラーや、指定した VNC を起動できないエラー、ストレージデバイスを起動できないエラー、ストレージデバイス
のスキャン時のエラーなどがあります。このようなエラーが発生すると、インストールが続行できませのスキャン時のエラーなどがあります。このようなエラーが発生すると、インストールが続行できませ
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ん。インストーラーは、すべてのん。インストーラーは、すべての %onerror スクリプトをキックスタートファイルで提供されている順スクリプトをキックスタートファイルで提供されている順
序で実行します。さらに、トレースバックが発生すると、序で実行します。さらに、トレースバックが発生すると、%onerror スクリプトが実行されます。スクリプトが実行されます。
     

      各各 %onerror スクリプトはスクリプトは %end で終了する必要があります。で終了する必要があります。
     

--erroronfail

         スクリプトが失敗するとエラーを表示し、インストールを停止します。エラーメッセージは、スクリプトが失敗するとエラーを表示し、インストールを停止します。エラーメッセージは、
失敗の原因がログ記録されている場所を示します。失敗の原因がログ記録されている場所を示します。
        

--interpreter=

         Python などの別のスクリプト言語を指定できます。以下に例を示します。などの別のスクリプト言語を指定できます。以下に例を示します。
        

%post --interpreter=/usr/bin/python

         システムで利用可能な任意のスクリプト言語を使用できます。ほとんどの場合、これらはシステムで利用可能な任意のスクリプト言語を使用できます。ほとんどの場合、これらは 
/usr/bin/sh、、/usr/bin/bash、および、および /usr/bin/python です。です。
        

--log=

         スクリプトの出力を指定されたログファイルにログします。スクリプトの出力を指定されたログファイルにログします。
        

27.3.7. キックスタートのアドオンキックスタートのアドオン

      Red Hat Enterprise Linux 7 以降は、キックスタートインストールでアドオンをサポートするよう以降は、キックスタートインストールでアドオンをサポートするよう
になりました。これらのアドオンは、多くの方法で基本的なキックスタートになりました。これらのアドオンは、多くの方法で基本的なキックスタート (およびおよび Anaconda) の機の機
能を拡張できます。能を拡張できます。
     

      キックスタートファイルでアドオンを使用するには、キックスタートファイルでアドオンを使用するには、%addon addon_name options コマンドを使コマンドを使
用し、前のセクションで説明したインストール前およびインストール後のスクリプトと同様に、用し、前のセクションで説明したインストール前およびインストール後のスクリプトと同様に、%end 
ステートメントでコマンドを終了します。たとえば、デフォルトでステートメントでコマンドを終了します。たとえば、デフォルトで Anaconda とともに配布されていとともに配布されてい
るる Kdump アドオンを使用する場合は、次のコマンドを使用します。アドオンを使用する場合は、次のコマンドを使用します。
     

%addon com_redhat_kdump --enable --reserve-mb=auto
%end

      %addon コマンドには、独自のオプションは含まれていません。すべてのオプションは、実際のアコマンドには、独自のオプションは含まれていません。すべてのオプションは、実際のア
ドオンに依存しています。アドオンの詳細については、ドオンに依存しています。アドオンの詳細については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 Anaconda カスカス
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タマイズガイドタマイズガイド』』を参照してください。を参照してください。
     

27.4. キックスタート設定の例キックスタート設定の例

27.4.1. 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例

      以下は、以下は、clearpart、、zerombr、、part、、raid、、volgroup、および、および logvol キックスタートオプションのキックスタートオプションの
動作を示す統合された例です。動作を示す統合された例です。
     

例例27.10 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例

clearpart --drives=hda,hdc
zerombr
# Raid 1 IDE config
part raid.11 --size 1000 --asprimary --ondrive=hda
part raid.12 --size 1000 --asprimary --ondrive=hda
part raid.13 --size 2000 --asprimary --ondrive=hda
part raid.14 --size 8000 --ondrive=hda
part raid.15 --size 16384 --grow --ondrive=hda
part raid.21 --size 1000 --asprimary --ondrive=hdc
part raid.22 --size 1000 --asprimary --ondrive=hdc
part raid.23 --size 2000 --asprimary --ondrive=hdc
part raid.24 --size 8000 --ondrive=hdc
part raid.25 --size 16384 --grow --ondrive=hdc

# You can add --spares=x
raid / --fstype xfs --device root --level=RAID1 raid.11 raid.21
raid /safe --fstype xfs --device safe --level=RAID1 raid.12 raid.22
raid swap --fstype swap --device swap --level=RAID1 raid.13 raid.23
raid /usr --fstype xfs --device usr --level=RAID1 raid.14 raid.24
raid pv.01 --fstype xfs --device pv.01 --level=RAID1 raid.15 raid.25

# LVM configuration so that we can resize /var and /usr/local later
volgroup sysvg pv.01
logvol /var --vgname=sysvg --size=8000 --name=var
logvol /var/freespace --vgname=sysvg --size=8000 --name=freespacetouse
logvol /usr/local --vgname=sysvg --size=1 --grow --name=usrlocal

       この高度な例では、この高度な例では、RAID を使用したを使用した LVM や、将来的なデータの増加に応じてさまざまなディや、将来的なデータの増加に応じてさまざまなディ
レクトリーのサイズを変更できる機能が実装されています。レクトリーのサイズを変更できる機能が実装されています。
      

       まず、まず、clearpart コマンドをドライブコマンドをドライブ hda およびおよび hdc で使用して消去します。で使用して消去します。zerombr コマンコマン
ドは、未使用のパーティションテーブルを初期化します。ドは、未使用のパーティションテーブルを初期化します。
      

       次に次に 2 つのドライブにパーティションを設定して、つのドライブにパーティションを設定して、RAID 設定の準備をします。各ドライブは設定の準備をします。各ドライブは 5 
つのパーティションに分割され、同一のレイアウトでパーティション設定されます。つのパーティションに分割され、同一のレイアウトでパーティション設定されます。
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       次の部分では、これらの物理パーティションのペアを使って次の部分では、これらの物理パーティションのペアを使って RAID1 レベルレベル (ミラーリングミラーリング) でで 
ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスを作成します。最初のデバイスを作成します。最初の 4 つのつの RAID デバイスは、デバイスは、/ (ルールー
トト)、、 /safe、、swap、および、および /usr に使用されます。に使用されます。5 番目に大きいパーティションのペアは番目に大きいパーティションのペアは pv.01 とと
いう名前で、次の部分でいう名前で、次の部分で LVM の物理ボリュームとして使用されます。の物理ボリュームとして使用されます。
      

       最後に、コマンドの最後のセットは、最初に最後に、コマンドの最後のセットは、最初に sysvg という名前のボリュームグループをという名前のボリュームグループを pv.01 
物理ボリューム上に作成します。次に、物理ボリューム上に作成します。次に、3 つの論理ボリュームつの論理ボリューム (/var、、/var/freespace、および、および 
/usr/local) が作成され、が作成され、sysvg ボリュームグループに追加されます。ボリュームグループに追加されます。/var およびおよび /var/freespace ボボ
リュームのサイズはリュームのサイズは 8 GB に設定されており、に設定されており、/usr/local ボリュームはボリュームは --grow オプションを使用しオプションを使用し
て残りの使用可能なスペースをすべて埋めます。て残りの使用可能なスペースをすべて埋めます。
      

27.4.2. ユーザー入力の例ユーザー入力の例

      以下では、以下では、bash を使用してユーザーに入力を要求し、その入力を読み込み変数として保存する例をを使用してユーザーに入力を要求し、その入力を読み込み変数として保存する例を
示します。示します。
     

例例27.11 ユーザー入力の例ユーザー入力の例

%pre
exec < /dev/tty6 > /dev/tty6 2> /dev/tty6
chvt 6
IFS=$'\n'
echo -n "Enter input: "
read USERINPUT
echo
echo -n "You entered:" "$USERINPUT"
echo
chvt 1
exec < /dev/tty1 > /dev/tty1 2> /dev/tty1
%end

       キックスタートの作動方法により、スクリプトはユーザー入力を読み込む前に新規の仮想マシキックスタートの作動方法により、スクリプトはユーザー入力を読み込む前に新規の仮想マシ
ンに切り替える必要があります。これンに切り替える必要があります。これ は、は、exec </dev/tty6 >/dev/tty6 2>/dev/tty6 およびおよび chvt 6 ココ
マンドによって実現されます。マンドによって実現されます。read USERINPUT は、は、 Enter キーが押されるまでユーザーからの入キーが押されるまでユーザーからの入
力を読み取り、それを変数力を読み取り、それを変数 USERINPUT に格納します。に格納します。echo -n "Youentered:" "$USERINPUT" 
コマンドは、テキストコマンドは、テキスト Youentered: に続いてユーザーの入力を表示します。最後に、に続いてユーザーの入力を表示します。最後に、chvt 1 およびおよび 
exec </dev/tty1 >/dev/tty1 2>/dev/tty1 コマンドは元の端末に戻り、キックスタートがインストールコマンドは元の端末に戻り、キックスタートがインストール
を続行できるようにします。を続行できるようにします。
      

27.4.3. RNG デーモンをインストールして起動するキックスタートファイルの例デーモンをインストールして起動するキックスタートファイルの例
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      以下では、サービスをインストールして有効にするキックスタートファイルの例を説明します。こ以下では、サービスをインストールして有効にするキックスタートファイルの例を説明します。こ
こでは、システムカーネルにエントロピーを提供するこでは、システムカーネルにエントロピーを提供する Random Number Generator (RNG) デーモンをデーモンを
使っています。使っています。
     

例例27.12 RNG デーモンをインストールして起動するキックスタートファイルの例デーモンをインストールして起動するキックスタートファイルの例

services --enabled=rngd

%packages
rng-tools
%end

       services --enabled=rngd コマンドは、システムが起動するたびにコマンドは、システムが起動するたびに RNG デーモンを起動するよデーモンを起動するよ
うに、インストールされたシステムに指示します。うに、インストールされたシステムに指示します。RNG デーモンが含まれるデーモンが含まれる rng-tools パッケージパッケージ
は、インストールで指定されます。は、インストールで指定されます。
      

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

450



第第28章章 ディスクイメージへのインストールディスクイメージへのインストール

    本章では、いくつか異なるタイプのカスタムかつ起動可能なイメージの作成プロセスと、他の関連ト本章では、いくつか異なるタイプのカスタムかつ起動可能なイメージの作成プロセスと、他の関連ト
ピックについて説明します。イメージの作成とインストールのプロセスは、通常のハードドライブのイピックについて説明します。イメージの作成とインストールのプロセスは、通常のハードドライブのイ
ンストールと同様の手順で手動で実行することも、キックスタートファイルとンストールと同様の手順で手動で実行することも、キックスタートファイルと livemedia-creator ツーツー
ルを使用して自動化することもできます。ルを使用して自動化することもできます。
   

注記注記

     livemedia-creator を使用したカスタムイメージの作成は、現在、を使用したカスタムイメージの作成は、現在、AMD64 およびおよび 
Intel 64 (x86_64) およびおよび IBM POWER (ビッグエンディアンビッグエンディアン) システムでのみサポートさシステムでのみサポートさ
れています。れています。
    

     また、また、Red Hat がサポートするのは、がサポートするのは、Red Hat Enterprise Linux 7 のカスタムイメーのカスタムイメー
ジの作成のみになります。ジの作成のみになります。
    

    手動で行う場合は、グラフィカルインストールプログラムを使用して対話形式でインストールを実行手動で行う場合は、グラフィカルインストールプログラムを使用して対話形式でインストールを実行
できます。このプロセスは、できます。このプロセスは、Red Hat Enterprise Linux の起動可能なメディアおよびグラフィカルインの起動可能なメディアおよびグラフィカルイン
ストールプログラムを使用したインストールと同様のものです。しかし、インストール開始前にストールプログラムを使用したインストールと同様のものです。しかし、インストール開始前に 1 つ以つ以
上の空のイメージファイルを手動で作成する必要があります。上の空のイメージファイルを手動で作成する必要があります。
   

    livemedia-creator を使用した自動ディスクイメージインストールは、ネットワークブートを使用しを使用した自動ディスクイメージインストールは、ネットワークブートを使用し
たキックスタートインストールと多少似ています。このアプローチを使用するには、インストールを実たキックスタートインストールと多少似ています。このアプローチを使用するには、インストールを実
行するために行するために livemedia-creator によって使用される有効なキックスタートファイルを準備する必要がによって使用される有効なキックスタートファイルを準備する必要が
あります。ディスクイメージファイルは、自動で作成されます。あります。ディスクイメージファイルは、自動で作成されます。
   

    ディスクイメージへのインストールでは、どちらのアプローチでも別個のインストールソースが必要ディスクイメージへのインストールでは、どちらのアプローチでも別個のインストールソースが必要
になります。ほとんどの場合、バイナリーになります。ほとんどの場合、バイナリー Red Hat Enterprise Linux DVD のの ISO イメージの使用が最イメージの使用が最
善のアプローチになります。インストール善のアプローチになります。インストール ISO イメージの取得の詳細は、イメージの取得の詳細は、2章章Red Hat Enterprise 
Linux のダウンロードのダウンロード を参照してください。を参照してください。
   

重要重要

     現時点では、現時点では、Red Hat Enterprise Linux のインストールのインストール ISO イメージを追加の準備イメージを追加の準備
なしに使用することはできません。ディスクイメージインストール用のインストールなしに使用することはできません。ディスクイメージインストール用のインストール
ソースは、通常のインストール実行用に準備される方法と同様に準備する必要がありまソースは、通常のインストール実行用に準備される方法と同様に準備する必要がありま
す。インストールソースの準備に関する情報は、す。インストールソースの準備に関する情報は、「インストールソースの準備」「インストールソースの準備」 を参照を参照
してください。してください。
    

28.1. 手動でのディスクイメージへのインストール手動でのディスクイメージへのインストール
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     ディスクイメージへの手動インストールは、既存のシステムでディスクイメージへの手動インストールは、既存のシステムで Anaconda インストールプログラムインストールプログラム
を実行し、を実行し、1 つ以上のディスクイメージファイルをインストールターゲットとして指定することによっつ以上のディスクイメージファイルをインストールターゲットとして指定することによっ
て実行されます。追加のオプションを使用して、て実行されます。追加のオプションを使用して、Anaconda をさらに設定することもできまをさらに設定することもできま
す。す。anaconda -h コマンドを使用すると、使用可能なオプションのリストを取得できます。コマンドを使用すると、使用可能なオプションのリストを取得できます。
    

警告警告

      Anaconda を使用したイメージのインストールは、すでにインストールされてを使用したイメージのインストールは、すでにインストールされて
いるシステムでインストールプログラムを使用するため、潜在的に危険です。現時いるシステムでインストールプログラムを使用するため、潜在的に危険です。現時
点では問題を引き起こす可能性のある既知のバグはありませんが、このプロセスに点では問題を引き起こす可能性のある既知のバグはありませんが、このプロセスに
よりシステム全体が使用できなくなる可能性があります。ディスクイメージへのイよりシステム全体が使用できなくなる可能性があります。ディスクイメージへのイ
ンストールは、価値のあるデータを保持しているシステム上ではなく、この目的にンストールは、価値のあるデータを保持しているシステム上ではなく、この目的に
のみ確保されたシステムもしくは仮想マシン上で常に行うべきです。のみ確保されたシステムもしくは仮想マシン上で常に行うべきです。
     

     このセクションでは、空のディスクイメージを作成し、このセクションでは、空のディスクイメージを作成し、Anaconda インストールプログラムを使用インストールプログラムを使用
してして Red Hat Enterprise Linux をこれらのイメージにインストールする方法について説明します。をこれらのイメージにインストールする方法について説明します。
    

28.1.1. ディスクイメージの準備ディスクイメージの準備

      手動でのディスクイメージへのインストールの最初のステップは、手動でのディスクイメージへのインストールの最初のステップは、1 つ以上のイメージファイルをつ以上のイメージファイルを
作成することです。このイメージファイルは、物理ストレージのように後で、インストールターゲット作成することです。このイメージファイルは、物理ストレージのように後で、インストールターゲット
として使用されます。として使用されます。Red Hat Enterprise Linux では、以下のコマンドを使用してディスクイメージでは、以下のコマンドを使用してディスクイメージ
ファイルを作成できます。ファイルを作成できます。
     

$ fallocate -l size name

      size をを イメージのサイズを表す値イメージのサイズを表す値 (10G やや 5000M などなど) に置き換え、に置き換え、name を作成するイメージのを作成するイメージの
ファイル名に置き換えます。たとえば、サイズがファイル名に置き換えます。たとえば、サイズが 30GB のの myimage.raw という名前のディスクイメーという名前のディスクイメー
ジファイルを作成するには、次のコマンドを使用します。ジファイルを作成するには、次のコマンドを使用します。
     

$ fallocate -l 30G myimage.raw

注記注記

       fallocate コマンドを使用すると、使用する接尾辞に応じて、さまざまな方法で作成コマンドを使用すると、使用する接尾辞に応じて、さまざまな方法で作成
するファイルのサイズを指定できます。サイズの指定の詳細については、するファイルのサイズを指定できます。サイズの指定の詳細については、fallocate (1) 
のの マニュアルページを参照してください。マニュアルページを参照してください。
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      作成するディスクイメージファイルのサイズは、インストール中に作成されるファイルシステムの作成するディスクイメージファイルのサイズは、インストール中に作成されるファイルシステムの
最大容量を制限することになります。イメージの最小サイズは常に最大容量を制限することになります。イメージの最小サイズは常に 3GB 以上である必要があります以上である必要があります
が、ほとんどの場合、領域の要件はこれよりも大きいものです。インストールに必要な正確なサイズはが、ほとんどの場合、領域の要件はこれよりも大きいものです。インストールに必要な正確なサイズは
インストールするソフトウェアやスワップ領域、インストール後に必要とする領域の大きさによって異インストールするソフトウェアやスワップ領域、インストール後に必要とする領域の大きさによって異
なります。パーティション設定にの詳細は、以下を参照してください。なります。パーティション設定にの詳細は、以下を参照してください。
     

        64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は「推奨されるパーティション設定「推奨されるパーティション設定
スキーム」スキーム」を参照してください。を参照してください。
       

        IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」を参を参
照してください。照してください。
       

      1 つ以上の空のディスクイメージファイルを作成したら、つ以上の空のディスクイメージファイルを作成したら、「「Red Hat Enterprise Linux のディスクのディスク
イメージへのインストール」イメージへのインストール」に進んでください。に進んでください。
     

28.1.2. Red Hat Enterprise Linux のディスクイメージへのインストールのディスクイメージへのインストール

重要重要

       Anaconda でカスタムイメージを作成する前に、でカスタムイメージを作成する前に、Security Enhanced Linux 
(SELinux) をを permissive (または無効または無効) モードに設定します。モードに設定します。SELinux モードの設定にモードの設定に
ついてはついては 、、Red Hat Enterprise Linux 7 SELinux ユーザーおよび管理者のガイドをユーザーおよび管理者のガイドを 参参
照してください。照してください。
      

      ディスクイメージファイルへのインストールを開始するには、ディスクイメージファイルへのインストールを開始するには、root として次のコマンドを実行しまとして次のコマンドを実行しま
す。す。
     

# anaconda --image=/path/to/image/file

      /path/to/image/file は、先に作成したイメージファイルへのは、先に作成したイメージファイルへの 完全完全 パスで置き換えます。パスで置き換えます。
     

      このコマンドを実行すると、システムでこのコマンドを実行すると、システムで Anaconda が起動します。インストールインターフェイスが起動します。インストールインターフェイス
は通常のインストールは通常のインストール (Red Hat Enterprise Linux メディアからのシステムの起動メディアからのシステムの起動) と同じですが、と同じですが、
ブートメニューを省略してグラフィカルインストールが直接スタートします。これは、起動オプションブートメニューを省略してグラフィカルインストールが直接スタートします。これは、起動オプション
をを anaconda コマンドへの追加の引数として指定する必要があることを意味します。コマンドラインでコマンドへの追加の引数として指定する必要があることを意味します。コマンドラインで 
anaconda -h を実行すると、サポートされているコマンドの完全なリストを表示できます。を実行すると、サポートされているコマンドの完全なリストを表示できます。
     

      最も重要なオプションの最も重要なオプションの 1 つはつは --repo= で、これでインストールソースを指定できます。このオプで、これでインストールソースを指定できます。このオプ
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ションは、ションは、inst.repo= 起動オプションと同じ構文を使用します。詳細は、起動オプションと同じ構文を使用します。詳細は、「ブートメニューによるイン「ブートメニューによるイン
ストールシステムの設定」ストールシステムの設定」 を参照してください。を参照してください。
     

      --image= オプションを使用する場合には、指定したディスクイメージファイルオプションを使用する場合には、指定したディスクイメージファイル のみのみ がインストーがインストー
ルターゲットとして利用可能になります。ルターゲットとして利用可能になります。Installation Destination ダイアログに他のデバイスは表示さダイアログに他のデバイスは表示さ
れません。複数のディスクイメージを使用する必要がある場合は、イメージファイルごとにれません。複数のディスクイメージを使用する必要がある場合は、イメージファイルごとに --image= 
オプションを指定する必要があります。以下に例を示します。オプションを指定する必要があります。以下に例を示します。
     

# anaconda --image=/home/testuser/diskinstall/image1.raw --
image=/home/testuser/diskinstall/image2.raw

      上記のコマンドで上記のコマンドで Anaconda が起動し、が起動し、Installation Destination 画面で、指定した両方のイメージ画面で、指定した両方のイメージ
ファイルがインストールターゲットとして使用できるようになります。ファイルがインストールターゲットとして使用できるようになります。
     

      オプションとして、インストールで使用されるディスクイメージファイルにカスタム名を割り当てオプションとして、インストールで使用されるディスクイメージファイルにカスタム名を割り当て
ることもできます。ディスクイメージファイルに名前を付けるには、ディスクイメージファイル名の末ることもできます。ディスクイメージファイルに名前を付けるには、ディスクイメージファイル名の末
尾に尾に : name を追加します。たとえば、を追加します。たとえば、/home/testuser/diskinstall/ image1.raw にあるディスクイにあるディスクイ
メージファイルを使用し、それにメージファイルを使用し、それに myimage というという  名前を割り当てるには、次のコマンドを実行しま名前を割り当てるには、次のコマンドを実行しま
す。す。
     

# anaconda --image=/home/testuser/diskinstall/image1.raw:myimage

28.2. 自動でのディスクイメージへのインストール自動でのディスクイメージへのインストール

     ディスクイメージの作成とそれらへのインストールは、ディスクイメージの作成とそれらへのインストールは、livemedia-creator を使用して自動化できまを使用して自動化できま
す。自動インストールを実行するには、す。自動インストールを実行するには、Red Hat Enterprise Linux システムおよびキックスタートファシステムおよびキックスタートファ
イルが必要です。ディスクイメージ自体は手動で作成する必要はありません。キックスタートファイルイルが必要です。ディスクイメージ自体は手動で作成する必要はありません。キックスタートファイル
の作成および使用に関する情報は、の作成および使用に関する情報は、27章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してください。を参照してください。
    

28.2.1. livemedia-creator の概要の概要

      livemedia-creator を使用したカスタムイメージの作成は、通常、を使用したカスタムイメージの作成は、通常、2 段階のプロセスです。最初の段段階のプロセスです。最初の段
階では、一時ディスクイメージファイルが作成され、階では、一時ディスクイメージファイルが作成され、Red Hat Enterprise Linux インストールプログラインストールプログラ
ムであるムである Anaconda がが、キックスタートファイルで提供されるパラメーターに基づいて、このイメー、キックスタートファイルで提供されるパラメーターに基づいて、このイメー
ジにシステムをインストールします。次に、第ジにシステムをインストールします。次に、第 2 段階で、段階で、livemedia-creator はは この一時システムを使この一時システムを使
用して、最終的な起動可能なイメージを作成します。用して、最終的な起動可能なイメージを作成します。
     

      この動作は、追加オプションを指定することで変更可能です。たとえば、最初の段階のみを実行しこの動作は、追加オプションを指定することで変更可能です。たとえば、最初の段階のみを実行し
てディスクイメージファイルを作成したり、最初の段階を省略して既存のディスクやファイルシステムてディスクイメージファイルを作成したり、最初の段階を省略して既存のディスクやファイルシステム
イメージを使用して最終的な起動可能なイメージを使用して最終的な起動可能な ISO イメージを作成するといったことができます。イメージを作成するといったことができます。
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      livemedia-creator の使用例については、の使用例については、「カスタムイメージの作成」「カスタムイメージの作成」 .lorax パッケージがインスパッケージがインス
トールされているシステムでは、トールされているシステムでは、livemedia-creator --help コマンドを使用して、使用可能なすべてのコマンドを使用して、使用可能なすべての
オプションのリストを表示できます。追加のドキュメントもオプションのリストを表示できます。追加のドキュメントも lorax パッケージとともにインストールさパッケージとともにインストールさ
れますれます: livemedia-creator (1) man ページと、ページと、/usr/share/doc/lorax- version/ ディレクトリーにあるディレクトリーにある 
README.livemedia-creator ファイル。ここで、ファイル。ここで、version はのバージョンです。インストールしたはのバージョンです。インストールした 
lorax パッケージ。パッケージ。
     

28.2.2. livemedia-creator のインストールのインストール

      livemedia-creator ツールは、ツールは、lorax パッケージの一部です。パッケージをインストールするにパッケージの一部です。パッケージをインストールするに
は、は、root として次のコマンドを実行します。として次のコマンドを実行します。
     

# yum install lorax

      また、また、lorax に加えてほかのパッケージをいくつかインストールする必要もあります。これらのパッに加えてほかのパッケージをいくつかインストールする必要もあります。これらのパッ
ケージはケージは lorax の依存関係ではないため、自動的にはインストールされませんが、の依存関係ではないため、自動的にはインストールされませんが、livemedia-creator 
をを 正確に何のために使用しているかによっては必要になる場合があります。以下のパッケージになりま正確に何のために使用しているかによっては必要になる場合があります。以下のパッケージになりま
す。す。
     

        virt-install: --no-virt オプションが指定されていない限り、ライブメディア作成の最初のオプションが指定されていない限り、ライブメディア作成の最初の
段階で新規仮想マシンの構築に使用されるツールを提供するパッケージ。段階で新規仮想マシンの構築に使用されるツールを提供するパッケージ。
       

        libvirt、、qemu-kvm、、libvirt-client およびその他の仮想化ツールおよびその他の仮想化ツール: virt-install を使用する場を使用する場
合は、システムで、仮想マシンの作成、実行、管理の準備を整える必要があります。合は、システムで、仮想マシンの作成、実行、管理の準備を整える必要があります。Red Hat 
Enterprise Linux における仮想化についての情報および仮想化ツールのインストールと作業ににおける仮想化についての情報および仮想化ツールのインストールと作業に
ついての資料は、ついての資料は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化の導入および管理ガイド仮想化の導入および管理ガイドを参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
       

        anaconda: Red Hat Enterprise Linux インストールプログラム。インストールプログラム。--no-virt オプションをオプションを
指定すると、指定すると、virt-install の代わりにこちらが第一段階で使用されます。の代わりにこちらが第一段階で使用されます。
       

      本章の対象範囲外となりますが、他のアプリケーションが必要となる場合もあります。本章の対象範囲外となりますが、他のアプリケーションが必要となる場合もあります。livemedia-
creator をを 実行しようとして、指定したオプションで必要なパッケージが見つからない場合、プログラ実行しようとして、指定したオプションで必要なパッケージが見つからない場合、プログラ
ムは停止し、続行する前にインストールする必要があるパッケージを通知するエラーメッセージが表示ムは停止し、続行する前にインストールする必要があるパッケージを通知するエラーメッセージが表示
されます。されます。
     

28.2.3. キックスタートファイルのサンプルキックスタートファイルのサンプル

      カスタムのライブイメージを正常に作成するには、有効なキックスタート設定ファイルが必要になカスタムのライブイメージを正常に作成するには、有効なキックスタート設定ファイルが必要にな
ります。ります。lorax では、では、2 つのサンプルが自動的にインストールされます。カスタムイメージの作成時につのサンプルが自動的にインストールされます。カスタムイメージの作成時に
は、これらのサンプルを参照するか、これらをコピーしてから使用目的に合わせてサンプルを修正するは、これらのサンプルを参照するか、これらをコピーしてから使用目的に合わせてサンプルを修正する
ことができます。提供されている両方のサンプルはことができます。提供されている両方のサンプルは 、、/usr/share/doc/lorax- version/ ディレクトリーディレクトリー
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にあります。ここで、にあります。ここで、version はは、システムにインストールされている、システムにインストールされている lorax パッケージのバージョンパッケージのバージョン
番号です。番号です。
     

      利用可能なサンプルは、以下のものです。利用可能なサンプルは、以下のものです。
     

        rhel7-minimal.ks : 最小限のインストール最小限のインストール (@core グループグループ) と、カーネルやと、カーネルや GRUB2 ブーブー
トローダーなどのその他の必須要素のみを提供する設定ファイル。トローダーなどのその他の必須要素のみを提供する設定ファイル。root 以外のユーザーは作成以外のユーザーは作成
されず、グラフィカルインターフェイスや追加パッケージもインストールされません。されず、グラフィカルインターフェイスや追加パッケージもインストールされません。
       

        rhel7-livemedia.ks : グラフィカルインターフェイスを備えたライブシステムを作成すグラフィカルインターフェイスを備えたライブシステムを作成す
る、より高度な設定ファイル。る、より高度な設定ファイル。root とともにとともに liveuser という名前のユーザーが作成されます。という名前のユーザーが作成されます。
       

      これらのサンプルをインストールソースとして有効な場所で使用するには、両方とも修正する必要これらのサンプルをインストールソースとして有効な場所で使用するには、両方とも修正する必要
があります。これには、ファイルを修正し、があります。これには、ファイルを修正し、url コマンドが有効なインストールソースを参照するようコマンドが有効なインストールソースを参照するよう
に更新します。キックスタートの詳細は、に更新します。キックスタートの詳細は、27章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してくだを参照してくだ
さい。これらのサンプルが機能するためには、これ以外の変更は必要ありません。さい。これらのサンプルが機能するためには、これ以外の変更は必要ありません。
     

重要重要

       サンプルは、元の場所で修正しないでください。別のディレクトリーにコピーしてサンプルは、元の場所で修正しないでください。別のディレクトリーにコピーして
から、そのコピーされたものを修正してください。から、そのコピーされたものを修正してください。
      

注記注記

       Red Hat では、では、Red Hat がインストールソースとして提供しているリポジトリーのがインストールソースとして提供しているリポジトリーの
みをサポートしています。みをサポートしています。
      

注記注記

       提供されたサンプルを変更したり、キックスタートファイルを最初から作成したり提供されたサンプルを変更したり、キックスタートファイルを最初から作成したり
する場合は、する場合は、livemedia-creator でサポートされていないため、でサポートされていないため、%include ステートメンステートメン
トを使用しないでください。すべてのキックスタートファイルは、使用する前に手動まトを使用しないでください。すべてのキックスタートファイルは、使用する前に手動ま
たはたは ksflatten ツールを使用してフラット化する必要があります。ツールを使用してフラット化する必要があります。
      

28.2.4. カスタムイメージの作成カスタムイメージの作成

      本セクションでは、本セクションでは、lorax パッケージのツールの一般的な使用パターンを説明します。これは、使用パッケージのツールの一般的な使用パターンを説明します。これは、使用
可能なオプションの完全なリストを意味するものではありません。可能なオプションの完全なリストを意味するものではありません。livemedia-creator で使用可能なすで使用可能なす
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べてのオプションを表示するには、べてのオプションを表示するには、livemedia-creator --help を実行するか、を実行するか、livemedia-creator (1) のの 
マニュアルページを参照してください。マニュアルページを参照してください。lorax の詳細はの詳細は https://weldr.io/lorax/ を参照してください。を参照してください。
     

28.2.4.1. lorax を使用したを使用した boot.iso ファイルの作成ファイルの作成

       Red Hat Enterprise Linux のインストールシステムは、のインストールシステムは、lorax という名前のツールで作成されまという名前のツールで作成されま
す。このす。この lorax を使用して、更新済みカーネルや追加パッケージなどを含む独自のインストールメディを使用して、更新済みカーネルや追加パッケージなどを含む独自のインストールメディ
アを作成することもできます。アを作成することもできます。
      

注記注記

        lorax を使用するシステムは、作成するを使用するシステムは、作成する Red Hat Enterprise Linux のイメージと同のイメージと同
じリリースであることが推奨されます。じリリースであることが推奨されます。
       

       以下を以下を root として実行すると、として実行すると、boot.iso という名前のインストールイメージがという名前のインストールイメージが results/images 
ディレクトリーに作成されます。ディレクトリーに作成されます。--repo= コマンドによりコマンドにより Yum リポジトリーの設定ファイルが読み込リポジトリーの設定ファイルが読み込
まれまれ (この場合はデフォルトの設定ファイルこの場合はデフォルトの設定ファイル)、それを使用してシステム更新の場合と同様に、それを使用してシステム更新の場合と同様に Red Hat 
のコンテンツ配信ネットワークからパッケージがダウンロードされます。のコンテンツ配信ネットワークからパッケージがダウンロードされます。
      

# yum install lorax
# setenforce 0
# lorax -p RHEL -v 7.4 -r 7.4 --repo=/etc/yum.repos.d/redhat.repo ./results/
# setenforce 1

注記注記

        上記のコマンドを使用するシステムは、上記のコマンドを使用するシステムは、Red Hat Subscription Manager に登録済に登録済
みで、サブスクライブしている必要があります。詳細情報は、みで、サブスクライブしている必要があります。詳細情報は、Red Hat 
Subscription Management を参照してください。を参照してください。
       

28.2.4.2. virt-install を使用したライブイメージの作成を使用したライブイメージの作成

       おそらく、おそらく、livemedia-creator の最も一般的な使用方法は、の最も一般的な使用方法は、virt-install を使用して、ライブイメーを使用して、ライブイメー
ジの作成プロセスに使用する一時的な仮想マシンを作成することです。ジの作成プロセスに使用する一時的な仮想マシンを作成することです。virt-install を使用してライブを使用してライブ  
ISO を作成するには、有効なキックスタートファイルと、を作成するには、有効なキックスタートファイルと、Anaconda インストールプログラムを含む起インストールプログラムを含む起
動可能な動可能な ISO イメージが必要です。このようなイメージは、イメージが必要です。このようなイメージは、Red Hat が最小起動メディアとして提供が最小起動メディアとして提供
しています。詳細はしています。詳細は「「USB インストールメディアの作成」インストールメディアの作成」 を参照してください。を参照してください。
      

       次のコマンドは、次のコマンドは、virt-install を使用してライブイメージを作成するために最低限必要なものです。を使用してライブイメージを作成するために最低限必要なものです。
      

# livemedia-creator --make-iso --iso=/path/to/boot.iso --ks=/path/to/valid/kickstart.ks
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       /path/to/boot.iso を最小限の起動メディアへのパスに、を最小限の起動メディアへのパスに、/path/to/valid/kickstart.ks をイメージ作成をイメージ作成
プロセスで使用する有効なキックスタートファイルへのパスに置き換えます。プロセスで使用する有効なキックスタートファイルへのパスに置き換えます。
      

       このケースでは、以下のオプションがよく使用されます。このケースでは、以下のオプションがよく使用されます。
      

         --vnc vnc : このオプションを使用すると、このオプションを使用すると、TigerVNC などのなどの VNC クライアントを使用しクライアントを使用し
てインストールプロセスを監視できます。このオプションはてインストールプロセスを監視できます。このオプションは virt-install のの --graphics オプオプ
ションに渡されます。詳細は、ションに渡されます。詳細は、25章章VNC の使用の使用 を参照してください。を参照してください。
        

         --RAM x: 一時仮想マシンの一時仮想マシンの RAM の容量をの容量を MiB 単位で指定できます。単位で指定できます。
        

         --vcpuss x: 仮想マシンのプロセッサーの量です。仮想マシンのプロセッサーの量です。
        

28.2.4.3. Anaconda のイメージインストールを使用したライブイメージの作成のイメージインストールを使用したライブイメージの作成

       virt-install が利用できない場合、が利用できない場合、livemedia-creator アプリケーションはアプリケーションは Anaconda パッケージをパッケージを
使用してライブイメージを作成できます。この場合、インストールプログラムを含むイメージは必要あ使用してライブイメージを作成できます。この場合、インストールプログラムを含むイメージは必要あ
りませんが、りませんが、Anaconda パッケージをシステムにインストールする必要があります。プロセスはこの場パッケージをシステムにインストールする必要があります。プロセスはこの場
合も合も 2 段階です。まず、一時ディスクイメージを作成し、システムをそのイメージにインストールしま段階です。まず、一時ディスクイメージを作成し、システムをそのイメージにインストールしま
す。次に、このイメージを使って最終的な起動用のす。次に、このイメージを使って最終的な起動用の ISO を作成します。を作成します。
      

警告警告

        Anaconda を使用したライブイメージの作成は、仮想マシン内ではなくシステを使用したライブイメージの作成は、仮想マシン内ではなくシステ
ム自体でインストールプログラムを使用するため、潜在的に危険です。現時点ではム自体でインストールプログラムを使用するため、潜在的に危険です。現時点では
問題を引き起こす可能性のある既知のバグはありませんが、このプロセスによりシ問題を引き起こす可能性のある既知のバグはありませんが、このプロセスによりシ
ステム全体が使用できなくなる可能性があります。したがって、ステム全体が使用できなくなる可能性があります。したがって、--no-virt オプショオプショ
ンを指定してンを指定して livemedia-creator を実行することは、この目的のために特別に予約を実行することは、この目的のために特別に予約
された仮想マシンされた仮想マシン (ゲストゲスト) でのみ推奨されます。でのみ推奨されます。
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重要重要

        Anaconda でカスタムイメージを作成する前に、でカスタムイメージを作成する前に、Security Enhanced Linux 
(SELinux) をを permissive (または無効または無効) モードに設定します。モードに設定します。SELinux モードの設定にモードの設定に
ついてはついては 、、Red Hat Enterprise Linux 7 SELinux ユーザーおよび管理者のガイドをユーザーおよび管理者のガイドを 参参
照してください。照してください。
       

       Anaconda を使用してライブイメージを作成するには、を使用してライブイメージを作成するには、--no-virt オプションを使用します。以下にオプションを使用します。以下に
例を示します。例を示します。
      

# livemedia-creator --make-iso --ks=/path/to/valid/kickstart.ks --no-virt

28.2.4.4. ディスクまたはファイルシステムのイメージ作成ディスクまたはファイルシステムのイメージ作成

       livemedia-creator をを 使用して、ディスクまたはファイルシステムイメージを作成することもでき使用して、ディスクまたはファイルシステムイメージを作成することもでき
ます。この場合、イメージ作成プロセスの第ます。この場合、イメージ作成プロセスの第 1 段階のみを実行することになります。最終的な段階のみを実行することになります。最終的な ISO はは
作成されず、一時的なディスクもしくはファイルシステムのイメージファイルへのインストールプロセ作成されず、一時的なディスクもしくはファイルシステムのイメージファイルへのインストールプロセ
スが終了した時点で、プログラムは停止します。その後に、このイメージをマウントしてエラーがないスが終了した時点で、プログラムは停止します。その後に、このイメージをマウントしてエラーがない
か検査します。これは、修正されたキックスタートファイルのトラブルシューティングの際に役立ちまか検査します。これは、修正されたキックスタートファイルのトラブルシューティングの際に役立ちま
す。また、今後のイメージ作成時のために保存しておくと時間の節約にもなります。す。また、今後のイメージ作成時のために保存しておくと時間の節約にもなります。
      

注記注記

        本セクションのすべての例で本セクションのすべての例で --no-virt オプションを使用することもできます。オプションを使用することもできます。
       

       第第 1 段階後に作成プロセスを停止するには、いくつか方法があります。以下の例のように、段階後に作成プロセスを停止するには、いくつか方法があります。以下の例のように、--
image-only オプションを使用できます。オプションを使用できます。
      

 # livemedia-creator --make-iso --ks=/path/to/valid/kickstart.ks --iso=/path/to/boot.iso --image-only

       または、または、--make-iso の代わりにの代わりに --make-disk オプションを使用します。オプションを使用します。
      

 # livemedia-creator --make-disk --ks=/path/to/valid/kickstart.ks --iso=/path/to/boot.iso

       --make-fsimage オプションを使用して、パーティション化ディスクイメージの代わりにファイルオプションを使用して、パーティション化ディスクイメージの代わりにファイル
システムイメージを作成することもできます。システムイメージを作成することもできます。
      

 # livemedia-creator --make-fsimage --ks=/path/to/valid/kickstart.ks --iso=/path/to/boot.iso
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       いずれの場合も、パーティション分割されたディスクイメージまたはファイルシステムイメージがいずれの場合も、パーティション分割されたディスクイメージまたはファイルシステムイメージが
作成され、デフォルトで作成され、デフォルトで /var/tmp/ ディレクトリーに配置されます。結果の場所を変更するには、ディレクトリーに配置されます。結果の場所を変更するには、--tmp 
/path/to/temporary/directory/ オプションを使用します。ここでオプションを使用します。ここで /path/to/temporary/directory/ は、は、
ターゲットディレクトリーへのパスです。ターゲットディレクトリーへのパスです。
      

28.2.4.5. 以前に作成されたディスクもしくはファイルシステムのイメージの使用以前に作成されたディスクもしくはファイルシステムのイメージの使用

       すでにディスクまたはファイルシステムイメージがある場合すでにディスクまたはファイルシステムイメージがある場合 (「ディスクまたはファイルシステム「ディスクまたはファイルシステム
のイメージ作成」のイメージ作成」)、これを、これを livemedia-creator に提供して、最終的な起動可能なに提供して、最終的な起動可能な ISO イメージを生成イメージを生成
できます。この場合、キックスタートファイルやできます。この場合、キックスタートファイルや Anaconda インストールイメージは必要ありませインストールイメージは必要ありませ
ん。これらは、この場合スキップされるイメージ作成プロセスの最初の段階でのみ必要です。ん。これらは、この場合スキップされるイメージ作成プロセスの最初の段階でのみ必要です。
      

       既存のパーティション設定されたディスクイメージファイルから最終イメージを作成するには、既存のパーティション設定されたディスクイメージファイルから最終イメージを作成するには、--
disk-image オプションを使用します。以下に例を示します。オプションを使用します。以下に例を示します。
      

# livemedia-creator --make-iso --disk-image=/path/to/disk/image.img

       ディスクイメージの代わりにファイルシステムイメージを使用する必要がある場合は、代わりにディスクイメージの代わりにファイルシステムイメージを使用する必要がある場合は、代わりに --
fs-image オプションを使用します。オプションを使用します。
      

# livemedia-creator --make-iso --fs-image=/path/to/filesystem/image.img

28.2.4.6. アプライアンスの作成アプライアンスの作成

       livemedia-creator ユーティリティーを使用して、テンプレートを使用して生成された説明を含むユーティリティーを使用して、テンプレートを使用して生成された説明を含む 
XML ファイルを含むアプライアンスイメージファイルを含むアプライアンスイメージ (パーティション分割されたディスクイメージパーティション分割されたディスクイメージ) を作成でを作成で
きます。この場合は、仮想マシンのインストールとイメージのインストールがサポートされます。アプきます。この場合は、仮想マシンのインストールとイメージのインストールがサポートされます。アプ
ライアンスのイメージと記述を作成するには、ライアンスのイメージと記述を作成するには、--make-iso の代わりにの代わりに --make-appliance オプションをオプションを
使用します。以下に例を示します。使用します。以下に例を示します。
      

# livemedia-creator --make-appliance --ks=/path/to/valid/kickstart.ks --iso=/path/to/boot.iso

       --resultdir オプションを使用して別のディレクトリーを指定しない限り、イメージと説明オプションを使用して別のディレクトリーを指定しない限り、イメージと説明 XML 
ファイルの両方がファイルの両方が /var/tmp/ ディレクトリーに保存されます。ディレクトリーに保存されます。
      

       アプライアンス作成に固有の追加オプションには、以下のものがあります。アプライアンス作成に固有の追加オプションには、以下のものがあります。
      

         --app-name name : <name> タグでマークされたタグでマークされた XML 記述ファイルに表示されるアプラ記述ファイルに表示されるアプラ
イアンスの名前を指定します。デフォルト値はイアンスの名前を指定します。デフォルト値は なしなし です。です。
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         --app-template /path/to/template.tmpl: 使用するテンプレートを指定します。デフォルト使用するテンプレートを指定します。デフォルト
はは /usr/share/lorax/appliance/libvirt.tmpl です。です。
        

         --app-file /path/to/app/file.xml: 生成された記述の生成された記述の XML ファイルの名前を指定します。デファイルの名前を指定します。デ
フォルト値はフォルト値は appliance.xml です。です。
        

28.2.4.7. Amazon Machine Image (AMI) の作成の作成

       Amazon Elastic Compute Cloud (EC2) 内で使用する内で使用する Amazon Machine Image (AMI) を作成するを作成する
には、には、--make-ami オプションを使用します。仮想およびイメージインストールの両方がサポートされオプションを使用します。仮想およびイメージインストールの両方がサポートされ
ています。ています。
      

# livemedia-creator --make-ami --ks=/path/to/valid/kickstart.ks --iso=/path/to/boot.iso

       --resultdir オプションを使用して別のファイルを指定しない限り、結果はオプションを使用して別のファイルを指定しない限り、結果は /var/tmp/ ディレクトディレクト
リーにあるリーにある ami-root.img という名前のイメージファイルになります。という名前のイメージファイルになります。
      

28.2.4.8. 追加の引数追加の引数

       次のオプションは、上記のすべてのユースケース次のオプションは、上記のすべてのユースケース (仮想インストール、仮想インストール、Anaconda イメージのインイメージのイン
ストールなどストールなど) で使用できます。で使用できます。
      

         --keep-image: このオプションを指定すると、インストールの最初の段階で使用される一このオプションを指定すると、インストールの最初の段階で使用される一
時ディスクイメージファイルは削除されません。時ディスクイメージファイルは削除されません。/var/tmp/ ディレクトリーに配置さディレクトリーに配置さ
れ、れ、diskgU42Cq.img などのランダムに生成された名前が付けられます。などのランダムに生成された名前が付けられます。
        

         --image-only: このオプションを使用すると、イメージ作成プロセスの第このオプションを使用すると、イメージ作成プロセスの第 1 段階のみが実段階のみが実
行されます。最終的な起動可能な行されます。最終的な起動可能な ISO イメージを作成する代わりに、イメージを作成する代わりに、livemedia-creator はは 一一
時的なディスクイメージファイルを作成し、その上でインストールを実行するだけです。この時的なディスクイメージファイルを作成し、その上でインストールを実行するだけです。この
オプションを使用すると時間のかかる第オプションを使用すると時間のかかる第 2 段階を省略し、一時的なディスクイメージファイル段階を省略し、一時的なディスクイメージファイル
を検査するので、キックスタートファイルに加えた修正をテストする際に時間を節約できまを検査するので、キックスタートファイルに加えた修正をテストする際に時間を節約できま
す。す。
        

         --image-name name: 一時ディスクイメージファイルのカスタム名を指定できます。デ一時ディスクイメージファイルのカスタム名を指定できます。デ
フォルト名はランダムに生成されますフォルト名はランダムに生成されます (例例: disk1Fac8G.img)。。
        

         --tmp /path/to/temporary/directory/: 最上位の一時ディレクトリーを指定します。デフォ最上位の一時ディレクトリーを指定します。デフォ
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ルト値はルト値は /var/tmp/ です。このオプションを使う場合は、既存のディレクトリーを指定する必です。このオプションを使う場合は、既存のディレクトリーを指定する必
要があります。要があります。
        

         --resultdir /path/to/results/directory/ : livemedia-creator のの 終了後に結果終了後に結果 (起動可能な起動可能な 
ISO イメージイメージ) が表示されるディレクトリーを指定します。既存のディレクトリーは指定できまが表示されるディレクトリーを指定します。既存のディレクトリーは指定できま
せん。デフォルトはせん。デフォルトは /var/tmp/ です。このオプションは、最終的なです。このオプションは、最終的な ISO イメージにのみ適用さイメージにのみ適用さ
れます。ディスクまたはファイルシステムイメージを作成し、特定の場所で保存する場合は、れます。ディスクまたはファイルシステムイメージを作成し、特定の場所で保存する場合は、-
-tmp オプションを使用します。オプションを使用します。
        

         --logfile /path/to/log/file/: プログラムのログファイルの場所を指定します。プログラムのログファイルの場所を指定します。
        

28.2.5. livemedia-creator のトラブルシューティングのトラブルシューティング

      このセクションでは、このセクションでは、livemedia-creator のの 使用時に一般的に発生するさまざまな問題を解決する使用時に一般的に発生するさまざまな問題を解決する
ための提案を提供します。ここで説明しない問題が発生した場合には、プログラムのログファイルを参ための提案を提供します。ここで説明しない問題が発生した場合には、プログラムのログファイルを参
照できます。このファイルは、実行時に必ず自動的に生成され、照できます。このファイルは、実行時に必ず自動的に生成され、--logfile オプションを使用して別のオプションを使用して別の
ディレクトリーを指定しない限り、ツールを実行したディレクトリーに保存されます。ログファイルディレクトリーを指定しない限り、ツールを実行したディレクトリーに保存されます。ログファイル
は、使用したオプションに基づいて異なります。たとえば、は、使用したオプションに基づいて異なります。たとえば、--no-virt オプションを使用すると、オプションを使用すると、virt-
install.log は生成されませんは生成されません (代わりに、代わりに、anaconda にあるにある Anaconda からログファイルを取得しまからログファイルを取得しま
すす)。。 / ディレクトリーディレクトリー)。その他のファイル、つまり。その他のファイル、つまり livemedia.log とと program.log はは 毎回生成されま毎回生成されま
す。す。
     

      別の問題特定および解決方法として、ユーティリティーの実行時に別の問題特定および解決方法として、ユーティリティーの実行時に --image-only オプションを使用オプションを使用
します。このオプションは第します。このオプションは第 1 段階後にプログラムを停止するので、最終的な起動用段階後にプログラムを停止するので、最終的な起動用 ISO ではなく、ではなく、
ディスクイメージファイルのみが生成されます。すると、第ディスクイメージファイルのみが生成されます。すると、第 2 段階の終了を待たずにディスクイメージ段階の終了を待たずにディスクイメージ
ファイルをマウントし、コンテンツを調べることができます。または、ファイルをマウントし、コンテンツを調べることができます。または、--keep-image オプションを使オプションを使
用すると、どちらの段階も実行しますが、後で分析するために、一時ディスクイメージが保存されま用すると、どちらの段階も実行しますが、後で分析するために、一時ディスクイメージが保存されま
す。す。
     

      キックスタートファイルへの変更をテストする場合は、キックスタートファイルへの変更をテストする場合は、--vnc オプションを使用することが推奨さオプションを使用することが推奨さ
れます。このオプションを使うと、れます。このオプションを使うと、VNC クライアントを使って仮想マシンに接続し、インストールプクライアントを使って仮想マシンに接続し、インストールプ
ロセスを見ることができます。詳細はロセスを見ることができます。詳細は 25章章VNC の使用の使用 を参照してください。を参照してください。
     

28.2.5.1. 仮想マシンのインストールが停止する場合仮想マシンのインストールが停止する場合

       仮想インストールの最初の段階で何らかの理由でインストールプログラムが停止する仮想インストールの最初の段階で何らかの理由でインストールプログラムが停止する
と、と、livemedia-creator も停止し、インストールが完了するのを待ちます。プログラムに直接割り込むも停止し、インストールが完了するのを待ちます。プログラムに直接割り込む
か、一時仮想マシンを停止することでこの問題を解決することができます。か、一時仮想マシンを停止することでこの問題を解決することができます。Livemedia-creator はは、ゲ、ゲ
ストオペレーティングシステムが停止したことを検出し、すべての一時ファイルを削除して終了しまストオペレーティングシステムが停止したことを検出し、すべての一時ファイルを削除して終了しま
す。す。
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       一時仮想マシンを停止するには、以下の手順に従います。一時仮想マシンを停止するには、以下の手順に従います。
      

手順手順28.1 一時仮想マシンを停止する一時仮想マシンを停止する

1. 
         virsh を使用して、システムで現在使用可能なすべての仮想マシンを使用して、システムで現在使用可能なすべての仮想マシン (ゲストゲスト) をリスト表示をリスト表示
します。出力は次のようになります。します。出力は次のようになります。
        

# virsh list --all
 Id    Name                           State
 ----------------------------------------------------
 93    LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7 running
 -     RHEL7                      shut off

         一時仮想マシンを特定します。その名前は常に一時仮想マシンを特定します。その名前は常に LiveOS で始まり、その後に乱数と文字ので始まり、その後に乱数と文字の
文字列が続きます。文字列が続きます。
        

2. 
         一時仮想マシンを特定したら、一時仮想マシンを特定したら、virsh destroy name コマンドを使用して停止します。コマンドを使用して停止します。
name はは 仮想マシンの名前です。仮想マシンの名前です。
        

# virsh destroy LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7
Domain LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7 destroyed

28.2.5.2. 仮想マシンを使用したインストールの失敗仮想マシンを使用したインストールの失敗

       仮想インストールを実行中、初期段階に何らかの理由でプロセスが中断されてしまうと仮想インストールを実行中、初期段階に何らかの理由でプロセスが中断されてしまうと (ハードハード
ウェア障害や停電、キーボードによる中断などウェア障害や停電、キーボードによる中断など)、以前に作成した一時ディスクイメージおよび仮想マ、以前に作成した一時ディスクイメージおよび仮想マ
シンを削除するまでシンを削除するまで virt-install によるインストールを再開することができなくなります。一時ディスによるインストールを再開することができなくなります。一時ディス
クイメージおよび仮想マシンの削除方法を以下で説明します。クイメージおよび仮想マシンの削除方法を以下で説明します。
      

       すべてのステップが毎回必要とは限りません。たとえば、システムクラッシュ後に回復する場合、すべてのステップが毎回必要とは限りません。たとえば、システムクラッシュ後に回復する場合、
一時仮想マシンを停止する必要はなく、代わりに一時仮想マシンを停止する必要はなく、代わりに virsh undefine name コマンドを使用できまコマンドを使用できま
す。す。livemedia-creator によって作成された一時ファイルのみをクリーンアップしたい場合は、手順によって作成された一時ファイルのみをクリーンアップしたい場合は、手順 4 
とと 5 を使用することもできます。を使用することもできます。
      

手順手順28.2 一時ゲストおよびディスクイメージファイルを削除する一時ゲストおよびディスクイメージファイルを削除する

1. 
         virsh を使用して、システムで現在使用可能なすべての仮想マシンを使用して、システムで現在使用可能なすべての仮想マシン (ゲストゲスト) をリスト表示をリスト表示
します。出力は次のようになります。します。出力は次のようになります。
        

# virsh list --all
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Id    Name                           State
----------------------------------------------------
93    LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7 running
-     RHEL7                      shut off

         一時仮想マシンを特定します。この名前は常に一時仮想マシンを特定します。この名前は常に LiveOS で始まり、その後に乱数と文字ので始まり、その後に乱数と文字の
文字列が続きます。文字列が続きます。
        

2. 
         一時仮想マシンを特定したら、一時仮想マシンを特定したら、virsh destroy name コマンドを使用して停止しまコマンドを使用して停止しま
す。す。name は仮想マシンの名前になります。は仮想マシンの名前になります。
        

# virsh destroy LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7
Domain LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7 destroyed

3. 
         virsh undefine nameを使用して、前の手順で同じを使用して、前の手順で同じ 名前名前  を使用して一時仮想マシンを削を使用して一時仮想マシンを削
除します。除します。
        

# virsh undefine LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7
Domain LiveOS-2a198971-ba97-454e-a056-799f453e1bd7 has been undefined

4. 
         一時ファイルシステムのマウント先を見つけます。一時ファイルシステムのマウント先を見つけます。/var/tmp/ ディレクトリーをターゲッディレクトリーをターゲッ
トにし、その名前はトにし、その名前は lorax.imgutils の後にの後に 6 つの乱数または文字が続きます。つの乱数または文字が続きます。
        

# findmnt -T /var/tmp/lorax.imgutils*
TARGET                         SOURCE     FSTYPE  OPTIONS
/var/tmp/lorax.imgutils.bg6iPJ /dev/loop1 iso9660 ro,relatime

         次に、次に、umount コマンドを使用してアンマウントします。コマンドを使用してアンマウントします。
        

# umount /var/tmp/lorax.imgutils.bg6iPJ

5. 
         /var/tmp/ ディレクトリーでディレクトリーで virt-install によって作成された一時ディスクイメージを見つによって作成された一時ディスクイメージを見つ
けます。このファイルの名前は、インストールプロセスの開始時にコマンドラインに出力されけます。このファイルの名前は、インストールプロセスの開始時にコマンドラインに出力され
ます、ます、--image-name オプションを使用して名前を指定しない限り、無作為に生成されます。オプションを使用して名前を指定しない限り、無作為に生成されます。
以下に例を示します。以下に例を示します。
        

2013-10-30 09:53:03,161: disk_size = 5GB
2013-10-30 09:53:03,161: disk_img = /var/tmp/diskQBkzRz.img
2013-10-30 09:53:03,161: install_log = /home/pbokoc/lorax/virt-install.log
mount: /dev/loop1 is write-protected, mounting read-only

Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイドインストールガイド

464



         上記の例では、一時ディスクイメージは上記の例では、一時ディスクイメージは /var/tmp/diskQBkzRz.img です。です。
        

         最初のメッセージを見つけられない場合は、手動で一時ファイルを特定できます。最初のメッセージを見つけられない場合は、手動で一時ファイルを特定できます。ls コマコマ
ンドを使用してンドを使用して /var/tmp/ ディレクトリーの内容をすべて一覧表示し、名前にディレクトリーの内容をすべて一覧表示し、名前に disk が含まれるが含まれる
ファイルの出力をフィルタリングします。ファイルの出力をフィルタリングします。
        

# ls /var/tmp/ | grep disk
diskQBkzRz.img

         その後に一時ディスクイメージを削除します。その後に一時ディスクイメージを削除します。
        

# rm -f /var/tmp/diskQBkzRz.img

       この手順のステップをすべて実行すると、この手順のステップをすべて実行すると、virt-install を使って新たなインストールを開始することを使って新たなインストールを開始すること
ができます。ができます。
      

28.2.5.3. Anaconda を使用したインストールの失敗を使用したインストールの失敗

       Anaconda イメージインストール機能イメージインストール機能( -no-virt オプションオプション)を使用して割り込みインストールからを使用して割り込みインストールから
の復元は、の復元は、anaconda パッケージとともにインストールされるパッケージとともにインストールされる anaconda-cleanup スクリプトを実行しスクリプトを実行し
ます。このスクリプトは、ます。このスクリプトは、/usr/bin/ ディレクトリーにあります。ディレクトリーにあります。
      

       以下のコマンドを使用して、クリーンアップスクリプトを実行します。これには、以下のコマンドを使用して、クリーンアップスクリプトを実行します。これには、root 権限が必要権限が必要
になります。になります。
      

# anaconda-cleanup
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第第29章章 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

    現在のシステムにインプレースアップグレードを実施する場合は、次のユーティリティーを使いま現在のシステムにインプレースアップグレードを実施する場合は、次のユーティリティーを使いま
す。す。
   

      Preupgrade Assistant は、現在のシステムを評価し、アップグレード中またはアップグは、現在のシステムを評価し、アップグレード中またはアップグ
レード後に発生する可能性のある問題を特定する診断ユーティリティーです。レード後に発生する可能性のある問題を特定する診断ユーティリティーです。
     

      Red Hat Upgrade Tool ユーティリティー。ユーティリティー。Red Hat Enterprise Linux バージョンバージョン 6 からから
バージョンバージョン 7 へのアップグレードに使用されます。へのアップグレードに使用されます。
     

注記注記

     現在、インプレースアップグレードは現在、インプレースアップグレードは AMD64 およびおよび Intel 64 (x86_64)システムおよシステムおよ
びび IBM Z (s390x)でのみサポートされています。さらに、でのみサポートされています。さらに、Red Hat Upgrade Tool でアッでアッ
プグレードできるのはプグレードできるのは Server バリアントのみです。バリアントのみです。
    

    Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースからの以前のリリースから Red Hat Enterprise Linux 7 へのアップグレードへのアップグレード
プロセスに関するドキュメントは、プロセスに関するドキュメントは、『『Red Hat Enterprise Linux  7 移行計画ガイド移行計画ガイド』』を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
   

    Red Hat Enterprise Linux 6 からから 7 への移行には、への移行には、Red Hat Enterprise Linux Upgrade Helper も使も使
用できます。用できます。
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パートパート V. インストール後インストール後

    『『Red Hat Enterprise Linux インストールガイドインストールガイド』』 では、インストールの最終段階、今後行う可能では、インストールの最終段階、今後行う可能
性のあるインストール関連の作業などについて説明します。これには、以下が含まれます。性のあるインストール関連の作業などについて説明します。これには、以下が含まれます。
   

      Red Hat Subscription Management サービスへのシステムの登録などインストール後の一サービスへのシステムの登録などインストール後の一
般的な作業般的な作業
     

      Red Hat Enterprise Linux インストールディスクを使用した破損システムの復元インストールディスクを使用した破損システムの復元
     

      コンピューターからのコンピューターからの Red Hat Enterprise Linux の削除の削除
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第第30章章 初期設定初期設定 (INITIAL SETUP)

    サーバーをインストールした場合には、新しいサーバーをインストールした場合には、新しい Red Hat Enterprise Linux システムを起動するシステムを起動する
と、と、初期設定初期設定 アプリケーションが起動します。アプリケーションが起動します。
   

      Red Hat Enterprise Linux 設定での設定での Server with GUI ベース環境の使用ベース環境の使用
     

      %packages セクションに以下のいずれかのエントリーを含むキックスタートファイルを使セクションに以下のいずれかのエントリーを含むキックスタートファイルを使
用します。用します。
     

        グラフィカルモード用のグラフィカルモード用の initial-setup-gui
       

        テキストモードのテキストモードの initial-setup パッケージパッケージ
       

        x11 グループグループ
       

        gnome-desktop グループグループ
       

        kde-desktop グループグループ
       

注記注記

     グラフィカルモードの初期セットアップアプリケーションは、グラフィカル出力を備グラフィカルモードの初期セットアップアプリケーションは、グラフィカル出力を備
えたシステムでのみ起動します。初期セットアップえたシステムでのみ起動します。初期セットアップ (GUI があるサーバー、があるサーバー、GNOME 
Desktop、、KDE Plasma ワークスペースなどワークスペースなど) を含む環境で、グラフィックカードがないを含む環境で、グラフィックカードがない
システムにシステムに Red Hat Enterprise Linux システムをインストールすると、初期セットアッシステムをインストールすると、初期セットアッ
プアプリケーションがテキストモードで起動します。プアプリケーションがテキストモードで起動します。
    

初期設定でのオプション初期設定でのオプション

    初期セットアップ初期セットアップ アプリケーションは、以下のオプションを表示できます。アプリケーションは、以下のオプションを表示できます。
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オプションオプション グラフィカルユーザーイグラフィカルユーザーイ
ンターフェイスンターフェイス

テキスト形式のユーザーテキスト形式のユーザー
インターフェイスインターフェイス

使用許諾契約書 [a] はい はい

言語設定 [b] いいえ はい

日付と時刻 [b] はい はい [c]

サブスクリプションマネージャー はい いいえ

ネットワークおよびホスト名 [b] はい いいえ

root パスワード [b] はい はい [c]

ユーザー作成 [b] はい はい

[a] このオプションは、ライセンスに同意しなかった場合に表示されます。

[b] このオプションは、言語が設定されていない場合にのみ表示されます。

[c] このオプションは、再設定モードで 初期初期 設定を実行する場合のみ利用できます。

重要重要

     セットアップ時に設定されたオプションは、セットアップ時に設定されたオプションは、初期初期 設定設定 には表示されません。には表示されません。初期初期
セットアップセットアップ ですべてのオプションを表示するには、以下のコマンドを含むキックスですべてのオプションを表示するには、以下のコマンドを含むキックス
タートファイルを使用してタートファイルを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする必要がありまをインストールする必要がありま
す。す。
    

firstboot --enable --reconfig

     --reconfig オプションは、すべてのオプションが表示されるように指定します。キッオプションは、すべてのオプションが表示されるように指定します。キッ
クスタートインストールの詳細は、クスタートインストールの詳細は、27章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照しを参照し
てください。てください。
    

30.1. グラフィカルモードグラフィカルモード

     グラフィカルモードでは、グラフィカルモードでは、Initial Setup に次の画面が表示されます。に次の画面が表示されます。
    

図図30.1 初期設定のメイン画面初期設定のメイン画面

第第30章章 初期設定初期設定 (INITIAL SETUP)

469



図図30.1 初期設定のメイン画面初期設定のメイン画面

[D]

     ライセンス契約ライセンス契約 画面には、画面には、Red Hat Enterprise Linux の全体的なライセンス条件が表示されます。の全体的なライセンス条件が表示されます。
    

図図30.2 ライセンス情報の画面ライセンス情報の画面
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図図30.2 ライセンス情報の画面ライセンス情報の画面

[D]

     設定のプロセスを続行するには、ライセンス契約に同意する必要があります。この手順を完了設定のプロセスを続行するには、ライセンス契約に同意する必要があります。この手順を完了 せずせず
にに 初期設定初期設定 を終了すると、システムが再起動し、システムの再起動が完了すると、再度合意に同意すを終了すると、システムが再起動し、システムの再起動が完了すると、再度合意に同意す
るように求められます。るように求められます。
    

     使用許諾契約を確認します。次に、使用許諾契約を確認します。次に、I accept the license agreement を選択し、を選択し、Done をクリックしをクリックし
て続行します。て続行します。
    

     User Creation 画面は、インストール時にアカウントを作成するときに使用するものと同じです。詳画面は、インストール時にアカウントを作成するときに使用するものと同じです。詳
細は細は 「ユーザーアカウントの作成」「ユーザーアカウントの作成」 を参照してください。を参照してください。
    

     同様に、ネットワーク同様に、ネットワーク とホスト名とホスト名 のの 画面は、ネットワークの設定時に使用したものと同じです。詳画面は、ネットワークの設定時に使用したものと同じです。詳
細は細は 「ネットワークとホスト名」「ネットワークとホスト名」 を参照してください。を参照してください。
    

     Subscription Manager 画面では、システムを画面では、システムを Red Hat に登録して、に登録して、Red Hat が提供するリポジトが提供するリポジト
リーから追加のパッケージをインストールできます。システムの登録方法はリーから追加のパッケージをインストールできます。システムの登録方法は「サブスクリプションマ「サブスクリプションマ
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ネージャー」ネージャー」を参照してください。を参照してください。
    

     準備が整ったら、準備が整ったら、FINISH CONFIGURATION ボタンをクリックしてシステムを登録してから、ボタンをクリックしてシステムを登録してから、初期初期
設定の設定プロセスを設定の設定プロセスを 完了します。完了します。
    

     初期設定初期設定 を再度開始するには、を再度開始するには、「手動での初期設定の開始」「手動での初期設定の開始」 を参照してください。を参照してください。
    

30.1.1. サブスクリプションマネージャーサブスクリプションマネージャー

      Subscription Manager 画面では、更新を受信し、パッケージリポジトリーにアクセスするため画面では、更新を受信し、パッケージリポジトリーにアクセスするため
に、システムをに、システムを Red Hat に登録できます。に登録できます。
     

注記注記

       初期設定初期設定 のの Subscription Manager 画面は、画面は、Red Hat Enterprise Linux 7.1 以前で以前で
システムを登録するために使用されていたシステムを登録するために使用されていた Firstboot ツールに代わるものです。ツールに代わるものです。
      

図図30.3 サブスクリプションマネージャーの画面サブスクリプションマネージャーの画面

[D]

      システムにインストールした製品システムにインストールした製品 (オペレーティングシステム自体を含むオペレーティングシステム自体を含む) はは サブスクリプションサブスクリプション 
の対象になります。サブスクリプションサービスを使用して、登録したシステム、システムにインスの対象になります。サブスクリプションサービスを使用して、登録したシステム、システムにインス
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トールした製品、その製品に適用するためシステムにトールした製品、その製品に適用するためシステムに割り当てられている割り当てられているサブスクリプションなどを追サブスクリプションなどを追
跡します。跡します。Red Hat では、システムが登録可能な複数のサブスクリプションサービスを提供していまでは、システムが登録可能な複数のサブスクリプションサービスを提供していま
す。す。
     

        カスタマーポータルサブスクリプション管理。カスタマーポータルサブスクリプション管理。Red Hat がホストしているサービスですがホストしているサービスです 
(デフォルトデフォルト)。。
       

        Subscription Asset Manager。オンプレミスのサブスクリプションサーバーです。プロキ。オンプレミスのサブスクリプションサーバーです。プロキ
シーとして動作し、コンテンツ配信をカスタマーポータルのサービスに送信します。シーとして動作し、コンテンツ配信をカスタマーポータルのサービスに送信します。
       

        CloudForms System Engine。オンプレミスのサービスです。サブスクリプションサービ。オンプレミスのサービスです。サブスクリプションサービ
スとコンテンツ配信の両方を処理します。スとコンテンツ配信の両方を処理します。
       

      Subscription Manager 画面は、ほとんどのユースケースに適した基本的なインターフェイスを提画面は、ほとんどのユースケースに適した基本的なインターフェイスを提
供します。シナリオによっては、供します。シナリオによっては、初期設定初期設定 にはないオプションが必要になる場合があります。その場合にはないオプションが必要になる場合があります。その場合
は、インストール後の登録プロセスを省略し、コマンドラインからは、インストール後の登録プロセスを省略し、コマンドラインから Subscription Manager を使用するを使用する
か、グラフィカルインターフェイスを提供するか、グラフィカルインターフェイスを提供する subscription-manager-gui パッケージを使用します。パッケージを使用します。
     

      また、また、CloudForms System Engine を使用した登録などの登録シナリオでは、システムを登録するを使用した登録などの登録シナリオでは、システムを登録する
前に登録サーバーを準備する必要があることに注意してください。前に登録サーバーを準備する必要があることに注意してください。
     

      システムを登録するには、画面の指示に従い、要求される認証情報を提供します。システムを登録するには、画面の指示に従い、要求される認証情報を提供します。Subscription 
Manager 画面を離れてメインの画面を離れてメインの Initial Setup 画面に戻る場合は、メインウィンドウの画面に戻る場合は、メインウィンドウの Back ボタンまボタンま
たはたは Next ボタンではなく、画面の左上隅にあるボタンではなく、画面の左上隅にある Done ボタンを使用する必要があります。ボタンを使用する必要があります。
     

      システム登録および管理用の各種ツールについてのドキュメンテーションは、システム登録および管理用の各種ツールについてのドキュメンテーションは、Red Hat カスタマーカスタマー
ポータルのポータルの Red Hat Subscription Management セクションを参照してください。また、セクションを参照してください。また、Registration 
Assistant を使用して対話式で登録プロセスを進めることもできます。を使用して対話式で登録プロセスを進めることもできます。
     

30.2. テキストモードテキストモード

     X Window System を使用せずにを使用せずに Red Hat Enterprise Linux をインストールした場合、をインストールした場合、初期設定初期設定 はは 
テキストモードで起動します。テキストモードで起動します。
    

図図30.4 テキストテキスト モードでの初期設定モードでの初期設定
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図図30.4 テキストテキスト モードでの初期設定モードでの初期設定

     エントリーを設定するには、メニュー番号をエントリーを設定するには、メニュー番号を 入力入力 し、し、Enter を押します。または、以下のキーを押を押します。または、以下のキーを押
すこともできます。すこともできます。
    

       q を使用してアプリケーションを閉じます。アプリケーションを閉じると、ライセンス契を使用してアプリケーションを閉じます。アプリケーションを閉じると、ライセンス契
約に同意しない限り、システムが再起動します。約に同意しない限り、システムが再起動します。
      

       c: 続行します。サブメニューでこのキーを押すと、メインメニューに戻ります。メインメ続行します。サブメニューでこのキーを押すと、メインメニューに戻ります。メインメ
ニューでニューで c キーを押すと、設定が保存され、アプリケーションを閉じます。ライセンス契約にキーを押すと、設定が保存され、アプリケーションを閉じます。ライセンス契約に
同意しないと次に進むことができないことに注意してください。同意しないと次に進むことができないことに注意してください。
      

       r: メニューを更新します。メニューを更新します。
      

     メニューエントリーには以下のステータスがあります。メニューエントリーには以下のステータスがあります。
    

       [x]: この設定は設定済みです。ただし、これは変更可能です。この設定は設定済みです。ただし、これは変更可能です。
      

       [!]: この設定は必須ですが、まだ設定されていません。この設定は必須ですが、まだ設定されていません。
      

       [ ]: この設定は任意であり、まだ設定されていません。この設定は任意であり、まだ設定されていません。
      

     初期設定初期設定 を再度開始するには、を再度開始するには、「手動での初期設定の開始」「手動での初期設定の開始」 を参照してください。を参照してください。
    

30.3. 手動での初期設定の開始手動での初期設定の開始
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     初期設定初期設定 が完了すると、システムの起動時にアプリケーションは再起動しません。システム起動時が完了すると、システムの起動時にアプリケーションは再起動しません。システム起動時
にに 初期設定初期設定 を手動で起動するには、以下を実行します。を手動で起動するには、以下を実行します。
    

1. 
       サービスの有効化サービスの有効化:
      

# systemctl enable initial-setup.service

2. 
       必要に応じて、以前に設定したものを含むすべてのメニューオプションを表示するには、必要に応じて、以前に設定したものを含むすべてのメニューオプションを表示するには、
空の空の /.unconfigured ファイルを作成し、再設定モードでファイルを作成し、再設定モードで Initial Setup を起動します。を起動します。
      

# touch /.unconfigured

       この設定に関係に関係なく、ライセンス契約のエントリーは、すでに同意してる場合は、この設定に関係に関係なく、ライセンス契約のエントリーは、すでに同意してる場合は、
再度表示されることはありません。再度表示されることはありません。
      

3. 
       システムを再起動します。システムを再起動します。
      

注記注記

      Initial Setup の実行には、の実行には、initial-setup-gui （グラフィカルモード）または（グラフィカルモード）または initial-
setup （テキストモード）パッケージがインストールされている必要があります。（テキストモード）パッケージがインストールされている必要があります。
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第第31章章 次のステップ次のステップ

    本章では、インストール後に必要となる一般的なステップを列記しています。ここに記載されている本章では、インストール後に必要となる一般的なステップを列記しています。ここに記載されている
作業がすべて常に必要になるわけではありません。必要な作業について詳しく記載されている別のマ作業がすべて常に必要になるわけではありません。必要な作業について詳しく記載されている別のマ
ニュアルを検索する場合に、このステップ一覧をお役立てください。ニュアルを検索する場合に、このステップ一覧をお役立てください。
   

ヘルプや答えの取得、診断サービスの活用ヘルプや答えの取得、診断サービスの活用

       Red Hat Access はは GUI アプリケーションで、アプリケーションで、Red Hat のナレッジおよびソリューションに簡のナレッジおよびソリューションに簡
単にアクセスすることができます。エラーコードやメッセージ、興味のあるトピックの検索ができ単にアクセスすることができます。エラーコードやメッセージ、興味のあるトピックの検索ができ
るほか、るほか、Red Hat カスタマーポータルから関連するナレッジを表示できます。カスタマーポータルから関連するナレッジを表示できます。Red Hat Access のの
詳細は、詳細は、Red Hat カスタマーポータルのカスタマーポータルの Red Hat Access GUI の記事を参照してください。の記事を参照してください。
      

紛失した紛失した root パスワードのリカバリーパスワードのリカバリー

       インストール中に設定するインストール中に設定する root パスワードは、パスワードは、root ユーザーとしてシステムにアクセスする際ユーザーとしてシステムにアクセスする際
に必要になります。に必要になります。root パスワードがないと、システムを設定したり、追加のソフトウェアをインパスワードがないと、システムを設定したり、追加のソフトウェアをイン
ストールしたりできません。ストールしたりできません。root パスワードを紛失した場合や忘れた場合は、パスワードを紛失した場合や忘れた場合は、「「root パスワードのパスワードの
リセット」リセット」 の説明に従ってリセットできます。の説明に従ってリセットできます。
      

ドライバー更新のインストールドライバー更新のインストール

       通常、システムデバイスのドライバーは、通常、システムデバイスのドライバーは、Red Hat Enterprise Linux が提供するカーネル内でが提供するカーネル内で
すでにサポートされています。しかし、最近リリースされたデバイスのサポートの場合は含まれてすでにサポートされています。しかし、最近リリースされたデバイスのサポートの場合は含まれて
いないことがあります。このようなケースでは、該当のデバイスを有効にするドライバー更新が利いないことがあります。このようなケースでは、該当のデバイスを有効にするドライバー更新が利
用できるようになっている可能性があります。用できるようになっている可能性があります。
      

       インストール開始前に、インストールの完了に必要となるデバイスにドライバー更新が提供さインストール開始前に、インストールの完了に必要となるデバイスにドライバー更新が提供さ
れている場合があります。デバイスにドライバーがなくとも、インストール中に不可欠なドライれている場合があります。デバイスにドライバーがなくとも、インストール中に不可欠なドライ
バーでなければ、インストールの完了を待ってから後で追加のドライバーをインストールすることバーでなければ、インストールの完了を待ってから後で追加のドライバーをインストールすること
をお勧めします。をお勧めします。RPM およびおよび Yum を使用してインストール済みシステムに追加のドライバーをイを使用してインストール済みシステムに追加のドライバーをイ
ンストールおよび有効にする方法は、ンストールおよび有効にする方法は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド を参照を参照
してください。してください。
      

ネットワークを設定するネットワークを設定する

       ほとんどの場合、ネットワークアクセスは、インストールプロセス中にインストールプログラほとんどの場合、ネットワークアクセスは、インストールプロセス中にインストールプログラ
ムやキックスタートファイルで設定されます。インストール後に設定する場合は、ムやキックスタートファイルで設定されます。インストール後に設定する場合は、Red Hat 
Enterprise Linux 7 ネットワークガイドネットワークガイドを参照してください。を参照してください。
      

Kdumpの設定の設定

       kdump は、カーネルクラッシュのダンプメカニズムです。システムで重大なエラーが発生したは、カーネルクラッシュのダンプメカニズムです。システムで重大なエラーが発生した
場合には、場合には、Kdump はシステムのメモリーの内容をはシステムのメモリーの内容を カーネルクラッシュダンプカーネルクラッシュダンプ に保存し、分析してに保存し、分析して
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エラーの原因を見つけることができます。エラーの原因を見つけることができます。
      

       kdump は、インストールプロセス時に有効にできますは、インストールプロセス時に有効にできます( 「「Kdump」」を参照してくださいを参照してください)。ま。ま
た、インストール後、必要に応じて設定することも可能です。た、インストール後、必要に応じて設定することも可能です。 Red Hat Enterprise Linux 7 カーネカーネ
ルクラッシュダンプガイドはルクラッシュダンプガイドは、、Kdump の仕組みとシステムでの設定方法を理解するために必要なすの仕組みとシステムでの設定方法を理解するために必要なす
べての情報を提供します。べての情報を提供します。
      

システムの登録システムの登録

       システムにインストールする製品システムにインストールする製品 (オペレーティングシステム自体も含むオペレーティングシステム自体も含む) はサブスクリプショはサブスクリプショ
ンの対象となります。サブスクリプションサービスは、登録したシステム、インストールした製ンの対象となります。サブスクリプションサービスは、登録したシステム、インストールした製
品、製品に付属のサブスクリプションなどの追跡に使用します。登録は、品、製品に付属のサブスクリプションなどの追跡に使用します。登録は、初期設定の設定プロセス初期設定の設定プロセス
に含まれますに含まれます ( 「サブスクリプションマネージャー」「サブスクリプションマネージャー」を参照してくださいを参照してください)。。
      

       ただし、ただし、初期設定初期設定 中にシステムを登録していない場合は、後で登録できます。詳細は中にシステムを登録していない場合は、後で登録できます。詳細はRed Hat 
Subscription Manager の使用および設定の使用および設定およびおよびRed Hat Satellite クイックスタートガイドクイックスタートガイドを参照を参照
してください。してください。
      

注記注記

        また、また、Registration Assistant アプリケーションを使用して登録プロセスを進めアプリケーションを使用して登録プロセスを進め
ることもできます。ることもできます。
       

cloud-init を使用したクラウドインスタンスの初期設定の自動化を使用したクラウドインスタンスの初期設定の自動化

       クラウドインスタンスの初期設定には、クラウドインスタンスの初期設定には、cloud-init パッケージを使用できます。新規クラウドイパッケージを使用できます。新規クラウドイ
ンスタンスでは、ンスタンスでは、cloud-init は自動的に以下を行うことができます。は自動的に以下を行うことができます。
      

         デフォルトロケールの設定デフォルトロケールの設定
        

         ホスト名の設定ホスト名の設定
        

         ネットワークインターフェイスの設定ネットワークインターフェイスの設定
        

         プライベートプライベート SSH キーの生成キーの生成
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         ユーザーのユーザーの .ssh/authorized_keys ファイルにファイルに SSH キーを追加します。キーを追加します。
        

         一時的なマウントポイントの設定一時的なマウントポイントの設定
        

       cloud-init は、は、Red Hat のクラウド製品で使用されます。のクラウド製品で使用されます。Red Hat 製品での製品での cloud-init の使用にの使用に
関するドキュメントを参照してください。関するドキュメントを参照してください。
      

         Red Hat Enterprise Linux Atomic Host 7 インストールおよび設定ガイドインストールおよび設定ガイド
        

         Red Hat OpenStack Platform 8 インスタンスおよびイメージガイドインスタンスおよびイメージガイド
        

         Red Hat Virtualization 仮想マシン管理ガイド仮想マシン管理ガイド
        

         Red Hat CloudForms Provisioning Virtual Machines and Hosts Guide
        

       また、また、アップストリームのアップストリームの cloud-init のドキュメントのドキュメント  も参照してください。も参照してください。
      

初期システム更新の実行初期システム更新の実行

       Red Hat では、インストール完了後に初期システムの更新を実行することを推奨しています。では、インストール完了後に初期システムの更新を実行することを推奨しています。
このプロセスでは、インストールしたパッケージがすべて利用可能な最新バージョンに更新されまこのプロセスでは、インストールしたパッケージがすべて利用可能な最新バージョンに更新されま
す。パッケージを更新することでセキュリティー修正、バグ修正、機能強化などを受けることがです。パッケージを更新することでセキュリティー修正、バグ修正、機能強化などを受けることがで
きます。きます。
      

       Red Hat Enterprise Linux では、では、Yum パッケージマネージャーがインストール済みパッケージパッケージマネージャーがインストール済みパッケージ
の更新に使用されます。の更新に使用されます。Yum を使用したシステム更新の詳細は、を使用したシステム更新の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 シスシス
テム管理者のガイドテム管理者のガイド を参照してください。を参照してください。
      

リポジトリーの設定リポジトリーの設定

       新しいソフトウェアは新しいソフトウェアは パッケージリポジトリーパッケージリポジトリー からインストールされます。パッケージリポジからインストールされます。パッケージリポジ
トリーは、トリーは、Yum パッケージマネージャーがアクセスできるソフトウェアおよびメタデータのセットパッケージマネージャーがアクセスできるソフトウェアおよびメタデータのセット
を整理します。システムをを整理します。システムを Red Hat に登録すると、更新用リポジトリーが自動的に設定され、このに登録すると、更新用リポジトリーが自動的に設定され、この
リポジトリーから追加ソフトウェアや更新をインストールすることができます。しかし、独自ソフリポジトリーから追加ソフトウェアや更新をインストールすることができます。しかし、独自ソフ
トウェアを収納するリポジトリーなど、リポジトリーを追加で設定する場合には、手順に従ってリトウェアを収納するリポジトリーなど、リポジトリーを追加で設定する場合には、手順に従ってリ
ポジトリーを設定する必要があります。ポジトリーを設定する必要があります。
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       追加のソフトウェアリポジトリー設定についての詳細情報は、追加のソフトウェアリポジトリー設定についての詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux 7 シシ
ステム管理者のガイドステム管理者のガイドを参照してください。を参照してください。
      

追加パッケージのインストール追加パッケージのインストール

       グラフィカルインストールのグラフィカルインストールの ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択 ダイアログで環境を選択すると、インストーダイアログで環境を選択すると、インストー
ルするルする パッケージを制御できます。このダイアログでは事前に定義されたパッケージセットを選択パッケージを制御できます。このダイアログでは事前に定義されたパッケージセットを選択
します。ただし、します。ただし、Yum パッケージマネージャーを使用して、インストール後に追加のパッケージをパッケージマネージャーを使用して、インストール後に追加のパッケージを
インストールできます。詳細はインストールできます。詳細はRed Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
      

グラフィカルログインへの切り替えグラフィカルログインへの切り替え

       インストールプロセスで選択するオプションにより、システムにグラフィカルインターフェイインストールプロセスで選択するオプションにより、システムにグラフィカルインターフェイ
スを持たせず、テキストベースのプロンプトのみを表示することが可能です。このような場合、イスを持たせず、テキストベースのプロンプトのみを表示することが可能です。このような場合、イ
ンストール後にグラフィカルデスクトップを有効にする場合は、ンストール後にグラフィカルデスクトップを有効にする場合は、X Window System と任意のデスクと任意のデスク
トップ環境トップ環境( GNOME またはまたは KDE)をインストールする必要があります。をインストールする必要があります。
      

       他のすべてのソフトウェアと同様に、他のすべてのソフトウェアと同様に、Yum パッケージマネージャーを使用してこれらのパッパッケージマネージャーを使用してこれらのパッ
ケージをインストールできます。ケージをインストールできます。Yum を使用して新しいパッケージをインストールする方法を使用して新しいパッケージをインストールする方法
は、は、Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド を参照してください。デフォルトでグラを参照してください。デフォルトでグラ
フィカルログインを有効にする方法は、フィカルログインを有効にする方法は、「グラフィカル環境での起動」「グラフィカル環境での起動」 を参照してください。を参照してください。
      

GNOME 3 拡張機能の有効化または無効化拡張機能の有効化または無効化

       Red Hat Enterprise Linux 7 のデフォルトのデスクトップ環境は、のデフォルトのデスクトップ環境は、 GNOME Shell およびおよび 
GNOME Classic ユーザーインターフェイスを提供するユーザーインターフェイスを提供する GNOME 3 です。これらのインターフェイです。これらのインターフェイ
スは、スは、GNOME 3 拡張機能を有効または無効にすることでカスタマイズできます。詳細は、拡張機能を有効または無効にすることでカスタマイズできます。詳細は、Red Hat 
Enterprise Linux 7 デスクトップの移行および管理ガイドデスクトップの移行および管理ガイドを参照してください。を参照してください。
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第第32章章 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

    問題が発生しても、それを解決する方法はあります。しかし、それらの方法を実行するには、システ問題が発生しても、それを解決する方法はあります。しかし、それらの方法を実行するには、システ
ムを十分に理解している必要があります。本章では、発生する可能性のある一般的な問題についての情ムを十分に理解している必要があります。本章では、発生する可能性のある一般的な問題についての情
報を扱い、さらにそれらの問題を修復するために使用できる報を扱い、さらにそれらの問題を修復するために使用できる インストールプログラムレスキューモードインストールプログラムレスキューモード 
について説明します。について説明します。
   

32.1. 一般的な問題一般的な問題

     以下のような場合は、インストールプログラムレスキューモードで起動する必要があります。以下のような場合は、インストールプログラムレスキューモードで起動する必要があります。
    

       Red Hat Enterprise Linux を通常起動できない。を通常起動できない。
      

       ハードウェアまたはソフトウェアの問題があり、システムのハードディスクドライブからハードウェアまたはソフトウェアの問題があり、システムのハードディスクドライブから
データを回収する。データを回収する。
      

       root パスワードを忘れてしまった。パスワードを忘れてしまった。
      

32.1.1. Red Hat Enterprise Linux を起動できないを起動できない

      Red Hat Enterprise Linux をインストールした後に別のオペレーティングシステムをインストールをインストールした後に別のオペレーティングシステムをインストール
することで、この問題はよく発生します。他のオペレーティングシステムの中には、コンピューターにすることで、この問題はよく発生します。他のオペレーティングシステムの中には、コンピューターに
他のオペレーティングシステムがないものととみなします。元々他のオペレーティングシステムがないものととみなします。元々 GRUB2 ブートローダーを収納していブートローダーを収納してい
るマスターブートレコードるマスターブートレコード (MBR) を上書きしてしまうものがあります。このような方法でブートローを上書きしてしまうものがあります。このような方法でブートロー
ダーが上書きされた場合には、インストールプログラムのレスキューモードを起動し、ブートローダーダーが上書きされた場合には、インストールプログラムのレスキューモードを起動し、ブートローダー
を再設定しない限り、を再設定しない限り、Red Hat Enterprise Linux を起動できません。を起動できません。
     

      もうもう 1 つの一般的な問題は、パーティションツールを使用してパーティションのサイズを調整したつの一般的な問題は、パーティションツールを使用してパーティションのサイズを調整した
り、インストール後に空き領域から新しいパーティションを作成したりするときに発生します。これにり、インストール後に空き領域から新しいパーティションを作成したりするときに発生します。これに
より、パーティションの順番が変更されてしまいます。より、パーティションの順番が変更されてしまいます。/ パーティションのパーティション番号が変更パーティションのパーティション番号が変更
された場合は、ブートローダーがパーティションを見つけることができない可能性があります。この問された場合は、ブートローダーがパーティションを見つけることができない可能性があります。この問
題を解決するには、ブートローダーを再インストールする必要があります。手順は、題を解決するには、ブートローダーを再インストールする必要があります。手順は、「ブートローダー「ブートローダー
の再インストール」の再インストール」 を参照してください。を参照してください。
     

32.1.2. ハードウェアおよびソフトウェアの問題ハードウェアおよびソフトウェアの問題

      このカテゴリーにはさまざまな状況が含まれます。例として、ハードドライブが機能しない場合このカテゴリーにはさまざまな状況が含まれます。例として、ハードドライブが機能しない場合
と、ブートローダーの設定ファイル内に無効なルートデバイスまたはカーネルを指定する場合を挙げると、ブートローダーの設定ファイル内に無効なルートデバイスまたはカーネルを指定する場合を挙げる
ことができます。上記のいずれかが当てはまる場合は、ことができます。上記のいずれかが当てはまる場合は、Red Hat Enterprise Linux で再起動できない可で再起動できない可
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能性があります。しかし、インストールプログラムレスキューモードシステムで起動すると、問題を解能性があります。しかし、インストールプログラムレスキューモードシステムで起動すると、問題を解
決するか、あるいは少なくとも重要なファイルのコピーを取得できる可能性があります。決するか、あるいは少なくとも重要なファイルのコピーを取得できる可能性があります。
     

32.1.3. root パスワードのリセットパスワードのリセット

      『『Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド』』の該当セクションを参照してください。の該当セクションを参照してください。
     

32.2. ANACONDA のレスキューモードのレスキューモード

     Anaconda インストールプログラムのレスキューモードは、インストールプログラムのレスキューモードは、Red Hat Enterprise Linux 7 DVD またまた
はその他の起動メディアから起動できる最小限のはその他の起動メディアから起動できる最小限の Linux 環境です。さまざまな問題を修復するコマンド環境です。さまざまな問題を修復するコマンド
ラインユーティリティーが含まれています。このレスキューモードは、ブートメニューのラインユーティリティーが含まれています。このレスキューモードは、ブートメニューの 
Troubleshooting サブメニューからアクセスできます。このモードでは、ファイルシステムを読み取りサブメニューからアクセスできます。このモードでは、ファイルシステムを読み取り
専用としてマウントすることや、マウント自体をしない選択や、ドライバーディスクで提供されるドラ専用としてマウントすることや、マウント自体をしない選択や、ドライバーディスクで提供されるドラ
イバーのブラックリスト登録または追加、さらにはシステムパッケージのインストールやアップグレーイバーのブラックリスト登録または追加、さらにはシステムパッケージのインストールやアップグレー
ド、またはパーティションの管理を実行することができます。ド、またはパーティションの管理を実行することができます。
    

注記注記

      Anaconda のレスキューモードは、のレスキューモードは、systemd システムおよびサービスマネージャーシステムおよびサービスマネージャー
の一部として提供されるの一部として提供される レスキューレスキュー モードモード( シングルユーザーシングルユーザーモードモード と同等と同等)と緊急と緊急
モードモード とは異なります。これらのモードの詳細は、とは異なります。これらのモードの詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 システシステ
ム管理者のガイドム管理者のガイドを参照してください。を参照してください。
     

     Anaconda レスキューモードで起動するには、最小限の起動ディスクやレスキューモードで起動するには、最小限の起動ディスクや USB ドライブ、フルインスドライブ、フルインス
トールトール DVD など、など、Red Hat Enterprise Linux ブートメディアを使用してシステムを起動できる必要がブートメディアを使用してシステムを起動できる必要が
あります。あります。
    

     Red Hat が提供するメディアを使用してシステムを起動する詳細な情報については、該当する章をが提供するメディアを使用してシステムを起動する詳細な情報については、該当する章を
参照してください。参照してください。
    

       64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムの場合はシステムの場合は7章章64 ビットビット AMD、、Intel、および、および 
ARM システムでのインストールの起動システムでのインストールの起動を参照してください。を参照してください。
      

       IBM Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は12章章IBM Power Systems でのインストールの起でのインストールの起
動動を参照してください。を参照してください。
      

       IBM Z の場合はの場合は16章章IBM Z でのインストールの起動でのインストールの起動を参照してください。を参照してください。
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重要重要

      iSCSI デバイスやデバイスや zFCP デバイスなどの高度なストレージは、デバイスなどの高度なストレージは、dracut 起動オプショ起動オプショ
ンン( rd.zfcp=、、root=iscsi:optionsなどなど)を使用するか、を使用するか、IBM Z のの CMS 設定ファイルで設設定ファイルで設
定する必要があります。レスキューモードで起動した後は、ストレージデバイスを対話定する必要があります。レスキューモードで起動した後は、ストレージデバイスを対話
的に設定することはできません。的に設定することはできません。
     

      dracut 起動オプションの詳細は、起動オプションの詳細は、man ページのページの dracut.cmdline (7) を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。CMS 設定ファイルの詳細は、設定ファイルの詳細は、21章章IBM Z でのパラメーターと設定ファイルでのパラメーターと設定ファイル を参を参
照してください。照してください。
     

手順手順32.1 Anaconda レスキューモードで起動するレスキューモードで起動する

1. 
       最小限の起動メディアまたは完全インストール最小限の起動メディアまたは完全インストール DVD もしくはもしくは USB ドライブからシステムドライブからシステム
を起動し、ブートメニューが表示されるまで待ちます。を起動し、ブートメニューが表示されるまで待ちます。
      

2. 
       起動メニューから起動メニューから Troubleshooting サブメニューからサブメニューから Rescue a Red Hat Enterprise 
Linux system オプションを選択するか、オプションを選択するか、inst.rescue オプションを起動コマンドラインに追加オプションを起動コマンドラインに追加
します。起動コマンドラインに入るには、します。起動コマンドラインに入るには、BIOS ベースのシステムでベースのシステムで Tab キーを押すか、キーを押すか、UEFI 
ベースのシステムでベースのシステムで e キーを押します。キーを押します。
      

3. 
       起動する起動する ドライバーディスクドライバーディスク で提供されるサードパーティーのドライバーが必要な場合で提供されるサードパーティーのドライバーが必要な場合
は、は、inst.dd=driver_name を起動コマンドラインに追加します。を起動コマンドラインに追加します。
      

inst.rescue inst.dd=driver_name

       起動時にドライバーディスクを使用する方法の詳細については、起動時にドライバーディスクを使用する方法の詳細については、「手動によるドライバー「手動によるドライバー
更新」更新」 (AMD64 およびおよび Intel 64 システムシステム) またはまたは「手動によるドライバー更新」「手動によるドライバー更新」 (IBM 
Power Systems サーバーサーバー) を参照してください。を参照してください。
      

4. 
       Red Hat Enterprise Linux 7 ディストリビューションに含まれるドライバーが原因でシスディストリビューションに含まれるドライバーが原因でシス
テムが起動しない場合は、テムが起動しない場合は、modprobe.blacklist= オプションを起動コマンドラインに追加しまオプションを起動コマンドラインに追加しま
す。す。
      

inst.rescue modprobe.blacklist=driver_name

       ドライバーのブラックリスト登録の詳細については、ドライバーのブラックリスト登録の詳細については、「ブラックリストへのドライバーの「ブラックリストへのドライバーの
登録」登録」 を参照してください。を参照してください。
      

5. 
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       準備ができたら、準備ができたら、Enter (BIOS ベースのシステムベースのシステム)またはまたは Ctrl+X (UEFI ベースのシステムベースのシステム)
を押して、変更したオプションを起動します。以下のメッセージが表示されるまで待機しまを押して、変更したオプションを起動します。以下のメッセージが表示されるまで待機しま
す。す。
      

The rescue environment will now attempt to find your Linux installation and mount it 
under the /mnt/sysimage/ directory. You can then make any changes required to your 
system. If you want to proceed with this step choose 'Continue'. You can also choose 
to mount your file systems read-only instead of read-write by choosing 'Read-only'. If 
for some reason this process fails you can choose 'Skip' and this step will be skipped 
and you will go directly to a command line.

       Continue を選択すると、ファイルシステムをを選択すると、ファイルシステムを /mnt/sysimage/ ディレクトリーにマウントディレクトリーにマウント
しようとします。パーティションのマウントが失敗した場合、その旨が通知されます。しようとします。パーティションのマウントが失敗した場合、その旨が通知されます。Read-
Only を選択すると、ファイルシステムをを選択すると、ファイルシステムを /mnt/sysimage/ ディレクトリーにマウントしようとディレクトリーにマウントしようと
しますが、読み取り専用モードになります。しますが、読み取り専用モードになります。Skip を選択した場合には、ファイルシステムがマを選択した場合には、ファイルシステムがマ
ウントされません。ファイルシステムが破損していると思われる場合は、ウントされません。ファイルシステムが破損していると思われる場合は、スキップスキップ を選択しまを選択しま
す。す。
      

6. 
       システムをレスキューモードで使用すると、システムをレスキューモードで使用すると、VC （仮想コンソール）（仮想コンソール）1 およびおよび VC 2 にプロにプロ
ンプトが表示されますンプトが表示されます(VC 1 にアクセスするにはにアクセスするには Ctrl+Alt+F1 キーの組み合わせを使用し、キーの組み合わせを使用し、VC 
2 にアクセスするにはにアクセスするには Ctrl+Alt+F2 を使用しますを使用します)。。
      

sh-4.2#

     ファイルシステムがマウントされている場合でも、ファイルシステムがマウントされている場合でも、Anaconda レスキューモードにおけるデフォルレスキューモードにおけるデフォル
トのトの root パーティションは一時的なパーティションは一時的な root パーティションであり、通常のユーザーモードパーティションであり、通常のユーザーモード(multi-
user.target またはまたは graphical.target)で使用されるファイルシステムので使用されるファイルシステムの root パーティションではありまパーティションではありま
せん。ファイルシステムのマウントを選択して正常にマウントした場合は、以下のコマンドを実行してせん。ファイルシステムのマウントを選択して正常にマウントした場合は、以下のコマンドを実行して 
Anaconda レスキューモード環境のレスキューモード環境の root パーティションをファイルシステムのパーティションをファイルシステムの root パーティションにパーティションに
変更できます。変更できます。
    

sh-4.2# chroot /mnt/sysimage

     これは、ルートパーティションをこれは、ルートパーティションを / としてマウントする必要があるとしてマウントする必要がある rpm などのコマンドを実行するなどのコマンドを実行する
必要がある場合に便利です。必要がある場合に便利です。chroot 環境を終了するには、環境を終了するには、exit と入力してプロンプトに戻ります。と入力してプロンプトに戻ります。
    

     スキップスキップ を選択した場合には、を選択した場合には、/directory/ などのディレクトリーを作成し、次のコマンドを入力しなどのディレクトリーを作成し、次のコマンドを入力し
て、て、Anaconda レスキューモード内でパーティションまたはレスキューモード内でパーティションまたは LVM2 論理ボリュームを手動でマウントで論理ボリュームを手動でマウントで
きます。きます。
    

sh-4.2# mount -t xfs /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 /directory
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     上記のコマンドでは、上記のコマンドでは、/directory/ は作成したディレクトリーで、は作成したディレクトリーで、/dev/mapper/VolGroup00-
LogVol02 はマウントするはマウントする LVM2 論理ボリュームです。パーティションが論理ボリュームです。パーティションが XFS 以外のタイプの場合以外のタイプの場合
は、は、xfs 文字列を正しいタイプ文字列を正しいタイプ( ext4などなど)に置き換えます。に置き換えます。
    

     すべての物理パーティションの名前が不明な場合は、次のコマンドを実行すると一覧が表示されますべての物理パーティションの名前が不明な場合は、次のコマンドを実行すると一覧が表示されま
す。す。
    

sh-4.2# fdisk -l

     LVM2 物理ボリューム、ボリュームグループ、または論理ボリュームの名前がわからない場合は、そ物理ボリューム、ボリュームグループ、または論理ボリュームの名前がわからない場合は、そ
れぞれれぞれ pvdisplay コマンド、コマンド、vgdisplay コマンド、またはコマンド、または lvdisplay コマンドを使用します。コマンドを使用します。
    

     プロンプトから、以下のような多くの便利なコマンドが実行できます。プロンプトから、以下のような多くの便利なコマンドが実行できます。
    

       ネットワークが開始されている場合のネットワークが開始されている場合の SSH、、scp、および、および ping 
      

       詳細は詳細は『『Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド』』を参照してください。を参照してください。
      

       テープドライブを使用するユーザーのテープドライブを使用するユーザーの ダンプダンプ およびおよび 復元復元
      

       詳細は、詳細は、RHEL Backup and Restore Assistant を参照してください。を参照してください。
      

       パーティションを管理するためのパーティションを管理するための parted とと fdisk
      

       詳細は、詳細は、『『Red Hat Enterprise Linux 7 ストレージ管理ガイドストレージ管理ガイド』』を参照してください。を参照してください。
      

       ソフトウェアのインストールまたはアップグレードを行うソフトウェアのインストールまたはアップグレードを行う yum
      

       詳細については、詳細については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド』』を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
      

32.2.1. sosreportのキャプチャーのキャプチャー
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      sosreport コマンドラインユーティリティーは、実行中のカーネルバージョン、ロードされたモコマンドラインユーティリティーは、実行中のカーネルバージョン、ロードされたモ
ジュール、システムおよびサービス設定ファイルなどの設定および診断情報をシステムから収集しまジュール、システムおよびサービス設定ファイルなどの設定および診断情報をシステムから収集しま
す。ユーティリティーの出力は、す。ユーティリティーの出力は、/var/tmp/ ディレクトリーのディレクトリーの tar アーカイブに保存されます。アーカイブに保存されます。
     

      sosreport ユーティリティーは、システムエラーの分析に役立ち、トラブルシューティングを容易ユーティリティーは、システムエラーの分析に役立ち、トラブルシューティングを容易
にします。以下の手順では、にします。以下の手順では、Anaconda レスキューモードでレスキューモードで sosreport 出力をキャプチャーする方法を出力をキャプチャーする方法を
説明します。説明します。
     

手順手順32.2 Anaconda レスキューモードでのレスキューモードでの sosreport の使用の使用

1. 
        手順手順32.1「「Anaconda レスキューモードで起動する」レスキューモードで起動する」  の手順に従って、の手順に従って、Anaconda レスレス
キューモードで起動します。インストール済みのシステムのキューモードで起動します。インストール済みのシステムの / (root)パーティションを読み書きパーティションを読み書き
モードでマウントするようにしてください。モードでマウントするようにしてください。
       

2. 
        root ディレクトリーをディレクトリーを /mnt/sysimage/ ディレクトリーに変更します。ディレクトリーに変更します。
       

sh-4.2# chroot /mnt/sysimage/

3. 
        sosreport を実行して、システム設定および診断情報を含むアーカイブを生成します。を実行して、システム設定および診断情報を含むアーカイブを生成します。
       

sh-4.2# sosreport

重要重要

         sosreport を実行すると、を実行すると、Red Hat サポートサービスに連絡し、新しいササポートサービスに連絡し、新しいサ
ポートケースを作成する際に得られる名前とケース番号の入力を求めるプロンプポートケースを作成する際に得られる名前とケース番号の入力を求めるプロンプ
トが表示されます。次の文字またはスペースを追加するとレポートが使用できなトが表示されます。次の文字またはスペースを追加するとレポートが使用できな
くなる可能性があるため、英数字のみを使用してください。くなる可能性があるため、英数字のみを使用してください。
        

# % & { } \ < > > * ? / $ ~ ' " : @ + ` | =

4. 
        任意です任意です。ネットワークを使用して、生成されたアーカイブを新しい場所に転送する場合。ネットワークを使用して、生成されたアーカイブを新しい場所に転送する場合
は、ネットワークインターフェイスを設定する必要があります。動的は、ネットワークインターフェイスを設定する必要があります。動的 IP アドレス設定を使用すアドレス設定を使用す
る場合は、他に必要な手順はありません。ただし、静的アドレスを使用する場合は、次のコマる場合は、他に必要な手順はありません。ただし、静的アドレスを使用する場合は、次のコマ
ンドを実行して、ネットワークインターフェイスンドを実行して、ネットワークインターフェイス (dev eth0 などなど) にに IP アドレスアドレス 
(10.13.153.64/23 などなど) を割り当てます。を割り当てます。
       

bash-4.2# ip addr add 10.13.153.64/23 dev eth0
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        静的アドレス指定の詳細は、静的アドレス指定の詳細は、 Red Hat Enterprise Linux 7 ネットワークガイドネットワークガイドを参照してを参照して
ください。ください。
       

5. 
        chroot 環境を終了します。環境を終了します。
       

sh-4.2# exit

6. 
        生成されたアーカイブを新しい場所に保存し、その場所からアーカイブへのアクセスを容生成されたアーカイブを新しい場所に保存し、その場所からアーカイブへのアクセスを容
易にします。易にします。
       

sh-4.2# cp /mnt/sysimage/var/tmp/sosreport new_location

        ネットワークを介してアーカイブを転送するには、ネットワークを介してアーカイブを転送するには、scp ユーティリティーを使用します。ユーティリティーを使用します。
       

sh-4.2# scp /mnt/sysimage/var/tmp/sosreport username@hostname:sosreport

      詳細は、以下の参考情報をご覧ください。詳細は、以下の参考情報をご覧ください。
     

        sosreport に関する一般的な情報は、に関する一般的な情報は、What is a sosreport and how to create one in Red 
Hat Enterprise Linux 4.6 and later? を参照してください。を参照してください。
       

        Anaconda レスキューモード内でレスキューモード内で sosreport を使用する方法は、を使用する方法は、How to generate 
sosreport from the rescue environment を参照してください。を参照してください。
       

        sosreport をを /tmp 以外の場所に生成する方法については、以外の場所に生成する方法については、How do I make sosreport 
write to an alternative location? を参照してください。を参照してください。
       

        sosreport を手動で収集する方法は、を手動で収集する方法は、Sosreport fails を参照してください。を参照してください。 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
       

32.2.2. ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

      GRUB2 ブートローダーが誤って削除されたり、破損したり、または他のオペレーティングシステブートローダーが誤って削除されたり、破損したり、または他のオペレーティングシステ
ムによって置き換えられたりする場合があります。以下の手順は、マスターブートレコードにムによって置き換えられたりする場合があります。以下の手順は、マスターブートレコードに GRUB 
を再インストールするプロセスについて詳述しています。を再インストールするプロセスについて詳述しています。
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手順手順32.3 GRUB2 ブートローダーを再インストールするブートローダーを再インストールする

1. 
        Anaconda レスキューモードで起動するには、レスキューモードで起動するには、手順手順32.1「「Anaconda レスキューモードでレスキューモードで
起動する」起動する」 の手順に従います。インストール済みのシステムのの手順に従います。インストール済みのシステムの / (root)パーティションを読みパーティションを読み
書きモードでマウントするようにしてください。書きモードでマウントするようにしてください。
       

2. 
        root パーティションを変更します。パーティションを変更します。
       

sh-4.2# chroot /mnt/sysimage/

3. 
        以下のコマンドを使用して以下のコマンドを使用して GRUB2 ブートローダーを再インストールします。ここブートローダーを再インストールします。ここ
で、で、install_device はブートデバイスはブートデバイス (通常は通常は /dev/sda) になります。になります。
       

sh-4.2# /sbin/grub2-install install_device

4. 
        システムを再起動します。システムを再起動します。
       

32.2.3. RPM によるドライバーの追加、削除、置換によるドライバーの追加、削除、置換

      ドライバーが誤作動する場合やドライバーが不足している場合は、システムの起動時に問題が生じドライバーが誤作動する場合やドライバーが不足している場合は、システムの起動時に問題が生じ
る可能性があります。る可能性があります。Anaconda レスキューモードは、システムが起動に失敗した場合でもドライバーレスキューモードは、システムが起動に失敗した場合でもドライバー
を追加、削除、または交換できる環境を提供します。可能な場合は、を追加、削除、または交換できる環境を提供します。可能な場合は、RPM パッケージマネージャーをパッケージマネージャーを
使用して誤作動するドライバーを削除するか、更新されたドライバーまたは欠落しているドライバーを使用して誤作動するドライバーを削除するか、更新されたドライバーまたは欠落しているドライバーを
追加することを推奨します。追加することを推奨します。
     

注記注記

       ドライバーディスクからドライバーをインストールする場合、ドライバーディスクドライバーディスクからドライバーをインストールする場合、ドライバーディスク
はこのドライバーを使用するためにシステム上のすべてのはこのドライバーを使用するためにシステム上のすべての initramfs イメージを更新しまイメージを更新しま
す。ドライバーが原因でシステムが起動できない場合は、別のす。ドライバーが原因でシステムが起動できない場合は、別の initramfs イメージからシイメージからシ
ステムを起動する方法は使用できません。ステムを起動する方法は使用できません。
      

手順手順32.4 RPM を使用してドライバーを削除するを使用してドライバーを削除する

1. 
        Anaconda レスキューモードでシステムを起動します。レスキューモードでシステムを起動します。手順手順32.1「「Anaconda レスキューレスキュー
モードで起動する」モードで起動する」 にある説明に従ってください。インストール済みのシステムは必ず読み取にある説明に従ってください。インストール済みのシステムは必ず読み取
りと書き込みりと書き込み (read-write) モードでマウントしてください。モードでマウントしてください。
       

2. 
        root ディレクトリーをディレクトリーを /mnt/sysimage/ に変更します。に変更します。
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sh-4.2# chroot /mnt/sysimage/

3. 
        rpm -e コマンドを使用して、ドライバーパッケージを削除します。たとえば、コマンドを使用して、ドライバーパッケージを削除します。たとえば、xorg-x11-
drv-wacom ドライバーパッケージを削除するには、次のコマンドを実行します。ドライバーパッケージを削除するには、次のコマンドを実行します。
       

sh-4.2# rpm -e xorg-x11-drv-wacom

4. 
        chroot 環境を終了します。環境を終了します。
       

sh-4.2# exit

      誤作動を起こすドライバーを何らかの理由で削除できない場合は、ドライバーが起動時に読み込ま誤作動を起こすドライバーを何らかの理由で削除できない場合は、ドライバーが起動時に読み込ま
れないようにするため、代わりにドライバーをれないようにするため、代わりにドライバーを ブラックリストブラックリスト に登録できます。ドライバーのブラッに登録できます。ドライバーのブラッ
クリスト登録に関する情報はクリスト登録に関する情報は 「ブラックリストへのドライバーの登録」「ブラックリストへのドライバーの登録」 およびおよび 23章章起動オプション起動オプション をを
参照してください。参照してください。
     

      ドライバーをインストールするプロセスもこれに似ていますが、ドライバーをインストールするプロセスもこれに似ていますが、RPM パッケージがシステム上で利パッケージがシステム上で利
用できる状態である必要があります。用できる状態である必要があります。
     

手順手順32.5 RPM パッケージからドライバーをインストールするパッケージからドライバーをインストールする

1. 
        Anaconda レスキューモードでシステムを起動します。レスキューモードでシステムを起動します。手順手順32.1「「Anaconda レスキューレスキュー
モードで起動する」モードで起動する」 にある説明に従ってください。インストール済みのシステムは、読み取りにある説明に従ってください。インストール済みのシステムは、読み取り
専用でマウント専用でマウントしないでくださいしないでください。。
       

2. 
        そのドライバーを含むそのドライバーを含む RPM パッケージを利用できるようにします。たとえば、パッケージを利用できるようにします。たとえば、CD またはまたは 
USB フラッシュドライブをマウントし、フラッシュドライブをマウントし、RPM パッケージをパッケージを /mnt/sysimage/ の下の任意の場所の下の任意の場所
にコピーします（例：にコピーします（例： /mnt/sysimage/root/drivers/）。）。
       

3. 
        root ディレクトリーをディレクトリーを /mnt/sysimage/ に変更します。に変更します。
       

sh-4.2# chroot /mnt/sysimage/

4. 
        rpm -ivh コマンドを使用してドライバーパッケージをインストールします。たとえコマンドを使用してドライバーパッケージをインストールします。たとえ
ば、ば、xorg-x11-drv-wacom ドライバーパッケージをドライバーパッケージを /root/drivers/ からインストールするには、からインストールするには、
次のコマンドを実行します。次のコマンドを実行します。
       

sh-4.2# rpm - ivh /root/drivers/xorg-x11-drv-wacom-0.23.0-6.el7.x86_64.rpm
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注記注記

         このこの chroot 環境の環境の /root/drivers/ ディレクトリーは、元のレスキュー環境ディレクトリーは、元のレスキュー環境
のの /mnt/sysimage/root/drivers/ ディレクトリーです。ディレクトリーです。
        

5. 
        chroot 環境を終了します。環境を終了します。
       

sh-4.2# exit

      ドライバーの削除、インストールが終了したら、システムを再起動します。ドライバーの削除、インストールが終了したら、システムを再起動します。
     

第第32章章 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

489



第第33章章 RED HAT SUBSCRIPTION MANAGEMENT からの登録解除からの登録解除

    システムが登録できるは、単一のサブスクリプションサービスに対してのみです。登録先のサブスクシステムが登録できるは、単一のサブスクリプションサービスに対してのみです。登録先のサブスク
リプションサービスを変更する必要がある、または登録を取り消す場合、登録先のサブスクリプションリプションサービスを変更する必要がある、または登録を取り消す場合、登録先のサブスクリプション
サービスのタイプによって取り消しの手続きが異なります。サービスのタイプによって取り消しの手続きが異なります。
   

33.1. RED HAT SUBSCRIPTION MANAGEMENT に登録している場合に登録している場合

     いくつかのサブスクリプションサービスでは、システムやインストール済み製品、アタッチされていくつかのサブスクリプションサービスでは、システムやインストール済み製品、アタッチされて
いるサブスクリプションなどを特定する際に、証明書を基にした同一のフレームワークを使用します。いるサブスクリプションなどを特定する際に、証明書を基にした同一のフレームワークを使用します。
カスタマーポータルによるサブスクリプション管理カスタマーポータルによるサブスクリプション管理 (ホスト型ホスト型)、、Subscription Asset Manager (オンプオンプ
レミスのサブスクリプションサービスレミスのサブスクリプションサービス)、、CloudForms System Engine (オンプレミスのサブスクリプオンプレミスのサブスクリプ
ションおよびコンテンツ配信サービスションおよびコンテンツ配信サービス) などがこれに該当します。これらはすべてなどがこれに該当します。これらはすべて Red Hat 
Subscription Management に含まれます。に含まれます。
    

     Red Hat Subscription Management のサービスの場合、システムはのサービスの場合、システムは Red Hat サブスクリプションサブスクリプション
マネージャーというクライアントツールで管理されます。マネージャーというクライアントツールで管理されます。
    

     Red Hat Subscription Management サーバーに登録されているシステムの登録を解除するにサーバーに登録されているシステムの登録を解除するに
は、は、root でで unregister コマンドをパラメーターなしで使用します。コマンドをパラメーターなしで使用します。
    

# subscription-manager unregister

     詳細は詳細はRed Hat Subscription Manager の使用および設定の使用および設定をご覧ください。をご覧ください。
    

33.2. RED HAT SATELLITE に登録している場合に登録している場合

     サーバーでサーバーで Satellite を登録する場合は、システムを登録する場合は、システム タブでシステムを見つけ、適切なプロファイルをタブでシステムを見つけ、適切なプロファイルを
削除します。削除します。
    

     詳細は詳細はRed Hat Satellite クイックスタートガイドクイックスタートガイドを参照してください。を参照してください。
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34.1. 64 ビットビット AMD、、INTEL、および、および ARM システムからのシステムからの RED HAT ENTERPRISE LINUX の削除の削除

     コンピューターからコンピューターから Red Hat Enterprise Linux を削除する方法は、を削除する方法は、Red Hat Enterprise Linux がコがコ
ンピューターにインストールされている唯一のオペレーティングシステムであるかどうかによって異なンピューターにインストールされている唯一のオペレーティングシステムであるかどうかによって異な
ります。ります。
    

     削除を行う前に、次の点を考慮してください。削除を行う前に、次の点を考慮してください。 
     

        場合によっては、このプロセスの完了後に、システムで使用する予定の場合によっては、このプロセスの完了後に、システムで使用する予定の Red Hat 
Enterprise Linux 以外のオペレーティングシステム用のインストールメディアが必要になる可以外のオペレーティングシステム用のインストールメディアが必要になる可
能性があります。能性があります。
       

        複数のオペレーティングシステムをインストールしている場合には、各オペレーティング複数のオペレーティングシステムをインストールしている場合には、各オペレーティング
システムを個別に起動できること、またコンピューターの製造元やオペレーティングシステムシステムを個別に起動できること、またコンピューターの製造元やオペレーティングシステム
の製造元で自動設定されている可能性のあるパスワードなどを含め、管理者用のすべてのパスの製造元で自動設定されている可能性のあるパスワードなどを含め、管理者用のすべてのパス
ワードが手元にあることを確認してください。ワードが手元にあることを確認してください。
       

        削除する削除する Red Hat Enterprise Linux のインストールからのデータを残す場合は、別の場所のインストールからのデータを残す場合は、別の場所
にバックアップする必要があります。機密データを含んでいるインストールを削除する場合にバックアップする必要があります。機密データを含んでいるインストールを削除する場合
は、必ず所属組織のセキュリティーポリシーに準じたデータの破棄を行ってください。バックは、必ず所属組織のセキュリティーポリシーに準じたデータの破棄を行ってください。バック
アップ媒体が、データ復元先となるオペレーティングシステム上で読み取り可能であることをアップ媒体が、データ復元先となるオペレーティングシステム上で読み取り可能であることを
確認してください。たとえば、確認してください。たとえば、ext2、、ext3、、ext4、または、または XFS などのファイルシステムを使用などのファイルシステムを使用
するようにするように Red Hat Enterprise Linux でフォーマット化した外付けハードドライブは、サードでフォーマット化した外付けハードドライブは、サード
パーティーのソフトウェアがないとパーティーのソフトウェアがないと Microsoft Windows では読み取ることができません。では読み取ることができません。
       

警告警告

         念のために、同じコンピューターにインストールされている念のために、同じコンピューターにインストールされている Red Hat 
Enterprise Linux も含め、すべてのオペレーティングシステムのデータのも含め、すべてのオペレーティングシステムのデータの
バックアップを取ってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全バックアップを取ってください。万一、何らかのミスが発生した場合、全
データを喪失してしまう可能性があります。データを喪失してしまう可能性があります。
        

        アンインストールするのはアンインストールするのは Red Hat Enterprise Linux のみで、コンピューター全体を再のみで、コンピューター全体を再
インストールするわけではない場合、パーティションレイアウトを十分に理解しておく必要がインストールするわけではない場合、パーティションレイアウトを十分に理解しておく必要が
あります。特に、あります。特に、mount コマンドの出力は役に立ちます。また、コマンドの出力は役に立ちます。また、grub.cfg でで Red Hat 
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Enterprise Linux インストールを起動するのに使用するインストールを起動するのに使用する menuitem を書き留めておくと役立ちを書き留めておくと役立ち
ます。ます。
       

    

     一般的に、システムから一般的に、システムから Red Hat Enterprise Linux をアンインストールするには、以下のをアンインストールするには、以下の 2 つの手つの手
順を実行します。順を実行します。
    

1. 
       マスターブートレコードマスターブートレコード (MBR) からから Red Hat Enterprise Linux ブートローダー情報を削ブートローダー情報を削
除します。除します。
      

2. 
       Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムを含むパーティションをすべて削除オペレーティングシステムを含むパーティションをすべて削除
します。します。
      

     ここでの説明では、コンピューターのあり得るすべての設定を対象とすることはできないため、以ここでの説明では、コンピューターのあり得るすべての設定を対象とすることはできないため、以
下に一般的な設定をあげておきます。下に一般的な設定をあげておきます。
    

       Red Hat Enterprise Linux のみのみ
      

       「「Red Hat Enterprise Linux だけがインストールされている場合」だけがインストールされている場合」 を参照してください。を参照してください。
      

       Red Hat Enterprise Linux とと Linux ディストリビューションディストリビューション
      

       「異なる「異なる Linux ディストリビューションでインストールされたディストリビューションでインストールされた Red Hat Enterprise 
Linux」」 を参照してください。を参照してください。
      

       Red Hat Enterprise Linux およびおよび Windows 2000、、Windows Server 2000、、Windows 
XP、、Windows Vista、、Windows Server 2003 およびおよび Windows Server 2008
      

       「「Red Hat Enterprise Linux の他にの他に Microsoft Windows オペレーティングシステムがイオペレーティングシステムがイ
ンストールされている場合」ンストールされている場合」 を参照してください。を参照してください。
      

     ご使用の設定が一覧にない場合や、高度にカスタマイズされたパーティションスキームである場ご使用の設定が一覧にない場合や、高度にカスタマイズされたパーティションスキームである場
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合、一般的な参考として以下のセクションを使用してください。これらの状況では、選択したブート合、一般的な参考として以下のセクションを使用してください。これらの状況では、選択したブート
ローダーを設定する方法を理解しておく必要もあります。ローダーを設定する方法を理解しておく必要もあります。GRUB2 ブートローダーの詳細は、ブートローダーの詳細は、Red Hat 
Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド を参照してください。を参照してください。
    

     Red Hat Enterprise Linux および他のオペレーティングシステムもすべてアンインストールする場および他のオペレーティングシステムもすべてアンインストールする場
合は、合は、Red Hat Enterprise Linux のみインストールされているコンピューターについて説明している手のみインストールされているコンピューターについて説明している手
順を実行してください。順を実行してください。
    

34.1.1. Red Hat Enterprise Linux だけがインストールされている場合だけがインストールされている場合

      以下の手順は、システムにインストールされているオペレーティングシステムが以下の手順は、システムにインストールされているオペレーティングシステムが Red Hat 
Enterprise Linux のみである場合にこれを削除する方法について示しています。代わりに使用するオペのみである場合にこれを削除する方法について示しています。代わりに使用するオペ
レーティングシステムのインストールメディアを使ってレーティングシステムのインストールメディアを使って Red Hat Enterprise Linux の削除を行いまの削除を行いま
す。インストールメディアの例としては、す。インストールメディアの例としては、Windows XP のインストールのインストール CD、、Windows Vista のインスのインス
トールトール DVD、または別の、または別の Linux ディストリビューションのインストールディストリビューションのインストール CD またはまたは DVD などがありまなどがありま
す。す。
     

      Microsoft Windows をプレインストールしている工場組み立てのコンピューター製造会社の一部にをプレインストールしている工場組み立てのコンピューター製造会社の一部に
は、コンピューターには、コンピューターに Windows インストール用のインストール用の CD またはまたは DVD を同梱していないメーカーがあるを同梱していないメーカーがある
ため注意してください。こうした製造会社では通常、代わりに独自のシステム復元ディスクを提供してため注意してください。こうした製造会社では通常、代わりに独自のシステム復元ディスクを提供して
いたり、初回の起動でユーザー自身にシステム復元ディスクを作成するソフトウェアを同梱していまいたり、初回の起動でユーザー自身にシステム復元ディスクを作成するソフトウェアを同梱していま
す。また、システム復元ソフトウェアがシステムのハードドライブに設けられた独立パーティションにす。また、システム復元ソフトウェアがシステムのハードドライブに設けられた独立パーティションに
保存されていることもあります。コンピューターにプレインストールされていたオペレーティングシス保存されていることもあります。コンピューターにプレインストールされていたオペレーティングシス
テムのインストール用メディアの形態がわからない場合は、マシンに同梱された資料を参照するか、製テムのインストール用メディアの形態がわからない場合は、マシンに同梱された資料を参照するか、製
造元にお問い合わせください。造元にお問い合わせください。
     

      該当オペレーティングシステムのインストール用メディアを見つけたら、以下を実行します。該当オペレーティングシステムのインストール用メディアを見つけたら、以下を実行します。
     

1. 
        残すデータのバックアップを作成します。残すデータのバックアップを作成します。
       

2. 
        コンピューターをシャットダウンします。コンピューターをシャットダウンします。
       

3. 
        代わりに使用するオペレーティングシステムのインストール用ディスクを使ってコン代わりに使用するオペレーティングシステムのインストール用ディスクを使ってコン
ピューターを起動します。ピューターを起動します。
       

4. 
        インストール中に表示されるプロンプトに従います。インストール中に表示されるプロンプトに従います。Windows、、OS X、およびほとんど、およびほとんど
のの Linux インストールディスクでは、インストール中にハードドライブのパーティション設定インストールディスクでは、インストール中にハードドライブのパーティション設定
を手動で行うことができます。または、すべてのパーティションを一旦削除してから新たにを手動で行うことができます。または、すべてのパーティションを一旦削除してから新たに
パーティション設定を開始するオプションを選択することもできます。この段階で、インスパーティション設定を開始するオプションを選択することもできます。この段階で、インス
トールソフトウェアによって検出された既存のパーティションをすべて削除するか、インストールソフトウェアによって検出された既存のパーティションをすべて削除するか、インス
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トールプログラムにパーティションの自動削除を任せます。トールプログラムにパーティションの自動削除を任せます。Microsoft Windows がプリインスがプリインス
トールされているコンピューターのシステム復元用メディアでは、何も入力しなくても自動的トールされているコンピューターのシステム復元用メディアでは、何も入力しなくても自動的
にデフォルトのレイアウトでパーティションが作成される場合があります。にデフォルトのレイアウトでパーティションが作成される場合があります。
       

警告警告

         システム復元ソフトウェアがハードドライブ上のパーティションに収システム復元ソフトウェアがハードドライブ上のパーティションに収
納されているコンピューターの場合は、他のメディアからオペレーティン納されているコンピューターの場合は、他のメディアからオペレーティン
グシステムをインストールする際のパーティション削除には充分注意してグシステムをインストールする際のパーティション削除には充分注意して
ください。パーティションの削除でシステム復元ソフトウェアを収納してください。パーティションの削除でシステム復元ソフトウェアを収納して
いるパーティションまで破棄してしまう恐れがあります。いるパーティションまで破棄してしまう恐れがあります。
        

34.1.2. 異なる異なる Linux ディストリビューションでインストールされたディストリビューションでインストールされた Red Hat Enterprise Linux

      以下の手順は、別の以下の手順は、別の Linux ディストリビューションとともにインストールされたシステムでディストリビューションとともにインストールされたシステムで Red 
Hat Enterprise Linux を削除する方法を示しています。他のを削除する方法を示しています。他の Linux ディストリビューションを使用しディストリビューションを使用し
て、ブートローダーのエントリーを削除したり、て、ブートローダーのエントリーを削除したり、 Red Hat Enterprise Linux パーティションを削除すパーティションを削除す
ることができます。ることができます。
     

      多くの多くの Linux ディストリビューション間では違いがあるため、以下の手順は一般的な参考としてごディストリビューション間では違いがあるため、以下の手順は一般的な参考としてご
利用ください。詳細は、特定のシステムの設定と、利用ください。詳細は、特定のシステムの設定と、Red Hat Enterprise Linux をデュアルブートするをデュアルブートする 
Linux ディストリビューションによって異なります。ディストリビューションによって異なります。
     

重要重要

       この手順では、システムがこの手順では、システムが GRUB2 ブートローダーを使用していることを前提としブートローダーを使用していることを前提とし
ています。別のブートローダーています。別のブートローダー( LILOなどなど)を使用する場合は、そのソフトウェアのドを使用する場合は、そのソフトウェアのド
キュメントを参照して、ブートターゲットの一覧からキュメントを参照して、ブートターゲットの一覧から Red Hat Enterprise Linux のエンのエン
トリーを特定し、削除して、デフォルトのオペレーティングシステムが正しく指定されトリーを特定し、削除して、デフォルトのオペレーティングシステムが正しく指定され
ていることを確認します。ていることを確認します。
      

1. 
        ブートローダーからのブートローダーからの Red Hat Enterprise Linux エントリーの削除エントリーの削除
       

a. 
          お使いのコンピューターには、お使いのコンピューターには、Red Hat Enterprise Linux ではなく、使用しているではなく、使用している 
Linux ディストリビューションを起動します。ディストリビューションを起動します。
         

b. 
          コマンドラインでコマンドラインで su - と入力し、と入力し、Enter を押します。システムでを押します。システムで root パスワードのパスワードの  
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入力入力 を求められたら、パスワードを入力してを求められたら、パスワードを入力して Enter キーを押します。キーを押します。
         

c. 
          vim などのテキストエディターを使用して、などのテキストエディターを使用して、/boot/grub2/grub.cfg 設定ファイルを開設定ファイルを開
きます。このファイルで、削除しようとしているシステムのエントリーを探しまきます。このファイルで、削除しようとしているシステムのエントリーを探しま
す。す。grub.cfg ファイルの通常のファイルの通常の Red Hat Enterprise Linux エントリーは以下のようになりエントリーは以下のようになり
ます。ます。
         

例例34.1 A Red Hat Enterprise Linux Entry in grub.cfg

menuentry 'Red Hat Enterprise Linux Server (3.10.0-57.el7.x86_64) 7 (Maipo)' --
class red --class gnu-linux --class gnu --class os $menuentry_id_option 
'gnulinux-3.10.0-53.el7.x86_64-advanced-9eecdce6-58ce-439b-bfa4-
76a9ea6b0906' {
  load_video
  set gfxpayload=keep
  insmod gzio
  insmod part_msdos
  insmod xfs
  set root='hd0,msdos1'
  if [x$feature_platform_search_hint = xy ]; then
    search --no-floppy --fs-uuid --set=root --hint='hd0,msdos1' 0c70bc74-7675-
4989-9dc8-bbcf5418ddf1
  else
    search --no-floppy --fs-uuid --set=root 0c70bc74-7675-4989-9dc8-
bbcf5418ddf1
  fi
  linux16 /vmlinuz-3.10.0-57.el7.x86_64 root=/dev/mapper/rhel-root ro 
rd.lvm.lv=rhel/root vconsole.font=latarcyrheb-sun16 rd.lvm.lv=rhel/swap 
crashkernel=auto vconsole.keymap=us rhgb quiet LANG=en_US.UTF-8
  initrd16 /initramfs-3.10.0-57.el7.x86_64.img
}

d. 
          menuentry からから } までのエントリー全体を削除します。までのエントリー全体を削除します。
         

          システムの設定によっては、システムの設定によっては、grub.cfg に、それぞれ異なるバージョンのに、それぞれ異なるバージョンの Linux カーカー
ネルに対応する複数のネルに対応する複数の Red Hat Enterprise Linux エントリーが存在する可能性がありまエントリーが存在する可能性がありま
す。ファイルから各す。ファイルから各 Red Hat Enterprise Linux エントリーを削除します。エントリーを削除します。
         

e. 
          grub.cfg ファイルを保存してファイルを保存して vimを閉じます。を閉じます。
         

2. 
        マルチブート環境でマルチブート環境で Red Hat Enterprise Linux パーティションを削除します。パーティションを削除します。
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注記注記

         他のインストールがまだ使用しているパーティションを削除しないように他のインストールがまだ使用しているパーティションを削除しないように
注意してください。注意してください。
        

a. 
          お使いのコンピューターには、お使いのコンピューターには、Red Hat Enterprise Linux ではなく、使用しているではなく、使用している 
Linux ディストリビューションを起動します。ディストリビューションを起動します。
         

b. 
          たとえば、標準パーティションの場合はたとえば、標準パーティションの場合は fdisk、論理ボリュームおよびボリュームグ、論理ボリュームおよびボリュームグ
ループを削除するにはループを削除するには lvremove およびおよび vgremove などを使用して、不要なパーティショなどを使用して、不要なパーティショ
ンをすべて削除します。これらのユーティリティーに関する追加の情報は、それぞれのンをすべて削除します。これらのユーティリティーに関する追加の情報は、それぞれの 
man ページまたはページまたはRed Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイドを参照してくださを参照してくださ
い。い。
         

            fdisk （標準パーティションの場合）。詳細については、（標準パーティションの場合）。詳細については、How do you use 
fdisk to delete a partition?を参照してください。を参照してください。
           

            論理ボリュームとボリュームグループを削除するには、論理ボリュームとボリュームグループを削除するには、 lvremove とと vgremove 
します。詳細は、します。詳細は、Red Hat ストレージ管理ガイドストレージ管理ガイドを参照してください。を参照してください。
           

34.1.3. Red Hat Enterprise Linux の他にの他に Microsoft Windows オペレーティングシステムがインストーオペレーティングシステムがインストー
ルされている場合ルされている場合

      以下の手順は、以下の手順は、Windows 2000、、Windows Server 2000、、Windows XP、、Windows Server 2003、、
Windows Vista またはまたは Windows Server 2008 と共にインストールされているシステム上のと共にインストールされているシステム上の Red Hat 
Enterprise Linux を削除する方法について示しています。を削除する方法について示しています。Microsoft Windows インストールとそのイインストールとそのイ
ンストールメディアを使用して、ブートローダーとンストールメディアを使用して、ブートローダーと Red Hat Enterprise Linux パーティションを削除パーティションを削除
できます。できます。
     

      MS-DOS またはまたは Windows XP 以前の以前の Microsoft Windows バージョンバージョン (Windows 2000 を除くを除く) をを
インストールしているシステムでのインストールしているシステムでの Red Hat Enterprise Linux の削除については、本ガイドの対象外の削除については、本ガイドの対象外
となります。これらのオペレーティングシステムのパーティション管理は堅牢ではないため、となります。これらのオペレーティングシステムのパーティション管理は堅牢ではないため、Linux 
パーティションを削除することはできません。パーティションを削除することはできません。
     

      Microsoft Windows のバージョン間には違いがあるため、以下の手順を実行する際は十分注意してのバージョン間には違いがあるため、以下の手順を実行する際は十分注意して
ください。以下の手順で使用するのは、ご使用のください。以下の手順で使用するのは、ご使用の Microsoft Windows オペレーティングシステムのオペレーティングシステムの
ユーティリティーのみなので、ユーティリティーのみなので、Microsoft Windows オペレーティングシステムのマニュアルも合わせオペレーティングシステムのマニュアルも合わせ
て参照してください。て参照してください。
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警告警告

       この手順は、この手順は、Windows インストールディスクから読み込まれるインストールディスクから読み込まれる Windows 回回
復コンソール復コンソール またはまたは Windows リカバリー環境リカバリー環境 に依存するため、このディスクにに依存するため、このディスクに
アクセスせずに手順を完了することはできません。一旦、手順を開始したらそれをアクセスせずに手順を完了することはできません。一旦、手順を開始したらそれを
完了させない限り、コンピューターが起動できない状態になってしまう可能性があ完了させない限り、コンピューターが起動できない状態になってしまう可能性があ
ります。ります。Windows で事前にインストールしたファクトリービルドのコンピューで事前にインストールしたファクトリービルドのコンピュー
ターに用意されているシステム復元ディスクには、ターに用意されているシステム復元ディスクには、Windows リカバリーコンソーリカバリーコンソー
ルル またはまたは Windows リカバリーリカバリー 環境環境 が含まれていない可能性がが含まれていない可能性が ありますあります。。
      

       Windows 2000、、Windows Server 2000、、Windows XP、、Windows Server 
2003 のユーザーが本手順を実行すると、のユーザーが本手順を実行すると、Windows システムの管理者用パスワードシステムの管理者用パスワード
の入力が求められます。システムの管理者用パスワードがわかっている、またはシの入力が求められます。システムの管理者用パスワードがわかっている、またはシ
ステムの管理者用パスワードは一切作成されていないステムの管理者用パスワードは一切作成されていない (製造元でも作成および設定製造元でも作成および設定
されていないされていない) ことが確かな場合以外は、この手順を実行しないでください。ことが確かな場合以外は、この手順を実行しないでください。
      

1. 
        Red Hat Enterprise Linux パーティションの削除パーティションの削除
       

a. 
          コンピューターをコンピューターを Microsoft Windows 環境で起動します。環境で起動します。
         

b. 
          Start>Run クリックして、クリックして、diskmgmt.msc とと 入力入力 し、し、Enter を押します。を押します。ディスクディスク
管理管理 ツールが開きます。ツールが開きます。
         

          各パーティションをバーで表したグラフが表示されます。最初のパーティションは通各パーティションをバーで表したグラフが表示されます。最初のパーティションは通
常常 NTFS というラベルが付けられ、というラベルが付けられ、C: ドライブに対応します。少なくともドライブに対応します。少なくとも 2 つのつの Red Hat 
Enterprise Linux パーティションが表示されます。パーティションが表示されます。Windows ではこれらのパーティションではこれらのパーティション
のファイルシステムタイプは表示されませんが、ドライブ用の文字が割り当てることがでのファイルシステムタイプは表示されませんが、ドライブ用の文字が割り当てることがで
きます。きます。
         

c. 
          Red Hat Enterprise Linux パーティションのいずれかを右クリックし、パーティパーティションのいずれかを右クリックし、パーティ
ションの削除ションの削除 をクリックし、をクリックし、Yes をを クリックして削除を確定します。システムにある他のクリックして削除を確定します。システムにある他の 
Red Hat Enterprise Linux パーティションにも、このプロセスを繰り返します。パーティパーティションにも、このプロセスを繰り返します。パーティ
ションを削除すると、ションを削除すると、Windows は、以前にそれらのパーティションが占有していたハードは、以前にそれらのパーティションが占有していたハード
ドライブの領域にドライブの領域に 未割り当て未割り当て のの のラベルを付けます。のラベルを付けます。
         

          この未割り当て領域を既存のこの未割り当て領域を既存の Windows パーティションに追加したり、別の用途に利パーティションに追加したり、別の用途に利
用することができます。これを実行する方法は、用することができます。これを実行する方法は、Red Hat Enterprise Linux 以外のオペ以外のオペ
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レーティングシステムのマニュアルを参照してください。レーティングシステムのマニュアルを参照してください。
         

2. 
        Windows のブートローダーを復元するのブートローダーを復元する
       

a. 
          Windows 2000、、Windows Server 2000、、Windows XP、および、および Windows Server 
2003 の場合の場合
         

i. 
            Windows インストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。インストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。
コンピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。コンピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。
           

Press any key to boot from CD

            このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、Windows インイン
ストールソフトウェアが読み込まれます。ストールソフトウェアが読み込まれます。
           

ii. 
            Welcome to Setup 画面が表示されたら、画面が表示されたら、Windows Recovery Console を開始を開始
できます。この手順はできます。この手順は Windows のバージョンごとに若干異なります。のバージョンごとに若干異なります。
           

A. 
              Windows 2000 およびおよび Windows Server 2000 の場合は、の場合は、R キーを押してキーを押して
からから C キーを押します。キーを押します。
             

B. 
              Windows XP およびおよび Windows Server 2003 では、では、R キーを押します。キーを押します。
             

iii. 
            Windows 回復コンソール回復コンソール は、ハードドライブをスキャンしては、ハードドライブをスキャンして Windows インイン
ストールをスキャンし、それぞれに番号を割り当てます。各ストールをスキャンし、それぞれに番号を割り当てます。各 Windows インストールがインストールが
表示され、いずれかひとつの選択を求められます。復元する表示され、いずれかひとつの選択を求められます。復元する Windows インストールのインストールの
番号を入力します。番号を入力します。
           

iv. 
            Windows 回復コンソール回復コンソール により、により、Windows インストールの管理者パスワードインストールの管理者パスワード
の入力が求められます。の入力が求められます。Administrator パスワードを入力し、パスワードを入力し、Enter キーを押します。キーを押します。
このシステムの管理者パスワードがない場合は、このシステムの管理者パスワードがない場合は、Enter キーを押します。キーを押します。
           

v. 
            プロンプトでコマンドプロンプトでコマンド fixmbr と入力し、と入力し、Enter を押します。を押します。fixmbr ツールツール
は、システムのマスターブートレコードを復元するようになりました。は、システムのマスターブートレコードを復元するようになりました。
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vi. 
            プロンプトが再度表示されたら、プロンプトが再度表示されたら、exit と入力してと入力して Enter キーを押します。キーを押します。
           

vii. 
            コンピューターが再起動し、コンピューターが再起動し、Windows オペレーティングシステムを起動させまオペレーティングシステムを起動させま
す。す。
           

b. 
          Windows Vista およびおよび Windows Server 2008 の場合の場合
         

i. 
            Windows インストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。インストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。
コンピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。コンピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。
           

Press any key to boot from CD or DVD

            このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、Windows インイン
ストールソフトウェアが読み込まれます。ストールソフトウェアが読み込まれます。
           

ii. 
            Windows のインストールのインストール ダイアログで、言語、時刻と通貨の形式、およびダイアログで、言語、時刻と通貨の形式、および
キーボードタイプを選択します。キーボードタイプを選択します。Nextをクリックします。をクリックします。
           

iii. 
            Repair your computer をクリックします。をクリックします。
           

iv. 
            Windows リカバリー環境リカバリー環境 (WRE)では、システムで検出できるでは、システムで検出できる Windows インイン
ストールが表示されます。復元するインストールを選択し、ストールが表示されます。復元するインストールを選択し、Next をクリックします。をクリックします。
           

v. 
            コマンドプロンプトコマンドプロンプト をクリックします。コマンドウィンドウが開きます。をクリックします。コマンドウィンドウが開きます。
           

vi. 
            bootrec /fixmbr と入力し、と入力し、Enter を押します。を押します。
           

vii. 
            プロンプトが再度表示されたら、コマンドウィンドウを閉じ、プロンプトが再度表示されたら、コマンドウィンドウを閉じ、Restart をクリッをクリッ
クします。クします。
           

viii. 
            コンピューターが再起動し、コンピューターが再起動し、Windows オペレーティングシステムを起動させまオペレーティングシステムを起動させま
す。す。
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34.2. IBM Z からのからの RED HAT ENTERPRISE LINUX の削除の削除

     Linux ディスクに機密データが含まれている場合には、既存のオペレーティングシステムのデータをディスクに機密データが含まれている場合には、既存のオペレーティングシステムのデータを
削除する時に、必ず所属組織のセキュリティーポリシーに準じてデータを破棄してください。以下の選削除する時に、必ず所属組織のセキュリティーポリシーに準じてデータを破棄してください。以下の選
択肢を検討した上で、削除の手順に進んでください。択肢を検討した上で、削除の手順に進んでください。
    

       新規インストールでディスクを上書きします。新規インストールでディスクを上書きします。
      

       Linux がインストールされていたがインストールされていた DASD またはまたは SCSI ディスクを他のシステムから見えるディスクを他のシステムから見える
ようにしてから、データを削除します。しかし、この操作には特別な権限が必要になる可能性ようにしてから、データを削除します。しかし、この操作には特別な権限が必要になる可能性
があります。システム管理者に確認してください。があります。システム管理者に確認してください。dasdfmt (DASD のの
みみ)、、parted、、mke2fs、、dd などのなどの Linux コマンドを使用できます。これらのコマンドの詳細コマンドを使用できます。これらのコマンドの詳細
は、該当のは、該当の man ページを参照してください。ページを参照してください。
      

34.2.1. z/VM ゲストまたはゲストまたは LPAR 上での別オペレーティングシステムの実行上での別オペレーティングシステムの実行

      z/VM ゲスト仮想マシンまたはゲスト仮想マシンまたは LPAR の環境下で、現在インストール済みのシステムが存在していの環境下で、現在インストール済みのシステムが存在してい
る場所とは異なるる場所とは異なる DASD またはまたは SCSI ディスクから起動したい場合、インストール済みのディスクから起動したい場合、インストール済みの Red Hat 
Enterprise Linux をシャットダウンし、起動させる別のをシャットダウンし、起動させる別の Linux インスタンスがインストールされていインスタンスがインストールされてい
るディスクを使用します。この操作でインストール済みのシステムのコンテンツが変更されることはあるディスクを使用します。この操作でインストール済みのシステムのコンテンツが変更されることはあ
りません。りません。
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パートパート VI. 技術解説技術解説

    本セクションの付録には本セクションの付録には Red Hat Enterprise Linux のインストール方法についての説明は記載されのインストール方法についての説明は記載され
ていません。ここでは、インストールの過程でていません。ここでは、インストールの過程で Red Hat Enterprise Linux で利用できる各種オプショで利用できる各種オプショ
ンの理解に役立つと思われる技術的な背景について解説しています。ンの理解に役立つと思われる技術的な背景について解説しています。
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付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要

注記注記

     AMD64 またはまたは Intel 64 以外のアーキテクチャーの場合、一部解説内容が該当しない以外のアーキテクチャーの場合、一部解説内容が該当しない
こともあります。ただし、ここでは基本概念として該当する内容を解説していますこともあります。ただし、ここでは基本概念として該当する内容を解説しています
    

    このセクションでは、基本的なディスクの概念、ディスクパーティションの再設定、このセクションでは、基本的なディスクの概念、ディスクパーティションの再設定、Linux システムシステム
で使用されるパーティション命名スキーム、および関連トピックについて説明しています。で使用されるパーティション命名スキーム、および関連トピックについて説明しています。
   

    ディスクパーティションについて充分理解している場合は本章を省略しても構いません。ディスクパーティションについて充分理解している場合は本章を省略しても構いません。Red Hat 
Enterprise Linux インストールの準備としてディスク領域を解放する手順をインストールの準備としてディスク領域を解放する手順を「ディスクのパーティショ「ディスクのパーティショ
ン再設定に関する戦略」ン再設定に関する戦略」で確認してください。で確認してください。
   

注記注記

     インストールの前に、ディスクデバイスにパーティションを設定するかどうかを検討インストールの前に、ディスクデバイスにパーティションを設定するかどうかを検討
する必要があります。詳細は、ナレッジベースの記事する必要があります。詳細は、ナレッジベースの記事 
(https://access.redhat.com/solutions/163853) を参照してください。を参照してください。
    

A.1. ハードディスクの基本概念ハードディスクの基本概念

     ハードディスクの機能は、データを保存し、命令に応じて確実に取得するという非常に簡単なものハードディスクの機能は、データを保存し、命令に応じて確実に取得するという非常に簡単なもの
です。です。
    

     ディスクパーティション設定などの問題を論議する場合、基礎となるハードウェアについての理解ディスクパーティション設定などの問題を論議する場合、基礎となるハードウェアについての理解
があることが重要となります。しかし、理論は非常に複雑で広範にわたるものなので、ここでは基本的があることが重要となります。しかし、理論は非常に複雑で広範にわたるものなので、ここでは基本的
な概念のみが説明されています。この付録では、簡素化されたディスクドライブの図を使用してパーな概念のみが説明されています。この付録では、簡素化されたディスクドライブの図を使用してパー
ティションにおけるプロセスと理論を説明しています。ティションにおけるプロセスと理論を説明しています。
    

     図図A.1「未使用のディスクドライブ」「未使用のディスクドライブ」 は、新しい未使用のディスクドライブを示しています。は、新しい未使用のディスクドライブを示しています。
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図図A.1 未使用のディスクドライブ未使用のディスクドライブ

[D]

A.1.1. ファイルシステムファイルシステム

      ディスクドライブにデータを保存するには、最初にディスクドライブをディスクドライブにデータを保存するには、最初にディスクドライブを フォーマットフォーマット する必要があする必要があ
ります。フォーマットります。フォーマット (通常通常ファイルシステムファイルシステムを作るという意味で知られていますを作るという意味で知られています) とは、ドライブに情とは、ドライブに情
報を書き込んで、未フォーマットのドライブの空白領域に順番を付けることです。報を書き込んで、未フォーマットのドライブの空白領域に順番を付けることです。
     

図図A.2 ファイルシステムを備えたディスクドライブファイルシステムを備えたディスクドライブ

[D]

      上記の図で示されるように、ファイルシステムが与える順序により、いくつかのトレードオフが生上記の図で示されるように、ファイルシステムが与える順序により、いくつかのトレードオフが生
じます。じます。
     

        ファイルシステムに関連するデータを保存するためドライブの使用可能領域の数パーセンファイルシステムに関連するデータを保存するためドライブの使用可能領域の数パーセン
トが使用され、オーバーヘッドになります。トが使用され、オーバーヘッドになります。
       

        残りの領域は小規模で均一なサイズのセグメントに分割されます。残りの領域は小規模で均一なサイズのセグメントに分割されます。Linux の場合、これらの場合、これら

のセグメントはのセグメントは ブロックブロック と呼ばれます。と呼ばれます。[4]

       

      単一のユニバーサルファイルシステムは存在しないことに留意してください。下記の図が示すよう単一のユニバーサルファイルシステムは存在しないことに留意してください。下記の図が示すよう
に、ディスクドライブには多くの異なるファイルシステムが書き込まれている可能性があります。異なに、ディスクドライブには多くの異なるファイルシステムが書き込まれている可能性があります。異な
るファイルシステムには互換性がない傾向があります。つまり、あるファイルシステムるファイルシステムには互換性がない傾向があります。つまり、あるファイルシステム (または、関連または、関連
した一部のファイルシステムタイプした一部のファイルシステムタイプ) をサポートするオペレーティングシステムが別のタイプをサポーをサポートするオペレーティングシステムが別のタイプをサポー
トしない可能性があります。ただし、たとえばトしない可能性があります。ただし、たとえば &PRODUCT; は多様なファイルシステムは多様なファイルシステム (他のオペレー他のオペレー
ティングシステムで通常使用されている多くのタイプを含むティングシステムで通常使用されている多くのタイプを含む) をサポートしているので、異なるファイをサポートしているので、異なるファイ
ルシステム間でのデータ交換が容易になります。ルシステム間でのデータ交換が容易になります。
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図図A.3 別のファイルシステムを持つディスクドライブ別のファイルシステムを持つディスクドライブ

[D]

      ディスクへのファイルシステムの書き込みは最初のステップに過ぎません。このプロセスの最終目ディスクへのファイルシステムの書き込みは最初のステップに過ぎません。このプロセスの最終目
標は実際にデータを標は実際にデータを 保存保存 してして 取り出す取り出す ことです。下図は、データが書き込まれたディスクドライブをことです。下図は、データが書き込まれたディスクドライブを
示しています。示しています。
     

図図A.4 データの書き込まれたディスクドライブデータの書き込まれたディスクドライブ

[D]

      上記の図では、以前に空白だったブロックにデータが保管されています。しかし、この図を見るだ上記の図では、以前に空白だったブロックにデータが保管されています。しかし、この図を見るだ
けではこのドライブに存在する正確なファイル数は分かりません。すべてのファイルが少なくともけではこのドライブに存在する正確なファイル数は分かりません。すべてのファイルが少なくとも 1 つつ
のブロックを使用し、一部のファイルが複数のブロックを使用するため、ファイルがのブロックを使用し、一部のファイルが複数のブロックを使用するため、ファイルが 1 つまたは多数あつまたは多数あ
る場合があります。もうる場合があります。もう 1 つ注意すべき点は、使用済みのブロックは連続領域を形成する必要がないとつ注意すべき点は、使用済みのブロックは連続領域を形成する必要がないと
いうことです。使用ブロックと未使用ブロックが交互に混ざっている場合があります。これがいうことです。使用ブロックと未使用ブロックが交互に混ざっている場合があります。これが 断片化断片化 
と呼ばれるものです。既存パーティションのサイズを変更する際に影響する可能性があります。と呼ばれるものです。既存パーティションのサイズを変更する際に影響する可能性があります。
     

      多くのコンピューター関連の技術と同じように、ディスクドライブは導入されてから常に変化し続多くのコンピューター関連の技術と同じように、ディスクドライブは導入されてから常に変化し続
けており、特に大型化しています。物理的サイズが大きくなっているわけではなく、情報保存の容量がけており、特に大型化しています。物理的サイズが大きくなっているわけではなく、情報保存の容量が
大きくなっています。さらに、容量が追加されたことで、ディスクドライブの使用の仕方が基本的に変大きくなっています。さらに、容量が追加されたことで、ディスクドライブの使用の仕方が基本的に変
化しました。化しました。
     

A.1.2. パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

      ディスクドライブは、複数のディスクドライブは、複数の パーティションパーティション に分割できます。各パーティションは個々のディスクに分割できます。各パーティションは個々のディスク
のように、別々にアクセスできます。のように、別々にアクセスできます。パーティションテーブルパーティションテーブル を追加することでディスクドライブを複を追加することでディスクドライブを複
数パーティションに分割します。数パーティションに分割します。
     

      ディスク領域を個別のディスクパーティションに割り当てる理由には以下のようなものがありまディスク領域を個別のディスクパーティションに割り当てる理由には以下のようなものがありま
す。す。
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        オペレーティングシステムのデータをユーザーのデータから論理的に分離させるため。オペレーティングシステムのデータをユーザーのデータから論理的に分離させるため。
       

        異なるファイルシステムを使用するため。異なるファイルシステムを使用するため。
       

        1 台のマシン上で複数のオペレーティングシステムを稼働させるため。台のマシン上で複数のオペレーティングシステムを稼働させるため。
       

      物理ハードディスクには現在、マスターブートレコード物理ハードディスクには現在、マスターブートレコード (MBR) およびおよび GUID パーティションテーブパーティションテーブ
ルル (GPT) というという 2 つのパーティションレイアウト標準があります。つのパーティションレイアウト標準があります。MBR は、は、BIOS ベースのコンベースのコン
ピューターで使われている旧式のディスクパーティション方式です。ピューターで使われている旧式のディスクパーティション方式です。GPT は新たなパーティションレは新たなパーティションレ
イアウトで、イアウトで、Unified Extensible Firmware Interface (UEFI) の一部です。このセクションおよびの一部です。このセクションおよび 
「パーティションの中のパーティション「パーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要」拡張パーティションの概要」 では、主にでは、主に マスターブートレマスターブートレ
コードコード  (MBR) のディスクパーティションスキームを説明しています。のディスクパーティションスキームを説明しています。GUID パーティションテーブルパーティションテーブル  
(GPT) のパーティションレイアウトの詳細は、のパーティションレイアウトの詳細は、「「GUID パーティションテーブルパーティションテーブル (GPT)」」を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
     

注記注記

       ここで示す図ではパーティションテーブルが実際のディスクドライブから離れていここで示す図ではパーティションテーブルが実際のディスクドライブから離れてい
ますが、本来の状況を正確に表しているわけではありません。実際には、パーティショますが、本来の状況を正確に表しているわけではありません。実際には、パーティショ
ンテーブルはそのディスクの先頭部分となる、他のファイルシステムまたはユーザーンテーブルはそのディスクの先頭部分となる、他のファイルシステムまたはユーザー
データの前に格納されています。ただし、わかりやすくするために図では別々に表示しデータの前に格納されています。ただし、わかりやすくするために図では別々に表示し
ます。ます。
      

図図A.5 パーティションテーブルがあるディスクドライブパーティションテーブルがあるディスクドライブ

[D]

      上記の図では、パーティションテーブルは上記の図では、パーティションテーブルは 4 つのセクション、つまりつのセクション、つまり 4 つのつの プライマリープライマリー パーパー
ティションに分割されています。プライマリーパーティションは、論理ドライブティションに分割されています。プライマリーパーティションは、論理ドライブ (またはセクションまたはセクション) をを 
1 つだけ含むことができるハードドライブのパーティションです。各セクションは、つだけ含むことができるハードドライブのパーティションです。各セクションは、1 つのパーティつのパーティ
ションの定義に必要な情報を保持できます。つまり、パーティションテーブルではションの定義に必要な情報を保持できます。つまり、パーティションテーブルでは 4 つのパーティショつのパーティショ
ンを定義できません。ンを定義できません。
     

      各パーティションテーブルエントリーには、パーティションの重要な特徴がいくつか含まれていま各パーティションテーブルエントリーには、パーティションの重要な特徴がいくつか含まれていま
す。す。
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        ディスク上のパーティションの開始点と終了点ディスク上のパーティションの開始点と終了点
       

        パーティションがアクティブかどうかパーティションがアクティブかどうか
       

        パーティションのタイプパーティションのタイプ
       

      開始点と終了点により、パーティションサイズとディスク上の位置が定義されます。アクティブフ開始点と終了点により、パーティションサイズとディスク上の位置が定義されます。アクティブフ
ラグは特定のオペレーティングシステムのブートローダーによって使用されます。つまり、アクティブラグは特定のオペレーティングシステムのブートローダーによって使用されます。つまり、アクティブ
の印が付いたパーティションにあるオペレーティングシステムが起動されます。の印が付いたパーティションにあるオペレーティングシステムが起動されます。
     

      タイプとは、パーティションの用途を識別する番号です。一部のオペレーティングシステムでは、タイプとは、パーティションの用途を識別する番号です。一部のオペレーティングシステムでは、
パーティションの種類を使用して特定のファイルシステムの種類を示し、特定のオペレーティングシスパーティションの種類を使用して特定のファイルシステムの種類を示し、特定のオペレーティングシス
テムに関連付けられていることを示すフラグを付け、パーティションに起動可能なオペレーティングシテムに関連付けられていることを示すフラグを付け、パーティションに起動可能なオペレーティングシ
ステムが含まれていること、またはそのステムが含まれていること、またはその 3 つの組み合わせを示します。つの組み合わせを示します。
     

      以下の図は、以下の図は、1 つのパーティションがあるディスクドライブのイメージです。つのパーティションがあるディスクドライブのイメージです。
     

図図A.6 パーティションがパーティションが 1 つのディスクドライブつのディスクドライブ

[D]

      この例の単一のパーティションには、この例の単一のパーティションには、DOS というラベルが付けられています。このラベルはというラベルが付けられています。このラベルは パーパー
ティションタイプティションタイプ を示し、を示し、DOS は最も一般的なもののは最も一般的なものの 1 つです。以下の表では、一般的なパーティつです。以下の表では、一般的なパーティ
ションタイプとそれらを示すションタイプとそれらを示す 16 進数を記載しています。進数を記載しています。
     

表表A.1 パーティションタイプパーティションタイプ

 パーティションタイプパーティションタイプ  値値  パーティションタイプパーティションタイプ  値値 

 空白空白  00  Novell Netware 386  65 

 DOS 12 ビットビット FAT  01  PIC/IX  75 
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 XENIX root  02  Old MINIX  80 

 XENIX usr  03  Linux/MINUX  81 

 DOS 16-bit <=32M  04  Linux swap  82 

 Extended  05  Linux ネイティブネイティブ  83 

 DOS 16 ビットビット (32 以上以上)  06  Linux 拡張拡張  85 

 OS/2 HPFS  07  Amoeba  93 

 AIX  08  Amoeba BBT  94 

 AIX ブート可能ブート可能  09  BSD/386  a5 

 OS/2 Boot Manager  0a  OpenBSD  a6 

 Win95 FAT32  0b  NEXTSTEP  a7 

 Win95 FAT32 (LBA)  0c  BSDI fs  b7 

 Win95 FAT16 (LBA)  0e  BSDI swap  b8 

 Win95 Extended (LBA)  0f  Syrinx  c7 

 Venix 80286  40  CP/M  db 

 Novell  51  DOS アクセスアクセス  e1 

 PReP Boot  41  DOS R/O  e3 

 GNU HURD  63  DOS セカンダリーセカンダリー  f2 

 Novell Netware 286  64  BBT  ff 

 パーティションタイプパーティションタイプ  値値  パーティションタイプパーティションタイプ  値値 

A.1.3. パーティションの中のパーティションパーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

      4 つのパーティションで不十分な場合、つのパーティションで不十分な場合、拡張パーティション拡張パーティション を使って新たなパーティションを作成を使って新たなパーティションを作成
できます。これは、パーティションのタイプをできます。これは、パーティションのタイプを Extended (拡張拡張) とすることで行います。とすることで行います。
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      拡張パーティションは、それ自体がディスクドライブのようなものです。拡張パーティション自体拡張パーティションは、それ自体がディスクドライブのようなものです。拡張パーティション自体
に完全に含まれる、に完全に含まれる、1 つ以上のパーティションつ以上のパーティション (4 つのつの プライマリーパーティションプライマリーパーティション ではなく、現在はではなく、現在は 
論理パーティション論理パーティション と呼ばれますと呼ばれます) を指す独自のパーティションテーブルがあります。次の図は、を指す独自のパーティションテーブルがあります。次の図は、1 つつ
のプライマリーパーティションと、のプライマリーパーティションと、2 つの論理パーティションを含むつの論理パーティションを含む 1 つの拡張パーティションつの拡張パーティション (およおよ
びいくつかの未パーティションの空き領域びいくつかの未パーティションの空き領域) を備えたディスクドライブを示しています。を備えたディスクドライブを示しています。
     

図図A.7 拡張パーティションのあるディスクドライブ拡張パーティションのあるディスクドライブ

[D]

      この図は示すように、プライマリーパーティションと論理パーティションには違いがあります。最この図は示すように、プライマリーパーティションと論理パーティションには違いがあります。最
大大 4 つのプライマリーパーティションしか存在できませんが、存在できる論理パーティションの数にはつのプライマリーパーティションしか存在できませんが、存在できる論理パーティションの数には
固定制限がありません。プライマリーパーティションは固定制限がありません。プライマリーパーティションは 4 つしかできませんが、論理パーティションのつしかできませんが、論理パーティションの
数にはその制限がありません。しかし、数にはその制限がありません。しかし、Linux でのパーティションへのアクセス方法を考慮すると、でのパーティションへのアクセス方法を考慮すると、1 
つのディスクドライブにつのディスクドライブに 12 個を超える論理パーティションを定義するのは避けてください。個を超える論理パーティションを定義するのは避けてください。
     

A.1.4. GUID パーティションテーブルパーティションテーブル (GPT)

      GUID パーティションテーブルパーティションテーブル (GPT) は、グローバルに固有となる識別子は、グローバルに固有となる識別子 (GUID) の使用を基本との使用を基本と
する新しいパーティション設定スキームです。する新しいパーティション設定スキームです。GPT は、は、MBR パーティションテーブルの限界、特にパーティションテーブルの限界、特に 1 
ディスクで対応可能な最大ストレージ領域の上限に対処するため開発されました。ディスクで対応可能な最大ストレージ領域の上限に対処するため開発されました。2 TiB (ほぼほぼ 2.2 TB 
と同様と同様) を超えるストレージ領域には対応できないを超えるストレージ領域には対応できない MBR とは異なり、とは異なり、GPT はこのサイズよりも大きなはこのサイズよりも大きな
ハードディスクでも使用することができます。処理可能な最大ディスクサイズはハードディスクでも使用することができます。処理可能な最大ディスクサイズは 2.2 ZiB です。また、です。また、
デフォルトではデフォルトでは GPT は、最大は、最大 128 のプライマリーパーティションの作成に対応します。この数は、のプライマリーパーティションの作成に対応します。この数は、
パーティションテーブルにより多くの領域を割り当てることで拡張できます。パーティションテーブルにより多くの領域を割り当てることで拡張できます。
     

      GPT ディスクは論理ブロックアドレス指定ディスクは論理ブロックアドレス指定 (LBA) を使用し、パーティションレイアウトは以下のよを使用し、パーティションレイアウトは以下のよ
うになります。うになります。
     

        MBR ディスクとの後方互換性を保つため、ディスクとの後方互換性を保つため、GPT の最初のセクターの最初のセクター (LBA 0) はは MBR デーデー
タ用に予約されています。このセクターはタ用に予約されています。このセクターは「「protective MBR」」と呼ばれます。と呼ばれます。
       

        プライマリープライマリー GPT ヘッダーヘッダー は、デバイスのは、デバイスの 2 つ目の論理ブロックつ目の論理ブロック (LBA 1) から始まりまから始まりま
す。このヘッダーには、ディスクす。このヘッダーには、ディスク GUID、プライマリーパーティションテーブルの位置、セカ、プライマリーパーティションテーブルの位置、セカ
ンダリーンダリー GPT ヘッダーの位置、それ自体のヘッダーの位置、それ自体の CRC32 チェックサムおよびプライマリーパーティチェックサムおよびプライマリーパーティ
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ションテーブルが含まれます。また、テーブルのパーティションエントリー数もこのヘッダーションテーブルが含まれます。また、テーブルのパーティションエントリー数もこのヘッダー
で指定します。で指定します。
       

        プライマリープライマリー GPT テーブルテーブル には、サイズがには、サイズが 128 バイト、パーティションタイプがバイト、パーティションタイプが 
GUID、固有パーティションが、固有パーティションが GUID のパーティションがデフォルトでのパーティションがデフォルトで 128 エントリー含まれエントリー含まれ
ています。ています。
       

        セカンダリーセカンダリー GPT テーブルテーブル はプライマリーはプライマリー GPT テーブルとまったく同じものになりまテーブルとまったく同じものになりま
す。これは、プライマリーパーティションテーブルが破損した場合に、リカバリーのバックす。これは、プライマリーパーティションテーブルが破損した場合に、リカバリーのバック
アップテーブルとして主に使用されます。アップテーブルとして主に使用されます。
       

        セカンダリーセカンダリー GPT ヘッダーヘッダー はディスクの最後の論理セクターに位置し、プライマリーはディスクの最後の論理セクターに位置し、プライマリー
ヘッダーが破損した場合にヘッダーが破損した場合に GPT 情報を復元する際に使用できます。ディスク情報を復元する際に使用できます。ディスク GUID、セカンダ、セカンダ
リーパーティションテーブルの位置、プライマリーリーパーティションテーブルの位置、プライマリー GPT ヘッダーの位置、それ自体のヘッダーの位置、それ自体の CRC32 
チェックサムおよびセカンダリーパーティションテーブルが含まれます。また、作成可能なチェックサムおよびセカンダリーパーティションテーブルが含まれます。また、作成可能な
パーティションエントリー数も含まれます。パーティションエントリー数も含まれます。
       

重要重要

       GPT (GUID パーティションテーブルパーティションテーブル) を含むディスクには、ブートローダー用のを含むディスクには、ブートローダー用の 
BIOS 起動パーティションを正しくインストールしておく必要があります。これに起動パーティションを正しくインストールしておく必要があります。これに
は、は、Anaconda によって初期化されるディスクが含まれます。ディスクにによって初期化されるディスクが含まれます。ディスクに BIOS ブートブート
パーティションがすでに含まれている場合は、再使用できます。パーティションがすでに含まれている場合は、再使用できます。
      

A.2. ディスクのパーティション再設定に関する戦略ディスクのパーティション再設定に関する戦略

     ディスクのパーティションを再設定する場合、いくつか異なる方法があります。本セクションでディスクのパーティションを再設定する場合、いくつか異なる方法があります。本セクションで
は、以下のアプローチについて説明します。は、以下のアプローチについて説明します。 
     

        パーティションが分割されていない空き領域が利用できる。パーティションが分割されていない空き領域が利用できる。
       

        未使用のパーティションが利用可能である。未使用のパーティションが利用可能である。
       

        アクティブに使用されているパーティションの空き領域が利用可能である。アクティブに使用されているパーティションの空き領域が利用可能である。
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     本セクションでは、前述の概念について理論的にのみ説明し、ディスクのパーティションの再作成本セクションでは、前述の概念について理論的にのみ説明し、ディスクのパーティションの再作成
を段階的に実行する手順については説明しません。このような詳細情報は、本書では扱いません。を段階的に実行する手順については説明しません。このような詳細情報は、本書では扱いません。
    

注記注記

      以下の図は、分かりやすく、実際に以下の図は、分かりやすく、実際に Red Hat Enterprise Linux をインストールするをインストールする
際に発生する正確なパーティションレイアウトを反映していないことに注意してくださ際に発生する正確なパーティションレイアウトを反映していないことに注意してくださ
い。い。
     

A.2.1. パーティションが未設定の空き領域の使用パーティションが未設定の空き領域の使用

      この状況では、既に定義されているパーティションはハードディスク全体に及んでおらず、定義済この状況では、既に定義されているパーティションはハードディスク全体に及んでおらず、定義済
みのパーティションの一部ではない未割り当ての領域が残っています。次の図は、これがどのようになみのパーティションの一部ではない未割り当ての領域が残っています。次の図は、これがどのようにな
るかを示しています。るかを示しています。
     

図図A.8 パーティションが未設定の空き領域を持つディスクドライブパーティションが未設定の空き領域を持つディスクドライブ

[D]

      上記の例の上記の例の 1 では、パーティションが未定義で領域も割り当てられていない状態を示しています。では、パーティションが未定義で領域も割り当てられていない状態を示しています。2 
では、パーティションが定義され領域も割り当てられている状態を示しています。では、パーティションが定義され領域も割り当てられている状態を示しています。
     

      未使用のハードディスクもこのカテゴリーに分類されます。唯一の違いは、未使用のハードディスクもこのカテゴリーに分類されます。唯一の違いは、すべてすべて の領域が定義さの領域が定義さ
れたパーティションの一部ではないことです。れたパーティションの一部ではないことです。
     

      いずれの場合も、未使用の領域から必要なパーティションを作成できます。ただし、いずれの場合も、未使用の領域から必要なパーティションを作成できます。ただし、Red Hat 
Enterprise Linux 用に新しいディスクを購入したばかりというような状況でない限り、このような非常用に新しいディスクを購入したばかりというような状況でない限り、このような非常
に単純な状況になる可能性はあまりありません。ほとんどのプレインストールのオペレーティングシスに単純な状況になる可能性はあまりありません。ほとんどのプレインストールのオペレーティングシス
テムは、ディスクドライブで使用できる領域をすべて占有するよう設定されていますテムは、ディスクドライブで使用できる領域をすべて占有するよう設定されています (「使用中パー「使用中パー
ティションの空き領域の使用」ティションの空き領域の使用」を参照を参照)。。
     

A.2.2. 未使用パーティションからの領域の使用未使用パーティションからの領域の使用

      この場合、すでに使用しなくなったパーティションがあることを想定しています。以下の図では、この場合、すでに使用しなくなったパーティションがあることを想定しています。以下の図では、
そのような状況を示しています。そのような状況を示しています。
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図図A.9 未使用のパーティションがあるディスクドライブ未使用のパーティションがあるディスクドライブ

[D]

      上記の例の上記の例の 1 では、未使用のパーティションがある状態を示しています。では、未使用のパーティションがある状態を示しています。2 では、未使用のパーでは、未使用のパー
ティションをティションを Linux 用に再割り当てした状態を示しています。用に再割り当てした状態を示しています。
     

      このような場合は、未使用のパーティションに割り当てられる領域を使用できます。まず、未使用このような場合は、未使用のパーティションに割り当てられる領域を使用できます。まず、未使用
のパーティションを削除し、次に、その場所に適切なのパーティションを削除し、次に、その場所に適切な Linux パーティションを作成します。未使用のパーティションを作成します。未使用の
パーティションを削除し、インストールプロセス時に新しいパーティションを手動で作成できます。パーティションを削除し、インストールプロセス時に新しいパーティションを手動で作成できます。
     

A.2.3. 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

      これは最も一般的な状況です。ただし、最も扱いにくい状況でもあります。一番の問題は、たとえこれは最も一般的な状況です。ただし、最も扱いにくい状況でもあります。一番の問題は、たとえ
十分な空き領域がある場合でも、それがすでに使用中のパーティションに割り当てられているというこ十分な空き領域がある場合でも、それがすでに使用中のパーティションに割り当てられているというこ
とです。ソフトウェアが事前にインストールされているコンピューターを購入した場合、通常はハードとです。ソフトウェアが事前にインストールされているコンピューターを購入した場合、通常はハード
ディスクにディスクに OS とデータを格納したとデータを格納した 1 つの大きなパーティションがあります。つの大きなパーティションがあります。
     

      システムに新しくハードディスクドライブを追加する以外に、システムに新しくハードディスクドライブを追加する以外に、2 つの選択肢があります。つの選択肢があります。
     

  破壊的な再設定破壊的な再設定 

         このケースでは、単一の大きなパーティションを削除して、いくつかの小さなパーティションこのケースでは、単一の大きなパーティションを削除して、いくつかの小さなパーティション
を作成します。元のパーティションに格納されていたデータはすべて失われます。このため、完全を作成します。元のパーティションに格納されていたデータはすべて失われます。このため、完全
なバックアップが必要になります。パーティションを削除するなバックアップが必要になります。パーティションを削除する前前に、バックアップをに、バックアップを 2 部作成し、部作成し、
検証機能検証機能 (ソフトウェアにこの機能がある場合ソフトウェアにこの機能がある場合) を使用してバックアップデータを読み込めるかどうを使用してバックアップデータを読み込めるかどう
かを試してください。かを試してください。
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警告警告

          オペレーティングシステムがそのパーティションにインストールされていオペレーティングシステムがそのパーティションにインストールされてい
て、そのシステムも使用する場合は、再インストールする必要があります。オて、そのシステムも使用する場合は、再インストールする必要があります。オ
ペレーティングシステムがプリインストールされた状態で販売されている一部ペレーティングシステムがプリインストールされた状態で販売されている一部
のコンピューターには、元のオペレーティングシステムを再インストールするのコンピューターには、元のオペレーティングシステムを再インストールする
ためのインストールメディアが含まれていない場合があります。ためのインストールメディアが含まれていない場合があります。オリジナルのオリジナルの
パーティションおよびオペレーティングシステムの破棄を行う前にパーティションおよびオペレーティングシステムの破棄を行う前に、ご使用の、ご使用の
コンピューターがこれに該当するかどうか必ず確認してください。コンピューターがこれに該当するかどうか必ず確認してください。
         

         既存のオペレーティングシステムに小規模なパーティションを作成したら、ソフトウェアを再既存のオペレーティングシステムに小規模なパーティションを作成したら、ソフトウェアを再
インストールし、データを復元し、インストールし、データを復元し、Red Hat Enterprise Linux のインストールを開始できます。のインストールを開始できます。
        

図図A.10 破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ

[D]

         上記の例では、上記の例では、1 は前を、は前を、2 は後を示します。は後を示します。
        

警告警告

          元のパーティションに存在していたデータはすべて失われます。元のパーティションに存在していたデータはすべて失われます。
         

 

  非破壊的な再パーティション非破壊的な再パーティション 

         非破壊的なパーティション再分割では、大きなパーティションを小さくするプログラムを実行非破壊的なパーティション再分割では、大きなパーティションを小さくするプログラムを実行
するため、そのパーティションに保存されているファイルを失うことはありません。通常、この方するため、そのパーティションに保存されているファイルを失うことはありません。通常、この方
法は信頼性がありますが、大規模なドライブでは非常に時間がかかります。法は信頼性がありますが、大規模なドライブでは非常に時間がかかります。
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         非破壊的なパーティションの再設定は比較的簡単ですが、以下の非破壊的なパーティションの再設定は比較的簡単ですが、以下の 3 つの手順が必要となりまつの手順が必要となりま
す。す。
        

1. 
           既存データの圧縮とバックアップ既存データの圧縮とバックアップ
          

2. 
           既存パーティションのサイズ既存パーティションのサイズ
          

3. 
           新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成
          

 

      各ステップについて詳しく説明していきます。各ステップについて詳しく説明していきます。
     

A.2.3.1. 既存データの圧縮既存データの圧縮

       下図で示しているように、最初のステップでは既存パーティション内でデータを圧縮します。これ下図で示しているように、最初のステップでは既存パーティション内でデータを圧縮します。これ
を実行する理由は、データを再設定することでパーティションの後部にある使用可能な空き領域を最大を実行する理由は、データを再設定することでパーティションの後部にある使用可能な空き領域を最大
化するためです。化するためです。
      

図図A.11 圧縮する前と後のディスクドライブ圧縮する前と後のディスクドライブ

[D]

       上記の例では、上記の例では、1 は前を、は前を、2 は後を示します。は後を示します。
      

       このステップは重要です。この手順を実行しないと、データが存在する場所によっては希望どおりこのステップは重要です。この手順を実行しないと、データが存在する場所によっては希望どおり
にパーティションのサイズを変更できなくなります。様々な理由で移動できないデータがあることにもにパーティションのサイズを変更できなくなります。様々な理由で移動できないデータがあることにも
留意してください。そのような場合留意してください。そのような場合 (また、新しいパーティションのサイズも厳密に制限される場合また、新しいパーティションのサイズも厳密に制限される場合) にに
は、ディスクのパーティションを削除して作り直すことを要求される場合があります。は、ディスクのパーティションを削除して作り直すことを要求される場合があります。
      

A.2.3.2. 既存パーティションのサイズ変更既存パーティションのサイズ変更
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       図図A.12「既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ」「既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ」 は、実際のサイズ変更プロセは、実際のサイズ変更プロセ
スを示しています。実際のサイズ変更の結果は使用するソフトウェアによって異なりますが、ほとんどスを示しています。実際のサイズ変更の結果は使用するソフトウェアによって異なりますが、ほとんど
の場合、新たに解放された領域を使用して、元のパーティションと同じタイプのフォーマットされていの場合、新たに解放された領域を使用して、元のパーティションと同じタイプのフォーマットされてい
ないパーティションが作成されます。ないパーティションが作成されます。
      

図図A.12 既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ

[D]

       上記の例では、上記の例では、1 は前を、は前を、2 は後を示します。は後を示します。
      

       使用しているサイズ変更用ソフトウェアが、新たに解放された領域をどのように処理するのか理解使用しているサイズ変更用ソフトウェアが、新たに解放された領域をどのように処理するのか理解
すると、それに準じて適切なステップに進むことができます。ここでは、新しくできたすると、それに準じて適切なステップに進むことができます。ここでは、新しくできた DOS パーティパーティ
ションを削除して、目的のションを削除して、目的の Linux パーティションを作成します。パーティションを作成します。
      

A.2.3.3. 新規パーティションの作成新規パーティションの作成

       前の手順で示されるように、新しいパーティションの作成が必要な場合とそうでない場合がありま前の手順で示されるように、新しいパーティションの作成が必要な場合とそうでない場合がありま
す。ただし、サイズ変更ソフトウェアがす。ただし、サイズ変更ソフトウェアが Linux をインストールしたシステムに対応していない限り、サをインストールしたシステムに対応していない限り、サ
イズ変更プロセスで作成されたパーティションを削除する必要があります。イズ変更プロセスで作成されたパーティションを削除する必要があります。
      

図図A.13 目的のパーティション持たせた最終設定のディスクドライブ目的のパーティション持たせた最終設定のディスクドライブ

[D]

       上記の例では、上記の例では、1 は前を、は前を、2 は後を示します。は後を示します。
      

A.3. パーティション命名スキームおよびマウントポイントパーティション命名スキームおよびマウントポイント

     Linux に馴染みがないユーザーにとって混乱の元となるのは、に馴染みがないユーザーにとって混乱の元となるのは、Linux オペレーティングシステムにおオペレーティングシステムにお
けるパーティションの使い方とアクセスの仕方です。けるパーティションの使い方とアクセスの仕方です。DOS/Windows の場合、各パーティションにドラの場合、各パーティションにドラ
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イブ文字が与えられるので、比較的簡単です。イブ文字が与えられるので、比較的簡単です。 パーティション上のファイルやディレクトリーを参照すパーティション上のファイルやディレクトリーを参照す
る場合は該当するドライブ文字を使用します。これはる場合は該当するドライブ文字を使用します。これは Linux でのパーティションの扱い方、またディスでのパーティションの扱い方、またディス
クストレージ全般に関しても全く異なります。本セクションでは、パーティション命名スキームの主なクストレージ全般に関しても全く異なります。本セクションでは、パーティション命名スキームの主な
原則と、原則と、Red Hat Enterprise Linux でパーティションにアクセスする方法を説明します。でパーティションにアクセスする方法を説明します。
    

A.3.1. パーティションの命名スキームパーティションの命名スキーム

      Red Hat Enterprise Linux は、は、 /dev/xxyN の形式でファイル名を持つファイルベースの命名スキーの形式でファイル名を持つファイルベースの命名スキー
ムを使用します。ムを使用します。
     

      以下は、デバイスおよびパーティションの名前の設定要素です。以下は、デバイスおよびパーティションの名前の設定要素です。
     

/dev/

         全デバイスのファイルが配置されるディレクトリー名です。パーティションはハードディスク全デバイスのファイルが配置されるディレクトリー名です。パーティションはハードディスク
上に存在し、ハードディスクはデバイスであるため、パーティションを表すファイルは上に存在し、ハードディスクはデバイスであるため、パーティションを表すファイルは /dev/ にありにあり
ます。ます。
        

 

xx

         パーティション名の最初のパーティション名の最初の 2 文字は、パーティションが存在するデバイスのタイプを示します文字は、パーティションが存在するデバイスのタイプを示します
（通常は（通常は sd ）。）。
        

 

Y

         この文字は、パーティションが存在するデバイスを示します。たとえば、最初のハードディスこの文字は、パーティションが存在するデバイスを示します。たとえば、最初のハードディス
クはクは /dev/sda、、2 つ目はつ目は /dev/sdb などになります。などになります。
        

 

N

         最後の数字はパーティションを示します。最初の最後の数字はパーティションを示します。最初の 4 つのパーティション（プライマリーまたはつのパーティション（プライマリーまたは
拡張）のパーティションには、拡張）のパーティションには、1 からから 4 までの番号が付けられます。論理パーティションはまでの番号が付けられます。論理パーティションは 5 からから
始まります。たとえば、始まります。たとえば、/dev/sda3 は最初のハードディスクのは最初のハードディスクの 3 番目のプライマリーパーティショ番目のプライマリーパーティショ
ンまたは拡張パーティションで、ンまたは拡張パーティションで、2 番目のハードディスクの番目のハードディスクの 2 番目の論理パーティション番目の論理パーティション /dev/sdb6 
です。です。
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注記注記

       Red Hat Enterprise Linux がが すべてすべて のタイプのディスクパーティションを識別してのタイプのディスクパーティションを識別して
参照できる場合でも、ファイルシステムを読み取れないため、すべてのパーティション参照できる場合でも、ファイルシステムを読み取れないため、すべてのパーティション
タイプに保存されているデータにアクセスできます。ただし、多くの場合、別のオペタイプに保存されているデータにアクセスできます。ただし、多くの場合、別のオペ
レーティングシステム専用のパーティション上にあるデータには問題なくアクセスするレーティングシステム専用のパーティション上にあるデータには問題なくアクセスする
ことができます。ことができます。
      

A.3.2. ディスクパーティションとマウントポイントディスクパーティションとマウントポイント

      Red Hat Enterprise Linux では、各パーティションは、ファイルおよびディレクトリーの単一セッでは、各パーティションは、ファイルおよびディレクトリーの単一セッ
トをサポートするのに必要なストレージの一部を形成するために使用されます。トをサポートするのに必要なストレージの一部を形成するために使用されます。マウントマウント と呼ばれるプと呼ばれるプ
ロセスでパーティションとディレクトリーを関連付けることで行います。パーティションをマウントすロセスでパーティションとディレクトリーを関連付けることで行います。パーティションをマウントす
ると、指定されたディレクトリーると、指定されたディレクトリー (マウントポイントマウントポイント と呼ばれると呼ばれる) を開始点としてそのストレージが利を開始点としてそのストレージが利
用可能になります。用可能になります。
     

      たとえば、パーティションたとえば、パーティション /dev/sda5 がが /usr/ にマウントされている場合、にマウントされている場合、/usr/ の下にあるすべての下にあるすべて
のファイルとディレクトリーは物理的にのファイルとディレクトリーは物理的に /dev/sda5 に存在します。そのため、ファイルに存在します。そのため、ファイル 
/usr/share/doc/FAQ/txt/Linux-FAQ はは /dev/sda5 に保存されますが、ファイルに保存されますが、ファイル /etc/gdm/custom.conf 
は保存されません。は保存されません。
     

      また、この例では、また、この例では、/usr/ 以下の以下の 1 つ以上のディレクトリーが他のパーティションのマウントポインつ以上のディレクトリーが他のパーティションのマウントポイン
トになる可能性もあります。たとえば、パーティション（例：トになる可能性もあります。たとえば、パーティション（例： /dev/sda7）を）を /usr/local/ にマウントでにマウントで
きます。つまり、きます。つまり、/usr/local/man/whatis はは /dev/sda5 ではなくではなく /dev/sda7 上に存在することになりま上に存在することになりま
す。す。
     

A.3.3. パーティションの数パーティションの数

      Red Hat Enterprise Linux のインストール準備を行っている段階で、新しいオペレーティングシスのインストール準備を行っている段階で、新しいオペレーティングシス
テムで使用するパーティションの数とサイズを考慮しておく必要があります。ただし、あらゆる状況にテムで使用するパーティションの数とサイズを考慮しておく必要があります。ただし、あらゆる状況に
対応する絶対的に正しい数やサイズというのは存在しません。パーティションの数やサイズは使用する対応する絶対的に正しい数やサイズというのは存在しません。パーティションの数やサイズは使用する
側のニーズや要件によって異なってきます。側のニーズや要件によって異なってきます。
     

      この点を考慮して、特に理由がない限り、この点を考慮して、特に理由がない限り、少なくとも少なくとも swap、、/boot/、および、および / (root)のパーティのパーティ
ションを作成する必要があります。ションを作成する必要があります。
     

      AMD64 およびおよび Intel 64 システムについてはシステムについては 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」、、IBM 
Power Systems サーバーについてはサーバーについては 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」、、IBM Z についてはについては 
「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
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[4] 
         ブロックのサイズは図とは異り、実際にはブロックのサイズは図とは異り、実際には均一均一なサイズです。また、平均的なディスクドライブなサイズです。また、平均的なディスクドライブ
には数千のブロックが含まれている点にご留意ください。ここで説明するうえで、この図を簡略化してには数千のブロックが含まれている点にご留意ください。ここで説明するうえで、この図を簡略化して
います。います。
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付録付録B ISCSI ディスクディスク

    iSCSI (Internet Small Computer System Interface) は、は、SCSI の要求と応答をの要求と応答を TCP/IP 上で運用する上で運用する
ことでコンピューターとストレージデバイスとの通信を可能にするプロトコルです。ことでコンピューターとストレージデバイスとの通信を可能にするプロトコルです。iSCSI は標準のは標準の 
SCSI プロトコルを土台にしているため、プロトコルを土台にしているため、SCSI の用語を一部使用します。要求の送信先であり、その要の用語を一部使用します。要求の送信先であり、その要
求に応える求に応える SCSI バス上のデバイスはバス上のデバイスは ターゲットターゲット、要求を発信する側のデバイスは、要求を発信する側のデバイスは イニシエーターイニシエーター とと
呼ばれます。言い替えると、呼ばれます。言い替えると、iSCSI ディスクがターゲットで、ディスクがターゲットで、SCSI コントローラーやコントローラーや SCSI Host Bus 
Adapter (HBA) に相当するに相当する iSCSI ソフトウェアがイニシエーターです。この付録での説明は、ソフトウェアがイニシエーターです。この付録での説明は、iSCSI イイ
ニシエーターとしてのニシエーターとしての Linux にに iSCSI ディスクを使用させる方法に限定しています。したがって、ディスクを使用させる方法に限定しています。したがって、
Linux にに iSCSI ディスクをホストさせる方法については触れていません。ディスクをホストさせる方法については触れていません。
   

    Linux には、には、SCSI HBA ドライバーの代わりとなるソフトウェアドライバーの代わりとなるソフトウェア iSCSI イニシエーターがカーネルにイニシエーターがカーネルに
内蔵されています。内蔵されています。Linux ではこれを利用してではこれを利用して iSCSI ディスクを使用します。ただし、ディスクを使用します。ただし、iSCSI は完全には完全に
ネットワークベースのプロトコルとなるため、ネットワークベースのプロトコルとなるため、iSCSI イニシエーターに対応するには、ネットワーク上イニシエーターに対応するには、ネットワーク上
で単にで単に SCSI パケットを送信するだけではなくそれ以上の能力が必要とされます。パケットを送信するだけではなくそれ以上の能力が必要とされます。Linux でで iSCSI ターター
ゲットを使用する前に、ゲットを使用する前に、Linux 側からネットワーク上のターゲットを検出して接続を行わなければなり側からネットワーク上のターゲットを検出して接続を行わなければなり
ません。ターゲットへのアクセスを得るため、ません。ターゲットへのアクセスを得るため、Linux 側から認証情報を送信しなければならない場合も側から認証情報を送信しなければならない場合も
あります。また、ネットワーク接続に障害が発生した場合には、あります。また、ネットワーク接続に障害が発生した場合には、Linux 側で障害の検出および新規接続側で障害の検出および新規接続
の確立を行う必要があります。また必要に応じて再ログインも必要になります。の確立を行う必要があります。また必要に応じて再ログインも必要になります。
   

    検出、接続、およびログインは検出、接続、およびログインは iscsiadm ユーティリティーによりユーザー空間で処理され、エラーユーティリティーによりユーザー空間で処理され、エラー
はは iscsid ユーティリティーによってユーザー空間で処理されます。ユーティリティーによってユーザー空間で処理されます。
   

    iscsiadm とと iscsid はいずれも、はいずれも、Red Hat Enterprise Linux のの iscsi-initiator-utils パッケージに含パッケージに含
まれます。まれます。
   

B.1. ANACONDA でのでの ISCSI ディスクディスク

     Anaconda インストールプログラムは、次のインストールプログラムは、次の 2 つの方法でつの方法で iSCSI ディスクを検出してログインできディスクを検出してログインでき
ます。ます。
    

1. 
       Anaconda が起動すると、システムのが起動すると、システムの BIOS またはアドオンブートまたはアドオンブート ROM がが iSCSI から起から起
動できるシステムの動できるシステムの BIOS 拡張である拡張である iBFT ( iSCSI Boot Firmware Table )に対応しているかに対応しているか
どうかを確認します。どうかを確認します。BIOS がが iBFT に対応している場合、に対応している場合、Anaconda はは BIOS から設定済みのから設定済みの
ブートディスクのブートディスクの iSCSI ターゲット情報を読み取り、このターゲットにログインし、インスターゲット情報を読み取り、このターゲットにログインし、インス
トールターゲットとして利用可能にします。トールターゲットとして利用可能にします。
      

重要重要
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重要重要

        iSCSI ターゲットに自動接続するには、ターゲットにアクセスするネットターゲットに自動接続するには、ターゲットにアクセスするネット
ワークデバイスがアクティベートされている必要があります。こにれついての推ワークデバイスがアクティベートされている必要があります。こにれついての推
奨の方法として、起動オプション奨の方法として、起動オプション ip=ibft を使用します。を使用します。
       

2. 
       anaconda のグラフィカルユーザーインターフェイスでは、のグラフィカルユーザーインターフェイスでは、iSCSI ターゲットを手動で検ターゲットを手動で検
出して追加できます。メインメニューのインストールの概要画面でインストール先オプション出して追加できます。メインメニューのインストールの概要画面でインストール先オプション
をクリックします。次に、画面のをクリックします。次に、画面の 特殊特殊 なディスクおよびネットワークなディスクおよびネットワーク ディスクディスク セクションでセクションで 
ディスクの追加ディスクの追加 をクリックします。タブが付いたストレージデバイスの一覧が表示されます。をクリックします。タブが付いたストレージデバイスの一覧が表示されます。
右下隅の右下隅の Add iSCSI Target ボタンをクリックし、検出プロセスに進みます。詳細は、ボタンをクリックし、検出プロセスに進みます。詳細は、「スト「スト
レージデバイス選択の画面」レージデバイス選択の画面」 を参照してください。を参照してください。
      

重要重要

        制限：制限： /boot パーティションは、この方法を使用して手動で追加されたパーティションは、この方法を使用して手動で追加された 
iSCSI ターゲットには配置できません。ターゲットには配置できません。/boot パーティションを含むパーティションを含む iSCSI ターター
ゲットは、ゲットは、iBFT で使用するように設定する必要があります。で使用するように設定する必要があります。
       

        ただし、インストールされたシステムが、たとえばただし、インストールされたシステムが、たとえば iPXE を使用してファーを使用してファー
ムウェアムウェア iBFT 以外の方法で提供された以外の方法で提供された iBFT 設定で設定で iSCSI から起動する場合から起動する場合
は、は、inst.nonibftiscsiboot インストーラー起動オプションを使用してインストーラー起動オプションを使用して /boot パーパー
ティション制限を無効にすることができます。ティション制限を無効にすることができます。
       

     Anaconda はは iscsiadm を使用してを使用して iSCSI ターゲットを検索し、ログインしますが、ターゲットを検索し、ログインしますが、iscsiadm はこはこ
れらのターゲットに関する情報をれらのターゲットに関する情報を iscsiadm iSCSI データベースに自動的に保存します。次データベースに自動的に保存します。次
に、に、Anaconda はこのデータベースをインストール済みシステムにコピーし、はこのデータベースをインストール済みシステムにコピーし、/ に使用されていないに使用されていない 
iSCSI ターゲットをマークし、システムの起動時にシステムが自動的にログインできるようにします。ターゲットをマークし、システムの起動時にシステムが自動的にログインできるようにします。/ 
がが iSCSI ターゲットに配置されている場合、ターゲットに配置されている場合、initrd はこのターゲットにログインし、はこのターゲットにログインし、Anaconda は同じは同じ
ターゲットに複数のログインを試みないように起動スクリプトにこのターゲットを含めません。ターゲットに複数のログインを試みないように起動スクリプトにこのターゲットを含めません。
    

B.2. スタートアップ時のスタートアップ時の ISCSI ディスクディスク

     iSCSI 関連のイベントがシステム開始時に各所で発生する可能性があります。関連のイベントがシステム開始時に各所で発生する可能性があります。
    

1. 
       initrd のの init スクリプトは、スクリプトは、 / に使用されるに使用される iSCSI ターゲットにログインします（存在するターゲットにログインします（存在する
場合）。これは、場合）。これは、iscsid を実行する必要なくを実行する必要なく iscsistart ユーティリティーを使用して行いまユーティリティーを使用して行いま
す。す。
      

注記注記
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注記注記

        root ファイルシステムがファイルシステムが IPv6 を使用して接続されているを使用して接続されている iSCSI ディスクディスク
にある場合は、インストール済みのシステムがにある場合は、インストール済みのシステムが ip= 起動オプション起動オプション (例例: 
ip=eth0:auto6) を使用していることを確認してください。このオプションが設を使用していることを確認してください。このオプションが設
定されていないと、インストールされたシステムは起動時に接続を確立するまで定されていないと、インストールされたシステムは起動時に接続を確立するまで
に最大に最大 20 分間かかる場合があります。正しい分間かかる場合があります。正しい ip= オプションを使用することオプションを使用すること
で、この遅延がなくなります。で、この遅延がなくなります。
       

2. 
       root ファイルシステムがマウントされ、さまざまなサービスのファイルシステムがマウントされ、さまざまなサービスの init スクリプトが実行されスクリプトが実行され
ると、ると、iscsi init スクリプトが呼び出されます。スクリプトが呼び出されます。 / にに iSCSI ターゲットが使用されている場合、ターゲットが使用されている場合、
またはまたは iSCSI データベース内のターゲットが自動的にログインするようにマークされている場データベース内のターゲットが自動的にログインするようにマークされている場
合、このスクリプトは合、このスクリプトは iscsid デーモンを起動します。デーモンを起動します。
      

3. 
       従来のネットワークサービススクリプトの実行後に、従来のネットワークサービススクリプトの実行後に、iscsi init スクリプトが実行されまスクリプトが実行されま
す。ネットワークへのアクセスが可能であれば、自動ログインのマークが付いたす。ネットワークへのアクセスが可能であれば、自動ログインのマークが付いた iSCSI データデータ
ベース内のターゲットにログインを行います。ネットワークへのアクセスができない場合にベース内のターゲットにログインを行います。ネットワークへのアクセスができない場合に
は、スクリプトは何も表示せずに終了します。は、スクリプトは何も表示せずに終了します。
      

4. 
       NetworkManager を使用してネットワークにアクセスする場合、従来のネットワークサーを使用してネットワークにアクセスする場合、従来のネットワークサー
ビススクリプトの代わりに、ビススクリプトの代わりに、NetworkManager はは iscsi init スクリプトを呼び出します。詳細スクリプトを呼び出します。詳細
は、は、/etc/NetworkManager/dispatcher.d/04-iscsi ファイルを参照してください。ファイルを参照してください。
      

重要重要

        NetworkManager はは /usr ディレクトリーにインストールされているたディレクトリーにインストールされているた
め、め、/usr がが iSCSI ターゲットなどのネットワーク接続ストレージにある場合ターゲットなどのネットワーク接続ストレージにある場合
は、ネットワークアクセスを設定できません。は、ネットワークアクセスを設定できません。
       

     システムの起動時にシステムの起動時に iscsid が必要ない場合は、自動的に起動されません。が必要ない場合は、自動的に起動されません。iscsiadm を開始すると、を開始すると、
iscsiadm  はは iscsid を開始します。を開始します。
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付録付録C ANACONDA UI 固有のコマンド固有のコマンド

C.1. ANACONDA で使用されるコマンドで使用されるコマンド

     pwpolicy コマンドは、キックスタートファイルのコマンドは、キックスタートファイルの %anaconda セクションでのみ使用できるセクションでのみ使用できる 
Anaconda UI 固有のコマンドです。固有のコマンドです。
    

 pwpolicy （任意）（任意） 

        このコマンドは、カスタムのパスワードポリシーを強制します。このポリシーは、パスワードこのコマンドは、カスタムのパスワードポリシーを強制します。このポリシーは、パスワード
の長さや強度などの要素に基づいて、インストール中に作成されるパスワードの要件を指定するもの長さや強度などの要素に基づいて、インストール中に作成されるパスワードの要件を指定するも
のです。のです。
       

pwpolicy name [--minlen=length] [--minquality=quality] [--strict|--nostrict] [--emptyok|--noempty] [--
changesok|--nochanges]

        name をを root、、user、または、または luks に置き換え、それぞれに置き換え、それぞれ root パスワード、ユーザーパスワーパスワード、ユーザーパスワー
ド、またはド、または LUKS パスフレーズのポリシーを強制します。パスフレーズのポリシーを強制します。
       

        libpwquality ライブラリーは、パスワードの最小要件（長さおよび品質）を確認するために使ライブラリーは、パスワードの最小要件（長さおよび品質）を確認するために使
用されます。用されます。libpwquality パッケージが提供するパッケージが提供する pwscore コマンドおよびコマンドおよび pwmake コマンドを使コマンドを使
用してパスワードの品質のスコアを確認したり、特定のスコアで無作為なパスワードを作成したり用してパスワードの品質のスコアを確認したり、特定のスコアで無作為なパスワードを作成したり
できます。これらのコマンドの詳細は、できます。これらのコマンドの詳細は、man ページのページの pwscore (1) およびおよび pwmake (1) を参照してを参照して
ください。ください。
       

重要重要

         このコマンドは、このコマンドは、%anaconda セクション内でのみ使用できます。セクション内でのみ使用できます。
        

          --minlen= - パスワードの最低文字数を設定します。デフォルトはパスワードの最低文字数を設定します。デフォルトは 6 です。です。
         

          --minquality= - libpwquality ライブラリーで定義されているパスワードの最小品質をライブラリーで定義されているパスワードの最小品質を
設定します。デフォルト値は設定します。デフォルト値は 1 です。です。
         

          --strict - 厳密なパスワード強制を有効にします。厳密なパスワード強制を有効にします。--minquality= とと --minlen= で指定で指定
された要件を満たさないパスワードは拒否されます。このオプションはデフォルトで無効にされた要件を満たさないパスワードは拒否されます。このオプションはデフォルトで無効に
なっています。なっています。
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          --notstrict - --minquality= オプションおよびオプションおよび -minlen= オプションで指定した最低品オプションで指定した最低品
質要件を満たして質要件を満たして いい ないパスワードは、ないパスワードは、Done がが 2 回クリックされると許可されます。回クリックされると許可されます。
         

          --emptyok - 空のパスワードの使用を許可します。デフォルトでユーザーパスワード空のパスワードの使用を許可します。デフォルトでユーザーパスワード
に有効となっています。に有効となっています。
         

          --notempty - 空のパスワードの使用を許可しません。空のパスワードの使用を許可しません。root パスワードとパスワードと LUKS パスパス
フレーズについて、デフォルトで有効になっています。フレーズについて、デフォルトで有効になっています。
         

          --changesok - キックスタートファイルでパスワードが設定されていても、ユーザーキックスタートファイルでパスワードが設定されていても、ユーザー
インターフェイスでのパスワード変更を許可します。デフォルトでは無効です。インターフェイスでのパスワード変更を許可します。デフォルトでは無効です。
         

          --nochanges - キックスタートファイルで設定されているパスワードの変更を許可しキックスタートファイルで設定されているパスワードの変更を許可し
ません。デフォルトでは有効です。ません。デフォルトでは有効です。
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付録付録D LVM の理解の理解

    LVM (Logical Volume Management、論理ボリューム管理、論理ボリューム管理) パーティションは標準のパーティションパーティションは標準のパーティション
に比べ便利な点がいくつかあります。に比べ便利な点がいくつかあります。LVM パーティションは、パーティションは、物理ボリューム物理ボリューム としてフォーマット化としてフォーマット化
し、ひとつまたは複数の物理ボリュームを結合させてし、ひとつまたは複数の物理ボリュームを結合させて ボリュームグループボリュームグループ を形成します。このボを形成します。このボ
リュームグループの合計容量を再びひとつまたは複数のリュームグループの合計容量を再びひとつまたは複数の 論理ボリューム論理ボリューム に分割します。論理ボリューに分割します。論理ボリュー
ムは、標準のパーティションと同様に機能します。ムは、標準のパーティションと同様に機能します。xfs などのファイルシステムタイプとマウントポイなどのファイルシステムタイプとマウントポイ
ントがあります。ントがあります。
   

重要重要

     AMD、、Intel、および、および ARM システム、ならびにシステム、ならびに IBM Power Systems サーバーなどでサーバーなどで
は、ブートローダーはは、ブートローダーは LVM ボリュームを読み込むことができません。ボリュームを読み込むことができません。/boot パーティパーティ
ション用に、ション用に、LVM 以外の標準のディスクパーティションを作成する必要があります。以外の標準のディスクパーティションを作成する必要があります。
    

     IBM Z では、では、zipl ブートローダーはリニアマッピングを使用してブートローダーはリニアマッピングを使用して LVM 論理ボリュー論理ボリュー
ムのムの /boot をサポートします。をサポートします。
    

     デフォルトでは、インストールプロセスは常にデフォルトでは、インストールプロセスは常に / パーティションおよびパーティションおよび swap パーパー
ティションを作成し、物理ボリュームに別のティションを作成し、物理ボリュームに別の /boot パーティションを使用します。パーティションを使用します。
    

    物理ボリュームを積み重なった物理ボリュームを積み重なった ブロックブロック の山として考えるとわかりやすいでしょう。の山として考えるとわかりやすいでしょう。1 ブロックがブロックが
データ格納に使用されるデータ格納に使用される 1 ストレージユニットになります。複数のブロックの山を集めてさらに大きなストレージユニットになります。複数のブロックの山を集めてさらに大きな
ひとつの山を作ることができるのと同じように、物理ボリュームを結合して一つのボリュームグループひとつの山を作ることができるのと同じように、物理ボリュームを結合して一つのボリュームグループ
を作ります。できた大きな山から今度は目的にあった大きさの山をいくつか作ることができます。同じを作ります。できた大きな山から今度は目的にあった大きさの山をいくつか作ることができます。同じ
ように、結合してできたボリュームグループを目的にあったいくつかの論理ボリュームに分割します。ように、結合してできたボリュームグループを目的にあったいくつかの論理ボリュームに分割します。
   

    管理者は、標準のディスクパーティションとは異なり、データを破棄せずに論理ボリュームを拡大ま管理者は、標準のディスクパーティションとは異なり、データを破棄せずに論理ボリュームを拡大ま
たは縮小できます。ボリュームグループの物理ボリュームが別のドライブまたはたは縮小できます。ボリュームグループの物理ボリュームが別のドライブまたは RAID アレイにある場アレイにある場
合は、ストレージデバイスに論理ボリュームを分散することもできます。合は、ストレージデバイスに論理ボリュームを分散することもできます。
   

    論理ボリュームを、ボリュームに必要なデータよりも小さい容量に縮小すると、データが失われる可論理ボリュームを、ボリュームに必要なデータよりも小さい容量に縮小すると、データが失われる可
能性があります。柔軟性を最大限にするために、現在のニーズに合わせて論理ボリュームを作成し、過能性があります。柔軟性を最大限にするために、現在のニーズに合わせて論理ボリュームを作成し、過
剰なストレージ容量を未割り当ての状態にします。必要に応じて、未割り当ての領域を使用するよう剰なストレージ容量を未割り当ての状態にします。必要に応じて、未割り当ての領域を使用するよう
に、論理ボリュームを安全に拡張できます。に、論理ボリュームを安全に拡張できます。
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付録付録E その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

    Anaconda およびおよび Red Hat Enterprise Linux システムはいずれも、共通のソフトウェアコンポーネシステムはいずれも、共通のソフトウェアコンポーネ
ントのセットを使用します。重要なテクノロジーの詳細は、以下に示すントのセットを使用します。重要なテクノロジーの詳細は、以下に示す Web サイトを参照してくださサイトを参照してくださ
い。い。
   

ブートローダーブートローダー

        Red Hat Enterprise Linux は、は、GRUB2 ブートローダーを使用します。ブートローダーを使用します。『『Red Hat 
Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド』』の該当する箇所を参照してください。の該当する箇所を参照してください。
      

ストレージ管理ストレージ管理

        論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM) では、管理者に対してさまざまなストレージ管理機能を提供しまでは、管理者に対してさまざまなストレージ管理機能を提供しま
す。デフォルトでは、す。デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux インストールプロセスは、ドライブをインストールプロセスは、ドライブを LVM ボボ
リュームとしてフォーマットします。詳細は、リュームとしてフォーマットします。詳細は、『『Red Hat Enterprise Linux 7 論理ボリュームマ論理ボリュームマ
ネージャーの管理ネージャーの管理』』を参照してください。を参照してください。
      

リモートディスプレイリモートディスプレイ

        Red Hat Enterprise Linux およびおよび Anaconda には、グラフィカルディスプレイへのリモートアには、グラフィカルディスプレイへのリモートア
クセスを可能にするクセスを可能にする VNC (Virtual Network Computing)ソフトウェアが含まれています。ソフトウェアが含まれています。VNC の詳の詳
細については、細については、『『Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド』』 のの TigerVNC の章を参照の章を参照
してください。してください。
      

       Red Hat カスタマーポータルのカスタマーポータルの VNC Configurator アプリケーションを使って、アプリケーションを使って、VNC サーバーサーバー
およびクライアントの設定をガイドに従って実施することもできます。およびクライアントの設定をガイドに従って実施することもできます。
      

リモートシステムアクセスリモートシステムアクセス

          Red Hat Enterprise Linux には、システムにリモートアクセスできるようにには、システムにリモートアクセスできるように OpenSSH スス
イートが組み込まれています。イートが組み込まれています。SSH サービスにより、他のシステムからのコマンドラインへのアクサービスにより、他のシステムからのコマンドラインへのアク
セス、遠隔からのコマンド実行、ネットワークファイルの転送などの機能が利用できるようになりセス、遠隔からのコマンド実行、ネットワークファイルの転送などの機能が利用できるようになり
ます。インストールプロセス時に、ます。インストールプロセス時に、Anaconda はは OpenSSH のの scp 機能を使用してクラッシュレ機能を使用してクラッシュレ
ポートをリモートシステムに転送する場合があります。ポートをリモートシステムに転送する場合があります。OpenSSH の詳細についてはの詳細についてはRed Hat 
Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイドの該当のセクションを参照してください。の該当のセクションを参照してください。
      

アクセス制御アクセス制御

        SELinux では、標準のでは、標準の Linux セキュリティー機能を補完するセキュリティー機能を補完する Mandatory Access Control 
(MAC) 機能を提供しています。詳細は、機能を提供しています。詳細は、『『Red Hat Enterprise Linux 7 SELinux ユーザーおよび管ユーザーおよび管
理者のガイド理者のガイド』』を参照してください。を参照してください。
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ファイアウォールファイアウォール

        Red Hat Enterprise Linux は、は、firewalld を使用してファイアウォール機能を提供します。詳細を使用してファイアウォール機能を提供します。詳細
情報は、情報は、『『Red Hat Enterprise Linux 7 セキュリティーガイドセキュリティーガイド』』を参照してください。を参照してください。
      

ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール

        Red Hat Enterprise Linux は、は、yum を使用して、システムを設定するを使用して、システムを設定する RPM パッケージを管理パッケージを管理
します。詳細は、します。詳細は、『『Red Hat Enterprise Linux 7 システム管理者のガイドシステム管理者のガイド』』を参照してください。を参照してください。
      

仮想化仮想化

        仮想化では、同じコンピューターで複数のオペレーティングシステムを同時に実行できます。仮想化では、同じコンピューターで複数のオペレーティングシステムを同時に実行できます。
Red Hat Enterprise Linux にはには Red Hat Enterprise Linux ホスト上にセカンダリーのシステムをイホスト上にセカンダリーのシステムをイ
ンストールして管理を行うためのツールも収納されています。仮想化のサポートはインストール中ンストールして管理を行うためのツールも収納されています。仮想化のサポートはインストール中
でも、インストール後でも選択可能です。詳細は、でも、インストール後でも選択可能です。詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化の導入およ仮想化の導入およ
び管理ガイドび管理ガイドを参照してください。を参照してください。
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/Security_Guide/sec-Using_Firewalls.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/System_Administrators_Guide/part-Installing_and_Managing_Software.html
https://access.redhat.com/site/documentation/ja-jp/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/Virtualization_Deployment_and_Administration_Guide/index.html


付録付録F EXT4 とと XFS コマンドの参照表コマンドの参照表

    Red Hat Enterprise Linux 7 で、で、ext4 に代わって、に代わって、XFS がデフォルトのファイルシステムとなってがデフォルトのファイルシステムとなって
います。一般的なファイルシステム操作の作業に対するいます。一般的なファイルシステム操作の作業に対する ext4 でのコマンドとでのコマンドと XFS でのコマンドとの違でのコマンドとの違
いを以下の相互参照表で示します。いを以下の相互参照表で示します。
   

表表F.1 ext4 とと XFS コマンドの参照表コマンドの参照表

タスクタスク ext4 XFS

ファイルシステムの作成 mkfs.ext4 mkfs.xfs

ファイルシステムのマウント mount mount

ファイルシステムのサイズ変更 resize2fs xfs_growfs [a]

ファイルシステムの修復 e2fsck xfs_repair

ファイルシステムのラベル変更 e2label xfs_admin -L

ディスク領域およびファイル使用量の報告 quota quota

ファイルシステムのデバッグ debugfs xfs_db

ファイルシステムの重要なメタデータのファイル保
存

e2image xfs_metadump

[a] XFS ファイルシステムのサイズを縮小できません。サイズを増やす場合にだけこのコマンドを使用してください。
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付録付録G データサイズ用語の参照表データサイズ用語の参照表

表表G.1 データサイズ用語の参照表データサイズ用語の参照表

用語用語 略語略語 サイズサイズ (バイト単位バイト単位)

バイナリーバイナリー (バイトバイト)   

キビバイト KiB 1024

メビバイト MiB 10242

ギビバイト GiB 10243

テビバイト TiB 10244

ペビバイト PiB 10245

エクスビバイト EiB 10246

ゼビバイト ZiB 10247

ヨビバイト YiB 10248

十進法十進法 (バイトバイト)   

キロバイト KB 1000

メガバイト MB 10002

ギガバイト GB 10003

テラバイト TB 10004

ペタバイト PB 10005

エクサバイト EB 10006

ゼタバイト ZB 10007

ヨタバイト YB 10008

十進法十進法 (ビットビット)   

キロビット Kb 125
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メガビット Mb 125,000

ギガビット Gb 125,000,000

用語用語 略語略語 サイズサイズ (バイト単位バイト単位)
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付録付録H 改訂履歴改訂履歴

   改訂番号はこのマニュアルの編集に関するものであり、改訂番号はこのマニュアルの編集に関するものであり、Red Hat Enterprise Linux のの バージョン番号バージョン番号
とは関係ありません。とは関係ありません。
  

   

改訂改訂 1.5-6 Wed Aug 07 2019 Eliane Pereira
改訂改訂 1.5-5 Thu Jul 11 2019 Eliane Pereira

Image Builder は削除されており、専用のガイドに分かれました。

改訂改訂 1.5-4 Fri May 24 2019 Sharon Moroney
7.7 ベータ版公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.5-3 Tue Oct 30 2018 Vladimír Slávik
7.6 GA 公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.5-2 Tue Aug 21 2018 Vladimír Slávik
7.6 ベータ版公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.5-1 Fri Apr 6 2018 Petr Bokoč
7.5 GA 公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.5-0 Fri Dec 15 2017 Petr Bokoč
7.5 ベータ版公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.4-2 Thu Nov 23 2017 Petr Bokoč
非同期の更新

改訂改訂 1.4-1 Fri Oct 13 2017 Petr Bokoč
非同期の更新

改訂改訂 1.4-0 Tue Aug 1 2017 Petr Bokoč
7.4 GA 公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.3-9 Mon May 15 2017 Petr Bokoč
7.4 ベータ版公開用ドキュメントの準備

改訂改訂 1.3-8 Tue Apr 4 2017 Petr Bokoč
非同期の更新

改訂改訂 1.3-7 Sun Nov 6 2016 Robert Kratky
7.3 GA リリースのバージョン

改訂改訂 1.3-4 Mon Nov 16 2015 Petr Bokoč
7.2 GA 公開用バージョン

改訂改訂 1.2-2 Wed Feb 18 2015 Petr Bokoč
7.1 GA 公開用バージョン

改訂改訂 1.0-0 Tue Jun 03 2014 Petr Bokoč
7.0 GA 公開用バージョン
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索引索引

シンボルシンボル

/boot パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

/var/ パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

アレイアレイ (参照参照 RAID)

アンインストールアンインストール

IBM Z からから, IBM Z からのからの Red Hat Enterprise Linux の削除の削除

x86_64 ベースのシステムの場合ベースのシステムの場合, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムからのシステムからの Red Hat 
Enterprise Linux の削除の削除

インストールインストール

GRUB2, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

VNC の使用の使用, VNC の使用の使用

キックスタートキックスタート (参照参照 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール)

スタートガイドスタートガイド, はじめにはじめに

テキストモードテキストモード, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

ディスク領域ディスク領域, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件, ディスク領域およびメモリーに関する要ディスク領域およびメモリーに関する要
件件

パーティション設定パーティション設定, 手動パーティション設定手動パーティション設定, 手動パーティション設定手動パーティション設定, 手動パーティション設定手動パーティション設定

プログラムプログラム

起動起動, インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

メモリーの要件メモリーの要件, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件, ディスク領域およびメモリーに関するディスク領域およびメモリーに関する
要件要件

インストールのプランニングインストールのプランニング

IBM Z, プレインストールプレインストール

インストールプログラムインストールプログラム

AMD64 およびおよび Intel 64

起動起動, 物理メディアからの起動物理メディアからの起動
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インストールプログラムのレスキューモードインストールプログラムのレスキューモード

利用可能なユーティリティー利用可能なユーティリティー, Anaconda のレスキューモードのレスキューモード

定義定義, Anaconda のレスキューモードのレスキューモード

インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールの起動でのインストールの起動

インストールメディアインストールメディア

ダウンロード中ダウンロード中, Red Hat Enterprise Linux のダウンロードのダウンロード

カスタムイメージカスタムイメージ

作成作成, ディスクイメージへのインストールディスクイメージへのインストール

キックスタートキックスタート

IBM Z パラメーターファイルのパラメーターパラメーターファイルのパラメーター, キックスタートを使ったインストールのパラメーターキックスタートを使ったインストールのパラメーター

サブスクリプションサブスクリプション, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

ファイルの表示方法ファイルの表示方法, キックスタートを使ったインストールの開始キックスタートを使ったインストールの開始

キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール, キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

LVM, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

インストールソースインストールソース, インストールソースの準備インストールソースの準備

ネットワークベースネットワークベース, インストールソースの準備インストールソースの準備

ファイルの場所ファイルの場所, キックスタートファイルの準備キックスタートファイルの準備

ファイルフォーマットファイルフォーマット, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

起動起動, キックスタートを使ったインストールの開始キックスタートを使ったインストールの開始

キックスタートインストールキックスタートインストール

検証検証, キックスタートファイルの確認キックスタートファイルの確認

キックスタートファイルキックスタートファイル

%Anaconda, Anaconda の設定の設定

%include, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

%post, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

%pre, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

Anaconda の設定の設定, Anaconda の設定の設定

auth, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

authconfig, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

autopart, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション
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autostep, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

bootloader, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

btrfs, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

clearpart, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

cmdline, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

device, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

driverdisk, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

eula, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

fcoe, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

firewall, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

firstboot, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

graphical, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

group, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

halt, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

ignoredisk, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

install, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

iscsi, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

iscsiname, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

kdump, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

lang, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

logvol, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

mediacheck, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

mount, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

network, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

nvdimm, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

org_fedora_oscap, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

part, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

partition, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

poweroff, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

pwpolicy, Anaconda で使用されるコマンドで使用されるコマンド

raid , キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

realm, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

reboot, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション
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rescue, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

rootpw, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

selinux, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

services , キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

shutdown, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

skipx, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

snapshot, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

sshpw, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

text, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

timezone, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

unsupported_hardware, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

user, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

vnc, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

volgroup, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

xconfig, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

zerombr, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

zfcp, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

インストールソースインストールソース, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

インストール前の設定インストール前の設定, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

インストール後の設定インストール後の設定, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

インストール方法インストール方法, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

オプションオプション, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

パーティショニングの例パーティショニングの例, 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例

ユーザー入力ユーザー入力, ユーザー入力の例ユーザー入力の例

キーボードキーボード, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

ネットワークベースネットワークベース, インストールソースの準備インストールソースの準備

パッケージ選択の指定パッケージ選択の指定, パッケージの選択パッケージの選択

フォーマットフォーマット, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

リポジトリーの設定リポジトリーの設定, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

ロギングロギング, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

作成作成, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

例例, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

別のファイルのコンテンツを含める別のファイルのコンテンツを含める, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション
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必要なパーティションの作成必要なパーティションの作成, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

構文の変更点構文の変更点, キックスタート構文の違いキックスタート構文の違い

キーボードキーボード

設定設定, キーボードの設定キーボードの設定, キーボードの設定キーボードの設定, キーボードの設定キーボードの設定

キーマップキーマップ

キーボードタイプの選択キーボードタイプの選択, キーボードの設定キーボードの設定, キーボードの設定キーボードの設定, キーボードの設定キーボードの設定

言語の選択言語の選択, ようこその画面と言語設定ようこその画面と言語設定, ようこその画面と言語設定ようこその画面と言語設定, ようこその画面と言語設定ようこその画面と言語設定

クロッククロック, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻

サブスクリプションサブスクリプション

インストール後インストール後, サブスクリプションマネージャーサブスクリプションマネージャー

初期設定初期設定, サブスクリプションマネージャーサブスクリプションマネージャー

サブスクリプションサービスサブスクリプションサービス, Red Hat Subscription Management からの登録解除からの登録解除

システムの復元システムの復元, 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

一般的な問題一般的な問題, 一般的な問題一般的な問題

Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない, Red Hat Enterprise Linux を起動できないを起動できない

sosreport, sosreportのキャプチャーのキャプチャー

ハードウェアおよびソフトウェアの問題ハードウェアおよびソフトウェアの問題, ハードウェアおよびソフトウェアの問題ハードウェアおよびソフトウェアの問題

ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール, ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

ストレージデバイスストレージデバイス

基本的なストレージデバイス基本的なストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス

特殊なストレージデバイス特殊なストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス

タイムゾーンタイムゾーン

設定設定, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻

チェーンロードチェーンロード, ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面, ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面

テキストモードテキストモード

インストールインストール, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

ディスクのパーティション設定ディスクのパーティション設定, インストール先インストール先, インストール先インストール先, インストール先インストール先

ディスクパーティション機能ディスクパーティション機能 

パーティションの追加パーティションの追加

ボリュームの追加ボリュームの追加, ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定, ファイルシステムの追加とファイルシステムの追加と
パーティションの設定パーティションの設定, ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定
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ディスク領域ディスク領域, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件

トラブルシューティングトラブルシューティング

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング

GNOME またはまたは KDE での起動での起動

AMD64 およびおよび Intel 64, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

IBM Power Systems, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

GRUB2

next_entry, GRUB2 next_entry 変数は、仮想化環境で予期しない動作をする可能性がある変数は、仮想化環境で予期しない動作をする可能性がある

GUI インストール方法が利用できませんインストール方法が利用できません

AMD64 およびおよび Intel 64, グラフィカルインストールの起動に関連する問題グラフィカルインストールの起動に関連する問題

IBM Power Systems, グラフィカルインストールの起動に関連する問題グラフィカルインストールの起動に関連する問題

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IPL NWSSTG

IBM Power Systems, ネットワークストレージ領域ネットワークストレージ領域 (*NWSSTG) から起動から起動 (IPL) できないできない

RAM が認識されないが認識されない

AMD64 およびおよび Intel 64, RAM が認識されませんかが認識されませんか ?

X (X Window System)

AMD64 およびおよび Intel 64, グラフィカルユーザーインターフェイスが表示されないグラフィカルユーザーインターフェイスが表示されない

IBM Power Systems, グラフィカルユーザーインターフェイスが表示されないグラフィカルユーザーインターフェイスが表示されない

X Window System での起動での起動

AMD64 およびおよび Intel 64, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

IBM Power Systems, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

X サーバーのクラッシュサーバーのクラッシュ

AMD64 およびおよび Intel 64, ユーザーがログインするとユーザーがログインすると X サーバーがクラッシュするサーバーがクラッシュする

IBM Power Systems, ユーザーがログインするとユーザーがログインすると X サーバーがクラッシュするサーバーがクラッシュする

インストールの開始インストールの開始

AMD64 およびおよび Intel 64, インストール開始時の問題インストール開始時の問題

IBM Power Systems, インストール開始時の問題インストール開始時の問題

インストール後インストール後

AMD64 およびおよび Intel 64, インストール後の問題インストール後の問題
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IBM Power Systems, インストール後の問題インストール後の問題

IBM Z, インストール後の問題インストール後の問題

インストール時インストール時

AMD64 およびおよび Intel 64, インストール中の問題インストール中の問題

IBM Power Systems, インストール中の問題インストール中の問題

IBM Z, インストール中の問題インストール中の問題

グラフィカルブートグラフィカルブート

AMD64 およびおよび Intel 64, グラフィカルな起動シーケンスに関する問題グラフィカルな起動シーケンスに関する問題

IBM Power Systems, グラフィカルな起動シーケンスに関する問題グラフィカルな起動シーケンスに関する問題

グラフィカルログイングラフィカルログイン

IBM Z, リモートグラフィカルデスクトップとリモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

AMD64 およびおよび Intel 64, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

IBM Power Systems, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

コンソールが利用できないコンソールが利用できない

AMD64 およびおよび Intel 64, シリアルコンソールが検出されないシリアルコンソールが検出されない

IBM Power Systems, シリアルコンソールが検出されないシリアルコンソールが検出されない

シグナルシグナル 11 エラーエラー

AMD64 およびおよび Intel 64, signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される

IBM Power Systems, signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される

IBM Z, signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される

ディスクが検出されないディスクが検出されない

AMD64 およびおよび Intel 64, ディスクが検出されないディスクが検出されない

IBM Power Systems, ディスクが検出されないディスクが検出されない

IBM Z, ディスクが検出されないディスクが検出されない

パーティションの完了パーティションの完了

IBM Power Systems, IBM Power Systems ユーザー向けのパーティション作成に関するその他ユーザー向けのパーティション作成に関するその他
の問題の問題

リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存

AMD64 およびおよび Intel 64, トレースバックメッセージの報告トレースバックメッセージの報告

IBM Power Systems, トレースバックメッセージの報告トレースバックメッセージの報告
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IBM Z, トレースバックメッセージの報告トレースバックメッセージの報告

リモートデスクトップリモートデスクトップ

IBM Z, リモートグラフィカルデスクトップとリモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

起動起動

RAID カードカード, RAID カードから起動できないカードから起動できない

トレースバックメッセージトレースバックメッセージ

リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存

AMD64 およびおよび Intel 64, トレースバックメッセージの報告トレースバックメッセージの報告

IBM Power Systems, トレースバックメッセージの報告トレースバックメッセージの報告

IBM Z, トレースバックメッセージの報告トレースバックメッセージの報告

ネットワークブートインストールネットワークブートインストール

概要概要, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備

設定設定, ネットワークブートサービスの設定ネットワークブートサービスの設定

ハードウェアハードウェア

サポートサポート, インストール先として対応しているターゲットインストール先として対応しているターゲット, インストール先として対応しているターインストール先として対応しているター
ゲットゲット

互換性互換性, ハードウェアの互換性についてハードウェアの互換性について, ハードウェアの互換性についてハードウェアの互換性について

設定設定, システム仕様一覧システム仕様一覧, システム仕様一覧システム仕様一覧

ハードウェアの準備、ハードウェアの準備、IBM Power Systems サーバーサーバー, IBM Power Systems サーバーの準備サーバーの準備

ハードディスクハードディスク

パーティションの概要パーティションの概要, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

パーティションタイプパーティションタイプ, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

パーティション設定パーティション設定, ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要

ファイルシステムの形式ファイルシステムの形式, ファイルシステムファイルシステム

基本となる概念基本となる概念, ハードディスクの基本概念ハードディスクの基本概念

拡張パーティション拡張パーティション, パーティションの中のパーティションパーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

パスワードパスワード

root の設定の設定, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定

パッケージパッケージ

インストールインストール, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択

グループグループ, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択
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選択選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択

選択選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択

パッケージのインストールパッケージのインストール, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択

パラメーターファイルパラメーターファイル, IBM Z でのパラメーターと設定ファイルでのパラメーターと設定ファイル

インストールネットワークパラメーターインストールネットワークパラメーター, インストール用ネットワークパラメーターインストール用ネットワークパラメーター

キックスタートパラメーターキックスタートパラメーター, キックスタートを使ったインストールのパラメーターキックスタートを使ったインストールのパラメーター

サンプルパラメーターファイルサンプルパラメーターファイル, パラメーターファイルとパラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例

必須パラメーター必須パラメーター, 必須パラメーター必須パラメーター

パーティションパーティション

拡張拡張, パーティションの中のパーティションパーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

パーティションの追加パーティションの追加

ファイルシステムの種類ファイルシステムの種類, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムファイルシステム
のタイプのタイプ

ボリュームの追加ボリュームの追加, ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定, ファイルシステムの追加とファイルシステムの追加と
パーティションの設定パーティションの設定, ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定

パーティション設定パーティション設定, 手動パーティション設定手動パーティション設定, 手動パーティション設定手動パーティション設定, 手動パーティション設定手動パーティション設定

パーティションの数パーティションの数, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割, パーティションの命名スキームパーティションの命名スキーム, パーパー
ティションの数ティションの数

パーティションの種類パーティションの種類, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

パーティションの追加パーティションの追加

ファイルシステムの種類ファイルシステムの種類, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシスファイルシス
テムのタイプテムのタイプ

パーティション用の空き領域の作成パーティション用の空き領域の作成, ディスクのパーティション再設定に関する戦略ディスクのパーティション再設定に関する戦略

プライマリーパーティションプライマリーパーティション, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

マウントポイントとマウントポイントと, ディスクパーティションとマウントポイントディスクパーティションとマウントポイント

使用中のパーティションの使用使用中のパーティションの使用, 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

命名パーティション命名パーティション, パーティションの命名スキームパーティションの命名スキーム

基本となる概念基本となる概念, ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要

拡張パーティション拡張パーティション, パーティションの中のパーティションパーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

推奨推奨, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

新規作成新規作成, ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定, ファイルシステムの追加とパーティファイルシステムの追加とパーティ
ションの設定ションの設定, ファイルシステムの追加とパーティションの設定ファイルシステムの追加とパーティションの設定

ファイルシステムの種類ファイルシステムの種類, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシスファイルシス
テムのタイプテムのタイプ
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未使用パーティションの使用未使用パーティションの使用, 未使用パーティションからの領域の使用未使用パーティションからの領域の使用

概要概要, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

破壊破壊, 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

空き領域の使用空き領域の使用, パーティションが未設定の空き領域の使用パーティションが未設定の空き領域の使用

自動自動, インストール先インストール先, インストール先インストール先, インストール先インストール先

非破壊的非破壊的, 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

ファイルシステムファイルシステム

形式、概要形式、概要, ファイルシステムファイルシステム

ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムファイルシステム
のタイプのタイプ

ブートローダーブートローダー, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

GRUB2, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

インストールインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

マウントポイントマウントポイント

パーティションおよびパーティションおよび, ディスクパーティションとマウントポイントディスクパーティションとマウントポイント

マスターブートレコードマスターブートレコード, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, Red Hat 
Enterprise Linux を起動できないを起動できない

再インストール再インストール, ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

非マルチパスデバイスとの混在非マルチパスデバイスとの混在, インストール先インストール先

メモリーメモリー

最小要件最小要件, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件

メモリーテストモードメモリーテストモード, メモリーメモリー (RAM) テストモードの読み込みテストモードの読み込み

ライブイメージライブイメージ

作成作成, ディスクイメージへのインストールディスクイメージへのインストール

リモートインストールリモートインストール

VNC の使用の使用, VNC の使用の使用

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードでのコンピューターの起動レスキューモードでのコンピューターの起動

インストールプログラムの使用インストールプログラムの使用, Anaconda のレスキューモードのレスキューモード

ログファイルログファイル

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング
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IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール, キックスタートを使ったインストールとはキックスタートを使ったインストールとは

ログファイルのインストールログファイルのインストール

anaconda.packaging.log , 設定のメニューと進捗状況の画面設定のメニューと進捗状況の画面, 設定のメニューと進捗状況の画面設定のメニューと進捗状況の画面, 設設
定のメニューと進捗状況の画面定のメニューと進捗状況の画面

仮想化仮想化

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

初期設定初期設定 (Initial Setup)

キックスタート経由キックスタート経由, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

サブスクリプションサブスクリプション, サブスクリプションマネージャーサブスクリプションマネージャー

削除中削除中

Red Hat Enterprise Linux

IBM Z からから, IBM Z からのからの Red Hat Enterprise Linux の削除の削除

x86_64 ベースのシステムの場合ベースのシステムの場合, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムからのシステムからの Red Hat 
Enterprise Linux の削除の削除

手順手順

CD-ROM またはまたは DVD での起動での起動, インストーラーの起動方法の選択インストーラーの起動方法の選択, インストーラーの起動方法の選インストーラーの起動方法の選
択択

IBM Power Systems サーバーのハードウェア準備サーバーのハードウェア準備, IBM Power Systems サーバーの準備サーバーの準備

サポート対象のハードウェアサポート対象のハードウェア, インストール先として対応しているターゲットインストール先として対応しているターゲット, インストール先としインストール先とし
て対応しているターゲットて対応しているターゲット

ディスク領域ディスク領域, ディスク領域およびメモリーに関する要件ディスク領域およびメモリーに関する要件, ディスク領域およびメモリーに関する要ディスク領域およびメモリーに関する要
件件

ハードウェアの互換性ハードウェアの互換性, ハードウェアの互換性についてハードウェアの互換性について, ハードウェアの互換性についてハードウェアの互換性について

拡張パーティション拡張パーティション, パーティションの中のパーティションパーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

登録解除登録解除, Red Hat Subscription Management からの登録解除からの登録解除

自動パーティション設定自動パーティション設定, インストール先インストール先, インストール先インストール先, インストール先インストール先

言語言語

設定設定, ようこその画面と言語設定ようこその画面と言語設定, 言語サポート言語サポート, ようこその画面と言語設定ようこその画面と言語設定, 言語サポート言語サポート, ようこそようこそ
の画面と言語設定の画面と言語設定, 言語サポート言語サポート

設定設定

タイムゾーンタイムゾーン, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻
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ハードウェアハードウェア, システム仕様一覧システム仕様一覧, システム仕様一覧システム仕様一覧

時間時間, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻

設定ファイル設定ファイル

CMS 設定ファイル設定ファイル, IBM Z でのパラメーターと設定ファイルでのパラメーターと設定ファイル

z/VM 設定ファイル設定ファイル, z/VM 設定ファイル設定ファイル

起動起動

インストールインストール, インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

インストールプログラムインストールプログラム

AMD64 およびおよび Intel 64, 物理メディアからの起動物理メディアからの起動

レスキューモードレスキューモード, Anaconda のレスキューモードのレスキューモード

起動オプション起動オプション, 起動オプション起動オプション

gpt, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

GUID パーティションテーブルパーティションテーブル, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

kexec, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

multilib, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

network, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

selinux, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

VNC, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

zram, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

zRAM, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

インストールソースインストールソース, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

インストールプログラムのランタイムイメージインストールプログラムのランタイムイメージ, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

コンソールコンソール, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

テキストモードテキストモード, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

ディスクデバイス名ディスクデバイス名, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

デバッグデバッグ, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

トラブルシューティングトラブルシューティング, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

ドライバーの更新ドライバーの更新, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

メディアの検証メディアの検証, 起動メディアの検証起動メディアの検証

メモリーテストモードメモリーテストモード, メモリーメモリー (RAM) テストモードの読み込みテストモードの読み込み

リモートアクセスリモートアクセス, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードでのコンピューターの起動レスキューモードでのコンピューターの起動
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ロギングロギング, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

起動メニュー起動メニュー

オプションオプション, 起動オプション起動オプション

選択選択

パッケージパッケージ, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択, ソフトウェアの選択ソフトウェアの選択

A

anaconda.log

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

anaconda.packaging.log 

インストールログファイルの場所インストールログファイルの場所, 設定のメニューと進捗状況の画面設定のメニューと進捗状況の画面, 設定のメニューと進捗状況の設定のメニューと進捗状況の
画面画面, 設定のメニューと進捗状況の画面設定のメニューと進捗状況の画面

B

BIOS (Basic Input/Output System), 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールシステムでのインストール
の起動の起動

C

CD/DVD メディアメディア

作成作成, インストールインストール CD またはまたは DVD の作成の作成

(参照参照 ISO イメージイメージ)

起動起動, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールの起動システムでのインストールの起動, IBM Power Systems 
でのインストールの起動でのインストールの起動

CMS 設定ファイル設定ファイル, IBM Z でのパラメーターと設定ファイルでのパラメーターと設定ファイル

CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例, パラメーターファイルとパラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例

D

DASD, DASD ストレージデバイスストレージデバイス

DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol), ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名, 
ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名

DVD メディアメディア

ダウンロード中ダウンロード中, Red Hat Enterprise Linux のダウンロードのダウンロード
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(参照参照 ISO イメージイメージ)

F

FCoE

インストールインストール, 高度なストレージオプション高度なストレージオプション, 高度なストレージオプション高度なストレージオプション, 高度なストレージオプ高度なストレージオプ
ションション

fcoe

キックスタート経由キックスタート経由, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

FCP デバイスデバイス, FCP デバイスデバイス

firewall

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

G

GRUB2, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

インストールインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール, ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

GUID パーティションテーブルパーティションテーブル

起動オプションとしての指定起動オプションとしての指定, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

H

HMC vterm, HMC vterm の使用の使用

hostname, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名

I

IPv4, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名, ネットワークとホスト名ネットワークとホスト名

iscsi

インストールインストール, 高度なストレージオプション高度なストレージオプション, 高度なストレージオプション高度なストレージオプション, 高度なストレージオプ高度なストレージオプ
ションション

ISO イメージイメージ

ダウンロード中ダウンロード中, Red Hat Enterprise Linux のダウンロードのダウンロード

K

kdump, Kdump, Kdump, Kdump
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kexec

有効化有効化, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

KRDC, VNC ビューアーのインストールビューアーのインストール

L

livemedia-creator, ディスクイメージへのインストールディスクイメージへのインストール

examples, カスタムイメージの作成カスタムイメージの作成

インストールインストール, livemedia-creator のインストールのインストール

キックスタートファイルキックスタートファイル, キックスタートファイルのサンプルキックスタートファイルのサンプル

トラブルシューティングトラブルシューティング, livemedia-creator のトラブルシューティングのトラブルシューティング

ログファイルログファイル, livemedia-creator のトラブルシューティングのトラブルシューティング

使用方法使用方法, カスタムイメージの作成カスタムイメージの作成

追加のパッケージ追加のパッケージ, livemedia-creator のインストールのインストール

LVM

キックスタートの使用キックスタートの使用, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

ボリュームグループボリュームグループ, LVM の理解の理解

物理ボリューム物理ボリューム, LVM の理解の理解

理解理解, LVM の理解の理解

論理ボリューム論理ボリューム, LVM の理解の理解

M

multilib

インストール中の有効化インストール中の有効化, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

N

NTP (Network Time Protocol), 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻, 日付と時刻日付と時刻

NVDIMM

ハードウェアハードウェア, RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス

O

OpenSSH, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

(参照参照 SSH)
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P

packaging.log

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

parm ファイルファイル (参照参照 パラメーターファイルパラメーターファイル)

program.log

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

PXE (Pre-boot eXecution Environment) の場合の場合, PXE を使ったネットワークからの起動を使ったネットワークからの起動

R

RAID

RAID カードに接続されているドライブから起動できないカードに接続されているドライブから起動できない

AMD64 およびおよび Intel 64, RAID カードから起動できないカードから起動できない

キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール, キックスタートのコマンドとオプションキックスタートのコマンドとオプション

ソフトウェアソフトウェア, RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス, RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス

ハードウェアハードウェア, RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス, RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス

registration

キックスタートの使用キックスタートの使用, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

初期設定初期設定, サブスクリプションマネージャーサブスクリプションマネージャー

root / パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

root パスワードパスワード, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定

S

scp, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

(参照参照 SSH)

SELinux
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ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

SSH (Secure SHell)

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

storage.log

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

subscription

キックスタートの使用キックスタートの使用, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

swap パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

syslog

AMD64 およびおよび Intel 64, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールに関連するシステムでのインストールに関連する
トラブルシューティングトラブルシューティング

IBM Power Systems, IBM Power Systems でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

IBM Z, IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

T

TigerVNC, VNC ビューアーのインストールビューアーのインストール

U

UEFI (Unified Extensible Firmware Interface), 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのイシステムでのイ
ンストールの起動ンストールの起動

upgrade

Preupgrade Assistant の使用の使用, 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

Red Hat アップグレードの使用アップグレードの使用, 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

Red Hat Enterprise Linux 6, 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

USB フラッシュドライブフラッシュドライブ

ダウンロード中ダウンロード中, Red Hat Enterprise Linux のダウンロードのダウンロード

作成作成, USB インストールメディアの作成インストールメディアの作成

USB ブートメディアブートメディア

作成作成
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(Linux の場合の場合), Linux でのでの USB インストールメディアの作成インストールメディアの作成

(Mac OS X の場合の場合), Mac OS X でのでの USB インストールメディアの作成インストールメディアの作成

(Windows の場合の場合), Windows でのでの USB インストールメディアの作成インストールメディアの作成

USB メディアメディア

起動起動, 64 ビットビット AMD、、Intel、および、および ARM システムでのインストールの起動システムでのインストールの起動, IBM Power Systems 
でのインストールの起動でのインストールの起動

V

Vinagre, VNC ビューアーのインストールビューアーのインストール

VNC

Connect モードモード, VNC Connect モードでのインストールモードでのインストール

Direct モードモード, VNC Direct モードでのインストールモードでのインストール

インストール中の使用インストール中の使用, VNC の使用の使用

ビューアービューアー, VNC ビューアーのインストールビューアーのインストール

VNC (仮想ネットワークコンピューティング仮想ネットワークコンピューティング)

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

X

XDMCP

有効化有効化

IBM Z, リモートグラフィカルデスクトップとリモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

Y

yum

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

Z

zRAM

スワップ領域としての使用スワップ領域としての使用, ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

索引索引

547


	目次
	第1章 はじめに
	1.1. グラフィカルインストール
	1.2. リモートインストール
	1.3. 自動インストール

	第2章 RED HAT ENTERPRISE LINUX のダウンロード
	第3章 メディアの作成
	3.1. インストール CD または DVD の作成
	3.2. USB インストールメディアの作成
	3.2.1. Linux での USB インストールメディアの作成
	3.2.2. Windows での USB インストールメディアの作成
	3.2.3. Mac OS X での USB インストールメディアの作成

	3.3. インストールソースの準備
	3.3.1. インストールソース - DVD
	3.3.2. インストールソース - ハードドライブ
	3.3.3. インストールソース - ネットワーク
	3.3.3.1. NFS サーバーへのインストールソースの配置
	3.3.3.2. HTTP、HTTPS、または FTP サーバーへのインストールソースの配置
	3.3.3.3. ネットワークベースのインストールを行う場合のファイアウォール設定の事項



	パート I. AMD64、INTEL 64、および ARM 64 - インストールと起動
	第4章 クイックインストールガイド
	4.1. 対話型インストール
	4.2. 自動インストール
	USB 起動メディアの生成
	キックスタートファイルを使用した Red Hat Enterprise Linux のインストール


	第5章 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムへのインストールプラン
	5.1. アップグレードまたはインストールの選択
	5.2. ハードウェアの互換性について
	5.3. インストール先として対応しているターゲット
	5.4. システム仕様一覧
	5.5. ディスク領域およびメモリーに関する要件
	5.6. RAID と他のディスクデバイス
	5.6.1. ハードウェア RAID
	5.6.2. ソフトウェア RAID
	5.6.3. USB ディスク
	5.6.4. NVDIMM デバイス
	5.6.5. Intel の BIOS RAID に関する注意点
	5.6.6. Intel BIOS iSCSI Remote Boot に関する注意点

	5.7. インストーラーの起動方法の選択
	5.8. キックスタートを使用したインストールの自動化
	5.9. UEFI セキュアブートによるベータリリースの使用

	第6章 AMD64 および INTEL 64 システムへのインストール中におけるドライバー更新
	6.1. インストール中にドライバーを更新する場合の制約
	6.2. インストール中にドライバーを更新するための準備
	6.2.1. ドライバー更新用の ISO ファイルをローカルのストレージデバイスで使用するための準備
	6.2.2. ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスク (CD または DVD) の準備

	6.3. インストール中のドライバー更新
	6.3.1. ドライバーの自動更新
	6.3.2. アシスト付きのドライバー更新
	6.3.3. 手動によるドライバー更新
	6.3.4. ブラックリストへのドライバーの登録


	第7章 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムでのインストールの起動
	7.1. インストールプログラムの起動
	7.1.1. 物理メディアからの起動
	7.1.2. PXE を使ったネットワークからの起動

	7.2. ブートメニュー

	第8章 ANACONDA を使用したインストール
	8.1. ANACONDA の概要
	8.2. インストール中のコンソールとロギング
	8.2.1. コンソールへのアクセス
	8.2.2. スクリーンショットの保存

	8.3. テキストモードでのインストール
	8.4. グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストール
	8.5. ようこその画面と言語設定
	8.6. インストールの概要画面
	8.7. 日付と時刻
	8.8. 言語サポート
	8.9. キーボードの設定
	8.10. セキュリティーポリシー
	8.11. インストールソース
	8.12. ネットワークとホスト名
	8.12.1. ネットワーク接続の編集
	8.12.2. 高度なネットワークインターフェイス

	8.13. ソフトウェアの選択
	8.13.1. コアとなるネットワークサービス

	8.14. インストール先
	8.14.1. ブートローダーのインストール
	8.14.1.1. MBR と GPT に関する注意点

	8.14.2. パーティションの暗号化
	8.14.3. ディスク領域の獲得
	8.14.4. 手動パーティション設定
	8.14.4.1. ファイルシステムの追加とパーティションの設定
	8.14.4.2. ソフトウェア RAID の作成
	8.14.4.3. LVM 論理ボリュームの作成
	8.14.4.4. 推奨されるパーティション設定スキーム


	8.15. ストレージデバイス
	8.15.1. ストレージデバイス選択の画面
	8.15.1.1. 高度なストレージオプション


	8.16. KDUMP
	8.17. インストールの開始
	8.18. 設定のメニューと進捗状況の画面
	8.18.1. Root パスワードの設定
	8.18.2. ユーザーアカウントの作成

	8.19. インストールの完了

	第9章 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムでのインストールに関連するトラブルシューティング
	9.1. インストール開始時の問題
	9.1.1. UEFI セキュアブートが有効になっているとシステムが起動しない
	9.1.2. グラフィカルインストールの起動に関連する問題
	9.1.3. シリアルコンソールが検出されない

	9.2. インストール中の問題
	9.2.1. ディスクが検出されない
	9.2.2. トレースバックメッセージの報告
	9.2.3. プレインストールログファイルの作成

	9.3. インストール後の問題
	9.3.1. RAID カードから起動できない
	9.3.2. グラフィカルな起動シーケンスに関する問題
	9.3.3. グラフィカル環境での起動
	9.3.4. グラフィカルユーザーインターフェイスが表示されない
	9.3.5. ユーザーがログインすると X サーバーがクラッシュする
	9.3.6. RAM が認識されませんか ?
	9.3.7. signal 11 エラーが表示される


	パート II. IBM POWER SYSTEMS - インストールと起動
	第10章 IBM POWER SYSTEMS へのインストールプラン
	10.1. アップグレードまたはインストールの選択
	10.2. ハードウェアの互換性について
	10.3. IBM インストールツール
	10.4. IBM POWER SYSTEMS サーバーの準備
	10.5. インストール先として対応しているターゲット
	10.6. システム仕様一覧
	10.7. ディスク領域およびメモリーに関する要件
	10.8. RAID と他のディスクデバイス
	10.8.1. ハードウェア RAID
	10.8.2. ソフトウェア RAID
	10.8.3. USB ディスク

	10.9. インストーラーの起動方法の選択
	10.10. キックスタートを使用したインストールの自動化

	第11章 IBM POWER SYSTEMS へのインストール中におけるドライバー更新
	11.1. インストール中にドライバーを更新するための準備
	11.1.1. ドライバー更新用の ISO ファイルをローカルのストレージデバイスで使用するための準備
	11.1.2. ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスク (CD または DVD) の準備

	11.2. インストール中のドライバー更新
	11.2.1. ドライバーの自動更新
	11.2.2. アシスト付きのドライバー更新
	11.2.3. 手動によるドライバー更新
	11.2.4. ブラックリストへのドライバーの登録


	第12章 IBM POWER SYSTEMS でのインストールの起動
	12.1. ブートメニュー
	12.2. 異なるソースからのインストール
	12.3. インストールサーバーを使ったネットワークからの起動

	第13章 ANACONDA を使用したインストール
	13.1. ANACONDA の概要
	13.2. インストール中のコンソールとロギング
	13.2.1. コンソールへのアクセス
	13.2.2. スクリーンショットの保存

	13.3. テキストモードでのインストール
	13.4. HMC VTERM の使用
	13.5. グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストール
	13.6. ようこその画面と言語設定
	13.7. インストールの概要画面
	13.8. 日付と時刻
	13.9. 言語サポート
	13.10. キーボードの設定
	13.11. セキュリティーポリシー
	13.12. インストールソース
	13.13. ネットワークとホスト名
	13.13.1. ネットワーク接続の編集
	13.13.2. 高度なネットワークインターフェイス

	13.14. ソフトウェアの選択
	13.14.1. コアとなるネットワークサービス

	13.15. インストール先
	13.15.1. ブートローダーのインストール
	13.15.2. パーティションの暗号化
	13.15.3. ディスク領域の獲得
	13.15.4. 手動パーティション設定
	13.15.4.1. ファイルシステムの追加とパーティションの設定
	13.15.4.2. ソフトウェア RAID の作成
	13.15.4.3. LVM 論理ボリュームの作成
	13.15.4.4. 推奨されるパーティション設定スキーム


	13.16. ストレージデバイス
	13.16.1. ストレージデバイス選択の画面
	13.16.1.1. 高度なストレージオプション


	13.17. KDUMP
	13.18. インストールの開始
	13.19. 設定のメニューと進捗状況の画面
	13.19.1. Root パスワードの設定
	13.19.2. ユーザーアカウントの作成

	13.20. インストールの完了

	第14章 IBM POWER SYSTEMS でのインストールに関するトラブルシューティング
	14.1. インストール開始時の問題
	14.1.1. グラフィカルインストールの起動に関連する問題
	14.1.2. シリアルコンソールが検出されない

	14.2. インストール中の問題
	14.2.1. ディスクが検出されない
	14.2.2. トレースバックメッセージの報告
	14.2.3. プレインストールログファイルの作成
	14.2.4. IBM Power Systems ユーザー向けのパーティション作成に関するその他の問題

	14.3. インストール後の問題
	14.3.1. グラフィカルな起動シーケンスに関する問題
	14.3.2. グラフィカル環境での起動
	14.3.3. グラフィカルユーザーインターフェイスが表示されない
	14.3.4. ユーザーがログインすると X サーバーがクラッシュする
	14.3.5. signal 11 エラーが表示される
	14.3.6. ネットワークストレージ領域 (*NWSSTG) から起動 (IPL) できない
	14.3.7. GRUB2 next_entry 変数は、仮想化環境で予期しない動作をする可能性がある


	パート III. IBM Z アーキテクチャー - インストールと起動
	第15章 IBM Z へのインストールプラン
	15.1. プレインストール
	15.2. IBM Z へのインストール手順の概要
	15.2.1. インストールの起動
	15.2.2. インストールシステムへの接続
	15.2.3. Anaconda を使用したインストール


	第16章 IBM Z でのインストールの起動
	16.1. ブートパラメーターのカスタマイズ
	16.2. ハードドライブを使った IBM Z へのインストールに関する注意点
	16.3. Z/VM へのインストール
	16.3.1. z/VM リーダーの使用
	16.3.2. 設定済み DASD の使用
	16.3.3. 設定済み FCP 接続の SCSI ディスクの使用
	16.3.4. FCP 接続の SCSI DVD ドライブ

	16.4. LPAR へのインストール
	16.4.1. FTP サーバーの使用
	16.4.2. 設定済み DASD の使用
	16.4.3. 設定済み FCP 接続の SCSI ディスクの使用
	16.4.4. FCP 接続の SCSI DVD ドライブ


	第17章 インストールシステムへの接続
	17.1. VNC でリモート接続の設定

	第18章 ANACONDA を使用したインストール
	18.1. ANACONDA の概要
	18.2. インストール中のコンソールとロギング
	18.2.1. コンソールへのアクセス
	18.2.2. スクリーンショットの保存

	18.3. 非対話形式のラインモードでのインストール
	18.4. テキストモードでのインストール
	18.5. グラフィカルユーザーインターフェイスでのインストール
	18.6. ようこその画面と言語設定
	18.7. インストールの概要画面
	18.8. 日付と時刻
	18.9. 言語サポート
	18.10. キーボードの設定
	18.11. セキュリティーポリシー
	18.12. インストールソース
	18.13. ネットワークとホスト名
	18.13.1. ネットワーク接続の編集
	18.13.2. 高度なネットワークインターフェイス

	18.14. ソフトウェアの選択
	18.14.1. コアとなるネットワークサービス

	18.15. インストール先
	18.15.1. パーティションの暗号化
	18.15.2. ディスク領域の獲得
	18.15.3. 手動パーティション設定
	18.15.3.1. ファイルシステムの追加とパーティションの設定
	18.15.3.2. ソフトウェア RAID の作成
	18.15.3.3. LVM 論理ボリュームの作成
	18.15.3.4. 推奨されるパーティション設定スキーム


	18.16. ストレージデバイス
	18.16.1. ストレージデバイス選択の画面
	18.16.1.1. DASD の低レベルフォーマット
	18.16.1.2. 高度なストレージオプション


	18.17. KDUMP
	18.18. インストールの開始
	18.19. 設定のメニューと進捗状況の画面
	18.19.1. Root パスワードの設定
	18.19.2. ユーザーアカウントの作成

	18.20. インストールの完了
	18.20.1. z/VM 環境での起動 (IPL)
	18.20.2. LPAR 上での起動 (IPL)
	18.20.3. 再起動後のプロセス


	第19章 IBM Z でのインストールに関するトラブルシューティング
	19.1. インストール中の問題
	19.1.1. ディスクが検出されない
	19.1.2. トレースバックメッセージの報告
	19.1.3. プレインストールログファイルの作成

	19.2. インストール後の問題
	19.2.1. リモートグラフィカルデスクトップと XDMCP
	19.2.2. signal 11 エラーが表示される


	第20章 IBM Z インスタンスでのインストール済み LINUX の設定
	20.1. DASD の追加
	20.1.1. DASD のオンラインでの動的な設定
	20.1.2. 低レベルフォーマットによる新規 DASD の準備
	20.1.3. DASD のオンラインでの永続的な設定
	20.1.3.1. ルートファイルシステムの一部である DASD
	20.1.3.2. ルートファイルシステムの一部ではない DASD


	20.2. FCP 接続の LUN (論理 ユニット) の追加
	20.2.1. FCP LUN の動的なアクティベート
	20.2.2. FCP LUN の永続的なアクティベート
	20.2.2.1. ルートファイルシステムの一部である FCP LUN
	20.2.2.2. ルートファイルシステムの一部ではない FCP LUN


	20.3. ネットワークデバイスの追加
	20.3.1. qeth デバイスの追加
	20.3.1.1. qeth デバイスの動的な追加
	20.3.1.2. qeth デバイスの動的な削除
	20.3.1.3. qeth デバイスの永続的な追加

	20.3.2. LCS デバイスの追加
	20.3.2.1. LCS デバイスの動的な追加
	20.3.2.2. LCS デバイスの永続的な追加

	20.3.3. ネットワークルートファイルシステム用の IBM Z ネットワークデバイスの設定


	第21章 IBM Z でのパラメーターと設定ファイル
	21.1. 必須パラメーター
	21.2. Z/VM 設定ファイル
	21.3. インストール用ネットワークパラメーター
	21.4. キックスタートを使ったインストールのパラメーター
	21.5. その他のパラメーター
	21.6. パラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例

	第22章 IBM Z に関する参考文献
	22.1. IBM Z に関する出版物
	22.2. IBM Z に関する IBM REDBOOKS 資料
	22.3. オンラインリソース

	パート IV. 高度なインストールオプション
	第23章 起動オプション
	23.1. ブートメニューによるインストールシステムの設定
	23.1.1. 廃止予定および削除された起動オプション

	23.2. メンテナーンス起動モードの使い方
	23.2.1. メモリー (RAM) テストモードの読み込み
	23.2.2. 起動メディアの検証
	23.2.3. レスキューモードでのコンピューターの起動


	第24章 ネットワークからのインストールの準備
	24.1. ネットワークブートサービスの設定
	24.1.1. BIOS ベースの AMD64 と Intel 64 クライアント向け TFTP サーバーの設定
	24.1.2. UEFI ベースの AMD64/Intel 64 および ARM クライアント向け TFTP サーバーの設定
	24.1.3. GRUB2 を使用した IBM Power Systems 向けのネットワークブートの設定


	第25章 VNC の使用
	25.1. VNC ビューアーのインストール
	25.2. VNC インストールの実行
	25.2.1. VNC Direct モードでのインストール
	25.2.2. VNC Connect モードでのインストール

	25.3. キックスタートに関する注意点

	第26章 ヘッドレスシステム
	第27章 キックスタートを使ったインストール
	27.1. キックスタートを使ったインストールとは
	27.2. キックスタートを使ったインストールの実行方法
	27.2.1. キックスタートファイルの作成
	27.2.2. キックスタートファイルの維持
	27.2.2.1. キックスタートファイルの確認
	27.2.2.2. キックスタート構文の違い

	27.2.3. キックスタートファイルの準備
	27.2.4. インストールソースの準備
	27.2.5. キックスタートを使ったインストールの開始
	27.2.5.1. 手動でのキックスタートインストールの開始
	27.2.5.2. 自動的なキックスタートインストールの開始


	27.3. キックスタート構文の参考資料
	27.3.1. キックスタートのコマンドとオプション
	27.3.2. パッケージの選択
	27.3.3. インストール前のスクリプト
	27.3.4. Anaconda の設定
	27.3.5. インストール後のスクリプト
	27.3.6. キックスタートでのエラー処理
	27.3.7. キックスタートのアドオン

	27.4. キックスタート設定の例
	27.4.1. 高度なパーティション設定の例
	27.4.2. ユーザー入力の例
	27.4.3. RNG デーモンをインストールして起動するキックスタートファイルの例


	第28章 ディスクイメージへのインストール
	28.1. 手動でのディスクイメージへのインストール
	28.1.1. ディスクイメージの準備
	28.1.2. Red Hat Enterprise Linux のディスクイメージへのインストール

	28.2. 自動でのディスクイメージへのインストール
	28.2.1. livemedia-creator の概要
	28.2.2. livemedia-creator のインストール
	28.2.3. キックスタートファイルのサンプル
	28.2.4. カスタムイメージの作成
	28.2.4.1. lorax を使用した boot.iso ファイルの作成
	28.2.4.2. virt-install を使用したライブイメージの作成
	28.2.4.3. Anaconda のイメージインストールを使用したライブイメージの作成
	28.2.4.4. ディスクまたはファイルシステムのイメージ作成
	28.2.4.5. 以前に作成されたディスクもしくはファイルシステムのイメージの使用
	28.2.4.6. アプライアンスの作成
	28.2.4.7. Amazon Machine Image (AMI) の作成
	28.2.4.8. 追加の引数

	28.2.5. livemedia-creator のトラブルシューティング
	28.2.5.1. 仮想マシンのインストールが停止する場合
	28.2.5.2. 仮想マシンを使用したインストールの失敗
	28.2.5.3. Anaconda を使用したインストールの失敗



	第29章 現在のシステムのアップグレード
	パート V. インストール後
	第30章 初期設定 (INITIAL SETUP)
	初期設定でのオプション
	30.1. グラフィカルモード
	30.1.1. サブスクリプションマネージャー

	30.2. テキストモード
	30.3. 手動での初期設定の開始

	第31章 次のステップ
	第32章 基本的なシステムの復元
	32.1. 一般的な問題
	32.1.1. Red Hat Enterprise Linux を起動できない
	32.1.2. ハードウェアおよびソフトウェアの問題
	32.1.3. root パスワードのリセット

	32.2. ANACONDA のレスキューモード
	32.2.1. sosreportのキャプチャー
	32.2.2. ブートローダーの再インストール
	32.2.3. RPM によるドライバーの追加、削除、置換


	第33章 RED HAT SUBSCRIPTION MANAGEMENT からの登録解除
	33.1. RED HAT SUBSCRIPTION MANAGEMENT に登録している場合
	33.2. RED HAT SATELLITE に登録している場合

	第34章 RED HAT ENTERPRISE LINUX のアンインストール
	34.1. 64 ビット AMD、INTEL、および ARM システムからの RED HAT ENTERPRISE LINUX の削除
	34.1.1. Red Hat Enterprise Linux だけがインストールされている場合
	34.1.2. 異なる Linux ディストリビューションでインストールされた Red Hat Enterprise Linux
	34.1.3. Red Hat Enterprise Linux の他に Microsoft Windows オペレーティングシステムがインストールされている場合

	34.2. IBM Z からの RED HAT ENTERPRISE LINUX の削除
	34.2.1. z/VM ゲストまたは LPAR 上での別オペレーティングシステムの実行


	パート VI. 技術解説
	付録A ディスクパーティションの概要
	A.1. ハードディスクの基本概念
	A.1.1. ファイルシステム
	A.1.2. パーティション: 1 つのドライブの分割
	A.1.3. パーティションの中のパーティション: 拡張パーティションの概要
	A.1.4. GUID パーティションテーブル (GPT)

	A.2. ディスクのパーティション再設定に関する戦略
	A.2.1. パーティションが未設定の空き領域の使用
	A.2.2. 未使用パーティションからの領域の使用
	A.2.3. 使用中パーティションの空き領域の使用
	A.2.3.1. 既存データの圧縮
	A.2.3.2. 既存パーティションのサイズ変更
	A.2.3.3. 新規パーティションの作成


	A.3. パーティション命名スキームおよびマウントポイント
	A.3.1. パーティションの命名スキーム
	A.3.2. ディスクパーティションとマウントポイント
	A.3.3. パーティションの数


	付録B ISCSI ディスク
	B.1. ANACONDA での ISCSI ディスク
	B.2. スタートアップ時の ISCSI ディスク

	付録C ANACONDA UI 固有のコマンド
	C.1. ANACONDA で使用されるコマンド

	付録D LVM の理解
	付録E その他のテクニカルドキュメント
	付録F EXT4 と XFS コマンドの参照表
	付録G データサイズ用語の参照表
	付録H 改訂履歴
	索引

